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読序
序 論
第 一 軒 問題設定と先行研究
本論文で考察する事柄は以下 の三 点である ｡ 第 一 に ､ 十六世紀後期に トス カ ー ナ大
公 国を治めた君主フ ラ ンチ ェ ス コ ･ デ ･ メ ディ チ の蒐集活動が ､ ヨ ー ロ ッ パ諸国が経済的
利益を求め て対外進出 し成立 した ｢ヨ ー ロ ッ パ 世界経済+ とア ジア 貿易の発展 ､ とい う国
際的経済 . 政治状況に ､ 密接に関連した文化事業の 一 つ である ことを示す ｡ 第二 に ､ 十大
世紀の 王侯君主や富裕貴族階級が世界中か ら競 っ て蒐集した自然物 L 人工 物の コ レク シ ョ
ンが ､ 権力者の 文化的優越性の象徴と して機能し ､ それらを展示 し観せ るこ とによ っ て蒐
集主の 権力を顕示 した こ と を明らか にする ｡ あらゆる分野 の蒐集物か ら構成された ､ ｢芸
術 一 驚具陳列室 ( Ku n st- Wu nde rka m m e r) 1+ と呼ばれる コ レク シ ョ ン 陳列空間に は ､ 蒐
集主の世界像の縮小 ､ すなわち ミク ロ コ ス モ ス が形成されて いた ｡ 筆者は具体的な考察の
対象と して ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世が創設 した三 つ の コ レク シ ョ ン展示空間をとりあげ､ 各
展示 空間に あらわされた蒐集家の世界像と ､ その変容に つ い て考察を行なう ｡ 第三 に ､･動
物や植物などの自然物 コ レク シ ョ ンを記録するため に普及 した､ 自然科学的で客観的な自
然観察に よ っ て制作された動植物画を取り上 げる｡ 新大陸やア フリカ大陸およぴアジアな
どの 遠隔地から運ばれた ､ 珍種の動植物の姿を精密に描写する動植物画 を制作 した芸術家
と ､ 自然物に つ いて の専門的な知識をもつ 学者との相互関係に つ いて考察し ､ 新知識を記
録する行為が担う目的とその意味を明らか に し ､ 十六世紀に盛ん に制作された動植物画が
も つ 重要性に つ い て考察する ｡
以上 の ように ､ こ れまで相互的な関係が考察され るこ とがなか っ た十六世紀の世界
シ ス テム と蒐集活動さらに 視覚的自然主義の発生を ､ 共通の 歴史的段階に おい て把握する
こ とが本論の目的で ある ｡
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ハ ブス ブルク家の蒐集活動を代表する膨大なコ レクシ ョ ンの 持ち主､ チ ロル 公 フ エ ルデ ィ
ナ ン ドニ世はア ン プラス 城に造っ たコ レク シ ョ ン 展示空間を､ 遺書のなか で初め て ｢美術
- 驚異蒐集室+ と命名 した ｡
Ⅰ.ウオ ー ラ ー ス テイ ンが著書 『近代世界システ ム ー 農業資本主義と ｢ヨ ー ロ ッ パ
世界経済+ の成立 -』 2で 述べるように ､ 十大世紀の ヨ ー ロ ッ パは地金 ･ 食料
. 燃料 t 奴隷
を求めて新大陸やア フ リカ大陸- 進出し､ 膨大な富を獲得した｡ その昔はア ジア貿易を促
進させ る資金源と して活用され ､ ヨ ー ロ ッ パ諸国は大西洋貿易と東方貿易を大きく発展さ
せ た. また 一 方で十六世紀の ヨ ー ロ ッ パ諸国は､ 中央集権制や絶対王政主義国家が確立 し
つ つ ある時期に あり, 富が権力者 へ 集中する政治的構造が次第に成立してい っ た ｡
また ､ この ような大西洋貿易と東方貿易の発展による膨大な物質的富の流入は ､ ｢新
世界 (Nu o v oM o ndo)+ をは じめ とする遠隔地に関する知識や文化をもヨ
ー ロ ッ パ ヘ もた
らす結果 となっ た｡ そ して 十大世紀ヨ ー ロ ッ パ 諸国の王侯君主や富裕貴族階級およぴ学者
のあいだで涜行 した蒐集活動では ､ 世界中か ら運ばれ た金銀や宝石 だけで はなく動物 ､ 植
物 ､ 鉱物な どの自然物や ､ エ芸晶 ･ 美術品などの人 エ物などあらゆる事物が蒐集の対象 と
なり ､ それぞれの大陸を表象するコ レク シ ョ ン によ っ て世界国が形 成されて いた ｡ さ らに
事物だけではなく世界各地に つ い ての膨大な情報も蒐集された ｡ こ れらの ｢知+ の蒐集に
関する具体例をあげるならば､ 十六世紀中頃以降､ ヨ ー ロ ッ パ 以外の大陸に対 して地理 的 ､
考古学的､ 人類学的な関心が高まり ､ ｢新大陸+ や東方の探検記や訪問記が大量 に出版さ
れて いる ｡ ありとあらゆる情報が詰め込まれそれらの著作は ､ 人 々がまだ見た ことの ない
世界の様子を認識するための重要な情報収集手段となっ たo さらに見聞 した事物に つ いて ､
記述の理解を助けるため の媒体と してイメ ー ジが用い られるようになり､ 記述の 内容に 忠
実で ､ ｢真実+ に基づい て 描写された挿絵が盛ん に制作された｡ この ような挿絵や動植物
画の制作は､ 対象物に つ い て専門的知識をも つ 学者と芸術家との共同作業によっ ておこ な
われ ､ 客観的で正確な描写を特徴とする絵画が制作された｡ 本論文で は､ 新知識や自然物
コ レク シ ョ ン を記録 し永久的に保存するために制作されたこれらのイメ ー ジに注目し, そ
の政治的 . 文化的用 途や描写 に必要とされた絵画様式に つ い て考察を行なう｡ 考察にあた
り ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世の 宮廷で活躍 した ヴ ェ ロ ー ナ出身の細密画家ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツ イ
(15 4 3- 16 2 7) に注目 し､ 君主の保護下で制作された多くの作品に つ いて具体的に分析を
行なうとともに ､ リゴ ッ ツ イ と密接な関係に あっ た博物学者ウリツ セ ･ ア ル ドロ ヴァ ン デ
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イ が著した, 画家と学者との密接な関わりに つ いて の 記述を取り上 げ､ 十六世紀の 動植物
画が蒐集活動に 果た した役割と､ フ ィ レンツ ェ 絵画に おける自然主義的描写 の発達 へ の 影
響に つ い て考察する｡
本論文で考察をおこ なう トスカ - ナ大公 フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ . メデ ィ チ は､ 初代 ト
ス カ ー ナ大公 コ ジモ . ディ ･ メ ディ チ の長男と して 1 5 4 7年に 誕生 し､ 小規模な都市国家
ながらもヨ ー ロ ッ パ に おける芸術活動の 中心地と して発達 した ､ トス カ - ナ大公 国の統治
者で ある｡ フ ィ レンツ ェ 史を言苦る歴史家 は ､ 優れた政治手腕と軍事力に よ っ て都市圏家の
地位向上と領地拡大を実現させ ､ つ い に教皇か ら大 公位を授与された野心家の父 コ ジモ ー
世 と比較して ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世を統治能力と政治的野心に欠 け武力行使を行 なわない
無能な君主と して ､ あるい は錬金術や永久運動機械装置の 実験 そ して珍物蒐集に昼夜明け
暮れる放蕩君主 と して ､ さらに 君主の相手と して不 相応な ｢ヴ ェ ネツ ィ ア娘+ と再婚 した
不道徳な人物と して記述 して きた ｡
しか し ､ ル チ ア ー ノ ･ ベ ル テ ィ は 『ス トウ ディ オ ー ロ の 公 子(D PTln abe dello
Studi
'
olo)』(fir e n z e,19 6 7)に おい て ､ フ ラ ンチ ェ ス コ ー 世が持 っ て い た幅広い知識 と関心
や ､ 大公 がおこ な っ た様々 な芸術文化政策に つ い て第 一 次資料 を用いて 明らか に し､ それ
らの文化事業が自己満足の ためで はなく ､ トス カ ー ナ大公の 知と富を象徴するための 政策
と して 利用された ことを示 した. またベ ルテ ィ の研究 は ､ フ ラ ンチ ェ ス ヨ 一 世が築い た ト
ス カ ー ナ大公 国の 芸術文化が ､ 十六世紀後期ヨ ー ロ ッ パ諸国の 宮廷の中で も最高 の質と技
術を持ち ､ さらに フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世がス ペ インやオ ー ス トリア ･ ハ ブス ブル ク家な どの
大国の 王 に匹敵する膨大か つ 貴重 なコ レク シ ョ ンを有するだけでなく ､ 多数の優秀な芸術
家が宮廷画家と して フ ィ レン ツ ェ の 宮廷で制作活動をおこ ない ､ 壮麗な宮廷文化を創造 し
て いた こ とを明らか に して おり ､ 以 後の フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世研究の 方向性を決定付 ける重
要な研究とな っ て い る ｡ ベ ルテ ィ はコ レク シ ョ ニ ズム に つ いて ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世が示
した新大陸や東方 へ の関心に つ いて触れて いるが ､ コ レクシ ョ ンされた事物 の内容や貿易
商との関係 などに つ い て述べ るだけで ､ 十六世紀後期の時代背景やフ ラ ン チ ェ ス コ 一 世の
関心事とその理由は明らかにされて い ない ｡
しか しフ ラ ンチ ェ ス コ 一 世がおこ な っ た蒐集活動の 考察に あたり ､ 同時代の国際的
ノ
な政治 ･ 経済的背景やヨ ー ロ ッ パ諸国と トス カ ー ナ大公 国との 相互関係 を念頭 に おき､ 君
主の個人的な思想や関心に つ いて の考察を踏まえて ､ コ レクシ ョ ン に表わされる蒐集主の
10
世界像に つ い て明らか にする作業が不可欠である｡
またデテル プ リ ヽイカ ン プは､ 十六世紀メ デイ チ家の コ レク シ ョ ンから明らか に さ
れ る新大陸 へ の関心 に つ い て の 研究 『メ キ シコ とメ デイ チ(Me x l
'
c o a Bd 地e Med]
'
cl)』
(fire n z e,1 9 72)をおこ なっ て いる . ハイカン プは , コ ジモ
ー 世が集めた新大陸の 事物の コ レ
クシ ョ ン に は宝飾品など貴重物コ レクシ ョ ン以外に ､ 君主が持つ 人類学的 ･ 自然科学的関
心を示す書物 ､ 絵画 ､ エ芸品などの コ レクシ ョ ン が多く含まれて い ることを､ コ レク シ ョ
ン の具体的な検証によ っ て明らか に して い る｡ さらに大公 の コ レク シ ョ ンを展示するため
に フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世が行政官庁の建築物の最上 階を改築させ て設けたガッ レリ ー アの 天
井に描かれた ､ 新大陸の原住民や動植物に つ い ても言及 し､ グロ テス ク文様に組み込 まれ
た新大陸の 原住民像の 図像源を特定して いる3｡ その他 ､ 十六世紀後期に制作されたア メ リ
カ大陸原住 民の酋長モ ン テズマ の肖像画分析など､ メ ディチ家君主が蒐集した貴重なコ レ
クシ ョ ン に つ いて考察をおこ な っ て い る｡ また 19 8 0年 『十六世紀ヨ ー ロ ッ パ におけるメ
デ ィ チ家 フ ィ レン ツ ェ と トス カ ー ナ(R
'
T e D Z e ela To s ca n adej Medicl
'
n ell'Eu r opa del
chqu e c eDtO)』 と題され フ ィ レン ツ ェ で 開催された大規模な展覧会で編まれ た四 巻の カタ
ロ グには ､ メ ディチ 家が蒐集 した古物､ 絵画 ､ 世界の エ芸作品､ 書物などの膨大なコ レク
シ ョ ンと ､ 天文学 . 錬金術など科学 へ の関心を示す事物がカタ ロ グ化されて い る｡ 更に 19 9 7
年 ､ ピッ テ ィ宮殿で開催された展覧会『メディ チ家宮廷の荘厳(Mag771
'
{7
'
c e n z aalTa Cu tede]
'
Medl
'
a)』 のカタ ロ グに おい ては ､ コ ジモ ー 世か らフ エ ル ディ ナ ン ド 一 世 へ 至 る三 代の ト
ス カ ー ナ大公 によ っ て蒐集された , 古代美術品か ら新大陸の自然物に至る多種多様なコ レ
ク シ ョ ンが具体的に考察される中で ､ フラ ン チ ェ ス コ 一 世がガッ レリ ー ア に展示 したコ レ
ク シ ョ ンや ､ 職人 たちが君主の エ 房カジ ー ノ ･ ディ ･ サ ン ･ マ ル コ で制作 した 陶磁器 ､ ･ガ
ラ ス ､ ピ エ ト レ ･ ドゥ - レなどの エ芸品に つ いての最新の 研究がおこなわれて い るo だが
ハ イカ ン プをは じめ とする多くの研究者による先行研究も ､ ベル テ ィと同様 ､ 十六世紀に
おけるヨ ー ロ ッパ やイタ リア の商業的 ･ 政治経済的時代背景とフラ ンチ ェ ス コ 一 世の文化
事業との 関係がほとん ど考慮されていない ｡
この よ うな先行研究に代表されるように ､ 十六世紀中期か ら後期に か けての トスカ
ー ナ美術の研究史で は ､ 新大陸の征服によ っ て膨大な富を築いたポル トガルやス ペイ ン と
3 ウフ ィ ツ イの天井画に関する D. ハイカ ン プの先行研究としては, 後述するウ フ ィ ツイ の
｢武 具の 間+ の 研究も 挙げられる ｡ (C 丘･.■Heika mp,D. ,
"1' Antic a Siste rna zio n edegli
stru m e nti Scie nt述.cin elle Collezioni Fio r e ntin e
”
,
in 《Antichita Viva》,6,19 70,p p.3-25.)
ll
トスカ ー ナ大公国との 政治的 b 経済的関係や ､ レバ ン トの 海戦(15 7 1)後に トス カ ー ナ大公
圃が世界進 出の ために行な っ た政策な どに つ い て重視されず､ また国際的立場の なかで ト
スカ - ナ大公国の美術や文化が蒙っ た影響に つ い て考察 した先行研究は全くない . したが
つ て筆者は ､ ヨ ー ロ ッ パ諸国が帝国主義的発展を遂 げた十六世紀に おける ､ トス カ - ナ 大
公 国の政治的 ､ 経済的政策を明らかに し､ それが トス カ - ナ 大公 の 蒐集活動や文化事業に
およぼした影響に つ いて考察を行なう｡
十六世紀 ､ ヨ ー ロ ッ パ諸国の王 侯君主､ 富裕貴族階級や学者の間で流行 した蒐集活
動で は ､ 蒐集されたコ レク シ ョ ン を陳列 ､ 展示 するため に ｢美術 - 驚異陳列室+ が多数建
設された . しか し自然物 へ の関心と蒐集に つ い ては M . フ ー コ ー が述 べるように ､ 十六世紀
に み られる興味や関心は以前か ら既に存在 して い たもの であり ､ ｢変化 したの は､ それが
見られ､ それらの記述の 出発点となる空間+ 4で あ っ た ｡ つ まり十五世紀 まで は ､ 君主の書
斎など閉鎖的な私的空間に飾られて いた美術品や古代遺物な どの コ レクシ ョ ン や ､ 街q) 公
的空間で 見世物にされた動物5または祝祭に 用い られた 珍獣の ように ､ コ レク シ ョ ン は個人
的または見世物的な用途 をも っ て い た｡ しか し十大世紀になると ､ 膨大なコ レク シ ョ ン を
分類する基準や展示方法により力が注がれ ､ 蒐集物の 分類法が世界中の事物 を集める蒐集
者の世界理解と言忍識を表すようにな っ た ｡ それは十六世紀に盛んに執筆 ､ 出版されたコ レ
ク シ ョ ンの ｢目録+ に見られる ､ 独自の事物分類法にお いても示されて いる ｡
さ らに重要な ことは､ 蒐集家た ちが コ レクシ ョ ン を公 開 した こ とで ある ｡ しか し､
当然の こ とながら公開 した相手は ､ 所有者 に許可を与 えられた限られ た人々だけであり ､
通常は同じ知的 ･ 文化的集団の メ ン バ ー が コ レク シ ョ ン を披露する相手と して選 ばれて い
た ｡ 蒐集家に とっ て も､ どの ような人物が コ レク シ ョ ン 陳列室を訪問 し､ 誰に 自分の コ レ
ク シ ョ ン を披露 したか という こ とが 一 つ の 社会的なス テイタ ス シ ン ボル とな っ て おり ､ 訪
問者の芳名録が作られ ､ 来客者の 名前と職業が記録された ことか らもそれが明らかで ある｡
十大世紀中期以降､ 新世界の征服に成功 し､ 弓虫大な権力を手中に収めたス ペイ ン王
や ハ ブス ブルク宮廷などに よ っ て大規模なコ レク シ ョ ン 展示 空間が建設されて い た｡ ハ ブ
4Fo u c a ult
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M
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, pa ris,1966(渡辺
一 民 ★ 佐 々木明訳『言葉と物』19 7 4
154 頁)
6 十五世紀フ ィ レンツ ェ のパ ラツ ツオ , ヴ ェ ッ キオの裏で は､ 珍 しい猛獣として ライオン
が飼育されて いた｡
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ス ブルク皇帝マ タ シミリア ン ニ世の兄であり､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世の義兄で もあっ たチ ロ
ル公 フ エ ル ディナ ン ドニ 世は優れた芸術保護者 であり､ また素晴らしい コ レクシ ョ ンの所
有者として有名で あっ た｡ フ ェ ルディナ ン ドニ世が 1 572年に建設 したア ンプラス 城に は ､
自然物 一 人工 物が混合された百科全書的なコ レクシ ョ ンが展示され､ 宝飾品 ､ 鉱物 ､ 楽器 ､
機械装置 ､ 新大陸の エ 芸品 (羽 根細 エ)､ ガラス ､ 陶磁器､ 武具 ､ 美術品 ､ エ 芸晶など独
自の分類法によ っ てキャ ビネッ トに分類され ､ 設置された｡ また ､ 15 60年代後半にス ペイ
ン 国王 フ ェ リペ ニ 世が建設 した ､ コ レクシ ョ ン の総合展示空間で あるエ ス コ リアル に は､
美術館 ､ 動物園 ､ 庭園な どが同空間内に建設された . ヨ
ー ロ ッ パ最大の権力者となっ たフ
ェ リペ ニ世の コ レク シ ョ ンと陳列空間は, ス ペイ ン王 の強大な権力と富を訪問者に顕示す
る政治的役割を担っ て いた ｡
そ してイタリアの 一 小都市国家の 君主で あっ たフ ラ ンチ ェ ス コ
一 世もまた ､ 大規模
なコ レク シ ョ ン陳列空間 を設立して いるo まずフ ィ レン ツ ェ の 中心部に位置 し , トス カ -
ナ大公 国の政治機関と して機能して い た建造物の最上 階に建設されたガ ッ レリ
ー ア ( 美術
館) には ､ メデ ィチ家が蒐集した古代遺物 ､ 芸術作品 ､ エ芸晶､ 自然物などあらゆる分野
の コ レクシ ョ ン が展示された ｡ また青年期に ハ ブス ブルク家やス ペイ ン 王の 宮廷を訪れ ､
絶対的権力を有する君主の コ レクシ ョ ン を体験 し ､ その影響を受けた フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世
は フ ィ レ ン ツ ェ 郊外 に ヨ ー ロ ッ パ 最大の規模を持 つ 庭園､ プラ トリ ー ノ の造成をおこな っ
て い る｡ 高度な水力学技術と複雑な図像プロ グラム を用い ､ 地形や植生の変容が おこ なわ
れた庭園には ､ 世界中か ら蒐集された鳥類や魚類な どの動物や貴重種の植物 コ レク シ ョ ン
が屋外 に展示され ､ 飼育 ･ 栽培されて いたo さらに君主の庭園プラ トリ
- ノ は ､ 階級的文
化的 レベ ル によ っ て選別された人物だけで はなく , 一 般大衆にも公開された. 年 一 度おこ
なわれる大衆 へ の庭園公 開は､ トス カ - ナ大公 が所有する高度な技術 ､ 優れた芸術品そし
て膨大な自然物 B 人工物コ レク シ ョ ン を全ての訪問者に対 して顕示する目的を持っ て い た
こと を意味していた ｡
この ように本論文で は､ フ ランチ ェ ス コ 一 世が創設した異なる展示 空間に注目し ､
君主による蒐集活動の目的とコ レク シ ョ ンの様々 な空間 へ の展示行為の 意味に つ い て明ら
か に し ､ 各々 の展示 空間に表された施主の世界像に つ いて考察を行なう ｡ 第
一 に ､ フ ラ ン
チ ェ ス コ 一 世が摂政時代に 王宮パ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオに建設した ､ ス トウ ディ オ
ー ロと
い う小規模でより私的なコ レク シ ョ ン収納空間 ､ 第二 にコ レクシ ョ ン が担う役割変化に応
じて規模と用途を変容させ た コ レク シ ョ ン展示空間で あるガッ レリ ー ア ､ そ して コ レクシ
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ヨ ンの屋外展示空間で ある庭園プラ トリ ー ノ に つ いて考察を行 ない , コ レクシ ョ ン展示空
間が埴う政治的意味や､ 分類､ 展示されたコ レク シ ョ ンに表象される世界認識 を明らか に
する ｡
君主が蒐集した膨大な植物コ レク シ ョ ン を､ 資料と して永久的に保存するための 技
術で ある標本の 作成は､ トス カ ー ナ大公 の植物園責任者を務めたル ー カ ･ ギ - ニ によっ て
普及 し ､ また動物を保存す るための液体の発明や､ 動物標本技術も同時期に発達 した ｡ そ
して 動植物コ レク シ ョ ンの永 久的な保存を目的と した方法と して ､ 十六世紀中期からヨ ー
ロ ッ パ諸国で発達 したのが ､ 動植物の描かれた標本とも言うべ き細密画の 制作で ある ｡ フ
ラ ンチ ェ ス コ ー 世が植物園や庭園およぴ動物園に栽培 ･ 飼育されて いるコ レク シ ョ ンを ､
芸術家に措か せた大量の動植物画は ､ 大公 の重要なコ レク シ ョ ン と して当時か ら高い評価
を受 けて いた ｡ 第三章で は 王侯君主や学者が熱心に 蒐集 した ､ こ れらの動植物画を考察
の対象と し ､ まずフ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の保護の下 で動植物画の 制作をおこ なっ た画家ヤコ
ポ =ノゴ ッ ツ イ に つ いて考察する ｡
リゴ ッ ツ イ の絵画に 特徴的な轍密で正 確な描写技術に影響を与えた要素と して ､ リ
ゴ ッ ツイ 家がハ ブス ブルク家 マ ク シミリア ン 一 世 に仕 え衣装, 調度品､ 宝飾品な どの装飾
をおこ なう職人 - 家で あっ た ことがあげられる. ヴ ェ ロ ー ナ を拠点に して ハ ブス ブルク宮
廷 と北イタリア の宮廷に仕 えるという国際的環境で活躍 したリゴ ッ ツ イ 家で青年期を過ご
したヤ コ ポは､ アル プス 以北の芸術とイタリア芸術の双方か ら影響を受 け, 高度な職人的
技能を修得した芸術家であっ た｡
自然物の 蒐集 ､ や 錬金術 ､ 科学実験 ､ エ 芸晶制作な どに強い関心をもち ､ 植物園やエ
房力ジ ー ノ ･ ディ ･ サン ･ マ ル コ を創設 した フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世は ､ アル プス 以北やイタ
リア 各地から優れた職人と芸術家をフ ィ レン ツ ェ の 宮廷に招 いて , その保護下 で制作活動
をおこ なわせ て い る ｡ なか でも大公から高頼 の報酬と制作環境さらに住環境を優遇され ､
1577年に ヴ ェ ロ ー ナか らフ ィ レン ツ ェ へ や っ て きたリゴ ッ ツ イ は ､ フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世の
関心を満足させ る優れた描写技術 を持 っ た職人であり芸術家で あっ た ｡ したが っ て ､ リゴ
ッ ッ ィが フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の保護の下 で おこ なっ た動植物画の制作や､ ピ エ ト レ ･ ドゥ
ー レなどの エ芸品制作をとお して ､ トス カ ー ナ大公 に よ っ て推進された絵画制作事業の性
格を明らか にで きる｡
次 に ､ 十六世紀ヨ - E)ツ パ にお い て有数の博物学看で あ っ たウリ ツ セ ･ アル ドロヴ
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ァ ンディから ｢最も優れた画家である+ と絶賛され ､ 正確な自然模倣をおこ なう描写技術
と表現力を称えて ｢画家ア ベ レス の再来+ とい う高い評価を与えられたリ ゴッ ツイ の ､ r真
実+ を描写する能力に つ い て考察をおこ なう｡ リ ゴ ッ ツイ は ､ 視覚的リアリズムを追求し
た自然主義的描写の絵画制作によっ て ､ フ ィ レ ン ツ ェ の芸術家の なかで重要な地位を獲得
し ､ フ ィ レ ン ツ ェ 絵画における自然主義的描写の発展にも大きな役割を果た して いる○ し
か し､ 同時代史料や美術史研究におけるリゴ ッ ツ イ は､ その職人的技能だけがとりあげら
れ ､ マ イナ ー な職人､ 或 い は画家と して注目されるのみ であっ た｡ したがっ て筆者 は､ 十
六世紀第三 四半世紀か ら十七世紀初期 ､ すなわち後期マ ニ エ リ スム から初期バ ロ ッ ク へ 至
る時期に ､ メデ ィチ 家の 宮廷画家と して さまざまな分野で活躍 したリ ゴ ッ ツ イ の制作活動
に つ い て再考し､ フ ィ レン ツ ェ 美術に おけるその影響と重要性を明らか にする｡
現在まで の先行研究 におい て ､ リゴ ッ ツイ の 制作活動を再評価しフ ィ レン ツ ェ 美術
史に おけるリ ゴ ッ ツ イの 位置付けを行な っ た論文を紹介する｡ まずリゴ ッ ツ イ研究の発端
となる重要な論文として ､ ミ ー ナ ･ Jiッ チの 『フ ィ レン ツ ェ 絵画に おけるヤ コ ポ ー リゴ ッ
ツ イ の 位 置 (JB COPO Llgu a zl
'
e la s u epo slz l
'
oLn e n ella pI
'
ttLLr&B w e Btin B)』 (in
《pr opo r zio ni》 ,IV, 1 96 3) が挙げられる. バ ッ チ は リゴ ワ ッ イ に関する伝記的史料か ら動
植物画､ エ 房で の制作活動 ､ ア ツ カデ ー ミア ･ デル ･ ディゼ ー ニ ヨ における役割 ､ フ ラ ン
チ ェ ス コ 一 世死後の制作活動まで ､ 全制作活動に つ い て考察 して い る｡ 特に ､ フ ラン チ ェ
ス コ 死後に フ エ ル ディナ ン ド 一 世､ コ ジモ ニ 世 ､ フ エ ル ディ ナ ン ドニ 世と 三代の トスカ
ー
ナ 大公 の下で 制作 した絵画作品を取り上 げ､ リ ゴ ッ ツイ の宗教画に見られる反宗教改革運
動の影響に つ い て言及 し ､ 絵画作品の時代的変遷に つ いて述べ て い る ｡ しか しバ ッ チ以後､
リゴ ッ ツイ の制作活動 を包括的に考察 した研究は行なわれて おらず ､ 近年では動植物画､
宗教画 ､ エ 芸作品などリ ゴ ッ ツイ が行な っ た多分野の制作活動の
一 部 釧 こ つ いて抽出した
先行研究が多く見られる. なか でも本論文の構想 にあたり､ 貴重な参考論文とな っ た二 者
の研究をあげる ｡ 第 一 者 は ､ ウフ ィ ツ イ美術館付属版画素描室が所蔵するリ ゴッ ツイ の動
植物画に つ いて の研究を行 な っ た ､ ルチ ー ア ･ トン ジョ ー ル ジ , トマ ー ジである o パ ッ チ
とア ン ナ b フ ォ ル ラ ー ニ が監修した展覧会 『ヤ コ ポ I リゴ ッ ツ イの素描(MostT ad7
'
D2
'
s eg23j
dteLa copo L]
'
goz a])』 展(&ren ze,1 96 1)によっ て初め てリ ゴ ッ ツイ の動植物画が注目された
後 ､ トン ジ ョ ー ル ジ ー トマ ー ジは 『ウフ ィ ツイ 所蔵の素描における解剖学的自然主義的イ
メ ー ジ(血 m ag7
'
D 1
'
a D atO mk he e D atU r Bl]
'
st1
'
che Eeldes egn l
'
degl]
'
乙 勧 』展(鮎en z e,1984)
を開催 して い る ｡ 展覧会 で はリ ゴッ ツ イ の動植物画とともに ､ ア レ ッ サ ン ドロ ･ ア ツ ロ ー
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リをは じめとするア ツ カデ ー ミ ア d デル p ディ ゼ ー ニ ヨ の会員が描いた解剖学的人体素描
が取り上 げられた ｡ その中で トン ジョ ー ルジ ･ トマ ー ジは6, 科学的観察眼によ っ て 描か れ
た動植物画は事物を認識する目的で制作された こ とを指摘し ､ 十大世紀の ヨ ー ロ ッ パ諸国
の 宮廷 に おける植物コ レク シ ョ ン の発達 と植物画の 需要に つ いて の言及 して いる ｡ また
1 99 3年に トンジ ョ ー ル ジ ･ トマ ー ジは､ リゴ ッ ツ イ の植物画全八十作品を収めたモノ グラ
フ ､ 『ヤコ ポ ･ リゴッ ツ イ の植物画 (Z E
'
tT attl dl
'
p)
'
a Bte dJ
'
Ja c opo Llioz zl)』 bisa,1 993)
を出版 し､ ウフ ィ ツ イ美術館付属版画素描室の全植物画と フ ィ レン ツ ェ 国立図書館 に所蔵
される植物画二 枚を収 め ､ リ ゴ ッ ツ イ が制作 した植物画の全貌 を明らか に して いる ｡ さら
に 十六世紀に制作された植物画が ､ 新大陸発見の結果ヨ ー ロ ッ パ にもたらされた新知識の
獲得の ため に需要され , ｢真実+ を伝達する細密画制作をお こ なうため に科学者との密接
な コ ラボ レ ー シ ョ ンが必要不 可欠であっ た ことに つ い て考察 した ｡ また トンジ ョ ー ル ジ ･
トマ ー ジに よるモ ノ グラ フ に は全植物画作品がカタ ログ化されて おり ､ リ ゴ ッ ツ イの細密
画の 全貌を知る こ とが出来る重要な著書である ｡ そ して今年 , ワ シン トン D.C. 国立美術館
で 開 催され た 『フ ィ レン ツ ェ の 開 花 : メ ディ チ 家の 植物学 的芸 術(乃 e B o w e r1
'
ng of
Elo m n c e/Bota m
'
c al AFtfw 也 e Medic)iI 展(w a shingto nd. c. ,202)では､ 十五世紀か ら十
八世紀にかけて フ ィ レン ツ ェ で制作された ､ 植物画 の歴史 を扱っ て いる｡ リゴッ ツ イ に つ
いて は ､ トス カ ー ナ大公の コ レク シ ョ ンの植物画と博物学者ア ル ドロ ヴァ ンディ の コ レク
シ ョ ン の ために描か れた､ 同 一 主題の絵画に見られ る描写法の相違を取り上 げ､ リゴ ッ ツ
イ が依頼者の関心 に応 じて絵画の構図を変化させ たこ とを論証 している ｡
フラ ン チ ェ ス コ 一 世の 死後 ､ リゴ ッ ツ イ は大型のタ ブロ ー や宗教画 など全く分野の
異 なる絵画を制作 して いる . その 理由と して , 三代 目 トス カ - ナ大公 フ エ ルディ ナ ン ド 一
世が ロ ー マ で枢機卿を務め た人物で あり ､ 兄フ ラ ンチ ェ ス コ ー 世の 文化政策を否定 して 反
宗教改革の教義に従 っ た芸術政策を推進 した こ と ､ そ して 1 5 9 0年代にはリゴッ ツ イが フ
ィ レ ンツ ェ 芸術家界 で重要な地位を獲得 して いたため ､ 大公か ら重要な仕事を依頼される
こ とが多か っ た こ とな どが要因と して挙げられる ｡ この ような 1587 年以後のリゴ ッ ツ イ
の 制作活動に つ いて考察が おこ なわれた研究の代表的な例と して ､ ル チ ッ ラ ･ コ ニ リ エ ツ
6Tbngio rgiTo m a si, L.,
"Ijim m agin e n atu ralistic a aFir e n z eもr aX VIe X VIIse col ･
Con七ributo alr ap po rto
"Arte - Natu ra” tr a m a nie ris m o eprim a eta bar oc caヱ;in Zm m agm l
a h ato m l
'
che e n atLIZdl
'
sdL:he n e1
'
di
'
s eg71)
'
degl1
'
U＋fl
'
z l
'
. Se c c. X VTeX W Z, Gabin etto Dis egni
e Sta mpedegli U fRzi(以下略称 GD S U) , L X,1984,p p･3 7- 6 7･
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ロの 先行研究があげられる ｡ コ ニ リ エ ツ 口 はリ ゴ ッ ツ イ が宮廷画家として 行なっ た肖像画
や植物画など宗教画以外の作品制 附 こ つ いても考察して い る7｡ 1 99 2年にポッ ピで開催さ
れた 『ヤコ ポ l リゴ ッ ツ イ ; ヴ エ ルナ のサタ ロ ･ モ ンテ の風景､ ポッ ピと ピッ ビエ ー ナに
おける絵画作品(eIA C O P O LJG a ZZ石Le T7edute del Sa c E OMollie .della Ve m a. Z dlb1
'
n d d7
'
Pop pl
'
e B)
'
bbJ
'
e n a)』 展 (pop pi,1992) は､ 十七世紀初期に多数の宗教画を制伸 したリ ゴッ
ツイ の 活動をとりあげた重要な研究である｡ フ エ ルディ ナ ン ド 一 世の下で宮廷画家と して
活躍 したリ ゴ ッ ツ イの絵画制作は ､ パ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオやサン ト ･ ス テ ー プ ア ノ騎士
団教会を飾る トス カ ー ナ大公国賞賛の政治主題を持つ 絵画や ､ 宮廷や教会か ら依頼された
宗教画の 制作が大部分を占め て いる ｡ なか でも コ ニ リ エ ツ ロ が 『フ ィ レン ツ ェ ､ オ ン ニ サ
ン テ ィ聖堂回廊 (LI Cn1
'
o stm dl Og221
'
s s a Dd a Fl
'
r e n z e
,
r e Sta Zl m e P e Sb
'
tu 2 1
'
o D edegl}
'
a 鮎 s ch1
'
del ck lo fT & D Ce S C a B O)』(fir e n z e,19 9 0)や 『ヴエ ルナのサク ロ A モ ンテ の風景 :
聖フ ラン チ ェ ス コ にま つ わる聖地を巡礼するヤ コ ポ ･ リ ゴ ッ ツ イ (Le l 噌dute del Sa c m
MoDte della Ve m a IJa c opo A
-
goz zl
'
pelleBT l
'
n o D e l
'
1u ogh
'
d)
'
Fzla n Ce S C O)』(丘r e n z e,19 9 9)で
考察 した ､ 聖人物語用の版画制作8や修道院回廊の ル ネッタ画などが代表的な仕事と して挙
げられる｡
以上 の ように ､ リ ゴ ッ ツイ の作品ジャ ン ルが フ ラ ンチ ェ ス コH一 世の 保護下とそれ以
後で著 しく変化 したために ､ 先行研究では作品の分野別に分かれて研究が行なわれてきた ｡
しか し筆者は ､ 同 一 芸術家の創作活動におけるジャ ンル の変遷とその理由の考察によ っ て ､
時代背景に ともなう絵画の 需要の変化や ､ ニ代 にわたる トス カ - ナ大公がもつ 世界観と､
行使 した文化事業の相違を明らか に出来ると考え ､ リ ゴッ ツ イが制作した様々な分野の作
品を考察の 対象とした. ,i
7
コ ニ リ エ ツ ロ は ､ 他の ヨ ー ロ ッパ諸国の宮廷 に存在する リゴ ッ ツイ の絵画コ レクシ ョ ン
に つ い て考察 をおこ な っ たり ､ トスカ - ナ大公国の宮廷画家として おこな っ た肖像画や 宗
教主題絵画の制作に つ い て考察してい るo (cfr. Co nigliello,L.,
”Alcu n e n otizie s u Ja c opo
Ligo z zie sui dip ntidel15 94
”
,in 《Pa r ago n e》 ,485,19 9 0,p p.2 1-42,･Co nigliello,L. ,
``Pe sci
,
Cr o sta c eie u n-igu a n ape rl
fimpe r ato r eRodolfoII
”
,
in 《Pa r ago n e》 ,4 93-4 9 5,19 9 1,p p.22･
29;Co nigliello,L. ,
"Fr a nce s codiJa c opoLigo z2:i
”
,in《Pa r ago n e》, ⅩLV, 527,19 9 4,p p.41-6 1.)
8 十七 世紀力 ゼン テ ィ ー ノ 地方の宗教画の展覧会で コ ニ リ エ ツ 口 は ､ リゴ ッ ツ イが制作 し
た聖 フ ラ ン チ ェ ス コ の物 語を主題と して描か れ た素描 と版画 に つ い て考察 して い る o
(cfr･Co nigliello,L. , "Ja c opo Ligozi e il Ca s e ntin o (160 0/16 1 9)
”
,
in(c at)1
'
Se1
'
c e DtO in
最後に ､ 本論文 における意義を三 つ 示すo 第 一 に本論文 では ､ 近年の先行研究で 次
第に 明らか に な っ て きた トス カ ー ナ大公 フラ ンチ ェ ス コ
一 世の文化事業と蒐集活動を ､ ヨ
ー ロ ッ パ諸国が殖民政策の ために対外進 出 し rヨ ー ロ ッ パ世界経済+ を成立させ て い っ た
時代背景に置 き直して再考する｡ すなわち ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世がおこ な っ た事物と知識
の蒐集が君主の 富と知の象徴であると同時に ､ 世界中か ら集められた蒐集物によ っ て構成
されたコ レク シ ョ ン展示空間が ､ 君主が認識する世界像を表わすもの で あ っ たこ とを具体
的なコ レク シ ョ ン を分析 し論証する ｡ さらに フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世が行な っ た ､ 世界進出の
ための 政治政策に つ いて考察 し､ 従来､ 文化的側面だけが取上げられて いた トス カ - ナ大
公が 一 国家の 君主と して行使した外交的 ､ 政治的側面を明らか にする｡
第 二 に ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の保護の下 で動植物画の制作をおこ な っ たリ ゴ ッ ツ イ
の 作品に注目 し､ 十大世紀の コ レク シ ョ ニ ズムの 先行が ､ 大西 洋貿易の発展と新たな世界
認識 に密接に結 び つ いた活動であるこ と を明らか に する ｡ そ して十大世紀 中期以降に発達
した自然主義的描写 による動植物画が ､ 未知の事物や情報の ｢真実+ を伝達する手段 と し
て機能 し､ 知識と芸術の共同作業 ､ すなわち学者と芸術家の コ ラボレ ー シ ョ ン によ っ て制
作された こ とに つ いて考察す る｡
第三 は､ 十大世紀末期か ら十七 世紀前期にか けてリゴッ ツイ が トス カ - ナ大公 フ エ
ル ディ ナン ド 一 世の 下 でお こ な っ た制作活動の考察 によ っ て ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世の保護
下 で 制作 した動植物画などの作品との相違 を明らか に し ､ 画家リゴ ッ ツ イ が制作 した作品
ジャ ン ルの変遷に は､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世と フ エ ル ディナ ン ド 一 世が各々持つ 関心と世界
像の 相違が如実に表されて い るこ と を証 明 し, それはすなわち後期 マ ニ エ リス ム と初期バ
ロ ッ クの差異 で あっ たこ とを示す ｡ そ して十六世紀の世界シス テム形 成期が ､ 反宗教改革
の教義に よ っ て保守化 した十七世紀よりも ､ 自然と 世界の認識に迫る現実主義をも っ て い
た こ とを示 し ､ 即ちそれが十七世紀初期に おける散会による科学の否定､ また ､ 絵画史に
おい てカ ラヴァ ッ ジ ョ らの 初期バ ロ ッ ク自然主義が 16 2 0年代以 降排撃され た事情を明ら
か にするもので あり ､ 世界史的視点から絵画史の展開を新解釈するもの で ある｡
Ca s eDtln o,20 1,p p.1 05- 108.)
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寮ニ 好 漁文構成
第 一 章 では､ 世界 へ の対外進出によ っ て rヨ ー ロ ッ パ世界経済+ が発達 し ､ ヨ ー ロ
ッ パ内に おいて は絶対王政主義が確立 しつ つ あ っ た ､ 十六世紀中期の国際政治的 ･ 軽済的
時代背景を念頭に置き､ トス カ
- ナ大公 フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の蒐集活動を考察するo まず
十六世紀の ヨ ー ロ ッ パ における トス カ ー ナ大公 国の成立過程と位置付けを行ない ､ ニ 代目
トス カ - ナ 大公 と して就任 した フ ラン チ ェ ス コ 一 世の ､ 君主と して の人間形 成と政治的文
化的背景に つ いて考察を行なう ｡ 次に ､ 先行研究で は重視されて こなか っ た フ ラン チ ェ ス
コ ー 世が トス カ ー ナ 大公国統治の ため行使した政治経済的政策を取り上 げるo 特に フ ラ ン
チ ェ ス コ 一 世に よ っ て創設された後 ､ 東方貿易や大西洋貿易の中継地点と して大きな発展
を遂 げたリヴオ ー ル ノ港の都市計画に つ いて言及 し､ 海港都市の構造や制度そして発展の
理由を明らか にする｡
続い て フ ラン チ ェ ス コ 一 世がア ジア ､ アメリカ ､ ア フ リカなど世界中か ら蒐集した
様々 なコ レク シ ョ ン を具体的に分析し ､ 蒐集された自然物と人 工 物の コ レク シ ョ ンに表象
される ､ トス カ ー ナ 大公 の人類学 ･ 植物学的関心やエ 芸美術作品 へ の強い興味 ､ またフ ィ
レ ン ツ ェ 商人との書簡や事物の交流を通 じて行なわれた君主の世界認識に つ い て考察する o
さらに フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世が設立 し､ ヨ ー ロ ッ パ中か ら集め られた優秀な職人 に よ っ て制
作活動が行なわれた エ房カ ジ ー ノ ･ ディ ･ サン ･ マ ル コ の活動に注目する o そして ､ フ ラ
ンチ ェ ス コ 一 世自身が熱心に科学や錬金術の実験をおこなっ たエ房で生産された､ さまざ
まなエ 芸品の用途と政治的目的に つ いて明らか にする ｡
第ニ 章では , フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世がコ レクシ ョ ンを収納するために建設 した三 つ の
空間に つ い て考察を行なうo まずパ ラ ツ ツオ ･ ヴ ェ ッ キオに造られた蒐集物陳列室 ､ ス ト
ウ ディ オ ー 口 に 注目 し､ ヴイ ン チ ェ ン ツ オ ー ボル ギ ー ニ の 図像プロ グラム に したが っ て制
作された絵画と彫像を図像分析する ｡ そして四元 素を表す様々 な神話主題の 絵画のなか に
メ ディ チ家賞賛を表す政治的図像が数多く用いられており ､ ス トウディオ ー 口 が君主に相
応 しい ヴン ダ ー 力マ ー と して 創設されたこ とを図像解釈によ っ て明らか にする｡
次に 15 8 0年代の改築に よ っ て政治機関が集合する建造物の最上階に創設されたガ
ッ レリ ー ア をとりあげる｡ メ ディ チ 家の コ レクシ ョ ン を収納し､ 展示する目的で 造られた
美術館が ､ 創設当時どのよ うな展示 一 分類法に よ っ て事物を設置 したの かに つ い て同時代
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史料を用 いて 明らかに し､ さらに コ レク シ ョ ンを公 開し披露するこ との意味に つ いて考察
する o ガ ッ レリ ー ア の内部に設 けられた トリ ブ ー ナ ､ 劇場､ 空中庭園や各種の コ レク シ ョ
ン 陳列室をとりあげ､ 各空間の 用途と重要性に つ いて 明らか にす る｡ また十六世紀に流行
した偉人や歴代君主の肖像画 コ レクショ ンの展示場所に つ い て ､ 肖像画コ レク シ ョ ン が持
つ 政治的地位の表象としての機能 を明らかに し ､ 展示空間との 関係に つ いて考察する ｡
最後に フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世が造成させ た､ ヨ ー ロ ッ パ最大の 規模を持つ 庭園プラ ト
リ ー ノ もまた ､ コ レクシ ョ ンを展示する屋外展示空間と して の 役割を担 っ て いた ことを明
らか にする ｡ 庭園の立地や規模に 表象され た君主の権力と技術の顕示 と､ 地 形変更 およ び
植生の変容で試み られた ｢神の 所業+ の模倣行為 ､ 噴水やグロ ツ タ など多様な庭園意匠に
よ っ て表された優れた水力学技術と芸術作品に つ いて具体的 に考察する｡ また野外で 動植
物を飼育 ､ 栽培するために 造られた ｢大鳥舎+ や ｢養魚池+ や r秘 園+ などの意匠に つし
.
､
て考察を行なう｡ 最後に プラ トリ ー ノ の 地割りと庭園意匠に よ っ て構成された図像プロ グ
ラ ム の解釈をおこ ない ､ まず古代皇帝の 庭園意匠を借用とその 意味に つ いて考察し ､ さら
に 庭園空間に設置された意匠と地割りを図像解釈 し ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世が庭園 に表 した
世界像を明らか にする ｡
第三 牽で は､ 十大世紀に盛ん に制作され蒐集された自然物コ レクシ ョ ン の ､ 描かれ
た標本 ともい うべ き動植物画 に つ いて考察する ｡ その 中で フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の自然物コ
レク シ ョ ンを客観的観察と正確な描写技術 によっ て制作 した画家ヤ コ ポ ･ リ ゴ ッ ツ イ に つ
い て考察をお こなう｡ その 前提と して ､ 十大世紀までの フ ィ レ ンツ ェ における自然主義の
流入 および受容の 過程に つ いて の歴史的背景 を明らか に し ､ フ ィ レン ツ ェ で活躍 したス ト
ラ ダ ー ノ をは じめとする北方芸術家を具体的に考察す るo さらに フ ィ レンツ ェ で創設され
たア ツ カデ ー ミ ア ･ デル ･ デ ィ ゼ ー ニ ヨ の教育方針や教育科目を考察 し､ 十大世紀後期の
芸術家に重要で あるとされ て いた解剖学や素描など､ 自然科学的な知識と観察に基づく自
然模倣の 訓練が ､ フ ィ レンツ ェ 絵画における自然主義の 発達を促 したことを明らか にする ｡
また君主がア ツ 力デ ー ミア の芸術活動をコ ン トロ ー ル し ､ ア ツ カデ
ー ミア が トスカ - ナ大
公 国の文化的名声獲得の ために行な っ た様々な仕事を具体的に考察し､ ア ツ カデ ー ミア の
政治的役割を示す ｡ 最後に フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世の 統治下 におい て ､ 自然主義的描写が珍奇
物や知織蒐集 ･ 記録の手段と して用 い られ ､ 発達 した ことを明らか にする｡
次に ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世に招かれ､ 宮廷画家として制作活動をおこな っ たヤ コ ポ ･
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リ ゴ ッ ツイ による動植物画に注目する｡ まず､ リゴッ ツ イ の人間形成と技術修得の過程を
述 べ ､ フラ ンチ ェ ス コ 一 世の保護の下 で制作 した衣装デザイ ンやエ芸晶の下絵 などの作品
に つ い て第 一 次史料を用 い て具体的に考察し ､ なか で も最も精力的に制作 した動植物画に
つ いて ､ その製作法や用途 に つ いて 明らか にする｡
また十六世紀に おい て盛ん に制作された ｢真実+ の 描写と しての イメ ー ジが, ヨ ー
ロ ッ パ諸国がおこ なっ た殖民政策とともに洗入 した新しい 事物や情報を認識する手段と し
て発達 し､ ｢真実+ を描く ため に専門知識を持つ 学者と画家との共同作業がおこ なわれ た
過程に つ いて . 博物学者が著 した絵画制解法に つ い ての論考などの同時代史料を用いて 考
察する｡ 更に これらの 動植物画の蒐集が流行し ､ 対象物を正確に模倣した細密画が高い価
値を持ち ､ コ レクシ ョ ンの 一 つ と して蒐集され ､ 交換されたこ とに つ い ての意味に つ い て
考察する｡
最後に リゴ ッ ツ イ が制作 した動植物画群と ｢トル コ 人と動物画+ の連作 を分析 し ､
リゴ ッ ツイの絵画の独自性や意味の考察を行なう｡ さ らに新大陸の動植物を描 いた絵画を
取り上 げ､ これ らの新知識が描かれた細密画がメ ディ チ 家の博学さを表し ､ フ ラ ンチ ェ ス
コ 一 世がリ ゴ ッ ツイ の細密画の複製を他の蒐集家に贈 るこ とにより ､ 大公が保護する優秀
な画家と君主が蒐集 した素晴ら しい コ レクシ ョ ンが顕示 されてい たことを示 す｡
第四章で は ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世逝去か ら晩年まで (15 8 7- 16 2 7) の リゴ ッ ツイ の
制作活動を取り上 げ､ 絵画制作に顕著に表れる作品ジャ ンル の変化の理由に つ いて考察す
る｡ 動植物画と い う職人的描写技術を必要とされる小型作品の制作か ら､ 政治主題や宗教
主題を扱 っ た大規模なタ ブちロ 丁 の制作 へ と移行 したリゴ ッ ツ イの作品に つ い て ､ トス カ ー
ナ大公 国賞賛を行なう宮廷画家としての絵画制作と ､ 宮廷や教会の 依頼によ っ て制作され
た宗教画に大別 して考察する｡ そしてリ ゴ ッ ツ イ の作品ジャ ンルの 変化が ､ 反宗教改革運
動 とい う宗教的 一 社金的時代背景と ､ 聖職者出身か つ トスカ ー ナ大公国の権力拡大と世界
へ の進出を目指 した野心的な大公 フ エ ルディ ナ ン ド 一 世の世界観と政治政策が反 映された
結果である ことを明らかに する ｡ そ して フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世の保諌下におけるリゴ ッ ツイ
の 制作活動の分析に よ っ て ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世が宗教的強制にとらわれず ､ 個人の関心
や トス カ ー ナ大公と しての 文化的優越性を示 すための様々 な文化事業をおこ なっ て いた こ
とを明らかに した｡
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第 一 牽 ブ ラ ン チ エ ス ヨ お デ 心 メ デ ィ チ の 蒐集落勤
十六 世紀 に ヨ ー ロ ッ パ 諸国が武力と商才を競 っ て 新大陸 を殖民し て地 金や銀 な どの
富 を搾取 し ､ ( 未 開の 土 地) の社会 構造 を変容させ て ヨ ー ロ ッ パ に 必要 な生産 活 動 を低廉
な労働 力 を獲得 して rヨ ー ロ ッ パ 世界経済+ を発達させ る過程 で ､ ヨ - ロ ツ パ諸国 は自分
た ち が既に 世界 の 中心 で は なく ､ 地球上 の大 陸の 一 部分 で あると い う ことを次第に 理 解す
る よ うに な っ た ｡ そ して 十六世紀中頃に は広 大な世界 に つ い て 一 層具体的 で正 確な認識 を
得 るために ､ 世 界 中か らさま ざまな事物が ヨ ー ロ ッ パ へ 運 ばれ ､ 新 しい 世界 に つ い て の 情
報を提 供する 多くの 書物が出版され た ｡
こ の よ うに ヨ ー ロ ッ パ が主導権をと っ て 行なわれた 世界経済 の発展 に平 行 し ､ 王 侯
君主 や富裕貴族 階級の 間 で 流行 した コ レク シ ョ ニ ズム で は ､ 以 前か ら蒐集活動 と して 存在
した古 代遺物 や 美術品の コ レク シ ョ ン 以外に ､ 世界各地か ら運 ばれ た品物も コ レク シ ョ ン
の 一 部 に 加わ っ た o そ して 十大世紀の 君主が 自分の 蒐集物収納室 を命名 し た r美術 - 驚異
陳列室+ と い う名称か らも明らか なよ うに ､ そ こ に は 世界各地か ら蒐集され た あらゆ るジ
ャ ン ル の 自然物 と 人 工 物が 同 空間 に 陳列され て おり ､ ｢す べ て の 大陸が そ こ で 出会 い ､ す
べ て の 要素 も ま たそ こ で 出会 う1+ 場 を提 供し ､ そ の コ レク シ ョ ン を用 い て 蒐集家が認識
す る世 界図が描 か れ た ｡ す なわち新世界 やア フ リ カ やア ジア か ら蒐集された珍 しく貴重 な
事物 を , 蒐集主が定 め た分類基準 に よ っ て 分別 し展示 す る行為と は ､ 蒐集家自身がも つ 世
界像を反映す るもの で ある と い える ｡
ス ペ イ ンや ポル トガル など新大陸 へ の 侵略 と大西 洋貿易に よ っ て 巨大な富を築いて
い た国家と親 し い 関係 を築い たイタ リア の 一 都市国家君 主 フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ 暮 メ デ ィ チ
は ､ 強国が世 界進 出す る政治経済的背景 の 中で み ずか らも 商業に よ る世界進 出を試み ､ ま
た 最 強の 権 力と富をも つ 強国 に 匹敵 する蒐集 活動 を行 な っ た君 主で ある ｡ しか し先行 研究
で は ､ ヨ ー ロ ッ パ の殖民政策と トス カ - ナ 大公 国 と の相互 関係 や世界進出の ため に とられ
た政 策は明 らか にされ ず､ また こ の ような国際的相互関係が トス カ ー ナ大公 の 文 化事 業に
およ ぼ した影 響に つ い て 全く重視され て こ なか っ た ｡
した が っ て筆者 は ､ まず君 主 フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世が人 間形成をお こ な っ た過程 を考
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察 し ､ フラ ン チ ェ ス コ 一 世 が政権 を握 っ た後 どの よう な政策に よ っ て トス カ ー ナ大 公 国を
商業的発 展 に 導き ､ 統治 したか に つ い て 明 らか にする ｡ 次に 君主 フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 が熱
心 に お こ な っ た蒐集活動 に つ い て 具体的 に コ レク シ ョ ンを分析し つ つ ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一
世 が世 界 に つ い て持 っ て い た知 的関 心を明らか にする ｡ 最後に世界 各地 か ら蒐集され たエ
芸 晶 や美術 品を研究 し ､ その 製造法 を解明 して 創作 活動をお こ なうた めに 設 立され たエ 房
カ ジ ー ノ , デ ィ ･ サ ン ･ マ ル コ をと りあげる . そして 陶磁器 や ガラ ス 製晶 ､ ピエ ト レ ･ ド
ゥ ー レや宝飾品の 製造法 を明 らか に した後 ､ エ 房 に招か れ た優秀な職人 たち に よ っ て フ ィ
レン ツ ェ の 代 表的 エ 芸 晶に まで 発展 させ たよ う に . 活発 な制作活動 が お こ なわれたカ ジ ー
ノ で の エ 房作 業の 目的 と用途に つ い て 明 らか に する o
第 一 節 度史 的背景
l - 1 . 社 会 政治的背景 十大世紀 に お けるイタ リア と フ ィ レン ツ ェ
イタ リ ア は ､ 十 大 世紀初頚か らス ペ イ ン ､ フ ラ ン ス と い う強 国 に よる政 治的権力拡
大 をめ ぐる戦争 に 巻き込 まれ ､ イタ リ ア の 領地 を舞台とす る両国 の 戦い や イタリ ア を獲得
す る ための 断続的 な戦 いが 1 5 5 9年 まで 続い た ｡ 特 に マ ク シ ミ リア ン 一 世 が 没 し ､ カ ー ル
五 世 が神聖 ロ ー マ 皇 帝に な っ た後 ､ カ ー ル 五 世と フ ラ ン ス 王 フ ラ ン ソ ワ 一 世 と の 対立 が 一
層強 まり ､ それ ぞれ の 利害関係 に応 じて 敵 味方 にわか れ たイ タリ ア の 都市 国家 を加 え て ､
北 イ タ リア で 激し い戦闘が繰り広 げられ た ｡ そ の後 ､ カ ー ル 五 世 の 権力拡 大 を恐れ た ロ ー
マ 教 皇 が フ ラ ン ス と結束 し て お こ な っ た戦い に お い て も ､ カ ー ル 五 世が 率 い る皇帝軍 が勝
利を収 め た ｡ 更 に ､ ク レメ ン ス セ 世 が座す教皇庁 の権力 の影響力 を低 下 さ せ る目的 で カ ー
ル 五 世 が 行 っ た rロ ー マ 劫 掠 (サ ツ コ ･ デ ィ ･ ロ ー マ)J (15 2 7)や ､ カ ー ル 五 世 と フ ラ ン
ソ ワ 一 世 との 宗教 会議(1 5 2 9) に よ る和解の 結果 ､ カ ー ル 五 世 は ミ ラ ノ 公 国 ､ ナ ポリ王 国
な どを含むイタ リ ア領 土 を獲得 し ､ 神聖 ロ ー マ 皇帝 の イタ リ ア に お ける支配 は 一 層強 大な
もの に な っ た ｡ その 後も ､ フ ラ ン ス は イタ リ ア 領 土 の再 度獲得 の た めに イタ リ アや トル コ
( - オ ス マ ン 帝国) と同盟 を結ん で皇 帝軍 に 挑ん だが ､ 勝利 で きなか っ た ｡
こ の よう な争乱 の 状 況下 に おい て ､ フ ィ レン ツ ェ も また フ ラ ン ス ､ ス ペ イ ン そ して
s)
'
占cle.paris,198 7(吉 田 城 ･ 吉田 典子訳 『コ レク シ ョ ン』 平 凡社 1 92 73頁 .)
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教 皇 に 翻弄された都市国家 の 一 つ で あ っ た ｡ まず 14 9 4年の フ ラ ン ス 軍 に よ るイタ リア 侵
略に よ り ､ フ ィ レン ツ ェ で は メ デ ィ チ 家が追放され ､ 共和 政が復活 した ｡ しか しそ の 後 ､
メ デ ィ チ 家 か ら 出 た こ 人 の 教 皇 レオ 十世 とク レメ ン ス セ 世 に よ る フ ィ レ ン ツ ェ 統治が
1 5 2 7年 まで 続 い た . 更に 1 5 2 7年 5 月 ､ 神聖 ロ ー マ 皇帝力 - ル 五 世に よ っ て ロ ー マ が劫
掠され ると ､ フ ィ レ ン ツ ェ で も反乱が お こ り再 び共和国が成立 し た ｡ だが ､ ニ 年後に カ ー
ル 五 世 と ク レメ ン ス セ 世が和 睦 した ため ､ フ ィ レ ン ツ ェ は新た な危機を迎 え た ｡ なぜ なら
カ ー ル 五 世 が ､ 教 皇に フ ィ レ ン ツ ェ に おけるメ デ ィ チ 家の 権力復活の 援助を取 り つ けたた
め で ある ｡ フ ィ レ ン ツ ェ は共和 制 を保守する ため に ､ 教 皇 と皇帝の 連合軍 を相 手 に戦争 を
試 み たが , 翌年 フ ィ レ ンツ ェ は降伏 した ｡
こ の よ うな背景 の 中 ､ 新たに 始め られ たメ デ ィ チ 家に よ る フ ィ レ ン ツ ェ 統治は ､ ス
ペ イ ン と い う強大 な支配 権 力の 下 に 成立 して い た ｡ 1 5 3 0年 ､ カ ー ル 五 世 に フ ィ レ ン ツ ェ
公 と して 任命されたア レ ッ サ ン ドロ は ､カ ー ル 五 世 の庶 子 マ ル ガ レ ー テ を正 妻 に迎 え たが ､
その 悪 政と倣 侵さ ､ 粗暴さ に よ っ て反 感 を招 き ､ 1 5 3 7年に 暗殺 され て しま っ た ｡
次 に フ ィ レ ン ツ ェ 公 の 称号 を得 たの は ､ ｢黒部 隊の ジ ョ ヴ ァ ン ニ+ と 称され た傭兵
隊長 の 息子 コ ジモ (1 5 1 9･ 1 5 7 4) で ある . 1 5 37年か ら フ ィ レ ン ツ ェ に 君主 制を樹立 した
コ ジ モ ･ デ ･ メ ディ チ は ､ 1 5 3 9年 にナ ポリ副 王 の 娘 エ レオ ノ ー ラ ･ ディ ･ ト レ ドを正 妻
と して 迎 え ､ ス ペ イ ン か らの 要請に 常 に従属す る こ とに よ っ て 強国の 権力 を利 用 し つ つ ､
イ タ リ ア 国土 に おける領 土 の 拡大 をお こ な っ た . コ ジモ ー 世 は , 1 5 55年 に 占領 した シ エ
ナ をス ペ イ ン 王 フ ェ リ ペ ニ 世 か ら領土 と して 与 え られ たほ か ､ トル コ 人に よる海賊船 の奇
襲 を防 ぐための 海軍 ､ サ ン ト ス テ ー プ ア ノ 騎 士 団を創設(1 5 6 2)し ､ ピサ を拠 点 にリ ヴオ
- ル ノ に も要考の贋 設 や兵 零度拡 大な どの 防衛政策をお こ な っ た oヰ少 ■ >,
また コ ジモ は ､ 君主 の 絶対 的な権力を顕示 する方法 と して祝祭芸術 や公 共建築を巧
み に 利 用 した o 特に宮廷建 築家兼芸術 家を務め 大公 か ら信頼を得 て い たジ ョ ル ジ ョ t ヴ ァ
ザ ー リ(1 5 1 1･ 5 7 4)に依頼 し ､ 宮廷 と し て 用 い られ て い たパ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオ の 室 内
装飾 や フ ィ レ ン ツ ェ の 政治機 関が集 中す るウ フ ィ ツ イ ､ また 都市空間で トス カ ー ナ大公 コ
ジモ ー 世が お こ なう君主の 絶対的権力の プロ パ ガ ン ダを市民が体験するた め の 公 共芸術や
祝祭 行事などを宮廷画家たち に 制作させ た ｡
更 に コ ジモ ･ デ ･ メ デ ィ チ は､ 小 規模な 一 都市国家に す ぎな い フ ィ レ ン ツ ェ 公 国 を ､
他 の ヨ ー ロ ッ パ 諸国 と対等 な権力を持つ 大公 国と して 確立させ る ため ､ す卑わちメ ディ チ
家 の 地 位と権力が他の ヨ ー ロ ッ パ 諸国と同等となるため に ､ 政略結婚 に よる姻戚 関係 を利
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用 した ｡ ヨ ー ロ ッ パ諸王 族と婚 姻を結ん で 縁戚関係 を築き ､ 血縁 に よ っ て 王 と し て の 正 当
性を証 明 し ようと試み たの で ある ｡ 前 述の 通り ､ コ ジモ ー 世 はス ペ イ ン副 王 の 娘 エ レオ ノ
ー ラ を正 妻に 迎 えて いる ｡ さら に息子 フ ラ ン チ ェ ス コ の 結婚相手 に はハ ブス ブルク 皇帝の
妹ヨ ハ ン ナ を迎え ､ 神聖 ロ ー マ 帝国とも関係 を築 い た . こ の よ う に コ ジモ ー 世 はヨ ー ロ ッ
パ で 強大 な権力 を持つ ハ ブス ブル ク家 と血縁関係を築く こ と に よ り ､ 君主と して の 威厳 と
名誉 を得 ようと し たの で ある ｡
1 - 2 . フラ ンチ ェ ス コ ･ デ ･ メ ･T
-
ィ チ (1 5 4 1 - 1 5 8 7)
フ ラ ンチ ェ ス コ は 154 1年 3 月 2 5日 ､ コ ジモ ･ デ ･ メ デ ィ チ と エ レオ ノ ー ラ ･ デ
ィ ･ ト レ ドの 間 に長 男と して 誕生 した o 幼少期 は ､ 祖母 マ リ ー ア ･ サル ヴィ ア - テ ィ が住
む別荘 ヴィ ッ ラ ･ デイ ･ 力 ス チ ッ 口 で 過 ごし ､ フ ィ レ ン ツ ェ 公 の 後稚者と して の 教育 を受
け て い る . まずア ン ト ー ニ オ ･ ア ン ジ ェ リ ･ ダ ･ Ji)レガか ら ラ テ ン語を学 び ､ ピ エ ー ル .
ヴ ェ ッ ト - リがギリ シ ャ 語 を教 授 して い る o またス ペ イ ン 出身の 母 エ レオ ノ ー ラ ー デ ィ ･
ト レ ドの 影響か ら ､ ス ペ イ ン 語も修得 した と考 え られ る ｡ 更 に ドイ ツ語や フ ラ ン ス 語 を初
め . 哲学 や 数学 ､ 天 文学やデ ッ サ ン な どの幅広い 分野 の 教 育を 受けた ｡ 後に 宮廷建築家 と
して ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世か ら最も偉稜されるよう に な っ た ベ ル ナル ド } ブオ ンタ レ ン チ
ィ (1 538- 160 8) は､ 15 50 年 か ら フ ラ ン チ ェ ス コ に 要 塞学 や建 築学 な どを教授 し ､ プ ラ
イ ベ ー トに お い て も公 子 フ ラ ン チ ェ ス コ の良き理解者 と して 様々 な依頼 を受 けて い る ｡ ま
た フ ラ ンチ ェ ス コ は ､ 植物学 ､ 鉱物学 ､ 動物学 な どの 自 然科学 と錬金術 の 実思!=強い 関心
をも っ て い た ｡ こ の よ うに フ ラ ン チ ェ ス コ がもつ 博物学 お よぴ 自然科 学 へ の 関心は 15 67
年 ､ フ ィ レ ン ツ ェ で ヴ ェ ネツ ィ ア 大使を務めて い たグ ッ ソ ー ニ に よ っ て 次の よ うに 記され
て い る o [Fig
･
.
1】
｢こ の 公 子 は父 (コ ジモ ー 世) ほ ど快活 でも ､ 高くも なく ､ 策 略家と して の 才能が ある
わ けで もな い が ､ 静か な思想家で ある o 彼は堅 固で 正 し い 判 断がで き , とて も慎重 で ､
何か 少 しで も ロ を滑らす よ うなや り方で 話す こ とを注意 して い た ｡ 多弁 家で はな い が ､
最 善を尽くすた めに努力す る人物で あ っ た ｡ あらゆ る事 柄に 関 し て ､ 良く会話する こ と
が で きるが , 特に数学 ､ 宇宙学 ､ そ して 自然の 秘密 ( 毒薬の 生成法 や蒸留法 ､ 偽宝 石 の
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作り方 な ど) に 詳 しか っ た ｡ これ らの 研究に つ い て 思考する こ と を楽しみ , またそ こ か
ら利益も得 て い た ｡+ 2
コ ジモ ー 世 は ､ 長 男 フ ラ ン チ ェ ス コ に 君主故国家の 次期買主と して 相応 しい ､ 洗練
され た宮廷文化 と教 養を身に つ けさせ るた めに ､ 様々 な宮廷 を観 察 し体験 す る目 的で イタ
リ ア 国内外 ヘ 派遣 した ｡ まず 1 5 4 8年 ､ フ ラ ンチ ェ ス コ はス ペ イ ン 王 フ ェ リ ペ ニ 世 に謁 見
す る た め に ジ ェ ノ ヴ ァ を訪 れて い る ｡ わずか 七歳足 らず の 公子 フ ラ ン チ ェ ス コ は ､ 面会 の
際 に 見事な ス ペ イ ン 語 を披露したと言われ て い る ｡ ま た 155 9年 に は ､ フ ラ ン チ ェ ス コ は
フ ィ レ ン ツ ェ 近郊の 都市 国家で あるル ツ 力 の 謝肉祭 (カ ー ニ バ ル) を訪問 した . 更 に翌■年
15 6 0年に は ､ フ エ ツ ラ ー ラ 公 ア ル フ ォ ン ソ b デス テ に 嫁 ぐ妹ル ク レツ イ ア (1 544. 1 5 6 1)
をともな っ て フ エ ツ ラ ー ラ を訪れ ､ その後 ヴ ェ ネ ー ツ イ ア まで 足を伸ば して い る ｡ 一 方 ､
同年 1 560 年 に コ ジモ ー 世 は ､ 教皇 ピウス 四世 を訪問す るため に ロ ー マ へ 滞在して い る ｡
そ して コ ジモ ー 世 に 続 い て 翌年秋 に は フ ラ ン チ ェ ス コ も ロ ー マ を訪問 し , 数量の 歓待を受
け て い る ｡
こ の よ うなイ タ リ ア 国内の 宮廷 を見学 する多く の 機会を フ ラ ン チ ェ ス コ に 与 え た後 ､
コ ジモ ー 世は フ ラ ン チ ェ ス コ に 異国の 宮廷文 化を体験 させ るため ､ イ タ リア 国外の 絶対 王
政主義 国家の 宮 廷で 学 ばせ る機会 を設 けた o コ ジモ ー 世 が選択 した場所と は ､ 当時 ､ 経 済
的 に は 苦境に 立 たされ て い た もの の ､ 尚 ､ 強大な権力を保持 し洗 練された壮 麗な宮廷文 化
を誇 っ て いた ス ペ イ ン で ある . フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ l メ ディ チ は 1 5 6 2年 5 月 2 3日 ､ 四
十 名の 臣下 を率 い て リ ヴオ ー ル ノ 港を出発 した3. そ して フ ラ ン チ ェ ス コ はパ ル セ ロ - ナ
とマ ドリ ッ ドを中心 に ､ 約 一 年間半 ス ペ イ ン の 宮廷 に滞在 した o マ ドリ サ aドの 宮廷 で は フ
ェ リ ペ ニ 世に よ っ て 催され る壮麗 な晩餐会や ､ 王 が蒐集 した自然物 ･ 人エ 物 の膨 大 なコ レ
ク シ ョ ン ､ 厳格 な様式 や複雑な儀礼 に よ っ て確 立され た宮廷文化を体験 し た ｡ 小 規模な都
市 国家 フ ィ レン ツ ェ の 公 子 フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 に と っ て ､ フ ェ リペ ニ 世 の 宮廷は 全 てが 新
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3 フ ィ レン ツ ェ 国立 古文書 に は ､ 1 5 6 2年から フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の ス ペ イ ン 滞在 に 同 行
した人物 とその 職種 が記 されて い る(貴族 ､ 医者 ､ 芸 術家 ､ 馬丁 ､ 召使な ど)｡ こ の ス ペ イ
ン 滞在 は , フ ラ ン チ ェ ス コ に と っ て だけで は なく ､ フ ィ レン ツ ェ 公 国に と っ て ス ペ イ ン 王
と の 密接 な 関 係 を 明 ら か に す る 重 要 な 出 来 事 で あ っ た ｡ ((Archivio dello Stato di
Fir e n ze(国 立 フ ィ レ ン ツ ェ 古 文 書 (以 下 略 称 A S F) M edic e odel Prin cipato(以下 略 称
M P.6 3 7 7
,
S sr- 3 3v .)
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た な体験であり ､ ス ペ イ ン の 絶対王 政 を初め とする帝王 学を フ ラ ンチ ェ ス コ は ス ペ イ ン滞
在時に 修得 し ､ 次期君主 と し て 重要 な人格形 成 をお こ な っ たと考え られ る4｡ また フ ェ リ
ペ ニ 世 と親密な 関係 を築い た フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ､ 157 7年 に 長男が誕 生 した 際に フ ェ
リ ペ ニ 世 の名 を譲り受 け ､ 代父 を依頼す るな どコ ジモ ー 世 に倣 っ て 公 私共 に 親ス ペ イ ン 政
策を行 な っ た ｡ 6
1 562 年 に 妻 エ レオノ - ラ ､ 息子 ジ ョ ヴ ァ ン ニ そ して ドン ･ ゲラ ー ツ イ ア が相次 い
で 病死 し ､ 落胆 した コ ジモ ー 世 は ､ 1 5 6 4年 に ス ペ イ ン か ら帰 国 して 間もな い フ ラ ン チ ェ
ス コ を摂政 (Reg ge nte) に任 命 し ､ フ ィ レ ン ツ ェ 公 の 実践的公 務を 一 任 した o 更 に コ ジ
モ ー 世 は ､ フ ィ レ ン ツ ェ 公 国の 地位 向上 と 拡大を考慮 して ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の 正妻 に
カ ー ル 五 世の 弟で ある神聖 ロ ー マ 皇 帝 フ エ ル デ ィ ナ ン ド 一 世 の 娘 ヨ ハ ン ナ ･ デ ･ オ ー ス ト
リ ア を選 び ､ ハ ブス ブルク 家 と親類関係 を築 こ うと試 み た6｡ 婚 約は 1 56 5年 1 0月 3 日 に
成 立 し ､ フ ラ ンチ ェ ス コ は同年 に 婚約者 を訪 問する目 的で ､ オ ー ス トリ ア の ハ ブス ブル ク
家 へ 出発 して い る o そ して イ ン ス ブル ッ ク で 公 務を果 た した フ ラ ン チ ェ ス コ は ､ ニ ケ 月 の
滞在期 間中に プラ ハ ､ ウ ィ ー ン ､ ミ ュ ン ヘ ン を訪問 して い る . 初めて 北ヨ ー ロ ッ パ を訪れ
た フ ラ ン チ ェ ス コ は ､ ス ペ イ ンと は異 なるオ ー ス ト リア ･ J ヽブス ブルク 家の 宮廷文 化を体
験 したで あろ うと考え られ る ｡ また フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は こ の 滞在 で ､ マ ク シ ミリ ア ン ニ
世の 弟チ ロル 公 フ エ ル デ ィナ ン ドニ 世 に ､ 前 ハ ブス ブル ク 家皇帝フ エ ル デ ィ ナ ン ド ー 世の
遺産とチ ロ ル 公 自身が蒐集 した コ レク シ ョ ン を収 め る ヴ ン ダ ー カ マ ー ( 驚異 物展示 室) 杏
披露され た ｡ フ ラ ン チ ェ ス コ は , 絶対王 政的 な権力に よ っ て 蒐集 された膨大 な コ レク シ ョ
ン に 圧 倒 され たで あろ うと考え る ｡ そ して フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 はチ ロ ル 公 フ エ ル デ ィ ナ ン
4 フ ラ ンチ ェ ス コ ･ デ 1 メ デ ィ チ は ､ 1 56 3年 9月 1 7日 に帰 国 して い る o ま た同 年 末に は
ミ ラ ノ と ニ ー ス を訪 問 して い る ｡
5 フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の 長男 フ ィ リ ツ ポの誕 生と ス ペ イ ン との 関係 , 洗礼祝祭の 装飾と プ
ロ グ ラ ム に つ い て は以 下 の 論文 を参照 ｡ Bo r8 0 0k, E. , "Art a ndpolitic satM edici courtII:
T he Baptis m of Filip po de
'M edici in 1 5 7 7” , in 《M itteilu nge n de sku n sthisto ris che n
ln stitute sin Flor e n z》 ,196 7,p p.95･ 11 4.
6 当時 ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ､ ヴ ェ ネ ツ ィ ア で 駆 け落ちを し フ ィ レン ツ ェ へ 逃げて きた
ビア ン カ ･ カ ッ ペ ッ ロ (1546･ 1 587) と愛人 関係に あ っ た ｡ ヴ ェ ネ ツ ィ ア 総督 の 姪ル ク レ
ー ツ イ ア . グリ マ ー ニ を義母 に も つ ビア ン カ は ､ 15 63年 に フ ィ レ ンツ ェ の 公 証 人セ ル ･
ザ ノ ヴィ ア ー テ ィ の 息子 ピ エ ル ･ ボナ ヴェ ン トウ - リ と 共 にヴ ェ ネツ ィ ア か ら逃れ ､ フ ィ
レン ツ ェ で コ ジモ ー 世 に保護され た . 以 後､ フ ラ ンチ ェ ス コ ー 世 は ､ 父 コ ジモ ー 世の 忠告
に も 関わらずビア ンカ の も と へ 通 う生活が続い たた め ､ コ ジモ ー 世 は 緊急に フ ラ ンチ ェ ス
コ
一 世 の 正 妻を決 定 した とも言われ て い る ｡
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ドニ 世 と コ レク シ ョ ンの 交 換を通 じて 交 遊関係を築い た
7
｡ また ミ ュ ン へ ンで は ､ バ イ エ
ル ン 公 ア ル ベ ル ト五 世 の 息子グリ エ ー ル モ と出会 い ､ チ ロ ル 公 フ エ ル デ ィ ナ ン ドニ 世と 同
様に ､ 美術品や自然物の コ レク シ ョ ン に 強 い 関心を持 つ グリ エ ー ル モ と エ 芸品 ､ 動 物 ､ 芸
術家 や技師な どの 交換をお こ な っ て い る8. コ ジ モ ー 世 は また ､ フ ラ ンチ ェ ス コ ･ デ
ー メ
ディ チ の 政略結婚 政策の 結果 ､ 教皇 か ら 1 56 9年に 念願の ｢大公+ 位 を譲与 された ｡
そ して 1 5 7 4年 に コ ジモ ー 世 が逝去 した後 ､ フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ I メ ディ チ が君 主
と して 最高権 力を握り ､ フ ィ レ ン ツ ェ の 続治 を引き継 い だ o ス ペ イ ン やオ ー ス トリ ア 1 ハ
ブス ブル ク に よる文化事業 を体 験 し ､ 広 い教養 を修得 した フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 が君主制 国
家 フ ィ レ ン ツ ェ を､ どの よ うな政策に よ っ て保 持 し統治 した の か に つ い て 次節に 論じ る ｡
1 - 3 . フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ･ メ デ ィ チ 統治 下 に おける トス カ - ナの 国際 的常澄
フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ･ メ デ ィ チ は 芸術活動 に寛容 な理解 を示 す積極的な保護者 で あ
っ た だ けで はなく ､ 自然科 学 へ の造詣 が深く実験 を行 う エ 房も創設 し､ み ずか ら化学 実験
に 参加 した 人 物 と知られて い る . しか し他方 で は常 に 父 コ ジモ ー 世の 功績 と比較され ､ フ
ィ レン ツ ェ 公 国 の 君主 と し て の 政治 手腕 を述 べ る際に ､ フ ラ ンチ ェ ス コ の 持 つ 憂寧気質を
強調され ､ 政治責 務か ら逃避 し自分 が好む錬金術 の 実験 に明 け暮れ て い た と歴史家 に よ っ
て記述 されて い る ｡ しか し フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ､ トス カ ー ナ 大公 の こ 代目 と して ､ コ ジ
モ ー 世 が拡大 した 広大 な領地 と 行政機関 を整備 し ､ コ ジモ に よ っ て 創設され たア ツ カ デ ー
ミ ア ･ デル ･ デ ィ ゼ ー ニ ヨ や サ ン ト ･ ス テ 7, ア ノ 騎士 団な どの国家機関 を維持 ､ 存続する
役 目 を担 い ､ 君主制都市国 家の 設立者 で ある 一 代目大公 と は異 なる立場 で統治 をお こ な っ
たと い え る ｡
7チ ロ ル 公 フ ェ ル デ ィ ナ ン ドは ､ まずボ ヘ ミ ア 王 国の 総督 を務め(1 54 8)､ 156 7年 か らチ ロ
ル 公 と な っ た o チ ロ ル 公 フ エ ル デ ィ ナ ン ドとメ ディ チ 家の 関係は 次を参照 o ;Za nghe ri,L.,
”L'Ar chidu c aFe rdin a ndo del Tir olo eI Medici”
,
in So nde rdm ch a u sM u s agete s
Fe stchn
'
ftft3z･ fWoldr a mPT)
'
D Z m Se)
'
D e m 60', Gebu r stag a m5, Febr uar,
198 9;M a cCr o ry,M . ,
”Coin s at the c o u rts of In n sbr u ck a nd Flo r e n c e:T he n u mis m atic
c abin ets of Ar chiduke Fe rdin andoII of Tyr ol a nd Gr a nd Duke Fra n c e s c ol de
'
m edici,
''
in 《Jo u r n al of Histo ry of Colle ctio n》 ,Ⅴ .6,n . 2.1 9 9 4,p p.1 5 3･ 1 7 2.
8
コ レ ク シ ョ ン の 交換の 具体例 に つ い て は L.ザ ン ゲリ に よ るバ イ エ ル ン 文 化 と フ ィ レン
ツ ェ 文化 の 交流 に つ い て の 論 文で 明らか に され る o (cif; Za nghe ri,L.,
"La gr otta n ella
2 9
フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 が対 外的 に行 な っ た政策の 一 例 を挙 げる ならば ､ コ ジモ ー 世の
死 後(1574)､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世が ス ペ イ ン 王 フ ェ リ ペ ニ 世 や ハ ブス ブル ク皇 帝ル ドル フ
ニ 世 をは じめ ､ ヨ ー ロ ッ パ で 強大な勢力を持つ 国家の 君主 に 対 して お こ な っ た銀行業があ
げられ る o フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世はバ イ エ ル ン公 グリ エ ー ル モ に ､ 1 5 7 5年 3 月 と 1 1月 の
二 度にわたり ､ 十万 ス ク ー デ ィ を貸与 して い る ｡ また 1 580 年前半 に ス ペ イ ン 王 フ ェ リ ペ
ニ 世の フ ラ ン ドル 対策の ため な ど二 度に わたり ､ ニ 十五 万 ス ク ー デ ィ と四 十 万 ス ク ー ディ
を八 パ ー セ ン トの 利 子を つ けて 貸 し付 け､ ポル トガル と の戦争資金 と して 九十 万 ドゥ カ ー
テ ィ を貸 して い る o 更に 同年代 に はル ドル フ ニ 世 に 対 して 四 万 三 千 ス ク ー デ ィ を ､ 弟 フ エ
ル デ ィ ナ ン ドに九 万 ス ク ー デ ィ を貸与 して いる o そ して 親ス ペ イ ン ､ 親 ハ ブス ブル ク家 政
策の 結 果 ､ 1 5 8 1年 に フ ラ ンチ ェ ス コ は ハ ブス ブル ク 皇帝と フ ェ リ ペ ニ 世 か ら大 公 と し て
認可 され ､ ゴ ー ル デ ン ･ フ リ ー ス を与え られ て い る o 9
更 に フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ､ 当時ヴェ ネ ツ ィ ア と共 に 胡轍貿 易10を独 占 し膨 大 な利
益 を収 め て い たリ ス ボ ン に 香辛料商売用 の 銀行 (15 7 6) を つ く り ､ 1 5 7 8年 にか けて イ ン
ド諸 国か らポル トガル へ 輸入され る香辛料 の専売権 を獲得 する ため に努 力 したが ､ こ の試
み は失敗 に終 わり ､ ポル トガル へ の 二 十万 エ キ ュ の 貸与 交渉に 終わ っ た o しか し ､ こ の貸
与交渉 の 引き換 えと して ､ トス カ ー ナ大公 国の海 港都市 で ある リ ヴオ ー ル ノ に ､ ポル トガ
ル の 胡 轍を大量輸入させ る条件を課 し て い る11｡ 十大 世紀後期 の トス カ - ナ 大国 に お い て
国際政 治的経 済的 に 重要 な役割を果た した海港リ ヴオ ー ル ノ に つ い て は 後述す るが ､ リヴ
オ ー ル ノ を地 中海の 中心 に 位 置す る貿易 の 拠 点と して 発 展させ た の も フ ラ ン チ ェ ス コ .
デ ･ メ デ ィ チ で あ っ た ｡ しか し 一 方で ､ フ ィ レン ツ ェ を代表す る産業だ っ た毛織物実は ､
イ ギリ ス が生産す る廉価な商品 が台課 した結果 ､ 売上 げは減少 して い た ｡
次 に フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 が トス カ ー ナ大公 国 内で お こ な っ た政 策を例 に挙 げた い ｡
フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は , 摂政職 に つ い た 1 5 6 4年か ら トス カ ー ナ 地方 の 土 地 と 家屋の 積極
r e siden2;a di Mo n a c odi Ba vie r a” ,in 《Antichita Viv a》 ⅩⅤⅠⅠⅠ,n .4,1 9 7 9.)
9 Bo r s o ok, E･ ,1967,p･ 11 4･; Pa rigin o,G･V･ ,LI TTes o r odel P2T
'
n c 1
'
pe, fir e n z e,1 9 63,p p.132-
13 5.; ブロ ー デル ,F. , 『地中海ⅠⅠ 集 団と 運命と全体の動 き 1』 浜 名優美 訳,藤原書店,
199 2
,
23 0頁 .
10 十 六 世紀 に おい て 胡撒は最 も利幅 の 大 きい 輸入物資の 一 つ で あり ､ 耐 久性に 優れ分割
も容 易だ っ た ため ､ ポル トガル は 独 占的な ア ジア との 貿易 で胡梯輸入 に 力 を注 い だ ｡ しか
し当 時胡轍は必需 品で はなく奮修晶と して 用 い られ た o (cfr.Ⅰ. ウ オ ー ラ ー ス テ イ
ン
,
198 1
,p.2 4 6.)
11 ブ ロ - デル ,F. , 1 92,p.3 39.;Ba s s a ni,E. ,
"II Colle zio nis m oEs otic odei Medicin et
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駒 な買収をお こ なっ た o フラ ン チ ェ ス コ - 世が購入 したの は農場 ､ 土 地付家屋 ､ 森 ､ 別荘
な どで ある . a.V. パ リ ジ ー ノ に よる フ ィ レ ンツ ェ 公 メ デ ィ チ 家の 土 地 買収 に 関する契約の
研究 に よれ ば ､ 1 5 6 4年 以降 ､ 形 式 的に は政権 を フ ラ ン チ ェ ス コ に譲 っ たもの の ､ コ ジモ
ー 世健 在 時 の 契約 数 は フ ラ ン チ ェ ス コ の それ を は るか に 上 回る 数字 で あっ た 12｡ しか し
1 5 7 4年 以 降の 数値を見ると ､ 特に 1 570 年代か ら 1 580 年代初め にか けて は ､ コ ジモ ー 世
が行 っ た契約 数をはるか に 超 え る買収 を ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世が お こ な っ て い る こ とが 明
らか で ある o こ の よ う に土 地購入 を積極的に お こ な っ た理由 と して ､ パ リ ジ ー ノ は フ ラ ン
チ ェ ス コ 一 世が厳 密で 一 貫 した計画 を持 っ て い た 可能性をあげて い るが ､ 具体的に は述 べ
られ て い ない o その 一 理 由と して筆者 は ､ リ ヴオ ー ル ノ の 発展 と ピサ の物資涜通 用中継地
点と して の 重要性の 強化 に伴い ､ 港か らフ ィ レ ン ツ ェ ま で の道程 と なる中継地 点を確保す
る必要が あ っ たの で は ないか と 推測す るが ､現段階 で 明確 な理 由 を述 べ る こ とは で きない ｡
また フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ､ 1 5 7 4年 以 降大規模な交通 道路の 整備を おこ な っ て い
る ｡ 内陸都市 で ある フ ィ レ ン ツ ェ は 陸 路 を通 して 発展 した都市 国家 で あ っ た ｡ ｢物 質的 で
あれ非 物質的で あれ , 全 ての 財 は道路 を通 っ て 都市 に流れ 込む+ 18と F. ブ ロ ー ー デル が述 べ
るよ うに ､ 都市国家 に と っ て 富を運ぶ 陸路は 大変重要 なも の で あり ､ 十大世紀後期に 海路
を利用 した商業貿易 が盛ん に な っ たと は い え ､ 陸路も頻繁に 利用されて い た ｡ 陸路造成 に
際 し ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は 大 本の 主要 道路を計画 して い る . それは ピサ ､ シ エ ナ ､ ア レ
ツ ツ オ ､ ロ マ - ニ ヤ ､ ム ジ ェ ッ E)､ そ して ボ ロ ー ニ ヤ ヘ 続く道 路を , フ ィ レ ンツ ェ を拠 点
に 放射線 状 に結ぶ陸 路で ある ｡ まずピサ - フ ィ レン ツ ェ 間 を結 ぶ陸路は ､ リ ヴオ ー ル ノ か
ら ピサ に 運 ばれた物資の運搬に 利用 された ｡ コ ジモ ー 世 が 156 0年か ら約十五 年の 歳月 を
か け て 作 らせ た 二 十 ニ キ ロ に 及ぶナ ヴ ィ チ ェ ツ リ還芳T4は ､:.海 外か ら運 ばれた様々 な貨物
を速 やか に ピサ ヘ 運 ぶ こ と を可能 に した ｡ つ まり フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世に よ っ て 新たに 設 け
られ た 陸路 は ピサ か らフ ィ レン ツ ェ へ 速や か に 物資を運ぶ ため の 商業用道 路で あ っ た15｡
C inqu e c e nto
”
,
in Le a pt1
'
del PT l
'
n c 1
'
pato Medl
'
c e o,fI
'
r e n z e,19 8 0,p.6 0.
1 2 パ リ ジ ー ノ の論 文は ､ フ ィ レ ンツ ェ 国立古文書館の 資料 (AS F,Misc. M edi. 5 80) の記
録 を根拠に し て , 十六世紀後期フ ィ レ ン ツ ェ の メ ディ チ 家に よ る土 地買収の 流れを扱 っ て
い る ｡
13 ブ ロ ー デル ,F. , 『地 中海Ⅰ 環 境の 役割』 浜名優 美訳,1 9 9 1,藤原書店,5 2 9頁 .
14 ピサ とリ ヴオ ー ル ノ を結ぷ運 河の エ 事は 156 3年か ら 15 7 4年に か けて お こ なわれ た .
リ ヴオ ー ル ノ に到着 した物資 は ､ 運河 を通 っ て ピサ に保 管され て いた o (M 如te o ni,D.,Le
c1
'
tta D ella stozla d'Ztal1
'
a
,
LZ V O R N O
,
ba ri
,
1 9 8 5
,p. 12,)
15 フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は､ 宮 廷建築家 ベ ル ナ ル ド ･ ブオ ン タ レン テ ィ に依頼 して ア ル ノ
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またヴ イ ア サ ロ マ - ニ ヤ ほ ､ フ エ ツ ラ ー ラを初めとする ロ マ ー ニ ヤ 地方の 産物を運 ぶ ため
に用 い られ た o そ して ヴィ ア ･ ボロ ー ネ ー ゼは ､ 北イタ リア や ア ル プス 以北と フ ィ レン ツ
ェ を結ぶ重要 な幹線道路と して 利用され た ｡ トス カ - ナ大 公 国 の 支配 下 に あ っ た シ エ ナ ､
ア レ ツ ツ オ ､ ム ジ ェ ッ ロ の 三 都市 と フ ィ レ ン ツ ェ を結ぷ陸路 は ､ 葡 萄や穀物など各都市の
特産物を運搬するため に 用 い られ た ｡ すなわち トス カ ー ナ 大公 国の 領地 内か らもた らされ ､
また海外か ら運 ばれ るフ ィ レン ツ ェ の 富は ､ こ れ らの 陸路を利 用 して 運搬され たと い え る
16
0
フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ･ メ デ イ チ は ､ 父 コ ジモ ー 世の お こ な っ た武 力 によ る領 地拡大
や権力獲得 の ため の 政略的行 為 ､ 芸術 を利用 した 大規模で 壮 麗 な プロ パ ガ ン ダや ､ 海軍創
設とその 活 躍 に よる トス カ ー ナ大公 国の 軍事力 の 名声獲得 な どに み られ る ､ 絶対 王 政 主義
国家 の確 立 へ 向けた政策をとる こ とは なか っ た ｡ なぜな ら フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 が ､ 既 に 築
か れ た君 主政都市 国家 の後継 者 で あ っ た こ とが 一 因 と し て あ げられ る ｡ フ ラ ン チ ェ ス コ 一
世 は ､ 父 コ ジモ ー 世 に よ っ て確 立された トス カ ー ナ大 公 国の 保 持 と.強化 をお
こ な う ー 方で ､
ヨ ー ロ ッ パ 諸国の 宮 廷と 一 層密接な関係 を築き ､ 更 に商業 的発 展の ため に 国土 の 改 良をお
こ なう政策 を実行 したの で ある o次節で は フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の 統 治下 に お いて 発達 した ､
海港リ ヴオ ー ル ノ に 注目 し ､ その 政策 と目的に つ い て考察 をお こ な う ｡
1 - 4 . リ ヴオ ー ル ノ 港の 発展 : 国際髭易初市 と して の 新た な都市 計画
r1 5 7 年 3 月 28 日木曜 日 o 時間 1 6時 2/3 と 8 分(48 分)o 都市 外壁と リヴオ ー ル ノ 港
の 基礎の 建築を着 エ した ｡ その 石 に は 以 下 の 言葉が記 され て い る ｡ : エ トル リ ア 大 公 ニ
世 フ ラ ン チ ェ ス コ ･ メ デ ィ チ ､ 十六 時四 十八 分 に ブ ロ ン ズ 製メ ダル と銀 貨が詰ま っ た箱
を入れ ､ そ し て他 の 宝石 を こ れ らの 穴に 入れ石 の 縁 に置 く o (Fr a n cis c u sM edic e sM . D.
Et ruriae II, or e 1 6 2/3 min uti8 e vi si m e s8 0 n O m edaglie dibr o n z o et u n bo s s ol
河の 整備も 行 っ た ｡ アル ノ 河沿 岸の 泥土 の 土 地改良と災害を起 こ す河の 水 量の コ ン トロ ー
ル は ､ ブオ ンタ レン テ ィ の他 ､ バ ル ト ロ メ ー オ 8 ア ツ マ ンナ - テ イ ､ ジ ョ ヴァ ン ニ ･ カ ッ
チ ー ニ な ど優秀な芸術 家か つ 技術者で ある人物に よ っ て お こ なわれた ｡ (Spinュ,G.(a c u r a
di), Az･cL)
'
t8ttLlr a ePOl1
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tl
'
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'
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リヴオ ー ル ノ の 海港 拡大 エ 事と都市形 成は ､ 15 7 7年 ､ 大公 フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世 の
三 十六 歳の 誕 生日 と誕 生時間 に 合わせ て 着 エ された ｡ [史料1]
リ ヴオ ー ルノ は ､ フ ィ レ ン ツ ェ が 14 2 1年 に ジ ェ ノ ヴァ か ら十万 フ ィ オ リ ー ニ で 獲
得 した 海港都市 で ある ｡ 獲得 以 後 ､ フ ィ レン ツ ェ 商人は リ ヴオ ー ル ノ を利用 して商 売を行
い ､ また 海か ら の 外敵 を防衛 する軍港 と しても活 用され た ｡ 十 六世紀に メ デ ィ チ家 に よ る
政 権が復活す ると ､ リ ヴオ ー ル ノ の 重要性が 改め て 注目され ､ ス ペイ ン皇帝 に任命 され た
フ ィ レンツ ェ 公 ア レ ツ サ ン ドロ r デ イ ー メ ディ チ は 1 5 3 1年 ､ ア ン ト
ー ニ オ ･ ダ ー サ ン ガ
ッ 口 に依頼 して要 塞を造成 させ た ｡ またコ ジモ ー 世も 同様に軍 港と して リ ヴオ ー ル ノ の 役
割 を強 化 し ､ 15 5 2年 に ピサ と リ ヴオ ー ル ノ に兵器廠 を造 成 して い る ｡ 更 に 地 中海 ヘ 頻繁
に侵略 し コ ジモ ー 世 を悩 ませ て い た ､ イス ラ ム教徒 の 海賊船 か ら海 上 の安全 を守る ため に ､
海軍サ ン ト A ス テ ー プ ア ノ 騎 士 団を 1 5 6 2年に創設 した o そ して 15 7 1年 ､ ヴ ェ ネ ツ ィ ア
領 で あ っ たキ プロ ス 島 に トル コ 軍が侵 略 した こ と を端に 勃発 した レバ ン トの 海戦 へ も ､ サ
ン ト ･ ス チ ー フ ア ノ 騎士 団は 教 皇軍の 一 員と して ､ オ ラ ー ツ イ オ ー オ ル シ ー ニ が指揮 をと
る十 ニ 隻の ガ レ ー 船 を出 して 活 躍 し て い る18｡ しか し ､ レバ ン トの海戦に お い て サ ン ト ･
ス テ ー プ ア ノ 騎士 団 は教皇 に よ っ て 必要経費が支払われ て い るため ､ 勝利 以後の 出版物 や
16Spini,G･,1 9 74,p p･1 9 1-2 0 0･
1 7uA d i X X VIII dim a rl;01 5 7 7, Gio v edi, a o r e16 2/3 e m u n utiotto･fu m e s s al prim a
pietr a n e
'fo nda m e nti delle m u r adella citta e Po rto di Liv o r n o, in s ulla qu alpietra
e r a n o s critte qu e ste pa r ole :Fr a n cis c u sM edic e sM .D. Etru ria eII, o r e16 2/3 min uti8 e
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18 レバ ン トの 海戦は ､ キ リ ス ト教 徒対イ ス ラム 教 徒の 戦 い で ある ｡ キリ ス ト教徒側 は ､
フ ラ ン ス ､ イ ギリス ､ 神聖 ロ ー マ 皇帝 ､ ス ペ イ ン ､ イ タ リ アの 細市 国家 に よ っ て 連合 軍が
組 織され ､ カ ー ル 五 世の 息子 で ある ドン ー ジ ョ ヴァ ン ニ ･ ダウス トリア が総指揮をと っ た o
他 方 , 弓 矢で 交戦 する トル コ 軍 はガ レ ー 船と大砲 の 攻撃を前 に敗退 した ｡ 海を支配 する ト
ル コ の 脅威 か らの解放を意 味する レバ ン トの 勝利を主題 に扱 っ た絵画 と して は ､ ロ ー マ の
ヴ ァ チカ ン宮殿で は ジ ョ ル ジ ョ ･ ヴ ァ ザ - リ が , ヴ ェ ネ ツ ィ ア で は テ ィ ン ト レ ツ ト ､ ヴ ェ
口 ネ - ゼ ､ テ ィ ツ ツ イ ア - ノ そ して ヴィ チ ェ ン ツ イ ー ノ など多く の画家 が同主題 で制 作を
行 っ て い る o (cfr･Ja chin o,A･ ,Le Ma n
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記録の 申で は戟皇軍と して 賞賛される に 留まり ､ コ ジモ - 世およぴ トス カ ー ナ大 公 国を代
表する海軍 と して 記され て い ない ｡ だがコ ジモ ー 世 は ､ 騎士 団の 創設 者と して レバ ン トに
お ける教皇軍 の 勝利を大きく称 え , 勝利 をサ ン ト ス テ ー プ ア ノ 騎士 団 の 功績と して いる ｡
こ の ように リヴ オ ー ル ノ は ､ コ ジモ ー 世の 下 で軍 港と して の 任 務を強化さ れ発達 した o
一 方 ､ 氏. ガ ッ ル ツ ツ イ も述 べ る よう に , ニ 代 目の トス カ
ー ナ 大公 フ ラ ン チ ェ ス コ 一
世 は ､ リ ヴオ ー ル ノ の 都市発 展 を考慮し ､ まず住民 の ため に快 適 な設備を整 え新たな都市
を追 っ て 住民の 信用 を得 る こ と がより効果 的で あると 判断 した19｡ そ して リ ヴ オ ー ル ノ の
ための 新 たな都市計画 は , コ ジモ ー 世の 死 後 まもなく ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世か ら借 頼を受
けて い た宮廷 建築家 ベ ル ナ ル ド ･ ブオ ン タ レ ン テ ィ に 依頼され ､ 1 5 7 6年 に都市 と港が 調
和す る プロ ジ ェ ク トが完 成 して い る . フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 は ､ 地 中海の 中心 に 位置す る唯
一 の 港で あるリ ヴオ ー ル ノ の海 港と し て の価 値を十 分 に活 用するため ､ 東方 や地中海で 商
売を おこ なう商船が ､ 利用 しやす い よ うに エ 失 し て 改良をお こ な っ た ｡ 具体的に は ､ 旅の
途 中 に立寄 る商人らが安心 して 停泊 で きるよ う倉庫 付 きの 宿泊施 設 を設 けたり , リ ヴオ ー
ル ノ に 到着 し た貨物を ピサ ヘ 容 易に運搬するた めに 港 と運河 を接合 したり した ｡ また 1 5 7 7
年 に フ ィ リ ツ ポ ･ サ ッ セ ツ テ イ(154 0･ 1 5 8 8)20が ､ マ ル タ 騎 士 団 の 一 員で あ っ た フ ラ ン チ
ェ ス コ ･ ポ ン ジ ヤ ン ニ ･ ジャ ン プ イ リ ア ツ ツ イ に 献呈 し た ､ 『トス カ ー ナと 東方(トル コ)
の 取 引 に つ い て の 一 考 察(Rag)
'
on Bm en tO S OPr B 1
'
1 c o m me m l
'
o tT B I TTo s c B n 1
'
e I
Le ca nt7
'
D )』【史料 2] に は ､ 多国籍の 商人が安心 して 滞在で きる海港 の 整 備 をお こ な う
た めの 提案 がされ て い る ｡ サ ッ セ ッ テ ィ の 提 案は フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 に よ っ て 実現 され た
政 策と近似 して おり ､ サ ッ セ ッ テ ィ に よ る文書が彼自身の 考え を著 した もの で あるか 否 か
の 議 論は残 され て い るに せ よ ､ トル コ 人との 独占的 な香辛料貿易 を お こ なう特権を望み ,
ヴ ェ ネ ツ ィ ア 港 に勝る商船 の 中継 地点と して の リ ヴ オ ー ル ノ 港の発 展 を目指 した トス カ ー
ナ 大公 フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 の 野 心的な政策を 明らか にす る論考で ある と い え る ｡ 2 1
19Gallu 2;2:i,R.,Zsto n
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2 0 フ ィ リ ッ ポ ･ サ ッ セ ッ テ イ(Filip po Sa s s etti1 5 40- 1 5 8 9)は フ ィ レン ツ ェ の 貿易商人 の
息子 と して 誕生 した ｡ 15 68 年か ら六年間 ピサ大学 に学 び ､ 157 4年 に はア ツ 力 デ ー ミ ア の
一 員に な っ て い る ｡ そ して 1 578年に 家業 を継 ぐためイ ベ リ ア半島 へ 出発 した が ､ 商 人と
して の サ ッ セ ッ テ ィ の 活動 は 次節を参照 された い ｡
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また ､ ラ ラ ン チ ェ ス コ
ー 世 は ､ 東方貿易の 中継地 点と して リヴオ - ル ノ 港を全 ての
国 に対 して 開放 した ｡皮 肉に も フ ィ レン ツ ェ の 毛織物産 業を苦境に陥らせ る原 因と な っ た ､
廉価 な毛織物製品を積むイ ギ リス 商船 は ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の 呼びか けに 答える形 で ､
リヴオ ー ル ノ を東方 貿易の 中継 地点と して 利 用 して い た
22
o その ほ か オ ラ ン ダや ドイ ツ ､
フ ラ ン ス の 商船 も類 繁 に リ ヴオ ー ル ノ 港を活用 した ｡
さ らに特 筆す べ き政 策は ,リ ヴオ ー ル ノ に おけ るメ ディ チ 家 の ユ ダヤ 人 保護で ある ｡
西欧諸国の 商 業発展 の なか で 優秀 な商人 と し て 活躍 した ユ ダヤ人だ っ たが , ､ 宗教的要 因
な どを理 由に 十 三 世紀末か ら ユ ダヤ 人 の 追放がイ ギリ ス , フ ラ ン ス ､ ス ペ イ ン で お こ なわ
れ た ｡ 特 に ス ペ イ ン と ポル トガル で は ､ キ リ ス ト教 へ 改宗 しな い 限りユ ダヤ 人商人 に 活動
の 場が与 えられ なか っ た ｡ しか しイ タ リア で は 都市 国家の 経 済状 態が悪化 し て ゆく過程 で ､
ユ ダヤ 人 商人 は都市国 家の 財政 をた て直す能 力の ある人 々と して再 評価 される よ うに な っ
て い た 23｡ こ の よ うな状況 下 で ､ コ ジモ ー 世は まずポル トガル で キ リス ト教 に 改宗 した ユ
ダヤ 人 たちを 1 5 4 9年 ､ ピサ に呼 び寄せ た o コ ジモ ー 世 は ユ ダヤ 人に 対 し て ､ シナ ゴ ー グ
を建 造 したり ､ 宗教 的祝祭 を催 す信仰の 自由や ､ ピサ 大学 で学位 を取得で きるな どの 権 利
を与 え て 厚遇 した ｡ そ し て リヴオ ー ル ノ で ユ ダヤ 人たち は ､ 居住 区 を強制 される (ゲッ ト
ー ) こ と なく自 由に 生活す る こ とが出来た た め ､ リ ヴオ ー ル ノ の 都市発展 とと も に ユ ダヤ
人 は 人 口 を増 して い っ た 24. こ の ような ユ ダヤ 人 に 対す る待遇は ､ ユ ダヤ 人 商人 が ピサ に
定住 する こ と に よ り ､ イ ベ リア 半島や オ ス マ ン トル コ を初め とする商 人との 経済 的効 果を
望 むため の 政 策で あ っ たが ､ しか し同時代の 宗教 的社会 的状況 を考慮す ると ､ 大変例 外的
な政策 で あ っ たと い え る ｡ 当時ロ ー マ に駐在 して い た トス カ ー ナ大使 ア ヴェ ラル ド ･ セ ッ
リ ト - リ は ､ コ ジモ ー 世 がお こ なうユ ダヤ 人 保護政策 に つ い て 口 - マ 在住 の 宮廷 人に 説明
を求め られ ､ 正 当化 し弁護 をするため に 幾度も 召還され て い る25｡ しか し 1 5 7 0年代 以 降
22 トス カ - ナ の港 とイ ギ リ ス の 関係 は十六世紀 に 始ま っ たもの で はなく,十五 世 紀後期 に
イ ギリ ス は ピサ に領事 館を設立 して い る ｡経済不 調の た め 一 度活動を停止 した 後に 復活 し ､
1573 年の リ ヴオ ー ル ノ の 記録 に名前 が載 っ て い る ｡ イギ リ ス は ､ トル コ が 大砲の 鋳造を
おこ なうため に必要 な錫 を提 供 し ､ 東方 の市 場 を獲得 した ｡ ( ブロ ー デル ､ 『地 中海ⅠⅠ 集
団の 運 命と全体 の 動き 1』浜名 優美訳 ､ 1 92,藤原書店,4 30-4 5 0頁 .);Gu a r nie ri,G., 1 9 67,
p. 1 8 0.
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cfr. w alle rstein ,n e wyo rk, Ⅰ. 19 7 4(川 北稔訳 ,1 981,p p.2 18- 2 2 1,2 4 1･2 4 3.)
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に な ると ､ ユ ダヤ商人 たちの 貢献に よる経済的効果をヴ ェ ネツ ィ ア や教皇 庁 まで 認め るよ
うに なる . トス カ - ナ 大公 は ユ ダヤ人の 大量引 抜きに 反感を強めるス ペ イ ンをなだめ つ つ ､
引 き続き ユ ダヤ人 コ ミ ュ ニ テ ィ をリ ヴオ ー ル ノ に 確立 させ て い っ た . 更 に 三 代 目 トス カ -
ナ大 公 フ ェ ル デ ィ ナ ン ド 一 世 は ､ 159 3年 6 月 10 日 に 『1 5 93 年 ､ 大 公 フ ェ ル デ ィ ナ ン ド
一 世 ･ デ ィ ･ メ ディ チ に よ っ て 認 可 され た外国 人商人 に た い する特権 (PTIv l
'
1eglc o B C e SSj
dal Gr a ndu c B Fepd1
'
n a ndo I de1
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Medl
.
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aD n O 1593 al Mep c a Btj StT a D )
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v o m l
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n a)』 26を発 令 し ､ ユ ダヤ 人
に 対 す る治外 法権 ､ 信 仰の 自由 ､ 貿 易の 安全 保証 ､ 全 て の 事柄に 関す る平等権 などを法的
に 定 め ､ また ユ ダヤ人 の 医者がキ リス ト教徒 を診療す る許可 を与 えて い る ｡ ま た同時に ､
ユ ダヤ 人商人 に と っ て もリ ヴオ ー ル ノ は ､ ス ペ イ ン や ヨ ー ロ ッ パ 諸国 の植民 地か ら運 ぱれ
て くる 商品を獲得す るため に 便 利な海港 であり ､ したが っ て メ デ ィ チ 家大公 がと っ た ユ ダ
ヤ 人保 護政策 は双 方 に と っ て 利益 の ある政策 で あ っ た と い え る o
1 600,1iv o r n o,198 0,p p.2 3 7- 238; M olho,A リ
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第 ニ 節 コ レク シ ョ ンと 細微の 蒐輿
2 - 1 . フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世 の 文他事養 コ レタ シ ョ ニ ズム と十大世紀宮廷
｢も しも ア レク サ ン ダ
ー 大 王 が ､ 彼 の個人 教 師ア リ ス トテ レス に 『動物記』 を書か せ た
こ とだ けに よ っ て偉 大 なる賞賛と栄光 を得たの で あるの ならば ､ それ と比 較で きな い ほ
ど延 々 と長 い 賞賛を､ 既 に 大公 は獲得 して い る ｡ 大公 は多種 の動 物だけで はなく植物
や 多くの 鉱物 の 調査 を大 変熱心に ､ 集 中 して お こ なう こ とに よ っ て ､ 最大の 偉業 と名誉
を常 に獲得 し ､ そ して 獲 得 して い く だ ろう ｡ また理論 ･ 学 説の 上 に 実践 を付 け加 え な
がら ､ 選り 抜 きの 珍 し い 自然の 秘密に つ い て の調 査を進め て いく の で ある ｡ [ -】 大
公 は ､ それ を見て い ない 人に は 信 じられ な い ほ どの ､ 世界中の 最も美 し い 金 ＋ 銀 b 銅 メ
ダル を蒐集 する だ け で は 不 満足で ､ ギリシ ャ 産や パ ロ ス 産の 美 し い 古代大理 石 彫像 をも
(コ レク シ ョ ン に)付 け加 え て い る ｡ [ - コ 多くの 無 生物の ほ か に ､ トス カ ー ナ や 他 の
様 々 な場 所で 発見され た ､ 無数の 植物 を見る こ と がで きる ｡ [ -]+ 27
(1 5 7 7年 9 月 2 7日 ､ ア ル ドロ ヴァ ン デ ィ が フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 へ 宛て た書 簡)
ボ ロ ー ニ ヤ の 博物学者 ウリ ッ セ l アル ドロ ヴァ ン デ ィ は自 らを学者ア リ ス トテ レス
に ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 を芸 術科学 に寛 容で 深 い 理解を示 し保護 した ア レクサ ン ダ ー 大王
に たと えて ､ フ ラ ン チ ェ ス コ . デ ･ メ ディ チ の 芸術科学 ヘ の深 い造詣 を称 えた ｡ ア ル ドロ
ヴ ァ ンデ ィ は複 数の 書簡の 中で 幾度も 同 じた と え を用 い+ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 と学者 と し
て の 自分 と の 関係 を説明 して い る ｡
フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ､ 1 5 8 0年に フ ィ レ ン ツ ェ を訪問 した M . モ ン テ ー ニ ュ が ｢(フ
27 "
(c. 4 0r.)Se Ale s s a ndr o M agn o s
'
a cquistat anta gr a nla ude et glo ria pe rha v e rfatto
s criv e r e s olo ad Aristotile s u opr e c etto r el
'historie degl
'
a nim ali
,
digr a nlo nga et s e n z a
pa r ag
･
o n el'ha a cquistato Vo stra A lte z z a, e七 sia cquista ogn
'ho r a, et a cquista ra m ag gio r
glo ria(c4 0v)etho n o r e, e s s e ndo qu ella co ntanta dilige n z ainte nta n o n s olo adindaga r
v a rie s o rti d'a nim ali
,
m adipl u a n C O r adipl a nte , et ta nte S O rte dipietr e et min e r e, et
● ヽ
che piもるindaga ndolpl u S C elti et r a ri s e cr etti din atu r a aggio nge ndo alla 七eoric ala
● ヽ
pr atic a･(･ ･ ･)No n c o nte nta Vostra Alte 2:Z adiqu e sto, ha r a ccolte da(c.4 1r.)tuttele pa rti
del m o ndole piもbelle m edaglie d
'
o r o
,
d'a rge nto etdiT a m e che 占 c o s ain c r edibile achi
n o nle v ede s s e
,
a官gl O nge ndoliap pre s s ota nte belle statu e a ntiche dim a r m ogr e c o et
pa rio･ (- )(cA 2r･)01tr ata nte c oヲein a nim ate, siv edr a n o a n c o r ainfinite pia nte che n elle
s u e r egio ni et v arieta de
'
si七i sl ritro v a n o,[. . .]二''(B UB, m s.6,I,c c.40r. ･ 4 2r ;To si,A., 198 9,
p p. 2 43-244.)
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ラ ンチ エ ス コ 一 世 は) 錬金 術 と機械芸 術の 愛好 家で あり ､ また何より偉大 な る建築家 であ
る28+ と述 べ るよ うに ､ 芸術や建築の 実践者で あ っ た ｡ 大 公 は様々 な 実験や芸術 作品 を創
作 で きる集中工 房カ ジ ー ノ ･ デ イ ･ サ ン ･ マ ル コ を 1574 年に 建設 して い るほ か ､ 世界中
か ら蒐集 された貴重 な動植物を飼育 ･ 栽培する庭園や植物園､ 動物園 な どを整備した ｡ ま
た ア ル ドロ ヴァ ン デ イ が賞賛す る大公 の 膨大な美 術品 コ レク シ ョ ンを展示す るため の ガ ッ
レリ ー ア を設立 した の も フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 で あり ､ 自然科学 を中心 と した 多く の学 者29
を保護し ､ ピサ大学 と シ エ ナ大 学の 規模を拡張 した ｡ そ して 1573 年 に は ､ ポッ カ ッ チ ヨ
の 『デ カメ ロ ン』 をフ ィ レン ツ ェ の 出版 社ジ ュ ン テ ィ か ら復刊 させ ､ フ ィ レ ン ツ ェ を代表
する作家 ダン テ ､ ベ トラ ル カ ､ ポッ カ ッ チ ヨ の 作 品 を用 い て イタ リア 語 の 辞典を編纂30し ､
トス カ ー ナ 語の優 越性 をイタ リ ア に 示 す こ と を目的 と した言語 研究機関 ア ツ カ デ ー ミア ･
デ ッ ラ ･ ク ル ス カ を 1 5 8 2年 に設 立 して い る o また 父 コ ジモ ー 世が創設 した芸術教育機関
ア ツ カ デ ー ミ ア ･ デル ･ デ ィ ゼ ー ニ ヨ を引継 いで 発 展させ た .
本筋で は ､ 以 上 の よ う に 様々 な文 化保 護政策 を実施 した フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 に つ い
て ､ 彼が蒐集 したコ レク シ ョ ン を中心 に フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の 文化事 業を考察する ｡
28 " [ … ]ile s七prin c e s o uingn e u s u npe ul
'
a r che mie etde s a r s m占cha niqu e s, et s urtout
gr a nd a rchite cte
”
(in M o ntaign e,M . D . ,Jo u m al de Vo),B o- e e nJtall
'
e pa z
･1a s u l
'
s s e et
l'alle m agD e e n158 0et 1 5 8 1,1 77 4. ( 関根秀雄 ､ 斎藤広信訳 『モ ンテ ー ニ ュ 旅日記』 白水
社 モ ン テ ー ニ ュ 全集8 1 9 83)(in Be rti,L” 1967,p.58.))
29 フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ､ 数学 者フ ィ リ ツ ポ ･ フ ア ン ト - ニ(著書,De p Bt1
'
o n e r edu c e Dd}
'
a B n L
'
adleglt1
'
m am fo miB m etD U m e m m,fir e n z e,1560)や天 文学者 ス チ ー フ ア ノ ･ ブオ ン
シ ニ ヨ ー リな どを宮廷 に 招い て 保護 して いる ほ か ､ 植物学者 ジ ュ ゼ ッ ペ ･ カ ー ザボ ー ナ を
大 公 の植物園の 主任 に 任 命 して い る ｡ また ピサ 大学教授で 哲学者の フ ラ ンチ ェ ス コ ･ デ ･
ヴ ィ エ ー リは ､ ア リ ス トテ レ ス の 『気象学(Mete olog7
'
ca)』 第四 巻と 『霊魂論(DeAD )
'
m a)』
をイ タ リ ア語 に翻 訳 し フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 に 献呈 して いる ｡ 更 に 上 述 の ボ ロ ー ニ ヤ 出身の
博物学者ウリ ッ セ ･ ア ル ドロ ヴァ ンデ ィ の ため に 研 究資金 や植物園建設の ための 費用を援
助 して い る ｡ 大 公 と博物学者 の 親 し い 関係 に つ い て カ ー ザ ボ ー ナ は ､ ア ル ドロ ヴァ ン デ ィ
が フ ィ レン ツ ェ 訪問の 際に 大 公 と同 じテ ー ブル に座 り ､ 話 をし て い たと記録 して い る c
(Findle n,P. ,Po s s e s)
'
Dg Na utTe, Mu s e u n s, Colle cting a nd Scl
'
e ntlYI
'
c Cultu r e ]
'
D Ea zly
Mod;m ztaly,lo ndo n, 1994,p.3 59.)
30 ア ツ カ デ ー ミ ア ･ デ ッ ラ ･ ク ル ス カ(Accade mia della Cr u s c a)が編 纂 した 『イ タリ ア言吾
辞典』 は 16 1 2年 に刊 行され た ｡
3 8
2 - 1 . 富 轟術 コ レク シ ョ ン
フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ A メ デ ィ チ は ､ 古代美術の 熱心 な蒐集家で あ っ た o 古代美術
の 購入 は ､ ボ ロ ー ニ ヤ や ヴ ェ ネ ツ ィ ア を中心に活躍 して いた ブ イ･ L, ン ツ エ 出身の 古代遺 物
研 究 家 エ ル コ - レ ･ /(ッ ソ (?･ 15 87)
3 1が ､ 1 5 7 3年か ら晩年 1 587年まで 担 当 した ｡ バ ッ
ソ は金 一 銀 4 銅製の 古代 コ イ ン 32や古代カメ オ ､ また小型の 古 代 ブロ ン ズ彫像な どを､ フ
ラ ン チ ェ ス コ 一 世 に提供 して い る o 十六 世紀で は コ イ ン に刻 まれた古代英雄 の姿は古代 史
の 栄 光を確認 する歴 史的証 拠で あるとされ ､ メ デ ィ チ 家 だけで はなく 同時代 の他 の 君主 に
も 蒐集され て い た o 38
大公 はまた ､ 古 代彫像 の 蒐集も熱心 に おこ な っ て い る ｡ ロ ー マ に住 む弟 フ エ ル デ ィ
ナ ン ド枢 機卿 に 古代美術 の 購入 を依頼したり34､ 宮廷画家 ジ ョ ル ジ ョ ･ ヴ ァ ザ ー リ35をは
3 1 フ ラ ン チ ェ ス コ ー 世 は エ ル コ - レ ･ J〈ッ ソ を ､ 古代美術 品 を求め る他の 宮廷人 に も推
薦 し て い る ｡ 例 え ばチ ロ ル 公 フ エ ル デ ィ ナ ン ドは ､ 1 5 7 5年 に バ ッ ソ をイ ン ス ブル ッ ク に
招待 し ､ 古 代美術品を注文 して い る . (チ ロ ル 公 フ エ ル デ ィ ナ ン ド, フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世
およ ぴ エ ル コ - レ ･ J〈ッ ソ の コ イ ン ー コ レク シ ョ ン を通 した関係に つ い て は以 下 の 論文 を
参 照 ｡ M a cCr o ry,M . ,
"Coin s at the c o u rts of ln n sb ru ck a nd Flo r epc e:the n u mis m atic
c abin ets of Ar ch duke Fe rdin a ndo of Tyr ol a nd Gr a nd Duke Fr a n c e s c oI de
' M edici”, in
《Jo tl r n alof H isto ry of Colle ctio n》 ,Ⅴ.6,n .2,19 94,p p.1 5 3. ･ 172.)
32 メ デ ィ チ 家 は 十五 世紀 か ら既に 熱心 なコ イ ン蒐集家と して 知 られ て い た o ピ エ ー 口 ヰ
デ ィ ･ コ ジモ と ロ レン ツ オ ･ イ ル I マ ン ニ フ ィ コ は ､ 一 美術品 と して 古代 ･ 同時代 コ イ ン
を熱 心に 集め ､ また新たな コ イ ン 制作 をおこ な っ た ｡ ( 現在四 万 個 の コ レク シ ョ ン がパ ル
ジ ェ ッ ロ 美術館 に 所蔵され る o) 十六 世 紀に は ､ コ ジモ ー 世が コ イ ン を政 治的な プロ パ ガ
ン ダの 道具と して 利用 し ､ ピ エ ー ル ･ Jiオ 口 ･ ガ レオ ッ テ ィ やチ エ ツ リ ー ニ にメ ダル 制作
をお こ なわ せ た ｡ それ らは外 交に 用 い る贈与 晶と して ､ また蒐集家同士 で 交換され る コ レ
ク シ ョ ン と して の 役目を果 た した去b.更 に ､ ポ ッ ラ ー ドに よれ ば ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は 最
も熱心 なコ イ ン の 蒐集家で あるととも に コ イ ン の 分 類をお こ な っ た人物であり ､ 膨 大な コ
レク シ ョ ン の 持ち主で あ っ た o (Pie r a c cini G.,La St1
'
rpe de
'
Med1
'
c)
'
d1
'
CaEag glolo, v ol. ⅠⅠ,
Fir e n z e,19 86,p.1 39;Polla rd,I. G. ,
"II Medaglie r eM edic e o
”
, in al1
'
UTZi
'
z 1
'
J qU attTO S e C Oh
'
d]
'
u Bヂgalle n
'
a
,
19 8 2
･ p p･2 76･ 2 78･)
33po m l a n,a. , 198 7,pa ris(1 9 9 2,p.1 2 4.)
34 フ エ ル デ ィ ナ ン ドはフ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 にカ メ オ(1 5 7 5)を贈 っ て い るほ か ､ 1 5 8 0年 に
フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世は ガ ッ レリ ー ア創設 の ために彫 像を フ エ ル ディ ナ ン ド ヘ 依頼 し て い る ｡
(Ba r o c chi,P. ,e Be rtela,G. G. ,CTolle zjo n )
'
s m o m od)
'
c e oao sI
'
B I OI, Fr a n c e s c oI, e )
'
1 CB rd)
'
n &1e
Ferdl
'
D a Ddo, m ode n a,1 9 93,p p.96,190.)
85 ヴァ ザ ー リ は ､ コ ジモ ー 世 の 治世か ら古美術 晶蒐集 に 従事 して い る . フ ラ ン チ ェ ス コ
同様 ､ 1 5 6 0年 に ピウス 四 世 を訪 問す るために ロ ー マ ヘ 赴 い た コ ジモ ー 世 は ､ 古美 術品に
関心 を い だ き ､ コ レク シ ョ ン を始めて い る o ヴァ ザ - リ は 『芸術 家列伝』(15 6 8)の 中 で ､
ピ ッ テ ィ 宮殿 に設置 され た 彫像 の ほ と ん どが ロ ー マ か ら運 ぱれ たもの で あると記 して い る .
フ ィ レ ン ツ ェ に と っ て ､ 口 - マ は古 代遺物の提供 場とな っ た の で ある o ま た ､ メ ディ チ 家
出身の 法皇ク レメ ン ス 七 世 は トス カ - ナ の 宮廷画 家を ロ ー マ - 招き ､ 一 期間滞在 させ て ､
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じめ ､ バ ッ ソ86や忠 臣 ニ ッ コ ロ ー ガ ッ デ ィ
87や ヴイ ン チ ェ ン ツ オ A J(ンキ エ ー リ を ロ ー マ
ヘ 派 遣して 発 掘で 見 つ か っ た コ イ ン ､ 宝石 ､美術品を求 め コ レク シ ョ ン に加 えた ｡ 更 に 1569
年 に は ､ ピウ ス 五 世 か ら三 十 ニ 体の 古代彫像と胸像が贈与 された . ケ レ ー ス ､ ユ ノ ー , バ
ッ カ ス やア ス ク レ ビオ ス な どの 神言舌神や . r豊穣+ や ｢敬虚+ な どの 寓意像を中心と する
こ れ らの古 代彫像の 大半は ､ 宮廷 建築家 ブオ ン タ レン テ ィ が造成 した フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世
の 別荘 ､ プラ ト1J - ノ の 庭園 に 設置 され た38｡ また 同年に パ ヴィ ー ア 司教か らも 古代 彫像
を贈られ て い る89. フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 は ､ ト ス カ ー ナ 大公 に 就任 し た後も熱心に 古 代美
有名 な古代彫 刻作品 の 素描 ･ 複製の仕 事や宮殿 の 装飾をさ せ て い る ｡ ヴァ ザ ー リ は ロ ー マ
滞在 を訪問 し た際 (156 7)､ コ ジモ ー 世との 間に 築 い た親密な 関係 を持て ずに い た 公 子 フ
ラ ンチ ェ ス コ 一 世 の 寵愛を得るた めに ､ 熱心 な古 代 美術品 蒐集家 で あっ た フ ラ ンチ ェ ス コ
へ
､ 発 揺され た ばか りの 牧神の 彫像をこ 体フ ィ レ ン ツ ェ へ 贈 っ て い る ｡
(cfr. Cristofa ni, M .,
"Pe r u n a storia del c olle zio nis m oよr che ologic o n ella To s c a n a
gr a ndu c ale. i gr a ndi br o n zi
''
, in 《Pr o spettiv a:g ,n . 17,1 9 7 9,p p.4- 1 5.;Ba r o c chi, P. ,
"La
storia della G al 1eria ela Storiogr afia Artistic a
”
, in Gl
'
tL＋f)
'
z l
'
J qU attP O S e C Ol)
'
dl
'
u n a
gEllerla,Ⅰ, fire n ze,1 983,p.53.)
86ェ ル コ ー レ ･ Jくッ ソ は書簡の 中で ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 に 送っ た古代 コ イ ン に つ い て の
詳 細 な説 明 をお こ な っ て い る ｡ また カメ オ や宝石 ､ 彫像や 壷な どの 貴重 な作品も蒐集 し ,
多様 なコ レク シ ョ ン 蒐嶺 に 貢献 した ｡(Ba r o c chi,P. ,Be rtela,G. G. , 1 9 3,p p.6 9,7 1,7 3,8 2, 8 3,
8 8, 9 5,10 1, 1 0 4, 12 9, 1 58, 1 8 6, 18 , 2 0 2, 2 1 5, 2 48,2 4 9, 2 5 6, 2 7 0, 2 8 0･ 2 8 2, 2 8 8, 2 8 9, 2 9 6,
3 0 6.)
37サ ン ト ･ ス テ ー プ ア ノ 騎士 団 に 所属 して いた ニ ッ コ ロ ･ ガ ッ デ ィ(Nic c olo Gad di;1 5 37･
1 5 9 1)は ､ 大公 フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世の 厚 い 信頼をう けた博識 な人物 で ある ｡ 自 らも熱 心 な
蒐集家 で あり ､ サ ンタ ･ マ リ ー ア ･ ノ ヴ ェ ッ ラ近く に庭園 を持ち , 珍 しい 植物の 蒐集 . 戟
培 をお こ な っ て いた ｡ ま た芸 術家や学 者と親 しく ､ 大公 との 仲介者と して の 役を果た して
い た . ボロ ー ニ ヤ の 博物学者ア ル ドロ ヴァ ン デ ィ との 書簡 の や りと りをお こ なう ほ か ､ オ
ラ ン ダ人 櫨物学者 カ ー ザ ボ ー ナ を フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 に 紹 介 した の も ガ ッ ディ で ある .
(To軸io呼 To m a si,L･,
"T he Flo w ering of Flo r e n c e:Bota nic al ay上fo rthe M edici
”
,
in the
Flo we n Bg Of Elo r e DCe(cat),W a shingto nd. c. ,2 0 0 2,p.37.;Lu chin at,A . ,
"Ric e r che d'a r chivio
N ic c o16 Gaddi Colle zio nista eDiletta nte del Cinqu ece nto
''
, in 《Par ago n e》 , 359-3 61,
19 80,p p.1 4 1- 1 52.)157 7年 2 月 26 日､ ガ ッ デ ィ は フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 に 古代大理 石 と古
代 コ イ ン の リ ス トを送 っ て いる . (Ba r o c chi,P.,Be rtela,G. a. , 1 9 9 3,p.124.)
38 ピウス 五 世 が フ ラ ンチ ェ ス コ ･ デ . メ デ ィ チ に贈 っ た古 代彫像の 詳細 を記 した資料は
フ ィ レ ン ツ ェ 国立古文 書館 に 保存 され て い る c(A S P,Ca rteg gio di Artisti,c .224:in ventario
申 statu edo n ate da PioV a Fr a n c e s c o1569･)ま た現 在 ､ 庭園 プラ トリ ー ノ は十九世 紀に
お こ なわれた 英国虐園 へ の 改造に よ っ て 十六世紀 当時の 面 影を残 して い な い ｡ したが っ て ､
庭園 に設 置され て い た彫 像 の ほ と ん どが ､ ウ フ ィ ツ イ 美術館やボ ー ポリ庭園 を初め とす る
フ ィ レ ン ツ ェ の 美術館 に 移動 され て いる ｡ (cfr.Pa cini,P. B,
`Le statu e cla ssiche di
Pr atolin o”
,
in 1:1 a)
'
a pd)
'
D Od'Eu z･opaJir en 2;e,1986,pp.26･2 8.;Pa cini,P.B. ,
”Le statu e
cla s siche di Fr a n c e s c olde
'
M ediein el Gia rdin odi Pr atolin o
”
,
in 《Rivista dell'Istituto
N a,zio n ale d'Ar che ologia eSto ria dell
'Arte》 ,s e rie .ⅠⅠⅠ,a n ni VIII･ⅠⅩ,r o m a,1985･ 1 9 8 6,
p p.151- 2 0 3.)
39 パ ヴイ ー ア 司教 の 個人 コ レク シ ョ ン で あ っ た 古代彫 像を相続 した ジギス モ ン ド ･ ロ ツ
40
術 品の 蒐集を続け､ M . マ ッ ク ロ ー リ ー に よれば フ ラ ンチ ェ ス コ - 世は 1570 年代 から 1 5 80
年代 に か けて ､ 貴重 な貨 幣を大 量に コ レク シ ョ ン して い たが ､ 現在で は残 念なが ら僅か し
か 残されて いな い ｡ 40
こ の ような古代遺物の 蒐集は ､ 王 侯君主や貴 族な ど富裕者によ っ て 熱心 に お こ なわ
れ た . 君主 にと っ て それは ､ 美的鑑賞物と い うよ りはむ しろ ､ 古代英雄の 栄光 を借りて 自
らの 権力表象の た め に 用 い るな ど､ 偉大 なる古代 との 連結性 を表す役割を担 っ たと考えら
れ るだ ろう ｡ なか でも メ デ ィ チ 家の よう に王 家 と して の 正統 な血筋を持たず ､ 財 力と政治
手 腕に よ っ て 権力 を拡大 した 一 族 に よる古代 の 栄光の 大量 蒐集 は ､ メ デ ィ チ 家が君 主と し
て ふ さわ し い こ と を明示 す ため に必要不可 欠 な行為 で あ っ たと い え るだ ろ う ｡
2 - 2 . ア フ リカ ー 新大 陸 句 ア ジア ヘ の 関 心と コ レク シ ョ ン
フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は 自然物 . 人エ 物を問わず ､ 高価で 珍 しい 事物 を世 界中か ら求
め コ レク シ ョ ン に 加 え た ｡ 父 コ ジモ ー 世も 同様 に 熱 心 な蒐集家 で あ っ たが ､ D. ハ イ カ ン
プも述 べ る よ うに ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 はア メ リ カ やア ジア に 対 して強 い 関心 を持 っ て い
た ｡ 君主がも つ 新 し い 知識 へ の 関心は ､ 現在i 銀器博 物館 や人 類学博物館 お よぴ他の 美術
館 に 所蔵され て い る美術 エ 芸晶 や , 大公 が フ ィ レン ツ ェ 商人や 学者と交わ した書簡 に よ っ
て 明らか にす る こ とが 可 能 で ある ｡
157 1年 の レバ ン トの 海 戦に おけるキ リ ス ト教徒の勝 利は ､ ヨ ー ロ ッ パ 諸国の 海上
商業に おける権勢の 笥大 を意 味 した o そ して リヴオ ー ル ノ 港の 発展に伴 っ て ､ 繋留す る多
国籍の 商船 に よ っ て もた らされ た多様な品物が トス カ - ナ ヘ 流入 した時期 は ､ ヨ ー ロ ッ パ
諸国 で コ レク シ ョ ニ ズム が盛ん に なり ､ 東方や 新大 陸か らの 大量の物資が もた らされ た 文
化的背景 と して挙 げる こ とがで きる ｡ しか し特筆す べ き事柄は ､ 新大陸発 見以 後の 大西洋
貿易と 東方 貿易に よる白 一 口 ツ パ 人 の世界観 の 変化 で あると い える . 十五 世 紀末 ､ それま
で ヨ ー ロ ッ パ 人の 世界観 を構成 して い た地 中海中心 主義はイタ リア 人冒険 家 によ っ て ､ 古
代文献 に記 されな い ( 未知の 大 陸) を発見 した こ とに よ っ て ､ 瓦解 して し ま っ たの で ある o
ソ 伯爵 か ら ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は コ レク シ ョ ンの 半分 を贈 られて い る ｡ 残りの 半 釧ま弟
フ エ ル ディ ナ ン ド へ 贈 られ た ｡ (Ba r o c chi,P.1e Be rtela,a. a. , 1 9 93,p.2 1.)
40pie r a c cini,G･ ,ⅠⅠ,19 86,p･ 1 3 9･;M aCr o ry,199 4,p.158.
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すなわち ､ 地 中海はもはや世 界 の 一 部分 で しか な い とい う事実が明 らか となり ､ 新た な世
界 を把握する こ とが必要 不可 欠と な っ たの で ある ｡ その た め に世界 各地 から蒐集され る事
物は ､ 金 ･銀 や宝石な どの 金銭的価 値をもつ 物に 限られ ず､ く未知 の世 界) の 文化 を知 り､
認識するため の 事物も数多く コ レク シ ョ ンに加 え られ た ｡
次 は ､ こ の ような 知的 好奇心の 視点か ら十六 世紀メ ディ チ 家 に よ っ て 蒐集 され た事
物 に つ い て 具体的に 考察する ｡
【ア フリカ】
十 六 世紀 ､ ア フ リ カ は ポル トガル との 独占貿 易をお こ な っ て い たた め ､ ア フ リカ か
らの 事物はリ ス ボン を経 由 して 流通され て いた o コ ジモ ー 世 の 所蔵品目録に は ､ こ の よ う
なル ー トで 手 に 入れ た 1 5 50 年代か らア フ リ カ製 エ 芸晶の コ レク シ ョ ンの 記 録を見 つ ける
こ とが 出来 る ｡
メ デ ィ チ 家の ア フ リ カ コ レク シ ョ ン に は ､ 多くの 象牙製エ 芸品をみ つ ける こ とがで
きる . まず ､ 中央 ア フ リ カ の コ ン ゴ で 制 作され た 象 牙製の 四 本の r呼 出 し用 ラ ッ パ+【Fig.
2】が ある ｡ こ れ らの 楽器 に は 精密な浅 浮き彫 りが ほ ど こ され ､ 一 部分 に 皮に よ る装飾も
され て い る o 現在 は フ ィ レ ン ツ ェ , ピ ッ テ ィ 宮殿 の 銀器博物館 に所蔵され て い る o また ､
同様に 1 5 6 0年の 所蔵 品目録 に ｢真珠母 鼻の 五 本 の ス プ ー ン+ と記 され て い るが ､ 薄く加
エ され た象牙 製の エ 芸 晶 を指 し て い ると考え られ て い る o こ の ス プ ー ン の 作者は ､ 十五 世
紀 末か らポル トガル の要 請を受 け ､ 彫 刻 エ 芸品を制作 して いたナイ ジ ェ リ ア の 都市 ベ ニ ン
(Be nin) の職 人 で あると考 えられ て い る41o 象牙製の ス プ ー ン は約 ニ 十 五 セ ン チ か ら ニ
十 大 セ ン チ の 長さ を持ち ､ 持ち 手に複雑な彫刻 が施 され ､ 柄先に ワ ニ ､ 鳥､ 魚 や巻貝 など
を精巧 に 彫刻され た動物装飾が されて い る ｡ こ れ らの 作品 の 出自に つ い て は ､ ア フリ カ と
独占貿易をお こ な っ て い たポ ル トガル か ら フ ィ レン ツ ェ 商 人に よ っ て 持ち こ まれた説 や ､
レオ十 世 (1 5 1 3- 1521) や クレメ ン テ 七世 (1 5 2 3- 1534) な どの メ デ ィ チ 家 出身の 教皇 が
コ ジ モ ー 世 に 贈 っ た 説 が あ る ほ か ､ 所 蔵 品 目 録 に ｢ 大 公 妃 の 所 蔵 物(r obe
dell'L(71u str l
'
s s )
'
m a) S(1
'
g72 0 r a) D u che s s a)J と 記 され て い る こ と か ら , ス ペ イ ン 皇 帝に 航
41 ポル トガル が依頼 し ､ ベ ニ ン で 制作 されたス プ ー ン の コ レク シ ョ ン は ､ チ ロ ル 公 フ ェ
ル デ ィ ナ ン ドや ､ 大公 ク リ ス テ ィ ア ー ノ 暮 ディ ･ サ ッ ソ ー ニ ア ( ドレス デ ン) な ど ､ 他 の
ヨ ー ロ ッ パ 宮廷 に おい て も蒐集され て い た o ((c at)FI
'
1･e D Z e la To sc& n ade1
'
Medl
'
c1
'
n ell'Eu r opa del CI
'
D qu e C e DtOIPala z z oVe c ch
'
o I C O m m l
'
tte n z a e c ollezl
'
o njs m o m edl
'
c e l
'
,
fire n z e, 1980,p.165.)
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海指揮官 と して 仕 え た トス カ - ナ 大公 妃 エ レオ ノ ー ラ ･ デ ィ ･ ト レ ー ドの 叔 父が ､ エ レオ
ノ ー ラ に贈っ た説 な どがあるが ､ それ を証明する 資料は現在の と こ ろ存在 し ない ｡ 42
監ア メ リカ】
新大陸 か ら運 ばれ た 事物 の コ レク シ ョ ン は ､ ア フ リカ の それ より 多く の記 録が残さ
れて いる ｡ 自然物 コ レク シ ョ ン で は ､ 十大世紀 中期 以 降ヨ ー ロ ッ パ で 盛ん に蒐集されたア
メ リカ産の 植物 コ レク シ ョ ンが あげら れる ｡ 十 大世 紀後期まで に は ヒマ ワリ ､ タ バ コ ､ サ
ボテ ン , トマ ト､ ジャ ガ芋 ､ ア ロ エ な どがヨ ー ロ ッ パ ヘ 持ち込まれ ､ またイタ リ ア で最初
に 設立され た バ ー ドヴァ 植物園 の植物所蔵リ ス トで は ､ 1 5 6 8年に ヒ マ ワ リ や トウ モ
1
ロ コ
シ (∑e a 池 ays) の 栽培が既 に お こ なわれ て い た ｡ 十六 世紀の 植物学者に と っ て 新大陸 の
発 見は , それ まで借 用され て い た古代博物学者 の学 説を覆す大事件で あ っ た ｡ なぜ なら ､
彼らが手 本に して きたア リ ス トテ レス ､ デ イ オ ス コ リデス ､ プリ ニ ウス の 記述に は存在 し
な い 見た こ とも な い 新種の 植物 が ､ ア メ リカ大陸 か ら次々 とも たらされ た ため , それら の
植物を分 類 し命名 する必要 があ っ たた めで ある ｡ したが っ て ､ 学者たちは新し い 植物の 分
類法 や 品種の 情報 を得 るた め に 頻繁 に書簡を交わ し43､ それ に つ い て 記 した書物を出版 し
た ｡ 十大 世 紀後期 に 大量に 出版 された ､ これ らの 植物学 の書物 に つ い て は 次章 で 詳述する
が ､ 一 例 を挙 げるならば 154 4年に 出版され たイ タ リア 人植物学者 マ ッ チ イ オ ー リ の書物
『デ イ オ ス コ リデ ス 解説 (Co m m e Bta n
'
1
'
1
'
n s e xl1
'
bp o speda cl
'
1
'
D7
'
s c o n
'
de s)』 があげられ
る ｡ マ ッ チ イ オ ー リ は著書の 中で ､ 古代 植物学 者デイ オ ス コ リ デス が記 した記述 を十六世
紀 に新た に得 た知識 に 照ら し合わせ ､ そ の 内容 の 誤り を訂正 し て い る｡
こ の よ うな状況 は植 物学 に 限らず ､ イタ リア に おける出版の 中心地 で あっ たヴ ェ ネー･
42 cfr･Ba s s a ni,E･ ,
"AntichiAv ori Afric a ni
'
n elle Colle zioni Medic e e,1,2
”
,in 《Critic a
dell'a rte》 , n ･ 14 3,14 4,1 975, p p.8 -2 3,69･8 0.;Ba s s a ni,E. , JI Colle z 1
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o n 1
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'
D elCI
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D qu e C e ntO, l
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B LeArtl
'
del PTjD Clbato M ad)
'
c e o
,
fir e n z e
,
19 80.;(c at.)R1
'
r e n z e e
la To s c a D ade]
'
M ed]
'
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'
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'
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ンツ ェ の 人類学 ･ 民俗学博物館(In v.2 16/1,21 6/2,2 1 6/3)と ､ ロ ー マ の L. ビゴ リ ー ニ 美術館
(In v.6 5 1 5/ G, 65 1 6/G)の 所蔵で ある ｡
43ピサ植物 園の 主任 を務め た フ ラ ン ドル 出身の 植物学者カ ー ザ ノ ー バ は ､ ドイ ツ人 医者ヨ
ア キム ー カ メ ラ リウス へ 宛て た手紙で ､ メ デ ィ チ 家宮廷で熱心 に 研究されて い た新大陸 の
植物 に 関する情報 を述 べ て い る . (cfr･ 01mi,G. , " "M agn u s c a mpu s
”
;I Natu ralisti ltalia ni
difr o nte all'Am eric a n el X VI〃
,
in JINLZ O T'O M o Ddo D ella c o s c1
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ツ イ ア で は ､ 新大陸に つ い て 記 し た書物や地 図の 出版が盛ん で あ っ た ｡ その 背景 と してヴ
ェ ネツ ィ ア の 知識人らが 新た な知識を熱心 に欲 し ､寛大に 受け入れ た こと が挙げられ よう｡
新大陸に つ い て記 した 出版 印刷 物の 内容は ､ 殖民地 と して 支配 して い たス ペ イ ンや ポル ト
ガル が得た情報を用 い る場合 が 多か っ た ｡ ヴ ェ ネ ツ ィ ア 大使と し て 1524 年か ら 1528 年
に か けて 四 年間ス ペ イ ンに 滞在したア ン ドレ - ア ･ ナ ヴァ ー ジ ェ ロ は ､ 熱 心に r新イ ン ド
( - 新大陸)+ の 資料情報の 収集をお こ な っ た ｡ さ ら に ナ ヴァ - ジ ェ ロ 死 後に は ､ ジ ョ ヴ
ァ ン ニ ･ Jiッ テ ィ ス タ ー ラ ム ー ズ ィ オが その 仕事を受 け継 ぎ､ 『ジ ョ ヴ ァ ン ニ ･ /i ッ テ ィ
ス タ . ラ ム ー ズ ィ オ が 収 集 した新大 陸航海 と訪問 の 記 録 : 第三 巻(TTe p z oVolu m edelle
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を出版 して いる ｡ そ こ で は ､ ア メ リカ で 発見され た資源 ､ 気候 ､ 自然 ､ 地形 と 同時 に現 地
人 の 特徴や生活様式 な どの 知識 も含まれ ､ 考古学 的関 心か らの 観察も行 なわれて い た こ と
が わか る ｡ 44
44口 レ ン ツ オ ･ デ ィ ･ ア ナ - ニ ヤ(Lor en z od
'An agn a)は 『万 物の 普遍 的建造 物す なわ ち ロ
レ ン ツ オ ･ ダナ ー ニ ヤ の 宇 宙学 (L'Un l
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&)』(1 5 73)の 中で 四 大陸た っ い て 述 べ て いる . 特 に第四章
に 新大陸原住民の 生活 が記 述され て い る o ア ナ - ニ ヤ はア メ リか 大陸 を rサ トウル ヌ ス の
い る黄金 時代で ある+ と述 べ ､ 地 形を詳 しく観察 して い る ｡ また フ ロ リ ダで 採集 で きる金
銀､ 真珠 や エ メ ラル ドな どの 宝石 に つ いて 述 べ るほ か ､ 動 物や 栽培され る産物や食 肉の 習
慣や他 の 生活習慣と 宗教的 儀式 ､ 原住民の 身なりや族長 に つ い て 詳細に 説明され て い る ｡
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フ ラ ン ス 人天 文学者ア ン ドレ ･ テ ヴ ェ(Andr eT he v et)は著書 『フ ラ ン ス ･ ア トラ ン テ ィ ツ
ク の 独自性 (S1
'
LZgulB n
'
te zdela Fz･a n c e sAtr a ntlqu e)』(pa ris,155 7)の なか で ､ 新世界の
動植物に つ い て 挿絵 つ きで 執筆 して い る o そ し て偉 大な る冒険家ク ]Jス ト ー フ ォ ロ ー コ ロ
4 4
一 方 フ ィ レン ツ ェ で は ､ コ ジモ
ー 世もア メ リカ 産の 珍 し い植物や動物の 熱心 な蒐集
家で あ っ た o コ ジモ ー 世 は別荘 カ ス テ ツ 口 の 庭園で メ キ シ コ 産 の薬草や ､ 東方か らも たら
された ジ ャ ス ミ ン を栽 培し ､ また新大陸 の動物 をサ ン ･ マ ル コ 近く の動物園に 蒐集 して い
た o これ らの 動物 コ レク シ ョ ン を見た バ ッ キア ツ カ (ブ ラ ンチ ェ R
.
コ . ウ ベ ル テ ィ ー ニ)
や ブ ロ ン ズ ィ - ノ は ､ タ ペ ス トリ - や 室内装飾 に 珍 しい 動物を取 りいれ て い る . [Fig. 3】
また 1 5 5 3年 の メ デ ィ チ 家 所蔵品目録45に は､ ア メ リ カか ら運 ばれた十五 個 の木 製仮 面や
瀦翠 製の 仮面 [Fig. 4]､ 首飾り の ビ ー ズで あっ たと考 え られ る動物を彫刻 した貴 石 が 記
録され て いる ｡
そ して フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 もまた ､ 父 同様に ア メ リ カ産 の動植物を熱心に 蒐集 した .
フ ラ シテ エ ス コ の 蒐集 活動 は ボ ロ - こ ヤ の博物学者 ウ リ ツ セ . ア ル ドロ ヴ ァ ン デ ィ 46と 頻
ン ボの 航海 に つ い て ､ 息 子 フ エ ル ナ ン ドが執筆 し ､ 『ク リ ス ト ー フ ォ 口 ･ コ ロ ンボの 生涯
(Hl
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sto rle della V1
'
ta etde 'Fattl dell'A m m1
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m gl)
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o Do n az n
'
stoforo Colo mbo)』
(v en ezia,157 1)を出版 して い る .
また ア メ リ カ 人 の イ メ ー ジ に関 して は ､ 次 の よ うな書物が 同時代 に出版されて いる ｡ まず
パ オ ロ I ロ マ ッ ツ オ(Pa olo Lo m a z z o)は著書『ロ マ ッ ツ オの 芸術家列伝 (I}BttBtO dell
'
afte
della p1
-
ttu p a
,
S C Oltz)r a
,
et B P CLl
'
tettu r a, d1
'
Gl
'
0 .Pa olo Lo m a z zo, m 1
'
a n e s epz
'
tto T ed)
'
-4s o
l
'
n s ette l1
'
bn?』(1 5 8 4)の 記 述 に お い て ､ r髭がなく半裸で ､ 漁 師を除い て 男が女 の よ うで
ある ｡ 恥 部に 木綿製の 布 を巻 き ､ 互 い に 食 べ あう ｡+(1ibr oVI,c ap,LI,p.4 5 2.)と ア メ リカ 原
住 民 に つ い て 説明 して い る ｡ また ピ エ ト ロ 一 ベ ル テ ツ リ(Pietr o Be rtelli)は ､ 当時流 行 し
て い た地 方 毎 に 多様 な衣 装 を図解 し て 収 め た 図録 の 著書 ､ 『異 なる 世界 の 人 々 の 衣 装 ､
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'
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)』(1 5 94)で ､ 四 枚の ア メ リカ 人 図像を用 い て い る o
三 巻本 の - , ニ 巻(v ol. 1,(65),(6 6), v ol.2,(2 7),(2 8))に納 め られ た男女の ア メ リカ 人 は持物や
衣装が詳 細に 描か れ て い る o し か しそれ らは ( 未知の 国) の 野蛮人 と して で は なく ､ 他 の
図像と同 様に 正 確 に 民族衣 装 ･ 風 俗 を再 現す る こ と を目的 に描 かれたと考 え られ る ｡ そ の
四 年 後出版され た ､ チ ェ - ザ レ ･ ヴィ チ ェ ツ リオ(Ce s a r eVic ellio)に よる千 ペ ー ジ以 上 に
及 ぷ r世界の 人 々の 衣 装図録+､ 『古代近 代の 全世界 の 衣装 (H&bl
'
tla ntl
'
chz
'
et m ode m 1
'
dl
'
tuttz
'
jlm o ndo)』(15 98)で は ､ アメ リ カ 人は 野蛮人 と して 描か れて い る ｡
45A S P. G M
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c cA 2
,
4 7. (in Heika mp,D . ,1 9 7 2,p p.3 4-35.)
46 学者 ア ル ドロ ヴァ ン デ ィ も また ､ 非常 に熱心 に ア メ リカの 埴物を蒐集 ･ 栽培 して い る ｡
ア メ リカ 産の ヒ マ ワ リ は ､ 彼が イタ リア に おけ る最 初の 栽培者 であると考えられて おり ､
ヒ マ ワ リが開花 した際に ､ 全 て の 紳士 淑女が その 花の 偉大さ と美しさを見るた め に 訪問 し
た と 言われ て い る . (0 1mi,G.,19 9 1,p.3 87.)
更 に 彼は ､ 櫨物 蒐集の み に 飽 き足らず ､ み ずか らア メ リカ ヘ 赴 き ､ 直接に 新植物の 調 査を
行 い た い と願 うよ うに な っ た ｡ そ して 1 5 70年代 か ら 1 580 年代に か けて ､ 彼をア メ リ カ
に派 遣す る資金提 供者 を探 す ために ､ 教皇 グ レゴ リウ ス 八 世や ス ペ イ ン 皇帝フ ェ リ ペ ニ 世
に ､ 彼が行 う プロ ジ ェ ク トと共 に請願 して い る ｡ ス ペ イ ン 王 に 対 しア ル ドロ ヴァ ン デ ィ は ､
彼自 身が第 ニ の コ ロ ン ブス と なり フ ェ リ ペ ニ 世 に 栄誉をも たらすと主張 して い る ｡ し か し
フ ェ リ ペ ニ 世 は ､ 宮廷専属 医フ ラ ン チ ェ ス コ ･ ベ ル ナ ン デス を 1 5 7 0年 にメ キシ コ へ 派遣
して しま っ た o またア ル ドロ ヴァ ン デ ィ は ､ トス カ - ナ大 公 フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世と フ ェ ル
45
繁に 交わされたコ レク シ ョ ン交 換の ための 手 紙に お い て も明 らかで ある ｡ 例 えばア ル ドロ
ヴァ ンデ ィ は ､ 初め て の フ ィ レ ン ツ ェ 訪問の 直後 15 7年 9 月 19 日 に礼 状 を書き ､ 同時
にア メ リカ産の 植物 を贈呈 して い る47｡ ま た後に 四 枚の ア メ リカ 産の 植物を描い た 細密
画や ､ 一 匹 の 針ネズ ミ な ども贈 っ て い る . 一 方 フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 か ら ア ル ドロ ヴァ ンデ
ィ ヘ ､ リ ゴ ッ ツ イ が制作 したと考 えられ て い るア メ リカ産の鳥矩や 動植物の 細密画 を贈ら
れ て いる48｡ ま たア ル ドロ ヴァ ン デ ィ は ､ ス ペ イ ン皇 帝フ ェ リ ペ ニ 世が メ キ シコ ヘ 動 植物
の調査 の ため に派遣 した宮廷医 フ ラ ン シス コ ･ ヘ ル ナ ンデ ス(15 1 4- 1 5 7 8)が帰 国後 ､ 執筆 ･
出版 し た十 五 巻 に およ ぶア メ リカ 大陸 に つ い て の 著 作49の 情報を ピア チ ェ ン ツ ア の 司教か
ら得た ｡ そ して 15 8 6年 4 月 に トス カ ー ナ大 公 フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 へ 手紙 を出 し ､ ヘ ル ナ
ン デス が著 した観察記録 と五 千枚 の 実物描写 され た動植物 画か ら構成され る著書の写 本の
制作を フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 に願 い 出て い る ｡
現在 ､ ヘ ル ナ ン デス の 著作 の写 本と考え られ る 2 1 8枚の 動植物 の 水彩画 に よ る素
描 を収 め た古写 本がヴ ァ レ ン シ ア 大学 に 所蔵され て い る ｡ こ の マ ニ ュ ス ク リ プ トの 表紙裏
に は十 七 世紀 の 筆跡 で ｢王 フ ェ リ ペ ニ 世 が こ の 本 を ､ ヴァ レン シ ア 出身で ヴァ レ ン シ ア 大
学 の薬草学教 授 を務め る物 理学者オ ノ ラ - ト ･ ポ ー マ 一 博士 に贈 っ た+ と記され て い る ｡
∫. M . L. ピネ 一 口 は ､ ス ペ イ ン の ヴ ァ レ ン シ ア の 写本 に 納め られ た動植物 画が フ ラ ン チ ェ ス
コ 一 世の 下 で 細密 画制作 を おこ な っ たリ ゴ ッ ツ イ の 作風 に類似 して い る こ と を指摘す るが､
リ ゴ ッ ツ イ が ス ペ イ ン に 渡 っ て 制 作活動 をお こ な っ た可 能性 はな い ため ､ 恐 らく 当時 エ ス
コ リア ル の 装飾の ため に ス ペ イ ン で 働 い て い た フ ィ レン ツ ェ 出身の 画家が 158 0年前 後に
制 作 したも の で あろ う と して い る ｡ だが筆者は ピネ 一 口 氏の 節 に 異議 を唱え る ｡ 何 故な
デ ィ ナ ン ド 一 世 にア メ リカ 行き を懇願 して い る が ､ 当時既 に 六十 五 歳と い う嵩齢 を理 由 に
断 られ ､ 断 念せ ざる を得 なか っ た o(cfr.Cer m e n ati, M ., "U lis s eAldr o v a ndie L'A m eric a”,in
《An n ali di Bota nic a》 ,IV,1 9 0 6,p p.34 1,36 4.;Findle n,P. ,1994,p p.3 1 4- 3 15.;Min elli,L. L. ,
" Le c ultll r edel Nu o v oM o ndo”
,
in D Te atT Odella Natu r ad1
'
tLll
'
sse Aldro v an d)
'
,
bologn a,
2 0 0 1, p p.91,9 2.)
47Tosi,A. ,1989,p.230.
4 8To si,A. ,1 989,p p.23 0,2 4 7,2 73,286.
4 9 ヘ ル ナ ン デス に よる著作は ､ イ タ リ ア の み で はなく全 ヨ ー ロ ッ パ の 自然科学者が求 め
た ､ 大変に貴重 な書物で ある o しか し ､ ヘ ルナ ン デ ス の 著書出版 は ､ フ ェ リ ペ ニ 世 が彼の
専門的過 ぎる著述 に満 足を示さ なか っ た ため ､ 中断 して し ま っ た ｡ 1580 年代に ナ ポリ 出
身の 医者 ナ ル ド ･ ア ン ト ー ニ オ ･ レ ツ キがマ ドリ ッ ドにある フ ェ リ ペ ニ 世の 宮廷 を訪問 し ､
要 約した写 本を数冊持ち か え っ て い る ｡ その 写 本 は十七 世紀 ロ ー マ の ア ツ 力 デ ー ミ ア 代表
で あ っ た フ エ ル デ ィ ナ ン ド ･ チ エ ー ジに 渡 り ､ ア メ リカ - 渡 っ た経験 の な いア ツ 力 デ ー ミ
ア 会員の 芸 術家 たちが制 作 した新 たなイ メ ー ジが加 えられ ､ 16 5 1年 に 出版された o
46
ら ､ 200 0 年 に ポ - マ - 博士 の 富写本 に含 まれ る水 彩画が フ ァ ク シミリ で 復刊 され ､ ヘ ル
ナ ン デス の 写本 に 用 い られ た イ メ ー ジがリ ゴ ッ ツ イ の細密画で はなく ､ ボロ ー ニ ヤ 大学に
収蔵される アル ドロ ヴァ ン デ ィ の水彩 画コ レク シ ョ ン の動埴物画か らと られ て い る こ とが
明 らか で ある ため で ある ｡ 上 述 の とおり , ア ル ドロ ヴァ ンデ ィ は 1586 年 に トス カ ー ナ 大
公 に 対 して 写本製 作を要 求 して い るが , 現在 まで ヘ ルナ ンデス の 写本は フ ィ レン ツ ェ およ
ぴ ボ ロ ー ニ ヤ で確認 され て い ない . した が っ て ､ 動植物の配 置から着色 ま で ア ル ドロ ヴ ァ
ン デ ィ の 細密画 コ レク シ ョ ンか ら写 し取 られ た こ と が明らか で あるポ ー マ 一 博 士 の 写本の
動縫物 画は ､ ア ル ドロ ヴァ ンデ ィ の 著作 が出版され た後 に制作が おこ なわれ たか ､ 十六世
紀末 に ア ル ドロ ヴァ ン デ ィ の 下 で働 い て い た画家 に よ っ て制作された可能 性が考え られる ｡
50[Fig. 5] 【Fig. 6] [Fig. 7]
また新 大陸 に 関 す る書物で は ､ ベ ル ナ ル デ ィ ー ノ ･ デ ー サ ハ グ ン(Be r n a rdin o de
Sahagもn)が記 し た ､ メ キ シ コ 原住 民の 生活 様 式に つ い て の 挿絵入 り写本 が ､ メ デ ィ チ 家
所蔵の書 物が納め られ た フ ィ レ ン ツ ェ の ラウ レ ン ツ イ ア ー ナ 図書館に所蔵され て い る ｡ こ
の 本 の 特徴 は ､ D. ハ イ カ ン プが考察 して い る よ うに ､ 民俗学的視 点を持 つ 調査た基 づ い
た 記述 と挿絵 で ある ｡ 当時 ､ 西 洋人 に よる新大 陸征服運動を正 当化するため に ､ 様 々 なイ
デオ ロ ギ ー を含 有 した原 住 民の 表象と 記述 をお こ な い ､ 彼らの 姿を異教 徒 で 非常に 野蛮 な
動 物また は怪物 の よ うに 描く ような著書が大半 を占め て い た ｡ しか しサ ハ グ ン は ､ 原住 民
の 生活様式 ､ 宗教 的儀式 ､ 戟駒 術を挿絵と 共 に客 観的か つ 詳細に 記述 して い る ｡ ハ イ カ ン
プに よれ ぱ ､ サ ハ グ ン が お こ な っ た客観的観察と 記述の ため に ス ペ イ ン宮 廷で サ ハ グ ンの
著書 は 公 衆の 目に触 れ ぬ よ う所蔵 され て い た o 51[Fig. 8] [Fig. 9]
更 に , 15 8 9年の ガ ッ レリ ー ア に設 け られ た 一 室 ､ トリ ブ - ナ の 所蔵 品目録で は ､
仮面や 銀製の 足が つ い た樹皮製花瓶 ､ 赤土製花瓶 ､ 頭に 布を巻 い た英雄の 胸像 ､ 赤地の 蓋
に 金 字の 細密画が施 され た楕円 形 の木製 の箱 ､ 御影 石 製の盃 などが記録され て い る o そ し
(0 1mi,G. ,1 9 9 1,p p.3 89- 3 9 1.)
50 ただ し ､ ア ル ドロ ヴァ ンデ ィ の細 密画コ レク シ ョ ンに は フ ィ レン ツ ェ に あるリ ゴ ッ ツ
イ の 作 品の複 製が 多数 含まれ て い る ｡ したが っ て ポ ー マ 一 博士 の 写本の 申 に ､ 間接的に リ
ゴ ッ ツ イ の 動植物画 を模写 した作品が用 い られ た例 をみ る こ とがで きる ｡
(cfr･Pin e r o,J･ M .L. ,
"T he Po m e rCode x :Pla nts a nd Anim als ofthe oldw o rlda nd fr . m
The He rn a nde zExpeditio nto A m e ricaゎ,in 《Nu n ciu s》,ⅤⅠⅠ,199 2,p p.3 5･ 5 6.; E L C O D Z C E
D E JA U M E HONO R A T P O W E R(1 5 50･ 160 6)Pla Dta Sy a n l
'
m all
'
s del v]
'
ejo m a ndo y de
A m e z･Ic a, v ale n cia,20 0 0)
5 1H eika mp,D . ･ M e x l
'
c o a ndthe Medl
･
c ]
･
,
fir e n ze,19 7 2,p.1 9.
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て ガ ッ レリ ー ア で エ 芸晶が 展示され た ｢武具 の 問+ の 所蔵品目録(16 31)に も ､ ア メ リカ製
の 赤 い 羽 毛 の 長衣 や羽根製 の盾 [Fig. 1 0]､ 木 製の 武具 と兜､ 赤 い 輯､ 羽根と馬 の 尾を
用 い た頭飾り などが記 録され て い る52o また 15 88年に は ､ ガ ッ レリ ー ア ニ 階の 第二 室に
あた る ｢武具の 間+ 前 の 廊下 に ､ ロ ドリ ー コ ･ ブ ー テ ィ が ｢武具 の 間+ に 展 示 された コ レ
ク シ ョ ン に 合わせ て 天 井画 を制作 し て いる ｡ そ こ に は新大陸の 原住 民の 姿や ､ キ リ ス ト教
徒との 戦の 様子 ､ また ア メ リカ の 珍 し い 鳥な どが グロ テ ス ク風 に 描かれ て い る ｡ そ して ブ
ー デ ィ が描く こ れらの ア メ リカ 原住 民 は ､ サ ハ グ ン の 写本に描 かれ た 原住 民の 挿絵に 類似
して おり ､ 彼が写本を参 考に した 可 能性が考 えられ る ｡ 83【Fig. 1 1]
こ れ らの アメ リカ 大 陸の 蒐集物や室 内装飾が フ ィ レ ン ツ ェ ヘ の 公 的 な訪問客が 訪れ
る トス カ ー ナ大公 の 大規模な展示 空間 に ､ 他 の 高価 な美術 品や武具 と 一 緒に 展示 され て い
た事実は ､ こ れ らの コ レク シ ョ ン が遠 方の く未知 の 土 地) へ の 大 冒険によ っ て ヨ ー ロ ッ パ
に もた らされ た貴重な 晶と して 扱われ た こ とを表 して い る ｡
ま た コ ジ モ 三 世 の 所 蔵目録 に 記 載され て い る ､ ア ス テ カ 族長 彼の 酋長 モ ン テ ズ マ
(M o nte 2:u m a) の 肖像 画 [Fig. 1 2] が 現在 銀器 博物館 に 所蔵され て い る . メ キ シ コ 在
住 の ヨ ー ロ ッ パ 人 画家 に よ っ て 十大世 紀後期 に制 作され た と考え られ て い る大 型の 肖像画
と し て 描 か れ た酋長 は ､ 豪華な装飾 品 を身 に つ け ､ 長衣 を纏い ､ 楯と 矢を持 っ て おり ､ サ
ハ グン が記す酋長の装 い の 記述 と合 致 して い る ｡ また人物像は 画面 中心に ､ 威厳を持 っ た
姿 で 力強く描かれ て お り , 西 洋人 画家が未 開人 を眺 める優越 的好奇心 か ら で は なく ､ 原住
民 の 酋長の 姿を西洋人 の 描写 と 同 じ視点で制作 したもの で ある と考え る ｡ 54
r ▲ 【ア ジア】
｢1 1月 15 日付 けの 手紙で ､ 貴方がイ ン ドヘ 発 つ 決心 をされたと い う こ と なの で ､ 我 々
の た め に 何 か珍 し い逸 品 をお願 い し , 貴方の 認識 と意 向に 全て 委任 して ､ こ こ で 見 る に
52s. テ ル ツ ツ イ は ､ フ ィ レ ン ツ ェ の 人類学 ･ 民俗 学博物館 に所蔵 される ､ ア メ リ カ の 事物
の コ レク シ ョ ン に つ い て , 所蔵品 目録の 記録 と照合 させ 年代 を特定する研 究をおこ な っ て
い る ｡ 博物館の 所蔵品全 て がメ デ ィ チ 家の コ レク シ ョ ン に 属 して い たわ けで はない が ､ 羽
根製長衣 や木製梶棒な どはメ デ ィ チ 家 の 所蔵品目録 に 相当す る記述 を見 る こ とが で きる ｡
(Cir u z zi, S･,
" Glia ntichioggetti a m eri
.
c a nin elle c olle zio ni del Mu s e oNa zio n ale di
Antr opologia eEtn ologia di Fir e n z e
”
,
1 n 《Ar chivio pe rl
'Antr opologia ela
Etn ologia》 ,v ol.C XIII,fir e n z e,1983,p p.1 5 1- 1 65.)
53Heika mp,D . ,1972,p p. 1 9･ 2 2.
5 4Heika mp,D. ,1 9 72,p p.2 3,2 4.
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相応 しい と判 断される品物 の調 達ため に ､ 五 百 ス タ
ー デ ィ を預 けたい . [ -]+
(1 5 8 2年 12月 2 2日 ､ フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世 に よる フ ィ リ ツ ポ ･ サ ツ セ ッ テ ィ 55宛の 審簡)
フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ､ 乗方か らの 珍 しい エ 芸美術 品や動 植物も熱心 に 蒐集 して い
る ｡ 上 に 引用 した フ ィ レ ン ツ ェ 商人 フ ィ リ ッ ポ ･ サ ツ セ ッ テ ィ ヘ の 手紙の 申で ､ フ ラ ン チ
ェ ス コ 一 世 は リ ス ボ ン か らイ ン ドへ 向か うサ ツ セ ッ テ ィ に五 百 ス ク ー デ ィ ､ また弟の フ ェ
ル デ ィ ナ ン ド ー デ ･ メ デ イ チ 枢機卿 も 三 百ス ク ー ディ を商人 に託 し , 購入 物の具 体的な指
定はな い が 君主に 相応 し い 東方の 逸 品の 調達 を依頼 して いる ｡ また 1 5 82 年 1 月 2 4日 の
手 紙 で も フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世はイ ン ドの 珍 し い 植物 や種 を繰 り返 し依頼 して い る66. [ 史
料 3 . ①､ ②､ ④] サ ッ セ ツ テ ィ は リス ボン を発 っ た後 も ､ カリ カ ッ トや コ ー チ ンや ゴ ア
か ら フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 や 大公 に秘書を務める友 人等に 書簡 を送 り ､ 現地 の 気候や自然 ､
産 物や住民 の 生活な どに つ い て 詳細 に報 告 して い る o また フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世か らの 依頼
に 対 して は ､ 1 5 8 3年 2 月 7 日 に ｢大 公 に 満足 して い ただ ける よ うな新 し い 物+ の購入 を
約束 して い る . さ らにサ ッ セ ッ テ ィ は ､ トス カ - ナ 大公 の ため に 取り寄せ た何 百種類も の
珍 し い 薬草 を ､ 植物の 保存 の ため 或 い は サ ッ セ ッ テ ィ 自身がも つ 植物学的 関)bの ため に ､
ゴ ア に土 地 を購入 し造 成 した植物 園で 栽培 して い る o [史料 3 . ③ ､ ⑥] また サ ッ セ ッ テ
ィ は植 物だ けで は なく ､ 宝石 ､ 刺繍､ 宝石入 りの 外套 ､ 中国製の 金刺繍入 り絹製外套な ど
を購 入 し , フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 へ 送 っ て い る57｡ [ 史料 3 . ⑤] そし て サ ッ セ ッ テ ィ に
よ っ てイ ン ドや トル コ などか ら運 ばれ た珍種 の 植物 は ､ フ ィ レ ン ツ ェ と ピサ に ある植物園
や . トス カ ー ナ 大公 の 庭園 プラ トリ ー ノ やボ ー ポ リ庭園で 栽培され た o
また フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世は ､ 1585 年 3 月 1 日 に極東の 島 ､ 日 本か ら ロ ー マ 法皇 に
謁 見するた め に や っ て き た四 人 の イ エ ズス 会 大使 をリ ヴオ ー ル ノ に迎 え て い る ｡ フ ラ ン チ
55[ 史 料3 ･ ②] 参照｡ (A SF,M P2 5 9,c .8 8;Ba r o c chi,1 9 9 3,p.2 3 5).
F･ サ ッ セ ッ テ ィ は ､ ピサ 大学 に て 修 学後 ､ 1 5 7 8年に 家業を継 ぐた めイ ベ リ ア 半島に 渡り ,
フ ィ レ ン ツ ェ 商 人カ ッ ポ ー ニ の もとで 働 い た o しか し 1579 年 に カ ッ ポ ー ニ が ポル トガル
支店 を閉め る こ とを決め たため ､ ｢コ ン トラ ツ ト デウ ロ ー パ+ と 呼ばれ る ､ リス ボ ンに
運 ばれ た積 荷 をヨ ー ロ ッ パ に再輸出する会社 に 入 っ た ｡ そ して 1 582 年に ､ 毎年 リ ス ボン
か ら出発する胡轍 貿易船で ､ 胡梯の 売買および運搬をお こ なう任 務を任され たサ ッ セ ッ テ
ィ は ､ サ ン ･ フ ィ リ
■
ッ ポと い う名 の 船に乗 っ て リ ス ボン を発 ち ､ イ ン ド ヘ 向か っ た ｡
56Ba r o ccbi,P･,19 9 3,p.2 3 5.
5 7 サ ッ セ ッ テ ィ は ､ 1 5 8 4年 1 月 2 0日 の 手紙で ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 か ら 預か っ た五 育
ス ク ー デ ィ で 購入 したもの の 内訳 を書 い て い る .■(Cfr, Ca r a ci,Ⅰ.L. , Sc opr )
･
to n
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占
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'
ag gl
'
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'
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エ ス ヨ - 世は初め に ピサ の 宮殿 で 四 人を丁 重 に もて な し ､ 後に フ ィ レン ツ ェ へ 招待して い
る o 五 日間 の フ ィ レ ン ツ ェ 滞在中68､ フ ラ ン チ ェ ス コ - 世 は庭園 プラ トリ ー ノ や動物園 ､
ガ ッ レリ - ア や 宝物室 な ど ､ トス カ ー ナ大公 の 富と権力を象徴するため に 設立され た様々
な コ レク シ ョ ン 展 示 空間 - 招待 して い る ｡ そ して フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世は 四 人の 天 正 日本遣
欧 使節か ら漆の イ ンク壷 や ､ 人 間の 頭 ほ どある繭玉 ､ 着物 ､ 長 刀 な どを贈られて い る .[Fig.
1 3] 四 人の 天 正 日 本遣 欧使節に よ る フ ィ レン ツ ェ 訪問 は ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 にと っ て
大 変重要 な出来事で あ っ た ｡ なぜ なら四 人は ス ペ イ ン の フ ェ リ ペ ニ 世の 宮廷か ら ロ ー マ 教
皇 の も と へ 赴く イタ リ ア 最 初の 中継地 点と して フ ィ レン ツ ェ を経由 して い るためで ある ｡
つ ま り フ ィ レン ツ ェ がイ タ リア の 代表 と して 最初に 極東か らの 大使 を迎 え ､ また ロ ー マ へ
送 る と い う重要 な役 目 を果 た し た こ とは ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 に と っ て トス カ - ナ大公 国
の 重要性 と トス カ ー ナ 大 公 の 栄位 を高め る名 誉だ っ たの で ある ｡
さらに 東方 に 対す る 関心 は次期 大公 フ エ ル ディ ナ ン ド ー 世 へ も受 け継がれ ､ フ ィ レ
ン ツ ェ 商人 フ ラ ン チ ェ ス コ ･ カ ル レ ツ テ イ (15 7 3･ 16 36) は大 公 の 命に よ っ て 159 5年 5
月 2 0 日 にイタ リ ア を出発 して アメ リカ大陸 へ 渡り ､ マ ニ ラ を経 由 して ､ フ ィ レ ン ツ ェ 商
人 と して は初め て 日 本の 長 崎 へ 到達 し ､ さら に 中国とイ ン ドを通 っ て イタ リア ヘ 1 6 0 6年
7 月 12 日に 帰還す る ､ 十 年間に およぶ航海を お こ なっ た o そ し て カ ル レ ッ テ ィ はイタ リ
ア へ 帰 国後の 1 6 0 6年に 東 方航海の 記録『ア メ リ カ 大陸 ･ ア ジア 訪問 観察記(Raglo n a m e Btl
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,)』(fir e n z e,1 6 0 6)を出版 し ､ フ ェ ル デ ィ ナ ン ド 一 世 に 献呈 して い る ｡ 記録 は 二 部
にわか れ ､ 第 一 部は ス ペ イ ン か らペ ル ー へ 渡る アメ リ カ 大陸 に つ い て述 べ られ ､ 更に メ キ
シ コ か ら フ ィ リ ピン 諸 島 へ 向か う航 路まで の 行程が記 され て い る ｡ そ して 第 二 部に は 帰路
に 経 由 した 日本59､ 中国 ､ マ カオ ､ ゴア の 気候 ､ 文化 ､ 生 活習慣 ､ 吉富吾な どに つ い て 語 ら
68 ま た四 人は 当時賓客の 滞在場所と して 利用さ れて いた ピ ッ テ ィ 宮殿 に 宿泊 して い た o
(cfr･(c at･)La Sc operta el
'
1 Su oDop pjo,v e n e zia,1 985.)
69 カル レ ツ テ ィ は 日本 に 1 5 9 7年 6月 か ら翌年 3月 まで滞在 し て い る . 力 ル レッ テ ィ は ､
日本 の 国家構成 ､ 農業 ､ 衣食住 ､ 一 夫 一 婦制度 ､ 女 売り商 人な どの 生活習慣や制度の 観察
記録 の ほ か ､ 日 本語の 言語構造 (い ろ ぱ 仁 ぽ ヘ と - ) や 文 字に つ い て 詳細 な観 察をして い
る ｡ こ れ らの 記 述はカ ル レ ツ テ ィ の 観 察はも ち ろん で あるが ､ 本執筆 の 依頼者で ある大公
フ エ ル デ ィ ナ ン ド 一 世 の 関 心事をも表し て い ると考 え られ , トス カ - ナ大公 が極東の 島に
発 達 し た文 化 に つ い て 詳細 な情 報を欲 し て い た こ と が明 ら か で ある ｡ (cfr. Ca rletti, F.,
50
れ ､ リ ス
■
ボン へ 帰 るまで の 道程 が記され て い る o 濠たフ ィ レン ツ ェ 国立古 文書館 に収蔵さ
れる ､カ ル レ ツ テ ィ が 日本滞在時に制伸 したと考えられる日本地図(2 8× 6 0c m,1 5 9 7) [Fig.
1 4] 60は ､ 九州 ､ 四 国 ､ 本 島と小群島 に分か れ た日本列 島が正 確に 描か れ ､ 当時布教 活
動をお こ な っ て い たイ エ ズス 会教会の 所在地と考え られる建造物の 印と 地名が記され て い
る ｡ また 日本地 図は 中国大陸側か ら見た 園と し て 白紙にイ ンクを用い て 描か れ ､ それ まで
の 出版 物や世界 地図 に 表された空想的 な日本 で はなく ､ 実際に 訪れて 観察 した者 の視 点に
よ つ て 描かれ た こ とが 明 らか で ある ｡ [ 史料 4コ
最後に ､ 東方の コ レク シ ョ ン の なかで フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世が最も熱 心に蒐 集 した中
国製磁幕 をと りあ げる . 父 コ ジモ ー 世 も陶磁 器の 熱 心な蒐集家で あり 1 5 5 3･ 1 5 5 5年度の
所蔵 品目録 に は ､ 既 に 四 百点もの 中国製磁器 が記 録されて い る ｡ し か し ､ M . ス パ ッ ァ ン
ツ ア ー こ の研 究 に よれ ば 1 569 年以降 に コ ジモ ー 世 の 目録に記録され た陶磁器は ､ コ ジモ
の遺産 記録 に 記載 され て い な いた め ､ フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ･ メ デイ チ個 人 の コ レク シ ョ ン
で あ っ た 可能性 がある ｡ 陶磁器の 大蒐集家で あ っ た フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ､ イタ リ ア 各地
の 陶器 を コ レク シ ョ ン して い たが ､ その なか で も東方貿易に よ っ て 中国から運 ばれ て くる
磁器 を最 も珍 重 した ｡ また フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世は 中国磁器を ハ ブス ブルク 家君主な ど へ の
外交的で 高価 な贈 与 晶 と して 用 い た りする こ とも あ っ た ｡ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世が他界 した
翌年 15 8 8年 に ､ 彼の 遺品を相続 した息子 の ア ン ト ー ニ オ ･ デ ･ メ デ ィ チ
61の サ ン ー マ ル
コ の 所蔵品目 録 (A S P. G M1 3 6) に は ､ 陶器製作 で 有名だ っ たイ タリ ア の フ ァ エ ン ツ ア や
ウル ピ ー ノ 産な どの 陶器 の ほか に ､ 六 百 点以 上 の メ ディ チ 家の エ 房 と 中国製磁器 が記録 さ
れて い る62｡ 十六 世紀 に おける中 国製磁 蕗の コ レク シ ョ ンは ､ 単 に エ キ ゾチ ッ ク な装飾 品
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fir e n z e,1 6 06,p p.1 2-87.)(B N C FM agliab･ⅩⅠⅠⅠ･ c odic e8)
60 AS P, M e s c ella n ea M edic e a,filza97,in s e rto n9 1･ 史料ニ 枚目の 表に は , 地図に 記され
た地名が全 て 記され ､ 蓑に は 地図中に 記され た A,ち,の 文章 が記されて い る ｡
61 ア ン ト ー ニ オ ･ デ , メ ディ チ はフ ラ ン チ ェ ス コ
一 世 とビア ン 力 ･ カ ッ ぺ ッ 口 の 間に で
きた息子 で あり トス カ - ナ大公 の 継来者 と して 定め られて い た ｡ しか し 1 588 年 5月 3 日
に前大公 の 弟 フ ェ ル デ ィ ナ ン ド ･ ディ . メ デ ィ チ は ､ ア ン ト
- ニ オをメ ディ チ家 の嫡男と
して認め ず ゆ えに後継 ぎと して認可 しな いと い う文書を出 し ､ フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世 が与え
た トス カ - ナ大公 と し て の権利を剥奪 し ､ み ずか らが大公 に就任 した ｡ だがア ン ト
ー ニ オ
はフ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の コ レク シ ョ ン を相嘩 して い る . (Pa rigin o,G･V･ ,1.9 6 3,p p･14 1
･ 1 4 3･)
62 その ほ か に 中国か ら は ､ サ ツ セ ッ テ ィ や力 ル レ ツ テ ィ を通 して ､ 絹製品や刺繍が施さ
れた衣服 な どをコ レク シ ョ ン に 加 えて い る o (Ba s s a ni,E.,198 0,p7 0･;Spalla n z a ni,M,
5 1
で は なく ､ ヨ ー ロ ッ パ に は存在 しな い技術 と美をもち ､ 大い な る名声の 象徴と して 蒐集さ
れ たの で あ る . また フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ､ 宮廷芸 術家 ブオ ンタ レン チ イ と職 人に 中 国製
磁器の 製法の 解明を依頼 し ､ 十年間 に およぶ研究と実験の 後に ブオ ンタ レ ンテ ィ は磁 土(カ
オ リン) を用い ない 低温焼成に よ っ て つ く られる軟質磁器 の 製法 を発 明 し ､ カ ジ ー ノ ー デ
イ ･ サ ン . マ ル コ で の 制作 を可能に した . 63
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63 青色と 白色で 彩色 され た中国 製磁器 は ､ 中東の 貿易商 人が 運ん だ様 々 な見本をも とに ,
十五 世紀 末か ら製造法 の解明が試 み られ て い た ｡ そ して マ ジ ョ リ カ 焼き の 職人 によ っ て 伝
統的 な製造法 を用 い な がら ､ 中国製磁器 を模し白 地に 青色 で 東洋的な模様の 絵付 けを施す
｢磁器風 陶器+ が発 案され ､ 制作 され るよ うに な っ た ｡ その 中 で 1 5 70年代後 半 ､ メ ディ
チ 家の エ 房は ヨ ー ロ ッ パ で 初め て ､ 軟質磁 器の 製造 に 成功 した . (Bo rsi,F.,Fl
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,p .181.;(cat.)『イタ リ ア ･ フ ァ エ ン ツ ア 国際陶芸博物館 所蔵マ ジ ョ リ カ
名陶展』 東京都庭 園美術館 2 02,p p.6 2- 6 3.)
52
第三 節 コ LJタ シ ョ ン創伸活 動 力 ジ - ノ p ディ p サ ン b マ ル コ
3 - 1 . カジ ー ノ D デ ィ A サ ン 4 ∇ ル コ
｢さまざまな自然の 秘 密に つ い て 昼夜休み なくカ ジ ー ノ で働か せ 探求させ ､ 貴公 よ りそれ
f羊つ い て知識 が あり それ を実行 で きる君主はヨ ー ロ ッ パ に は い ない ｡ 【 -コ 大公 の カ ジ ー
ノ は多く の素晴 ら しい 実験をお こ なう , い わば自然の 家と呼べ るだろう ｡ ト･ ･]+ 64
(1 577 年 9 月 2 7日 ､ ウリ ツ セ ･ ア ル ドロ ヴァ ン ディ か ら フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世宛 の書簡)
理 論的 で抽象 的な学問よ り ､ 実践 的な化学や数学を好ん だ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ､
1 5 6 8年 に 美術 工 芸品 の 制作 ､ 化 学実験 ､ 珍種の 薬草栽培 などを行なう集中型 工 房 を設立
す るた めに ､ サ ン b マ ル コ 聖堂 に 隣接 した土 地を購入 した . そ して エ 房 カ ジ ー ノ の建設 は
当時 フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の庭園 プラ トリ ー ノ の 造成 に着手 して い た宮廷建 築家ブオ ン タ レ
ン テ ィ に 依頼され ､ 1 5 7 4年 に 完成された ｡
カ ジ ー ノ ･ デ ィ b サ ン ･ マ ル コ が完成する と ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は 高 い 技術能 力
を持 つ ､ 多数 の 芸術家 と職人 をイタ リ ア 内外か ら招き ､ 国際的 な環境の 申で 作業をお こ な
わせ た65｡ しか し十 六 世紀に お い て ､ 優 れた芸術家と職人が持 つ 技術 は都市国家の重要 な
財産で あると考え られ て おり ､ 芸 術家たちを フ ィ レ ン ツ ェ へ 連れ てくる こ と は困難で あっ
た ｡ 例 え ば ヴ ェ ネ ツ ィ ア の ガラ ス 職人 は ､ 技術の 流出を防ぐため に他 国 へ 出るこ と が 1 5 4 7
年に定められ た条例 に よ っ て 禁 止 されて おり ､ コ ジモ ー 世 がヴ ェ ネツ ィ ア か らガラス 職人
を招い た際に も ､ 大使 を通 して職 人側と接触 し ､ 職人が提示 した全 条件 を適 え るこ とと年
数契約を取 り決め て ､ よ うやく フ ィ レン ツ ェ に ガラス 技術を伝授 する人材 を獲得する こ と
がで きた68｡ さら に十 六世紀 まで フ ィ レン ツ ェ の 伝統に なか っ た ､ こ の よ うな エ 芸技 術の
6 4〃N古色in Eu r opa Prin cIPe Che m egliolo s ap pl a etPO S S afa rdi Vo str aAlte z z a, fa c e ndo
dic o ntin u o n el s u o Ca sin o gl O r nO e n Otte la v o r a r e et indaga r e v ariis e cr etidi
n atu r a[･ -】IIs u oCa sin o v?r a me nte sipub chia m a
re c a s adin atu r a, pe rdip c o si, do v e si
fa n n ota nte esperien z e m l r a C Olo s e,[. . .]
”(B U B, m s･6,I,c ･3 1r･ ,･Tosi,A･ ,19 8 9,p･ 2 38･)
65 イタ リア 人 の職 人は ､ フ ィ レン ツ ェ 出身の ブロ ン ズ職人の ポッ ジ ー ニ 兄弟や ､ ミ ラ ノ
出身の彫金 師 ジ ョ ヴァ ン ニ 4 ア ン ト ｢ ニ オ ･ デ ･ ロ ッ シ ､ ピ エ ト レ ･ ドゥ
ー レ職人 の ミ ソ
ロ ー ニ (ミ ズ ロ ー ニ) 兄 弟などが いる o
66Taddei,G. , L
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5 3
輸入と制 作 は ､ フ ィ レン ツ ェ の 芸術 家が デザイ ン な どで 独自 の 特色を付 け加 えて 創作活動
をお こ な っ た ｡
カ ジ ー ノ で おこ なわれ る ガラス や 陶磁器 ､ 金 属 エ 芸や ピエ ト レ L ドゥ - レな どの エ
芸 作品の 制作は ､ フ ラ ンチ ェ ス コ に と っ て 科学 と芸術の 統 一 を表す作業で あり ､ 大 公 み ず
か ら参加 して エ 房 で お こ なわれ る錬金術 の 実験や永久 運動装置の 発 明 な ど様々 な実 験は ､
自然の 神秘 を解明するた めの 重 要な エ 程で あ っ た o 67
3 - 2
.
エ 房 カ ジ ー ノ に お ける創件活 動
【陶磁 器】
イタ リア で は フ ァ エ ン ツ ア やウル ピ ー ノ な どが有名 な陶器 の 生産地 と して知 られ ､
価 値の 高い エ 芸 品と し て王 侯君主 の 蒐集室 に 陳列 され て い たが ､ ヨ ー ロ ッ パ に伝統 の ない
中国か らもた らされた 白磁 は ､ 大 変貴重 で 珍 しい エ 芸 品 と して 珍重 され た ｡
そ して フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 か ら依頼され ブオ ンタ レ ンテ ィ な どの職 人 がカ ジ ー ノ で
お こ な っ た実験 の 結果 ､ 磁 土 を用 い ず ､ 透 明 で 軽く 薄 い 軟 質磁幕 を つ く る製法 を発 見 した
68
o ヴ ェ ネ ツ ィ ア 大使 グ ッ ソ - ニ が記 した磁器69製造法 発見 に つ い て の 記述 に よれ ば ､'rイ
ン ド産の 磁蕃の 製造法 を発 見 した ｡ イ ン ドの 磁器 の 同 じ品質をも つ た め の あらゆる実験 に
成 功 した ､ す なわち火 で 焼 いて透明度を出 し ､ 軽さ ､ 薄さ など磁器と み なされ る他 の 全 て
の 条件 を満たすも の で あっ た ｡ 大 公 は 私 に ､ これ を発見 で きるまで に 約十年 の 歳月 がか か
つ た ｡ 大 公 は こ の ため に 雇 用 した職 人 に 毎日 新し い 実験をさせ ､ 信 じ難 い ほ どの 忍耐 力を
持 っ て ､ それ がわか る まで 何万 囲 もの 試作 をお こ な っ た+ 70ほ ど困難な実験 であ っ た ｡
67 フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は カ ジ ー ノ 建設 以前 に も ､ コ ジ モ ー 世がパ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオ
に 造 っ た調剤 エ 房に 頻繁 に 出入 し実験 に参加 して い た o (cfr.Be rti,L.,19 6 2,P.2 3.; (cat.)
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6声 ヴ ァ ザ ー リも 『芸術 家列伝』(1 5 68) の なか で ､ ブオ ンタ レ ン チ イ が造 っ た磁器の 花 瓶
に つ い て 記 して い る o (cfr.Va s ari- M ila n e si,VII,p p.6 1 5･ 6 1 6.)
6 9 現 代 ｢磁 器+ と呼 ばれ る焼物 は ､ 素 地が 白色 ある い はや や透明で 青い硬 度をもち ､ 摂
氏 1350 度以上 で 焼成され たも の をさす ｡ 一 方 ､ 本論文で あ つ か う , メ デ ィ チ 家の エ 房 で
十 大 世紀に 制 作された軟 質磁器 は ､ 磁器 の 精製に必 要な磁 土 (カオ リ ン) を含まず､ 低 い
温度で焼成された焼物で ある ｡ しか し以 下 論文 中で は ､ これ らの軟質磁器 に つ いて ｢磁器+
と い う表記 を おこ な う o (cfr. 加藤唐 九郎 『原 色陶器大辞 典』 1972.)
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またカ ジ ー ノ で r陶器 作りの フ ァ エ ンツ ア 人+と称されたピ エ ル ー マ リ ー ア は ､ 1583
年まで 陶希と マ ジ ョ リカ 焼きを制作する職人で あ っ たが ､ 後 に エ 房の 総監督者とな っ た ニ
ッ コ ロ
b シ ス テ イ に よ っ て ､ ピサ とフ ィ レン ツ ェ の 窯で 磁券と マ ジ ョ リカ焼 きの制作 を任
され て い る ｡ そ して rメ デ ィ チ 家 の磁 器
71+ [Fig, 1 5] [Fig. 1 6] と して 製作され た作
品 を､ フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世 は 1 5 7 7年に フ エ ツ ラ ー ラ公 とポル トガル 宮廷に ､ 15 82 年 に
フ ェ リ ペ ニ 世 へ 贈 り ､ また 翌年 に は十七 作品をア ル フ ォ ン ソ ･ デス テ に贈 るな ど , 賓客 へ
の 高価 な贈 り物と して 外交 に も利用 した ｡
【ピエ ト レ 可 ドゥ ー レ】
ピ エ ト レ . ドゥ - レ はミ ラ ノ を中心 とす る北イ タリア で 発達 した芸術 で ある ｡ メ デ
ィ チ 家の コ レク シ ョ ン に も ､ ミ ラ ノ の職人 に よ る作品が 多数 ありメ ディ チ 家君主が熱 心 に
蒐集 して い た こ とが伺 え る o
フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ブオ ンタ レ ン チ イ をは じめ ､ ミ ラ ノ 出身の ジ ョ ル ジ ョ
･ デ ィ ･
クリ ス ト ー フ ォ ロ 】 ガ ッ フ ー I)と その息子 や ジ ョ ヴァ ン ニ ･ ビア ン キ
72
､ レオ ー ネ ･ レ オ
ニ
､ ス テ ー プ ア ノ ー カ ロ ー ニ ､ ジ ョ ヴァ ン ニ b J〈ッ テ ィ ス タ ･ チ エ ル ヴ イ
73や 多国籍 の
有能 な職人 を招き ､ 1 5 7 2年に は宮廷 内にも エ 房 を設 立 し ピエ ト レ ･ ドゥ
ー レの 制作 に 力
を注 い だ ｡ だ が ､ こ れ らの 優秀な職 人 を フ ィ レ ン ツ ェ ヘ 招くため に フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世 は
コ ジモ が ガラ ス 職人 に お こ な っ たの と 同様に ､ さま ざまな条件を職人 に提示 し て い る ｡ 特
に ミ ラノ で も重要 な ピエ トレ ･ ドゥ ー レの エ 房 を構え て い たカ ロ ー ニ と ガ ッ フ
- ニ に対 し
1eg gl e r e Z Z a, n ella s ottiglie z z a, ed in tuttele altr e c o ndizio ni, e midis s eS･A･ e s e r vi
stato atto rn odie cia n niprim achel
'
abbia potuta ritro v a r e, pot,n
'
ebbe u npo c odi lu m e
da u n o v e n uto di Le v a nte, e dipoio rdin aria m e nte vi ha SIA･ fattola v or a r e u n u o m o
s alariato pe rqu e s七ofa c e ndo ognigio r n o n u o v a e sperie n z a ein c r edivile pa zie nza,
gu sta ndo n ele migliaia prim a che n e sia ve n utoin c ognizio n e･[-】
”
(Be rti,L･,1 9 6 7,p157･)
71 力 ジ ー ノ ･ ディ ･ サ ン ･ マ ル コ で制作され た ｢メ ディ チ家の 磁器+ と 呼ばれ ､ 製造元
の 印と して 裏側 に ドゥ オ ー モ の ク ー ポラ或い は ､ メ デ ィ チ家の 紋章が描 か れた c 白色の 陶
磁韓 の絵 付 けは青色 が用 い られ ､ グ ロテ ス ク文様や動植物画が 多く描かれ た ｡
72 ビア ン キ は ､ 1 5 8 0年 に フ ラ ンチ ェ ス コ
- 世の 招きに 応 じた . 『鉱物史 (Sto I･ a delle
pl
'
etTe)』(1 597) を著 した ア ゴ ス テ イ - ノ ･ デル 】 リ ッ チ オ は ､ ビア ン キに つ い て ｢ミ ラ
ノ 出身の 大変優れた師匠で ある ｡ 卜]誠実か つ 優れ た人間で 水晶を加エ し動 物や他 の も の
を作る o (m a e stn
'
r a z･1
'
s s l
'
m l
'
m l
'
1a n e s]
'
{. .I j甲O m l
'
D ]
'
1e al]
'
e r a m
'
]
'
n labor a r c n
'
stall
'
ej7a r e
a D1
'
m al1
'
et altrl la v oガ)+ と述 べ て いる o (M o r a s si,A. ,19 6 3,p･3 2.; Be rti,L･ ,1 967,p･1 2 4)I
7 3 チ ェ ル ヴィ(1 5 3 2- 1 5 8 6)は 1 5 7 1年 か ら 1 5 82 年 に か けて 宮廷で 制作 して い る o
55
て はフ ィ レ ン ツ ェ に 各々 独 立 した エ 房を設立す る こ とを約束 して ､ ようやく フ ィ レ ン ツ ェ
行 き へ の 承諾を得る こ と がで きた ｡ 74
エ 房で は テ ー ブル や 家具 な どの調度品や装飾品 [Fig. 1 7] が制作 され ､ 陶磁 器と
同様に 他の 宮廷 へ の 贈り物と して 用 い られ た . さら に カ ジ ー ノ で 制作 され た ピ エ ト レ ･ ド
ゥ ー レとイ ン ドの ム ガ ー ル 帝国 の タ ー ジ ･ マ ハ ー ル をは じめとする建 築物や芸術作 品 のた
めに 作 られ た ピエ ト レ ･ ドゥ ー レの 装飾との 類似性が指摘され ､ 相互 の 文化 交流 の 可能性
が示 唆され て い る ｡ 十六世 紀の 職 人の 技術は高い 価 値を持ち ､ 技術 の 独 占が主 張され たた
め ､ 他 国で ピ エ トレ ･ ドゥ ー レの エ 房を開設す る際 に は必 ず監督するた めの イタ リア 人職
人を含 む こ と が条件に な っ て い た . 76
さ らに フ エ ル ディ ナ ン ド 一 世 も 1 5 8 8年 に rピ エ ト レ ･ ドゥ ー レ エ 房(Opificio delle
Pietr e Du r e)+ をガ ッ レ リ ー ア 内に 新たに 設立 し ､ フ ィ レ ン ツ ェ の 代表的工 芸産業と して
さ ら に発展させ た ｡
【ガラス】
ガラ ス 製晶の 製作で は ､ コ ジモ ー 世もパ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオ に エ 房を造り ､ 熱心
に お こ な っ た ｡ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は父の 情熱 を受 け継 ぎ ､ ミ ラ ノ か ら呼び寄 せ た ､ ア ン
ト ー ニ オ とア レ ツ サ ン ドロ L マ ニ ヤ ー ゴ ､ ヤ コ ポ ･ ダ 1 ト レ ツ ツ オ , トル トリ ー ノ ､ ジ ョ
ヴァ ン ニ ･ ア ン ト ー ニ オ ー デ ･ ロ ッ シ ､ ア ン ニ ー パ レ . フ ォ ンタ ー ナ ､ ミ ゼ ロ - ニ 兄弟76､
サ ラ ッ キ 兄弟77などの 職人 に 制作を行わせ た ｡
さ らに ヴ ェ ネ ツ ィ ア の ガ ラス 製法 を得 る るため に フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ､ ヴ ェ ネ ッ
74ve ntu r elli,P.,
"Du edo c u m e ntiperl
'in七agliato r edipietr edu r eGio rgio di Cristofo r o
Gaffu ri: milan o 1575
”
,
in 《Nu o va Rivista Storic a》 ,fa s cic olo 1, 1 9 9 7,p. 1 7 0.
7 5qfr. Xo ch,E. ,
``Le pietr edupe altre affinita a rtistiche もr ale c o rti dei Moghul e del
Medici”
,
in Lo Spe e ch)
'
o del PT l
'
B CIPe,r O m a,1 9 9 1.; Jo n e s,D. ,
"Ilm ece n atis m o s otto I
M edicieI Mo nghul: pa r allelicultu ralie s c a mbia rtistici
”
,inlbid. ,19 91.
7 6 ジ ロ ー ラ モ はまた ピ エ ト レ ･ ドゥ ー レの 制作 をフ ィ レ ン ツ ェ で お こ な っ た後 ､ 15 84年
か ら ス ペ イ ン 宮廷 へ 移り ､ 制作 し て い る ｡ ま たガス バ ロ は 155 0年か ら 15 75年 に か けて
制作をお こ な い ､ ピオ四 世 に 御影石 製盃 を献呈 した ほ か ､ 神聖 ロ ー マ 皇帝マ ク シ ミ リア ン
ニ 世空の依頼を受 けて制 作 をお こ な っ た o
77 サ ラ ッ キ兄弟は フ エ ル デ ィ ナ ン ド 一 世 とコ ジモ ニ 世 . ･ デ ･ メ ディ チ の もと で 活動 し た
ほ か ､ バ ヴィ エ ラ の ア ル ベ ル ト五 世 ､ プラ ハ の マ ウ シ ミ リア ン ニ 世の 宮廷 で 制作活 動 をお
こ な っ て い る ｡
56
ィ ア の ガラ ス 職 人 を多縫の 金 で買収 しフ ィ レ ン ツ ェ に 呼び寄せ ､ 他 の職 人達 へ 技術の 普及
をさせ て い た ｡
多く の 北イタ リア 人 およ び北 ヨ - ロ ツ パ の 職人 が ガラス や ピ エ ト レ B ドゥ - レ を制
作する中 で ､ フ ィ レ ン ツ ェ の 宮廷芸 術家らは独自 の デザイ ン を交換 し ､ エ 芸制作の 織人が
その デザイ ン を実現 すると い う方法 で ､ フ ィ レ ン ツ ェ 独自の 特色を出す こ とに 成功 した o
78[Fig. 1 8]
ガラ ス 制作 は フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世後も続けられ ､ コ ジモ ニ 世はボ ー ポリ庭園 内に新
し い ガラ ス エ 房 を開設 し ､ ガラ ス 制作を保護し た ｡
監宝飾品と細密画ヨ
その 他 ､ カ ジ ー ノ で は 宝飾品の 制作が熱心 に お こ なわれ た. カ ジ ー ノ で は海外か ら
多数 の 宝飾制 作職人 を迎 え ､ 制作活動 をお こ な っ て い る ｡ 1 5 7 3年 に ハ ブス ブルク 宮廷か
ら フ ィ レン ツ ェ ヘ や っ て きた ジャ ッ ク ･ ビリ フ ェ ル ト79は ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の借頼を
受 けて ､ 三 十 ス ク ー デ ィ と い う高級 の 報酬 で雇 用契約が結ばれて い る ｡ また どリ フ ェ ル ト
は フ ィ レ ン ツ ェ へ 来る際 に ､ 同郷の 宝飾職人 九人も カ ジ ー ノ へ 連れ て きて い る ｡ ビィ リ フ
ェ ル トの 代表的作品 と して は ､ 高価 な宝石 を多数用 い た コ ジモ ー 世の 大公 位授与 に用 い る
王 冠80[Fig. 1 9] や､ ブオ ンタ レン チ イ と 協力 して 制作 したラ ピス ラ ズリ の 花瓶な どが
挙 げられ る o [Fig. 2 0] また ドイ ツ 人画 家 ダ ニ エ ル b フ レ ー シ ェ ル は ピエ ト レ ･ ドゥ ー
レの ため の デザイ ン を手掛 け た ｡
一 方 ､ 1 577 年に ヴェ ロ ー ナ か ら フ ィ レン ツ ェ へ 来た画家ヤ コ ポ ･ リ ゴ ッ ツ イ は ､
北方絵画 の 影響を受 けた 精密描写の 技術を用 い て ､ カ ジ - ノ の 中庭や サ ン ･ マ ル コ 聖堂の
庭園に 栽培 され た ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の 珍 しい 植物 コ レク シ ョ ン の 細密画 を制作 したり ､
更 にそれ らの 細密画 を利用 して ピ エ ト レ ･ ドゥ - レや衣装の 下 絵デ ッ サ ン ､ 宝飾品制作 に
も携わっ て い た ｡ 当時､ 写 実的な表現 に優れ た画家 はこ の ようなエ 芸作品 を制作するため
78
cfr. M o r a s si,A. ,ZI Te s o r odel
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m edl
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7 9オ ラ ン ダ人 ジャ ッ ク ･ ビリ フ ェ ル ト (Jaqu e sByliv elt,1 5 5 0･ 16 0 3) は北方か ら G.De ヴ
イ ゼ ､ F. リ ン デ ネ ー ル ､ H. ミ ュ ラ ー ､ H . シ ュ ル ツ ､ Z. ヴ ア イ ス ､ E, ハ イ ス ラ ー ､ H,キ
イ エ ル フ ア ッ ト､ L. 力 ン ペ ー ､ B . ド ー ン ホワ - など多く の 宝飾技術者を カジ ー ノ ヘ 連れ て
きて い る ｡
80宝飾 品 エ 房 は 1 5 8 6年 3 月 に ､ カ ジ ー ノ か らウ フ ィ ツ イ へ 移動 して い る o
5 7
の デザイ ン を頻繁に依頼さ れ て おり ､ 後に エ 房 の 総監督者とな っ たリ ゴ ッ ツ イ は エ 芸作品
の ため の 下絵デザイ ン に用 い るモ チ ー フ を専門化さ せ て い っ た o 81[Fig. 2 1]
3 - 3 . カ ジ ー ノ の 目的と 用途
十大世紀に お い て ､ 多く の 王侯君主が 宮廷 内に 独自 の エ 房を抱 え ､ 君主 の趣味と流
行 に適 っ た美術品の 制 作 を行 っ て い たが ､ なかで も高い技術を持つ 優 秀 な職 人と優れ た芸
術家 を擁するカ ジ ー ノ ･ デ ィ ･ サ ン ･ マ ル コ は ､ フ ィ レン ツ ェ を代表する 多く の エ 芸作品
を生 み 出 し て い た ｡ フ ィ レ ン ツ ェ ヘ の 訪 問者 たち は ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 が設立 した こ の
集中 工 房 を見学 に 訪れ て い る ｡ 一 例 を挙 げる なら ば ､ 1 577 年に 砂めて フ ィ レ ン ツ ェ を訪
問 した博物学者ア ル ドロ ヴ ァ ン デ ィ が滞在第 一 日 日に 訪れ たの がカ ジ ー ノ で あ っ た o その
際フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は 三 時間 か けて カ ジ ー ノ に ある全 て の 作 品 と ､ そ こ で 行 なわれ る
様々 な エ 房作業を博物学者 に見 せ ､ 意 見 を求 めて い る . 82
また ､ 錬金 術 に熱 中 し て い た大公 フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 に と っ て 陶器 や ガ ラ ス の 製法
を解明 し再創造す る行為 と は ､ 錬金術師がお こ な う物質の 変容の 作業で あり ､ ヴ ェ ネツ ィ
ア 大使 の 記録 (1 5 7 6) に も明 らか なよ うに ､ み ずか らも カ ジ ー ノ で の 実験に 参加 し , 一
日の ほ とん どを エ 房 で 過 ご して い た｡ 83
芸術作 品や エ 芸 晶を世界 中か ら蒐集するだ けで はなく ､ 新 し い製 法 を研 究し複製を
制作す る こ と に よ っ て ､ コ レク シ ョ ン の創作まで 手掛けた フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ､ カ ジ ー
ノ で 完成 した エ 芸作品 をヨ ー ロ ッ パ 各地 の 宮廷に 贈 り ､ その高い 技術 力と芸術 性を拡示 し
国際的 な文化的 名声を得 た ｡ す なわち カ ジ ー ノ ･ ディ ･ サ ン b マ ル コ は ､ フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世が熱 中する化学 実験や錬金 術 へ の 個 人的な関心 を満足させ るだ けで なく ､ トス カ - ナ
大公 国 が優 秀な技術 者や職 人 そ して 芸 術家を国内外 か ら招き入れ ､ 宮廷 画家と して 保護す
る財 力を持ち ､ また君主 が芸術 に 対す る寛大な理解者で ある こ とを ､ カ ジ ー ノ で 制作され
た エ 芸 美術品の 創作 ､ 展 示そ して 贈 り物に よ っ て 表 したの で ある ｡
8 1To ngio rgi To m a si, L･ ,
〃The Flow ering of Flr o e n c e:Botanic al a rtfo rthe m edici”, in
The Elo w ezjn g of Rloz･e D C e&(c at)Natio n al Galle ry of Art,Wa shingto n D.C. ,2 0 02,p.60.
8 2To si
,
A･
,
198 9
,p･2 05.
8 3Be rti,L･,196 7,p.2 3.
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と 顕 示
第 二牽 展示空間と顕示
第 一 章で は ､ トス カ ー ナ 大公 フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 が お こ な っ た文化事業と政 治的 ､
経済的政 策に つ い て 考察 し ､ ヨ ー ロ ッ パ 諸国 が海路を通 じて 殖民化 を進 めて いた国 際的状
況下 に お いて トス カ - ナ 大 公 国 がと っ た立場 や国 策に つ い て 論 じた o さ らに 君主 がお こな
っ た蒐集活動 に 注目 し ､ 特に ア ジア や ア フ リ カ そし て新大 陸な ど遠方か ら集め られ た大公
の コ レ ク シ ョ ン を具 体的 に 考察する こ とに より ､ コ レク シ ョ ン がも つ 政 治的意味 と目 的に
つ い て 明 らか に した ｡ そ し て 十大世紀中期に 蒐集 され た コ レク シ ョ ン は ､ 単 に個 人の 関心
や趣味的要素で は なく ､ 蒐集 家間 の 交換また はコ レク シ ョ ン の 展示 に よ っ て ､ 蒐集主 の 知
識 と富 を顕 示 する社会 的役 割 を担 っ て い た こ とを示 した ｡
さ らに フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は蒐集活動 を行な うだ けで は なく ､ 陶磁券 や ガラ ス など
蒐集 した珍 し い エ 芸 作 品の 製造法を解 明 し ､ その エ 芸作品 の 創作 に 力 を入 れるた めに 設立
した エ 房 力 ジ ー ノ で精 力的 な制 作活動 を おこ な っ た ｡ 1 5 6 9年 に コ ジモ ー 世が ヴィ ッ ラ ･
デ ィ l カ ス チ ッ 口 ヘ 住居 を移 し政務か ら実質的 に 引退 した 後､ 政権 を握 っ た フ ラ ン チ ェ ス
コ
一 世 は膨大 な人 エ 物 と 自然物の 貴重 な コ レク シ ョ ンと ､ エ 房 で 制作され た作 品を収納す
る ため の 空間 を王 宮 パ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオ に 作 らせ た ｡ ヴ ァ ザ ー リ が建築責任者を務め ､
ヴイ ン チ ェ ン ツ オ ･ ボ ル ギ - ニ が室内装飾プ ロ グラ ム を考案 して 造られ た ス ト ウ デ ィ オ ー
ロ は ､ 四 壁に 蒐集物を収納 するため の キ ャ ビネ ッ トが設 けられ ､ 各キ ヤ ビネ ッ トに は表扉
に 描かれ た 絵画の 象徴 的意 味に 関連性の ある作 品が棚に 収 め られた ｡ しか し小規模で 窓の
な い 暗 闇の コ レク シ ョ ン 陳列室 に は限られた人 間 しか 入 る こ とが許 されず ､ さら に大 公 の
寝室か らの み 入室可 能な 空間で あ っ た建築的構造 を考慮す ると ､ ス トウ デ ィ オ ー ロ とは君
主が芸 術作 品や 発明 品 に 囲まれ て ､ み ずか らの コ レク シ ョ ン を楽 しむ極 め て 私的 な空間 で
あ っ た こ と が明 らか で ある ｡ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 は この ヴン ダ ー 力 マ 一 に い か な る世 界像
を表 そう と した の だ ろ うか ｡ ボル ギ ー ニ の 図像 プロ グラ ム と コ レク シ ョ ン の 具体的な分析
に よ っ て 明らか にする ｡
さ らに フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ､ 1 581 年に 新た なコ レク シ ョ ン展示 空間の 建 設 をお
こ な っ て い る ｡ ヴァ ザ ー リが コ ジモ ー 世の 依頼で建 設 し ､ 十 三 の 官庁が入 る政治 機関 と し
て 利用 され たウ フ ィ ツ イ の 最 上 階に ､ 15 8 0年 代か ら ロ ー マ で 流行 して い た rガ ッ レ1) -
ア+ と呼 ばれ る フ ラ ン ス 式建築で 屋根付きの 細長 い 空間 を造り ､ 蒐集された芸 術作品 を展
示 した の で ある o イ タ リ ア に お い て ガ ッ レリ ー ア と は ､- 多く の芸術 作品の コ レク シ ョ ンを
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陳列す る場と して 用 い られ た場 で あり ､ ク ル ス カ 会 の 辞典(Vo c abolario della c T u S C adel
1 6 9 1)に よれ ば ｢絵画 や高価 な事物があり ､ 歩く空 間+ と定義されて い る ｡ フ ラ ン チ ェ ス
コ 一 世は開放的 で 公 的 で 宣伝的要素をも持 つ ガ ッ レリ ー ア の 造成に 力を注 ぎ ､ ス トウ デ ィ
オ ー ロ を飾 っ て い た 全 て の 彫像作品がガ ッ レリ ー ア に移動された . 1
ス ト ウ デ イ オ ー 白 か らガ ッ レリ ー ア ヘ と 展示 空間が変化 し ､
l
フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世が
孤独で 閉鎖 的な私的蒐 集室 か ら開放的か つ 社交的 で 大規模な展示 空間 へ と 蒐集作品 を移動
させ た こ と は ､ コ レク シ ョ ン およ び展示 空間が担 う意 味と 役割がどの よう に変 化 した こ と
を表す の だ ろうか ｡
最 後に ､ フ ラ ン チ ェ ス コ ー 世が ス トイ デ ィ オ ー ロ と同時に 造成を開始 した . 庭園 プ
ラ トリ ー ノ に展 示 され た博物学 的コ レク シ ョ ン の 役割 に つ いて 考察する ｡ フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世 は 植物学 に 強い 関 心 を持ち ､ 珍種 の植物 を熱心 に蒐集 して 植物園や庭 園で 栽培 した ｡
また 父 コ ジモ ー 世は ､ 蒐集 した貴 重な動物 を飼 育す るた め に動物園をサ ン ･ マ ル コ 広場近
く に 創設 し ､ 祝祭な どに も利 用 して い た ｡ モ ン テ ー ニ ュ や天 正 日本遣欧使節 などフ ィ レン
ツ ェ の 訪 問者の 記録 で は ､ トス カ ー ナ大公 が所蔵す る こ れらの 動植物コ レク シ ョ ン に つ い
て 詳 しく 記述され ､ コ レク シ ョ ン の 素晴ら しさ に驚 嘆して い る ｡ 特に ヨ ー ロ ッ パ最 大の 規
模 を持つ 庭園 プラ トリ ー ノ で は ､ 植物園 ､ 大鳥舎 ､ 犬養魚池を造り ､ 動植 物を育成す るほ
か ､ 敷地 内 に は動物が放 し飼 い に され て い た ｡
十五 世紀 に 造成 され たイタ リア 庭園は , 古代 ロ ー マ 庭園が持 つ 様式 や 用 途の 強い 影
響 が見られ ､ ア ル ベ ル テ ィ の著 書に も示 される よ うに , 避暑 や 静養また 家族や友人 そ して
人文主義者 の 集う場 と して な ど ､ プラ イ ベ
ー トな空間と して 扱われて きた . しか し十大世
紀にス ペ イ ン や ポル トガル が積極的 な殖民政 策に よ っ て音を増や し ､ ハ ブス ブル ク家 やス
ペ イ ン で 絶対王 政 主義が 確立 し つ つ ある時代背景 の 中で ､ イタリ ア は強大 な権力 の 下 に翻
弄 され た ｡ それ は庭園様 式 へ も影響を与え ､ 規模が 大幅に拡大され た庭園 で は豪曹で 趣向
を凝 ら した意 匠が設置 され ､ 施 主を賞賛し施主が持 つ 世界像を表象する図像プロ グラム が
庭 園装鏑 に 用い られ る よ うに な っ た ｡ そ して 庭園 は 施主の 個人的な娯楽空間 で はなく ､ 友
人や 来訪者 そ し て公 衆 に 対 して も開放され て驚異 を与 え ､ また施主の 富と権 力を顕 示 する
ため の 政 治的な空 間と して 使用 され た o それ で は プラ トリ ー ノ に は ､ 施主 フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世 の どの よ うな世界像を表象する プロ グ ラム が用 い られたの だ ろうか ｡
1 Findle n, P. , Po s s e s sl
'
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'
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e Dtl
'
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'
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本章で は ､ 君主 フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世が 造成 した様々 な コ レク シ ョ ン 展示空間を取り
上 げ ､ 各展示 空間 がも つ 意味と用途に つ い て 考察を行なう ｡
第 一 節 ス トウ デ ィ オ ー ロ 閉鎖的蒐兵物陳列空 間
1 - 1 . ス トウディ オ ー 口 達成の 目的と空間構成
1 5 6 9年 , フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世が宮 廷建 築家ヴ ァ ザ ー リ2に依 頼 し ､ 当 時の 王宮
で あ っ た パ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオ に造 られ た新 し い 書斎ス トウ デ ィ オ ー 口 は ､ ｢宝 石 ､ メ
ダル ､ 彫刻 した石 ､ 細 エ され たクリス タル や花瓶な ど大 きす ぎな い事物 が ､ 種類別 に (分
類された) 戸棚に納め られ る物､ 貴重 品と芸術 品の ため の 珍 しく貴重 なもの の 収納 空間と
して 用 い られ る部屋3+ と室 内装飾 プロ グラ ム の 考案者で あるヴイ ン チ ェ ン ツ オ ･ ボ ル ギ
ー ニ が述 べ る よ うに ､ メ デ ィ チ 家の 膨大なコ レク シ ョ ンと エ 房 カ ジ ー ノ で 制 作され た美術
エ 芸 晶 を収 納 する空間 で あ っ た ｡ それ は L.∫. フ エ イ ン パ ー グが述 べ るよ う に ､ 父 コ ジモ
ー 世が 1 5 6 3年 に 同パ ラ ツ ツ オ 内ニ 階に遣 らせ た ｢地図の 間+ と 同 じ構造 ､ す なわ ち 四壁
に 君主 の コ レク シ ョ ン を収 納す るための 戸棚が備え られ ､ 扉 に世界 地図が描 か れ た部屋 の
コ ンセ プ トを フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 が踏襲し ､ 同 じ宮廷建 築家 に建設 させ た空 間 で あ っ た4｡
｢ス トウ デ ィ オ ー 口+ と呼ばれ る長さ八 . 四 メ ー トル ､ 幅三 . 三 メ ー トル ､ 高 さ五 .
六 メ ー トル の 小空間に は 窓が なく ､ 常に暗闇 の畷 想的 空間 で あり ､ 入室 は 秘密の 階段 また
は大 公 の 寝室 か らの み 可 能で ､ 外 部の 人間を排除 した極 め て 私 的な空 間で あっ た o [Fig.
m ode m italy, u niv ofc alifo rnia, 19 9 4, p p.1 0 9･ 1 1 9.
2 絵画制作の 監督で あ っ た ヴ ァ ザ ー リ は ､ 実際に はス トウ デ ィ オ ー ロ の 造成が は じめ られ
た翌年 1 5 7 0年 に ピウ ス 五 世 に呼 ばれ ロ ー マ へ 発 っ て しま っ て い る ｡ 更 に ボル ギ ー ニ が ミ
ケラ ン ジ ェ ロ の葬儀 (1 5 64) や フ ラ ンチ ェ ス コ ･ デ ･ メ デ ィ チ の 婚儀祝祭 (1 5 6 5) な ど
で 採用 したア ツ 力 デ ー ミ ア ･ デル ･ デ ィ ゼ - ニ ヨ の 多く の苦 手画家達 が ス ト ウ デ ィ オ ー ロ
で も制作 をお こ な っ て い る こ と を考慮すると ､ ボル ギ - ニ は図像プ ロ グラム だ けで は なく ､
絵 画制作 に も強 い影響力 を持ち ､ フ ィ レン ツ ェ に 不在 だ っ たヴ ァ ザ ー リ よ り直 接的 に ス ト
ウ デ ィ オ ー 口 の 建設 に 関 与 したと考えられ る ｡
3ボル ギ ー ニ は手紙 (1670 年 9 月 1 8日) の なか で ス トウ デ ィ オ ー ロ の 用途 に つ い て 言及
して い る . (in Liebe n w ein, W. , Stud1
'
01o
,
be rlin
,
1 9 92
,p. 12 6.)
4 フ ェ イ ン バ ー グに拠れ ぱ ､ ｢地 図の 間+ の 戸棚 に収 納され た コ レク シ ョ ン は各扉に 描か
れた地 図の 場 所に 対応 し ､ 場所 ( 産地) 毎に 分類さ れて い た . (Feinbe rg, L.a,
" Nu o v e
rine s sio nistllo Studiolodi Fr a n c e s c oI”
,
in L'Om br adel Ge n )
'
o
,
M}
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chelB Dgelo el
'
a z･te a
Fz
'
reD Z e1 537･163 1,fir e n z e,2 0 0 2,p.5 7.)
6 2
2 2コ 室 内に は 四 壁に 十九 の収納棚が備 え付 けられ ､ 上 下 に列 に 並べ られ た全三 十四 備 品
の パ ネル 画 と 八 体の 小 型 ブ ロ ン ズ彫像が設置 された ｡ 絵画作品と彫像に は神話主題 ､ 宗教
主題 ､ 歴史主 題 ､ エ 房 主題を描い た伸 晶が用 い られた ｡
作品制 作 に は 多数の 芸術家 が携わリ ､ 1 5 6 3年に 発足 した国立ア カ デ ミ ー ､ ア ツ 力
デ ー ミ ア ･ デル b デ ィ ゼ ー ニ ヨ に 所属する ベ テ ラ ンか ら若手まで を含む ､ 総 勢三十 一 人の
芸術家がボ ル ギ ー ニ の プ ロ グラ ム に 従 っ て 制作活動をお こ なっ た ｡ 装飾責任者の ヴァ ザ ー
リ は翌年 に 口 - マ へ 去 り ､ また フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 とヴァ ザ ー リとの 間 に は良好な倍 額関
係が築 け なか っ た こ とも あり5, ヴァ ザ ー リが宮廷 画家と して 絶対 的主導権 を握り精力的
に 制作 をお こ な っ た コ ジモ ー 世統治下 の 芸術 とは異 なり ､ ヴァ ザ ー リ に迎 合 しない 若手画
家 などがス ト ウ デ ィ オ ー ロ の 制作に 携わ っ たと い う特徴があげられ る .
下 段の パ ネル 画 の 後 ろ に戸棚が設置 され て おり ､ 宝飾 品や 宝石 ､ 陶磁器やガ ラ ス 細
エ ､ 毒薬や 娼 薬 ､ 貝類や 珊瑚や鉱物な ど自然 物 コ レク シ ョ ン や化 石 や 小 型の 芸術作 品が収
納され て い た ｡ し か しそれ は フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世が エ 房力 ジ ー ノ で職 人に 作 らせ た エ 芸晶
や世界 中か ら蒐集され た高価 な自然物 . 人 エ 物コ レク シ ョ ン を ､ 他人 に 披露す る目 的で は
なく ､ 自分 で コ レク シ ョ ン を鋸賞 し楽 しむ空間を望ん で い た こ とが明 らか で ある ｡
さ らに ボ ル ギ ー ニ が考案 した 図像 プ ロ グ ラム で は ス ト ウ デ ィ オ ー 口 を構成す る絵
画 ･ 彫像作 品 は ｢自然 と人 エ の 統 一 + を主題 と し ､ それは 天井 フ レ ス コ 中央 に描か れ た ｢自
然+ の 寓意像が ､ 知識 と芸術を人 間 に伝達 した 神に 石 を渡す 図像 《自然 の 寓意像 と プ ロ メ
テ ウス》[Fig. 2 3コ に 表 され て い る ｡ また こ の 主題に は ､ フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世が 傾倒 し
て い た錬 金術 思想 をあらわす r人間 の技術 に よる自然の 変容+ の テ ー マ が意味 され て い た
こ とは ､ 陳列 する蒐集 物の なか に錬金術 の 実験 によ っ て生成された 発明品や薬物な どが多
く含まれ て い た こ とか らも 明らか で ある ｡ さ ら に 四壁の パネル 画は ､ 各壁に 四元 素す なわ
ち ｢火+､ ｢空 気+､ ｢水+､ ｢土+ に関連す る主題の 絵画と コ レク シ ョ ン を配 置する こ と に よ
つ て構成され て い た ｡
しか し フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世以 後 ､ 使 用される こ との なか っ た小書斎は ニ 十世 紀まで
rコ ジモ ー 世の 控 えの 間+ と呼ばれ建設 当時の 面影を残さぬ ほ ど崩壊 した状態で あ っ た .
5 L. ベ ル テ ィ は ､ ス トウ デ ィ オ ー 口 の 造成 に は ､ ヴァ ザ - リ は既に 時代遅 れな画家で あっ
た と述 べ て い る . ヴァ ザ ー リ は《ア ン ドロ メ ダを救出するペ ル セウ ス》 を ロ ー マ で 制作 し ､
フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 - 送 っ た際 に も ､ 大公 の お気に 召さない 場合 に は新た に描 き直す旨を
記 して い る . (cfr.Be rti,L.,196 7,p. 7 5.; Be rti,L ,19 7 4,p,2 5 4･)
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だが 1908年 に始め られたパ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオ の 修復に よ っ て ､ 歴史家 G･ ポッ ジが
ポル ギ ー ニ の 図像プロ グラム を考慮し なが ら空間の 再構成を行 な い ､ 現在の 姿に 至 っ て い
る6｡ したが っ て ､ パ ネル 画 は歴 史家 に よ っ て 暫定的 に配 置 され た もの で あり ､ 近年 で は
新た に 発見され た第 一 次史料や修復時に 明らか に なっ た建築学的構造 を考慮して ､ 絵 画の
新た な配 置 を提案する研究も発 表されて いる ○ 次 は こ れら の 先行研 究 を踏ま えながら ､ ス
ト ウ デ ィ オ ー ロ の 絵画構成 と その 意味 に つ い て考察を行 なう ｡
1 - 2 . ス トウ デ イ オ ー ロ解 釈 の 先行 研究
祝祭 をは じめ とする様 々 な公 式行事 の 場とな っ たパ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオ の ｢五 百
人 広間+ に は ､ ヴァ ザ ー リ を筆 頭 とす る宮廷芸術家 によ っ て 君 主 コ ジモ
ー 世の 偉大性､ 絶
対 的権 力そ して 万 能性を表象 し ､ メ デ ィ チ 家が領地拡大の た めに お こ な っ た戟闘を主題 に
した大 型絵画 が制作 され ､ トス カ - ナ 大公 国が持 つ 強大 な軍事力が 賞賛された . 1 5 56 年
か ら約 十年の 歳月 をか けて 制作 されたパ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオ の 室内装飾 の 完成後 ､ 摂政
を務 めて い た フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世が建設 させ たス ト ウ デ ィ オ ー ロ は ､ ｢五 百 人 広間+ の 規
模や 用途と対極に あ る空間 で あ っ た . [Fig. 2 4]
1 9 1 0年に 建築家ア ル ブ レ ッ ド ･.レン シ と歴 史 家ジ ョ ヴ ァ ン
ニ ･ ポ ッ ジに よ っ て 創
始され た資料発掘と建築の 修復 に よ っ て 元 来 の姿を取り戻 した ス トウ ディ オ ー ロ は ､ その
後 ､ 数 多く の 専攻研究 がお こ なわれて いる ｡ まず 1 9 6 0年以 降 , ス トウ デ ィ オ
ー ロ の 絵 画
群に つ い て の 研究は ､ ボル ギ - ニ が考案 した図像 プE3グラ ム を根拠 と して さま ざまな解 釈
が試 み られた ｡ 前述 した よう に ボル ギ ー ニ はス トウ デ イ オ ー ロ を構成す る図像を ｢自然と
人 エ の 統 一 + の 主 題で 統 一 し ､ ｢全て が く自然) で ある訳 で は なく ､ また 全 て が くア ル テ
く人 エ))で もな い ｡ 双方が 両 方の 部分 を あわせ持ち ､ 互 い が助 け合 っ て い る ｡ たと え を
挙 げるな らば ､ 自然 が ダイ ヤ モ ン ドや ル ビ ー や 水 晶を産み 出 す と , それ らが輩で形 に な
っ て い な い素材を 一 つ に まとめ て ､ ア ル テ が それ を磨き ､ 形 を整 え ､ 彫 っ た りするの で あ
る ｡ 7+ と 図像 プロ グラム に つ い て 記 し た記述 の 申で ､ 自然 と人 エ が 相互 に 不 可 欠な関係
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であると述 べ て い る ｡
尭行 研究と し て 第 一 に あげられる の は ､ L. ベ ル テ ィ が フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 に よ る文 化
事業に つ い て 考察し た著書 『ス トウ ディ オ - 口 の 公子()
'
1 PTl
'
B C lbe dello Stud)
'
olo)』(1967)
である ｡ ベ ル テ ィ は四 元素で 構成された 四 壁の うち ､ ｢永+ と ｢火+ の絵 画主 題が描か れ
たニ 壁を ｢技術と神話+ に 分別 して 解釈 を行な っ て い る ｡ すなわち ｢火+ の 側壁に は 《錬
金術 エ 房》, 《金 エ 家 の エ 房》､ 《ブロ ンズ鋳造所》､ 《ウル カ ヌ ス の 鍛 冶場》､ 《火薬エ 場》､
《ガラ ス エ 房》 を主 題とする絵画が設置され ､ 人間の r技術+ を表して いる o 一 方 ､ r水+
の 寓意 を表 す絵画 が設 置され た対側壁の 図像の 多く は ､ 神 話主題 か ら引用 され て い た ｡
[Fig. 2 5] また フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世の 錬金術 ヘ の 傾倒 を考慮 し , 各絵 画の 主題 か ら読み
取れる錬 金術 的思想に 注目 した研究が ある ｡ まず G.L. オ ル ラ ン デ ィ (1978) は 各絵 画 の
主題に つ い て錬金術 文献か らの 引用を適合させ ､ 全て の 絵画作 品が錬金術的思想 の 強しヽ影
響下 に 制 作され た可 能性を示 唆 して い る ｡ しか し こ の 解釈で は ､ 各 図像の 解釈 と空間全体
の 図像 プE]グラ ム との 関連が 明 ら か に され て い な い ｡ 一 方 ､ 若桑 氏 (19 8 0) の 研究で は
前述 したボル ギ ー ニ の ｢自然 と人 エ の ニ 元 化+ を考慮 し つ つ ､ パ ネル画 の絵 画主題が錬金
術思想 に 基 づく 宇宙生 成の 原理 によ っ て - つ の プ ロ グラム に統合で きると い う解釈 を提 示
して い る o また S. シ ー フ ァ ー (1 9 7 6) や M . D. パ ル デ ス キ (1 9 8 0) は個々 の 図像に は メ
デ ィ チ 家の 権力を表 し ､ 賞賛す る政治的意味が含 有され たとい う解釈をお こ な い ､ ス トウ
デ ィ オ ー 口 に 表象 される新た な政治 的意味 を研究 して い る8｡ また これ らの 先行研 究に
おけるス ト ウ デ ィ オ ー ロ の 意味解 釈は すべ て ､ ポッ ジが提 案した絵画の配置 図に 基 づ い て
行 なわ れ て い た ｡ しか し近 年 ､ M .A. リ ン ハ ー ト9が 19 8 1年に発 見 したボル ギ ー ニ の 記述
で 明 らか に な っ た ス ト ウ デ ィ オ ー 口 に 戸棚 に収納される コ レク シ ョ ン の 内容やパ ネ ル 画 に
関す る記述10に 注目 した新 た な解釈 を試 み , それらの 第 一 次史料を参照 して L.J. フ ェ イ ン
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バ ー グが ､ ス トウ デ ィ オ ー ロ の 新たな絵画 の 配置 と意味解釈をお こ な っ て い る . (2 02)
[Fig. 2 6] 筆者は ベ ル テ ィ の 解釈を念頭 に置き つ つ ､ フ エ イ ン バ ー グに よ っ て 新た に論
証され た新 し い 解釈 を参照 して , ス ト ウ ディ オ ー ロ の 図像分析を おこ なう ｡
1 - 3 . ボル ギ ー ニ の 図像 プ ロ グ ラム と 園像分析
四 壁 の 上 下 二 列 に 設置 された三 十 四枚 の絵 画作 品の 配置 に つ い て ベ ル テ ィ は ､ 四 壁
の 図像が ｢火+､ ｢空気+､ ｢水+､ ｢大地+ の 四 元 素の主 題か ら構成され て おり ､ ブロ ンズ ィ
ー ノ が描 い た コ ジモ ー 世 の 肖像画の 下 方 に ｢大地+､ 母 エ レオ ノ ー ラ ･ デ ィ ･ ト レ ドの 肖
像 画の 下 方 に は ｢空気+､ そ して 残 る 二 つ の側 壁 に ｢火+ と ｢水+ に 関連する絵画 が設 置
され て い たと して い る ｡ フ ェ イ ンバ ー グも 四元素 の位 置 に つ い て は同様の 解 釈を示 して い
るが ､ 各壁 に 設置され た絵画 に 図像解読 の相違 が見られ る o なぜ なら フ ェ イ ン バ ー グは ､
リ ン ハ ー トの 論文か ら ､ ス トウ デ ィ オ ー ロ の 絵画 作品を依 壊され た画家の 多くが こ 作 品を
■
制 作 し て おり 同 じ画家 よる 作品が上 下 に 配 置 され たと い う指摘 と ､ ｢水+ の 側壁の 下 段 中
央部 に 枠の 跡 が発見され ､ そ こ に キ ャ ビネ ッ トが造 られ て い た 可能 性がある と い う こ 点に
注 目 し ､ 新た な配 置図 を提案 し て い るためで ある ｡
まず ｢火+ の 側面 上 列 に は ､ 万 物を変容させ る ｢火+ を用 い て 行なう作 業を主題 と
す る エ 房 を描 い た作 品群 ､ 《火薬の 発 明》 [Fig. 2 7〕､ 《ガ ラ ス エ 房》､ 《金 エ エ 房》 [Fig.
2 8コ､ 《錬金 術 エ 房》[Fig. 2 9]､ 《ブ ロ ンズ鋳造 所》 が設置 さ れ て い る . こ れ らの エ 房
主題 の 作品 は ､ ボル ギ - ニ が r五百 人 広間+ の 室内装飾に用 い た政 治的寓意や反 宗教改革
で 定 め られ た宗教的観念 を表すも の で は なく ､ 若桑 氏も述 べ るよ う に ､ 様 式的 にも 図像的
に もリア リ ズム を要求す る作品 主題 で あっ た ｡ その 理 由 と して は ､ 図像 プ ロ グラム に錬 金
術的 思想 を取 り入れた ｢物質の 変容 に よる万 物の 生成+ が用 い られ て い た こ と があげられ
る11o ス トウ デ ィ オ ー ロ の パ ネル 画の ため にリ ア リズ ム に よ る絵 画制作を お こ な っ た フ ラ
ン ドル 画家ジ ョ ヴ ァ ン ニ ･ ス トラ ダ ー ノ の 《錬金術 エ 房》 に は ､ 実験 を行 なう錬金術 師の
一 人 と して 画面 右下 に フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 自身が描か れ て い るほ か ､ジ ョ ヴァ ン マ リ ア ･
‖ 若桑 み どり ｢マ ニ エ リ ス ム の 概念と その 展開+ 『世界美 術大全集』 1 5小 学館 199 6p.86.
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プッ チリの 《ガラ ス エ 房》 に も ､ エ 房を訪問 した監督保護者と して の姿で 画面左 に大公 が
描かれて い る ｡ こ の ように フラ ンチ ェ ス コ
一 世 が画面中に描かれる こ とにより ､ エ 房と フ
ラ ンチ ェ ス コ
一 世と の 強い 精神的 な繋がりと大公 の 文化保護政策を表 し ､ さ まざまな分野
の職人と エ 芸美術 の 保護者と して の フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世を賞賛して い る ｡ またフ ェ イ ンバ
ー グは ､ こ の エ 房主題 作 品群の 中に ミ ラ ベ ッ ロ ー カ ヴア ロ ー 1+の 《羊毛加 エ》[Fig. 3 0]
を付け加 え ､ 羊 毛染色 に 用 い る媒染剤を暗示 して い ると述 べ て いる
12
｡ ス トウ ディ オ ー ロ
の絵画作品の 錬金 術的意 味解釈を行な っ た若桑 氏も配置に つ い て 同様の見解を示 して い る
･3
o 筆者もま た ､ エ 房主 題 をは じめ r火+ 元素に 関わ る絵画が設置された壁面に 《ポ ッ ツ
ォ - リの 鉱泉》 を置く こ と は不 自然であり ､ コ ジモ ー 世が設立し フ ィ レン ツ ェ を代表する
産業と し て発展 したア ラ ツ ツ イ エ 房を描い たカ ヴ ア ロ ー リ の作品が より適切 で あると考 え
る ｡ さら に フ エ イ ン バ ー グはカ ヴア ロ ー リの 《祭壇の ラヴィ ニ ア》 を下段 に配置 し ､ 魔女
メ ディ ア が敵に 生 きた ままで 火 をつ けた ､ と い うプリ ニ ウス か ら引用され た エ ピソ
ー ドを
用い て い るとの べ て い る o さ らに フ エ イ ン バ
ー ク が考察するよ うに ､ ヤコ ポ 暮 コ ツ ピ ､ ス
トラ ダ ー ノ ､ ブ ッ テ リ ､ ポ ッ ピに よる他の エ 房主題 の四 作品に つ い て も下 段に 同 じ画家の
作品を配 置 して 上 下 の 作 品の意 味に は共通性が あり ､ 戸棚内部に は ガラス 製晶 ､ 武器 ､ 宝
飾品 ､ メ ダル ､ ブロ ン ズ像の コ レク シ ョ ンな どが置 かれ たと考 える ｡
一 方 ､ 向か い 側 の ｢水+ の壁面に つ い て ベ ル テ ィ は ､ オウイディ ウ ス の 『転身物語』
か ら引用され た神話 主題 の 絵画が設置され たと解 釈 して い るo だが ｢火+ の 側面 と 同様に ､
棚に収め られ た コ レク シ ョ ン の 内容を記すポル ギ - ニ の 記述か ら､ 上 下 に 同
一 画家 に よる
作品 を配置 した フ エ イ ン バ ー グの解釈が ､ よ り説得性を持つ と考 え られる o さ らに上 段中
央に設置 された ヴァ ザ - ー)の 《ペ ル セウス と ア ン ドロメ ダ》 とサ ンテ ィ
亡 デ ィ ･ テ ィ ー ト
の 《航 海 の 渡渉》[Fig. 3 1] の 下 段 に はキ ャ ビネ ッ トが設 けられ ､ 珊瑚 や貝殻な
どの自
然物の コ レク シ ョ ン が 陳列 された1
4
｡ また 唯 一 の 宗教主題で ある 《航海の 渡渉〉 で は ､ 神
から乗認され た民衆の 統治者と して の モ ー セ が ､ トス カ
ー ナ の統治者で あるメ デ ィ チ 家君
主を あらわす 政治 的表象と して 用 い られた ｡
こ の よう な神話主 題や宗教主題の絵画 は ､ 四 元 素で構成される プ ロ グラ ム の 要素で
12Feinberg,L.J ‥ ,200 2,p･6 8･
･8 若桑み どり ｢フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ･ メ デイ チ の ス トウ ディ オ
- ロ の 図像学 的研究+『ル
ネ ッ サ ン ス 美術 の 世界 像』 日伊 学術 シ ンポジウム 19 8 0p･2 1 2･
1 4Feinbe rg,L.J･ ,2 0 0 2,p p･64,6 5･
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あり ､ 同時に 内部の コ レク シ ョ ンを明示 する ほ か ､ メ デ イ チ 家 を賞賛する図像を持つ 作品
が 多くある ｡ 一 例をあげるな らば ｢火J の 側面 の 《ア ベ レス にカ ン パ レス を与 える ア レク
サ ン ドロ ス 大王》[Fig. 3 2] と い うポッ ピの 作 品に は ､ 後景 に描か れ た舞台で こ 人 の 男
が ドナ テ ツ ロ の ダヴィ デ像 と 思われ る彫像を抱え ､ 他の 芸術家連も完成した 作品を王 に 献
呈す るため に ア ベ レス の 後 ろに 並ん で い る ｡ こ の 図像は ､ 芸術に 深 い 理解 を示 し保護 した
フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世の 文化事業 へ の 賞賛を表 して い る o さ らに コ ツ ピの 《ア レクサ ン ドロ
ス 大王 の前 の ダリ ウス 一 族》[Fig. 3 3] も王 の 寛容と慈 悲を表 し ､ 前者と 同様 に フ ラ ン
チ ェ ス コ 一 世の 寛容さ を称 え て い る ｡
次 に ｢土+ の壁面を考察 する ｡ トス カ ー ナ 大公 国の 威厳を表す 公 的空間で ある ｢五
百人 広間+ と接する こ の 壁 に は ､ メ ディ チ 家 を賞 賛する 図像が数 多く 見られ る ｡ まずル ネ
ツ タ に は ､ 甲 南 を身に つ けた 《コ ジモ ー 世》[Fig. 3 4コ の 肖像像画 をブ ロ ン ズ ィ ー ノ が
制作 し て い る . そ して ロ レ ン ツ オ ･ デッ ラ ー シ ョ リ ー ナ の 《ヘ ス ペ リ デス の 園で 竜を殺す
ヘ ラク レ ス》[Fig. 3 5] とセ バ ス テ ィ ア
- ノ ･ マ ル シ ッ リ の 《ア ト ラ ン テ》 が下 段 両端
に 配置 され て い る ｡ S . シ ー プ ア 一 に よ れ ば 《ヘ ス ペ リデ ス の 園 で 竜を殺 す ヘ ラク レス》
の 背後に 広が る整形庭園 は ､ コ ジモ ー 世が宮廷建 築家イ ル . トリ ー ボ ロ に 造 成させ た別荘
ヴ ィ ッ ラ ･ デ ィ ･ カ ス チ ッ ロ の 地割 に 類似 して い る ｡ また庭 園 を描 い た画面最 奥の 部 分 を
装 飾す る紋章に はメ デ ィ チ 家の 球 (バ ッ ラ) が描かれ て おり ､ 庭園 内の 樹木 に なる黄 金の
林 檎は メ ディ チ 家の 紋章 に 用 い られ る球 (バ ッ ラ) を意味 して い る ｡ [Fig. 3 6] 更に 《ヘ
ラ ク レ ス と イ オ レ》[Fig. 3 7] で は ､ ヘ ラク レス がメ デ ィ チ 家 を表す 図像と し て 用 い ら
れ ただ けで はなく ､ 前景 に 描かれ た 二 人の 子供 が ヘ ラク レス の 梶棒15を抱え ､ 地 面に はメ
デ ィ チ 家 を示 す三 鞄の 球 (バ ッ ラ) が置か れ て い る ｡ さらに 講脳 と 軍事力 で 国土 を拡 大 し
トス カ ー ナ大 公 国の 基礎 を築い た父 コ ジモ ー 世 は ､ 《ア トラ ン テ》 の 絵画 申で 黄金 の 林檎
を拾わん とす るア トラ ン テ と ヒ ッ ポメ ネス の競 争場面 の 背景 に ､ メ ディ チ 家 の 紋章 を つ け
た馬に またが り , 大公 の 王 冠16を つ け た威厳 ある姿で 描か れ て い る ｡ メ デ ィ チ 家 を賞賛す
る図像 が用 い られた こ れ らの 絵画 作品の後部に 設 け られ た戸棚 に は ､ 金や金 製宝飾 品が蒐
集 された こ とが明らか に な っ て おり ､ さら に フ エ イ ン バ ー グ はメ ディ チ 家 の 紋章を用 い た
18 梶 棒はコ ジモ ー 世の 政 治的軍事的 権力を表象する持物と し て 用い られ て い る ｡ 例 えば ,
シ ニ ヨ リ ー ア 広場 に設置 された ア ツ マ ン ナ - テ ィ の海神ネ プチ ュ ー ン 像は ､ トス カ - ナ の
水 を統治 した コ ジモ ー 世 を表し , 手 に 梶棒を持 っ て い る ｡
16
コ ジモ ー 世 は ､ ス トウ デ ィ オ ー 口 の 造成 が始ま っ た 15 6 9年に ピウス 五 世 か ら大公 位を
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宝飾 品も収納され たと して いる'7o そ して 上 段中央にはヤ コ ポ . ツ γキの 《金鉱の発掘》､
下段 には鉱物が 主題と な っ た 《デウ かJ オン とピ ッ ラ》 が設置され ､ 戸棚に は石に 関連 す
る コ レク シ ョ ン ､ すなわち鉱物や化石 ､ ピ エ ト レ ･ ドゥ ー レの 作品な どが置 か れた o また
フ ラ ン ドル 絵画 の よ う な視覚的リア リズム で 描か れ たツ ツ キの 《金 鉱の発掘》 は ､ 向か い
側 に位置 する マ
- ソ ･ ダ ･ サ ン フ リア ー ノ の 《ダイ ヤモ シ ドの 採掘》 とともに ､ 当時鉱山
採掘に 力を注 い だ メ デ ィ チ 家の 事業を表して い る18｡ 特 に 《金鉱の 採掘》 に 描か れた フ ラ
ン ドル地 方の 服装を した労働者な どは ､ 当時 トス カ - ナの鉱山で 働 い て い た多くのオ ー ス
トリア 人や ドイ ツ 人を写実 したもの で あろう と考え られる ｡
最 後に r空 気+ の側 面の ル ネ ッ タに は ､ ブ ロ ン ズ ィ - ノ に よる 《エ レオノ ー ラ ･ デ
イ ･ ト レ ド》 の 肖像画が描かれ て い る o そ して 空気 を意味する神言古主題 と して ､ サ ン フ リ
ア ー ノ が 《イ カ ロ ス の 墜落》 を描き く空 気の 湿気) の産物で ある水 晶19を収 納 し て いる o
さらに フ エ イ ン バ ー グは ジ ョ ヴァ ン ニ ･ フ エ デ ィ ー ニ の《サ モ ス 島の ポリク ラテ ス と指輪》
を結婚 の 守護神 ユ ノ ー の 下 に配置 して ､ 結婚の 女神の ア トリビ ュ ー トで ある指輪や他 の 宝
飾品が収 納され て い たと述 べ て いる ｡
1 - 4 . か 結 絵画 分析に よ る政 治的瀦恵の 解読
こ の よ う に ス トウ デ ィ オ ー ロ の パ ネル 画 に は ､ ボル ギ - ニ が考案 した r自然と人 エ
の統 一 + の プロ グラ ム が , 物質生成の 材料で ある四元 素を表す絵画主題 と フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世が蒐 集 した具 体的な コ レク シ ョ ン を暗示 す る図像に よ っ て 措かれ た ｡ また ( 黄金の林
檎) や (ヘ ラク レス)､ くフ ラ ン チ ェ ス コ 一 世や コ ジモ ー 世の 肖像画) など ､ メ ディ チ 家を
賞賛するさま ざまな図像も 採り込まれ て い た ｡ 先行研究 に おい て ス トウ デ ィ オ ー ロ は ､ 君
授与 され て い る ｡.
17Feinbe rg,L.I. ,2 0 2,p.6 9･
18メ ディ チ 家 は 1 5 3 0年代か ら熱心 に鉱 山発掘を おこ な っ た ｡ アル ミ ､ 銅 ､ 銀 ､ 鉛,大理石
などの 資源をヴ ェ ル シ ー リ ア ､ ヴオ ル テ ツ ラ ､ マ レン マ ､ ピ エ トラ ･ サ ンタ で 採掘 した o
鉱山の 監督者 と労働者 は ､ より経験を積ん だ ドイ ツ人 やオ ー ス トリ ア 人労働 者が コ ジモ ー
世に よ っ て 数多く呼び寄せ られ ､ 働 い て いた o (Cfr. Fabr etti,M agn a,Guida r elli,A.,
"Ric e r che sulleiniziative dei Medicin eュc a mpo min e r a rioda Cdsim ol a Fe rdia ndoI
”
,in
Spini,G.(a c u r adi),Pote r eCe BtT ale eStr uttura Pe n
'
fe n
'
che n ella To s c a D a
del'50 0,fir e n 2;e, 1 9 8 0,p p.1 4 3-2 1 7.)
69
主と して の 政務を果たさず文化 活動 に熱中 し錬金術 を愛好 した フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 が建設
した喋 想的空間で ある ､ とその 役割を解釈され て きたが ､ 神話主題 や宗教主 題の 絵画 に表
象され たメ ディ チ家 を賞賛の 図像を解読する こ と によ っ て ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 が トス カ
ー ナ大公 国君主 の コ レク シ ョ ン陳列室 と して の 表象空間の 形成を意 図して い た こ とが明ら
か に なっ た ｡
さらに リ ン ハ ー トと フ エ イ ン バ ー グの 新 しい 研究 に よ り ､ 絵画製作 者が室 内の 配置
に関連性を持つ こ とが明らか に なり ､ パ ネル 画 の 並 べ 替 え に よ っ て 収納さ れた フ ラ ンチ ェ
ス コ 一 世の コ レク シ ョ ン の 内容が 一 層具体的 に なり ､ 大 公 に よる自然物と 人 工 物 コ レ ク シ
ョ ン の 分類を明らか に した ｡
19 プリ ニ ウス は 水晶を ｢く空の 湿 気) が凝結 して 固ま っ て 出来たもの+ と説明 し て い る ｡
7 0
第ニ 節 ガッ レリ
ー ア : 公 開型展示空 間の誕生
2 - 1 . ガッ レリ - ア の 建設
r私 は､ 役 所の 上 にあたる廊下 の初めの部分を ､ ガ ッ レリ ー ア に改築する エ 事に着手 し
た ｡ そ こ に は ､ バ ラ バ ラ に 散らば っ て 収蔵して いた大小多数の .彫像を置 こ うと考えて い
る ｡ [ -] +
(1 5 8 1年 3 月 29 日 フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世か らフ エ ル ディ ナ ン ド ･ デ q メ ディ チ へ 宛 て た
手紙)20
ウル ピ ー ノ 大使フ ォ ル トウ ー ナに よると フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世は 1 58 0年 4 月 にはガ
ッ レリ ー ア の 設立 を計画 し ､ 展 示 するための 芸術作品を集め始め て い た2 1｡ そ して 同年 ､
パ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオとア ル ノ 河 の 間に ある ､ トス カ
ー ナ大公 国の行政 ､ 司法 ､ 議会な
どの 行政 官庁が集合 する建築物 ( ウフ ィ ツ イ) の最上 階 に ､ メ デ ィ チ 家の膨大 なコ レク シ
ョ ン の 展示 空間 の 設立 を 宮廷建築家 ベ ル ナ ル ド ･ ブオ ン タ レ ン チ イ に依頼し た o [Fig･ 3
8] ウフ ィ ツ イ は ､ 1 5 6 1年 か ら 1 5 6 5年 にか けて コ ジモ
ー 世 の 宮廷建築家 ヴァ ザ ー J) に
ょ っ て作 られ た建築物で ある22o ヴ ァ ザ ー ) はまた君主が必要と する緊急用の 逃 げ道と し
て . パ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオ とウ フ ィ ツ イ を渡り廊下 で結 び ､ さらにウ フ ィ ツ イ か らヴ ュ
ッ キオ橋 を超 え , 王 宮と して 改築工 事が進め られ て い た ピッ テ ィ 宮殿 へ 到達 し ､ 最終的 に
べ ル ベ デ ー レ要 塞ま で至 る空中廊下 の建設を計画 し 1 56 5年 に完 成させ て い る
之3
o
コ ジモ ー 世とヴァ ザ ー ･ノの死後 (1 5 7 4) に はじめられたガ ッ レリ
ー アの 建造に は ､
20 "Io mis o n m e s s o ad ac c o m oda r equ ella prim apa rte del Co mi do r e s opr aI
M agistr atia u s odi Galle ria edis egn odim ette r vi m olte statu egr a ndi e pic c ole che
te n e v o spa r s e alla rinfu s a, [･ . ･]
”
フ ラ ン チ ェ ス コ - 世 は フ エ ル ディ ナ ン ド ･ デ ･ メ デ ィ チ に ガ ッ レリ
ー ア建造の 計画 と装飾
に つ い て 書簡 (A S P,M P 5108,c ･1 7 8･) を送っ て い る . また フ ラ ン チ ェ ス コ
ー 世 がお こ な
っ た ガ ッ レリ ー ア に 展示 す る美 術品の 蒐集は ､ 15 80 年 4 月の シモ
ー ネ , フ ォル トウ ー ナ
が ウル ピ ー ノ 公 に 宛て た手紙に も記されて い る o (
”D Gp andu c aFr a n c e s c oムa
c o m l
･
n c l
･
ato tale r a c c olta a rtI
･
stjca e chela GallerlB n
'
u s c)
'
z
.a c o s astupeJコda･
”
)
(Be rti,L.,197 6,p.22.)
2 1Be rti
,
L.
,
"Pr ofilo distoria degli U ffizi
”
,
n Gl]
'
tL＋T7
'
z l
'
,1 9 76,p･r2 2･
2 2
一 階の 柱 は重厚 な ド - リ ア 式が用い られ ､ 両壁の ニ ッ チ に はフ ィ レ ン ツ ェ 出身の偉人
ニ 十八 人 の彫像 が並ん で い た o さらに川 沿い の ア
ー チ に はメ デ ィ チ家 の紋章 と 《コ ジモ ー
世》 像 ､ 両 側に く厳格) と く公 平) の寓意像が設置 され た ｡
23Be rti
,
L.
,
1 9 7 9
,p･ 2 1･; H eika m p'I)･'
"La Galle Tia degli U ffizi de s critta edis egn ata
〃
,in
7 1
多数の 画家も参加 して いる o 東廊下 の 天井 フ レス コ に は ､ ア レ ツ サ ン ド口
･ ア ツ ロ ー リや
ロ ドヴィ ー コ ･ プ ー チ イ を中心 とする画家がグロ テ ス ク 文様や ､ メ ディ チ 家と先妻ヨ ハ ン
ナの 出身で あるオ ー ス トリ ア ･ ハ ブス ブル ク 家の 紋章や大 公 妃 ビ ア ンカ
･ カ ッ ペ ッ ロ の紋
章を描い て い る24o こ れらの 室内装飾は 15 81 年 9 月 ま で に は完成され て い る
25
o ま た採
光 を取り 入れるため 設 けられ た廻廊の 大きな窓 は ､ 1 582 年 10 月 か らヴ ェ ネ ツ ィ ア 出身
の ガ ラ ス 職 人に依頼され 制作さ れた ｡
フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 はガ ッ レリ
ー ア の設立 に あた り ､ さ まざまな絶 対主義国家 の 君
主が持 つ コ レク シ ョ ン の展 示 空間 を参考に したと考え られ る ｡ まずス ペ イ ン王 フ ェ リ ペ ニ
世 が 15 6 7年に マ ドリ ッ ド郊外 に建設 した エ ス コ リア ル は ､ 絵画 ､ 宝飾品 ､ 古 代美 術品 ､
武具 ､ 機械装置 や書物 コ レク シ ョ ンを展示 する総合展 示 空間 で あり ､ 城 と展 示 空間と聖堂
か ら構成され てい た ｡ フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世が フ ェ リ ペ ニ 世 の 宮廷 を訪問し た の は エ ス コ リ
ア ル 建 設の 前 で あるが ､ ス ペイ ン 王 の 膨 大なコ レク シ ョ ン を鑑賞 して いる ｡ また エ ス コ リ
ア ル の 建築と コ レク シ ョ ン は ヨ ー ロ ッ パ諸 国で 広く賞賛され ､ さ ら に フ ィ レ ン ツ ェ の 国立
ア ヵデ ミ ー が エ ス コ リ ア ル 建築物 の設 計案を依頼された こ とな どか ら ､ トス カ - ナ 大公 も
ェ ス コ リ ア ル に つ い て の 知識 と 情報 を得て おり ､ み ずか らの 大 型展示 空間創設 に 際して 影
響を受 けたで あろ うと考え る26｡ また 1 5 6 5年に初め て 訪れた 神聖 ロ
ー マ 皇帝 ハ ブス ブル
ク家 の 宮廷文 化も ､ フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世 の 蒐集活 動 に大 きな影響を与え て い る ｡ 特に チ ロ
ル 公 フ ェ ル デ ィナ ン ドニ世 は ア フ リ カ か ら新大陸まで 世界中の 幅広 い コ レク シ ョ ン を蒐集
し ､ ま た武具 の素 晴らし い コ レク シ ョ ン を持ち ､ ア ン プラ ス 城 に 大規模な展示 空間 を造成
した ｡ 【Fig. 3 9] さ らに チ ロ ル 公 は ､ イ ン ス ブル ッ ク に プライ ベ
ー トの エ 房を つ く り ､
Gl1
'
U Hl
'
zI
'
J gu attT O S e C Ol)
'
d)
'
un agBlle n
'
a
,
1 982
,p･4 7 41
2 4 カ ッ ペ ッ ロ 家 の 紋章に はオ ー ス トリア リ ヽブス ブル ク 家の 紋章が上 塗りされ て おり ､ 修
復 時に 発見された ｡ 後妻 ビア ン カ の 存在 を疎ま しく考 え て い た弟 フ エ ル デ ィ ナ ン ドは ､ 大
公 に就任 (1 587- 1 6 09) した後 ､ ビア ンカ に 関す る全て の 足跡 をメ ディ チ 家 か ら除去 しよ
うと し ､ その際に カ ッ ペ ッ ロ 家の 紋章も消されたも の と考え られる ｡
(Cfr.Ca n e v a,C. ,19 79,p. 1130.)
26 その 他 ､ ジ ョ ヴァ ン ･ マ リ ー ア ･ ブ ッ テ リ ､ ジ ョ ヴァ ン ニ . ビ ッ ツ ェ ツ リ ､ ア レ ツ サ
ン ドロ ･ ピ エ ロ - ニ ､ ジ ョ ヴァ ン ニ ･ コ ツ シ ､ ル ドヴィ - コ ･ チ ゴ リ ､ ガブリ エ ツ ロ ･ カ
ッ チ - ニ ､ チ ェ ツ キ ー ノ ･ マ ー テ ィ ､ ピ エ リ ー ノ ･ デル ･ メ ッ リ イ オな どが 天 井画制作 に
携わ っ た o (cfr. Can ev a,C. ,
"I s offitti n ei Co ri doie n elleSale”,in Gl]
'
U＋f7
'
z l
'
, fir e n z e,
1979,p.1 1 1 7.)
26scheiche r,E. , Dl
'
e Ku n st･ u Bd Wu Dde z:ka m m e mde z･ Habsbu pge r, Ve zlBg FT}
'
tz M olde n,
wよe n, 1979.(松井 隆夫/松 下 ゆ う子 訳 『驚異 の部屋』 平凡 社 19 90 ,1 8 5頁 .)
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ガラス 件品の 制作をお こ なわせ て いる
27
｡ オ ー ス トリア訪問以後 ､ コ レクシ ョ ン の 交換や
書簡を通 して チ ロ ル 公 と密接な関係を築いた フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 は ､ 政治的権力と経済的
富を顕示する ため に 用い られる コ レク シ ョ ン の 役割を十分 に理解し ､ フ エ ル デ ィ ナ ン ドニ
世や他の ハ ブス ブルク 家の コ レク シ ョ ン展示の 例を参 照 しなが ら､ み ずか らの コ レク シ ョ
ン展示空間 を創設 したで あろうと考察する ｡
フ イ
.
レ ン ツ エ の 建築や文化を詳細に 記述 した最古の 説明書と して 広く普 及 した ､ フ
ラ ン チ ェ ス コ
b ポ ッ キの 『フ ィ レン ツ ェ の 美 (Le Belle z z edelle c]
'
tta dl
'
FI
'
o z･e n Z B)』
(fir e n z e,1 5 9 1) は ガ ッ レリ
ー ア に つ い て ､
｢こ の よう に素 晴ら しく ､ 王 宮 の ような ガッ レリ ー ア は､ 大部分 が ロ ー マ や他 の場 所か
ら運 ばれたギリ シ ャ 古 代彫像や ､ 高貴な絵画 ､ 素 晴らし い甲胃や ､ 今日 に おける世 界最
高の 驚異的 な美術品 で い っ ぱい である ｡ そ こで は最も洗練された美術品や 光り輝く装飾
品 ､ そ して 大公 フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世 およびフ エ ル ディナ ン ド 一 世 の建築家で ある ベ ル ナ
ル ド ･ ブオ ンタ レ ン テ ィ に よ っ て 発明され た機械装置がある o こ の よ うに 多様で ､ 珍 し
く ､ 高 純な 多く の 美の なか で 視界は さまよ い ､ 至 高の 喜びは魂と ともに ､ 困惑 した か の
よ うに 留 まる . 【 - ] 彫像の 数は今日 大変増加 して , ガ ッ レリ
ー ア の 反対側 にも ー 杯で
ある ｡ [ - ]+ 28
と 当時の 様子 を述 べ て い る ｡
さら に植物 に強い 関心 を示 し ､ 珍種の 植物蒐集 を熱心 に おこ な っ た フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世の た めに ､ 1 5 82 年ブオ ン タ レン テ ィ はガ ッ レ リ
- ア に接続 したラ ン ツ イ の 開廊の 屋
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上 に r空中庭 凱 を造成 した ｡ [Fig. 4 0] r空中庭 園+ に は レ モ ン ､ オ レ ン ジ ､ ジャ ス ミ
ン な ど多数の 花鉢や香草､ 薬用植 軌 珍種の 草木 な どが育成さ れた ｡ 鉢の 形 も楕 円 や円な
ど多様な形体の もの が 用い られ ､ さ らに 彫刻家ジャ ンボロ ー ニ ヤ に よ っ て ドラ ゴ ン に また
が るメ デ ィ チ 宮廷 の小 人モ ル ガ ンテ の像 を用 い た噴水が制作され た ｡ フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世
は こ の r空中庭園+ を私的空間 と して 使用 し ､ 時に は客人を案内 した ｡
29
フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の ガ ッ レリ ー ア の 名声は ､ ポ ッ キ な どに よる 出版物 や訪問者の
記録に よ っ て ヨ ー ロ ッ パ 中に 広まり , フ ィ レ ン ツ ェ へ の 訪問客たちが必ず訪れ る場所 にな
っ た o そ して ガ ッ レリ ー ア の 訪 問者は トス カ - ナ 大公 が誇る富の 大きさ と ､ 芸 術文化 へ の
理解と寛容な姿勢を表象する メ デ ィ チ 家の 膨大 な コ レク シ ョ ン を鑑賞 した ｡ コ レク シ ョ ン
が設置され た東廊下 に 接続 した 部屋に は 古代彫像や同時代 の 絵画の ほ か に ､ 武具や新大陸
か ら運 ばれた エ 芸晶 なども展 示 された ｡ その なか で もメ デ ィ チ 家が 誇る最 も価 値の 高い 蒐
集 晶を陳列するた め に ､ トリ ブ ー ナと称され る特別 な都塵が 1 5 8 4年に ブオ ン タ レ ンテ ィ
に よ っ て 増築され た ｡
2 - 2 . トリ ブ ー ナ
1 584 年か ら 1 589 年 に かけて 増築され た トリ ブ ー ナは ､ ウイ トル ウ ィ ル ス が記 し
た ア テ ネの r風配 図(To r r edi Ve nti)+ を図像源 と され て い る八角形の 部屋で ある o [Fig.
4 1] 天 井 の 円蓋 に 敷き詰め られた乳白色の 真珠母艮 は ､ 上 部の 窓か ら射 し込む光 を反射
す る照明 と して も用 い られ た or壁面 は深紅の ビ ロ ー ドで ､ 沫は フ ィ レ ン ツ ェ の 代表 的 なエ
芸 美術と して発展 した ピ エ ト レ ･ ドゥ ー レで 作 られ た 多色大理 石 細 エ に よ っ て装飾さ れた .
さ らに 上 方 に設 けられ た窓 の 縁 に はヤ コ ポ ･ リ ゴ ッ ツ イ に よ っ て ウル トラ マ リ ン色 と金色
を使 っ て グロ テ ス ク模様が描かれ ､ 真珠母見で 装飾されて い た ｡ 入室 はガ ッ レリ ー ア の廊
下 か らの み 可 能で ､ 外界か らの 光が制限された空間は ､ 美術 品の展 示 と保存に 適 っ た 空間
で あり ､ トリ ブ ー ナ ヘ の 訪問者に と っ て も美術 品鑑賞 に集中す る こ とがで きる理 想 的な閉
鎖的空間で あ っ たとい え る o
29Be rti
,
L
‥
1 967
,p. 13 5.;Rin aldi, A.,
"Ide ologia etipologia del Ga Tdin oUrba n o aFir e n z e
''
in ll Gl
'
a rdl
'
D O Stoz･1
'
c oZtall
'
B D O
,
1 981,p.1 4 1.; Vo s silla, F. ,
"II Gia mbologn a ela Log gl a
della Sign oria
''
,in G1
'
B m bologn BtZ･a F)
'
r e n z el
'Eu rop&, fir e n 2: e,2000,p p.91- 100.
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壁に は小型の 美術品を展示するた めの棚と ､ 百三 十の キ ャ ビネ ッ トが彫刻家ディ オ
ニ ー ジ ー ニ ジ エ ッ チ イ に よ っ て制作された o 棚に 配置され た美術 品の 申で 特筆すべ きは彫
刻家ヴイ ン チ エ ン ツ オ
･ ダン テ イ ､ バ ル トロ メ ー オ l ア ン マ ナ ー テ イ ､ ジャ ンボ n - ニ ヤ
な どの 彫刻家が ス トウ ディ オ ー 口 の ため に制作 した ､ 八 体の 小型 ブロ ン ズ像全て が トリ ブ
- ナに 移動 され た こ と で ある ｡ こ の 美術 品の移動 は , コ レク シ ョ ン 陳列室と して の 重要性
がス トウ デ ィ オ ー ロ か ら ､ より公 的空間 で ある トリ ブ
ー ナ ヘ と 変化 した こ と を表す象徴的
な出来事で あると い え る . ま た壁面に は レオナル ド∴ ダ
L ヴイ ン チ ､ ラ ッ プ ア エ ツ ロ ､ ボ
ン ト ー ル モ ､ ア ン ドレ ー ア b デル b サ ル ト､ ソ ドマ ､ リ ゴ ッ ツ イ ､ ジ ョ ル ジ ョ
ー ネ ､ ア レ
ッ サ ン ドロ ･ ア ツ ロ
ー リ ､ ベ ッ カ フ ー ミ ､ ピ エ ロ ･ デイ b コ - ジモ な ど有名な画家に よる
宗教画 ､ 神話画 ､ 肖像画が 展示 されて いた . 8
0
さ らに トリ ブ ー ナ に は ､ さまざまな象徴的意 味も込め られ て い た ｡ 第
一 に壁の 深紅
色 (赤)､ 窓縁の ウル トラ マ リ ン 色 (育) と金色 は ､ メ デ イ チ 家の紋章 を表す色 で ある
31
｡
そし て 十八 世紀初 期に 失われ て しまっ たが ､ リ ゴ ッ ツ イ が細密画を描い た腰板に は ｢さま
ざまな鳥類 ､ 魚類 ､ 水棲動物 ､ 植物 ､ 鉱物+ 3
2な ど自然界の 豊穣が描か れて い た ｡ 83
また ､ ア ポ ロ 像 と壁 面の 深紅の ビ ロ ー ドは r火+ を ､ ユ ノ ー は r大地+ を ､ ウ ェ ヌ
ス とガ ラテ ア そ して 天 井の 真珠母貝 は ｢水+ を ､ 屋根 の 風 配 園と風神ボ レ ア ス ､ 陳列され
たガラ ス コ レク シ ョ ン は ｢空 気+ の寓意 を表 し ､ トリ ブ - ナ の 室内を装飾する要素が四 元
素を象徴 して い た こ とが明 らか で ある ｡
ガ リ レオ ･ ガリ レイ は トリ ブ - ナに つ い て ､
｢王 の ク ロ ー クで ある トリ ブ
ー ナ は ､ 百もの 著名な作家に よる古代彫像と , 無数の 歴史
301 5 9 1年に 出版 され た フ ラ ン チ ェ ス コ ･ ポ ッ キの 著 附 こは当時 トリ ブ
- ナ の様子 に つ い
ての 詳細 な記述が ある c (cfr.Bo c chi,F･, 1 5 9 1,p･1 06･) トリ ブ
ー ナ 壁面の 絵画 に つ い て は
次の 文献を参照 . : cfr. Be rti,L.,1 967,p.2 4 1･
a lBo r si
,
F.
,
Fz
･
T e D Z edel C]
･
D qU e C e BtO,r O m a, 1 9 7 4,p･2 2 6･;Heika mp,D･ ,
山La tri bu n adegli
u ffizic o m e e r a n el Cinqu e c e nto
”
, in 《AntichitaViv a》 ,ⅠⅠⅠ,3,1964,p p･3 8･ 4 2･;
Heika mp,I)”
``Le s o v r a n eb lle z z edella Tribu n a
”
,in(cat･)Mag7,)
I
(=
'
c e n z aBllB Co rte del
'
MedI
'
cL
'
,fir e n z e,1 97,p.33 5.
8 2
cfr.Boc chi,F.,1 5 9 1.;H eika mp,D リ19 9 7･
3 8ゾ ッ フ ァ ニ ー (Joha n nZoffa ny) が 177 2年か ら 17 7 9年の 間に 描い た トリ ブ
ー ナ の描
写の中に ､ そ の装飾の 片鱗を観 る こ と が できる o また これ らの細密画 に は ､ リ ゴ ッ ツ イ が
1570 年代後半 か ら制作 して い た鳥 軌 植物 ､ 魚類の 細密画 ( 第三章参照) で 用い た技術
が活用され て い ると考 え られる ｡
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的遺物 ､ 最高の 画家 によ る僻 晶 群､ 多数の ク リ スタ ル . ア ガタ ､ ラ ピス ラ ズリや他 の宝
石 を用 い た花瓶に よっ て装飾され た王 の ガ ッ レ リ ー アで あり ､ 珍寄 で 高価な素晴ら しい
物と あらゆる技に優れた物で い っ ぱい で ある .+ 34
と述 べ て い る ｡
こ の よ うに トリ ブ ー ナ は ､ 君 主の 財力 を顕示 する多くの 高価 なコ レク シ ョ ン を展示
し ､ それ を来訪客に 披露す るた めに 造られ た ｡ すなわち トリブ ー ナ は ､ L. ベ ル テ ィ が 述べ
るよ うな rス トウ デ ィ オ ー ロ の 新大型版+ 88と い う だけ で なく ､ 王 の コ レク シ ョ ンの 公 的
展 示 空間 と して の 役割 を果た し たの で ある ｡ それ は コ レク シ ョ ン の 披露に よ っ て 表象され
る トス カ ー ナ 大公 国 の 栄光化で あり ､ 君主の 偉大 な権力を示 す政 治的 空間 で あ っ た ｡
2 - 3 . 劇場
また , 1 5 8 5年 に は､ フ ラ ン チ ェ ス コ - 世の 娘 ヴ ェ ル ジ ー ニ ア ･ デ ･ メ デ ィ チ とチ
エ - ザ レ 暮 デス テ の 結婚式に 際 して , ブオ ンタ レ ンテ ィ は ウフ ィ ツ イ の 一 階に 舞台 を建設
した c だ が実際 には こ の馬蹄型劇 場 の建設 は コ ジモ ー 世の 治世 か らヴァ ザ ー リ に よ っ て 建
設 が 計画 されて おり ､ ブオ ン タ レン チ イ はその 完成者で あるとい え る ｡ 長 さ五 十五 メ ー ト
ル ､ 幅 二 十メ ー トル , 高さ十 四 メ ー ト ル の 馬蹄型劇場36に は , 各柱 に ニ ッ チ の 中に 彫像が
一 体ず つ 設 置 され た ｡ 十大 世紀 後期以 降 ､ 宮廷祝祭の な か で 兼行 した劇場芸術 は ､ 158 6
年 2 月 6 日 に お こ なわ れた除幕式 以 降メ デ ィ チ家の 祝祭に 頻用され るよ うに な っ た ｡
34cfr.H eika m p,D. ,1997,p.33 9.
3 6Be rti,L･,196 7,p.1 3 3.
8 6 現在 はウ フ ィ ツ イ ニ 階に 当時 の 劇場 の 入り 口 だ け残 され て いる . 当時は ､ 2500 人 の観
客を収容 で きる規模を持っ て い た ｡ 馬蹄型の 劇場 はル ネサ ン ス 以 降に 発達 し , 円形と異 な
り指向性を持ち ､ 空間の ヒ エ ラ ル キ ー が強調される構造であ っ た o こ の ような劇場 は ､ 楕
円軸 上 の 正 面性を持っ た位置が権 力者に 設定される空間構成 を持ち ､ 絶対王 権制の 成立過
程 に 発達 した o (C fr･(c at.)1L L U O G O TE A TR AL E A F m E N ZE, fir e n z e,1975.;清水祐之
『劇場の 構図』 鹿島出版会 1985)
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2 - 唾 . コ レク シ ョ ン展 示と 労 ッ レリ
ー ア
【r武具の間+】
ガッ レリ ー ア に 展示され たメ デ ィ チ 家 の コ レク シ ョ ン は ､ トスカ ー ナ大公 の 威厳を
示す表象的意味を持っ て い た ｡ したが っ て膨 大なコ レク シ ョ ン の 展示は ､ 鑑賞者が展示空
間を体験する こ とに よ っ て トス カ
ー ナ大公 が意図 した象徴的意味が正 しく解釈されるよう
綿密に 計画 され ､ 配置 された o 特に フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世の弟で 新大公 に就い た フ エ ル デ ィ
ナン ド - 世 (15 87- 1609) は ､ ガ ッ レリ
ー ア の コ レク シ ョ ン を分類し展示 に力を注 い だ人
物である ｡
例 え ば ｢武 具の 間 (Sala d
'Ar m eria)+ は ､ 大公 に就任直後の 1 5 8 8年 に建設 がは
じめ られ ､ トリ ブ ー ナ に 続く 東廻 廊の 四部屋 に設 けられ た ｡ G･ チ ネ ッ リの 記述 (16 7 7)
によれぱカ ー ル 五 世 ､ フ ラ ン ス 王 フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世やメ ディ チ 家君主な ど ､ 歴代の 王 が
持 っ て い た武具 の コ レク シ ョ ン
37や ､ 激し い戦闘 で獲得 した トル コ 軍 の武具 . イ ン ドや 日
本38など遠 方の 国 々か ら贈 られ た仮面 ､ 楯 ､ 弓矢 などが展 示 され た o さらに新大陸メ キ シ
コ か ら運 ばれた コ レク シ ョ ン や ア マ ゾン の 原住民が用 い た 武 郎
9が同空 間に置 か れた o フ
ェ ル デ ィ ナ ン ド ー 世 は ､ 四部 屋 の展示 室 に設置された大量の 武具 コ レク シ ョ ン を
一 堂 に展
示 する こ とに より ､ メ ディ チ 家 の強大 な軍事力と その重要性 を強調 した ｡ さらに歴史的英
雄たちの 武具 コ レク シ ョ ン は ､ メ ディ チ 家の名声を高め る役割 を果た した ｡
40
最 後に ｢武具 の 間+ 正 面入 口の 天 井 フ レス コ 画に 注目す る . 天 井 に は ロ ドリ
ー コ ･
ブ ー テ ィ を初めとす る芸 術家 に よ っ て グロ テ ス ク文様が描か れ たが ､ [Fig･ 4 2コ r武具 の
3了 武具 の コ レク シ ョ ン はコ ジモ
ー 世 や プ チ ン チ ェ ス コ
一 世も 行な っ て おり , フ エ ルデ ィ
ナ ン ド 一 世 はメ デイ チ 家三 代君 主で蒐集され た武具 コ レクシ ョ ンを
一 同に展示 した ｡ また
コ レク シ ョ ン に は ､ カ ラ ヴァ ジオ が制作 した rメ ドゥ
ー サ の 楯+ も収 め られ て い た o
(cfr.Sc alini,M . , "L
,Ar m e ria eu r ope a e origin ale
”
, in (c at)MBgn ,
'
f]
'
e e n z aalla c o rte de ]
'
Med)
'
c 1
'
,
fir e n 2:e
,
1 9 9 7,p.39 7･)
381 585 年 ス ペイ ン訪 問を経て ､ リヴオル ノ 港に到着 した 日本か らの四 人の 天 正 日 本遣欧
使節は ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 の 歓待を受 けて い る o その際 に ､ 四人の 大使が トス カ
- ナ大
公 へ 贈呈 したもの の リ ス トに r彼らが用 い る衣装(u n o v e stim e nto allalor o u s a n z a)+ と
記され ､ ハ イ カ ン プはそれ をメ ディ チ 家コ レク シ ョ ンに 所蔵される日本製甲 胃である と指
摘 して い る ｡ また十六世紀末期 か らヨ
ー ロ ッ パ で は 日本や極東 へ の 関心が高ま っ て おり ､
フ ェ ル デ ィ ナ ン ド 一 世は フ ィ レ ン ツ ェ 商人カル レツ テ ィ を極東 ヘ 赴か せ ､ カ ル レツ テ ィ か
ら情報を得 て い た o (cfr. Heika mp,D･ ,1 982,p p･ 50 4- 50 5･;Sc
'
alini
,
M ･ ,fir e nze, 19 9 7,p･ 397･)
89cfr.Be rti
,
L.
,
197 6,p･23･
4 0
cfr.Cape c chi, G.,
"Pe r u n aim m agin edelta Galle ria di Fe rdin a ndoI(1 597):
1,Al 1e stim e nt｡ della r a c e .1ta di Statu e
”
,
in(c at.)Mag7,ifI
'
c en z B alla c ortedel
l
M ed1
'
cj,fir e n 21e, 997,p.325.
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間+ の 正面天 井 に は ､ 武装 したア メ リ カ原住 民の 姿が グロ テ ス ク文様の なか に描かれ てい
る ｡ プ ー チ イ の フ レス コ 画 に 描か れた ､ 先住 民の 戦闘 の 様子や ､ 羽 根製の 衣服 およ び新大
陸の 動物な どの 描写は ､ メ ディ チ 家 の蔵書と して 保存され て い る ､ ア メ リカ 原住 民の 人海
学的分析と観 察をお こ な っ たサ ハ グンの 著作に用 い られ た挿絵が図像源と考 えられ て いるp
こ れ らの 新大陸の 事物を描 いた フ レス コ
41は ､ r武具 の 間+ に 展示さ れ た 弓矢 な どの 原住
民の 武具が遠隔地 へ の 冒険を象徴 し ､ 同時に ヨ ー ロ ッ パ 君 主の 武具 と同空間 に陳列される
こ とに よ っ て ､ ヨ ー ロ ッ パ が持 つ 高度な文化を新大 陸の 野 蛮さと比較 し ､ 優越性を強調 し
て い ると考 え る ｡
【｢数学 の間+】
｢武具 の 聞+ に 加 え て ､ フ ェ ル デ ィ ナ ン ド 一 世 は同年に ｢数学 の 間 ((1a Sala della
M ate m atic a)+ ( 現在は ｢地図の 間 (1a Sala delle Ca rteGe ogr afiche)+ と 呼ばれ る) 杏
創設 した ｡ カ ス テ ツ ラ ー ニ 通 りに接す るテ ラ ス 付きの 部屋 の 三 壁 に は , 宮廷天 文学 者 ス チ
ー フ ア ノ ･ ブオ ン シ ニ ヨ - リ42が考案し ､ ル ドヴィ - コ ･ プ ー チ イ が 1588 年 に制 作 した
｢旧 フ ィ レン ツ ェ の 領地 図+､ ｢シ エ ナ 領地図+､ そ して ｢エ ル バ 島の 地図+ に よ っ て 装飾
されて い た o [Fig. 4 3][Fig. 4 4]
フ ェ ル ディ ナ ン ド 一 世の ｢数学 の 間+ は ､ 父 コ ジモ ー 世 がパ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオ
に 造成 しよ うと試 み た ｢地 図の 間+ の 室内装飾 プロ グラ ム を再現 し ようと したと い う説も
あり ､ フ エ ル デ ィ ナ ン ド 一 世 は実際に コ ジモ ー 世が r地 図の 間+ の 装飾品 と して 制作 を依
頼 し ､ 未完で あ っ た天 球儀を改め て 多毅 の費用を投資 し て制 作させ て い る48｡ 室 内 に は数
学 に用 い る測量蕃をは じめ とする様々 な器具 や ､ 天 文学 や化 学実験 に 用 い る道具 な どが展
示 され て おり ､ それ は トス カ ー ナ 大公 が持 つ 科学 へ の 関 心と貢献を賞賛 して い た ｡
十六世 紀初期 ヨ ー ロ ッ パ で は ､ 新大陸 の発 見の 後に 次第 に 発達 した 大西洋貿易 と殖
4 1M orel. P. ,Le eGFOteSqU eS, 1es f7
'
gu1
'
re sdel'1
'
m m agln ajr eda n ela pe1
'
ntu p e l
'
tal1
'
e n D ede
la (1
'
n dela z･e D a )
'
s s a n c e,Pa ris,1 97,p p.7 1- 7 2.
4 2フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の も とで 宮廷天 文学者と して 活 躍 し た S. ブオ ン シ ニ ヨ ー リ は ､ 引き
続きフ エ ル デ ィ ナン ド 一 世 に 仕 え て いる ｡ ブオ ン シ ニ ヨ ー リの 仕事と して はパ ラ ツ ツ オ ･
ヴ ェ ッ キオの r地図の 間+ 制作や ､ 鋼板製の フ ィ レ ン ツ ェ 都市 図(12 5× 1 38c m)の 制作 な
どがあげられ る ｡
43 天球 儀の 制作 は､ 1 58 年 3月 4 日 に 始 まり ､ 1593年 5月 6 日 に完 成 して い る o 制作
費用は ､ 7 198 フィ オ リ ー ニ であると い われて い る . (Heika mp,I).,
"L'Antic aSiste m a zio ne
degli Str u m e n七i Scie ntific n elle Colle zio ni Fio r e ntin e
''
,
in 《AntichitaViv a》 ,6,1970,
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民政策に よ つ て ､ 世界 に 対す る地理的関心が高まり ､ 最新の知識を取り入れた世界地 図が
相次 い で 出版された ｡ 新た な知識 を用 い て 制作された世界地図は ､ 知識欲と商業的発 展 お
よ ぴ軍事 的目的 によ る産物 で あり ､ 世界把握の 道具と し て富の シ ン ボル か つ 政治権力的イ
メ ー ジと な っ て 普及 した o
またイタ リア で は ､ 宮殿 の室 内装飾 と して の世界 地図の 使用が流行 した ｡ 15 10 年
に枢 機卿 パ オ ロ ー コ ル テ ー ジは室 内を地図で 装飾する理 由に つ い て ､ ｢絵画 で 世界 を描写
する こ とは学 問的喜びの ため で あり ､ ト] こ の 種 の装飾は 知性を磨き理性に知識 を蓄え
るもの で ある ｡+ 44と述 べ て い る ｡
次 に ､ 十六世紀イ タリ ア で 制作され た世界地図の 室内装飾に つ い て 具体的 に考 察 し
っ っ ､ その 政治的文化 的意 味を明らか にする o まず 1 5 4 9年か ら 1 5 5 3年 にか け て ヴ ェ ネ
ツ ィ ア の ドゥ カ ー レ宮殿 に 描か れた世界地図があげられる ｡ 東方貿易に よ っ て 富を築 き ､
イタ リア で 最も優れ た海港 を持 つ ヴ ェ ネ ツ ィ ア を称え るために ､ 世界地図が描 かれ て い た ｡
地 図制作は イタ リ ア で 偉 大な天 文学者と して 知 られ て い たジャ コ モ ･ ガス タル デ ィ が担 当
し ､ 新大陸 を含 め た四 大 陸が描か れ て い た ｡
ま た枢機卿ア レ ツ サ ン ド口 ･ フ ァ ル ネ ー ゼ(15 2 0･ 15 89)も ､ カ プラ ロ ー ラ に建 設 し
た別 荘の た めに 世 界地 図 に よる 装飾を依頼 して い る o [Fig. 4 5] プ ト レ マ イ オス の 地図
45を参考に し て フ ル ヴィ オ ･ オル シ ー ニ が プ ロ グラム を作成 し､ ジ ョ ヴァ ン ニ ･ ア ン ト ー
ニ オ ･ ヴ ァ ノ ズィ ー ノ ･ ダ ･ ヴ ァ レ ー ゼが r冬 の ア パ ー トメ ン 卜+ に 1 5 7 3年か ら 157 4
年 に か けて 制作 した フ レ ス コ 画 は ､ 星座 や神話神が描か れた天 井画 と七 枚 の地 図そ して 新
大陸発見に 貢献 した探検家クリ ス ト ー フ ォ ロ ･ コ ロ ン ボ ､ フ エ ル ディナ ン ド ･ マ ジ ェ ッ ラ
ー ノ ､ マ ル コ p ポ ー ロ ､ フ エ ル ナ ン rI ･ コ ル テ ス ､ アメ リ ー ゴ . ヴ ェ ス プッ チ の 肖像画か
ら構成され て い る ｡ まず北 西の 壁に はイタリア の 地 図と パ レス チ ナ の 地図が描か れ ､ キリ
ス ト教 に お けるニ つ の 聖地 を象徴 して い る ｡ そ して南 西壁に は ヨ ー ロ ッ パ とア フ リ カ が ､
北 東に はア メ リ カ と ア ジア の 地図が制作され た ｡ 南東の 壁に は世界地図が描かれ ､ 両脇 に
四 大陸の 寓意画 が描か れ た ｡ その なかでも ア ジア の 寓意像はア トリ ビ ュ
ー トな どか ら ､ 有
名な地理学者ア ブラ ハ ム ･ オル テ リウス の 著書 『世界劇場 (TTe atT u m Orbl
'
s Ter r B - m)』
p.ll.)
44pat ridge,L. ,
"T he r o o m of m aps atCapr a r ola1573･ 75
”
,
in《ArtBulletin》, L X X VII, n ･3,
1995
, p.438.
46 プ ト レマ イ オ ス の 地図 は ､ 1 4 7 2年iこ出版 され た後ヨ ー ロ ッ パ 諸国に広く普及 した o
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(15 70,ア ン ト ワ - プ)[Fig. 4 6] の 表紙に 用 い られ た 図像の 影響を受け て い る こ と がパ
トリ ツ ジの研 究によ っ て 明 らか に な っ て い る .
46
次に ヴァ チ カ ン 宮殿 の 廊下 装飾に 用 い られた地 図装飾に つ い て 取 り上 げる ｡ ピウス
四 世 はヴァ チ カ ン 宮殿 に西廻 廊を建設 し ､ カ プラ ロ ー ラの 地図装飾を担当 した画家 ヴァ ノ
ズ ィ ー ノ に依頼 して ､ 15 6 0年初めか ら廊下 の 両壁面 に 世界地 図に よ る装飾 を お こ な っ た ｡
ピウ ス 四世の 死後 ､ 壁面装飾は六 年間中断 して い たがグ レゴリ ウス 十三 世 (1572- 15 85)
に よ っ て再 開され 完成 した ｡ [Fig. 4 7] グ レ ゴリ ウス 十三 世 は 1 5 7 8年 , カ プラ ロ ー ラ
を訪れ フ ァ ル ネ - ゼ卿の 世界地 図を見学 して おり ､ 世界統治 をお こ なう宗教的 シ ン ボルと
し て の 地図の 重要性を認識 して い たと考え られ る ｡ フ ィ レン ツ ェ で 世 界地 図の 制 作 をおこ
な っ た地理学者イ グナ ツ イ オ ･ ダ ンテ イ は ､ 1 5 7 4年 に 宮廷 天 文学者と して の 地位 を剥奪
され フ ィ レ ン ツ ェ を追い 出された後, ボロ ー ニ ヤ 大学 で教鞭をとり数学を教 え て い た ｡ グ
レゴ リ ウス 十三 世 は､ 世界 地図制作に おい て実績の 持ち主 で満 っ た ダ ン テ イ を 1 5 8 0年に
ヴァ チ カ ン に 迎 え ､ イタ リ ア 全土 の 地図を制伸さ せ た ｡ ダン テ イ は 法皇 の た めにイ タ リア
の地 図 の連件 を考案した こ と を ､ 友人 の 地理 学者オル テ リ ウス へ の 手紙 で 述 べ い て る47｡
また法皇は 1 5 8 5年 に ロ ー マ を訪れた 天 正 EI本 遣欧使節 を地 図の 廻廊 へ 案内 して ロ ー マ 教
余 に よる宗教 的支配 をお こ なう領土 を披露 し ､ 世界地 図と イタ リア 全 土 の 地 図に 表象され
る宗教的支配権力を明示 した ｡ 48
最後に フ エ ル デ ィ ナ ン ド 一 世 の ｢数学の 間J 建 設に 大きな影響 を与 え た ､ 父 コ ジモ
ー 世 の 世界地 図装飾空間 に つ い て考察を行な う｡ 積極的な領 地拡大政 策を実践 し ､ ス ペイ
ン や ハ ブス ブルク 家な どの 強 国と良好な国際関係を築くな ど､ 優れ た政治 手腕 の 持ち 主で
あ っ た コ ジモ ー 世は ､ 地理学 に 強い 関心を持っ て い た . そ して 王 宮と して 用 い られ たパ ラ
46 cfr･S hulz
,
J･
,
La c & ztogT BIi
'
a tT B S C1
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E el r)
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m e DtO
l
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tal)
'
a n o
,
m ode n a,19 90,p.9 9; Patridge,L. ,19 95,p pA1 3- 4 41. また同 時代の 1570 年代に
パ ル マ の サ ン ー エ ヴ ァ ン ゲリス タ修 道院の 図書館に も世界地 図が制 作され て い る o
47M ila nesi, M ･ ,
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4 8 ヴァ チカ ンの 世界地 図制作 に つ い て ; Cfr･S hulz,Jリ
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ッ ッ ォ ･ ヴ ニ ッ キオ を世界地 図で 装飾する ｢地 図の 削 の制作を考案 し ､ 宮廷芸術家の ヴ
ァザ ー リが プロ グラム を作 成 した . その 際､ ペ ル
ー ジャ 出身の 宮廷彫刻家ヴイ ン チ ェ ン ツ
ォ ト ダ ン テ イ の 紹 介 で ､ ドメ･ = コ 会修道士 の 兄イ グナ ツ イ オ ･ ダ ン テ イ(1 5 36- 15 8 6)
49が
世界地図 の 製作者と して ペ ル
ー ジャ か ら招かれ ､ 四 壁 を覆うための世 界地 図を制作 した ｡
ダン テ イ は コ ジ モ ー 世 の 宮廷天 文学者の地位 に就き ､ 1 56 2年に フ ィ レン ツ ェ の サ ン タ
ー
マ リ ア ･ ノ ベ ッ ラ 聖堂の 修道 院へ 移 っ た . そ して r地図の 間+ の装飾 は､ ダン テ イ が フ ィ
レ ン ツ ェ に 到着 した 1 5 6 2年 か ら開始された o [Fig. 4 8+] [Fig･ 4 9]
部屋 の構成 は ､ まず大公 の 貴重 なコ レク シ ョ ン を収納するための 戸棚が四 壁に つ く
られ ､ 大きさが異 なる五 十七の 表扉 に 世界各地 の地 図が措か れた o ヴァ ザ
ー l)が 『芸術家
列伝』 に記 し た室 内装飾 プ ロ グラ ム で は ､ 実現に 至 らなか っ た天 井 の星座表や地球儀や 天
球儀 な どの 装飾 に つ い て も記 され て いる
50
o そして ク ラ ウデ ィ オ ･ ト ロ メ ー オ の世界 地図
を正 確 に複製したダン テ イ の 地図は ､ ヨ ー ロ ッ パ ､ ア ジア ､ ア メ リカ の 地図が各十四 枚 ､
ア フ リカ の 地図が十 一 枚 の 計五 十三 枚 で構成され て い た ｡ 世界地図で 飾られた 戸棚の 下 に
は ､ 地 図に 描か れた 土 地に 対応 して 動物や植物の 細密画 が描か れ
5 1
､ 戸棚 と天 井 と の 間 に
は宮廷画家ク リス ト ー フ ァ ノ 暮 デ ラル テ ィ ツ シモ が コ モ に あるパオ ロ
･ ジ ョ ー ヴィ オの コ
レク シ ョ ン を複製 した世 界中の 皇帝 ､ 王侯君主 ､ 古代の 英雄 を描 い た 約三 百 枚の 肖像画が
49 ペ ル ー ジ ャ の貴族の 家庭 に生 まれ たイ グナ ツ イ オ ･ ダン テ イ は ペ ル
ー ジャ か ら フ ィ レ
ン ツ ェ ヘ 移 っ た後 ､ ｢地 図の 間+ 装飾制作 の ほ か ､ 地 中海とア ドリア 海 を運河 で 結び ､ フ
ィ レン ツ ェ を商業中心都市 にす る計画を発案 したり ､ 1 5 6 9年 に 『ア ス トロ ラ
ー ペ の制 作
法 ､ 使用法(Tbattato dell
,
u s o etdella fabbn
.
ca dell
,
a stT OIpbI
･
0)』､ 1 571 年 に 『ピ エ ル ヴ
イ ン チ ェ ン ツ オ ー ダン テ イ ･ デ ･ リナル デ ィ に よ っ て 翻訳され章 に 釧ナられ たジ ョ ヴァ
ン
ニ ･ サク ロ ボス コ 氏の 天球(血 sfer Bdl
･
m e s e rGl
'
o v a n B l
'
Sa cr obo s c otT Bdott&, e m e ndata e
d1
･
st1
･
nta l
･
n c apjtoll
･
dB P7
･
e -
･
D C e Dt]
･
o Da nte de
,Rl
･
n Bldl)』を フ ィ レン ツ ェ で 出版 して い る o
またダ ン テ イ の 研究に強 い 関心 を示 した コ ジモ ー 世 は ､ 1 5 7 1年に は フ ィ レン ツ ェ の 数学
研究所 (Studio) の 代表者 に 任命 し ､ 更に 1 5 7 1年 7 月 2 日 の書簡で は ､ サ ンタ
･ マ リア .
ノ ベ ッ ラの 修道院か らパ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオ ヘ ､ ダン テ イ の 住居 を移す こ とが書 かれ て
い る . (Cfr:Tu r n e r,G. ,
"T he Flo r e ntin e w o rkshop of Gio v a nBattista Giu sti15 5 6･
･ 1 5 75'',
in 《Nu nciu s》 ,b d. 10,1 9 9 5,p p･1 3 1- 7 2;Ga mbi,L･ e Pin elli, A･(a c u r adi),La galle r]
'
a delle
ca rte ge ogT af7
･
che ]
･
D Vatlc a n o, m ode n a,1993,p p･83･9 6･;Allegri,E
･
･ ,
``Sala delle c a rte
ge ogr afiche
”
,
in Pala z z oI(ec ch
･
o eI Medl
'
c l
'
,
fir e n z e,1980･p p･303･313,304･)
50実現され なか っ たもの の ､ 部屋の 中央には十五 世紀に ロ レン ツ オ
･ デ ッ ラ ー ヴオ ル Jくイ
ァ が制 作 した 洋天 儀を設置 し ､ 地球儀と天 球儀も置 か れる予定であ っ た o (Ⅶ s a ri, Gリ ムβ
V1
'
te, V II, p p.633･636.)
61 M u c cini,U ., Pa l
･
n tln g Sc ulptu r e a nd a r ch
･
te ctu r e l
'
n PBla z z oWe cchl
'
0 0f Flo r e n ce,
fir e n z e
,
1 9 97
,p. 141.
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設置されて い た52｡
ヴ ァ ザ ー リに よれ ば ､ ｢地 図の 間+ は ｢天 上 の もの と 地 上 の もの を ､ 誤る こ となく
一 緒に 合わ せ た ､ トス カ - ナ 公 コ ジモ ー 世に よ っ て 考案され た素晴ら しい 創意
53+ で あL)､
｢宇宙 (コ ス モ Co s m o)+ の 名を持つ 君 主を称えた室内装飾で あっ た ｡ また コ ジモ
ー 世の
｢地図の 間+ は ､ 前述 した世界 地図装飾と は異 なり ､ 貴重 なコ レク シ ョ ン の 収納が 目的と
されたヴン ダ ー カ マ ー 的要素も持つ , コ ジモ ー 世 の ミク ロ コ ス モ ス で あっ た ｡ 世界 地囲の
制 作 はダン テ イ に よ っ て 三 十 二 枚が作 成され た後 ､ 1574 年 か ら地理 学者 ス テ
ー プ ア ノ .
ボン シ ニ ヨ ー リ(? - 1 589)- と制作者責任者 が交代 し 1 5 86 年に 完成 され て い る o
54
こ れまで 考察をお こ な っ た具体例 に よ っ て 明らか なよ うに ､ 十 六世 紀イタ リア で世
界地 図が室 内装飾と して 用 い られた理 由 と して ､ 世界地 図が政 治的 , 経済的 ､ 宗教的権力
の イメ ー ジと 結び つ い て い た こ とが挙 げられ る ｡ アル パ - ス も述 べ る よ うに ､ 地図 とは知
識 の 視覚化 で あり ､ 軍事活 動 ､ 情報収集 ､ 商業に 活用 され る実用的イ メ ー ジで ある
66
. そ
して 君主や宗教権 力者 に と っ て 地 図 は ､ 世 界に 対 する認識を示すもの で あり ､ 正 確な世界
認 識 を持 つ こ とに よ っ て 権 力者は政治経 済的ま た宗教 的 に世 界統治が可 能で ある こ と を表
象 して い たの で ある ｡
62 デ ラル テ ィ ツ シモ は パ オ ロ ･ ジ ョ ー ヴィ オが生 地 コ モ に 建設 した 私邸 に 蒐集され て い
る , 古代 およ び同時代 の 著名人 を描い た肖像画 コ レク シ ョ ン の 複製を制作 して い る ｡ デラ
ル テ ィ ツ シ モ の 制作過程は
.
. フ ィ レン ツ ェ 古文書館に 保管 され て い る書簡や ､ ヴ ァ ザ - リ
の 記 述 に よ っ て 明らか で あり ､ 『芸術家列伝』 第 二 版 が出版され た 15 6 8年まで に は 2 0 9
作 品が完成 して い た こ とが 明らか に な っ て い る ｡ またデ ラ ル テ ィ ツ シ モ は ､ コ ジモ ー 世の
み で はなく フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 や フ エ ル デ ィ ナ ン ド 一 世 か ら肖像画制作 の依頼をうけて い
るJム ∴ (A SP,M P2 38, fol.5;M P 24 1,Sol.6 6;M P414a,c. 1 121,･ M P4 1 7,c.457;M P4 30,c.356;
Va s ari,G. ,Le V1
'
te,ⅤⅠⅠ,1 90 6,p p.60 8- 610.)
58c fr.Va s ari
,
G.
,
id
,
ⅤⅠⅠ
,
190 6,p p.6 3 5- 6 36.
6 4 イ ヴナ ツ イ オ ･ ダ ン テ イ は ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 に 治世が 移 ると 間も なく 宮廷 天 文学
者 の 地位 を追 い 出され , ボ ロ ー ニ ヤ ヘ 移 っ た ｡ ボ ロ ー ニ ヤ で は パ レオ ッ テ ィ 枢機卿の 保護
を受 けつ つ ､ 大学で 数学 を教授 して い る ｡ また 15 7 年 に は ペ ル ー ジ ャ の 都市図 を制作 し ､
更 に 158 0年か ら法王 グレ ゴリ ウ ス 十 三 世の 依頼を受 けて ロ ー マ ヘ 居 を移 し ､ ヴ ァ チ カ ン
宮殿 の西廊下 の 装飾を担当 し､ 四 十枚 のイ タ リア 地 図を作成 して い る ｡ 一 方 ､ 新 しく 責任
者 に な っ たス チ ー フ ア ノ ･ボ ン シ ニ ヨ - リ は 157 5年 1 2月 31 日 に フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ･
メ デ ィ チ に 宮廷天 文学者 と して 招かれ た ｡ ボ ン シ ニ ヨ ー リ はま た 1 5 8 4年 に フ ラ ン チ ェ ス
コ 一 世に 献じた ､ ボナヴ ェ ン ト ウ - ラ ･ ピ ッ ロ カ ル ドの 銅版画 に よ る フ ィ レ ン ツ ェ の 鳥轍
図(No v ap ulcLe r n
'
m ae cl
'
F 1
'
tat)
'
s Elo rentla etopogT aPhl
'
B a C C U r at1
'
s slm edel1
'
n e ata)(1 2 5メ
138c m)を出版 して いる o (cfr. H eika mp, I)., 1970, p p.4･ 1 1.; (c at) EI
'
z･e D Ze e la To s c a n B
de )
'
Med1
'
c 1
'
n ell'Eu ropa del C7
'
D qu e C e nio, fir e n 2:e, 19 80, p.222.)
55AIpe r s,S., T H E A R T O F D E S C RI BI N G;u niv e r sty of C hic ago,1983(幸福輝 訳 『描写 の芸
術 一 十七 世紀の オラ ン ダ絵画』 あり な書房 1 9 9 3,■2 1 3- 2 2 7頁 .)
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2 - 5 . 肖像画 コ レク シ ョ ンの 展示
最後に コ ジモ ー 世 が コ レク シ ョ ン を始 め ､ フ エ ル デ ィ ナ ン ド
一 世に よ っ て ガッ レリ
- ア の 束廻廊に 展示 され た ､ 古 代と同時代の 偉人を描 い た肖像画 コ レク シ ョ ン に つ い て 考
察す る o [Fig. 5 0] こ の 肖像画群は コ ジモ
ー 世 が r地 図の 閤+ の装飾と して ､ 宮廷画 家
クリ ス ト ー フ ァ ノ . デ ラル テ ィ ツ シ モ に依頼した作 品群 で ある . そ して画家 は 1 5 5 2年 か
らコ モ の 私 邸に 展 示 され たパ オ 口 ･ ジ ョ
ー ヴィ が 6の 膨 大な肖像画 コ レク シ ョ ン の複製を
作成 し ､ メ デ ィ チ家 へ 送 っ て い る ○ 当時 ヨ
ー ロ ッ パ 王 侯 君主およ ぴ学者た ちの 間で ､ 古 代 ･
現代の 世界 各地の 偉人に つ い て 肖像画の挿絵 と共に 記 した ジ ョ
ー ヴィ オの 著作 『偉 人 ヘ の
賛辞 (Elogl& vl
･
r o n
･
m Bell
･
c a :Vl
･
ta e1:llu stTla m vl
'
r o - a)』(1 55 6初版) 57が広く普 及 し ､
ジ ョ ー ヴイ オの 私 邸に 蒐集された肖像画 を複製する こ と が流行 して い た ｡ デラ ル テ ィ ツ シ
モ は フ ラ ン チ ェ ス コ ー 世の 治下 で も肖像画の 制作 を続 け , 口 - マ で 枢機卿を務め て い た弟･
フ エ ル ディ ナ ン ドも私邸 の た め に肖像画の 制作 を依頼 して い る o [Fig･ 5 1]
十六 世紀に おい て 肖像 画コ レク シ ョ ン は ス テ イ タ ス シ ン ボル と して用 い られ て おり ､
王 侯君 主や富裕貴族階級ま た学者な どに蒐集された ○ 肖像画は数量 と優れ た自然模倣 の描
写が評価され ､ メ ダル や コ イ ン また壁画や絵画か ら写 し と られた古代の 偉人や ､ 実物模写
され た 同時代の 人 物が多数 蒐集され た ジ ョ ー ヴイ オの私 邸 は ､ コ レク シ ョ ン を複製するた
めに 派遣 され た多くの 画 家 たちの 訪問 を受 けて い た
58
o ジ ョ ー ヴ ィ オはリア リ ズム に こ だ
56 歴 史家パ オ ロ ･ ジ ョ - ヴィ オは生地 コ モ を中心に 活動 した医者 で ある ｡ また ロ
ー マ の 妄､
ク レメ ン ス 七世 に 仕 え ､ 1 5 2 8年に 司教に任命され て い る o 15 5 0年か らニ 年間は コ ジ モ
ー
世 の 賓客と して フ ィ レン ツ ェ に滞在 した o 152 0年代か ら四 百件 品ほ ど蒐集 された肖像画
コ レク シ ョ ン が始 められ て おり ､ 多国籍の さまざま な分 野で活 躍 した偉人や ブロ ンズ ィ
-
ノ や テ ィ ツ ツ イ ア ー ノ な どの 有名な画家が制作 した肖像画な どを蒐集 して いる o ジ ョ
ー ヴ
ィ ォ は ロ ー マ で 蒐 集 した コ レク シ ョ ン をまずフ ィ レ ン ツ ェ へ 移 し ､ その 後コ モ の 別荘 に 移
動さ せ て いる ｡ 1 5 3 7年か ら 三 年か けて北イタ リア の コ モ に コ レク シ ョ ン を展 示するため
の私 邸を建設 した ｡
67 ジ ョ ー ヴ ィ オの 著作 の 初版に は肖像画の 挿絵は用い られなか っ たが ､ 1 5 78 年版に は別
荘に 集め られ 展示 され た肖像画を版画に した挿絵が使用された o ジ ョ
ー ヴィ オ の 肖像 画 コ
レク シ ョ ン は チ ロ ル 公 フ エ ル デ ィ ナ ン ドニ 世をはじめ各地の 王 侯君主 が複製制 作を依頼 し ､
またア ル ドロ ヴァ ン デ ィ や オル テ リ ウス などの学者も複製を求 めた ｡
58 コ レク シ ョ ンの 複製依頼を した人物と して チ ロ ル 公 フ エ ル デ ィ ナ ン ド
一 世 (1 579) や
マ ン トヴァ 公 な ども挙げられる o (Aleci,L.,K ,
"Im age of identity :Italita nportr ait
c ollecio n s ofthefifte e nth a nd sixte e nth.c entu rie s
”
,
in The l
'
m age ofthe l
'
n dl
'
v l
'
du al
,
lo ndo n
,
1 998
, p.70.;De Ve c chi,L･ P･ ,
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” degli
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ゎ っ た肖像画 コ レク シ ョ ンをモ デル の 職種に よ っ て ､ (1) 過 去の 英 臥 (2) 同時代 の英
雄 ､ (3) 同時代の 芸術家 と学者 ､ (4) 聖職者と 王 侯君 主 ､ と大きく 四
つ に分 類して 展示
をお こ な っ た ｡
コ ジモ ー 世が ｢地図 の 間+ に 設置 した約三 百 作品 もの 肖像画 コ レク シ ョ ン に は ､ 世
界 各地の 偉人 ､ 知識人 ､ 王 侯君主 などが描か れた ｡ しか し コ レク シ ョ ン の 増加 に よ っ て展
示空間 が十分 で なくな っ た ため ､ フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世 は コ ジモ ー 世 の 死 後 (15 74)､ 王宮‾
と し て改築が進 められて い た ピ ッ テ ィ 宮殿 へ と コ レク シ ョ ン を移動 させ た ｡ 展示 法 に つ い
て はヴ ェ ネ ツ ィ ア 人ア ン ド レ ー ア , ペ ッ ツ ア
ー ノ の 記 述59で 述 べ られ るよう に ､ ジ ョ
ー ヴ
ィ ォの 肖像画 コ レク シ ョ ン と同様､ 肖像画群は職業別 に 大きく分 轄され展示 され て い た｡
1 5 85 年 に フ ィ レ ン ツ ェ を訪 問 し ピ ッ チ イ 宮殿 に 滞在 した天 正 日 本遣欧 使節は ､ 宮殿 の肖
像画 コ レク シ ョ ン 展示 に つ い て ｢ トコ 館 より 出で て 他 の 廊下 に 入る ｡ こ の 廊下 の 長さは
二 百バ ッ ソ あり ､ 頭上 左方 に ありて ､ キリ ス ト教徒 ､ ま た異 教徒 に て ､ 著名 なる ､ 銘記さ
る べ き諸王 の 肖像画あり ､ その 数 は百 五 十に 及び ､ 各そ の 下 方の 足許に 名 を記 したり ､ 他
の側 は 総て 古 き､ また新 しき大理石 の 彫像に て 埋 まりた り ､ 頗る見 事 に して 価値 嵩き物な
り ｡ 60+ と述 べ て い る ｡ なか で も注目す べ き展示 空 間 は ､ 古 代彫像な どの 芸術作 品が設置
され た最 も豪華な rニ ッ チ の 間+ で あり , メ デ ィ チ家
一 族と歴代の ロ ー マ 教皇 の 肖像画が
同 一 空間 に陳列されて い た o こ の 展示 は､ ハ ブス ブル ク 家と の繋が りを表す フ ラ ン チ ェ ス
コ
一 世の 正妻 ヨ ハ ンナ や ､ キ リス ト教 の最高権力者と して 教皇 とメ デ ィ チ 家 との 密接な関
係 を示 し ､ メ デ ィ チ 家の 政冶的宗教 的権 勢を表して い る .
さらに 新 トス カ ー ナ 大公 フ エ ル デ ィ ナ ン ド 一 世 は 1 5 9 1年に ､ ピ ッ チ イ 宮殿の 肖像
画 コ レク シ ョ ン をロ - マ で 蒐集 したみ ずか らの 肖像画 コ レク シ ョ ン ･ ･t 総合し ､ ガ ッ レリ I
ア の 束廻 廊の 桟に展示 した ｡ フ エ ル デ ィナ ン ド 一 世も また肖像画 コ レク シ ョ ン の 政治 的意
味 を認識して 蒐集活動 をお こ な っ て おり ､ ジ ョ ー ヴィ オが コ レク シ ョ ン を私 的書斎から ､
より開放的なコ モ の別 荘 へ と展示 空間を移動 した目 的と 同様 , より公 的 な空間 に 展示 する
Uo mini lllu stri”, in Om ag gJ O aTI
'
z l
'
B D O
,
mila n o
,
1 977
,p.89.; Ha skel,F. , H1
'
sto py a nd]
'
ts
l
'
m age; a rt& Bdthe 1
'
n te ppr etat1
'
o n ofthe pa st, yale u niv･ ,19 93((ed･)italia n a
1997),to rin o,p .39.)
悶 M osco,M . ,
"U n a "De s c ritio n edell'Ap pa r ato delle Sta n z edel Pala z z ode
' Pitti in
Fio r e n 2:a'',edita aVe n e 21ia n et1 5 7
''
, in 《Antichita Viva》 ,19 80,n .1,p p. 19･2 0.
6 0 『ル イ ス ･ フ ロ イ ス 編 遣 欧使節行記』 ,1 65･ 1 6 6衰 .
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こ とに よ つ て訪問者に トス カ
ー ナ大公 の威厳を顕 示 する こ とが重要 だ っ たの で ある61｡
1 5 89 年 か ら フ エ ル デ ィ ナ ン ド 一 世の もと で働 き ､ メ デ ィ チ 家の コ レク シ ョ ン の分
轄展示 を指揮 した フ ィ リ ツ ポ .
A ビガフ エ ツ タ (1 533- 1 604) に よれ ば ､ ｢ガ ッ レリ
ー ア に
は ､ 無数の 高価 で素 晴ら しい コ レク シ ョ ンが収 められ ､ 右側 の上 列 に は二 十 九枚の ロ
ー マ
教皇 と 十八 枚の 枢 機卿 の 肖像 臥 続い て フ ィ レ ン ツ ェ と シ エ ナ の 聖人 ､ 文学 者と思想 家と
歴史家 ､ 詩人の 肖像画 が置か れ た . 左側に は皇 帝, イタ リ ア各地の 大公 ､ 公 爵 ､ 君 主 ､ 侯
爵の 肖像画 が展示 され た o それか ら､ 東方の 君主 の 肖像画 ､ 隊長や戦 士 の肖像画が続い た ｡
更に , 四 枚 のイ ン ド, 新大 陸発見者 の 肖像画と画家 たちの 肖像画が並ん だ o [
-]+ 62とさ
れ ､ そ れ らの 肖像 酎 ま ｢階級 別 . 職業 別 ､ 出身地方 別に 分類+
6 3されて いた Q フ エ ル デ ィ
ナン ド 一 世 は ､ ガ ッ レリ
ー ア の長 い 廻 廊に陳列 された古代彫像コ レク シ ョ ンの 頭 上 に 三 百
枚以 上 の 肖像画 コ レク シ ョ ン を
一 同に 設置 し64､ トス カ ー ナ大公 国 と 古代との 連結性 ､ さ
らに肖像画に 描かれ た古代 ･ 同時代の 偉人や 文人 と精神 的繋がりを強調 し ､ 訪問者 を圧 倒
させ た の で ある ｡ また ､ パ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオ か らア ル ノ 河 へ 長く伸びる直線的 な廻廊
は ､ 肖像画 コ レク シ ョ ン の 数 を強調す るため に最 適な展示 空間で あっ たと い え る ｡
2 - 6 . ガ ッ レリ ー アが担 う政治的役割
こ の よう に ガ ッ レリ - ア は ､ メ デ ィ チ 家 が蒐 集 した芸術品 ､ 武具 , 宝飾物 ､ 古 代遺
物など珍 しく て貴重 なコ レク シ ョ ン を公 的空間に 展示 する こ と に より ､ トス カ
ー ナ大公 の
61 フ ェ ル デ ィ ナ ン ド 一 世 の 肖像画 コ レク シ ョ ン に つ い て は以下 を参照 o ;石utte r s, S 且,
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6 4 古 代彫像と偉人肖像画 コ レク シ ョ ン を同空間 に 設置する こ とに よ っ て ､ 古代 と同時代
の 双方 か らの メ ディ チ 家の 威光を表す方法は ､ フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世 によ っ て 既に ピ ッ テ イ
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権力や経済力 ､ 博学な知識と広い 関心を扱示す る空間 で あ
っ た ｡ ガ ッ レ リ ー ア の 創設者で
ぁるフ ラ ン チ ェ ス コ 一 世と コ レク シ ョ ン の 分類展示 を完成さ せ た フ
エ ル デ ィ ナ ン ト 世は､
ガッ レリ ー ア 内 に トリ ブ ー ナや室内劇場 な ど君主 に ふさわ し い空間を建設 し ､ 空中庭臥
優美なグ ロ テ ス ク 模様に よ る天 井画制伸 ､ 肖像画 コ レク シ ョ ン や地図装飾
に よ っ て 君 主に
相応 しい 展示法を思案 しなが ら ､ ガ ッ レリ
ー ア の 空 間構成 と室内装飾 をお こ な っ た o
また訪問者 に 開放され たガ ッ レリ
ー ア は ､ 展示され た コ レク シ ョ ン に よ っ て 観客を
魅了 し驚異させ た o さ らに ガ ッ レリ
ー ア の 名声 は訪問者の 記述 や 噂に よ っ て 広まり ､ トス
ヵ - ナ大 公 国の 文 化的な偉大 さをヨ ー ロ ッ パ 諸 国 に知 ら しめ るための 装置と して 機能 した
と い え る . す なわち トス カ ー ナ大公 国と い う小 規模な
一 都市 国家の 君 主 は芸術 を通 して ､
ス ペ イ ン をは じめ とす るヨ ー ロ ッ パ 諸国の 強国 に 対すて 文 化的優越性を示 した とい える o
宮殿 で お こ なわれ て い た展示 法 で ある ｡
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第三 節 プラ トリ
ー ノ - Arte ( Åエ 観) と Nattl r a(自然物) の屋外展示 -
3 - 1 . 庭園史に お ける プラ トリ - ノ の位置
古 代庭園 の 復活 にと も な い ､ 都市郊外 の 別荘(ヴィ ッ ラ)へ の 庭園造 成が十五 世紀か
ら王 侯 君主や富裕貴 族階級の 間 で 盛ん に お こ なわれ て い た ｡ 十五 世紀初期の ヴィ ッ ラ は農
業堆 営型 (Negotiu m)､ す なわち要塞 建築の 特徴 を持 つ 閉鎖的 な空間 で あり ､ メ デ ィ チ
家が建造 した別荘 の例をあげる ならば ､ ジ ョ ヴァ ン ニ
･ ピ ッ チ が ト レツ ビオ に造成 したヴ
ィ ッ ラ や ､ ジ ョ ヴァ ン ニ b デ ･ メ デ ィ チ がカ ッ プ ア ツ ジ ョ
ー ロ に建設 したも の が挙 げられ
る ｡ しか し十五 世紀中期以 降の ヴィ ッ ラ は古代文献 の記述 に よ り近 い 用途を持ち ､ 余暇的
琴素 を 持 つ 建造 物と して 建設 さ れ た o すなわ ち ヴ ィ ッ ラ は避 暑や訪 問客
の も て なす場
(otiu m) と して 利用され ､ 都市か ら容易 に通 え る距離 に建て られ た o
例 え ば フ ィ エ ー ゾレ の ヴィ ッ ラ ･ メ デ ィ チ は ､ フ ィ レ ン ツ ェ のパ ノ ラ マ を望む斜面
に作 られ た 階段 式の庭園をも つ ヴィ ッ ラで あり ､ 人文主 義者 たちが集会を開く場所 と して
提供されて い た . また コ ジモ I イ ル ･ ヴ ェ ッ キオ の 別荘カ レッ ジで も ､ 人文主義者 らが隻
ぅァ ッ ヵ デ ー ミア 活動が盛 ん に 行なわ れ ､ 古代の オテ ィ ウム が持 つ 趣 向的
. 遊 戯的要素を
持 つ ヴィ ッ ラの 建設 が行なわれた ｡ さらに ロ レン ツ オ
･ イ ル ･ マ ン ニ ー フ ィ コ が ジ ョ ヴァ
ン ニ ･ ダ ･ サ ン ガ ッ ロ に 遣 らせ たポ ッ ジ ョ
, ア ･ カイ ア ー ノ は ､ 占 レン ツ オの 古代建 築 -
の強 い 関心 が反 映され玄関 の 三 角形 破 風装飾 や地階と踊り場の 構造 など古 代建 築の要 素を
多用 し たヴィ ッ ラ が建て ら れた ｡
十大世紀に メ デ イ チ 家が造 成 したヴィ ッ ラ お よび庭園と して ､ まずコ ジモ
ー 世が 宮
廷建築家イ ル ･ トリ ー ボ ロ に 造成 を依頼したヴィ ッ ラ ･ デ イ 丁 カ ス テ ツ ロ があげられる ｡
ィ ル ･ トリ ー ボ ロ は調和 の 取れた幾何学的な地割の 中に 多くの 彫像を設置 し ､ グ ロ ツ タ(潤
窟意匠)に 水 力学技術 を用 い た噴水 を仕掛 ける意 匠 を制作 した ｡ さ ら に 庭園で は
コ ジモ ー
世が蒐集 した珍種の 植物の 蒐集 一 栽培が行 なわれ た ｡ またイ ル
･ トI) - ボ ロ は ､ エ レオノ
ー ラ ･ デ ィ ･ ト レ ドが新 しく購入 したピ ッ テ ィ 宮殿 の 背後に ､ 王 宮の ための 庭園を制作 し
て いる . ピッ チ イ 宮殿裏に 設 けられ たボ ー ポリ庭園の 主軸 には , コ ジモ
ー 世 に よる フ ィ レ
ン ツ ェ 統治 を海神ネ ッ トウ ー ル ノ に よ っ て表す噴水意 匠が設置 され たほ か ､ 1599 年に フ
ラ ン ドル画 家 ジ ュ ス ト ウ - テ ンズ に よる ル ネ ツ タ 画が示 すよ うに ､ ピ ッ テ ィ 宮殿 の 中庭
正 面 に は ､ コ ジモ ー 世が蒐集 し た珍種植物の コ レク シ ョ ン が栽培され て い た o [Fig･ 5 2】
さらに 十六世紀イタ リア 庭園の 特徴と して ､ 潤 模の増大と図像プロ グラム の使用が挙 げら
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れ る ｡ 王 侯君 主は広大な土地 に 多種の 植物コ レク シ ョ ン を展示 し ､ 施主 の 関心や 思想を表
す彫像や噴水意匠な ど様々 な芸術作品を用 いて 庭園を装飾 した ｡ それはすなわち屋外のヴ
ン ダ ー 力 マ ー 的要素を持 っ て い たと い え る ｡ そ して 十六世 紀後期に は ､ 庭園は客人 をもて
な し ､ 祝祭 を催す ための 公 開的 な演劇空間と して 活用 され るよう に なり ､ 施主 は庭園装飾
の豪曹と庭園空間の規模を相互 に競い 合う庭園造成をお こ な っ た ｡
こ の よ うな庭園史の 変遷 の 申 ､ トス カ ー ナ 大公 国の 摂政 フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 が造成
させ た プラ トリ ー ノ は ､ フ ィ レン ツ ェ か らボ ロ ー ニ ヤ ヘ 向か うヴィ ア ･ ボ ロ ネ ー ゼ を約六
マ イ ル (約九 . 六キ ロ メ ー トル) 北上 し ､ イタ リア 半島を縦断す るア ツ ペ ン ニ ー ノ 山脈の
麓 に建造され た ､ 十大 世紀最 大 の 規模を持 つ 庭園で ある ｡ 庭園造 成は 1 5 68 年に べ ネデ ッ
ト ･ ウグ ッ チ ヨ ー ニ か ら 3 0 0 0ス ク ー ディ で 購入 し た土 地 に ､ 翌年 の 1 5 69 年か ら宮廷
建築家 ブオ ン タ レン チ イ に よ っ て 開始 され ､ 十 五 年の 歳月 を経 て 完成され た65. イタ リア
の 一 都市 国家で ある トス カ - ナ 大公 国 が造成 した広大 な庭園 の 名声 は ､ 同時代 の ヨ ー ロ ッ
パ 諸国 中に 広ま り ､ 多くの 訪 問客 を迎 え て い る ｡
本節で は庭園の 立地や 庭園造成過 程 ､ 用 い られ た最新技術と その 意味 ､ 完成後の庭
園 の 特質と用途 に つ い て 考察 し ､ 最後 に庭園意 匠か ら プロ グラ ム の 解釈 を行 なう こ と に よ
っ て 庭園に 創造 された フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世の 世界像 を明 らか に する こ と を目的とす る o
3 - 2 . 庭園の 立地と規模の 意 味
都会 の 喧騒 か ら離れ ､ 北方 ヘ 往 来する フ ィ レ ン ツ ェ の 交易用幹線道路;G'J, に 造成
され た プラ トリ ー ノ の 立地の 特 徴と して 次の ニ 点が挙 げられ る ｡ 第 一 は ､ 庭園 が 1580 年
に プラ トリ ー ノ を訪 れたミ シ ェ ル . ド ･ モ ン テ ー ニ ュ が著書 『イタ リア 旅 行記』 で r大公
は ､ 不 便で 痩せ て い て 起伏が 多く ､ 水源を手 に入れ るため に 五 マ イル 遠く まで行 き ､ 砂と
石 灰 を取 得す るために 再び五 マ イ ル 先 まで行 かね ぱなら ない 土 地 をわ ざと選ん で い るの だ
ろう66+ と鋭く 指摘するよ う に ､ 水源が 非常 に乏 しい 土 地 を選 択 した こ とで ある . 通常 ､
68 プラ トリ ー ノ 造成 の総指揮をと っ た ベ ル ナル ド ･ ブオ ンタ レ ン テ ィ に 対 し ､ 庭園造成
中で ある 1 5 7 9年に 宮廷建築家 と して 与 え られ た給料は ､ 7 スク ー ディ で あっ た ｡ (ASP,
MP616,ど.375v.)
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庭園の重要 な構成要素で ある植物の 育成や , 噴水な どの 意匠設置の ために不可欠な水 は近
隣の水源を利用する ため ､ 豊富な水源を調達 できる立地が庭園造成に選 ばれる ｡ しか しフ
ラン チ ェ ス コ
一 世 が敢 えて ､ 庭園を造成する ため に膨大 な費用と高度な水 力学技術が不可
欠となる水源が乏 しい土地 を選 択した理由と して ､ トス カ
ー ナ大公 が他の者 が真似 できな
いような経済力と 技術 力を顕 示 する庭園の造成を欲 したと考え られる ｡ 更に ､ イタリ アの
南北を結ぷ幹線道 路沿 い に 庭園を造成する こ とに より通行者に庭園の外観を披露し ､ また
訪問者が訪れ 易い 場所 の 選択が行なわれた こ とが明 らか である ｡ すなわち フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世は ､ 静か な隠遁生 活を送 る ため に庭園を造成 したの では なく ､ トス カ
- ナ大公 が創設
する広大な庭園空 間を大勢に 披露 し ､ 訪問者に庭園の 内部を公 開して , 彼等 を驚嘆させ る
ために 庭園を造成 したの だと い う ことが出来る .
プラ トリ ー ノ は二 十 ヘ クタ ー ル の土 地 を利用 して造 られ ､ 同時代に 造成された ヴィ
ッ ラ p デス テ(テ イ ボリ ､ 2 ･ 8 ヘ クタ
ー ル)やヴィ ッ ラ ･ ディ ･ ラ ンチ (バ ニ ヤ イア ､ 1 ･
4 ヘ ク タ ー ル) などの 庭園 の 規模と比較する と､ その規模が極め て 大きな特徴で あ っ た こ
とが明 らか で ある ｡ プラ トリ ー ノ は ､ 十七世 紀フ ラ ン ス 王ル イ十四世がパ リ郊外に ヴ ェ ル
サイ ユ 宮苑を造 成す るま で ､ ヨ ー ロ ッ パ 最大の 規模を持つ 庭園であっ た o 1 5 8 5年に フ ィ
レ ン ツ ェ を訪問 し ､ 大公 か らプラ トリ
ー ノ へ 招待された四 人の天 正 日本遣欧大使の 旅記録
にも ､ ｢宛も森林 の 如 き広大 なる緑地あり [ -]+ と ､ プラ トリ
ー ンを庭園 の規模を超 えた
森林に 例 え て い る . そ の 姿はヴ ィ ッ ラ の外観図を描 い た素描か ら明らか なよ うに ､ オ リ
ー
ブなどの トス カ ー ナ地 方に 分布 する低木か ら構成される丘 陵地帯に ､ 北方 産の モ ミ の 禾で
庭園空間全 体を覆われ た フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の プラ トリ
ー ノ が突然視界に 飛び こ むと い う ､
特異な風景 を創造 し た . [Fig. 5 3] こ の 反自然的な風景 の造成の 中に も ､ フ ラ ンチ ェ ス
コ 一 世 の意 図が 示 されて い る . 中央イタ リ ア の植生に ない北方産の モ ミの 木 を植林する行
為とは ､ 自然 の植生 を変容 し ､ 新たな風土 を創造 する トス カ
ー ナ大公 の絶対的権 力を表す
行為で あり ､ また フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世がオ ー ス トリア ･ ハ ブス ブル ク家を訪問 した際 に初
めて 体験 した ､ ハ ブス･ブル ク 家の 宮廷文化と北 ヨ
ー ロ ッ パ の 自然の影響を見て とる こ とが
で きる ｡
cha u s
,
a a utr e s cinq mi 11e s･ C
,
est u nlie u, 1a, o血iln
'
y a rie nde plein e･ (M o ntaign e, M ･
D･
,1 74,p.83.(ed.)italia n a, V]
･
&g glojn Italj&, 19 9 1,p･ 1 3 0･)モ ン テ
ー ニ ュ は こ の 記述の 後､
プラ トリ ー ノ で 見学 し た水 と水力を用 い て創られ たグ ロ ツ タ意 匠の素晴ら し さに
つ い て述
べ ており , 水 源 をわざと遠 方 に求 め人 エ の 葉を披露した プラ トリ
ー ノ の造 成技術を賞賛 し
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更 に ヨ ー ロ ッ パ 最大 の 規模は トス カ ー ナ大公 の害の 大 きさを表 し ､ 訪問者を圧倒さ
せ驚異させ る こ とが意 図され て いた o 斜面 に造られ た庭園の 地割は ､ イタ リア 庭園の 典型
的 形態で ある高低 差を 利用 した階段庭園や ､ 最高地 に 位置す る邸 宅か ら下 方の 庭園を見下
ろ す形態 . 反対 に 底辺 に建造 され た邸宅 か ら上 方の 庭園 へ と展開する形 態 などで は なく ､
庭園空間 の中心 に邸 宅 を配 置 し ､ 境界線が 見え ぬ ほ ど広大な庭園 によ っ て 四方を囲む とい
う ､ 特徴的な地割で 構成され て いる ｡ こ の ような特徴的な地割は ､ 後に 考察する庭園意匠
と深 い 関連 を持 つ 図像 プロ グ ラム の解読 に よ っ て ､ その 意味を明らかに す る こ とが で きる ｡
3 - 8 . 庭園意 匠 噴水 ､ グ ロ ツ タ ､ 彫像
プラ トリ ー ノ で は ｢水+ が重要な役割を果た し ､ ニ 十を超 え る噴水 や水 力 を利 用 し
た 機械装置 が設置され て い た o 天 正 日 本遣欧大使の 記 緑で も プラ トリ ー ノ の水 力装置 を詳
細 に 説明 し高く評価 し て おり67､ また 『王 の 庭に つ い て(Del G1
'
& rd}
'
B Od)
'
trB Re)』 と題さ
れ た論考 を著 したア ゴ ス テ イ ー ノ ･ デル ･ リ ッ チ オ も ､ 王 の 庭に 相応 しい 装飾と して ､ プ
ラ トリ ー ノ の 水 力を利用 した グ ロ ツ タや噴水装飾 を詳細 に記述 して い る68.
しか し上 記 した モ ン テ ー ニ ュ の 記述 で 明 らか なよ うに ､ プラ トリ ー ノ に は 広大 な庭
園の 造成 に 必要 な水源 がなく ､ それを人 工 的に 供給する必要 があ っ た ｡ したが っ て , 庭園
に 設置 された機械装置 や水路 ､ 養魚池の ために必要 不 可 欠 な大量の 水 の確保は ､ ア ル ノ 河
の 治水事業の 総監 督技術者を務 め て い たブオ ン タ レ ンテ ィ が最 高の 水 力学 技術 を駆使 して
て い る ｡
67r更 に 一 層 の 爽涼の 気 を添ふ るた え に ､ 極め て 清別に つ い て水 量豊富なる ､ また趣 味 ､
情趣優 れ たる噴水 ニ 十 飴あり , しか し て ､ その 各の 噴水 に つ きて 人 エ の 巧 の 広きを見 る べ
し ､ 蓋 し奇を凝 ら し技 巧を蓋 して ､ 歩を進 むる毎に その 美麗 と優雅と に 心を奪はる るもの
ある を以 っ て なり ､ 噴流する水 ､ 時に は顔に ､ 時に は 背 に ､ またある と きは両脚の 間 に 注
がれ ､ 時と して 頭上 よ り雨 と注がれ ､ 避 けん とすれ ぱまた新た なる匿れ たる装置 に 逢 ひ て ､
逃避す る必要 あり し こ とも 度な りき ､ 噴水は構造極 めて 豪華に して ､ 高き債値を有す【 - ]+
68 デル ･ リ ッ チ オ (1 5 4 1- 598) は ､ サ ンタ ･ マ リ ア ･ ノ ヴ ェ ッ ラの 修 道士 で あり ､ 自然
物 に つ い て盛ん に 執筆活動 をお こ な っ て い る o (『鉱物史 ; 農業理論と実験(AgTIc oltu r a
te o zjc a eAgTIc oltu r a spe rlm e Dtata;Zs oto rla delle P1
'
etr e)』(15 97)) ま た､ 力 ジ ー ノ ･ デ
イ ･ サ ン ･ マ ル コ に 頻繁に 出入 し ､ エ 房の 職人に つ い て の 記述もお こ な っ て い るほ か ､ 『王
の 庭 に つ い て』 で は ､ 力 ジ ー ノ や プラ トリ ー ノ な ど君主 の庭園に 施され た装飾や植物 に つ
い て 言及 し つ つ ､ 王 に ふ さ わし い庭園 の 様々 な要素 に つ い て述 べ て い る ｡ (Del Ric cio,A. ,
”Del Gia rdin odiu n Re”, in D G]
'
a rdl
'
D OSto n
'
co zt&11
'
a n o,fir e n z e,198 1,p p.5- 123.)
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ぉ こな っ た ｡ 1577 年か ら始 め られた水管エ 事は ､ 十八 世紀半ばに ジ ュ ゼ ッ
ペ ･ ル ツ ジ ェ
～ リ によぅ て ､ 水源 で あるセ ナ
ー リオ山の 十 - カ 所か ら プラ トリ ー ノ まで 引か れた配 管図
と , 庭園内の 配管図が制作 され て おり ､ また九十メ
ー トル の高低さを持つ 庭園に は ､ 設置
された噴水に 用 い る水 力装置勧 ニ異なる配管が設置され て いた こ とが明らか に な っ て い る ｡
[Fig. 5 4] こ の よ う に遠 方から引 い た大量の 水を ､ 養魚池や機械装置 をは じめ とする遊
戯目的の ため に用し､る行 為 は ､ 技術と経済力をもつ 権力者の みが実現可能で あ っ た o 加 え
て トス カ - ナ大 公 フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世は ､ 洗練された芸術作 品と機械装置職人の 技術を披
露する目的 で ､ こ れ らの 水力装置と宮廷芸術家らが制伸 した彫像や古代彫像
コ レク シ ョ ン
を設置 して い る ｡
プラ トリ ー ノ に は ｢水の 戯れ(Gio chi d
･Acqu a)+ と呼 ばれる ､ 様 々な水仕掛け装置
が設置され た o 例 え ば ､ 水 力 に よ っ て トラ ン
ペ ッ トを演奏 し羽根を自在に 動かす く名声)
の寓意像や ､ グ ロ ツ タ と呼 ばれ る洞窟の中に 足を踏み 入れると ､ 階段
か ら突然水が噴 き出
して 訪問者 をずぶ濡れ に し ､ 洞窟内のク ピ
ー ドの 彫像に 近づく と手 に持っ た松明か ら水 を
浴びせ られ ､ さ らに べ ン チ に 座ると再び水の 噴射攻撃を受ける 《ク
ピ ー ドの グE]ツ タ》や ､
ニ ン フ 像 とア ポ ロ - ン像 が設置 され水力 に よ っ てオル ガン を奏でる 《
パル ナ ッ ソス 山》 な
ど､ 趣向を凝 ら した装置 が庭園に 設置 されて い た o また ､ これらの高度な技術 を駆使
した
噴水装置 を操るた めに ､ 多数の 技師が プラ トリ
ー ノ 造成に参加 した ｡ ブオ ンタ レ ンチ イ を
筆頭に ボナヴ ェ ン トウ ー ラ ･ ダ ･ オル ヴィ エ
ー ト ､ ジロ ー ラ モ ･ ダ リ 汁 )レマ ､ ア レ ツ サ
ン ド口 ･ ブ ラ ン チ - ニ ､ トン マ ー ゾ ･ フ ラ ンチ
- ニ
､
コ ジモ ･ ロ ッ テ イ ､ ヴ ェ ン 卜 ウ
ー ラ ･
ダ I J(}i/ - ア な どが噴水仕 掛けを制作 して い た o そ して これ らの 噴水装置
は ､ その規模
と複雑 さ ､ 創意 と壮麗さ に よ っ て ヨ
ー ロ ッ パ 中に名声が広まり ､ 模倣された ｡ 更 に , フ ィ
レン ツ ェ の 技術 者たち が持つ 高 い技術力 は他の ヨ
ー ロ ッ パの 宮廷か ら求め られ ､ コ ジモ
･
ロ ッ テ イ は ス ペ イ ンの 王専属 噴水技術者6
9とし て ､ フ ラ ン チ ー ニ 兄弟は フ ラ ン ス 王 の ｢噴
か グロ ツ タ 制件 の 総監督者(inte nde nt ge ne r al desfo ntain e
s et gr otte Sdu Roy)+
70と
69 ロ ッ テ イ は 1 628 年 に ス ペ イ ン にわた り フ ェ リ
ペ 四世 のも とで ､ ア ルカサ
ー ル やカ ー
ザ ･ デル ･ カ ン ポ, ブ エ ン ･ リ テ ィ ー ロ の 庭園装飾 などで活躍 した o
70 ァ ル ドロ ヴァ ン ディ や A. デル ･ リ ッ チ オの 著作に も有能な技術
者と して記 された トン
マ ー ゾ ･ フ ラ ン チ ー ニ は 兄 弟と共に フ ラ ン ス
へ わたり ､ サ ン ジ ェ ル マ ン ･ エ ン
･ ロ ワ ､ ル
クセ ン ブル ク 宮苑 ､ フ ォ ン テ ー ヌ ブ ロ
ー などで噴水制作 をお こ な っ た a(cfr,M o u s st,A･ ,Le e
Fr a DCl
･
D e, C r占atu r s c e s e au zde v ep s Bl
･
11e s, ]
･
Dte Dda ntdo s e BU Xfontal
'
n e sdefT an C ede
1 6 2 8a 1 78 6
, pa ris, 1 930,p p･3
-53一)
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して 活 躍 して い る ｡ また フ ィ レ ン ツ ェ 出身の 技術者が他の 宮廷で 仕事を依輯され る際には､
技術者を保護する トス カ ー ナ 大公 を通 して申 し出され る場合も多く ､ 技術者の派 遣は 一 つ
の 外 交政策と して も お こ なわれ て い た ｡ すなわち ､ フ ィ レ ンツ ェ の技術 者の 海外に おける
活 躍 と は ､ トス カ ー ナ大 公 国 の技術 レ ベ ル の 高さを他国 に理 解､ 納得 させ る有効な手 段で
もあ っ た の で ある ｡
ま た庭 園に は多数の 彫像作品が設置された ｡ まず 1569 年に ピウス 五 世か らフ ラン
チ ェ ス コ 一 世 に贈 られ た 三 十 ニ 体の 古代彫像は . プ ラ トリ ー ノ - の 入口 か ら邸 宅正 面 ヘ 進
む道 で 真っ 先に 視界 に 入 る意 匠で ある ｡ それ らは長方形 の 草原 の 両側 に 造られ た ニ ッ チに
設 置 され ､ 古代の 栄 光と メ デ ィ チ 家と の密接な繋 がり を強調 して い る ｡ またジ ャ ン ボロ ー
ニ ヤ の 《ア ツ ペ ン ニ ー ノ》 像や 《サ テ ユ ロ ス》 像 ､ ア ツ マ ン ナ ー テ ィ の 《ユ ノ ー 》､ 《アル
ノ 河》､ 《パ ル ナ ッ ス ス の 泉》､ 《賢 明》､ 《フ ィ レン ツ ェ》､ ニ 羽 の 《孔雀》 か ら構成 される
立体型彫像 群 , ヴ イ ン チ ェ ン ツ オ . ダ ン テ イ の 《ペ ル セ ウ ス》 像な どは ､ 噴水や 機械装置
を利 用 した 庭園意 匠と して 用 い られ て い た ｡
プラ トリ ー ノ は ､ 施主 が移 り変わる度に装飾に 変更が加 え られ ､ 特に 十九世紀 に英
国 式庭 園 ヘ と改造 され た後は 当 時の 面影を失 っ て し ま っ た ため , 十大世紀末 に 設置 された
彫像 を特 定する こ と は 困難 だが ､ フ ラ ン ドル 画家 G. ウ - テ ン ズが 1 59 9年 に描 い た 《プ
ラ トリ ー ノ》 の ル ネ ッ タ画 か ら ､ プラ トリ ー ノ は そ の 他 にも 多数の 彫像に よ っ て 装飾 され
て い た こ とが 明らか で ある ｡ こ れ らの 芸術作品と高度な機械 ･ 水力技術 は ､ 広大 な敷地に
蒐集さ れ た自然物の コ レク シ ョ ン と ともに 君主を賞賛す る 一 要 素と して の役 割を担 っ て い
た o [Fig. 5 5]
3 - 4 . 動植物コ レク シ ョ ン の 屋外 展示
プラ トリ ー ノ は ､ 画家 ジ ョ ヴァ ン ニ ･ グ エ ツ ラ(1 5 4 4- 16 1 8)7 1が描い た噴水 や グロ
ツ タ な どの庭園意 匠の 素描で も 明らか なよう に ､ 彫像 や 古 代美術品 などの 芸術作 品 コ レク
シ ョ ン や水 力学技術や機械装置 な ど人間の 技術 を披幕す る場で あり ､ また同時 に施主 プ ラ
7 1 モ デ ナ出身の 画家 ジ ョ ヴァ ン ニ ･ グ エ ツ ラ は 15 6 2年か ら ロ ー マ で制作活動 をお こ なっ
て い る o アル ベ ル テ ィ ー ナ 図書館(ウ ィ ー ン)に 収蔵され る素描コ レク シ ョ ン は ､ グ エ ツ ラ
が訪 問 し たイ タリ ア の ヴィ ッ ラ ､ 庭 園 ､ 噴水な どが数 多く 描か れて い る ｡
9 2
ンチ ェ ス コ
- 世が世 界各地 か ら蒐集 した動埴物の コ レク シ ョ ン を展示 し ､ 飼育 場 培する
空間と して も活 用され た o
｢青々 と 続く 欝蒼t Lたモ ミの 木 々が ､ 永遠 の春を創造して いる o 森の中 には ､ た
くさん の 野生動物 が閉 じ込め られ て おり ､ 複雑に交わ っ た道は 並外れた喜
びを与え てくれ
る o[･ ･･]J
72とプラ トリ - ノ の 自然 に つ い て 記すス グリ ツリの言葉か らも明らか なよ うに ､
庭園で は狩猟が禁止 され ､ 鹿 ､ イ ノ シ シ ､ 兎 ､ ネズミ やキジな
どが放 し飼い で飼育されて
いた ｡ また トス カ
- ナ 大公 が邸 宅から鳥が奏でる音楽を楽しむた めに造 っ た長さ五 十ブラ
ッ チ ャ 73､ 幅 二 十 ブラ ツ チ ャ の 大 鳥舎の 内部に は ､ 月桂樹などの 常緑樹
が植え られ , 大 き
な水飲み 場 も設 け られ た ○ 細 い 銅線の網 で覆われ たその 大規模な鳥小 屋
で は ､ 君主 が蒐集
した高価 で 珍 し い 世界 中の 鳥類が自由に 行動で きる ように放し飼
いされて い た o また モ ン
テ ー ニ ュ が ｢大 きく て 素晴ら しい鳥舎+ で 見た
｢孔雀の ように長 い 尾をも つ ゴ シキ ヒ ワ に
似た小鳥+ 74臥 恐 らく フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世 に依棟され プラ トリ ー ノ の 鳥簸コ レク シ ョ ン
の細密画 を描 い たヤ コ *
o
, リ ゴ ッ ツ イ が制作 した 《テ ン ニ ン チ ョ ウ (Vedov aPa r adi
s e a)》
で あろ う と考 え られ ､ リ ゴ ッ ツ イ が制 作 した動植物画 【1 9
5 80 rn】[Fig･ 8 1] が葉物 を
モ デル に 描か れ た こ と を示 して い る o
また 庭園南方 に は ､ 水路と三 つ の 大養魚池 がつ くられ珍
し い甲殻類や 魚類などの水
棲動物 コ レク シ ョ ン が飼 育され て い た
75
o 養魚池 は古代 ロ
ー マ 時代 の ヴイ ツ ラ に おい て も
権力 と地位 の 象徴 と考 え られ て おり ､ ｢海 洋 魚の 養魚池
は より 一 層目を楽 し ませ て くれ
る+ と述 べ た古代 ロ
ー マ の 農学者 り 口 の 記述は ､ 養魚池が美的装飾品
と して 用 い られて い
た こ と を表 して い る . 76
さ らに ､ 庭園に は植物学に弓削､関心を持 つ フ ラ ンチ
ェ ス コ - 世の植物 コ レク シ ョ ン
も栽培され て い た o 特に 貴重 な植物が栽培され て
い たの は ､ r秘園(il Gia rdin oSegr e七o)+
と呼ばれた邸 宅に 接続 し た小空間で ある ｡ 大鳥舎の
上 部 ､ 邸宅の 束真横に位置 する高 塀に
72"ilc o ntin u o v erdeg gl a rde
,folti abetiqua fa n n oete r n ola Prim
a v e r a･ I bo s chi, che
n el lo ltO S en O gr a n n u m e r Odis elv ag gl
a nim alir ac chiudo n o, s om miistT a n O C O
' 1o r o
in vilup pati a ndari u n diletto n o n o
rdin a rio･[･ ･ ･]
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'
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l
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囲われ たオル トウ ス B コ ン クル ス ス に は ､ 数多くの 珍種の 草花 が整形庭園の 花 壇に 栽培さ
れ て い た ｡ またナル キ ッ ソス の 彫像が置 かれ た高価 な貴石 と真珠母見 で つ く られた噴水も
設 置 された ｡ 77
こ の ように 庭園で飼 育 I 栽培され た珍 し い動植物 コ レク シ ョ ンは ､ 美 術品 コ レクシ
ョ ン に み られ る政治 的意 味 の考察 で 明らか に し たと おり ､君主 の権 力を示 す表象 で あ っ た ｡
フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は 庭園 の訪問者 に 大公 の 貴重 な自然物コ レク シ ョ ンを披露し ､ また狩
猟や 祝祭をお こ なう会場と して 利用 して ､ 観客を驚異 させ たの で ある 0 78
3 - 5 . 屋外 展示 空 間 と して の プラ トリ ー ノ
以 上 の 考察 か ら ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 が十五 年の 歳月 をか けて 造成 した 庭園 プラト
リ ー ノ は ､ 歴史家 が述 べ るよ う な ｢政治 か ら逃れ るた め に 隠遁 した 隠れ 家+ 79や ､ ｢愛人
か ら正 妻 に な っ た ビア ン 力 ･ カ ッ ペ ッ 口 と過 ごすため の 豪曹な別荘+ 8 0で はなく ､ む しろ
77 デル ･ リ ッ チ オ は 『王 の 庭園に つ い て(fl Gl
'
a rdl
'
n od)
'
u n Re)』 の 中で ､ 珍種植物の 栽
培法 に つ い ても 言及 して い る ｡ 十 大世 紀､ 宮廷や学者 間で 熱心 に蒐集 され た珍種植物は大
変高価 で あり ､ 多種の 植物 コ レク シ ョ ン は ス テ ー タ ス ･ シ ンボ ル に な っ て い た ｡ フ ラ ンチ
ェ ス コ 一 世 は ､ ボ ロ ー ニ ヤ の 博物学者 U. ア ル ドロ ヴァ ンデ ィ や 弟の フ エ ル ディ ナン ド 一
世 ､ 他 の 宮廷 間と 頻繁に コ レク シ ョ ン の 交換をお こ な い ､ 更 に東方 や 新大陸 ヘ 行く フ ィ レ
ン ツ ェ 商 人 に珍 種植物 の購入 依頼 をお こ な っ て い る ｡
78野 生動物 を飼育 する フ ィ レ ン ツ ェ の動 物園 は ､ 十 五 世紀に は パ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオの
裏側 に あり ライ オ ン な どを飼育 して い たが ､ コ ジモ ー 世がお こ な っ たパ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ
キオ の増 改築に と もな っ て ､ 1 5 5 5年に サ ン ･ マ ル コ に 移された ｡ (1 77 年まで 存続) フ
ィ レ ンツ ェ の 訪問者は ､ 君主 の 珍種動物コ レク シ ョ ン を鑑賞 し ､ また劇 場 で猛 獣を闘わせ
たり 競馬 をす るな ど娯 楽を楽 しん だ ｡ また動物 は公 的な祝祭の 際 にも 活用 され ､ 1 5 65年
の フ ラ ンチ ェ ス コ - 世 とヨ ハ ン ナ ･ デ ･ オ - ス トリ ア との結婚祝祭 の ス ペ クタク ル に も小
動物が使われ た ｡ 祝祭 に お ける動物の 利用 は､ 古代 ロ ー マ 時代 に お こ なわれ た祝祭を模倣
したもの で あ っ た ｡ またメ デ ィ チ 家君主 に よ っ て弗繁に 催され た狩猟 は ､ フ ィ レン ツ ェ の
聖人 サ ン ･ ジ ョ ヴァ ン ニ の 祝日 や フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 と ビア ン 力 ･ カ ッ ペ ッ 口(1 57 9)の結
婚 式 , そ して フ ェ ル デ ィ ナ ン ド 一 世と ク リ ス テ ィ ー ナ ･ 口 レ ー ナ との 結婚 式(1 589)な どの
祝祭の 一 つ と して 用 い られた . (cfr. M o ntaign e, M .I). ,1 7 7 4,p.8 5.; Del Ric cio,A. , 1981,
p p･1 13･ 1 23･; La z z a r o,C. ,
``Anim als a sCultu r al Sign s; a M edici Me nage riein the Gr otto
atCa stello” ,in RefTa m Z
'
D g the z
･
e D al
'
s s a n c e.
･
1′お u alc ultu r e 1
'
D Eu r ope a nd Lat1
'
n
A m e n
'
c a
,
1 450･ 165 0,Y ale U niv･pr e s s,1 9 9 5,p p･ 2 1 9･227.; Heika mp. D. ,1 9 7,p.4 3 7.)
79Battisti,E･,1 989,p p･27 6- 7･;Ve sta, F･ , Spa zlo eA llego yl
'
a D elgla l･dl
'
B O m a n l
'
e r s l
･
ta,
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社会的･中 政治的に 公 開され た君 主の ヴィ ッ ラ だ っ た こ とが明らか である
8 1
c そし て フ ラ ン
チ ェ ス コ
一 世が造成 した屋外 展示空間は ､ 富と権力を顕示するの 目的で 造られた 膨大なコ
レクシ ョ ン 展 示 空間 で あるこ とが ､ 庭園の 規模と立地の 考察 によ っ て明らか にする こ と が
できた o また ブオ ンタ レ ンチ イ が 建設を担当 した壮麗な邸宅に つ い て , モ ンテ
ー ニ ュ は｢邸
宅には調度 品が 備え られ た部屋が実に 百二 十も あ っ た+
82と記して いる ｡ この ように ､ フ
ラ ンチ ェ ス コ
一 世 に 招待され た訪問客等は トス カ - ナ大公 の庭園 の壮麗さを記述 し ､ 君主
の文化的名声を高め るため の有効な文化的戦略と して 利用された ｡
ヨ ー ロ ッ パ の 強国か ら比 べ ると ､ 絶対 王政 的な君主制 へ の 政策が始 め られたばかり
の小 規模な 国家で あり ､ ス ペ イ ン の傘下 で成立 した 都市国家で あっ た トス カ
ー ナ 大公 国が ､
ヨ ー ロ ッ パ で 最 も広 大で ､ 最も豪曹 な庭園を造成 した 目的とは ､ 高度な技術と 高価な人 工
物 ･ 自然物の コ レク シ ョ ン に よ っ て ､ トス カ
ー ナ 大公が持つ富と文化的優越性を強調 し ､
大公 国と し て他の ヨ ー ロ ッ パ 諸国 と同等の絶対的権力を主張するため で あっ たと考え られ
る ｡
3 - 6 . 庭園 プ ラ トリ ー ノ の 図像 プロ グラム 解釈
プラ トリ ー ノ の 先行研究は ､ 第 一 次史料の 研究や庭園 プロ グラム の 解釈 ､ 庭園意匠
に つ い て の 考察な ど ､ 多様 な視 点か ら お こ なわれた厚い 研究史がある ｡ し か しヴイ ン チ ェ
ン ツオ ･ ボル ギ ー ニ がス トウ デイ オ ー ロ の ため に制伸 した図像プロ グラム の ように ､ 意匠
の意 味と空 間全体の 主題を解読するための史料や図像 プロ グラム の考案者が不 明
であるた
め ､ 庭園意 匠の 解釈 は 部分 的に の み おこ なわれ ､ 庭園空間の意味解釈は ほ とん どお
こ なわ
れ て い な い ｡ そ して プラ トリ
ー ノ は ､ 君主が遊戯的な臼的で造 成した娯楽空 間と して 語ら
れ る こ とが 多く ､ フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世が熱中 した錬金術 の影響や庭園意 匠の 図像的意味を
解読する研究は行 なわれ て い ない ｡
81 プラ トリ ー ノ は海外 か らの 訪問客 に対 して 公 開されただけ ではなく ､ 聖ク
レ ツ シ祭 の
日 に限 り ､ 正 装をする こ とを条件に 全て の 者に 君主の 庭園が解放され
た ｡
(Za nghe ri,L‥ 1 9 8 7,p.4 5･)
82M o ntaign e,M .D･ ,1 9 9 1,p･1 3 0･; 天 正 日本遣欧使節は ､
プラ トリ ー ノ の記 述をまず邸宅か
ら始め て い る ｡ ｢我等観た る プロ ト リム と 呼ぱるる こ の館は ､ 五階を有 し ､ 各階轟
に十四
室あり ､ 各室毎 に 華麗 なる寝室 ､ 小 卓 ､ 椅子 を備 ヘ ､ また見事なる壁布
に飾 られたり ､[･ -】+
と 記 して い る . (『ル イ ス 暮 フ ロ イ ス 編遣欧使節行記』 1 6 2頁)
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例 をあげれば ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世の 文 化事業を研究 した L. ベ ル テ ィ や E. バ ッチ
ィ ス タ の 先行研 究83で は ､ 唯 一 現 存す る プラ ト リ ー ノ の 各庭園意 匠の 図像解釈の 同時代史
料で ある ､ 哲学者フ ラ ン チ ェ ス コ b ヴ ィ エ I J)に よる 『プラ トリ
ー ノ と愛 の 驚異 なる作品
に つ い て(Belle m e r a vlgll
'
o s e opere d)
'
PT BtOll
'
} 1 0 aA m oz･e)』 (fir e nz e1 586) の 意味解釈の
必然性と典拠を否定 し ､ プラ トリ ー ノ の 庭園意匠が技術 的発 想 と空想 的気ま ぐれ に よ っ て
造られ たもの で あると 述 べ ､ 図像 プロ グラ ム の 解釈の 可能性 に対 し消極 的な立場 を示 して
い る ｡ 一 方 ､ プ ラ トリ ー ノ を同時代史料に よ っ て 再構成 した L.ザ ン ゲ リ は ､ フ ラ ン チ ェ
ス コ 一 世が行 な っ たス トウ デ ィ オ ー ロ 建 造や祝祭芸術 な どの 文 化政策 を考慮 し ､ プラ トリ
ー ノ に も図像 プ ロ グラム は存在 する はずで あると い う見 解を示 して ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世
の 錬金術 へ の 関心や 図像の 意 味の 考察 した庭園 プロ グラ ム の 解釈 を お こ な っ て い るが ､ 部
分 的で あり全体 の プ ロ グラム は 明 らか に されて い ない ｡
8 4
筆者 は ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世が 造成させ た プラ トリ ー ノ の 各庭園意 匠は 象徴的意味
をも っ て 配 置され ､ それ を解 読す る こ とに よ っ て 図像 プロ グラ ム を明らか に で きる と考え
る ｡ また プラ トリ ー ノ は先 行研究 に おい て ｢デ ィ ズ ニ ー ラ ン ドの 先駆 け8 5+ や ｢機械的な
遊園 地86+ な どと解釈され た よ うな遊戯 的 ･ 空想的空間で は なく ､ 大 公 フ ラ ン チ ェ ス コ 一
世 の世 界像が庭園意匠 ､ 地割 ､ コ レク シ ョ ンや機械装置 な ど様 々 な要素を用い て 表象 され
て い る空間 で あると考える ｡
し たが っ て次 に ､ プラ トリ ー ノ の 庭園意 匠 に見 られ る古代 ロ ー マ 皇 帝の 庭園 の 影響
に つ い て 考察 し ､ 第二 に プラ トリ ー ノ の 庭園意 匠 の図像解 釈 を行 な い , 図像プロ グラ ム の
分析 をお こ なう ｡
【古代 庭園の 影響】
十五 世 紀 の 人文 主義者 の 貢献に よ っ て ､ 文 学や思想 な ど様 々 な分野 で古 代文化の復
興 が行 なわ れ る中で ､ 古代 ロ ー マ 時代 の ヴィ ッ ラ に 関連す る文献も相 次 い で 出版 され ､ ル
ネサ ン ス の 別荘 建築に 強い 影響を与 え た ｡ 十五 ､ 十六 世紀 の 建築家 は , ヴィ ッ ラ に 古代ロ
83Beti
,
L
リ
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8 4za nghe ri,L･ , PT atOll
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- マ 時代に造られ た趣向的遊 戯的空間で あるオテ ィ ウム (Otiu血) を復元 しようと試み ､
古代文献に記され たヴィ ッ ラの 要素を取り入れた ｡ その なか でも特に大きな影響力を持 っ
てい た文献と して あげられる の は ､ 古 代 ロ ー マ の 農業論 の代表作である M . カ ト ー の 『農
業に つ いて (D e Re R u stlc a)』､ M ･ り 口 の 『農業論 (Re s Ru st1
'
c a e)』､ J･ コ ル メ ッ ラの
『農業論 (Re s R u stl
'
c a)』 の 三 作で あり , 14 72年 にヴェ ネツ ィ ア で出版され て い る o こ
れらの著作 で は古 代 ロ ー マ 時代の ヴィ ッ ラ や庭園 に つ いて詳細に記述され て おり ､ 十五世
紀末以降の ヴ ィ ッ ラ造成 に お い てマ ニ ュ ア ル 的な役割を果たし た｡ その他 1498 年にボロ
ー ニ ヤ で 出版 され た小 プリ ニ ウ ス の 『書簡集(Epl
'
stla e)』 に は ､ プリ ニ ウス が造成 した 二
っ の ヴ イ ツ ラ に つ い て 詳 しく述 べ られ て おり ､ 14 8 6年に出版されたウ イ トルウ ィ ウス の
『建築審 (De Arch)
'
te ctLZr aLl
'
bn
'
De c e m)』 も古 代建築の威厳を借りたヴィ ッ ラ 建築が涜
行 して い た 十六世紀 の 建築に 大きな影響を与え た o また ､ 別荘や庭園造成 に関する同時代
文献と し て ､ 1 485年 に フ ィ レ ン ツ ェ か ら出版され た レオ ン ･ バ ッ チ イ ス タ ･ ア ル ベ ルテ
ィ の 『建築論 (De z･e a edlfI
'
c ato n
'
a)』 が挙 げられ る ｡ 別荘建築に強い 関 心を示 したジ ョ
ヴァ ン イ ･ デ ･ メ デ ィ チ は上 記 した文献の マ ニ ュ ス クリ プトを蒐集 し , E)レ ン ツ オ
･ イ ル .
マ ン ニ ー フ ィ コ も またア ル ベ ル テ ィ の 著書を所有 して い た こ とが明らか に な っ て い る ｡
古典 の 翻訳 出版に 加 え , 十五 ､ 十六世紀 の イタ リア庭園様式に重大 な影響を与えた
出来事は ､ 古代 ロ ー マ 皇帝 の ヴイ ツ ラや 宮殿 の発掘で ある ○ なか でも彫刻 家や画家に も強
い影響を与 えた遺 跡は ､ ロ ー マ 郊外テ ィ ヴオ リで発掘されたハ ドリア ヌ ス 帝の ヴィ ッ ラ で
ある o ヴィ ッ ラ は ､ 四 十 一 才 で ロ ー マ 皇帝の 座に つ い た ハ ドリ アヌ ス 蘇(76
-1 3 8)が ､ 査察
の ため に 訪問 した様 々 な領土 国の 想い 出を記念する庭園意匠を遣らせ ､ 1 2 0ヘ クタ
ー ル
以上 の 広大な敷地87に 設置 さ せ た別荘で あり ､ ギリ シ ャ 劇場､ 養魚池 ､ グロ
i
yタ ､ 浴場 ､
カ ノ ブス ､ ニ ン フ ェ オ , 図書館な ど､ ル ネサ ン ス 庭園で 流行した建築物的要素や意 匠の源
となっ た ｡ さ らに ､ 少な く と も 2 5 0体の彫像を は じめ と する ､ 多くの 芸術作品が広大な
空間を装飾した ｡ 十五 世紀に 人文主義者 がこ のヴィ ッ ラ に注目 し ､ 訪問 したピウ ス ニ 世が
古代美術品 を蒐集する 目的で 発掘を始め た o その 後もア レ ツ サ ン ドロ
･ フ ァ ル ネ ー ゼ枢機
卿 ､ イ ッ ポ ー リ ト ･ デス テ 枢機卿によ っ て 大規模な発掘が続けられ ､ 十六世紀半ば にデス
テ枢機卿の もと で 155 0年 か ら 1 5 6 8年まで 発掘調査をお こ なっ た ､ 建築家兼古代研究家
87
今日 まで 発掘 が完成 して い るの は 1 2 0ヘ クタ
ー ル で あるが ､ ヴィ セ ン テ ィ ー ニ は ヴィ
ッ ラ の敷地に つ い て 2 0 0ヘ クタ ー ル ほ どの 規模を持 っ て い たと して い る o(Vis e nti
ni
,
M ･ A･
,
La V]
･
11a l
･
D Ztall
･
a ･ QLZ attT OC e DtO eC]
･
DqU e C e ntO･ mi 1a n o,1 9 9 5,p･ 30･)
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の ピ ッ ロ ･ リ ゴ ー リオ(約 1 5 1 0- 1 583)は ､ 1 5 6 8年ま で に 『壮麗 で 崇高なテ イ ボリ のヴィ
ツ ラ p /ヽ ドリ ア ヌ ス に つ い て の 記述(De s crl
'
pt1
'
o s upe rba de m agn )
'
f1
'
c e Btls slb7a V)
'
lla
T)
'
bu rtl
'
B &
,
Hadn
'
a D e a)』 を執筆 して い る o ハ ドリ ア ヌ ス 帝 の 発掘に よ っ て 明 らか に なっ
た庭園の 様子 を詳細 に 記 し たリ ゴ ー リオの マ ニ ュ ス ク リ プ トは 1723年まで 出版されなか
っ たが ､ その記述 は十六 ､ 十七 世紀に 広く普及 しヴィ ッ ラ建築に 強い 影響を与 えたと考え
られて い る88. さ らに リ ゴ ー リオが おこ な っ た発掘調 査の 際に は ､ ヴィ ッ ラ は多くの 芸術
家89が古代庭園 か ら学 び , 調査するため に開放され て い た ｡
こ の ような状況か ら考慮する と ､ 十六世 紀に 君 主の た めの 古美術 晶買 い 付 けや修復
を行 なうため に ロ ー マ に滞在した ジャ ン ボロ ー ニ ヤ や ア ツ マ ンナ ー テ ィ な どプラ トリ ー ノ
造 成 に携わっ た フ ィ レ ン ツ ェ の 芸術 家たちもヴィ ッ ラ を訪れ ､ 広 大で 荘厳 な古代皇 帝のヴ
イ ツ ラ を体験 して い ると考 えられ る ｡
また十大世紀の 庭園公 開制度に も ､ 古代庭園 の 影響をみ る こ とがで きる ｡ 古 代 ロ ー
マ に 起源 をも ち ､ r レ ッ ク ス ･ ホ ル トル ム(庭の 捉)+ と 呼 ばれ る ､ 庭園 を 一 定の 約束事の
も とに 公 に 開放する制 度が十 六 世紀後期に復 活 し たの で ある90｡ それ はす なわち ､ 私 的空
間 と して 用 い られ て い た庭園 が ､ 施主の 自然物 ･ 人 エ 物 コ レク シ ョ ン と趣向を凝 ら した庭
園意 匠 を訪 問者に 披露し ､ 地割りや庭園意 匠に複 雑な 図像 プロ グラ ム を用 い施 主の 世界像
を創 造 し ､ それを鑑賞者 に 理解 ･ 体験 させ ､ さら に施主の 財力 や権 勢を顕 示 する こ とが庭
園 造成 の 重要な目的 と な っ た こ とを意味 した ｡
- 方 ､ プラ トリ ー ノ にも古 代 ロ ー マ 庭園の 影響を見出す こ と が 出来 る . 第 一 に ､ プ
ラ トリ ー ノ の 邸宅正 面 に 広が る ｢ア ツ ペ ン ニ ー ノ の平 原+ が挙 げ られる ｡ 縦1 5 0メ ー ト
ル 横 7 0メ ー トル の 草原の 両辺 に は ､ 古代大理 石像とセ イ ヨ ウキズタ で覆われた ピラ ミ ッ
ドが交互 に 十三 体ず つ 計 ニ 十六 体設 置された o 古代彫像 は ツ タ製の ニ ッ チ の 中に設置 され､
88M a cDo n aldo, W.L. ,1 9 9 5,p p. 2 1 6- 2 2 0.
8 9 フ ラ ンチ ェ ス コ ･ デ ィ ･ ジ ョ ー ル ジ ョ ･ マ ル テ ィ ー ニ や ジ ュ リ ア ー ノ ･ ダ ･ サ ン ガ ッ
ロ は図書館 や 《カ ノ ブス》 の素 描を制作 し , ラ ツ フ ァ エ ツ ロ や ピ エ ト ロ ･ ベ ン ボ はヴィ ツ
ラ ･ マ ダ ー マ の た めの 装飾 品に ヴィ ッ ラ ･ ハ ドリア ヌ ス で 発掘され た作品 を用 い ､ ヴィ ッ
ラ の 建築に プリ ニ ウ ス の ラ ウ レ ン テ ィ ー ナ と トス カ ー ナ の 別荘に つ い て の 記述 を取 り入れ
て い る . またバ ッ ラ ー デ ィ オ や ジャ ン パ ッ テ ィ ス タ ･ ピラ ネ - ジも庭 園意匠 の素描を描い
て い る ｡ また 『ヒ プネ ロ ト マ キア ･ ポリ プ イ ー t+(Hy pD eZ･OtO m a Chl
'
a pol)
'
pム1
'
11)』 を執筆
した フ ラ ン チ ェ ス コ ･ コ ロ ン ナ は ､ ヴィ ッ ラ リ ＼ドリ ア ヌ ス に着 想を得た挿絵を数 多く制
伸 して い る . (cfr. Vis e ntini,M .A. , 1 9 9 5,p.3 5.)
90coffin
,
D･ R･
,
"T he `Le x Ho rtor u m
'
a nd a cce s sto Ga rde n s of Latiu m du ring the
Re n ais s a n c e”
,
in 《Jo u r n al ofga rde nhisto ry》 , γol.2, ⅠⅠⅠ,19 8 2,p,202.
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白色と深緑色 の 色 彩の コ ン トラス トも考慮されて い た｡ さらに邸宅の 向か い側に は ､ グロ
ッ タに座す 巨大 な 《ア ツ ペ ン ニ ー ノ》 像が設置され ､ 彫像の前に は半円状の 池に水 を噴出
する装置 が 設置 され た ｡ こ の 意匠 は ヴ イ ツ ラ リ ヽドリ ア ヌ ス に お い て重 要な要素で ある
r水+ 91を用 い た 庭園意 匠 の - つ で ､ 《カノ ブス》[Fig. 5 6] と 呼ばれ る意匠 に類似 して
いる ｡ カ ノ ブス は エ ジ プ ト ､ ナイ ル 河の 三角州に 発展 した重要な港町の名 で ある ｡ ハ ドリ
ア ヌ ス 帝の 時代 で はオ ベ リ スク や エ ジ プ トの彫像 ､ 神殿 建築などが流行 して おり ､ こ の庭
園意匠も ハ ドリ ア ヌ ス 帝が 128年 に訪れ た エ ジプ トの想 い出と最愛のア ン テ ィ ノ ウス の
死 を哀悼する た め に造 成さ れた o 縦1 2 0メ ー トル 横 1 9メ ー トル の長方形の池 には ､ 短
辺に設置された グ ロ ツ タか ら水が流れ込む仕組み に な っ て い た o 池の周囲に は ニ ッ チ が設
けられ ､ 発 掘済み なもの だ けでも神話の神々の 像を中心 に した三 十五 体の彫像
92が置か れ
て い た ｡ こ の よ うに 長方 形 の 一 短辺 にグロ ツ タ意匠 を つ くり ､ 周囲を ニ ッ チ で 囲ん で大理
石彫像 を設 置する意匠 の 形態は ､ プラ トリ ー ノ の邸 宅前 に広がる｢ア ツ ペ ン ニ ー ノ の 平原+
と類似 して い る ｡ さら に プラ トリ ー ノ の意匠に も ツタ製の ピラ ミ ッ ドと い うエ ジ プト的要
素が用い られた こ と ､ そ して ヴイ ツ ラ り ＼ドリア ヌ ス 発掘当時峠 《カ ノ ブス》 に も水 がな
くグ ロ ツ タ の 廃城 と長 方形 に 象られ た ニ ッ チ だ けが残された状態で あっ た こ とが形態的類
似点と し て あげられ る o 加 え て ジ ョ ヴァ ン ニ r グ エ ? ラの素描 【Fig･ 5 7コ や ス テ
ー フ ァ
ノ ･ デ ッ ラ ･ ベ ッ ラ の 版画 そ して ジャ ンボロ ー ニ ヤ の ブロ ン ズ偉か らも明らか なように ､
設置 当時の ア ツ ペ ン ニ ー ノ 像は背後 に山が造 られグロ ツ タの前に 座す意 匠で あり ､ 《力 ノ
ブス》 の グロ ツ タ と 一 致す る し ､ リ ゴ ー リオが十大 世紀後期のカ ノ ブス の 状態に つ い て記
した r谷 の 先端 に海 神ネ ッ トウ ー ル ノ の神殿 がある .+
93とい う記 述と ､ う ツ ツ ア ー ロ が
述 べ るよう に r河神+､ rナ イル 河+ 像と して制作された 《ア ツ ペ ン ニ
ー ノ》 像が 一 致する
こ と も ､ 共 通点 と して 指 摘する こ とがで きる
94
o こ の ような意匠 の類似点を明 らか にする
ことに よ り ､ 古 代 ロ ー マ 皇帝の庭園意匠 《カ ノ ブス》 の 特徴的な形態が ､ プラ トリ
ー ノ に
91 ヴィ ッ ラ リ ヽ ドリ ア ヌ ス の ニ 十五 ある建築的意 匠の なか で ､ 十九が水を利用 した意 匠で
ある ｡ さ らに 水 は趣 向 に富む噴水や プ ー ル な どの 意匠に よ っ て 庭園空間全体 を統
一 する重
要な役割 を果た して い た o (cfT.E hrlich,T･L･ ,
"T he w ate r w o rks of HadTia n
'
s Villa
”
,
in
《Journ alofGa rde n H isto ry》 , γol.9,n .4,1 9 8 5,p p･1 62- 1 7 1･)
92
ヘ ル メ ス ､ マ ル ス ､ ナイル 河の 擬人 像, ポリク レ
ー トス の ア マ ゾン ､ フ エ イ ディ ア ス
の ア マ ゾン ､ デ イ ブル 河 の 擬人像､ 海神などがあげ られ る ｡ (cfr･ Gothein,M ･ , A h]
'
sto rF Of
Garde nArt
,
n e wyo rk,1966,p･1 13･)
98Ligo rio, P･ , D e 9 C nbtlo sup.
e rba te m Bgn ]
'
fl
'
c e Dtls sl
'
m B V]
'
11a T]
'
bu rtln a
Hadr)
'
a n e a,1 7 23,p .15.
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影響を与 え た可 能性が ある こ とが明 らか に なる ｡
次 に プラ トリ ー ノ に 用 い られ た古 代 ロ ー マ 庭園建築の 要素 を四 点あげる o 第 一 は邸
宅の 玄 関の 形態 で ある ｡ プラ トリ ー ノ に はポ ッ ジ ョ ･ ア ･ カイ ア ー ノ と同様に ､ 地 階に挨
廊を配 し 一 階に 入り 口 を設 ける古 代E] - マ 神殿 の 建築を模し た構造が用 い られ て い る o 次
に プ ラ トリ ー ノ の 《マ ス ケ ラの 浴槽 (養魚池)〉が あげ られ る ｡ 温度調節が で き る浴 槽は､
古代 ロ ー マ 庭園 で も不 可欠 な レクリ エ ー シ ョ ン の 場 と して 考えられ て おり ､ ヴィ ッ ラ り ＼
ドリア ヌ ス や ､ プリ ニ ウ ス の私 邸 トス カ - ナ 荘に も温 水を利用 した浴槽や プ ー ル が設 けら
れ た ｡
第 三 に あげられ る の は r養魚 池+ で ある ｡ ワ ロ は著作 の 中で ｢庭園 に は淡水魚用の
養魚 池を家庭用 に , そ して 海水魚 用の養魚池 を娯楽的楽 しみ の ため に 造成 した+ こ と を記
し ､ さら に養魚池の 造 成と 維持に は高額 の 車用が必 要 で あると述 べ て い る ｡ す なわち ､ 養
魚池 の 造成 は富の 象徴 で あ っ た こ と が指摘で きる ｡ ま た プリ
‾
ニ ウス も 邸宅 に隣接し て養魚
池 を設置 した こ と に つ い て ､ 邸宅か ら水音 を楽 しむ 娯楽的意匠 と して の 役割 をあげて い る｡
最 後は r大 鳥舎+ [Fig. 5 8] で ある o ワ ロ は庭園 に造 っ た 鳥舎 の 詳細 な記 述 を残
し ､ 鳥舎 が麻製 の網 で 覆われ ､ 内側 に は水 が流れ 多種 の 鳥類が蒐 集され て い たと記 して い
る o [Fig. 5 9] 縦2 1メ ー トル 横 1 4メ ー トル の 鳥舎は 森林の 申に 設 けられ ､ 鳴き声 の
美 し いナ イ チ ン ゲ ー ル やク ロ ウタ ドリ な どの 鳥が飼 育され て い た ｡ プラ ト リ ー ノ の 大鳥舎
も 同様に細 い 銅線の 網 で覆われ ､ 内部に は 樹木 や水 飲み 場が設 けられ 多数の 鳥類コ レク シ
ョ ン が収 め られ て い た ｡ 最 端部が円 形の 二 重列柱構造 であ っ た っ 口 の 鳥舎と形 態 は 異なる
が ､ 規模 ､ 設置 場所 ､ 用途 な どプラ トリ ー ノ の鳥舎と の 共通 点 を指摘 で きる ｡
こ の よ う に プラ トリ ー ノ の 庭園空間 に は ､ 古 代文 献や古代 ロ ー マ 庭園の 意 匠か ら影
響を受 け ､ 引用され たと考 え られる装飾や庭園意 匠 を多く 見 つ ける こ とがで きる o カ ノ ブ
ス ､ 浴槽 ､ 養魚池 ､ 鳥舎は古 代 臼 - マ を想起さ せ る庭園様式の 復活 であり ､ 古代 ロ ー マ 庭
園 の 意 匠を借りる こ と によ っ て威厳 を増し ､ 古 代 ロ ー マ 皇帝と 同様に偉 大 な トス カ ー ナ大
公 を賞賛するた め の意 匠 と し て用 い られ たと考 え る ｡
94 La z z a r o,C･ , T HEJ TALLA N R E N A ZS SA N C E G A R D E N, Yale,1 9 9 0,p.1 5 0.
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【庭園意匠 と地割りの 図像プロ グラ ム解読の 試み】
以上 論証 した ように ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世 はプラ トリ ー ノ で古代 ロ ー マ との 繋がり
を求め ､ 古 代の 威光を借り て トス カ
- ナ大公 国の 繁栄 を庭園意匠を用い て 表して い る .
しか し庭園に はそ の他 にも多数の 意匠が設置 され ､ 特徴的なア シン メ トリ ー の 地割
りによ っ て 構成 されて い る ｡ だが ､ プラ トリ ー ノ の 各意匠に込め られた意味 や施主が庭園
造成 に用 いた 図像 プ ロ グラ ム を明らか にする 同時代史料はなく ､ 先行研究に おい ても解釈
は部分的 に お こ なわれ て い るの み で ある ｡ したが っ て筆者は ､ 施主 フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世が
傾倒 した錬金 術思想や トス カ - ナ大公 国が用い た政 治的表象を念頭 に置き ､ プラ トリ
ー ノ
の 図像 プロ グラ ム の 解読をお こ なう｡
庭園 の 空間構成 を分析 す る . [Fig. 6 0A] 長 方形の 敷地をも つ 庭園 は ､ ヴイ ア
･
ボロ ー ニ ヤ か らの 入 り 口 か ら邸 宅 へ 通 じる横軸と ､ 庭園空間を南北に貫く中心軸 (縦軸)
に よ っ て空 間 を四 区画に 分割される地割 りを持つ ｡ また庭園は ､ 邸宅より北部が く旧庭園
(II Giardin oVe c chio))､ 南部が く新鹿園(II Gia rdin oNu o v o)) と 称された c 通常上下 部
に設置 される邸 宅が ､ プラ トリ
ー ノ に おい て は庭園空間 の中心に建てられ君主の 座す邸宅
が重要 な意味 を持っ て い た こ と が空間構成から明らかで ある ｡
庭園意 匠 に用 い られた 図像 の解釈 をおこ なうに あたり ､ まず中心軸を考察す る o 次
に地割り に よ っ て 区分 され た空間に設置され た意匠の 意味と ､ 庭園全体の 図像プロ グラム
を解読す る ｡
<中心軸>
広大な庭 園の南 北 を貫く 中心軸 は ､ 樹木で 覆われた他の 庭園空間と異 なり ､ 馬 に乗
っ て散策で きる草地や大通 りが造られ て い る o そ し て 庭園構成の なか で最も強調され た中
心軸に 設置さ れた意匠 に は ､ 図像プロ グラム の なか で最も中心的で 重要な意 味が込 め られ
て い る と考え る ｡
まず庭園最 北端に位置 する意匠 は 《ユ ピテ ル の 泉》 で ある o 海面石 の 台座 に座す万
物の支配 者 エ ビテ ル は , 雨 を コ ン トロ ー ルする天 候 の支配者で もあり ､ 雷霞か ら大量
の 水
を噴射し て水源 の 豊富さを表して いる o エ ビテ ル の 左下 に置か れた黒大理 石製
の鷲は ､ ハ
ブス ブル ク 家の 紋章を表わ し ､ フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世が政略結婚 に よ っ て 神聖 ロ ー マ 皇帝と
姻戚 関係 を結び ､ 増大 したメ デイ チ家の 名声と 権力を表象 した o 南方 に下 がると 《巨大迷
101
宮(ラ ビリ ン ト Labirinto)》 と呼 ばれる月桂樹製の 迷路がある o 迷路の 中央 に は 八角形に
刈 りとられた 芝地に 大 きな鉄製の つ る棚が設置さ れ ､ その 中心 に 1 58 4年に コ ル シカ島か
ら到着 した 巨大 ス プ ー ニ ヤ (海綿石) が置 か れた
95
｡
｢知恵 と勝利+ の象徴で ある月桂樹
に 囲われ迷宮に 直立す る ス プ ー ニ ヤ は ､ 内部に 水管を設置され て 石 の 表面 を水 で 湿 らせ ､
水の 豊穣を意 味 した o 迷宮 の 下 に位置 するの は フ ラ ン ドル 人彫刻家ジ ャ ン ボ ロ ー ニ ヤが
157 9年か ら 1 5 8 0年 に か けて制作 した 《ア ツ ペ ン ニ ー ノ 山脈》[Fig. 6 1] の 擬人 像であ
る ｡高さ 四十 - メ ー トル の 巨大彫像は水 を噴出す る怪物の頭 を押さ え つ けて 山 の 前 に座 し,
邸宅 に 向き合 っ て い る ｡ 全 身をス プ - ニ ヤ と酒石 に 覆われ た巨人像は , オ ウ イ デ ィ ウスの
『転身物語』 に登 場す る人間か ら植物 - の転身場 面の よ うに自然と人 エ の 境界が 暖昧 にな
り混 交す る状態 を想起さ せ る ｡ また彫像内部 に は こ つ の グロ ツ タ 空間 が設 けられ て おり ､
一 階の グ ロ ツ タ に は 《テ テ ィ ス の噴水》 が設置 され壁面 に リゴ ッ ツ イ に よる 《エ ル バ 島の
眺め》 [Fig. 6 2] が 描か れ た ｡ さら に 仕掛け噴 水が設置 され ､ グロ ツ タ 内の 全要 素が水
( 海)の 寓意 を持 つ 作品で 装飾 され て い た ｡ 真珠母員 があ しらわれ た海の 精の 噴水 と トス
カ ー ナ 大公 国の 領土 を描 い た絵画は ､ メ デ ィ チ 家 の海 上 に おける権勢の 象徴 で あっ た ｡ 地
階の グ ロ ツ タ に は三 つ の ニ ッ チ が設 けられ ､ 異 なる図像に よ っ て装飾 され た ｡ まず水力技
術 に よ っ て 音楽 を奏 で なが ら動く半身半獣 の 《パ ー ン》像 が動物を追 い か ける作 品で ある.
パ ー ン は ､ ギリ シ ャ 語 で ｢宇宙+ を意 味 し ､ またポッ カ ッ チ ヨ の言 葉を引用 し たチ エ ー ザ
レ ･ リ ー バ に よ れ ば ､ ｢パ ー ン 神の 胸まで 伸びる ヒ ゲ は < 空気 > と < 火> を表 し ､ ヤ ギの
下 半身 は<地 > を意味+ し ､ パ ー ン は四 元素の 要素 を持 つ 宇宙的存在と し て表 され て い る｡
す なわちパ ー ン 神は動物 (自然)の秩 序づ けと音楽 に よ る調和の 象徴 と して 設置 された .
ニ つ 目 の ニ ッ チ に は ヘ ラ ク レ ス に よる十 二 功業の 一 主題 , ｢ ヒ ュ ドラの 退 治+が設 置され ､
ジ ョ ヴ ァ ン ニ ･ グ エ ツ ラの 素 描 に よ っ て意匠の 具 休的な図像が明 らか に され て い る o また
こ の 図像は ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世が熟 申 した錬金 術の 物質生成作業の 一 過程 と し て 表 され
る ｢黒 色か ら白色 へ の 転 向+ の 図像に類似 し て おり ､ 錬金術作業に お ける ｢腐敗か ら復活
- の 変成+ の意 味をも つ 可 能性も考え られる ｡ 更 に グエ ツ ラ の素描 は ､ 錬金 術図像の ｢ド
ラ ゴ ンと戦う森の 王+ の 園に 相似 して おり ､ 錬 金術思想 か らの解釈 が可能 で ある が ､ 庭園
95 こ の ス プ ー ニ ヤ は五 代 目大公 フ エ ル ディ ナ ン ド(1 6 2 1･ 6 7 0)が行 な っ た庭園地割り変更
の ため ｢迷宮+ をなく した際 に 二 分され ､ 噴水の 機能 も失 っ た ｡ ス プ ー ニ ヤ はそれ が持つ
有機的 形 態の た め庭 園装飾 ､ 特 に グ ロ ツ タ装-飾に頻繁に 用 いられた ｡ また当時それ は高価
な外交 品と し ても用 い られ た ｡
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意直の図像解釈をお こ な っ たヴィ エ
ー リ はこ の グロ ツ タ に つ いて説明を全くお こ なっ て い
ない o 第三 の ニ ッ チ に は ､ 水 力装置職人の トンマ
- ゾ A フ ラ ンチ - ニ が制作 した優美な噴
水が備え られ た o 瑞瑠の 水盤の 中央に は水管 が設置された大珊瑚が水を噴出し ､ 噴水全体
は貝殻で作 られ た豪華な意匠で ある o こ の ように 《ア ツ ペ ン ニ
- ノ》 像はス プ ー ニ ヤ や酒
石 ､ グロ ツ タ の 内部 装飾の 材料とな っ た珊瑚や最殻な どの有機的要素を網し
＼
､ さらに 錬金
術図像を用い る こ と に よ っ て ､ 自然と人 エ の 混交 を表象 して い る o 《ア ツ ペ ン ニ
ー ノ》 像
と邸 宅に挟まれ た広場 に つ い て は ､ 古代 ロ
ー マ の庭園意匠か らの引用を既に指摘した o
次 に邸 宅か ら南端に 伸びる中心軸の 図像に つ いて取り上 げる ｡ まず邸宅に設 けられ
た テ ラス の 真下 に 《ム ニ ヨ ー ネの グE]ツ タ》[Fig･ 6 3] が置 かれ た o ム ニ ヨ
ー ネは トス
ヵ - ナを流れる河 の 名 で あり ､ その寓意像を ジャ ン ボロ
ー ニ ヤ が制作 して い る o また 《ム
ニ ヨ
ー ネ》 像 は ､ 《ア ツ ペ ン ニ ー ノ》 像の鏡像の ポ
ー ズを取り ､ 脚下 に置 い た重 か ら水を
放出 して い る ｡ トス カ ー ナ の 重要 な水資源 を象徴する 《ム ニ ヨ
ー ネ》 像は ､ 新庭園の 頂点
に座 し水の 支配者と し て重 要な役割 を担 っ て いる c 中心軸に設置 された最後の 意匠は二 最
南端 の 《洗濯 女の 泉》【Fig･ 6 4] で ある c 民衆的 な題材を用 い た彫像 を多数制作 し た ヴ
ァ レリオ ･ チ オリ によ る作 品で あり , 洗濯物を絞る農婦の 巨大な像と少年像が楕円形 の 泉
水に水を噴射 し て い る . 神 話神像と擬人像で構成 された 中心軸 に設置された 人 間の 日常生
活を表す意匠 は , 事物を洗 い 清める行為 の象徴像で あると考 え られる o ヴ ィ
エ ー リは , ｢洗
濯女の 行為 と小便する少 年像 は 本能を締め付 ける理性と 判断力を表す+ と述
べ て おり ､ 錬
金術図像に おい て も洗 濯は不 純物を清く完全な物 - と変容する浄化作用を表して
い る o さ
らに新庭園 の 中心軸 の 《ム ニ ヨ ー ネ》 像 と ｢洗濯女+ を結ぶ長さ 290 メ
ー トル の道に 作
られた水の ア ー チ に つ い て ､ ヴィ エ ー リが r至福の 静寂に到達す るため の苦悩と困難を
示
す+ と説 明す るよう に ､ ｢洗 濯女+ が表す 日常駅い 本能的世界
か ら ､ 君主が座す邸宅の神
聖 な理性的世界 へ 至る道程 を表して い る . [Fig･ 6 5]
以 上 の よ うに 中心軸で は ､ 神話神像 と トス カ
ー ナ の水源を表わす擬人像が ､ ユ ピテ
ル か ら産出し た 水 によ っ て 潤 い 繁栄する トス カ
ー ナ大公 国を礼讃した ｡ 加え て 旧庭 園で は
神々の 父 ユ ピテ ル か ら古 代 ロ ー マ を通り邸宅 に至 る水の 流れ に よ っ て ､ 新庭園
で は 水の ア
ー チ の 下 で ､ 《洗濯女 の 泉》 か ら邸 宅 へ と 上 昇する水の 方向性に よ っ て ､ 庭
園空間 の中心
に位置する君主 の 神聖化が 表象された ｡
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< 四 分割 され た庭園空間の 図像解釈>
プラ トリ ー ノ の庭園空間 は ､ 中心軸とヴイ ア ･ ボロ ネ
ー ゼ 沿 い の 入E]か ら邸 宅 にい
たり西 端 へ 抜 ける横軸に よ っ て 四 区分されて いる ｡
庭園意匠 の 図像を解釈 するに あたり ､ 庭園 に設置 された各意匠が ､ 空間 全体で表象
される 図像プロ グラム の 一 要素 と して位置 付けられ て い る こ とを念頭 に置 く ｡ そ して ､ 施
主の 世界像 を表象する図像 プロ グラム を解読する ために ､ フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世 がス トウデ
ィ オ ー r 口 の 図像 プロ グラム やカ ジ ー ノ の創設にも用 い た錬金術 思想 に よ っ て 各区分 に設置
され た意 匠の 意 味や 象徴の 分析 をお こ なうと ､ 区分 毎に 類似性の ある 図像が使 用され てい
た こ と が明 らか に な っ た ｡ それ で は ､ これ らの 庭園意 匠 に よ っ て 構成 され た庭園の 図像プ
ロ グラ ム は い か なるも の で あっ たの だろうか ｡ 筆者は 庭園 空間 を構成 す る図像プ ロ グラ
ム の 解釈 を ､ 大公 フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 が傾倒 した錬金術思想およ び錬金 術作 業の 図像を用
い て ､ お こ な いた い と考え る ｡
したが っ て 図像解釈 を行 なう前に ､ 錬金術とその 作 業 工 程 を簡潔に 説明する ｡ 錬金
術 と は ､ 自然界 の変 成過程 を ｢物質界の 変成術+ を知る錬金 術師が 人 工 的 に 行な い ､ 短時
間で ｢金+ や ｢賢者の 石+ や ｢万 能薬+ な どと称される完 全物 を生 成する 術で ある ｡ その
作業 工 程 と は ､ 錬金術師が まず自然界の 物質か ら材料 となる原質 の抽 出 をお こ な う ｡ そし
て 相 反する性質 を持つ 純化 された状態 の ｢水銀+ と ｢硫黄+ の原 質は ､ <結合 > され るこ
と に よ っ て 黒色 に 変色 し ､ < 腐敗 > または <死 > と呼 ばれ る段 階に 至 る ｡ <腐敗 > した原
質 は繰 り返 し< 結合 >され る過程 でさ ま ざまな変容を遂げる ｡ こ の よ うな対立原質 の 結合
の 結果 ､ 新たな物質が創造 される <完 成段階> に 導か れ ､ 作 業が完結す る ｡
錬金 術で は ､作 業 工 程 を表すさま ざまな図像 が錬金 術看たち の 間で 利用 されて い た｡
筆者 は , こ の 錬金術的 図像が プラ トリ ー ノ の庭園 プロ グラム に 用 い られ ､ 空間 に 表象され
る施 主の 世 界像の 解読 に 不 可欠 な要素 で あると考え る ｡ した が っ て 錬金術 思想 と図像を考
慮 した図像 プロ グラム の 一 解釈 をお こ なう ｡
第 一 に 旧庭園東部 に 焦 点を当て る . 他の 区 画に はグロ ツ タや噴水 ､ 彫像 や水路など
さ ま ざまな意匠が配置 され て い たの に 対 し ､ こ の 区 画 に は意 匠が 一 つ も置 か れ て お らず ､
モ ミ の 木の 林 が広 が っ て い る ｡ 人 工 物が全く置か れぬ 自然林 とは ､ すなわ ち錬金 術師の作
業前 の 状態 である ｢変成前の 物 質+ をあらわ して い る ｡
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第こ の 旧 庭園西部に は ､ 四 つ の庭園意匠が設置された ｡ 北方の 作品か ら考察すると ､
まず外壁を海綿石 ､ 内壁を大理 石 で覆われた洞窟の 内部に 三 匹の 熊の像が設置 された 《雌
熊の グロ ツ タ》[Fig･ 6 6]
■
が ある . ニ 匹の 小熊を放める雌熊の 大理石 像は ､ 十大世紀に
広く曹及 した ホ ラ ボロ ンの 『ヒ エ ロ グリ フ集』 に 表わされた図像 で ､ r牝熊 は姿形 の な い
物体と して の 小熊を産み ､ それ を自分自身の 四肢で 抱い て 形作り , 看で 放めて完成させ る
96+[Fig. 6 7] と説明され て い る o また ､ r四本 足を地 に付けて 立つ+ 熊は, 原質が黒く
変色 した状 態 ､ 即 ち <腐敗 > を表わす . つ まり 《雌熊の グロ ツ タ》 は ､ r粗野 な罪 質を磨
き ､ 完成物 へ と変容 させ る+ 錬金術師の 作業に よ っ て 変成された< 腐敗> 状態 の原質を示
すと考え られ る ｡
次に 《ペ ル セ ウス の 泉》[Fig. 6 8] の ペ ルセ ウス 像は ､ 彫刻家ヴイ ンチ エ ン ツ オ
l
ダン テ イ が コ ジモ
ー 世 の 墓 碑装飾の ために制作 し ､ 後に ジャ ン ボ ロ ー ニ ヤ の エ 房で 制作さ
れた多色 大理 石 製の ドラ ゴ ン像の上 に また が っ て い る o 剣を振りか ざし ､ 水盤 に水 を噴射
する白大理石 製の ペ ル セ ウ ス は ､ ス プ
- ニ ヤ 製の 台座に 置か れて いる o この 装飾噴水 は ､.
｢ア ン ドロ メ ダの 救出Jの ギリ シ ャ神話主題を想起させ る と共に ､ rドラ ゴ ン と英放の 戦 い
97
+ [Fig. 6 9] の 主題 で 表 わされる錬金術的象徴 図像と の関連性 を指摘 で きる o 英
雄 と
して表わ された錬金 術師 と黒 い体 で <腐敗> 状態の 原質を表わす ドラ ゴ ン との 戦い は ､ 錬
金術師がお こ なう物質変容件業 を表わし て い る ｡
第 三 は薬物の 調 合師で あり蘇生術の体得者 《アス ク レ ビオス の 小 関廊》 で ある ｡ 凝
灰石 で作 られ た開廊に ､ 水 を噴出するア トリビ ュ
ー トの蛇を持っ て座る医神ア ス ク レビオ
ス に よる薬の 調合 は ､ 錬金 術師が おこ なう ｢延命長寿の霊+ や
｢万 能薬+ の 生成作農 の 象
徴図像と し て 用 いられ て い た ｡
最後に 邸宅近く に ブオ ンタ レ ン テ ィ が建設 した ､ 正 六 角形の
｢礼拝堂j に つ い て考
察する ｡ 丸屋根 を持つ 六 角形の 建造物 は同時代建築に あまり例を見ない 形体で ある o [
Fig･
7 0] しか し十 五 世紀 末に フ ラ ン チ ェ ス コ
. コ ロ ン ナが著わし ､ 庭園意匠 に 多大な影響を
96c fr.pr a z
,
M .
,
Stud1
･
s ul c o n c ett=
･
s) - ,fir e nz e,1 9 4 6(伊藤博明訳 『綿想主義研究』 ありな書
房 19 9 8,1 78頁 .)
97｢ドラ ゴ ン と英雄の 戦 い+ が表す錬金術的意 味と して ､ ｢
ペ ル セウ ス とア ン ドロ メ ダ+
の神話主題 で は ､ ドラ ゴ ン が揮発性物質の シ ン ボル と して
ペ ル セウ ス が ｢硫黄+､ ア ン ド
ロ メ ダが ｢水銀+ と解 釈さ れ ､ 処女 ア ン ドロ メ ダの 解放の 園は粗野な物質 か ら水銀を
抽出
する作 業を意 味し た . ( 若桑み どり rフ ラ ン チ ェ ス コ
. デ ･ メ ディ チの ス トウ ディ オ
ー ロ
の図像 的研究+『ル ネ ッ サ ン ス 美術と その 世界像』 1 9 8 0,2 1 1頁 ･)
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及 ぼ した 『ヒ プネ ロ トマ キ ア ー ポリ プ イ ー リ (HJPB e r OtO m a Clll
'
a Poll
'
fl
-
m』 に登場する
六角形 の 祭壇 に つ い て 図像解釈 を お こ な っ たカ ル ヴ ェ - ジに よ れば ､ 六角 形の プラ ンは
r死+ の 象徴 で ある98o また それ は ､ プラ トリ ー ノ の 礼拝 堂 に つ い て r屋根 と祈 祷台を作
るた め に 用 い られ た糸杉は強 い 芳香を放ち ､ ｢死+ を意 味する樹木 で ある ｡ 祭壇に は高潔
で 勤勉だ っ た故 人が描か れ る99+ と記すヴ イ エ ー リの 記 述 と相応する o し たが っ て 礼拝堂
は錬金 術作業の ｢死+ すなわち <腐敗 > に至る作業工 程 を示 して い る ｡
次 に ウ ー テ ン ズの ル ネ ッ タ画 に描かれた新鹿園 に つ い て 考察す る o 中心軸 に よ っ て
二 分 され る東西 空間の 空 間構成 で は西側 に 非幾何学 的地割り ､ 東側 に よ り幾何学的 な地割
り が用 い られ て い る こ とが H . ブル ノ ン に よ っ て 指摘され て いる100｡ 考察に あたり ､ まず
四 区分 の 中で最 も 多く の意 匠が設置 され , 非幾何学的地割りを持 つ 新庭園西側 を取 り上げ
る ｡
邸 宅 に近 い 最北 部に は 《マ ス ケ ラの 養魚場 く浴槽)》 と 称され る ､ 長 さ三 十 ブラ ツ
チ ャ 幅 二 十 ブラ ツ チ ャ 101で 傾 斜をも つ 水 槽が ある ｡ こ の 意 匠は 浴槽と して 用 い られ ､ ス
プ - ニ ヤ で 装飾され た 正 面 に ､ 水を ロか ら噴射す るマ ス ケラ 像が座 り ､ 両側 に は脱衣 所と
温度調節器が備え つ けられ て い た ｡ 温度調節 が可能 な浴槽は ､ 錬金 術的解釈 に よ ると ｢沫
浴+ に あたり ｢対立する こ 原質の 結合+ を意 味する ｡
養魚場 を南下 する と 《雄鶏の 噴水》 が ある o こ の 意匠を錬金 術的圃像 に合わ せ て解
釈す ると ､ 水盤 の 縁 に設置 された六 羽 の地鶏が太陽 の 象徴 である <揮発性 原質 > を示 し ､
周囲 の ニ ッ チ か ら水盤 に投 下 され る< 対立物>と して の 水 との <結合 > を表す ｡さ らに《雄
鶏の 噴水》 の 真横に 《ク ピ ー ドの グ ロ ツ タ》 [Fig. 7 1] が造られ た . 全体 をス プ ー ニ ヤ
で 覆われ た こ の グE]ツ タ は ､ 当時の 面影を今日 ま で残 す数少 ない意 匠の 一 つ で ある . グロ
ツ タ の 内部 は 多様な噴 水仕掛 けが用い られた ｡ 入 口 の 階段 に は足をか けると水 が噴射する
仕掛 けが ほ どこ され ､ 設置され たブ ロ ンズ製の 愛神ク ピ ー ドは自動機械仕 掛 けで 回転し ､
手 に 持 つ 松 明か ら水 を噴射 した ｡ また空間内部の 壁に 設置 された八 つ の椅 子 の うち半分に
98calv e si
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M ･, 1Is ogD OdI Poll
'
fl
'
1o pp e n e st1
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おけ る 口 頭発表 中で 言及 ｡
101 1 8メ ー トル × 1 2メ ー ト ル
ユ06
は ､ ずぶ濡れに するた め の 水 力装置が仕掛けられ た ｡ ヴィ エ
ー リは r愛0)宮廷 に 入るも の
全ての者が ､ 人 間 ら しい 肉欲的愛に 精通 し ､ 策略で 満た された こ の頓 に足を踏み 入れる ｡
[- ･]+ 102と 述 べ ､ こ の グ ロ ウタ が愛神ク ピ
ー ドに 支配 され た世俗的 な愛の 賛美の 空間で
ある こ とを示 して いる ｡
その ほ か 豊穣神バ ッ コ ス や ､ バ ッ コ ス の ア トリ ビ ュ ー トで ある葡萄酒樽 を持 つ 農夫
像 ､ ジャ ンボロ ー ニ ヤ が制 作 した r好色
･ 淫欲+ を象徴する 《サテ ユ ロ ス》 像や ､ 多数の
ヘ ルメ 柱などが設置 され ､ こ れ らの 男性的象徴優によ っ て 自然の 生産力が表象された ｡ そ
して 《マ ス ケ ラ の 養魚場》 か ら庭園最南端 まで 二 十もの 有機的形 態を持 つ 水槽が 連なり ､
この 蛇行水路に は甲殻類の コ レク シ ョ ン が飼育され て いた ｡
以 上 の よう に新庭園西 部の 意匠を考察すると ､ 各図像の 主題が <対立物 の縮合 > と
<愛の 賛美 > に集約され て い る ことが明 らか で ある ｡ すなわち南西部の 庭園空 間に は , ス
プ - ニ ヤ で作 られたグロ ツ タや ア シ ン メ トリ ー な地割り ､ 水路が形作る有機的曲線に よ っ
て女性的なメ タ フ ァ ー が 表され ､ バ ッ コ ス やサ テ ユ ロ ス や ヘ ルメ 柱など世俗的愛を象徴す
る男性 的豊穣神と濯然 一 体 とな っ た空間を構成 して いる ｡
最終区画で ある新鹿 園東部には ､ 施主 フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世が世界中か ら蒐集 した自
然物 コ レク シ ョ ン の 展示 空 間が 設けられ て い た o まず邸宅に隣接して植物園 が造 られた o
四 方を壁 で 閉 ざされた整 形庭園 は ､ 遠隔 地か ら蒐集された貴重 な植物が栽培された ホル ト
ゥ ス ･ コ ン クル トウ ス で あ っ た
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. 植物園の南に は r大鳥舎+ 【Fig･ 5 8] が設 け られた o
前述 したよ うに 古代庭園の 意 匠の 影響を受 けた と考えられる長さ 3 0メ
ー トル 幅1 2
･
メ ー
トルの 大規模な 鳥小屋は ､ 内部 に月桂樹が植えられ大きな水飲み 場も設けられ た ｡ そ して
新世界や 東方 な どか ら蒐集され た鳥類コ レク シ ョ ン が ､ 銅製の網 で覆われた広大な空間
の
中で 飼育 され ､ M . モ ンテ ー ニ ュ や天正 日本 遣欧使 など多くの 訪問者に 賞賛され た
10 4
c さ
102vie ri,F.,158 6,p p･52･ 5 3･
･o 3君主の 庭園 に相応 しい 植物種 に つ い て ア ゴ ス テ イ
- ノ ･ デル ･ リ ッ チ オ(15 4 1-1 5 9 8)
は 『王 の 庭に つ い て(D el G1
･
a rd]
･
B Od]
･
r e)A(15 97) の論考の なか で記述 して い る o 十六世
紀､ 王侯君主 や富裕貴族階級 は植物蒐集 を熱 心に お こ な っ て おり ､ 珍種 の種や球根 は高
い
価値を有 して い た ｡
104M . ド, モ ン テ ー ニ ュ は ｢非常に美 しく大 きな鳥舎で ､ 孔雀の ように 長い 尾を持つ
ゴシ
キヒ ワ に似 た小鳥を見た+(Mo ntaign e,M ･ ,1 74,p･84･)と鳥舎の規模と珍種の 鳥類に
つ い
て述 べ ､ また天 正 日 本遣欧使は ｢鉄棒にて 造られ し烏龍あり [
-〕 その 内 には 第 一 に ､ 極
めて数多き多種 の 小 禽類あり ､ その 歌 に て大 い なる調 を奏す ､ さ らに こ の 小禽矩を
慰むる
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らに 南方 に は連 な っ た三 槽の 養魚池が 造られ ､ 謀皆勤物や遠 洋魚類が 蒐集さ れ た o この
よ うな自 然物の コ レク シ ョ ン を展 示する空間は ､ 十大世 紀イ タ リア の 庭園 で頻繁に 用いら
れ た意匠 で あり ､ また こ れ らの 蒐集物は施 主の 博学と富の 象徴で あ っ た ｡
さ らに南下 するとバ ル トロ メ - オ ･ ア ツ マ ン ナ ー テ ィ が rトス カ ー ナの 水 の 誕生+
を主題 に して 制 作 した 八 体 の 彫 像群が設 置 され た . 《ア ツ マ ン ナ ー トの 泉》[Fig･ 7 2]
[Fig. 7 3][Fig, 7 4] と称 され る彫像群は ､ ′iラ ツ ツ オ
b ヴ ェ ッ キ オ の ｢五 百人広間+
の 装飾品 と して 制 作され たが ､ 1 5 8 0年 に プラ トリ ー ノ に移され て い る ｡ 頂 点 にオ リ ュ ン
ボス 最高位 の 女神 《ユ ノ ー 》 が ア トリ ビ ュ ー トの 孔 雀を 二 羽従 えて 虹 の 弧上 に座 り ､ その
下 に 両乳 房か ら水 を噴射す る大 地の 女 神 《ケ レ ー ス》 が直立 して い る o さ らに ケ レ ー スの
両 脇 に は フ ィ レ ン ツ ェ の 紋章 マ ル ゾ ッ コ の 上 に 座 っ て コ ル ヌ コ ピア (豊穣の角) を持 っ た
《ア ル ノ 河 の 擬 人像》､ 月桂 冠 を手に 持ち ペ ガサ ス に座 る 《パ ル ナ ッ ソ ス の 泉の 擬人像》
が設置 され た ｡ さ らに こ の 両彫像の 背後 に は 武装 した 《フ ィ レン ツ ェ の 擬人 像》 と ､ 錨に
巻 き つ くイ ル カ を足元 に 置 いた 《賢明》 の 寓意像が置 か れ た ｡ こ の彫 像群 は ｢豊穣な水に
よ っ て 繁栄す る トス カ ー ナ+ を象徴 して おり ､ ｢調和 の とれ た総 合美+ と ｢芸術 品 と して
の 価値+ を高く評価 した施主 フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世が ､ 自分の 庭園 を飾る意 匠と し て 用 いた
と考察 で きる o 105
その 下 方 に 設置 され た意 匠は 《パ ル ナ ッ ソ ス 山》[Fig. 7 5] で ある . ｢名声+ の象
徴 である有翼 の 馬 ペ ガサ ス が ､ 人工 山の 頂 で地 面を蹴り 上 げて 泉が沸く 瞬 間を表 し て い る ｡
加 え て 山 の斜 面 は ､ 音楽に よる平安と調 和を象徴す るア ポ ロ ー ンと詩と音楽 の 守護者 であ
た め に ､ その 内 に また多くの 樹 々 ､ 緑陰 およ ぴ - 泉水 あり ､ その 泉水 の 美麗 る こ と と高価
な る こ と は ､ 前述 の諸泉に 劣らず [ - ]+ (rギ ド 7 グ ウ ル チ ェ リ編 日本使節記+ 1 6 5頁)
と 鳥舎の 壮 麗さ を絶賛 して い る ｡
105また ｢ア ツ マ ン ナ - トの 泉+ が制 作され た際 に 賦与され た象徴的意 味 は ､ 制作依頼と
その 設置場 所か ら明らか に 出来る ｡ まず彫 像群は 15 6 5年に お こ なわ れた フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世と ヨ ハ ン ナ ･ デ ･ オ ー ス トリア と の 結 婚祝祭 に合わせ て 制作 が依 頼され た ｡ そ して正
妻死 後 ､ 新 し い 大 公 妃 ビア ン カ ･ カ ッ ペ ッ ロ と公 式 に 結婚 した フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世は ､ そ
の 翌 年に 新居 の プラ トリ ー ノ へ それ を移 動 した ｡ さ らに ､ フ ェ ル デ ィ ナ ン ド ー 世 は フ ラ ン
ス の ロ レ ー ヌ 家との 結婚 を祝う祝祭 に 用 い られた大 公 官邸 ピ ッ テ ィ 宮殿 の 中庭に彫像 群を
設置 した ｡ こ の よう に彫 像群 は トス カ ー ナ 大公 の結婚 に合わせ て 設置場所を変え た こと
がわ か る ｡ また ジ ョ ヴァ ン ニ ･ グ エ ツ ラ は彫像群を描 い た素 描の なか で ､ 結婚 の 保護神
｢ユ ノ ー + がメ デ ィ チ 家 の イ ン プ レ ー ザで ある ｢ダイ ヤ モ ン ドの 指輪+ の上 に座 り ､ 下部
の 彫 像で 表された ｢ トス カ - ナ の豊 穣+ を見下 ろ して い る構図 で描 い て い る o す なわち ｢ア
ッ マ ン ナ ー トの 泉+ の 図像は ､ 結婚 政策で 権 力を拡大 し地位 を高め た メ デ ィ チ 家の 栄華を
示 す政治 的寓意像で あると言 える ｡
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る九人の ム
ー サが楽界 を演奏する彫像によ っ て 装飾され た ｡ 内部にはジ ョ ヴァ ン ニ A Jiッ
ティ スタ
ー デイ p ジャ ン パ オ ロ ー コ ンテ イ ー ニ が制作 した大水カオル ガ ン が設置され ､ そ
の機械自動演奏 楽器 は訪 問者に 公 開された o こ の意 匠は君主 フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世の 文化的
芸術的関心と高度な水 力学 技術の 表 して い た o
さら に 西方 に は 《オ
ー ク ( 樫の 木) の 泉》[Fig･ 7 6] がある o 黄金時代の 象徴で
ぁる巨大 なオ
ー ク の 樹上 に 造 られた ツリ ー ハ ウス は ､ 左右 か ら曲線に伸びる階段で 上階 へ
ぁがると ､ 地上 約八メ - トル の テ ラス か らは フ ィ レ ン ツ ェ の パ ノ ラ マ を楽しむ こ と ができ ､
晩餐を楽しむ設備 が整備され て い た o都市郊外に 造成される こ とが多か っ た ヴイ ツ ラ で
は ､
都市を 一 望 で きるパ ノ ラ マ が重視され ､ フ ィ エ
ー ゾレのヴイ ツ ラ ･ メ ディ チ や フ エ ル ディ
ナ ン ド 一 世 が造成 したヴィ ッ ラ
ー ベ トライア なども都市の 眺望 を望める庭園の
一 例と して
ぁげられる ｡ また フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世 にと っ て フ ィ レ ン ツ ェ を 一 望する行為と は ､ み ずか
らが統治す る都市 を見下 ろす権 力的視線を確保する こ と で あ っ た o
そ して 《オ ー ク の 泉》 と 《洗 濯女の泉》 の間 にある最後の 意匠が 《サ ラ
マ ン ダ ー と
農夫》[Fig. 7 7] で ある o 池の 中 に は四 メ
ー トル の 大理 石製の火噺蟻サ ラ マ ン ダ ー と .
チオリの 作と考 え られ るナタ 鎌を持ち草を刈る動作をと っ た等身大の 農夫像が対面する構
図で置 か れ た ｡ ｢不 死性 ､ 永 遠性+ の 象徴で あるサ ラマ ン ダ
ー と ､ 人 間の 寿命を刈り取る
｢時の翁+ の ア トリ ビ ュ ー トで r死+ を象徴する鎌を持っ た農夫にみ られる ､ 彫像
の 大き
さ にみ られ る不 調 和 は｢不死性∵ 永遠 性+が ､ ｢時間+ に 勝利する こ とを 表象 し
て い る ｡ そ
して ｢永遠+ に よる｢軌 の 征 服と は つ まり ､ 人 間 を支配する ｢時間+ を追越 した ､ 君
主 フ
ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の 不死性 を表わ して い ると い え るだろう o
こ の よ うに 新庭園 東部で は ､ 世界中か ら蒐集された動植物 コ レク シ ョ ン
の展示 空間
が設 けられ ､ 君主 フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世 の膨大 な富と優れた知が表わされ た o さらに ア ツ マ
ン ナ ー テ ィ の 彫像群 に よ っ て 芸術 的調和 と均衡 が示 され ､ 紺
- クの 木》 や 《パ ル ナ ッ ソ
ス 山》 が ｢黄金 時代+ を表 した ｡ そ して 《サ ラマ ン ダ
ー と農夫》 が表す永遠性 ･ 不 死 性の
象徴と ､ 幾何 学的 な地 割り に よ る秩序 的空間 は , 錬金術作業の最終 工 程に
おい て 完全物が
生成され た <最高段 階> を示 して い るとい え る o
最後 に ､ 錬金術的 象徴体 系で 構成された庭園空間の意味を総括すると ､ 第
一 の 北東
空間で は < 変成前 の物 質 > と して の 自然 ､ 次 の北西 空間 は<錬金術師 >と錬
金作業の <腐
敗 >段階が表わ されて い る ｡ さ らに新庭園 の南西 空間で は錬金作実の < 対
立物の結合>が
図像と地割り に よ っ て 表され ､ 最 終の南東空間で は作業工 程の <完成段階
> を表す調和が
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取れ た芸術作 品と自然 物コ レク シ ョ ン が配 置され て い た ｡
<結論>
これ まで 考察を念頭 に おき庭園の 図像プ ロ グラム を解 釈する ｡ まずプ ラ トリ ー ノは
北方原種 で ある モ ミの 木 の植林や優 れ た水管技 術 をの 使用に よ っ て ､ 神の 所業で ある ｢地
形変容+ を代行する フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の 知と 偉大さ が示され た ｡ そ して 庭園意匠 に錬金
術的象 徴を あらわ す図像が用 い られ , 地割りに よ っ て 四 分劃され た各区画 に 錬金術 の 作業
エ 程段 階を意味す る図像に よ っ て ､ 万 物の創造者 である神の 模倣 をお こ なう錬金術 師 フラ
ン チ ェ ス コ 一 世 の 世界 像が表 されて い る ｡
さ らに イタ リア の 小都市国家 を統治 する君主が ､ ヨ ー ロ ッ パ 最大 の 規模と 高度な技
術 ､ 複 雑 な図像 プロ グラム を用 い て お こ な っ た庭園造 成は ､ 神聖 ロ ー マ 帝国 や ス ペ イ ンを
は じめ とす る強大な絶対主義国家 に対 して ､ 小 国君 主の 文化 的優 越性を表し て い たと いえ
る ｡ また フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は , プラ トリ ー ノ の 豪曹 な意匠 と広大な規模 を公 開 し て ､ 庭
園の 訪問者 ヘ の プロ パ ガ ン ダと して 利用 した . そ して プラ トリ ー ノ の 名声に よ っ て 施主フ
ラ ン チ ェ ス コ 一 世の 富と知 は ヨ ー ロ ッ パ 中 に高まり ､ 最高 の 知者と して 栄誉を得た . すな
わち邸 宅を空間の 中心 に設 置 し ､ 中心軸 で トス カ - ナ大公 国の 礼賛を表わす庭園 プラ トリ
ー ノ と は ､ トス カ - ナ 大 公 フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世の 権力的表 象空間 なの で ある .
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第 三 章
描かれた自然物コ レクシ ョ ン ‥ ヤ コ ポ b リゴ ッ ツ イを中心に
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第三牽 描かれた自然物コ レク シ ョ ン : ヤ コ ポ p リ ゴッ ツ イを中心 に
第 一 ､ ニ章に おい て筆者は､ トス カ ー ナ大公 フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世が行なっ た蒐集活
動 に注目 し､ 特に新世界 ､ ア フ リカ大陸､ ア ジア に対する大公の 関心とコ レク シ ョ ン に つ
い て考察を行な っ た ｡ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世は膨大なコ レクシ ョ ンを蒐集す るだけで はなく ､
蒐集物を分類して展示するための ガッ レリ ー ア建設や ､ ヨ
ー ロ ッ パ最大の規模をも つ 庭園
プラ トリ ー ノ を造成して自然物コ レク シ ョ ンの屋外展示をおこなうなど､ コ レクシ ョ ンを
公開するため に造 っ た展示空間に つ い て考察 した｡ さらに世界各地か ら集められた貴重な
工 芸作品に つ い て ､ その製造法を解明 して エ 芸晶の複製を製造 し､ さらに それを優秀な職
人 によ っ て トス カ ー ナ大公 国の誇る 一 産業にまで発達させ ､ 大公の文化的名声を高めたエ
房カジ ー ノ ･ ディ # サ ン ･ マ ル コ における制作活動に つ いて具体的な分析を行なっ た｡
そ して こ のような蒐集活動やエ房作業によるエ 芸美術品a)制作は､ イタ リアの小規
模な 一 都市国家の君主で あっ た フ ランチ ェ ス コ
一 世が ､ 世界の進出して殖民政策をおこな
っ て い たス ペイ ンやポル トガル などの強国に対し ､ トス カ ー ナ大公国が持つ 文化的優越性
を誇示するための文化事業で あ っ たこと を明らか に した o
第三章で はフ ラ ン チ ェ ス コ
一 世の 自然物コ レク シ ョ ン を職人的技巧 によっ て忠実に
描写 した､ 描か れた動植物の 標本とも いうべ き細密画 に つ い て注目する o 細密画制作のた
めに ヴ ェ ロ ー ナか ら招か れた画家ヤ コ ポ ･ リゴッ ツ イ は､ 優れた自然模倣を行なう描写能
力と職人的技術のため に トスカ ー ナ大公か ら厚遇を受 け､ 動物や植物など大公 の自然物コ
レク シ ョ ンの細密画を制作する宮廷画家と して 活発な制作活動を行な っ た｡
考察にあたり ､ まずフ ィ レ ン ツ ェ 絵画における北方芸術 ､ すなわち視覚 肘Jアリズ
ム を重視した自然主義的描写の影響に つ いて絵画史的な背景をあきらか にする ｡ 十五世紀
以降の フ ィ レン ツ ェ では ､ アル プス 以北か らの エ芸美術品や芸術家が流入 した こと によ っ
て ､ フ ィ レン ツ ェ 絵画の 申に 北方美術か ら学ん だ自然主義的描写の影響が強くあらわれたo
さらに フ ィ レン ツ ェ に受 け入れられた北方芸術家たちの 活躍が､ フ ィ レン ツ ェ 絵画の自然
主義描写の発達と密接に関係 したことに つ い て具体例 をあげて論証する o またヴァ ザ
J)
を中心とするフ ィ レン ツ ェ の芸術家たちによ っ て 15 63 年に結成された組合 ､ ア ツ カデ
ー
ミア . デル ･ ディ ゼ ー ニ ヨ におい て ､ どのような技術や学科が若 い芸術家の育成のために
必要とされたのか ､ そ して その理由に つ い て考察を行なうこ とに より ､ 十六世紀後期の フ
ィ レ ンツ ェ 絵画におい て重視された要素を明らかにする ｡
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この ように十大世紀におけるフ ィ レンツ ェ 絵画の状況を明らかにする ことに より ､
自然科学的知識に基 いた観察によっ て ｢真実+ の描写をおこなっ た細密画が広く受容され
た歴史的背景を理解 し､ 動植物画に代表される これらの細密画と コ レラ シ ョ ニ ズムとの関
連性に つ いて考察する ｡
現在までの先行研究では､ ヤコ ポ ･ リゴッ ツイ は職人的技術のみが強調され､ 美術
史のなかで重視されて こ なかっ た ｡ しか し､ リゴ ッ ツイ が宮廷画家と して精力的に制 札
た細密画群は､ 自然物の コ レクシ ョ ンを永久に記録
･ 保存する目的で制作され ､ フ ラ ンチ
ェ ス コ - 世の重要か つ 貴重なコ レク シ ョ ンの 一 つ である ｡ さらに同時期の ヨ
ー ロ ッ パ諸国
の宮廷に おい ても ､ 自然物コ レク シ ョ ンの記録するために用いられた動植物画は､ 細密画
制作を専門とする芸術家によ っ て大量に制作された o 客観的な鋭い 観察眼で
｢真実+ を写
し取る描写能力を発達させ た画家は ､ 自然物に関する専門的知識をも っ た学者とのコ ラボ
レ ー シ ョ ン によ っ て ､ より 一 層 ｢真実+ に近い イメ ー ジを創伸する ことができたことに つ
い て同時代文献のイメ ー ジに対する記述を用い て考察する ｡ 最後に ､ 専門家との コ ラボ レ
ー シ ョ ンに よ っ て リゴ ッ ツイ が制作した動植物画 を具体的に分析し､ リゴ ッ ツ イ の絵画制
作の特徴と目的を明らか にするo
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第 一 軒 序 : 十大世紀フ ィ レンツ ェ 絵画に おける自然主痕の発展
1 - 1 . 十五 ､ 十六世紀初期フ ィ レンツ ェ 芸術 に おける北方画家の影響
北方美術の フ ィ レンツ ェ へ の 流入
十五世紀初頭 ､ イタリアの ミ ラノ ､ マ ン トヴァ ､ フ エ ツ ラ
ー ラ ､ フ ィ レン ツ ェ ､
ウル ピ ー ノ , シ エ ナ ､ ペ ル ー ジャ ､ ロ
ー マ などの都市国家は , フラ ン ドル地方やアル プス
以 北の 都市に銀行の支店を持ち､ 事業の拡大を図っ て いた ｡ そして海外 に設 けられた支社
は銀行業の ほか に ､ 優れた北方文化をイタリア ヘ 伝 える伸介の場としての機能も果たして
いた ｡ なか で もイタリア が最も強い関心を示 した北方産の 品物は, ｢ア ラ ツ ツ イ+ と呼ば
れ る､ 金銀糸や絹を用 いた綴れ織りの壁掛けで ある ｡ フ ィ レンツ ェ のメ ディ チ琴が営む銀
行の ブル ー ジ ュ 支店を任せ られて いたフ ルオウシ
- ノ は､ フ ラ ン ドル地方のア ラ ツ ツ イを
熱心に 蒐集 して い たジ ョ ヴァ ン ニ ･ デ ･ メ デイ チ
1の ために ､ ア ラ ツ ツ イ 取引きもおこ な
っ て いた｡ またアラ ツ ツ イ がイタリア へ 流入する際に ､ フ ラ ン ドル の絵画もフ ィ レ ン ツ ェ
に持ち込まれたと考えられて い る｡ ア ラツ ツ イ と比べ て大量生産が可能で あり安価で 且 つ
輸入が容易で あ っ た絵画は ､ 所蔵品目録の 中で rPan n l
'
dlbl
'
ntlJ と記されるキ ャ ンバ ス
画で あり , P. ナ ツタル の研究に よれば動物や植物など自然を主題に した作品や官能的な主
題の 作品がイタリア 人に好まれた｡ さらにメ ディ チ家の銀行の ブル
ー ジ ュ 支店で は 14 4 0
年か ら北方絵画の調達者として トン マ ー ゾ . ポルテ ィナ - ■J を雇用 して いる o メム リ ンク
やヒ ュ ー ホ . フ ア ン ･ デル ･ フ
ー ス の保護者で もあっ たポル テ ィナ ー リは､ ピ エ ロ ･ ディ ･
メ ディ チと書簡を交わしながら, メディ チ家の コ レクシ ョ ン に相応 し い北方絵画の 買い つ
けをおこ なっ て い る2｡
また V L.カステ ル フ ラ ン キは､ サン ドロ
･ ボ ッ テ ィ チ エ ツ リや ピエ ロ . ディ ･ コ
･ ジ ョ ヴァ ン ニ ･ デ ･ メ デ ィチ はフ ラ ン ドル産の ア ラ ツ ツ イ を蒐集するだ けで はなく ､ イ
タリア 人画家がデザイ ン したア ラ ツ ツイ を制作させ て いた｡ 十五世紀におけるフ ラ ン ドル ､
フ ラ ンス を中心とする北方産の ア ラ ツ ツイのイタ リア へ の流入に つ い て は以下 を参照 o
(cfr:ca stelfra n chi,VL･ ,
"I Rap po rtiltalia ･Fia ndr a
”
,Ⅰ,in 《Pa r ago n e》 m I, n ･1 65,
1966,p.13.;Pa n ofsky,A･,
"A 如 Fia m minga eprim o rin a s cim e nto 丘o r entin o
”
,
in La
rln a s c1
･
ta delpagan ]
･
s m o a nt7
･
c o, 196 6,pI149･;S al vini,R･, BB n CLl
'
e n
'
n
'
o z･e ndn ]
'
e h
'
tto rld]
'
FI
.
a Ddm , m ode n a,19 8 4,p pふ1 4･)また 口 レン ツオ ･ イル ･ マ ン ニ
ー フ ィ コ の 1 492年の 所
蔵品目録にも ､ フ ラン ドル産のア ラ ツ ツイ が記されて いる｡
2 Nuttall,P.,
"The M edicia nd Nethe rla ndishpainting,
”in TheEa rly Medl
'
cla nd mel
'
r
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ジモ などの 十五 世紀フ ィ レンツ ェ を代表する画家が､ フラ ン ドル絵画に影響され植物の細
密描写や北方で盛ん に制作されて いた静物画のように ､ 対象物のありのままの姿を描写す
る作品を制作 した こと を指摘して いる
3
｡
一 例を挙げるならば 14 83 年､ フ ィ レンツ ェ の
サンタ ー マ リア p ヌ オ
ー ヴァ の ために ヒ ュ - ホ B フ ア ン I デル B フ - スが描い た三幅対祭
壇画 (トリ ブテ ィ ック) に はガラス の花瓶､ 草花､ 衣装の詳細な模様や質感など､ 鋭い観
察力によ つ て描写された力強い視覚的リアリズム と細部描写の正確さが､ 同時代のフ ィ レ
ンツ ェ 画家に大きな驚きと影響を与えた｡ A.Jiノ フス キ
ー によれば､ 北方で十五世紀から
既に発達 して いた静物画や 日常生活を主題に描かれた絵画は､ フ ィ レンツ ェ で高価なアラ
ッ ッ ィを購入する経済的余裕がない貴族や商人にも入手可能な北方芸術作品として広く普
及して い っ た
4
｡
レオナル ド 】 ダ ･ ヴイ ンチの影響
また､ 北方絵画の自然主義的描写に影響を受けたレオナル ド
･ ダ ･ ヴイ ン チは ｢芸
術が担う役割とは自然界 を認識することで あり, 絵画とは科学の道具である+
5と述べ ､
自然現象 ､ 解剖学 ､ 天文学 ､ 動植物学など自然や自然現象を綿密に観察する研究をおこな
っ た o ヴァ ザ ー リは レオナル ド ･ ダ ー ヴイ ン チが描いた生け花の描写 つ い て ､ r模写され
た幾本かの 花が入つ た水で 一 杯の水差しは､ 驚くほど生き生きと して いるo 彼は (水差 し
に付 いた) 霞まで模倣したので ､ それは生彩というよりはむしろ生きて いるようだっ た ｡
6+ と ､ その 細かく正確な自然物描写に つ いて記 している . レオナル ド
･ ダ ･ ヴイ ンチに
と っ て素描とは視覚を用い た科学的な描写の手法であり ､.芸術が担う第
一 の役割とは自然
界の認識で あっ たため ､ 自然物の描写や解剖学の素描などをおこなう際には､ 視覚を用い
る直接的か つ 入念な観察が不可欠とされた
7
o こ の ような描写法によ っ て制作された レオ
Artl
'
sts
,
birkbe ck colledge,19 95,p pI13 5
･153･
3 cfr.Ca stelfra nchi, V.L. ,
”Italia eFia ndr en ella pittu radelQu attr o cento
”
,
in I
n
･
a m ml
･
n gh
'
a R
'
r e n z e, milan o,19 8 3,p p･18 9･2 32･
4pa n ofsky,A.,1966,p p･16 9,1 70･
a Blu nt,A. ,Artlstl
･
c 乃 e oryl
･
n ItabE1 450-160 0,lo ndo n,oxfo rdu niv e rsity pr e s s,194 0,p･39･
( 中森毒素訳 『イタリアの美術』 鹿島出版会 1984)
6va sa ri- M ila n e si, 19 0 6,Ill,p.56 0･
7
cfr. cla rk
,
a.
,
L E O N A R D OD A TqNCL c a mbri dge u niv･ pre ss, 19 39(丸山修 古 大河内
賢治訳 『レオナル ド . ダ･ r?
h
イ ンチ』 法政大学出版1 9 74p･18 ･) ;Salvini, R･, 19 84, p p･
48･ 52
.
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ナル ド l ダ p ヴイ ンチ による大量の手記やデ ッ サ ン は､ 《受胎告知 (An D a n Cla zl
'
o D e)》 の
前景に描かれた植物の ように絵画中に取り入れられ ､ その後ア ツ力デ
ー ミア , デル b ディ
ゼ - ニ ヨ な どで 若い芸術家たちが素描を学ぶ際の 手本と して 用 いられた o [Fig･ 7 8]
[Fig. 7 9]
ア ル ブレヒ ト l デ ュ ー ラ ー の影響
十大世紀初頭に活躍 し､ イタリアの芸術家に大きな影響を与え た北方画家として ド
イ ツ人画家アル ブレヒ ト デ ュ
ー ラ ー があげられ る○ デ ュ ー ラ ー もまた､ 客観的な観察に
ょる動植物の描写を熱心に研究し制作 した画家で あり ､ 特に草むらに 生育する草花の描写
や身近に観察できる動物の水彩画を制作 して いる
8
o [Fig･ 8 0][Fig･ 8 1] またデ ュ
ー ラ
ー の作品がイタリアに広く普及 したの は ､ 当時最も迅速 な伝達手段と して発達 した版画を
媒介と して であっ た｡ 版画は遠隔地 へ の運搬が容易で あり ､ 絵画と異 なり複写可 能なメデ
ィア として用い られて い たo 優れた版画家と して活躍 して いたデ ュ
ー ラ ー の作品は ､ イタ
リアの芸術家達が簡単に接触するこ とを可能に したの で ある. なか で もデ ュ
ー ラ ー が 二 度
も滞在 したヴェ ネツ ィ アは ､ 十大世紀イタリア において 印刷物の最大の 流入地であ っ たた
め､ ヴ ェ ネツィ アの芸術家はデ ュ ー ラ ー の版画作品を目にする機会が多く ､ したがっ て テ
ィ ツ ィア ー ノやテ ー マ ･ ダ ･ コ ネリア ー ノ ､ ヴィ ッ ト
ー L, ･ カル パ ッ チ オ ､ ジ ョ ル ジ ョ ー
ネなどはデ ュ ー ラ ー の版画作品で用 いられた画面構成や､ 北方的風景 ､ 視覚的リアリズム
表現 などを引用 して いる
9
｡
一 方 フ ィ レンツ ェ の コ ジモ ー 世の 保護下 で制作活動をおこ な
っ て いた ジョ ル ジ ョ ･ ヴァ ザ ー )10やボン トル モ ､ ブ ロ ンズ ィ
- ノ な どの 宮廷画家にも ､
デ ュ ー ラ ー の 版画作品か ら引用された空間構成や人物を見 つ けることが出来る ｡ また十六
世紀イタリアで は北方絵画の 流行と同時に ､ 正確な描写技術をもつ 芸術家やアラ･ツ ツ イ制
作の職人の需要が増し､ イタリア ヘ 赴 いて制作活動 をおこ なう北方出身の芸術家も少なく
8pa n ofsky,E., 乃 e ue of AlbT e ChtD 由,e r, prin c eto n u niv ･ pr es s,194 3(ed･ital ia n aLa Tq
'
ta
ele ope r edl
･
AlbT e Cht m T e r, mi1a n o,197 9,p p･5 1,1 06･(中森義宗 ･ 清水忠訳 『アル ブ レヒ
ト ･ デ ュ ー ラ ー : 生涯と芸術』 日貿出版者 198 4)
9 デ ュ ー ラ ー の作品が十五 , 十大世紀ヴェ ネツ ィア の芸術家達 に与え た影響に つ い ては以
下 の文献を参照 ｡ C fr. M inna,Hリ Ddr er eVen e zl
'
B, r Om a, 19 9･
･o ヴァ ザ - リが引用 したデュ ー ラ ー の版画に つ い て の考察は以下 を参照 ｡ He rr m a n n･
Fiol･e,a ,
"Suirap po rtifra1
,
ope r a a rtis七ic adel Va s ariedelI)dre r
如
,in lI Va s an
'
Storlo8T a&o eArb
'
sta, 鮎 e n z e,1974,p p･7 0 11 7 15･
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なか っ た ｡ この ような過程で ､ デ ュ ー ラ ー を初めとする北方画家の作品はイタリア全般に
広まり､ 普及 したのである ｡
ジョヴァ ン ニ ー ダ ･ ウ ー ディネ
ロ - マ の ラ ッ プ ア エ ツ 口 の エ房では ､ 師匠ラ ッ プ ア エ ツ 口 の弟子として信複を受け
グロテ ス ク文様や花綜装飾 (フ ェ ス ト ー ニ) の制作を手掛けたフリウリ出身の画家ジ ョヴ
ァ ン ニ ･ ダ 廿 ウ ー デ ィ ネ (14 87 - 15 6 4) が､ 新大陸か ら運ぱれた珍しい 動物や植物を描
いた多様な動植物画を制作して いた｡ ヴァ ザ - I)によれば､ ジョ ヴァ ン ニ ･ ダ . ウ ー ディ
ネは同 じエ房で制作活動をおこ なっ ていたフ ラン ドル人画家ジャ ン ･ )レツ シ ュ に北方様式
の草花や果実の描き方を学んだ11o ジ ョ ヴァ ン ニ ･ ダ ･ ウ - ディネの描く植物画では曲が
りくね っ たズッ キ ー ニ や ､ 複雑な枝葉の形態をもつカ ブ, 太陽の光を受けた瑞々しい葡萄
の房や ､ 熟 しすぎたザク口 の実､ 満開を過ぎて散る寸前の芥子の花など､ 十七世紀イタリ
アの静物画のような主題と描写がおこなわれ ､ マ ンテ ー ニ ヤ などの同時代イタリア画家が
描く花綜装飾に表される冷たさや壮麗さと比較するとその特異性がより明らか である12｡
更にヴァ ザ ー リは ､ 法皇 レオ十世のために ジョヴァ ン ニ ･ ダ ･ ウ ー ディネが制作したロ ッ
ジアの装飾に つ い て ｢可能な限りの多種の 自然が､ さまざまな方法で描かれている . 鳥た
ちに必要な食物となる ､ 地上で栽培されるあらゆる穀物や豆 果や果物が描かれている ｡ 同
様に魚類や全海洋生物がロ ッ ジアに描かれて いる ｡ 卜 ･] 限りない 多種類の果実や花があ
り､ 画家が描く こ とが出来る 一 年中の自然や世界のあらゆる場所にあるそれの形や種類や
色彩に つ い て言及するだろう . [-]J 13と述べ ､ ジ ョ ヴァ ン ニ ･ ダ ･ ウ - ディネの絵画の
ll"
m a e str o e C C el n七issir n odifa r v aga m e･nteLLr .J･t･ti,foglie, e 鮎 riLSimihs simialn ai･1･'-TaleJ;
s ebe n edim a nie r a u npo c o s e cc a e stentata, Daluiim pa r6 Gio v an ni da U din e afa rh
hello c o m eilm a e str o;e cheるpi血c o n u n a m a nie r am orbida epa sto s ala qu aleilfe c e
riu s ci
.
r e
.
e c c elle ntis sim o”
, Na sa ri･ M na nesi,19 0 6,Ⅵ ,p･96･)(cfr･ Bo n s a nti, G･,
"Glia rtisti
str an le rl n elle Vitedel Va s ari
”
,
inLI Va sa zT
'
Stw T
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ogTafo eAFLIsta,flr e nZe,19 74,p･729･)
12N.ダコ ス は ､ イタリア静物画の発達要因として フラ ンドル絵画の影響ぱかりだけでは
決して なく ､ 十五 世紀初矧 こジ ョヴァ ン ニ ･ ダ ･ ウ - ディネが制作した動植物画やグロテ
スク装飾なども挙げられると述 べて いる ｡ (cfr.Da cos, N. , Gl
'
0 帽D D l
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da U d]
'
n e1 487-1 56 1,
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,
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多様性を指摘してい る｡ 法皇から依頼された別荘の室内装飾､ 古美術品の 買い つ けや修復
のために頻繁に ロ ー マ に滞在 してい たフ ィ レンツ ェ の 宮廷画家たちは ､ジ ョ ヴァ ン ニ
p ダ .
ウ ー ディ ネが制作 した自然主義的描写の絵画作品の影響を受けたと考えられる o
北方芸術 へ の 評価 : ミケラ ンジ ェ ロ とヴァ ザ ー リの既述
しか し十五世紀から広く受け入れられ ､ 十大世紀のイタ リア絵画に強い影響を与 え
た フ ラン ドル絵画様式に つ いて ､ 異議を唱えたイタリア 人芸術家も少なからず存在した o
まずイタリア絵画様式の北方芸術に対する優越性を表した言葉と して シヤ ステ ルが引用し
た ､ ミケランジ ェ ロ が フ ラ ン ドル絵画に つ い て述べ た言葉
14を､ 当時の イタリア絵画様式
の 思想を表す 一 例と してとりあげたい ｡
r( 一 般的に フ ラ ン ドル 絵画 は) 如何なるイタリア絵画 よりも信心家 を満足させ るだろ
う ｡ イタリア絵画は 一 滴の涙さえけ っ して流させ ないであろうが､ フ ラ ン ドル絵画は逆
に多くの 涙を流させ るで あろう o しか しこれはフ ラン ドル絵画の 力や質に よるの では な
く ､ 当の信心家の性質に よるの で ある｡ フ ラ ン ドル絵画を好むの は ､ 女性､ 特に老女か
若い女性 ､ 修道士 や修道女 ､ そして貴顕の人々で も真の 調和に基づく音楽的調和を欠い
た人々 で あろう ｡ フ ラ ン ドル で描かれるの は , 見た目に快いもの ､ 聖人や預言者と い っ
た志 しざまには言 いようの ないものであり ､ これ は本当のとこ ろ, 外面的な視覚を欺く
だけの もの なので ある｡ こ のような絵に出てくるの は､ ぽろ切れ ､ あばら家 ､ 野の草木 ､
木の陰､ 橋､ 川など彼等が風景と呼ぶものと ､ あちこ ちに点在する多くの 人間だけで あ
る ｡ そしてそれらすべ て は ､ たとえある人々の目には心地よく映 っ たと しても ､ 実際の
che ha pe r bis ogn o e n utrim e nto degl
'
u c c elli in tutti lte mpi pr odot七i la te r r a･
simi lme nte de
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m ede sim olu ogo,[. . .]dir6 delle v a rie s o rti di fruttie di Ao riche vis on o s e n z afin e edi
もuttele m a nie r e, qu anta e c olo ri, chein tllttele pa rti del m o ndo s apr odu r r ela n atu r a
in tuttele stagio n edell
'
a n n o?[. . .]
”
(in Va s a ri･ M ilan e si,1 9 06,Ⅵ ,pp･553-5 54･)
･4A. シ ヤ ス テル によれ ば､ ミケラ ン ジェ ロの 言葉はポル トガル 人画家 フ ラ ン シス コ ･ デ
･
オラン ダによ っ て伝 えられたもので あり ､ 信頼性に疑問があると指摘して い る ｡ デ
ー オラ
ン ダは ､ ミケランジ ェ ロが北方絵画に つ い て述 べ た言葉は ､ 1538年に ロ
ー マ で おこなわ
れて いたヴィ ッ ト ー リア ･ コ ロ ンナとの言義論を著した 『絵画をめ ぐる四 つ の対話(Fo u r
D1
'
alogu e s onpa1
'
D 血 g)』 に伝え られたもので ある o (Holla nda,F･ , Fo u z
'DIBlogue so n
pa l
'
ntlng,伽a ns.)Aubr ey.F. G.Bell,lo ndon,o xfo rdu niv･pr e s,1928,p p･1 5
･16
,
in C ha stel, A･,
La CT l
･
s edela ReD a 1
'
s s a n c e.
･1520･ 1600, pa ris,1968.(小島久和訳 『ルネサ ン ス の危機
一
五 ニ ○ - 一 六0 0年』 平凡社 199 9,p.95.)
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ところ理論も技術も ､ シ ンメ トリ ー もプロ ポ ー シ ョ ンもなく､ 見識 ､ 選択､ 自在さに欠
けて いて ､ 要するに い か なる内容も力強さもないのであるo [-]+ 16
新プラ トン主義者であっ たミケ ランジェ ロはイデアが最重要であるとし､ フ ラン ドル
絵画の自然に忠実な細密描写の技術や ､ 対象物の姿をありのままに再現する画法を下等な
もの であると評価 した ｡ また合理主義的な理論によ っ て芸術制作における自然模倣を重要
視した L.B. アル ベ ル テ ィ は､ 絵画が担う第 一 の 役割は忠実な自然模倣であるとし､ 合理
的か つ科学的方法で 絵画や彫刻に必要な自然主義的要素に つ いて論じながらも ､ イデア を
｢美+ の表現のために 不可 欠な要素とし､ それを自然に勝る理想としている点では, ミケ
ラン ジ ェ ロ に代表される十五 ､ 十大世紀の芸術論と同様であるo 16
卿 こ 『芸 術家 列伝(Le 防te de1
'
plde c cellentlpltto n
'
s c zllto n
'
e a mhI
'
tett7)過
(fir e n ze,1550,15 68)の 著者ジ ョ ル ジョ L ヴ ァ ザ ー +)の記述 に注目する. 初版 (1550) で
は､ ヴァ ザ ー リの著作の記述内容に大きな影響を与えたミケラ ンジ ェ ロがまだ生存しでい
たためか､ アラ ツ ツイ 職人など北方出身の芸術家に つ い ては触れられて いない o しか しミ
ケラ ン ジ ェ ロ の死 後 (15 6 4) に出版された第二 版 (1 56 8) では ､ ヴァ ザ ー リはフ ラン ド
ル出身の芸術家に つ い て 一 章を設け､ 北方画家の描写技術能力の高さや絵画の素晴らしさ
に つ いて記 して いる ｡ また フ ィ レンツ ェ 画家ボン トルモ につ いての記述では ､ 彼がペ ス ト
を逃れて フ ィ レン ツ ェ 郊外ガッ ル ツ ツオの修道院で避難生活をしていた時期に制作した フ
レス コ 画にみ られる北方絵画様式の影響に つ いて特筆 して いる. ヴァ ザ ー リは､ 1520年
代にデ ュ - ラ ー の版画 図像がフ ィ レン ツ ェ に広く普及していたことを挙げ､ ボン IL ルモ が
描いたキリス トがデュ - ラ ー の作品を模倣したものであると指摘し, ボン トル モがデュ ー
ラ ー の版画などの北方絵画の手法を引用したことを非難した o しか しヴァ ザ - I)はデュ
ー
ラ ー の版画の素晴らしさを十分に認識して おり ､ 自分自身の作品にもそれを引用して い る
ほか17､ 寄木細エ やア ラ ツ ツイ制作やモザイク などの優れた技術者である北方出身の職人
とイタリア人芸術家とが相互に接触を持ち ､ 文化的影響を受ける ことに対して肯定的な態
度を示 した ｡
15
cfr･Cha stel
,A.,1968,p p.9 5･9 6･;Battisti,E･,1 98 9,I,p･2 93･
16Blu nt
,
A.
,
1940
,p p.15･35(中森義宗訳『イタリアの美術』鹿島出版会 1 984);Pa n ofsky, E･,
ID EA :E)
･
D BelLT ag Z U TBegm
･
irsge s ch]
･
chtede rA
･
1te m DKu n sttlle W 7
'
e
,
be rlin,19 60(中森
善宗 ･ 野田保之 ･ 佐藤三郎訳 『イデア』 思索社 19 825 3頁)
17cfrlle rr m a n n- Fio r e,a ,19 74,pp.70 1･ 7 15,
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こ のようにヴァ ザ ー IJの北方芸術家につ い ての記述を考察すると ､ 北方画家を認識
し評価 しながらもイタ リアの 画家がそれに迎合 し､ 強 い影響を受け過 ぎる ことを非難する
とい う相反する態度が明らかに なる ｡ また同時に重要 なことは､ ヴァ ザ - リはイタリアで
活動 した北方芸術家等がイタリアの 絵画様式を修得する目的で滞在したこ とを繰り返 し述
べて いる ことである｡ それは ヴァ ザ ー リが常に持っ て いるイタ リア絵画様式の 北方様式に
対する優越性の表われであると言える ｡ つまりヴァ ザ ー リにと っ て ､ 北方出身の芸術家た
ちはイタリア の優れた様式を学 び模倣するためにイタリアを訪れ ､ イタリアが誇る新しい
様式 (Ma nie r a M ode r n a) を修得するため にイタリア に滞在 した の で ある ｡ さら に彼
等がイタリア の絵画様式を どの程度修得できたかが ､ ヴァ ザ ー IJの 北方芸術家に対する評
価基準の 一 部にな っ て いた ことも 『芸術家列伝』 の記述から明らかで ある o またヴァ ザ
-
リ自身がデ ュ ー ラ ー の版画 を創作活動に引用する際にも ､ 北方様式に過度に偏りすぎるこ
となく ､ 常にイタリアの様式を固持して いた ｡ それゆえにヴァ ザ ー IJは､ イタリアの 近代
様式を捨て デ ュ ー ラ ー の 北方様式を全面的に引用 したボン ト
ー ルモ の 作品に対 して ､ 警鐘
を鳴らした18｡
そ して最後に加えなく て はならないのは, ヴァ ザ ー J)が 『芸術家列伝』 の序章で 記
した素描 (ディ ゼ ー ニ ヨ) に つ いて の議論 ､ すなわち自然模倣とイ デア の問題で ある ｡ 習
練を伴う､ 自然に 忠実な写生の重要性をヴァ ザ - リが高く評価 したことは ､ 前述 した北方
画家の描写技術に対するヴァ ザ - リの称賛か らも明らか であるが ､ ヴァ ザ -) は『技法論』
の算十玉章 ｢絵画 に つ い て+ に おいて ､ 素描とは ｢心の うちに生じた着想 ､ また他の場合､
頭のうちで創造 し , 観念の 中で つ くり上 げた着想を､ 外に表出し明確化したものに ほかな
らない . 19+ と述べ て い る c すなわち自然模倣はイデア を外在化させ るため の役割を担う
手段と して用い られるが ､ 自然模倣それ自体が芸術の 目標ではない ｡ つ まり ､ ヴ ァ ザ ー リ
にと っ て北方芸術の特徴 で ある自然模倣の技術を学び､ 訓練することは ､ 精神に 内在する
イデア を表出する こ と を理想とするイタリアの絵画様式のために有益な 一 手段を鍛錬する
ことであっ た｡
だが 一 方で ヴァ ザ - リは, フ ラ ン ドル画家ジ ョ ヴァ ン ニ ･ ス トラ ダ ー ノ の能力を認め
18
cfr. Herr m a n n-Fio r e,K. ,19 7 4,p p.71 2-71 5.;Poz zi,M .G. ,
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19 ヴァ ザ ー リ研究会 『ヴァ ザ ー リの芸術論:『芸術家列伝』 に ける技法論と美学』 平凡社
1980 117頁 .
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て自分の エ房 へ 招き ､ ア ラ ツ ツイ の下絵やパ ラ ツ ツオ b ヴ ェ ッ キオの室内装飾､ ス トイデ
ィオ ー ロの板絵制作をは じめ ､ サンタ p マ リア A ノヴ ェ ッ ラ聖堂やサンタ ･ ク ロ ー チ ェ 聖
堂の改装など様々な重要な仕事を任せ ている20｡ さらに 『芸術家列伝』 第二 版では､ ス ト
ラダ ー ノやジャ ンボ ロ ー ニ ヤ など北方画家に つ いて の解説が加えられ､ イタリアの様式に
優位を置きながらも ､ 創意 の素晴らしさや自然主義的描写などの特徴をあげている｡ さら
に前述したように ､ ヴァ ザ ー JJ が制作した絵画作品の中にもデ ュ ー ラ ー などの 北方絵画的
要素が引用された ことを考えると ､ヴァ ザ ー リが北方芸術家の描写技法を肯定的に解釈し ､
アル プス 以北の自然主義的描写をみずからの作品に取り入れること によ っ て ､ 自然模倣を
修得 したことが明らかで ある ｡
以上 , ミケラ ン ジ ェ ロ のように北方の絵画様式を全面的に否定し櫓下の芸術と して
評価 した ､イタリア様式の優越性を唱える理論や批判が存在 してい たことも確か であるが､
反宗教改革的観念に相応 しい芸術制作に つ いての論考を著した枢機卿パ レオッ テ ィもまた ､
デ ュ ー ラ ー を r健全か つ 誠実に注意深く観察する者+ 21と描写の視覚的リア リズム を高く
評価して いるように ､ 十大世紀イタリアでは北方芸術が持つ 堅固な技法や力強さ ､ そして
精巧な描写力が同時代のイタリア人芸術家に広く受け入れられたとい える ｡
それで は フ ィ レン ツ ェ 絵画と フ ラン ドル 絵画の相互 関係は, 1537 年に フ ィ レ ン ツ
ェ 公の座に就 いたコ ジモ ･ デ . メ ディチが､ フ ィ レン ツ ェ を中央集権的な君主国家 へ と発
展させ て いく過程に おいて どの ように変化したのだろうか ｡ 次節では ､ 社会的文化的背景
や君主の趣向を考慮 し､ メディ チ家に統治されたフ ィ レン ツ ェ における北方絵画の受容と
自然主義の発達 ､ 更にその理由と意味に つ い て考察を行なう｡
20トレ ン ト宗教会議を支持したコ ジモ ･ デ t メ ディ チ によっ て ､ 教義にかな っ た聖堂の改
築改装が ､ サンタ ･ ク ロ ー チ エ は 15 6 7年からサンタ ･ マ リア L ノヴ ェ ッ ラは 1 56 8年か
らおこ なわれた. (cfr.Hall,M リ
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1 - 2 . コ ジモ ー 世の 保護下 に おける自然主義絵画およぴ北方画家の活産とその 影響
は じめに十五 世紀以 降､ フラ ン ドル芸術がイタリア に流入した重要な経路と してア
ラツ ツ イ の輸入があげられる ことは既に言及 した ｡ 十六世紀にな っ てもア ラ ツ ツ イの需要
は高く ､ 頻繁に輸入されて い た ｡ この ような状況下 で コ ジモ ー 世は､ 希望通りの図案を制
作 しコ レクシ ョ ン する芸術保護の目的だけで はなく ､ 海外輸出による経済的効果をも考慮
して ､ フ ィ レン ツ ェ に ア ラ ツ ツイ 制作をおこ なうエ 房を設立 した ｡ 1 5 4 6年 10月 20 日に
創設された フ ィ レン ツ ェ のア ラ ツ ツイ 制作 工 房で は ､ ジ ョ ヴァ ンニ ･ ロ ス トや ニ コ ラウ ー
カル ヒ ヤ ー などフ ラ ン ドル出身の アラ ツ ツ イ 職人 や､ 宗教的理 由か ら国を離れイタリアに
定住 したフ ラ ン ドル 人 ､ またバ ッ キア ツ カ (フ ラ ンチ ェ ス コ ･ ドゥ ベ ル テ ィ ー ノ : 14 9 4-
1 5 5 7) 22､ ア ニ ヨ 一 口 ･ ブ ロ ンズィ - ノ (150 3- 15 72)
23
､ ヤ コ ポ ･ ボン トル モ (14 9 4･1 5 56)､
フ ラ ンチ ェ ス コ ･ デ ･ ロ ッ シ . サル ヴィ ア ー テ イ (1510･ 1 5 63) 24などの宮廷画家が図案
制作に参加 し制作がおこ なわれた｡ コ ジモ ー 世は ､ 北方の技術であっ たア ラ ツ ツイの 制作
をフ ィ レン ツ ェ に取り入れ ､ 定着させ るために ､ フ ィ レンツ ェ に創設 したア ラ ツ ツ イ職人
の エ 房が､ ア ラ ツ ツ イ 制作 を学ぶフ ィ レン ツ ェ の若手職人に対 して無報酬で技術を提供す
る義務を課 した28. そ して メ ディ チ家の王 宮パ ラ ツ ツオ ･ ヴ ェ キオや別荘ポッ ジオ ･ ア ･
カイ ア ー ノ の壁面を装飾するためのア ラ ツ ツ イ が制作され ､ フ ィ レンツ ェ の エ房で制作さ
22 ヴァ ザ - リは ､ バ ッ キア ツ カは人物を詳細に描写 したカル トンを制作 し､ 金銀糸を用
いた素晴ら しいアラ ツ ツ イ を制作 した｡ また君主用の寝台用刺繍装飾用に細か い描写をし
た下絵を制作 し ､ 刺繍師で あっ た兄弟の フ ラ ンチ ェ ス コ が ､ 真珠や他の高価な材料を用い
て ､ 豪華な作品を作 っ たと記 して い る o (Va s a ri- M ila n e si,1 906.,Ⅵ ,p p.45 4-4 56･) またバ
ッキア ツ 力 は ､ パ ラ ツ ツオ ･ ヴ ェ ッ キオの ｢五百人広間+ を飾るア ラ ツ ツ イ の連作をグロ
テ ス コ 文様や動植物をもちいた図案で制作 して い る . ((cat)Fl
'
p e n z e elB To s c an a del
Med7
'
cID elJ'Eu TOPa del CI
'
nqu e c e nto, Palaz z oVeockio: co m m l
'
tten z a e c olle z1
'
o LZ1
'
s m o
m ed1
'
c e1
'
,
&r e n z e
,
19 8 0,p pA 7･5 0.)
23 ブロ ンズ ィ ー ノ はボン トル モ とサル ヴィ ア ー テ ィ とともに ､ ｢聖ヨセ フの 生涯+ を主題
に したニ十枚の連作を制作 した ｡ 154 6年か ら 15 5 3年にかけて制作された連作の図案は
ブロ ンズ ィ ー ノ が十六枚を担 当している o ((cat)R
'
r e n z e ela 乃s c a n adel
'
Medl
'
cl
'
n ell'Eu F OP& del C1
'
nqu e c e nto ,1980,p p･5 0- 62･)
24 サル ヴィ ア ー テ ィ は､ ｢年月+ を主題に した連作を制作 して いる. D. ハ イカ ン プによ っ
て 明らか にされた季節を象徴する これらの作品は しか し､ 現在す べ ての所在はわか っ て い
ないo ((cat)F&e n z e al 乃s c a B ade1
'
Med1
'
cID ell
'Eu r opa del Cl
'
nqu e c e nto ,1980,p p･6 6･
67.)
26
cfr.Fre 2;Z a,A. ,
"Innu e n z eFia m minghe eorigin alita Fior e ntin a n ella sto ria
dell
'Ar a zzie ria M edic e a”,in Gr ego ri,M .(a c u r adi), Rube n s aR
'
T e n Z e, 1983,p･232･
1 2 2
れたことを示す rF F+(Fa ctu m Flo r e ntia e)のイ ニ シャルと､ 大公冠とフ ィ レンツ ェ の紋
章の百合 (ジッ リオ) が印された｡ またフ ィ レンツ ェ のア ラツ ツイ製品は高い品質によ っ
て名声を高め ､ 宋きな成功を収めた o 26
こ の ようなコ ジモ ー 世のア ラ ツ ツ イに対するの熱意か らも明らかなように ､ 君主は
北方絵画がも つ 自然主義的描写に強い関心を持っ ており､ フィ レン ツ ェ 画家ピエ Eト ディ ･
コ ジモ に 『動物画集(h
'
bm a)
'
An 1
'
m al1)』 を制作させて いるo またヴァ ザ - リに ､ r バッ キ
ア ツカはコ ジモ 公 の ため に ､ 神々 しいほど見事に描いた多様な種類の鳥類と珍しい草木を
審斎 一 杯に制作 し､ あらゆる動物を描く最高の素描画家であるが故に コ ジモ 公 に仕えるよ
うになっ た.
27+ と多様な動植物を描く能力を賞賛され ､ ボ ー ポリ庭園の グロ ツ タ . マ ダ
ー マ 内の壁画に植物画を描いたり ､ 大公の寝台用の刺繍やアラ ツ ツイの装飾 ､ フランチ ェ
ス コ 一 世とヨ ハ ンナ 】 デ H オ ー ス トリア との結婚祝祭の装肝8(15 65)などを手掛けたバ ッ
キア ツ カは ､ パ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオの書斎装飾をてがけ､ rさまざまな格好をした鳥と
珍しい草花で埋め尽 くされた+ 29壁絵を描いて いる｡
ヤ ン ー フ ア ン ･ ド ･ ス トラ - ト :152 3･1 60 5
1 54 5年頃からヴェ ネツィ アで活動していたジ ョ ヴァ ン ニ ･ ス トラダ
ー ノ (Jan v a n
de Stra et:1523. 1 605) は､ 155 0年頃仕事のため にヴェ ネツィアを訪れたロ ス トと知り合
い ､ 勧誘されて フ ィ レンツ ェ にや っ て来たの であろうと考えられて いる｡ そしてス トラダ
ー ノ は､ ブロ ンズ ィ - ノやバ ッ キア ツ力そしてヴァ ザ ー リなどが下絵制作をおこな っ て い
たパラ ツ ツオ ･ ヴ ェ ッキオを飾るア ラツ ツイ の図案制作に加わり ､ フ ラン ドル様式の勤植
26Ba ro ni,A.,199 1,p･5･
2 7"Fin alm e nteil Ba chia cca a ndato als e r viziodel du c aCo sim ope r ch占e r a ottim opitto r e
in ritra r retutte le s o rti a
,
anim ali, fe c e aSu a Ecc elle n za u n o scrittoio tutto pie
no
d,u c c elh di div e r s e m a nie r e e d
,
e rbe ra r e, che tutto co nduss e a oho
divin a m e nte”(V as ariー M ila n e si,Ⅵ ,19 06,p pI45 5･)
28パ ラ ッ ツオ .ヴ ェ ッ キオの装飾は現在残されて い ない . Na s a ri･ Mila n e si,
19 06.,1906,ⅤⅠ,p p.454-456.)
29血 Va s a ri- M ila ne si,1 90 6.,Ⅵ ,p p･45 4･ 56･;狩猟を主題にしたアラ ツ ツイ は ､ 1 57 7年
7
月4 日まで に四十枚が完成されて いる o トス カ
- ナの趣向とフラン ドル様式が混合され
たこの連作は成功を収めた . (c at)F]
･
r e D Z e ela To s c a D adel
'
Medl
l
cIB eD
'Eu F OPa del
cl
･
nqu e ce nto;Pala z z oVe c ch]
･
o : co m mi
･
ttenz a e collezl
･
o m
'
s m o m ed=
'
c el
'
,
19 80,p p･76
-8 0I)
12 3
物などの 図案を多く採り入れた壮麗なア ラ ツ ツ イの 制作に専念 した
30
o また､ ア ラ ツ ツイ
制作のなかで最も注目に催するの は ､ 1567年に コ ジモ
ー 世が創案し､ 別荘ポッ ジ か ア ･
力イ ア ー ノ の ニ 十部屋を装飾したア ラ ツ ツイ の制作であるo ス トラ ダ
- ノ に依植されたア
ラ ツ ツ イの主題は ｢[- ] 全動物の狩猟と最も珍しくて立派 な世界の発明品を用 いた捕鳥
や漁猟 r - ++ 81であり ､ 制作された1 3 2枚の カ ル トン (ア ラ ツ ツ イ 制作 に用 い る原寸
大の下絵) には ｢猪狩り ､ ライオ ン狩り, ダチ ョ ウ狩り ､ 野生の雄ヤギ狩り ､ 雌カモ シカ
狩り ､ 狼狩り ､ 野兎狩り ､ カ ワウソ狩り ､ 野生ネコ 狩り+ などが描かれた
82
o
これらの
ァ ラ ツ ツ イ作品群の制作 は､ コ ジモ ー 世の死後もフラ ンチ ェ ス コ
一 世が引継 ぎ､ ス トラダ
ー ノ の後はア レツ サン ドロ ー ア ツ 口 一)が担当 し完成 している o
またス トラダ ー ノ はフ ラ ン ドル絵画の 特徴で ある撤密な線描に よる描写と､ 表現的
要素 をもつ 明暗法の使用によ っ て ､ 十大世紀フ ィ レン ツ ェ における自然主義絵画の 発展に
大きな影響を与えて い る ｡
ス トラ ダ ー ノ は ､ 生地ブリ ュ
ー ジ ュ で宝飾職人 マ ウ シミリア ン プ ラ ン クの下 で修
行 をおこない ､ 次にア ン トワ
ー プの ピ ー チ ル ･ ア ー ル ツ エ ンの エ房で学ん で いる o その後
イタリア へ 渡り ､ ロ ー マ の フ ラ ン チ ェ ス コ L デ
･ ロ ッ シ ･ サ ル ヴィア ー テ ィの エ房で イタ
リア絵画を学びつ つ ､ ミケラ ン ジ ェ ロ とラッ プ ア エ ツ ロ の作品や古代美術の勉強をした後
38
､ 1 545 年頃ヴェ ネツ ィ アに移 っ たと考え られ てい るo そ して ヴ ェ ネツ ィア 滞在中､ ｢サ
ン ･ マ ル コ の生涯+ を主題に した四枚の アラ ツ ツ イ 制作を依頼されて ヴェ ネツ ィア を訪問
した フ ィ レンツ ェ の ア ラ ツ ツイ 職人ジャ ン ニ
･ ロ ス トと出会 い ､ 勧誘されたス トラ ダ ー ノ
30G. ロ ス トは15 5 0年 ､ ヴ ェ ネツ ィ アか ら､ ヤ コ ポ ･ サ ン ソヴィ
ー ノの 下絵に よる rサ ン ･
マ ル コ の生涯+ を主題に した四 枚の ア ラ ツ ツ イ を制作する仕事のためにヴェ ネツ ィ アを訪
れ ､ イタリア絵画を学ぶためにヴェ ネツィ ア に滞在していたジ ョヴァ ンニ
･ ス トラダ ー ノ
とで あっ たと考えられる ｡ そ して ロ ス トは､ ｢ヨセ フ の物語+ を主題に した連作の依頼を
制作するため の人手が必要であっ たため､ ス トラダ
ー ノ をフ ィ レ ン ツ ェ へ 来るよう説得し
たと考え られて いるc (ibid.,1 980,p.5･) フ ィ レン ツ ェ での ス トラダ
ー ノ の カル トン制作に
対する支払い記録は 155 7年か ら見 つ ける ことが出きる . (cfr･ M e o ni,L.,
"L'Er edita di
M ichela ngelo n ella pr odu zio n edell
'
a r azz e ria gr a ndu c ale aFir e nze da Co sim ol a
co sim oII
''
,
in(c at.)L
'OmbT Bdelge D 1
'
0;M)
'
chelB n agelo el 知
･te aFl
'
r e B Z e1 53 7･ 1631,
丘re n z e, 2002,p.112.)
31"[. . .]1e cacce chefa n n odituttigl
'
anim alieti m odi d
'
u c cella r e epe s c a re, c o nle Fiも
str an e e bellein v e n zio ni del m o ndo.[…】
”
Na s a ri- Mila n e si,1906,ⅥⅠ,p･6 18･)
32Bo rghini,R.,ll R]bos o, 鮎 e n z e,1584,p･5 8 2･;c色
･
･ Del Ric cio
,
A･,
"Del Gia rdin odiu n r e
”
,
in D G1
'
ardl
'
D OStorlc oZtall
'
a n o,fir en z e,19 8 1,p.10 7･
3 3Bo rghini,R.,1 584,p･5 80･
1 2 4
はフィ レン ツ ェ - 活動の 拠点を移 し ､ 《メディ チ家の歴史
34》 と思された連作のためのカ
ル トンを制作するなどア ラ ツ ツ イ エ房で活躍した｡ 35
さらにヴァ ザ - リに よ っ て ､ その卓越 した素描力､ 素晴らしい着想と豊か な構想 ､
優れた色彩表現そ して仕事の迅速さを高く評価されたフ ラン ドル画家は､ 有能な弟子 と し
て信頼され ､ メ ディ チ 家宮廷の装飾など大きな仕事を任されて いた
36
｡ ス トラダ ー ノ が携
わっ た絵画制作の具体例と して ､ 1 561 年から 1 563 年にかけて制作されたパ ラ ツ ツオ
l
ヴ ェ ツ キオの r五百人広間+ の天井画､ rエ レオノ ー ラの聞+ の室内装飾
粥
､
｢コ ジモ の宝
物室+ 天井 フ レス コ 画などがあげられ ､ 公的な大広間や君主の私室など王宮のなかでもよ
り重要な空間の装飾 を担当していたことがわかる ｡
なか でも特筆すべ き作品は､ フ ランチ ェ ス コ 一 世のス トウディ オ ー ロ のために制作
された 《錬金術 工房》 で ある｡ さまざまな ｢エ 房主題+ が描かれたス トウディオ
ー ロ の作
品群のなかで ､ 蒸留や漉過などの錬金術作業をおこ なう多様な形態をもつ ガラス 器具の質
感や､ その ほか多くの複雑な実験道具の細部､ 人 々が作業をおこなう様子 まで正確に措か
れた こ の作品の制作には ､ 北方絵画の伝統が育ん だス トラダ
ー ノ の轍密な描写力と ､ ガラ
スの透明感まで表現で きる視覚的リアリズムが必要不可 欠で あっ た ｡ さらに ､ ｢自然と人
工 の統 一 + を図像プロ グラム の統 一 主題と し､ 四元素を象徴する作品で構成された絵画群
のなか で ､ 《錬金術 工 房》 の 主題がより重要な役割を果た したことは ､ 画面右下に錬金術
の作業に没頭する君主 フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世の肖像が描かれたことからも明らかであり ､ ス
トラダ ー ノ がこ の作品の制作を依頼された事実は､ ガラス の輝きや優れた明暗表現などに
み られる画家の 能力がメディ チ家の宮廷画家において高く評価され､ 重用されて いたこ と
を表わして い る｡ 38
34この連作は､ パ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオを装飾するために依頼され 15 7 1年から 15 7 4年
にか けて制伸されたと考えられて いる o 連伸ば ｢コ ジモ
･ イル ･ ヴ ェ ッ キオ+､ ｢口 レン ツ
ォ ･ イル ･ マ ン ニ ー フ ィ コ+､ ｢ク レメ ンテ七世+ の主題に加え ､
｢ジョ ヴァ ン ニ ･ デ ッ レ ･
バ ンデ b ネ ー レ+ を主題に した五作品､ ｢シ エ ナ戟争+ を主題に した大作晶があるo
((c at)Fl
･
ren z e ela To s c a D adel
･
Med]
･
cl
･
n ell,Eur ope del Cl
'
nque ce nto1 9 80,p p･80
- 84･)
a515 50年に契約が交わされたアラ ツ ツイ制作はヤコ ポ
･ サン ソヴィ ー ノ のカル トンが用
い られ ､ 1 5 5 3年に完成 して いる｡ (Ba r oni,A･, 19 9 1,p･5･)
36va s a ri- M ila n e si,ⅤⅠⅠ,p･6 1 7･;Ba r oni,A･, 1 991,p･8･
a 7パ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオの室内装飾を任されていたヴァ ザ
ー リは､ 同時期に コ ジモ ー
世からサ ン ト ス テ - フ ァ ノ騎士団教会 (ピサ) の建築を依頼されてい たo したが
っ て ､
rェ レオノ ー ラの間+ を初め とする宮殿の室内装飾は ､ 信頼する弟子ス トラダ
ー ノ に委任
されたの で ある｡
38Giz zi
,
C.
,
"Gio v a n ni Str ada n o:L
,in s erim e ntodel Manie ris mointer n a zio n aletragh
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その ほ か ス トラ ダ ー ノ は､ コ ジモ ー 世が蒐集 した多品種の 馬の デ ッ サ ゾ
9 [Fig･ 8
2] [Fig. 8 3] をおこ なっ たり､ メ ディ チ家の祝祭 や葬儀の装飾に携わっ て いる o また
ス トラダ ー ノ は 1 570 年頃に祖国 へ 戻っ ており､ E. フ ガメ ッ リによれ ば, 恐らく この 時期
に ス トラダ ー ノ は､ ア ン トワ ー プで元師匠の ア ー ル ツ ェ ンや弟子ヨア ヒム
･ ブ ー ケラ ー ル
な どが制作 した日常生活を主題に した新しい ジャ ン ル の絵画をフ ィ レンツ ェ へ 持ち帰 っ て
紹介 し､ 静物画 へ の 関心 を養っ たのである
40
｡ さ らに フ ラン ドル出身の ス トラダ ー ノ が､
ァ ッ ヵデ ー ミア ･ デル t デ ィゼ ー ニ ヨ の創設年 1563年に総監督 (Co n sole) に 選ばれた
事実は､ フ ィ レンツ ェ の芸術家に彼が提供する新たな描写手法や表現が受け入れられ ､ 宮
廷芸術家と して社会的に も重要な役割を果たして いた ことを示 して い るo
しか し次期大公 フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世は , コ ジモ
ー 世逝去後ス トラダ ー ノ の作品に対す
る関心が次第に薄れて い っ たと考えられ ､ 画家はフ ィ レン ツ ェ のメデ ィチ 家宮廷に おける
絵画制作やアラ ツ ツ イ エ 房の カル トン制作な どの 活動か ら離れ ､ 1576 年か ら 15 8 年に
かけてはナポリやフ ラ ン ドル 地方で活動 して いる41o だが ､ フ エ ル デ ィナ ン ド
一 世に治世
が移る(15 88)と再びメディ チ家の宮廷芸術家と して復帰し ､ フ ラ ン チ ェ ス コ
一 世の葬儀の
際には既に ､ ベ ルナル ド ･ ブオ ンタ レンチ イの指揮の 下に装飾を担当 して い るo またス ト
ラダ ー ノ は , ピサのサ ン ト ス テ ー プ ア ノ騎士 団教会の 両壁に 《ス テ
ー プ ア ノ ー 世の殉教》
(1 58 8) を主題に した五 枚の モ ノク ロ
ー ム を制作 したり ､ フ エ ル ディ ナ ン ド
一 世とク リ
ステ ィ ー ナ ･ ディ ･ ロ レ ー ナの結婚祝祭 (15 89年 4 月 30 日) やス ペイ ン王 フ ェ リ ペニ
世の葬儀 (1 598年 9 月 13 日) などの祝祭装鰍 こ携わ っ た ｡ この ように ､ 約半世紀の間
フィ レン ツ ェ を中心に制作活動をおこ なっ たス トラ ダ
ー ノ は､ フ ィ レン ツ ェ に北方芸術を
紹介 し普及する仲介者と して 重要な役割を担 っ たといえる ｡
42
a rtisti flO r e ntinidella ge n e r a zio n e v a s a rian a
”
,
in a
'
o v a n D ]
'
StT ada n oe Da nte, mila n o,
19 9 4,p.44.
3 9 ス トラダ ー ノ に よる十六枚の馬の デッ サ ンは､ 現在ウフ ィ ツ イ美術館付属ウフ ィ ツイ
美術摩付属版画素描室に所蔵されてい る｡
(G D S U,cod.U fE.5 12 2s,Uff.5 1 23s,U ff5 1 2 4,Uff･5 12 5,Uff･5145,U ffB520r n･ - U ff･8 630 rn ･)
40Fuga m elli,E.,
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'
a rd1
'
n odel GT a ndu c a :Natuz:a m Orta B elle c olle zl
'
o n]
'
m ed1
'
c e e, fir e n 2;e,1997,p.37.
4 1H ai ka mp,Dリ
"Gio v a n ni Str ada no:Schia cciato dalpe s odiVa s a ril
'
,
in )
'
1 Gl
'
o m ale
dell
'
a rte
,
n .169, set, 1998.
42
cfr.strin ati, C.,
"Gio v a n ni Str ada n o"Pe rbe n m e z z o se c olo llega m e ntotr ailn o rde
il告ud Eu r opa
”
,
in G1
'
0 招 n D 1
'
StT ada no eDa nte,mila n o,1994,p p1 01,1 02･
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その他の北方芸術家
その他にもア ツ カデ ー ミア成立初年度から ､ フ ィ レンツ ェ で活躍したアル プス 以北
出身の芸術家は二 人いる ｡ まずはメディ チ家の アラ ツ ツイエ 房でカル トン制作者と して雇
用され､ ア ツ カデ ー ミア で はミケラン ジ ェ ロの葬儀や フ ランチ ェ ス コ ･ デ ･ メ ディチの結
婚祝祭にも携わ っ たオ ラ ンダ人画家 ブ リ
ー ドリ ツ亡 ･ サス トウ リス (15 15･ 1584)､ そ し
て彫刻家と して活躍 した フ ラ ン ドル人ジャ ンボロ - ニ ヤ(1 529･ 160 8)である o
ジャ ンボ ロ ー ニ ヤ は､ コ ジモ
ー 世よりもむしろフ ランチ ェ ス コ 一 世の宮廷彫刻家と
して活躍 した o ヴァ ザ ー リはジャ ンボロ ー ニ ヤ に つ いて ､ ｢大変卓越した能力を持っ た若
者で あり､ [ -] その能力 (ヴィル トウ) のために大公か らの恩寵をうけて いる+ と記 し
て いる . 彫刻家は 1572 年 ロ ー マ に赴き､ おそらくフ ラ ンチ ェ ス コ
一 世が購入した古代彫
刻の修復などをおこ なっ た｡ またジャ ンボロ ー ニ ヤ は徹底した自然主義でフクロウや孔雀､
また七 面鳥などの新大陸の動物をブロ ンズで制作し､ メディチ家の別荘ヴィ ッ ラ
. デイ ･
カス チ ッ ロ の洞窟意匠の 装飾と して 用し､て い るo [Fig. 8 4] さらにフ ラ ンチ ェ ス コ
一 世
の庭園プラ トリ ー ノ の意匠として巨人像 《ア ツ ペ ン ニ
ー ノ》 像や､一《
ペ ルセウス》 像 , 《バ
ッ カス》 像その他多数の庭園意匠を制作して いる ｡
北方出身の芸術家が活躍 し ､ 自然科学的観察による正確で精密な描写が評価された
十大世紀後期の フ ィ レン ツ ェ に おいて ､ 同時代の芸術家たちが目指した芸術様式に つ い て
は､ ア ツ カ デ ー ミア L デル ･ ディ ゼ ー ニ ヨ創立 (15 6 3) の中心的役割を果たした画家に
っ いて の評価の変遷を考察する ことに よ っ て ､ その
一 傾向を知ることができるで あろうo
その 一 例と して挙げられるの は､ 宮廷画家と して活躍したア ニ ヨ
一 口 ･ ブ ロ ンズィ
ー ノ で ある ｡ ボン トル モ に師事したブロ ンズィ
ー ノ は､ フ ラン ドル様式の冷ややか な視覚
的リア リズムを修得 した画家で あり ､ その特徴をより明らか に見る ことがで きるの は精力
的に制作した肖像画作品で ある｡ 衣装に ほどこされた複雑な刺繍模様の質感や ､ 身に つ け
た貴金属や宝石 の光沢､ 轍密な描写によ っ て写実された表情などに表される表面的で視覚
的なリアリズムが高く評価され､ ブロ ン ズィ ー ノ は コ ジモ
ー 世の肖像画家と して 活躍 し多
数のメ ディ チ家の肖像画を制作しているo またヴァ ザ
ー リは『芸術家列伝』の なかで ､ ｢た
い へ ん自然で信じられぬ ほ ど入念で熟練した描写法は ､ それ以上 のものを望めない ほ ど
で
127
ある ｡+ 43とこれ らの 肖像画 を絶賛し､ さらに肖像画に 描かれたモ デル は ｢まるで本当に
生 きて い るかの 様であり ､ 療神しか 足りない ものがな い ｡+ 44と ､ 画家がもつ 卓越した写
実技巧を称えて い る｡
だが 一 方で ､ ブロ ン ズ ィ ー ノ はミケラ ンジ ェ ロ を理想とするイタリアの様式 (マ ニ
エ ラ) を重要視した芸術家で もあ っ た o ヴァ ザ - Jー が重要な要素として主弓長した ｢代表的
芸術作品の模倣としての 芸術+ 46に したが っ て制作された具体的 一 例 として 掛ずられるの
は､ 1564 年に ブロ ンズ ィ - ノ がサ ン ･ ロ レンツ オ聖堂の ために制作 した 《サ ン ･ ロ レン
ツ ォの殉教》【Fig. 8 5コ で ある ○ 身体と筋肉の複紐な動 きを描写するため に あらゆるポ
ー ズを取らされた裸体像が詰めこ まれた画面からは ､ ミケラ ン ジ ェ ロの作品 を詳細に研究
した ことと , ロ ー マ での 短期滞在 (1548) の 隙に制作 した ラ ツ フ ァ エ ツ ロ派の絵画模写
を引用い て いるこ とが明らか である ｡ ブロ ンズィ ー ノ は､ ミケ ラ ン ジ ェ ロの 《カ ツシナの
闘い》の カル トンやメデ イ チ家礼拝堂が若 い芸術家に と
■
っ て素描技法の習得をおこ なう｢学
校+ と して の役割を果た したように ､ み ずか らが制作 したサ ン
･ ロ レン ツオ聖堂の壁画が
芸術家の手本に なるよう制作をおこな っ た ｡ しか し既に ス トウディ オ
ー ロ の装飾などで活
躍 して いた ､ ジ ョ ヴア ン バ ッ テ ィ ス タ
･ ナルデ ィ - ニ やサ ンテ イ ･ デ ィ ･ テ ィ - トをは じ
め とする新世代の ア ツ カデ ー ミア会員たちに と っ て ､ ブロ ン ズ ィ ー ノ の作品はただの時代
遅れの絵画 で あり ､ こ の目論み は失敗に終わっ た ｡
46
43va s ari･ M ila n e si,VII,1 906,p.5 9 5.
44 ”[. . .]I ritr atti di luie della m oglie ta nto n atu r ali, che paio n o viive r am e nte, e che
n o n m a n chilo r o B e n O nlo spirito[…】
"
Na s ari- M ila n e si,ⅤⅠⅠ,190 6,p･5 9 5･)
45 ヴァ ザ ー リは､ L.B. ア ル ベ ルテ ィ の理論に従い ､ ｢芸術はすべ て自然の模倣である+ と
『芸術家列伝』 第 一 巻序文に述べ て いるが､ ｢短縮法と他の 芸術あらゆる難技の見本+ で
あると許したミケ ラン ジェ ロ の ｢最後の審判+ に見られるような ､ 芸術家の技 (マ ニ エ ラ)
が自然に勝ることを確信 して いた . また同様に ､ ヴァ ザ ー ) はフ ラン ドル様式の視覚的リ
アリズム を称え レオナル ド ･ ダ ･ ヴイ ンチの自然物の デ ッ サ ンを手本にする
一 方で ､ イタ
リアの もつ優雅で調和の とれた様式の優越性を常に主張 して い た o そ してヴァ ザ - I)は､
コ ジモ ー 世の下 で宮廷画家と して 成功を収め て いたものの ､ 努力の甲斐なく最後まで公子
フ ランチ ェ ス コ ･ デ ･ メ ディチの 寵愛を受ける ことは出来なか っ た｡ それ は 1569年すで
に ロ ー マ に いたヴァ ザ ー リが ､ フ ラン チ ェ ス コ ー 世の ス トウディ オ ー 口 の ために描いたパ
ネル画 《ア ン ドロメ ダを救うペ ルセ ウス》 をフ ィ レン ツ ェ ヘ 送る際に ､ ｢公子の お気に召
さねぱ描きなおす+ という手紙を添付 したこ となどか らも明らかである｡ その ほかヴァザ
- リはフラ ンチ ェ ス コ 一 世に古代遺物を贈るなどして 反応を伺い ､ 次期大公 と何とか良い
関係 を築こ うと努力 して いたが報われなか っ た. (Blu nt,A. ,1 9 40,pp･99-10 3･;Be rti,L,
&r e n z e
,
1967, p p･75,2 54- 2 561;Ba r o c chi,P･,
"La Sto ria della G al1e ria ela Sto riogr afia
Artistica
”
,
in Gl1
'
tL＋2Fzl
'
/ qu Btim s e c ol1
'
d1
'
una galle y1
'
a
,
Ⅰ
,
fir e n z e,19 83,p･53･)
46sm yth, G.,
"Br o n zin o a nd Dur e r”, in 《T he Bu rlingto nM aga zin e》 ,IV,19 7 7,p･70 9･;
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この ように ブロ ンズィ ー ノ には､ 精密で鋭い描写技術によ っ て事物の姿を再現する
自然主義と､ マ ニ エ ラを用いて自然に勝るイデアを表現し完堂な美を創造する ことを理想
と したイタリア様式とい う､ 相容れない様式が混在 してい た. そして同 一 画家にみ られる
様式の混在を可能と した背景として ､ 十六世紀中期フ ィ レンツ ェ の時代や施主などの影響
があげられ ､ それは他の フ ィ レン ツ ェ 芸術家たちにも反映して いたと考えられる ｡
それでは ､ ア ツ カデ
ー ミア 中 デル ー ディ ゼ - ニ ヨ に所属する若手芸術家達は､ どの
ような絵画様式を求め ､ 研究し､ 制作したのだろうか ｡ 筆者は､ 十六世紀後期の フ ィ レン
ツ ェ 絵画に重視された絵画的要素の解明にあたり ､ ア ツカデ
ー ミアという芸術家養成機関
がい かなる教育プログラム の下 に指導がおこなわれて いたかに つ い て考察する oなぜなら､
フィ レン ツ ェ の芸術家が必要不可欠と考えア ツ カデ
ー ミアの講義で提供した知識の 内容を
明らかにする こと によ っ て ､ 十六世紀フ ィ レンツ ェ 絵画の特徴を示すことができるためで
ある ｡
wasbin ski,ZD L Acc Bde m l
･
a Med!
･
c e adel Dl
･
s egn o aET e nZ e E el Cl
'
nqu ec e DtO:Ide a a
Zsb
'
tu zl
'
oD e,Ⅰ,flr e n Z e,19 87,p p･2 0 0･206･
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第二節 芸術と教育 国家機関と しての ア ツ カデ - ミア サ デル p ディ ゼ - ニ ヨ の役割
2 - 1 . ア ツ カデ ー ミア ･ デル 】 デ イゼ ー ニ ヨ の仕組み (組織と社会政治的役割)
発足の過程
イタリア ･ Jレネサ ン ス に芸術家が活動 した社会的環境と仕組み に つ いて考察したピ
ー タ ー ･ /〈 - クが述べ るように ､ フ ィ レン ツ ェ で芸術家を志す人 々は若年か らエ 房に属し
て 師匠に師事し ､ 修業をしながら独立したエ房職人と して認め られる ｢親方資格作品+ 杏
制作で きる技術を身に つ けて い っ た47｡ またエ 房に は読み書きや算数などの 講義は なく ､
職人的技術の 習得場に撤 して い た｡ しか し､ 芸術が政治に及 ぼす影響力の強さを理解して
い たフ ィ レン ツ ェ 公 コ ジモ ー 世は ､ 国家権力の 下 で優秀な学者や芸術家を統括 し, その活
動を支配するための機関を創設 した｡
例 えば 154 0年に発足 したア ツ 力デ ー ミ ア ー デ ッ リ ･ ウ - ミ ディ(Ac c ade mia degli
u midi)で は､ トスカ - ナ語 をイタリア語と して整備 し体系づけるこ とを目的と した活動
をおこな っ て いた｡ しか し､ この ア ツ カデ ー ミ アは創立後まもなく コ ジモ ー 世が保護者を
名乗り出て ､ 彫刻家′くッ チ オ ･ バ ンディネ ッ リを中心に 翌年ア ツ 力デ ー ミア r フ ィオ レン
テ ィ ー ナ(Ac c ade mia Fio r e ntin a)と名称 を変更 した
48
o そ して フ ィ レン ツ ェ 公 の宮殿パ ラ
ッ ツ オ ー ヴ ェ ッ キオ内に本部を設け､ コ ジモ ー 世は名実ともに最高の文学者 ･ 学者の 保護
者 ､ そ して彼らがおこ なう活動の直接的支配者とな っ たの である｡
- 方 ､ 芸術家とメ ディチ 家との 関係は十五世紀か ら始ま っ て い た. 口 レンツオ ･ イ
ル ･ マ ン ニ ー フ ィ コ (1 4 9-1 4 92) は､ 古代彫刻の コ レク シ ョ ン を設置 したサ ン ･ マ ル コ
聖堂の 中庭に人文主義者や芸術家を招き, 規則を設 けずに自由に勉学をおこ なう場を提供
した o アテ ナイに住む人文主義者たちの プラ トン ･ アカデミ ー の集い をモ デル に したア ツ
47p. バ ー クは十五世紀イタリア の職業的訓練の場を, rエ房+ が担う職人文化と ､ ｢大学+
が担う知的文化の ニ種類に分類している ｡ さらに ､ 当時エ 房で修業をおこなっ た芸術家の
なか で ｢万能人+ と称される教養をも身につ けて い た芸術家がどのように誕生したか に つ
いて ､ rア ツ 力デミアJ と呼ばれる団体がつ くられたことを挙げて いるが, 1 5 6 3年にコ ジ
モ ー 世が正 式に創設する以 前に ､ そのような教育がおこ なわれて いたという証拠はない .
(Bu rk,P., 乃 eZtall
'
a nRen a )
'
s s an c eJCultw e B nd So clety血 ZtBly, 1986.(森田義之 ･柴野均
訳 『イタ リア ･ ルネサ ンス の文化と社会』 岩波書店 19 9 2, 7 9-91 頁.))
48 同年 ､ やはりコ ジモ ー 世が全面的な経済援助も したピサ大学が , コ ジモ ー 世の 第 一 秘
書 レ ー リオ ･ トレ ツ リに よ っ て構成され ､ 再開されて いる . (cfrB a r z m a n,A. ,The
13 0
カデ ー ミアに は ､ マ ル シリオ ･ フ ィ チ ー ノを初めとする人文主義者やミケラン ジ ェ ロ など
の芸術家が集っ た｡ しか し十大世紀､ コ ジモ ー 世が新たに創設したア ツカデ ー ミ ア b デル ･
デイ ゼ - ニ ヨ(Ac cade mia del Dis egn o)は全く異なる特質の組織であっ た. 芸術家の地位
と特権の獲得を試みた宮廷画家ジ ョル ジョ ･ ヴァ ザ ー リが翻案し､ トス カ ー ナ大公 コ ジモ
ー 世の権力を借りて 156 3年 1 月 31 日に芸術家組合を発足したのである49｡ この新しい
ア ツカデ ー ミア には組織の 規則が創立時か ら設けられ､ 祝祭行事や美術品制作など芸術活
動を通して トス カ ー ナ大公 国の権力と富を表象する役割を担う機関であっ た｡
｢君主 ､ 父､ 支配者 , そしてア ツ カデ ー ミアの第 一 人者､ 且 つ これらの芸術の普遍
的な保護者 (PTln 吻 e, pBdT e et$1
'
8220 m etPm
'
m o a c c ade m l
'
0 0 aPm tettUr e U B l
'
T4eZ7S ale di
qu este B rtI)+ と記された名誉会員の座に つ いたコ ジモ ー 世は､ メデイチ家による支配政
治が確立し領地を拡大 しつ つ あ っ たフ ィ レン ツ ェ 公国に おいて ､ 優秀な芸術家たちを支配
する国家機関を成立 したの である ｡ 更に コ ジモ ー 世は大公位を授与されて (1 569) 間も
ない 1571 年に , ア ツ カデ ー ミア ･ デル ･ ディ ゼ - ニ ヨの会員を､ 彼等が旧来持 っ ていた
ギル ドの義務か ら解放した50o こう して コ ジモ ー 世の保護の下 に創設した この芸術家組織
は､ ミケ ランジ ェ ロ を手本とするフ ィ レンツ ェ 美術のマ ニ エ ラ (技法) を修得する場であ
り､ トス カ ー ナ芸術様式に基づく教育が提供される場で あっ た｡ 芸術をプロパ ガン ダの装
置として有効に 活用 したコ ジモ ー 世は､ 芸術家と芸術活動をコ ン トロ ー ルする統括者であ
り､ 必然的にメ ディ チ家の文化事業とア ツ カデ ー ミア ･ デル ･ ディゼ ー ニ ヨの活動は密接
な関係をも っ て いた ｡ したが っ て ､ ア ツ カデ ー ミアがどのような規約に定められた組織を
もち､ 芸術家等に提供された教育や依頼された仕事につ いて考察を行なうこ とにより､ ア
ッカデ ー ミアがメディ チ家支配の トス カ ー ナ大公国において 果たした役割を具体的に明ら
か にする ことがで きる｡
本節では ､ メ ディ チ家君主の保護下 に置かれた芸術家集団ア ツ カデ ー ミア . デル ･
ディゼ ー ニ ヨ の 活動に注目し ､ 芸術家育成に用い た教育に焦点をあて ､ 十六世紀後期の芸
Flom ntln eAcade my a Dd 地eEa zly Mode m State, C a mbri dge,2 00,p･2 8･)
49
cfr. pev s n e r,N. , Ac Bde m l
'
e s of ht, pa sta ndpp e s e nt, c am bridge u niv･ ,1 94 0(ed･italia n a,
Le Ac cade m l
･
e d 鮎te,torin o,1982,p.4 6. ;中森義宗 ･ 内藤茂放訳 『美術アカデミ
ー の歴史』
中央大学出版部 19 7 4.)
60名称もコ ンパ ニ ー ア ･ エ ド ー ア ツ 力デ ー ミア ･ デル ･ ディ ゼ - ニ ヨ(Co mpa nia ed
Accademia delDise n o)に改められた｡ (cfr.De mps ey,C･ ,
"So me obs e rv atio n o nthe
edu catio n s .fa rtistin Fir e n ze a ndBologn aduringthe16th ce ntuty
”
,in 《Art
Bulletinl? ,6 2,p.5 5 3.,1980.)
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荷家に必要とされた知識と技術の内容を明らか にする｡ また時代的 一 政治的背景とア ッ カ
デ ー ミア の仕事を考察し､ ア ツ カデ ー ミアがフ ィ レンツ ェ で果た した政治的文化的貢献に
つ い て明らか にする ｡
ア ツ カデ ー ミア ･ デル B デイ ゼ - ニ ヨ の仕組み
ア ツ カデ ー ミア ･ デル ･ ディゼ - ニ ヨ は 1563 年に創設され ､ 1784年まで存続し
た｡ 発足年は, 四十 二人の 画家と三 十九人の彫刻家その 他七 十五 人の組合員で構成され ､
芸術制作や教育, 社会保証や任務が詳細に定められた規則を持 っ て いたo 組織は毎年､ 会
員の なかか ら選出された三 人の総監督 (Co n s ole) が機関運営に当たり, 同様に画家 , 建
築家 ､ 彫刻家の三 分野か ら 一 人ずつ 選出された検査官 (Ⅵsitato ri) が ､ 無報酬で生徒の
教育に従事 した61. 15 69年以 降は､ ア ツ カデ ー ミアが外部か ら専門家を雇用 して授業杏
お こなう形式がとられたが ､ 全会員が若手芸術家に技術的助言や教授をおこ なう義務を有
して いた o 5乏
ミ ケラ ン ジ ェ ロ ･ ブオナ ロ ー テ ィを名誉会員､ ヴイ ン チ ェ ン ツオ . ボルギ - ニ を総
督と して活動を開始 したア ツ カデ ー ミア ･ デル . ディ ゼ ー ニ ヨ は､ 保護者で ある フ ィ レ ン
ツ ェ 公 コ ジモ ー 世か ら依頼される仕事の他 , ヨ ー n ツ パ諸国の 宮廷か らの依頼や ア ツ カデ
ー ミアの母体で あっ たサ ン ･ ル ー カ借心会(Co mpa嘗ni? di S.Lu c a)の 聖人 誕生祝祭などの
活動な どをおこ な っ た o N. ペヴズナ ー は ､ ア ツ カデ ー ミアの 活動は宗教的祝祭芸術に限
られ若い画学生の教育は疎か にされたほ か､ 展覧会 などの 公的活動がま っ たくなか っ たと
511563 年に発布されたア ツ カデ ー ミア b デル ･ ディ ゼ ー ニ ヨ の規約全十四条の 寓八条に
は､若手芸術家 へ の教育が義務付 けられて いる o(
``C hei m aggio ri dena Co mpagnia n o str a
etAc c ade mia sia n o obligatiin s egn a r e a min o rie ss e ndo richie sti
”
(cfr. A do rn o,F. e
Za ngheri,L.(a cu radi),Gl}
'
Statub
'
dell Ac c ade m l
'
a del DIs egフ1 0, 且r e n z e,1998,p.2 4.)
6乏 ア ツ 力デ ー ミア ･ デル ･ ディ ゼ - ニ ヨ条項,第八 章o ;
''Eta 丘n eche n ell
'Accade mia e
Co mpagnia n o str a sihabbia n oave nire alle v and.o s e mpr eHu o miniche po s s a n o riu scir
v ale ntin elrArtedel D is egn o, e che qu elliche n elleVirth de side r a v a n o a v a n z a r si, efa r
ope r edegn edilode, v oglia m oeto rdinia m o che ogniv olta che a c cade ra che alcu n ode
'
Giova nidella Co mpagnia etAc c ade mia n o str arichie 鍔 a alc u n ode
' Co n s oli, o altri
delrAc c ade mia eCo mpagnia n ell
'Artedel Dis egn oin str utto edim ag由o rNo n e che gli
m o stri,in s egn l, 0 riveg ga qu alchela v o r odital Arte; cia s cun oco siCon solo co m e altri
■ ヽ
si乱 te n u七odia nda r e col Gio v a n e chelo richiedra u n a piもv olte s e c o ndo che o c c or r e ra,
et a m o r e v olm e n七e e c o n sin ce rita m o strare etins eg
･
n a rlo p, qu a nto giudichera
con v e nirsiad utile, be n e且cio , et a m m a e str a m e nto detalュGiov a ni,intendendo
n o ndim e n o che n o ndebba n oin altr e sta n z e od'altri 1atiche n elle Ca s e e sta n z edi
qu e stitall Gio v a niche richieggo no d
ヲ
e s ser ain a estrati.”(Capl
'
toll
r
, dell
'Ac c ade mia del
D is egn o,1uglio 1 563, VIII,in Wa zbin ski,Z.,19 8 7,ⅠⅠ,A,2)
1 32
述べて いるが ､ 筆者 は Z･ ワズビンス キが述べるように ､ サン
･ ル ー カをはじめとする宗
教祝祭の装飾を､ 若い芸術家を中心に選出した十二 人の会員で組織し､ 監督者の下で実行
する過程は教育的配慮がされた活動の
一 つ 53であり ､ また後に述べるようにア ツ カデ ー ミ
ァの教育内容は､ 若 い芸術家育成のために不可欠な知識の習得が考慮され､ 優秀な学者を
招いて専門的な講義が開か れて いたo
64
また ､ ア ツ カデ ー ミアの活動の場として ､ 1 56 7年にコ ジモ
ー 世はチ ス チルチ エ ン
シ修道院の 未完成で あっ たスカ
ー ラ家の礼拝堂を提供している o その礼拝堂はア ツ カデ ー
ミア会員によ っ て完成 し ､ 翌年か らチ ェ ス テ ツ ロと呼ばれる活動拠点として利用された o
また解剖学の授業の隙に は､ サンタ ･ マ リア ･ ヌオ
ー ヴァ 病院が提供されて いた ｡
2 - 2 . ア ツ カデ ー ミア ･ デル ･ ディ ゼ ー ニ ヨ の講轟
ア ワ カデ ー ミア ･ デル ･ ディ ゼ ー ニ ヨの教育方針
ァ ッヵデ ー ミア ･ デル ･ ディゼ ー ニ ヨでは初歩的な教育はおこ なわれなか っ た｡ な
ぜならア ツ カデ ー ミア は元来あ っ た芸術家育成の場であるエ房を排除せず ､ 教育を独占し
なかっ たため ､ ア ツ カ デ ー ミアの会員たちは従来通り各々 のエ 房に属 してい る場合が多く ､
芸術家としての初歩的で 実務的な技術は､ ア ツ カデ
ー ミアではなくエ房で修得する内容で
ぁると考えられて い たた め であるo 苦手芸術家たちは アツ カデ
ー ミアがおこなっ た理論教
育や数学を初め とする学問の講義および討論へ の参加が義務付けられており･ ア ツ カデ
ー
ミアを卒業するための 義務や必要年数などは定められなかっ たものの ､ 管理された教育制
度が整備され ていた ｡
そ して ア ツ カデ ー ミアでおこ なわれた講義内容は, 前節でとりあげたヴァ ザ
ー リの
ディ ゼ ー ニ ヨ 論､ すなわちイデア の自然模倣における優越に代表される十六世紀の芸術論
の影響を受 けて いる o ヴァ ザ - ]川 ､ イデアを外在化させるため に不可欠な素描を修得す
るために 二 つ の訓練を提示 してい る ｡ 第
一 は古代の大理石像､ 彫像から型取りされた石膏
53 サ ンタ 小 リ ニタ聖堂の祝祭 (5月 2 4日) やサ ン
･ ル ー カの祝祭 (1 0月 18日) など
の祝祭行事のために仕切り人(Fe staiolo)の役も選ばれたo 仕切り人は祝祭のた
めの装飾プ
ロジェ ク トを中心とな っ て作成 し､ 更にその必要経費も個人的に負担 しな
くて はならなか
つ た｡
54wa zbin ski
,
Z.
,
"La prim a m o str aden
,Acc ade mia delI)is egn o aFiren ze
”
,
in
《Pr o spettiv a》 , 14,197 8, p･47･
13
像な どの芸術件晶を写実する ことであり､ 第二 は自然の事物の写生をおこ なうこ とである
65
0
こ の ように芸術 (ア ルテ) が自然に勝るとするヴァ ザ ー .)の芸術論に従っ て ア ツ カデ
ー ミ
アで は､ 最高の マ ニ エ ラを修得するために古代彫像やミケラ ン ジェ ロ など巨匠の芸術倖晶
の模倣を優先的に おこ ない ､ さらに L.B. アル ベ ル テ ィ
56も芸術制作の重要素と してあげて
いる､ 自然物の写生を実践 して い るQ その なかで ､ 解剖学をはじめとす る実証学的な授業
も取り入れられ ､ さらに レオナル ド∴ ダ ･ ヴィ ン ヂ 7が残 した多くの手稿や素描が フ ィ レ
ン ツ ェ の若手芸術家の教材として用いられた ｡ また､ 自然哲学をはじめとする理論の教科
で は､ 古典文献の朗読がおこ なわれた｡
数学
講義内容で は ､ まず数学が挙げられる ｡ ア ル ベ ル ティ も 『絵画論』(14 50) のなか
で ､ 画家に必要とされる学芸で最も重要なもの と して幾何学を挙げて い る｡ アル ベ ルテ ィ
は ､ 画家は幾何学に深く通暁 しない 限り上 手く描く こ とが不可能で あり ､ 完全で絶対的な
58ヴァ ザ ー リ研究会 『ヴァ ザ - I)の芸術論』 平凡社1 9 8 0 11 9頁.
56L.B. ア ル ベ ル テ ィの 著作は ラテ ン語 による初版出版以後､ 約 一 世紀後に相次 いで イタリ
ア 語翻訳出版されおり､イタリア 中に普及したo アル ベル テ ィの 初版は ､Al be rti,LIB･ , Della
h
'
ttu zTad1
'
Le o BBattlsta Albez･tl,ll
'
bElir e
,
1 4 36.;DeReAedz
'
GcBtO n
'
a,1 4 50;De_ Statu a,
1 5 6 4o また 十六世紀の翻訳本は次を参照 . ;J dl
'
e cjl
'
bTldel
'
a mhl
'
tettu zTB
,
V e n e 2:ia, 1 546,
(ピエ ロ ･ ラウ口 訳);Laplttu m d)
'
Leonbatt7
'
sta Albe pt7
'
,
V e n e Zia,1547,(口 ドヴイ - コ ･
ドメ ニ キ訳),･ L
'
a mh1
'
tettu m df Lo enbatdstaAlbertliT adota l
'
n ll
'
ng7IaB
'
o r e ndn a,Ar e nz e,
1550,(コ ジモ ･ I(ル ト - リ訳) .;Della statu a, v e n e zia,156 8, De17a P7
'
ttur a,Ve n e Zia,1 5 68,
(バル ト - リ訳)
57 レオナル ドの 『論考 (T>attato)』 と呼ばれた手記の 出版は ､ 16 5 1年を待たねぱならな
か っ たが ､ 出版以前の手稿の 段階で フ ィ レンツ ェ に存在し多くの芸術家に影響を与えて い
たと考え られ て い るo ベ ン ベ ヌ ー ト チ ェ ツ リ ー ニ (15 0 0･1 5 7 1) は､ 1 54 2年フ ラン ス
から レオナル ドが記 した遠近法に つ い ての手稿をイタ リア ヘ 持ち帰 っ たとされて い る｡ ま
た ､ レオナ ル ドの弟子 フ ラ ンチ ェ ス コ ･ メル ツ イ (1 4 9 3-1570) は､ 師匠の死後 1 56 7年
頃に ､ レオナル ドの手記を出版する出版社を探すために イタ リアを訪れて い る｡ フ ィ レン
ツ ェ や ロ ー マ まで足を伸ば したにもかかわらず､出版社を見つ ける ことが出来なか っ たが､
メ ル ツ イがフ ィ レン ツ ェ へ 持 っ て きた レオナル ドの 手記を､ ア ツ 力デ ー ミア の人 間たちが
注意深く勉強した可能性も考えられるc またジ ョ ル ジョ ･ ヴ ァ ザ - I)も､ 彼の自筆と解剖
学の デッ サ ンを見たと記録 して い るo (cfr. Wa zbin ski,Z.,fir e n z e,I,1 9 87,pp･185･190･;
Ba r z m a n,K. ,
"The Flo r e ntin eAcc ade mia delD主s egn o:Libe r al E du c atio n a ndthe
Re naissa n ce a rtist
''
,
in Ac ade m l
'
e s ofa rtbetw e e n I･e n a ]
'
s s a D Ce and m m a ntl
'
c]
'
s m o
,
19 89,
p.27･;Ba r z m a n,K･ ,20 0 0,p･ 174･
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描写技術は幾何学に よつ て容易に理解で きると･. その重要性を繰り返し主張して いる
58
o
その主旨を継い でア ツ カデ ー ミアにおいても数学は､ 幾何学や遠近法の理論とともに知識
の基礎で あり ､ 世界を合理的に認識するために不可欠なものであると考えられて いた ｡ ア
ッカデ ー ミ アで は､ 15 63 年か ら 1568年までは毎年選出される三人のア ツ 力デ
- ミア会
員によ っ て ､ ユ ー クリッ ドやウイ 卜ルウイウス ､ 他の数学に関する著作の朗読による講義
がおこなわれた ｡ しか し 1 569 年以降は､ 大学や宮廷など外部か ら専門家を招き､ 講義を
開いた｡ 最初の講師と して 迎えられたピエ ルア ン ト
ー ニオ ･ カタルディ は､ 月七リ ー レの
報酬で ユ ー ク 1+ツ ドの朗読や幾何学をおこなっ て いる
59
o そして翌年から四年間 ､ 幾何学,
遠近注 , 地理学を教えたの は宮廷天 文学看で ドメ ニ コ 会修道士のイグナツイ オ
･ ダンテ イ
60であるo さらにその 後､ 宮廷数学者でピサ 大学教授を務めるオス ティ
ー)オ ･ リ ッ チが
1580 年代から教鞭をと っ た｡ リ ッ チ がおこなう遠近法や計測学などの講義には ､ ドン
･
ジ ョ ヴァ ン ニ ･ デ ･ メ ディ チ やガリ レオ ー ガリレイ ､ チ
ー ゴリ ､ ポッチ エ ツテ ィなども参
加して いた ｡ またリ ッ チ の場合 にはア ツ カデ
ー ミア の統括者であるメディ チ家の宮廷に雇
用されて い たため ､ 無報酬の 奉仕が義務であるとされて いた｡ リッ チは 159 3年にはア ツ
力デ ー ミア に雇われ ､ 亡くなる160 3年まで教鞭を取り続けたo
解剖学
1563 年7月 , ア ツ 力 デ ー ミア ･ デル ･ ディゼ
- ニ ヨ は補遺制定法に は, サ ンタ ･
マ リ ー ア ･ ヌ オ ー ヴァ 病院で毎年おこなわれる ､ 人体解剖の実施につ いて記されて いる
61
｡
58 Albe rti,L.B. , Della h
･
tta m,firen z e,1 450(三輪福松訳軒絵画論』中央公論美術出版 1971
63頁.)
$9 カタルディ に対 しア ツ カデ ー ミア は ､ 1 57 0年 11月まで給与を支払っ てい る o その後
カタル ディ はペル ー ジャ ､ そしてボロ
ー ニ ヤ で活躍した. (Be r z m a,K･,2000,p･1 52･)
60イグナ ー ツ イ か ダン テ イ は､ コ ジモ ー 世が コ レクシ ョ ンを収納する部屋に世界地図を
用いた装飾をおこなうため ､ フ ィ レンツ ェ ヘ 招かれたo 彫刻家としてメディチ 家宮廷
で 制
作活動を してし1た甥の ヴイ ンチ エ ンツオ ･ ダンテ イ の推薦によっ てフ ィ レン ツ ェ に招待さ
れたダン テ イ は , 1 562 年か ら 1563年の間に ペル
ー ジャか らフィ レン ツ ェ に到着 して い
る｡ ダン テ イ はコ ジモ ー 世に重用され ､ 15 7 1年にはコ ジモ
ー 世の援助に よ っ て ､ 数学研
究所を開設 して いる o 更に コ ジモ
ー 世の命によりダン テイ は､ 住居をサ ンタ
･ マ リア . /
ヴ ェ ッ ラの修道院からメ ディ チ家の 宮殿であ っ たパ ラ ツ ツオ
l ヴ ェ ッ キオに移 して いるo
1 573年に はフ ィ レン ツ ェ で 『ユ ー クリ ッ ド的遠近法と哲学(LBPl
･
OSPettlca ela
spe mlat1
･
v ad,Eu cl1
･
de)』 を出版し ､ ペ ル
ー ジャの ア ツカデ ー ミア ･ デル
･ ディゼ ー ニ ヨ
に献呈 して いる ｡
61"Dell
,
o rdini, go v e r n o eufAciali dell
,Ac c ade mia :
”
,
"Voglia m o etia mdio che qu e
' Con soli
s r a n n oin ufFICio n elte mpo v e rn osia n otenutiedebba n opr o c u ra r
e che sifa cciain
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こ の文書によるとア ツ カデ ー ミア が公 に主催する人体解剖は年に 一 度であっ たが､ ワズビ
ンス キなどの研究によれば ､ それ以外にも医者を雇い ､ 解剖された人体の研究 h 観察をお
こ なう機会が持たれて いたであろうと考えられ てい る62｡ 十大世紀後期に おいて ､ 解剖学
の知識や解剖された人体の描写罰績は ､ 芸術家が人体描写 をおこ なうために必要不可欠で
あるとされて い た｡ また芸術家が制作 した人体の素描は解剖学書の挿絵と して用いられ ､
文章の理解を促す重要な役割を果たすこ とになり ､ 解剖学者にと っ ても大変有益であっ た
63
. ア ツ カデ ー ミア の教育に解剖学を採用 した背景に は解剖学に つ いての 大量の出版物と､
十六世紀初期に解剖学者マ ルカ ン ト ー ニ オ , デ ッ ラ ･ トッ レと共同作業し､ 多数の解剖人
体図や手記を残 した レオナ ル ド･ ダ ･ ヴイ ンチか ら受けた大きな影響が考 えられる64.[Fig.
8 6] ア ツ カデ ー ミア会員で あっ た彫刻家のヴイ ン チ ェ ンツオ ー ダンテ ィ は ､ 解剖学の必
要 性 に つ い て ､ 論考 『完 堂 な プ ロ ポ ー シ ョ ン に つ い て (7}attato delle Pez:fette
PT OPO Z:ZI
'
o D ]?』(Fir e n z e15 6 7)の なか で ､ ｢筋肉と は何 か を知る こ と を欲 し ､ 血液とは何
か ､ どこか ら発生し増大 し充満するのか を知る必要があり [ - ] 四肢の 動作が何で あるか
Sa nta Maria Nu ov a u n aAn ato mia abe n eBciode gio v a ni dell
'Artedel Dis egn o, al 1a
qu aledebbo n otuttie ss e r chia m atipe r o rdin edie s si Co n soli. .(. . .)”(B N C F, Magi. ⅠⅠ,Ⅰ,
3 9 9
,
c apII;Bar z ma n,K. ,19 8 9,p.5 5.)
62 人体解剖に は ､ コ ジモ ･ デ ･ メ ディ チの推薦を受けて雇われた 医者 ､ ア レ ツサ ン ド口 b
メ ンキ ･ デ イ ･ モ ン テ ヴァ ル キや ヤコ ポ ･ マ ルケ セ ッ テ ィ等が立ち会 っ たと言われ て いる｡
(Ⅵ払zbin ski,Z.,19 8 7,p.2 8 7.)
63十六世紀後期に 出版された挿絵つ きの僻剖草書に は次の ようなものがあり､ 学者の間だ
けで はなく芸術家にも広く普及 した ｡ 最初に 出版された挿絵付き解剖学書はヴェ ルサリウ
ス の著書 『人体に つ い て (De a vpaE:1
'
s Au m a n )
'
fabE)
'
ca)』(15 4 3) で あり､ その後ス ペ
イン 人の ヴァ ル ヴ ェ ルデ ･ デ ･ ウ マ ス コ(Ⅶ1v e rde de Hu m a s c o)が著した 『人体の歴史
(L
'El
'
stw l
'
a dela c o mpo s)
'
c l
'
o ndelc u eppoAu m an o)』(15 5 6)の イタリア語翻訳版が 1560
年 に出版され てい る. さらにア カデミ ー 会員の ヴイ ン チ ェ ンツ オ ･ ダンテ イ やア レツ サ ン
ド口 ･ ア ツ ロ ー リも解剖学 に関する解剖学に つ いての 論文を執筆したが出版には至 らなか
つ た o (I)a nti,V･, 2}attato dellePeTfettePT OPO m
'
o n l
'
,156 7.;Allori,A., Dlalogo s Lll
DIs egn o, 1565.)
64 レオナル ド ･ ダ ー ヴイ ンチ は 1 503 年か ら 15 0 8年の 間フ ィ レ ン ツ ェ に滞在し､ サンタ ー
マ リア ･ ヌ オ ー ヴァ 病院で , 解剖実験をおこなう機会 を得た ｡ その 際に制作 した筋肉､ 脚,
ももの 筋肉のデ ッ サンが現存 して い る o K.クラ ー ク に よれぱ ､ レオナ ル ド ･ ダ ･ ヴイ ン
チ の解剖学研究は絵画のための 道具で はなく , 純粋な研究の ための研究で あっ た ｡ 彼は｢肢
体を上 手に描くために は､ 膳や骨や筋や筋肉の 解剖を知る ことが画家に は必要である+ と
解剖学の知識を重要視する 一 方で , それをその まま絵画制作に用いる ことに危慎の念を抱
い て いた ｡ それを表す言葉として ｢おお､ 解剖画家よ ､ 骨格､ 膜および筋に つ いてあまり
造詣深 いために ､ 君の裸体画にあらゆる機構の 細部まで 表現 しようとする意図によっ て ､
君 をば木材屋式の画家たら しめる こ との ないよう用心 したまえ ｡+ と解剖学的描写をその
まま使おうとする画家に 対す る警告があげられる. (cfr. ケネス ･ ク ラ ー ク,1974;『レオ
ナル ド ･ ダ ･ ヴイ ン チの手記』(上 下) 杉浦明平訳 岩波書店 19 54 2 28頁.)
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を知ることを望み ､ その動きの 役割を果たすために神経が何をしているか をまず知る蕗要
がある ｡+
65と レオナル ドの影響が窺える解剖学 へ の関心を述べ てい る66. そして L.B. ア
ルベルテ ィ もまた ､ 画家が肢体の正 しい釣合いを描くために ､ 解剖学の知識が必要である
と述べ ている｡ 彼は ｢まずその動物の骨を遊離させ ､ これに筋肉を加え ､ その後にす っ か
り肉をかぶせるのが有効で あろう｡+ と述べ ､ 人体を描く際に微細な関節までも注意 して
描かねばならないと述べ て いる67｡
また画家ア レツ サ ン ドロ ･ ア ツ ロ ー リは､ ア ニ ヨ 一 口 ー ブロ ンズィ ー ノ との対話形
式によ っ て絵画制作に おける解剖学の重要性を論じた 『ア ニ ヨ 一 口 ー ブロ ンズィ - ノ との
対話形式によるア レ ツサ ン ドロ ･ ア ツ ロ ー )の素描の規律につ い て第 一 書(ZI PTl
･
mムLIbT O
de' Rag7
'
oB B m e ntl delle Regale del D1
'
s eg71 0 d Ale ss a ndT O Alkm
'
c D n M Ag72 alo
BT On Z 1
'
n o)』(約 15 65 年頃)を著 した｡ ア ツ ロ ー +)は著書の なか でアル ベル テ ィ と同様､
彫刻家も画家もまず人間の 骨格を知るこ とが肝要であるとし､ 第二 に筋肉組織などの解剖
学を学ぶべ きで あると述べ て いる｡ そして素描をおこなう際に骨格と筋肉組織の知識が役
に立つ と述 べ ､ また讃圭骨と筋肉をつ けた頭部そして皮と頭髪まで完成 した顔面を描き､
65"
a v oler sape r e che c o s a sia m u s c olo ,bisogn a s ape r e che co sa siails a ngn e, diche
eglisige n e r a,チu m e nta e nutris c e[･ ･ ･]chiv u ols ape re che c o s a sia止
m otode'm e mbri
･
bisogn a che prl m a SaP Pia qu ello che s o n oln e rvi, pe r e s s e rqu eui ministri del
m ovim e nto”(Da nti,V.,15 6 7,in Ba r o cchi,P.,to m oII,19 73,p･1 763･)
66レオナル ド ･ ダ , ヴイ ン チ もまた解剖学的知識の重要性を唱えており､ 14 80年代頃に
制作された人体や動物の 多くの デ ッ サ ンがある ｡ (cfr. Nutton,V. ,
``Pr e s e ntatio n a nd
m e m o ry in r e nais s a n ce a n ato mical illu s七ratio n
〃
, in Zm m a97n l Pe r C On O S CBP e,
fire n ze,20 0 1, p p.6 4- 70.) 更に ､ 画家に解剖学的知識が必要な理由として次のような記述
をして いる ｡ ; ｢どう して画家は解剖学を知る必要があるのか 一 棟体の人々によ っ てなされ
る姿勢や身振りにおける肢体 を上手に描くため には､ 腺や骨や筋や腕肉の解剖を知るこ と
が画家には必要で ある｡ それというのも ､ さまざまな運動や力に よ っ て ､ い かなる膿もし
くは筋がかかる運動の原因で あるか ､ また専らか のものを 一 目瞭然たらしこのもの を肥大
ならしめるか知らん がため に ほかならぬ ｡ も っ とも多くの人 々 はやっ てい るが､ 素描の大
家らしく見えるために少 しの優美さもない材木同然の裸体を描く連中はあらゆる点におい
てそうではない o (
"Co m e占 n e c e ss a rio alpitto r e 告aperla n otimia･ Ne c e s s ari c o s a昌 al
pittore pe r e s s e r ebu on o m e mbriflCatO re n elle attitudinie ge stichefa re sipo ss o n op
e r
li n udi di s ape r ela n otimia din e rvi, o s s a, m u s coh ela c e stiper saper e n eidiv e r si
m o vim e ntie,fo r z equeln er v o o
'
m u s c ulo e
' dital m o vim e nto c aggio n e et s olofa rqu elli
evide nti
,
et qu e sti ingr o ss atiet n o nli altripe rtutto c o m e rn oltifa n o che pe rpa r e re
gr avi dis cegn ato rifa n o,I lor o n udilegn o sie s e n z agr atia chepalO n O a V ede rh u n
s a cho
di n o vipi血 che s upe rfitie hu m a na, o
,
v e r o unfa ctio r a v a ni, pi血tosto che m u sc oli
n udi”)+(『レオナル ド ･ ダ ･ ヴイ ンチの手記』(上) 杉浦明平訳 岩波文庫 228
- 22 9頁 ･;
Leo na z･do da V1
'
n cl,15 5 0,ⅠⅠⅠ,c.118v. ･ . c122.;Wa zbin ski,Z･,1987,p･1 85･)
67
cfr. Alberti,L.B. ,14 50(三輪福松訳 『絵画論』 中央公論美術出版 1971,44
-4 5頁･)
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その 構造を明確に説明 して い る68o こ の ｢凱 筋肉 ､ 皮+ の 三段階の素描は ､ ｢凱 の素
描の 中にも措かれて いる｡ こ の ようにア ツ ロ ー リは解剖学の素描や骨格の研究を熱心にお
こ なっ て おり ､ ウフ ィ ツ イ美術館に は数多くの素描が収蔵され て いるo 69[Fig･ 8 7][Fig.
′ヽ ′ヽ 1
0 O+
更に , ア ツ カデ ー ミア ･ デル ･ ディ ゼ ー ニ ヨ でお こ なわれた解剖学の 講義の様子を
表すイメ ー ジと して ､ フ ラ ン ドル画家 ジョ ヴァ ン ニ ･ ス トラダ ー ノ が描いたア ツ カデ ー ミ
ア の実習の寓意画が挙 げられる ｡ [Fig. 8 9] 画面前面中央に は天井か ら吊り下 げられた
裸体の 人体模型があり ､ それ を観察 して正面か ら描く人と ､ 手の 甲を観察する人物が描か
れ て いる｡ またその 人物は ､ 下 に立っ て いる男と議論してい るようにも見える｡ そして吊
られた人体模型の目線 の先方 には ､ やはり滑車で頭部を吊られた骸骨模型が足を組んで座
つ て いる｡ 天井から人体模型 を吊ることによ っ て自由自在なポ ー ズをとらせ る ことができ､
また筋肉の 構造や骨の動きを細かく観察し描写する ことがで きる｡ 骸骨模型 を描く生徒は
二 人で あり､ 別方向か ら観察 して写生をおこな っ て い る｡ 最後に注目すべ き点は ､ ス トラ
ダ ー ノ のデ ッ サ ン に描かれた ､ ア ツ カデ ー ミア における芸術活動 ､ すなわち絵画 ､ 彫刻 ､
建築の寓意像で ある｡ 画面右の ｢絵画+ の寓意像は ､ フ ィ レン ツ ェ の紋章で ある百合 (ジ
ツ リ) を右手にもち王 冠を被 っ た女性の姿を描い て いる ｡ また画面左の ｢彫刺+ の寓意像
は ､ 大公冠をつ けたフ ィ レン ツ ェ の 象徴ライオン (マ ル ゾッ コ) と､ コ ルヌ コ ピアを持っ
たアル ノ 河神を制作 して い る ｡ そして画面奥の ｢建築+ の寓意像は ､ 画面に背を向けフ ィ
レン ツ ェ の大聖堂のク ー ポラ を前に ､ 定規と コ ンパ スを手に して立 っ て いる｡ そ して画面
の 中央に位置する ｢解剖学+ だけが寓意像を用いず､ ア ツ カデ ー ミアの会員と思われる男
達に 囲われた人体模型に よ っ て表されて い る ｡ すなわちそれは ､ ｢解剖学+ とい う学問が
抽象性を持たず､ 実践的な科学的観察に よ っ て修得される知識で あり , ア ツ カデ ー ミアで
修得する学問の なか で 中心的まつ 最重要な知識で あるこ と示 して いるので ある｡
68Al 1ori
,
A･
,
"II Prim oLibr ode' Ragio n am en七i delle Regoledel Dis egn od
'Aies s a ndr o
Allo ric o nM .Agn olo Br o n zin o,
”
cir.1 565
,
in Ba r o cchi
,
P.(a cu r adi), Sc}･)
'
tt7
'
d'a z･te del
C2
'
nqu e c e nto,tO m OII, mi 1a n o- n apoli,197 3,p p.19 4 1- 9 8 1.
6 9 ウフ ィ ツイ 美術館付属版画素描室には , ア レ ツ サ ン ドロ ･ ア ツ ロ ー J)による様 々なポ
ー ズ をとっ た骸骨の素描がある(G D S U, 〔U F F.6700F】 , 〔U F F.6 709F】 , 〔U F F.671 0F】 ,
〔U F F.6 7 11 F】 , 【U F F. 10262F】 , 〔U F F.1 0 32 1F】)他 ､ 筋肉組織の素描な ども所蔵され
て いる o (G D S U, 〔U F F.1 0 2 37F】 , 〔U F F.10238F】 , 〔U F F.1 0 2 4 1F】∴ 〔U F F.102 46F】 ,
LU F F.10 25 5FH
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素描 (Di8喝 n O)
以上 考察した十大世紀後期における解剖学知識の普及は ､ さまざまな分野の芸術家
にとっ て最も重要な基礎的技術とされ ､ ア ツ カデ ー ミア で教授された素描と密接な関係が
ある ｡
素描に つ いて の記述は様々な書簡, 対話､ 論考の中でおこなわれてい る｡ ミケラン
ジ ェ ロ は対話の なか で ｢素描は絵画, 彫刻､ 建築､ そ して他のあらゆる分野の源泉かつ 本
質であり､ 全科草の根源で ある ｡+ 70と ､ 素描が芸術にと っ て根本的要素であると述 べ て
いる. さらに フ ィ レンツ ェ の彫刻家 ロ レン ツオ l ギベ ルテ ィ は , r素晴らしい彫刻家は素
晴らしい素描家であり , 素晴らしい画家も同様で あるo 素描は各々の芸術の源セあり ､ 基
礎的な理論で ある ｡ 71+ と､ 素描が芸術家に必要不可 欠な要素である ことを主弓長して いる o
素描が芸術の基礎を形 成する重要な学問で ある ことは ､ ジ ョヴァ ン ･ Jiッテ ィ スタ ･ アル
メ リ ー ニ も ｢パ ン フ イ 一 口 (ア レクサ ンダ ー 大王 に仕えた古代ギリシャ の画家アベ レス の
師) の時代 , 素描は貴族の 学校で少年達に第 一 に教授しなくてはならなか っ た科目の 一 つ
であ っ た . 72+ と述 べ て いる o さらに フ ラン チ ェ ス コ ･ ド - ニ は ､ ｢素描が出来ない画家
も彫刻家も存在 しない だろう ｡
73+ とその重要性を強調 してい るし ､ 156 5年か らア ツ カ
デ ー ミア会員と して 名を連ねたウル ピ ー ノ 出身の画家フ エ デリ ー コ ･ ツ ツ カ リに至 っ て は
｢素描とは､ イ デア で あり ､ 規則であり､ 知性の基本要素であり目的である｡
74
+ と､ 素
描を実践的技術から 一 層高い地位 へ 定めて いる｡
そ して ア ツ カデ ー ミ アの創設者であるヴァ ザ ー IJも素描に つ いて ｢絵画 ､ 彫刻 ､ 建
築の父 で ある75+ と述 べ ､ 1 54 0年代か ら故郷ア レ ツ ツオに建造 して いた自宅の室内装飾
に､ 初めて芸術家に つ いて伝記的記述を行なっ た プリ ニ ウス の 『博物誌』 か ら ｢素描+ に
まつ わる五 つ の エ ピソ ー ドを引用した絵画制作をおこな っ て いる ｡ これらの絵画は素描に
おける視覚的リアリズム追求や自然模倣が主題となっ て おり , 自然模倣の技術に よ っ て 芸
術が自然を優越する ことが可能であると述べるヴァ ザ ー リの主弓長が表われて いる｡
76
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また ､ ヴァ ザ ー リは素描の技術を修得する方法に つ い て述べ て おり ､ 自然描写や偉
大な芸術家の作品 ･ 古代美術の浮き彫り彫刻の模写 など77を挙げて いるが ､ その なか でも
最良の方法は男女の生きた人体を描く ことであると説明 して いる ｡ そ して骨格 ､ 神経､ 筋
肉構造など各部の解剖学的知識を得るこ とにより､ 正 しい人林を描く ことが出来ると述べ
て い る78o また フ ィ レン ツ ェ とフ ラン ス 宮廷で活躍 した彫刻家 ベ ンヴェ ヌ ー ト I チ ェ ツ リ
ー ニ も､ ミケラ ン ジ ェ ロ の絵画様式に用いられた人体骨格構造 の知識を習得し ､ 人体描写
を行なう際 に骨格構造を初め に知るこ とが肝要で あると して いる79｡ 十六世紀後期フ ィ レ
ンツ ェ の代表的な人文主義者で ある ラ ツ ファ エ ツ 口 ･ ボル ギ ー ニ は ､ ｢素描とは絵画 ､ 彫
刻､ 建築だけで はなく全て の事柄の普遍的な根源で ある ｡+ 80と述 べ た画家ア レ ツ サ ン ド
ロ ･ ア ツ ロ ー リの論考を高く評価 し､ 素描が芸術家にと っ て 大変有効であり､ また素描を
興 じる王侯貴族の弓重し＼関心 を引くもの である記 してい る81｡
この ように十大世紀の 芸術家にと っ て素描とは芸術制作の要となり基礎となる重要
な修得科目で あり､ 特に 人体素描をおこなう際に , 解剖学は必要不可欠な知識で あると考
えられて い た｡ したがっ て ア ツ カデ ー ミア では裸体素描の授業がお こなわれ ､ また人体構
造の 知識を修得 した上で様々 な衣襲 (ドレ ー プ) を粘土で制作 したり ､ それを描い たりす
る訓練がおこ なわれたo
自然哲学
実践的知識と技術 を補う理論と して ､ ア ツ カデ ー ミア は自然哲学 を講義に加えたo
自然哲学は G. ガリ レイや L. チ ゴリ､ Gパ ガ - ニ などア ツ カデ ー ミアの第 二世代を構成す
るメ ン バ ー に大きな支持を受け､ 15 9 0年までに は講義の カリキ ュ ラム に取り入れ られた
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と考えて いるが ､ 教えた人物などは明らかでない ｡
2 - 3, ア ツ力デ ー 篭ア b デル i ディゼ - ニ ヨの活擢とメディ苧家の文化的名声獲簿
次に ､ ア ツ カデ ー ミ ア . デル p ディゼ ー ニ ヨが十六世紀におこなっ た仕事に注目し､
社会的政治的背景とア ツ カ デ ー ミアの保護者であるメディ チ家の文化政策に つ い て考慮し ､
ア ツ カデ ー ミアの功績とその意味に つ いて考察する ｡
ミケランジ ェ ロ ･ ブオナ ロ ー テ ィ の葬儀 1 5 6 4
ア ツカデ ー ミア ー デル ･ ディゼ - ニ ヨ が発足した翌年､ 名誉会員であっ たミケラン
ジ ェ ロ ー ブオナ ロ ー テ ィが死去 し､ 七月十四日にサ ン 一 口 レ ンツオ聖堂で葬儀がおこなわ
れた. コ ジモ ･ デ ･ メ ディ チ が資金を提供して行なわれたミケラ ンジェ ロの葬儀は ､ ア ツ
カデ ー ミ ア ･ デル ･ ディゼ - ニ ヨ にと っ て初めての 大仕事であり､ 担当した画家ヴァ ザ
ー
リと人文主義者ボル ギ ー ニ は, ア ツ カデ ー ミアの名声を高めるために全力を注い だ｡ ア ツ
カデ ー ミアの 目的は ､ ミケラ ン ジ ェ ロ の葬儀を通 して フ ィ レンツ ェ の住民はもちろん ､ よ
り多くの 人々にア ツカデ ー ミアの存在をア ピ ー ルすることであ ったo 若手の芸術家も参加
させて 制作した棺台などの壮麗な装飾は . 経験豊か な芸術家によっ て監督され ､ 若手芸術
家同士 を競争させ る教育 と して有益な場で あっ た｡ また互いの技を競 っ て制作された装飾
作品は ､ ア ツ カデ ー ミア会員の優秀さを公 に披露する役割を果たした｡ そしてヴァ ザ
ー )
によれば ､ ミケラ ン ジ ェ ロ の葬儀の装飾は ｢トス カ - ナの人声や ､ それを見物するために
や っ てくる外国人 を満足させるために ､ 何週間も設置され つ づけ+
8乏
､ ア ツ カデ ー ミアは
名声を高めるこ とに成功 した ｡ その結果､ ミケ ラ ン ジ ェ ロ の壮麗な葬儀装飾に魅せ られた
ジュ ゼ ッ ペ ･ サル ヴィ ア - テ イ ､ ア ン ドレア ･ Jiッ ラ
ー ディ オ､ ヤ コ 朴 ティ ン トレ ツ ト､
ティ ツィ ア ー ノ ･ ヴ ェ チ ェ ツリオ､ ダネ ー セ ･ カ ッ タ
ー ネオ､ ジ ョヴア ンバ ッ テ ィ スタ ･
ゼ ロ ツ テ ィ などのヴ ェ ネ ツィ アの有名な画家達が , 入会の許可を求めてきたと いう記録が
ある ｡ 更 にボル ギ ー ニ は､ ア ツ カデ ー ミア会員の名を広める目的と運営資金を調達する目
82va sa ri- M na n e si,190 6,ⅥⅠ,p.3 15･ また特記す べ き ことは ､ 翌年1 56 5年には ､ 神聖ロ
-
マ 皇帝 フ エ ルディ ナン ド 一 世の葬儀のたd)fこ､ こ の装飾品全てが輸送されたこと で あるo
(Wa zbin ski,Z.,1 97 8,p.5 1.)
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的の ために ､ イノチ ェ ンテ ィ病院の食堂で ､ 葬儀装飾に用いた全て の絵画やデッ サ ンを展
示 販売した｡ それはワズビンス キも述 べるように ､ 若手芸術家の 作品を美術愛好家や蒐集
家 に販売する ことを目的に した展覧会であり ､ ニ 十五作品のうち十七 作品が売却されてい
る ｡ この ようにア ツカデ ー ミア i デル i ディゼ - ニ ヨ が手掛けた初めて の仕事は大成功を
収 め ､ ア ツ カデ ー ミアの 名声はヨ ー ロ ッ パ諸国まで広がっ たo そしてア ツ カデ ー ミ アの成
功とはすなわち ､ 保護者であるメ デ ィチ 家の文化事業の成功でもあり､ トスカ - ナ大公 国
の文化的優越性を他国に示 し､ 君主としての栄誉を獲得したの で ある｡
フ ランチ ェ ス コ . デ D メデイ チの結婚祝祭 1 5 6 5
次にア ツカデ ー ミア ･ デル ･ ディ ゼ - ニ ヨ の地位 を確立 した仕事に ､ コ ジモ ー 世の
長男フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ･ メデ ィチ と神聖ロ ー マ 皇帝マ ウ シミリア ンニ世の 妹ヨ ハ ンナ ･
デ ･ オ ー ス トリア の結婚祝祭があげられるで あろう o 一 年間半の歳月 をか けて準備された
1 5 6 5年の結婚祝祭では ､ 宮殿内の劇場 ､ 街を練り歩く祝祭行列 ､ そ して 凱旋門など街中
に装飾が施された o 装飾プロ グラム を担当したボル ギ - ニ は , フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の結婚
祝祭が ､ メ ディチ 家にと っ て ハ ブス ブルク家と姻戚関係を結ぶ重大な政治的イ ヴ ェ ン トで
あるこ とを十分に考慮した上 で ､ ニ 国家の繁栄を称える図像プログラム を作成して い る｡
街 を舞台に 変身させて しまうボル ギ ー ニ の プログラム を実現するために ､ ヴ ァ ザ - リ ､ ブ
ロ ンズ ィ ー ノ , フラ ン チ ェ ス コ I ダ ･ サ ン ガッ ロ ､ チ ェ ツ リ ー ニ をは じめ ､ ミケラ ン ジ ェ
ロ の葬儀装飾に携わっ たナルディ - ニ やポッ ピなどの若手芸術家､ 多数の ア ツ カデ ー ミア
会員が祝祭装飾に参加 した83｡ そして前 回と同様に完成 した壮麗な結婚祝祭の 装飾を､ フ
ィ レ ン ツ ェ を訪れた多数の訪問者に見せるために ､ 祝祭が終了 した後もア ツカデ ー ミアの
傑作品として フ ィ レン ツ ェ 街内に設置されて いた ｡ これらの ア ツ カデ ー ミア の制作活動は､
メデ ィ チ家の 文化的名声を高め るプロ パ ガンダと して重要 な役割を果た しており ､ ア ツ カ
デ ー ミアが制作する優れた作品が ､ 芸術家集団を統括し管理する トス カ - ナ大公 の名声に
直接に 反映して いたとい える ｡
その他の功頼とア ツ カデ ー ミ ア . デル . デ イ ゼ - ニ ヨ の 地位確立
ア ツカデ ー ミア ･ デル , ディゼ ー ニ ヨ はメ ディチ 家に依頼された仕事だけで はなく
83Negle r, A･M ･ , The atr eEe sthrBIs of 地e Med1
'
cl
'
1 53 9･1 637＋ yale u niversitypr es s, 1 96 4,
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宗教祝祭の装飾もおこ なっ て いる . ア ツカデ
ー ミア の母体であったサ ン ･ ル ー カ信心会の
聖人を祝う十月十八 日と ､ サ ンタ
･ トリニ タを祝う三月二 十四日は､ ア ツカデ ー ミアにと
っ て恒例行事で あっ たo この席数祝祭のために ､ 毎年会員から祝祭装飾幹事(Fe staiu olo)
が選出され ､ 三 人の総監督 (Co n s oli) と共に装飾プロ グラム を決定する｡ この装飾の制
作には多くの若手芸術家が採用され ､ 監督者の下で祝祭装飾を体験しながら､ 技術を習得
する方法がとられて いた ｡
この ように トスカ ー ナ 大公 国が行なう公的な行事を担当 したア ツ カデ ー ミア ･ デ
ル ･ デイ ゼ - ニ ヨ の名声は ヨ
ー ロ ッパ申に広がり､ 156 7年にはス ペ イ ン皇帝フ ェ リペ ニ
世が ､ 首都マ ドリッ ドの郊外に建設を予定して い た聖堂やガッ レリ
ー アそして宮殿で構成
される総合建築､ エ ス コ リア ル の設計を依頼して い る84o 依頼の理由に つ いて は ､ 設計を
担当してい た宮廷建築家の ユ ア ン , デ ･ トレドの死などがあげられているが､ ア ツ カデ
ー
ミアはス ペ インか らの要請に応え ､ ア ツカデ ー ミアとコ ジモ
ー 世の名を用い て二 つ の異な
るプロ ジ ェ ク トを提案して い る
85
｡ このス ペイ ン王 からの依頼は ､ ア ツカデ ー ミアの功績
がイタリア国内のみ では なくヨ ー ロ ッ パ諸国に広がり ､ トス カ ー ナ大公国が誇る優秀な芸
術家集団と して認知され て い たこ とを表して いる｡
また前述 したように , 15 6 9年に は､ トス カ
- ナ大公 国の公子フ ラ ンチ ェ ス コ がパ
ラ ツ ツオ ･ ヴ ェ ッ キオに 小書斎ス トウデイオ ー ロの造成を依頼し ､ ボルギ
- ニ が図像 プロ
グラムを考案 し､ ヴァ ザ - .)と大勢の若手ア ツ カデ
ー ミア会員が制作に携わ っ て いるo そ
の後､ 十六世紀の ア ツ カデ ー ミアは､ フ ランチ ェ ス コ
一 世の長男フ ィ リ ツポの洗礼祝祭
(157 7) や､ フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ･ メデイチの葬儀 (158 7)､ そして次期大公 フ エ ルディ
ナ ン ト 世の結婚祝祭 (15 89) などを手掛け､ 実績を積ん だo メ ディチ 家は ､ ア ツ カデ
ー ミア の助 けを借りて プロ パ ガンダ的要素を含んだ壮麗で豪賓な祝祭を催し､ トス カ
ー ナ
大公国が持つ 芸術文化の素晴らしさと ､ 国家的権力をヨ
ー ロ ッパ諸国に対して顕示 した o
このように国家組織に芸術家組合を組み込み ､ 国家政策に芸術を利用する方法は , 小規模
な都市国家で ある トス カ ー ナ 大公国が他の強大なヨ
ー ロ ッ パ諸国に勝る ことができる唯 一
の方法であり､メ ディ チ家君主は芸術に よるプロ パ ガンダを有効に利用してい たの である ｡
pp.13-35.; Wazbin ski, Z.,19 87,p･388･
84
c&. wa zbin ski
,
Z.,1987,p･14 9･;Bar z m a,K･ ,20 00,p･57･;Pev s n e r,N･ ,
1 98 2
,p･50･
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ェ ス コ リア ルの設計に関する第 - 次資料はフ ィ レン ツ ェ 国立古文書に所蔵されるo
(ASP,A D,I.15 7,in s erto2.)(cfr･Daddi･ Gio v a n no z zi, V･,
"L
'Ac c ade mia 丘o re ntin a e
l'Esc u riale',
,
in 《Rivista d
'
a rte》 , 1935,pp･4 2 3-4 2 7･)
143
第三鮮 ブラ ンチ 芸 ス コ ー 世 と芸術家
以上第 一 ､ ニ節で は､ 十五世紀か ら十六世紀初期 フ ィ レンツ ェ に おける北方絵画様
式の 受容と､ 十六世紀前期フ ィ レンツ ヱ の君主コ ジモ ー 世の 下 で活躍 したフ ラン ドル 人芸
術家と ､ 君主が制作を依頼 したアラ ッ ツ イ や絵画作品に つ い て取り上 げ､ ア ル プス 以北の
芸術が フ ィ レン ツ ェ 絵画に与えた影響を考察した ｡ さらに コ ジモ ー 世が国家機関の 一 部と
して芸術活動を統括した ､ ア ツ カデ ー ミア ･ デル ･ ディ ゼ - ニ ヨの組織構成と教育や活動
内容に つ いて分析 し､ 十大世紀フ ィ レン ツ ェ の芸術家が習得 した解剖学や素描などの技術
に示されるように ､ 正確な観察と実験に基づく北方様式的な自然模倣を目的と したこ とが
明らか にな っ た ｡ またメデ ィ チ家がア ツ カデ ー ミアに属する優秀な芸術家を､ 政治的 プロ
パガ ン ダの装置として有効に活用したことに つ い て ､ ア ツ カデ ー ミアが行なっ た具体的な
活動内容か ら論証 した｡
フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の コ レク シ ョ ニ ズム と自然主義
コ ジモ ー 世の治世の後 ､ 1 5 74 年か ら トスカ ー ナ大公の座 に つ いた長男 フ ラ ン チ ェ
ス コ 一 世は ､ 科学実験や自然物蒐集を熱心におこない ､ 父 コ ジモ と同様に 自然科学的観察
眼 を用い て自然主義的な描写をおこ なう北方絵画に強い関心を示 した ｡ 特に フ ラ ンチ ェ ス
コ 一 世 は , 十六世紀半ばからイタリアに おける制作が盛ん に なり ､ フ ィ レン ツ ェ 画家の中
では/iッ キア ツ カやピエ占 ･ デ ィ ･ コ ジモ が先駆的に制作 した動植物画 を好み ､ 法皇 レオ
十世が ジ ョ ヴァ ン ニ ･ ダ ･ ウ - ディ ネに自分の動物 コ レク シ ョ ンを描か せ たように86､ ヴ
ェ ロ ー ナ 出身の画家ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツ イ に ､ 君主の膨大な動植物コ レク シ ョ ン を精密描写
させ た細密画を依頼して い る ｡ 忍耐強い現実の観察に よ っ て 正確に描写されたリゴ ッ ツ イ
の 動植物画に は､ ハ ブス ブルク家に仕 える職人 一 家の中で育 っ た環境によ っ て も裏付 けら
れ るように ､ 北方絵画様式か らの強い影響をみる ことがで きる ｡
十六世紀の ヨ ー ロ ッ パ では新大陸や東方 へ 向か う貿易船 が行き来 し､ 商人が持ち帰
る高価で珍しい事物の蒐集がイタリア宮廷で流行 した ｡ 王侯君主や学者は多額の費用を投
じ､ より珍奇で より高価 な自然物や人工物の蒐集を競い 合っ た ｡ こ のような世界シス テ ム
86 鳥小屋の壁面には ｢カメ レオ ン ､ ジャ コ ウネコ ､ サル ､ オウム ､ ライオ ン ､ 象､ より
珍 し い動物など､ 法皇 レオ十世が蒐集したすべ ての動物+ が描かれた｡
(Dacos,N. ,1989,p.35.)
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的背景の申で ､ 新種の珍しい 自然物に つ いて説明をおこない情幸陀 提供する書物が博物学
者や植物学者に よっ て大量 に出版された｡ その際､ 自然物コ レクシ ョ ンを描い た動植物画
は､ 新しい知識をより確実 に理解し認識するための手段である挿絵として 用いられるよう
になっ たため , 言己述を補うために r真実+ を誠実に描くイ}
.
- ジの制作が必要になっ たo
同時にコ レク シ ョ ンの 一 部として制作された動植物画は ､ 蒐集主が く未知の土地) から運
ばれた新 しい知識を入手 . 理解し､ 所有するために制作されたということができる .
このように十大世紀後期フ ィ レンツ ェ において ､ 北方芸術に影響を受けながら発達
した自然主義描写は ､ 王侯君主の間で流行したコ レク シ ョ ニ ズムと密接に結びつ いて いる
ことが明らか で ある o そ して ヤコ ポ ･ リゴ ッ ツ イの動植物画制作は､ トスカ - ナ大公 フ ラ
ンチ ェ ス コ 一 世の 蒐集活動 へ の熱意と ､ 君主が欲 した新知識の獲得と権力顕示に深く関連
していたとい える ｡
次節で はヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツ イの制作活動に代表される十大世紀の動植物画制作にお
ける芸術家と学者との関係 に つ い て考察し､ さらにリ ゴッ ツ イが制作した細密画を具体的
に論じる ｡
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簾担密 ヤヨ ポ･ リゴ t}J ツ イ (1 5 4 3- 1 6 2 7)
4 - l
. ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツ イ の フ ィ レンツ ェ 前の制件活動と絵画的影響
ヤコ ポ ･ リゴ ッ ツ イ は､ 服飾や武具装飾､ タ ペ ス トリ ー デザイ ンな どを行なう宮廷
専属の職人 一 家の息子と して 1 543 年に誕生 した ｡ ミラノ に いた祖父ジ ョ ー ル ジョ ､ 大叔
父 フラ ンチ ェ ス コ はハ ブス ブルク家の マウ シミリア ン 一 世に仕える服飾職人と して活躍し
て おり､ また叔父ミケ ー レとヤコ ポはウ ィ ー ン を拠点として ハ ブス ブルク宮廷を中心に衣
装デザイ ン の仕事 をおこ な っ て い た｡ さらに 1 5 4 5年ミ ラノ からヴェ ロ ー ナに移 っ た父ジ
ョ ヴァ ンニ ･ エ ル マ ー ノ は宗教画制作のほ か に ､ 祝祭芸術や凱旋式 ､ 紋章装飾 やフ ァ サ ー
ド装飾などを手掛 ける芸術 家で あっ たo ジ ョ ヴァ ン ニ ･ エ ル マ ー ノ は - 時期 トレン ト へ 移
り宗教祝祭の装飾家として制作活動をおこ な っ て おり､ 従 っ て リゴ ッ ツイ も青年期をトレ
ン トで過 ごして いる o そ してヤ コ ポの ニ 人の 兄弟で あるフ ラ ン チ ェ ス コ とパオ 口も画家と
して ヴ ェ ロ ー ナ で活躍 して い る｡ ヴ ェ ロ ー ナの芸術家列伝を著したディ エ ゴ ･ ザン ナ ドレ
イ ス に よれぱ､ パオ口 の描写技術はフ ラ ンチ ェ ス コ より優 っ て おり ､ ヴ ェ ロ ー ナとその近
郊で ､ 聖堂の フ レス コ 画を多数制作して いる ｡
しか しヤコ ポがヴ ェ ロ ー ナでおこ なっ た制作活動は､ ほとん ど明らか に されて いな
い ｡ リゴ ッ ツ イ は 1577 年 にフ ィ レン ツ ェ へ 移る以前 に はヴェ ロ ー ナ , トレン ト, そして
ヴェ ネツィ アで青年期を過 ごし絵画を習得 して いる ｡ フ ィ リ ッ ポ リ 〈ル ディ ヌ ツ チ によれ
ぱ､ ヤ コ ポはパ オロ ･ ヴ ェ 口 ネ ー ゼに師事したとされて いるが ､ ザン ナ ドレイス や力ル 口 】
ガン バはリゴ ッ ツ イが習得 し用い た描写手法に つ い て考察 し ､ ヴ ェ ロ ー ナの画家バディ ー
レ に師事した可能性をあげて いる ｡
またヤコ ポがヴェ ロ ー ナ時代におこ なっ た仕事に つ いて ､ダル ･ ポッ ツ オはサ ンタ ー
マ リア ･ イ ン ･ オル ガノ にあるフマ ネッ リ邸の ために制作 したと考えられて い る 《ボロ ー
ニ ヤ でのカ ー ル五世とク レメ ンテ七世の騎馬行列》87と題されたフリ ー ズに つ いて言及 し
て いる｡ この フリ ー ズに つ い てはジャ ン ニ L ベ レ ッ テ ィも取り上 げ､ リ ゴッ ツ イ がフ ィ レ
87 この主題は ､ ロ ー マ 即ちキリス ト教の皇帝に対する優越性を表すテ ー マ と して . 或い
はク レメ ン テ七世の治世の賞賛を表象するもと して ､ 十六世紀後期のヴ ェ ロ ー ナの宮廷で
も好んで用いられたo 現在はヴ ェ ロ ー ナの力ス テ ル ヴ ェ ッ キオ美術館に所蔵されて いる o
(cfr･ Pe retti,G･, "Du ein editifregive r o n e si dis og gettoimpe riale”,in 《Qu ade r ni di
Pala z z oT占》 ,1994,B d.1,p p.53-6 9.)
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ンツ エ ヘ 移る以前に制作されたものであると しているo 88
そ して トス カ ー ナ大公 フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世に依頼され､ 大量に制作した動植物画 に
つ いても､ リゴ ッ ツイがヴェ ロ ー ナ時代に動植物を描いた作品を制作して いた可能性をあ
げることがで きる. ヴ ェ ロ - ナで薬草商を営み ､ ヨ 一 日 ツ パ各地の自然科学者や宮廷と交
遊関係を持っ て い たフ ラ ンチ ェ ス コ ･ カル ツ オラ ー J)(1 522- 1609)89が､ ボロ - ニ ヤ の博
物学者ウリ ツ セ ･ アル ドロ ヴァ ンディ へ 1571年 1 2月 16日 に送 っ た書簡の なかで ､ ヴ ェ
ロ ー ナ の r薬草や魚 を描く熟練した画家+ が , r薬草採集者レオ - ネ ･ タルタリ ー ニ のた
めに, 生きたモ デルか ら魚類や鳥頼を実写 した+ 90ことに つ いて述べ ､ また同年 1 2月 2 5
日付けの書簡で は､ ア ル ドロ ヴァ ンディに ｢彼の画家を使っ て美しいオウム の絵の複製+
の制作を依頼し ､ その ｢画家がヴェ ネツィアの レオ ー ニ のために珍しい鳥や魚を措いて い
る+ 9
1ことを記 して い る｡ つ まりカル ツオラ ー リが言及しているヴェ ロ ー ナ 出身で当時ヴ
88 ヤコ ポ ･ リゴッ ツ イ およぴリゴ ッ ツイ家に つ いての年代記録は以下の文献を参照.
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89 フ ラン チ ェ ス コ . 力ル ツオ ラ ー リはヴェ ロ ー ナの薬草商の家庭に生まれた｡ ヴ ェ ロ
ー
ナで薬草､ 鉱物､ 化石 ､ 魚頼 ･ 鳥掛 動物の剥製などを広く蒐集し､ ヴンダ
ー 力 マ ー も造成
し ､ 多数の訪問者に開放 した｡ また 15 6 年にイタリアの植物につ い て著した 『パル ド山
旅行記(l
･
1Tq
･
a8 giodI
･
Mo BteBBldo)』(v e n e zia)を出版 したo 更に, ボロ
ー ニ ヤの博物学者
ウリ ッ セ ･ アル ドロ ヴァ ンディや ､ ピサの植物園を統括していたル
ー カ ･ ギ ー ニ と密接な
関係をもち ､ 特にギ - ニ とは頻繁に植物の 交換をおこなっ ている. 更にイタリア外で はチ
ロ ル公 フ エ ルディ ナ ン ドの専門医ピエ ルアン ドレア ･ マ ッ チイオ
ー 1)とも植物の交換を通
して ､ 熱心に やり取り をして いた ｡
90"[･ . .]quiin Ver o n aqu elpito r e valento m o che afattqlis e mplicie pe sia maistr oLe on
e･
Qualmi flnisc eil miolibro G u mgr a n stup?r ede ogmim
io
,
e afato alqu a ntipe sie u c elli
che pa s s ail vio che6 mir a col so, c e rtis sl m O･ De side reichelaVo str aE･tial
'
a vess e
apres s odileiche ce rtoin qu esta professio n e占 u ngra nd
'
o m o
”
(16dice mbre1 5 71)
(cfr.Ce rm e n ati, M .,
"
Fra n c e sc oCalzolariele s u elette r e all
'Aldr o v a ndi”,in An n all
'
dl
.
Bota n 1
'
c adelp mf Plr otta, v ol. ⅥⅠ,fa s c･1,1908)･
91" [. . .] be n v ｡riadalla V. a E.tia chela fuss e c o nte ntafa r mifa r alv o stropicto re c oppia
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ェ ネッ イ ア で制作活動をお こ な っ て い た画家がヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツ イを示す ならば ､ 彼は
1570 年初めか ら自然科学者のために細密画の制作をおこ ない ､ その作品を評価されて フ
ィ レン ツ ェ ヘ 招待された可能性も考え られる ｡ 92
またリゴ ッ ツイ 家が仕えたハ ブス ブルク家の皇帝ル ドル フ ニ世の コ レク シ ョ ンに ､
ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツ イが制作 した二 十枚の細密画が所蔵されて いる93. L. コ ニ リ エ ツ ロ は､
ル ドル フ の コ レク シ ョ ン に含まれるこれらの細密画は ､ル ドル フ が皇帝位を継承する以前 ､
すなわちマウ シミ リア ン 一 世の ために制作された可能性が強いと制作年代に つ い て述 べ て
い る｡ こ の見解は ､ リゴ ッ ツ イ家が皇帝マ クシ ミリア ン 一 世の宮廷に頻繁に 出入 して いた
ことを考慮すると妥当であり､ マウシ ミリアン 一 世の コ レク シ ョ ン をル ドル フ ニ 世が相続
したと考えられる94｡ 鳥類､ 両生類､ 甲殻類､ 魚類などを描 いた細密画は ､ フ ィ レン ツ ェ
の ウフ ィ ツイ 美術館に所蔵されるリゴ ッ ツ イの 細密画と同様 ､ 科学的客観性をもっ た観察
diqu ellic u si bellipapagallipr o m et ndovi dif
'
a r vifar qualche co s s aquialpicto re che
ha dipito a m a e str oLio n ein Ve n etia che s o che a v etivistele su e丘gu redipesi, m en e
s e mpliciche s o n o r ais simi. 丑1
'6quic u m miche mi丘nis c eilmio
libr o … ”(2 5,dicem bre,1 5 7 1)(Ce r m e n ati, M .,19 08,･ To ngio rgi To m a si, L., Z n
'
tz:&ttl dl
'
p1
'
a Dte di Ja copo h
'
gu z z7
'
＋ Pis a,199 3,p.1 2.)ア ル ドロヴァ ンデ ィもまた ､ 157 1年にヴェ ネ
ツ ィ アを訪問した際の記録に ､ 15 66年に レオ ー ネ 4 タルタ リ ー ニ の ために ヴ ェ ロ ー ナ出
身の画家が描いた動植物画を賞賛する記述 を残 して いるo その動植物画の作者と してアキ
ツ レは当時ヴ ェ ネツ ィ アで 修学 して い たリゴ ッ ツ イ を挙げて いる ｡
(Co nigliello,L. ,
"Pe s ci,Cr o sta ceie u n
'igu a n ape rl
'im perator eRodolfoII
''
,in
《Pa r ago n e》 ,49 3･ 495.,
1 9 9 1
,p.27,;Coni如eno,i,(a cu r adi),e7B COPO Llgo z %1
'
JLe v edute
del Sa c T OMoDtedella Ve m aZ mbI
'
ntl
'
d)
'
Rop ple B7
'
bb1
'
e n a
, POP Pi,1 92,p.21.)
92 先行研究に おいて ､ 15 7年に トス カ - ナ大公 フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世がヤコ ポ ･ リゴ ッ ツ
イ をフ ィ レン ツ ェ に招 い た背景に つ い て ､ ハ ブス ブルク宮廷から嫁 いだ正妻ヨ ハ ンナ ･ デ ･
オ ー ス トリアの紹介 ､ 或いはリゴ ッ ツ イ が青年期を過 ごしたヴェ ネツ ィ ア の貴族で あっ た
フラ ン チ ェ ス コ 一 世の 後妻 ビア ン カ ー カ ッ ペ ッ 口が リゴ ッ ツ イを招いたとされて い る o し
か し､ 1570 年初期にヴ ェ ロ ー ナで カル ツオ ラ ー リとリゴ ッ ツイ と彼の作品を既に知り､
更に アル ドロ ヴァ ン ディもリゴ ッ ツ イの デッ サ ン を日に して いたとするならば､ 上 記ニ者
と植物交換などを通じて密接な関係を築き､ トス カ ー ナ大公 国の植物園の主任薬草専門家
を務めて いたル ー 力 ･ ギ - ニ や ､ 或い は トス カ - ナ大公 自身が直接リ ゴ ッ ツ イを召還した
可能性も考えられる ｡
93現在ウィ ー ン国立図書館に所蔵されて い るリゴッ ツ イの細密画は ル ドル フ ニ 世の 16 1 7
年の 所蔵目録で番号 2 6 96 に記されて い る｡ リゴ ッ ツ イ が制作 したとされて いる細密画番
号 83番の羊皮紙に描かれ た細密画 (5 1× 74c m) は ､ 後に])ゴ ッ ツ イ がフ ィ レンツ ェ で
大公 フ ラン チ ェ ス コ 一 世の ために制作した作品と同様の動植物画で ある ｡
(C fr･Co nigliello,L･ , 191,p p.2 2-5 1.;Pe r etti,G.,19 9 4,p.5 4.)
g4しか しル ドル フ ニ世の コ レク シ ョ ンのリゴ ッ ツ イ による動植物画が制作された年代は明
らか でない ｡ リゴ ッ ツイ 家が ハ ブス ブルク宮廷と接触があっ たこと を考慮すると､ ヤ コ ポ
がフ ィ レン ツ ェ に移る以前にウィ ー ン の宮廷で制作 した可能性もあるが ､ - 方で フ ラ ンチ
ェ ス コ 一 世が義兄 マク シ ミリア ン 一 世に贈っ た可 能性もあげられる .
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によ つ て詳細に描写され ､ イグアナの表皮の雛からザリガニの甲羅の硬い 質感まで正確に
描写されて いる
95
o [Fig･ 9 0]【Fig･ 9 1] またコ ニ リ エ ツ ロは ､ レオ - ニ d タルタリ ー
ニ の友人で 15 50 年代か ら魚類の細密画を蒐集した博物学者アル ドロヴァ ンディが ､ これ
らのウィ
ー ンの細密画を知 っ て おり ､ 制作者のヤコ ポ ･ リゴッ ツイ とも面識があっ た可能
性をあげて いる ｡
96
リゴ ッ ツイ が制作する絵画の特徴として ､ ハ ブス ブルク家の宮廷芸術や家業である装
飾デザイ ンの技法か らの影響を受けた北方的
中 職人的描写と､ ロ ンパルディア地方とヴェ
ネト地方さらに北ヨ ー ロ ッパの 文化と芸術の交差地点であっ た生地ヴェ ロ
ー ナの文化的影
響があげられる ｡ またヴ ェ ロ
ー ナでは印刷業が発展し ､ 北方文化の影響を受けて動植物画
の写実的描写の伝統もあっ た9
7
o さらに 1 5 70 年代初期にヴェ ネツィ アで制作活動をおこ
なっ たリゴッ ツ イ は､ 東西の文化が交錯する海港都市で より多様な芸術文化を体験して い
ると考えられる ｡
十大世紀中期以降､ ヴ ェ ネツィ ア はバ ー ゼル ､ チ ュ ー リ ッ ヒ , ス トラス ブルク ､ フ
ランク フル ト､ ウルム ､ ア ウグス ブルク , ニ ュ ル ンベルグなどのア ル プス 以北の都市と並
ぷ出版産業の 中心地98で あり､ イタリアにおいて最大の出版物輸出入地で あっ たo この よ
ぅな環境の中でリゴ ッ ツ イ は ､ パオロ
･ ヴ ェ ロネ ー ゼをはじめとするヴェ ネツィア絵画の
影響だけでなく ､ デ ュ ー ラ ー や北方芸術家の版画や ､ アル プス 以北からもたらされる最新
の出版物か らの影響も受 けた｡ 99
イタリア画家に強い 影響を与えたデ ュ ー ラ
ー は芸術における自然観察の重要性を強
く認識し ､ 版画制件のほ かに水彩による動植物画の制作をおこ なっ ている｡ 現在ウィ
ー ン
国立図書館に 所蔵されて いるデ ュ ー ラ ー の動植物画は ､ 鋭い観察力と轍密な描写によ っ て
95
一 例を挙げるならば､ ウ ィ ー ン所蔵の [Codic e･M iniato･8 3,c･14] と ､ フ ランチ
ェ ス コ
一 世の ために制作され ､ 現在ウフィ ツイ美術館に所蔵されている 【20210r n･】
に描かれ
たシ ュ モクザメ を比べ ると､ 少々 角度と尾の形が異なるものの ､ 同
一 作家による作品で あ
ることが明らかで あるo 更に ､ アル ドロヴァ ンディ の魚類デッサ ンコ レク シ ョ
ンの中に ､
ウィ ー ンのリ ゴッ ツ イ による細密画を複製したと考え られる作品､ 例えば [Cod
ice
M iniato83
,
c .4
,
c.20, c.24] などを指摘することが出来るo
96co nigliello, L. ,19 9 1,p25･
9 7cfr･ Co nigliello, L･ , 199 2,p･2 0･
9 8十大世紀におけるイタリア と他ヨ ー ロ ッ パ諸国の出版物の流れに
つ い ては
cfr.Finge r,H . ,
"Edito rialtal ia n a- E ditoriaTede s ca net
,
5 00
”
,
in LB StB mPB l
'
n Ztall
'
a E el
CI
'
Dquec eLt2tO, r O m a,192,p.6 9 9･
99cfr.Ba cci
,M .,19 6 3,p.5 2.;Gr e ndle rP･F･,L
,
]
･
nqu l
･
s ]
･
z l
･
o De r O D l aB a al
'
ed]
'
tw ]
'
a a Ve D eZl
'
a :
1 540 ･1605
,
ro m a
,
19 83,p p.22,3 3･
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描かれて い る ｡ たとえば多色の鳥の羽根がも つ 質感や ､ 茂る雑草や昆虫などの細部描写を
お こない ､ 視覚的なリアリズム を追求する動物の 毛 並み の描写をおこ な っ て いる ｡ [Fig.
9 2] [Fig. 9 3] リ ゴ ッ ツ イ は ､ 鮮やか な色彩を使用 し ､ 細筆によ っ て羽 根や草花の詳
細な質感まで表現するデュ ー ラ ー の線描画法から強い影響を受け､ 動植物画を制作 したこ
とは明らかで ある ｡ 100
4 - 2 . フ ランチ ェ ス コ 一 世 の宮廷画家と しての 活動
ヤ コ ポ･リゴ ッ ツ イ は､ トス カ ー ナ大公 フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世に こ 十五 スク ー ディ の
高額報酬を約束され ､ 制作 ･ 生活環境を保証される厚遇を受け､ 遅くとも 1 5 7年に はフ
ィ レン ツ ェ で制作活動をお こな っ て い たこ とが. 同年に フ ィ レン ツ ェ を訪れヴェ ロ ー ナ画
家の細密画を見た博物学者ウリ ツ セ ･ アル ドロ ヴァ ンディ の訪問記に よ っ て 明らか に なっ
て い るo 101 そのなか で アル ドロ ヴァ ン ディ は､ 1 5 7 7年の フ ィ レ ン ツ ェ 訪問第 一 日目に ､
大公の エ 房カジ ー ノ ･ ディ ･ サ ン ･ マ ル コ ヘ 案内されリゴ ッ ツ イが制作 した絵画を見たこ
とを記述 して い る. 10乏[史料5 . ④]
第 一 章で述 べ たように ､ フ ラ ンチ ェ ス コ L デ L メ ディ チ は 15 74 年に宮廷建築家ベ
ルナル ド ･ ブオンタ レン チ イ (1531- 1608) に依頼 し､ さまざまな分野の芸術家と職人を
一 同に集めて制作活動をおこ なう集中工 房カジ ー ノ ･ デ ィ . サ ン ･ マ ル コ を建設させた .
トス カ - ナ大公 によ っ て招碑されたイタリア および北 ヨ ー ロ ッ パ の職人たちはガラス 細エ ､
陶磁器 ､ 細密画の制作 , ピエ ト レ ･ ドゥ ー レの制作 ､ 科学実験などをエ房で おこな っ た ｡
100
cfr･striede r,P･ , 乃 eh1
'
ddenDtim r
,
sydny,1978,p p･1 2 9･136.;Colin,E.,DdzTe P
'
s Anjm als,
lo ndo n
,
191
,p･4 2.;Pa n ofsky,E.,194 3(ed.italia n a,1979,pp.1 06,10 7.);Eichbe rge r,D. ,
``Natu r alia a nd a rtefa cta:Dtir e rs n atu r adr a wing a nd e a rly c olle cting.
”
,in Ddz w a nd
hl
'
s c ultLIPe, Ca mbridge univ･ ,(ed･EIchbe rge r,D. a nd Zika,C.)1 9 98,p p.15･1 6.
10 1博物学者ウリ ッ セ ･ ア ル ドロ ヴァ ン ディは､ 15 7 7年に初めて トスカ ー ナ大公 を訪問し ､
その記録を残して いる . その なか で ､ リゴ ッ ツ イ が制作 した植物の細密画に つ い て記述し
て いる . 従 っ て ､ 1 5 77年には大公 フ ラ ンチ ェ ス コ ･ デ ･ メデ ィ チのもとで活動 して いた
こ とが明らか であるo(c&･To si, A･(a cu radi), U71
1
s s eA ldm 招B d]
'
e LB To s ca D a: Ca rteB;gio a
testlm o m
'
a n z edo cLl m enta r 1
'
e, &r e n z e, 1989,p.20 5.) また ､ 1 576年のア ツ カデ ー ミア ･
デル ー ディゼ ー ニ ヨの支払い記録に ､ リゴ ッ ツ イ の名前が記されて い るo 従 っ て少なくと
も フ ィ レ ン ツ ェ へ 移る以前に既に フ ィ レ ンツ ェ の 宮廷及び芸術家と交涜があ っ た可能性も
あるo (A S P,Acc ade mia del Dis egn oprim a
,
c o mpagnia dei Pittori･56･ c34v･)
102To si
,
A･
,
1989
,p12 05.
15 0
また､ 作業場に は大公 フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世自身も頻繁に出入し､ 特に錬金術に関わ
る実験に参加 して い た こ とが , 1580年に フランス からフ ィ レン ツ ェ を訪れたミ シ ェ ル ･
ド ･ モ ンテ ー ニ ュ に よ っ て記述されているc
lO3 ヴ ェ ロ ー ナか らやっ てきたヤコ ポ ･ リ
ゴ ッ ツイは ､ この ような霞際的な環境の串でピエ トレ ; ドゥ - レの下絵制件や､ ガラス製
晶のデザイ ン､ 衣装制作な どを担当した｡ ヴ ェ ネツィア滞在の際に影響を受けたと考えら
れるピサネッ ロ の素描を引用 した女性の半面像に ､ リゴッ ツイ がデザイ ンした豪華な頭飾
りが描かれて いる . [Fig. 9 4]
104また大公 妃ビア ンカ ･ カ ッ ペ ッ ロ がリゴ ッ ツ イ に依頼
した衣装デザイ ン などの 制作記録に つ いては､ リゴ ッ ツイが大公妃 へ 宛てた衣装制作に関
する書簡に詳細が記されて おり､ 衣装の装飾やデザイ ンにつ いての内容を窺い知る ことが
できる o 1 鵬 【史料 6 . ① ､ ② ､ ③､ ④] さらに ､ 一 章で述 べた君主のガッ レリ
ー ア に
設けられた トリ ブ ー ナの 腰板に ､ 動植物および鉱物など自然界の豊穣を描き ､ 158 3年か
ら15 84年に かけて制作費を受け取っ て いる｡ [ 史料5 . ①､ ②コ
しか し､ リ ゴ ッ ツイ がフ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の保護の下でおこなっ た最も特筆すべき
仕事は､ 動植物画の制作で あるo カジ ー ノ に隣接するサン ･ マ ル コ 聖堂の庭園に栽培され
た植物や､ コ ジモ ･ デ ･ メデ ィチが創設したフィ レンツ ェ の植物園に蒐集される高価で珍
しい品種の植物や , サ ン . マ ル コ 聖堂の近くに設けられた動物園に飼育される世界中から
蒐集された大公の 野生動物 コ レク シ ョ ンがモ デル とな った
106
｡ リゴ ッ ツイ が制作 した
植物の細密画七 十九作品 ､ 動物の細密画六十大作品は全て ウフ ィ ツイ美術館付属版画素描
室に収蔵されて い る107｡ 上記 したようにリ ゴ ッ ツ イ はフ ィ レ ンツ ェ ヘ 移 っ て間もなくこ
れらの動植物画の 制件を開始 して おり､ フラン チ ェ ス コ
一 世が逝去する(158 7)までの およ
103Mo ntaign e,M.de,1774,p･8 5･
10 4Feinberg,L･J. ,Fr o mStud7
1
oto Stud=
･
olo, u niv er sity ofw a shingto npre s s,19 91,p･110･
･o 5リゴ ッ ツ イ はビア ン か カッ ペ ッ 口 へ 宛てた書簡のなかで ､ 大公妃の新しい衣装の模
様や色 ･ 素材などに つ い て詳細に説明して いるo リゴ ッ ツイ が制作した動植物の細密画は ､
この ような衣装やガラス ･ 陶磁器などにの製作に用いる装飾材料として活用されて いる｡
(1 584年 1月 9 日 A SF,M P5937,c .7 45)15 84年2月 7 日 (AS P,M
P5 935
,
c･4 05･);1 584
年2月 12.E] (A S P,M P 5935,c4 06.); 15 84年3月8 日(A SP,M P59 3 5,
c7 23･) ･
･o6珍獣を蒐集した トス カ - ナ 大公の動物園は､ 好奇心か ら集められた動物 コ レク シ ョ ン
の展示場 とい うだけで はなく , 動物は死後に医者によ つ て解剖され動物学の 発展に貢献
し
1=o(cfr Be r a ndi, W., ”II Natu r alistadel Gr andu c a･ La Ca rie r adiu n o s cie n
ziato epo eta
a retin o alla co rte dei Medici”,in Natu m eZm m agl
'
n l
'
,Pis a,19 97,p･15･)
107これらの細密画は､ 現存している十六世紀のイ ンクで記された数字か ら､ 元来
は製本
されて い たと考え られて い る｡ 現在では各細密画毎に保存されている o 植物画は
｢Ornato+
というカテ ゴリ ー に収め られ ､ 【U FF･1878 0rn ･】 から 【U FF･1 9 580r n.】 まで､ 動物画
は
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そ十年間､ ほぼ細密画制作のみ の活動をおこ な っ て い たと考えられて いる ｡ 事物の視覚的
印象を鋭く観察し ､ 優れた描写技術と忍耐力によっ て対象物の姿の色彩や光沢まで ､ 見え
るがままに再現するリ ゴ ッ ツ イ の画法は ､ ｢現実+ の姿で は決 してなくその 中で は誇張さ
れた着色や形態描写がおこ なわれ てい るo しか し ､ 本論文 矧 まこの ように熟練した技術を
用い て事物のありの ままの 姿を描くリ ゴ ッ ツイ の画法を自然主義と呼ぶ ｡
リゴ ッ ツ イが制作 した , 顕微鏡を用いて描いたかの ような精巧な細部描写と ､ 微妙
な色彩のグラデ ー シ ョ ンで 表現される視覚的リア リズムが特徴として あげられる動植物画
は､ 次のような制作過程に よっ て描かれて いる｡ まず大判の白紙に黒鉛筆で対象物の大ま
かな輪郭 を措く ｡ その 際､ 鳥類や晴乳類に つ い て は可能な限り実物大で描くこ とを試みて
いる ｡ 次に ､ 対象物の 全体の体色をテ ン ペ ラで着色 し､ その 上か ら細 い絵筆を用い て動物
の毛並みや肌の質感､ 植物の葉脈や根の 形態な ど詳細な要素を､ 一 本 一 本丁寧に描き入れ
て い る｡ さらに細筆に よる加筆の際に用いられた微妙な色彩のグラデ ー シ ョ ンによ っ て ､
光沢や陰影の ニ ュ ア ン ス を表現 して いる ｡ 仕上 げに は艶出 しと色彩の保存のために ､ 卵白
を使 っ た ニ ス が表面に塗られている ｡ 画家が用い た ､ 同時代または過去の細密画家の製作
法との相違点は ､ 細筆を用い た綿密な描写と ､ 細かく観察された解剖学的デッ サ ン で ある｡
徹底的に ｢真実+ を追求 したリゴ ッ ツ イ の画法は､ 観察され た対象物を正確に描く ことが
で きる画家の高 い職人的技能を証明するもので あり , これらの 動植物画は鑑賞用絵画とい
うよりもむしろ ､ 博物学的あるいは科学的資料価値を持つ もの で あ っ た とい える o なぜな
ら動埴物の ｢真実+ の姿を正確に写 し取る目的で 描かれ た作品群には ､ 対象物が不 調和で
不完全な形態である場合にも美化や誇弓長をされずに観察され たその ままが描写されて いた
ため である｡ 前述 したように ､ この ような自然科学的視点をも っ た観察によ っ て描かれた
絵画の起源と してデ ュ ー ラ ー の水彩画や レオナル ド ･ ダ ･ ヴイ ンチ の自然研究と素描があ
げられ ､ 十六世紀以降の芸術家に強い 影響を与え て い る｡ しか し, より鋭い観察眼が重視
され ､ 博物学的資料価値をも担う動植物画が盛ん に描か れるように なっ たの は､ 十六世紀
中期以降で あ っ た ｡
次に十六世紀に 動植物画が発達 した背景と ､ それらが担うこ点の役割につ いて考察
する o 第 一 に ､ 十五 世紀に復刊や翻訳出版された古代ギリシ ャの 自然科学書を十六世紀の
知識に照らし合わせ た同時代の科学者たちが ､ それまでの ように古代文献の記述を盲目的
【u F F.195 70 rn .】 か ら 【U F F.20 2 10r n.】 までの六十五 枚で ある .
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に信じるの ではなく ､ 記述の 正誤を問い初めたことが挙げられる｡ 絶対的信用を得てい た
古代文献へ 疑念を示 し ､ 検証をおこ なう重要な背景として ､ 十五世紀末の新大陸発見から
アメリカ大陸およぴヨ
ー ロ ッ パ外の大陸へ の関心が増大し､ 貿易船や探検隊が新大陸や東
方地域から文化 ､ 物資 ､ 新知識の輸入をおこなっ て い た経済的
･ 文化的状況を指摘で きるo
また商人や学者を通 して古代文献に記述されなか っ た
-
( 未知)の事物がヨ ー ロ ッ パ に洗入
したこの時代は､ それらを取り入れ認識するために､ 新大陸や東方の自然や文明文化につ
いての書物が大量に 出版されている｡ 十六世紀以降 ､ この ような新知識の認識作業におい
て記述の理解を補足すための重要な要素として ､ ｢挿絵+ としてのイメ
ー ジが用い られる
ようになっ た｡ そ して通常 ､ 動植物を描いたこれらの挿絵は､ 内容理解を助ける補助的な
役割をもっ て いたため ､ 装飾的要素や象徴的意味を除去し､ 記述された事実を忠実に描写
するイメ ー ジ制作が必要とされた o
第 二 に ､ リ ゴ ッ ツ イをはじめとする画家が描いた動植物画の社会的
･ 政治的役割に
っ い て述べ る｡ リゴ ッ ツ イ を 一 例に あげると ､ 動植物画は君主の コ レクシ ョ ンと して依薄
され､ 制作されるだけで はなく､ フ ランチ ェ ス コ
一 世がヨ ー ロ ッ パ諸国の宮廷や学者 へ 贈
るため の贈与晶と して用い られた｡ 優れた動植物画を他の宮廷に贈る行為は､ トス カ
- ナ
大公 の優れた 知識を表 し､ また膨大な財力の象徴である大公のコ レクシ ョ ン を表象するも
のであ っ た ｡ つ まりヨ ー ロ ッ パ 諸国の宮廷間で相互交換された動植物画とは ､ トスカ
ー ナ
大公 フ ラン チ ェ ス コ 一 世の コ レク シ ョ ンを披露し ､ 宮廷画家リゴッ ツイ の優れた描写技法
を示すための装置で あっ たとい える｡
次節で は ､ 以上 の こ 点を念頭に起き . 十六世紀中頃以降ヨ
ー ロ ッ パで制作された動
植物画の役割につ いて考察する ｡
15 3
第五節 科学者 と芸術家
5 - 1 . 科学者と芸術家と挿絵 ≪ r真実+ の 描写≫
rく知る) ための最 良の 方法は ､ それ を上 手く措け､ ( それ を)債じさせ る ことができ
る人間を練りながら､ 自分が理解できた事柄を述べ る ことである｡ なぜなら真実は ､
私が知 っ てい るイタリア の有名な画家 レオナル ド ー ダ ･ ヴイ ンチ あるい はア ン ドレア .
マ ン テ ー ニ ヤ がそれを描く必要があるだ ろうか らで ある . しか し紙に描かれたものや
記され たもの よりも､ 実際に両目を使 っ て 地に植えられたそれを見る こ との ほ うがよ
り良いだろう o+ (0 viedo, Go n zalo Fe r n a nde zde, Su m a n
'
o dela B atu Z7Bl h)
'
sto n
'
a de
lB Sh dia s, Toledo, 15 2 6)
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本節では ､ 上記 したオヴィ エ ー ドの言葉に示 されるように ､ 十六世紀の科学者がイ
メ ー ジに対 して持 っ て いた概念と芸術家の役割に つ いて考察を行なう ｡ 十五世紀中期に人
文主義者を中心に して おこなわれた古代文芸復興運動によ っ て 多数の古代文献が注目を浴
び ､ 再 出版 や 翻 訳 出版 さ れた ｡ その 一 例 を あげ る なら ば ､ プリ ニ ウ ス の 『博物 誌
(Natz)zTB17
'
sE)
'
storla)』 は ､ 1 54 3年にア ン ト ー ニ オ ･ ブルチオ ー リによっ てイタリア語訳
され ､ 更に ロ ドヴィ ー コ ･ ドメ ニ キによ っ て再び 1 56 1年に翻訳出版されて いる｡ 109 更
に十大世紀に入ると､ 自然科学看たちによ っ て古代文献の記述内容が同時代の知識の下 に
見直され ､ 最新の 自然科学の知識と概念を取り入れて疑問点や誤りを修正 した著書が出版
された ｡ こ のような状況下 で ､ 十六世紀の自然科学者が著書執筆におい て新知識の記述を
10 8` `pe r o co myo suple r edirる1o qu ede 占1 he c o mprehe ndido, r e miti島ndo m e aqu ュen
m ejo rlo s epa pinta r, o da y aente nde r; porqu e e s ma告 pa r a v e rle pintadode m a n ode
Be r r ugu ete o otro e c cele nte pinto r c o m61, o aqu el Le o n a rdo da Vin c e, o Andr e a
M a nthe n a
,
fa m o so spintore squ eyo co n ocie nYtal ia, qu e n opa r ada rle a e nte nde r co n
palabr a s･ E m uy m ejo
.
r qu etodo e sto e spa
.
r a visto qu e e s cripto nipintado
''
(To mas,
Jo sるPa rdo
,
``Leim m aglni delle piante a m erl Ca n e n ell
'
oper adi Go n z alo Fe rn a nde zde
Oviedo(1478- 1 557)
”
,
in Natu m ･ Cultu m/1
'
1
'
DteP T eta Z1
'
o D edel Mo Bdo Gsjco E elte stl e
B elle 1
'
m m agl
'
n 1
'
,(a c u r adi)G. 01mi, L.TongiorgiTo m a si,flr e n Z e, 20 0,p･1 7 1･)
109ブルチオ ー リはヴェ ネツ ィ アに滞在 し ､ コ ジモ ー 世 に情報を伝える仕事を務めて おり,
十六世紀 ､ ヨ ー ロ ッ パ の植物学者や薬理学者が常 に参考にする本で あっ た プリ ニ ウス の著
作をヴ ェ ネツィ アで翻訳 ･ 出版した . (El
'
stw 2
'
a D at W aled)
'
1a b
'
n o 1
'
n 和1ga r etT Bdotta pep
cnrlstophor oLa Ddl
'
n o etn u o 帽 m ente CO r T ettB PeTAnto n l
'
o B m clol1
'
, V e n e Zia, 1543) ブ
ル チオ ー リの翻訳本を出版 したジ ョリ ー トは ､ - 八 年後､ よ り理解しやすいイタリア語訳
本を ドメ ニ キに依植し､ ヴ ェ ネツィ アで 出版 した ｡ ,(1f1
'
stw T
'
a D atU Zde tT adotta pez
･ M
Lodo Tq
'
c oDo m e Djch
'
,
v e n e zia,1 561.)
1 5 4
補足する必要不可欠な要素と して次第に用いられるようになっ たのが､ .｢挿絵+ として の
イメ - ジであっ た ｡
まず､ ヨ ー ロ ッ パ で最初に新大陸の動植物を挿絵付きで紹介したス ペイ ン 人探検家
ゴンザロ ･ フ ェ ルナン デス h デ ･ オヴィ エ ー ド(14 78･15 7)110は､ 1 514 年にアメ リカの地
を初めて踏んだ後､ 四十三年間の間に三 十三 回もアメリカとヨ ー ロ ッパ を往復 した人物で
ある ｡ オヴイ エ ー ドは ､ 1526年に 『(西) インド (新大陸を指す) の自然と歴史に つ いて
の概要(Su m m a rlo delB n a UtTBly geD e mlh]
'
stw2
'
a de hsZnd]
'
as)B を出版し, 続けてそ
の三年後には『(西) イン ドの自然と歴史;第 - 部(PT1
'
m e mpa rtedelah1
'
sto m
'
a n atu r alJ,
geB eP &1 de lBS ZDdlB S)A(152 9)を出版 して いる. 更に これらの著書はイタリア語や フ ラ
ンス 語などに翻訳出版され ､ 瞬く間にヨ ー ロ ッパ中で広く普及 した｡ その 後 15 32 年にカ
ー ル五世はオヴイ エ ー ドを年代記作者に任命してい る｡ オヴィ エ ー ドは､ アメリカ滞在中
に観察した多数の動植物をみずから写生しており､ それらを木版画用の挿絵として使用 し
た｡ また木版制作にもオヴィ エ ー ドが立ち会うという行為は､ 版画家によ っ て ｢真実+ の
伝達が歪め られる危険性をともな っ ている ことを考慮し､ より ｢真実+ に近いイメ
ー ジの
作成に尽力 したオヴィ エ ー ドの絵画に対する姿勢を示して いる｡
挿絵に利用された木版は､ 言葉で説明された記述の理解を跡ナる目的で利用され ､
記述内容と対応 して配置 された ｡ オヴィ エ ー ドが描い たイメ ー ジの特徴と して挙げられる
の は､ それらが装飾的で はなく ､ 事実の伝達を第 一 の目的に したイラス トレ
ー シ ョ ンと し
て描かれたこ とで ある｡ 彼は動植物を描写する際に ､ 自分の描写能力に限界があることを
認識し つ つ も ､ イメ ー ジが内容理解に果たす役割の重要性を考慮し ､ イ ラス ト制件を継続
した111｡ オヴィ エ ー ドが制作 した このようなイメ ー ジは , 直接に観察されて 描かれた作
品である｡ オヴイ エ ー ドは ､ 本節の冒頭に引用した文章でも明らかなように ､ レオナル ド
･
針 ヴイ ン チやア ン ドレア ･ マ ンテ - ニ ヤ のように自然物を正確に描写する高い技術力を
･10 オヴィ エ ー ドはカ ス テ イ リア宮廷に仕えた後､ 14 9 7年からイタリアに渡り ､ 1 50 3年
にス ペ イ ン へ 帰るまで ､ さまざまな宮廷で滞在をしているo ; ミラノ ではル ドヴィ
ー コ .
イル ･ モ ー ロ ､ マ ン トヴァで はイザベ ッ ラ
･ デステ ､ ナポリではジョヴァ ン ナ王女の元 で
滞在し ､ またピエ トロ ･ ベ ンボ､ ジ ェ ロ ー ラ モ ･ フ ラカス トロ ､ ジャ ンパ ッ テ ィ スタ
･ ラ
ム ー ズィオなどの人文主義学者と書簡を交わしている｡ この ような広い 交友関係を持っ て
いたため､ オヴィ エ ー ドの著作 (Su m m a rlo･ ･ ･) はラム ー ズィオ自らが翻訳
･ 出版を辛が
け､ 15 3 4年にヴェ ネツ ィ アか ら出版されてい る○(1535年に はロ
ー マ からも出版されたo
(Cfr. To mas, J.P. , 2000)
11Id.
,p .17 1.
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もつ 芸術家に依頼してイメ ー ジを制作させる ことが出来れば､ ヨ
ー ロ ッ パ 人の多くが未だ
見たこ とがない ､ 新しい 動植物の 生態と原住民の文化を記述 した新大陸に つ い て の記述内
容を､ 読者により説得力をも っ て理解させ るために役立つ であろうと､ イメ
ー ジを内容理
解の ために大切な補助的要素と して考えて いた o このように伝達
B 理解を助 けるために制
作されたイメ ー ジは ､ 十六世紀の自然科学者の 間に普及し ､ 新しい知的 コ レクシ ョ ンとし
て 蒐集物の 一 つ に加えられた ｡
そして ､ オヴィ エ ー ドのイメ ー ジ制作に対するこ のような姿勢の 対極にある例とし
て 掛ずられるの は ､ 皮肉な こ とにラム ー ズ ィオがオヴィ エ
ー ドの著作 をイタリア語に翻訳
出版したヴ ェ ネツ ィ ア版の 著書用に新たに制作 した挿絵である｡ ラム
- ズィ オの翻訳本で
は ､ 装飾的要素を極力排除 して ｢真実+を描写の作成に専念したオヴィ エ
ー ドとは異なり､
読者の目を楽しませ る娯楽的掌素としてイメ ー ジが使用され ､ 原画をもとに想像力豊か に
描かれてい る｡ 例えば原著では特徴的な新大陸の 植物の r葉+ が描かれ て いた挿絵が ､ ヴ
ェ ネツ ィア版で は ｢同じ ｢葉+ を手 に して 立つ 半裸の新大陸原住民女性の姿+ が描かれ ､
新大陸の ｢雰囲気+ を表す ス ト ー リ ー 性を持 っ たイメ
ー ジに変容されて い るの で ある o
[Fig. 9 5]
オヴイ エ ー ドの著書出版の影響で ､ 以後の 動植物学文献には多くのイメ
ー ジが用い
られるようになっ た ｡ 代表的な作者として ､ 医者で自然科学看で あっ たシ エ ナ 出身の ピエ
トロ ･ ア ン ドレア ･ マ ッ テ ィ オ ー リ(1 50･ 1577)112が挙げられる o シ エ ナ ､ 口
- マ ､ トレ
ン ト､ ゴリ ー ツ イ ア で医者と して活躍 した後､ チ ロル 公 フ エ ルディ ナン ドとマ ウ シミリア
ン ニ 世の専門医と して ハ ブス ブルク家に仕えたマ ッ チ イオ
ー リは､ 植物学者らの古典とし
て扱われて い た古代植物学者の誤りを直し､ 最新の知識を付 け加えた著書 『デ イオス コ リ
デス 解説(t7o m m e nta n
･
jl
･
B S e xl]
･
bTO SPedadl
'
D]
'
s c w ]
'
des)』 113を 1544年に ヴェ ネツ ィア
で出版 して いる ｡ 当時､ 挿絵作成にかか る費用は大変嵩額で あり､ さらにその費用は著者
自身が負担する場合が多か っ たため ､ マ ッ テ ィ オ ー リの作品も初版で は資金不足のた めに
挿絵をいれるこ とが出来なか っ た. しか し著書はヨ ー ロ ッ パ 中で大成功を収め ､ ラテ ン語､
112c fr. To ngior由To m a si,L.,
"Gra ndi"En ciclopedie
”
e ap pr ofo ntite
"
m o n ogr afie
””
,
in
zm m ag血 e e Natu m
”
,
m ode n a, 1984,p p･65-85;To ngio rgiTo m a si,L･,
"IIGia rdin o,1
'Orto
eil Frutteto:1e s cie n ze orticolein To s ca n a n eidisegnite mpe r e ein cisio ni d al ⅩVIal
X ⅥⅠIs e col
”
,in Flo m ePo m o n a, fir e n ze, 1990,p･8･
･13 ペ ディ ア ー ノ ー デ イオス コ リデス は小 アジア で活躍 した軍医で , ラテ ン 語で 『博物誌
(Natu r al]
･
s H]
･
sto pla)』を著して いる . また著書 『医療材料に つ いて(De Mater l
'
a Med]
'
c a)A
1 56
ドイツ語､ フ ラ ンス 語 ､ チ ェ コ 語などに翻訳出版され, - 八世紀まで再出版され続けたo
そしてマ ッ テ ィ オ
ー リは ､ 十年後に出版された第二 版の ラテ ン語版のために5 6 2枚の木
版画を制作して いる. 用い られたイメ ー ジは､ オヴィ エ ー ドがおこなっ たほど自然物の直
接描写の r真実牲+ を重視して いなか っ たものの ､ 新大陸で発見された動植物を紹介し ､
イメ ー ジを記述 内容の理解を補う有効な手段として取り入れていた114o 木版画の制作は ､
イタリアの ウ
ー ディネ出身の画家で ､ チ ロル公 フ エ ルディナン ドのもとで動植物画制作を
おこなっ て いたジ ョ ル ジ ョ p リペ ラ ー レ ー ダ ー ウ ー ディネ115が原画を担当し､ ドイ ツ 人
版画家ヴオ ル フ ア ング 中 マイヤ ー ペ ッ ヒが版画を制作した｡
次に ､ 十六世紀前半 に初めてイメ ー ジを用いた植物学者を執筆したオ ッ ト ー ･ ブル
ンフ エ ルと､ レオン ハ ー ト ･ フ ッ クの著者をあげる o まずブル ンフ エ ルは挿絵入りの著書
『植物の自然模倣的イメ ー ジ (Herba m m v7
'
帽 e e J
'
c o B e S adn atzlr e)
'
ml
'
tadon e B 2, S U m m a
c w mdl
'
12ie ntl
'
a eia1･b
'
Ga
'
o e{/7#ta e)』 をス トラス ブルクで 15 30年に出版 した｡ 医者そし
て科学者で あ っ た ブル ン ヲ ェ ルの記述は ､植物学者の友人などの知識に頼っ たものであり ､
挿絵はデュ ー ラ ー と共に絵画 を学んだハ ンス ▲ ヴァ イデイ ツ ツが担当している｡ ス イス の
ベ ル ンに ある植物学研究所に所蔵されるヴァ イディ ッ ツが制作したテンペ ラに よる墳物画
七十七 作品は ､ デ ュ ー.ラ
ー
1 16が描い た動植物の水彩画と同様に ､ 自然科学的な観察眼を
用いて精巧 に描かれて いる ｡ G . オル ミはヴァ イデ ィ ッ ツに つ い て ､ ｢忠実かつ 厳密に ､ 見
ている物を描く能力にたけ､ 動植物の 一 時的な特徴と不完全性を含めて再現しようと試み
た人物である｡+ と述 べ て いる ｡ 117
において は､ 五百種の薬草を選択して記述して いる｡
114c fr.
,
Be r etta
,
L.
,
”Illu str atio n a nd repr e se ntation :bota nyin theRe naiss a n ce
''
･in
Zm m ag7
'
n epe r C O n O S C e Tle, 丘r e n 2;e, 200 1, p･58･
115リベ ラ _ レがチt3)レ公 フ エ ルディナン ドのために制作した､ 魚輯および動物の テン ペ
ラ画､ 水彩画は現在ウ ィ ー ンの 国立図書館に所蔵されているo (cfr･ ,To ngio rgiTo m a si, L･,
``1'im m agin enatTlr alistica:七e c nic a ein v e n zio n e
”
,
in Natu ra･ Cultu r a, 鮎 e n ze, 2 000,
p･149.;01mi,G.,
"Natu r a m o rta eillu str azio n e s cie ntiAca
''
,
in LB D atUrB m OPtB l
'
n Jtal]
'
a,
mila n o
, 1989, p.74.)
116 デ ュ ー ラ ー は動植物およぴ昆虫を綿密に描い た水彩画を制作している o デ ュ
ー ラ ー は
自然を知るこ とは物事の真実を知ることで あると し, 自然物を細部にわたっ て忠実に描写
する観察力と , 客観的表現力をも っ て描いた o (Cfr:Striede r,P･ ,1 9 78,p1 34･;Eisle r･Cリ
Ddr e r,sAm
･
m als,london,19 9 1,p p･123･124･;Eichbe r ege r, D･ ,
"Natu ralia and Artefa cta:
Dtir er s n atu r adra wing a nd e a rly c olle ction
''
,
in m
･
r e ya Dd b]
'
s c ult 耶 ,(ed･)Eichberge r･
D･ a nd Zika
,
C,, Ca mbridge Univ･ , 19 98, p p･15-1 9;To ngio rgi To m a si, L･,2 00 0,p p
･133･
134.)
117olmi
,
G.
,
"FI G U R A R E E D E SC RIV E R;n ote sul1
'illu str a zion e n atu ral istic a
157
また植物学者 フ ッ ク は 5 1 2枚の 木版 画 の 挿絵 を制作 した著書 『植物史(De
H}
･
storla S dTP]
･
u m)』 を 15 4 2年に出版 したo フ ック の記述はデイオス コ リデス ､ プリ ニ
ウス ､ ガレノ ス などの古代文献の知識に基づいたもの であっ た ｡ ブル ン フ エ ル と比較して
フ ツ ･)は ､ 自然科学的観察によ っ て描かれる挿絵の役割をより
一 層重視して おi)､ イメ ー
ジは文字による記述の代用に なり得ると考えて い た ｡ したが っ てイメ
ー ジの作成に際 して ､
画家は r画家であるこ とを忘れ ､ 心地よ いイメ ー ジの制作 を放棄し､ その事物の 真実性ヘ
向かう必要が ある118+ と述べ ､ 植物画には根､ 葉､ 花 ､ 種 ､ 果実すべて の要素 が含まれ､
周期毎に変化する植物の全 て の様相が措かれなく て はならない と して い る
119
｡ こ の よう
に ､ 内容理解を深めるため に不可欠な要素と して 用いられたイ メ ー ジの作成に は ､ 客観的
観察能力に優れ ､ 高度な描写技術を持 っ た画家が選ばれ ､ 画家らは自分自身の 個性と趣向
を可能な限り取り除き , r真実+ に従 っ て客観的に描い た. そのイメ
ー ジは ､ 言葉で は説
明不可能な或いは説明不足の事項に対しての理解 を助けるために ､ 大きな役割を果た した
の で ある｡
また 15 5 8年に 『動物史(Hl
'
stw T
'
a An l
'
m al1
'
u m)』 全四 巷を出版 した ､ チ ュ ー リ ッ ヒ
の医者か つ 科学者そ して人 文主義者でもある コ ナ ツ ド ･ ジ ェ ンサ ー もやはり ､ 何百枚もの
動植物の木版画120を著書に 用 いて い る ｡ ジ ェ ンサ ー は挿絵 を ｢言葉で記述 し難い事物を
読者に簡単 に理解させ る+ 121要素であると考え ､ 調査 した全対象物に つ いて 画家に実物
cinqu e cen七e s c a
乃
,
in ≪Acta Medic a eH isto ria ePatavin a≫ , padov a, 1 9 80-1 9 8 1, p･1 14･
118フ ッ クの著書に おけるイメ ー ジ使用の目的につ いて は以下 を参照 ｡ ;C fr;To ngio rgi
To m a si
,
L., Zm m &81
'
n e della Natu m eCollez1
'
o n l
'
s m o s cle ntiBc o n ella P7
'
s a Med1
'
c e a
m e nze ala 乃 s ca D ade M edl
'
c1
'
n ell
'
EIZ mPa del
(
5 0 0
,
v ol.I,fire n z e, 19 83,p･101･;
Acke r m a n, J.S.,
〃EarlyRe nais s a n c e
〟
n atu r alis m'' a nd Scie ntificlllu str atio n
”
,in 乃 e
NatLlml Scl
･
e n c e s B nd I:2z eArts:Aspec由 of1
'
nte r B Cb
'
o nfT O m地 e Re n a 1
'
s s a nce to2伊
c e ntu z･y, sto ckholm , 198 5,p･11･;M aio rin o, A･ ,e M in elli,M ･ Mo nti,A･IJ ･ e Negr o ni,B･,
"L'Impo rta n z a s cie ntific adeglie rbarin el X Ⅵs e col l
'ic o n ogr afia
''
,in L
'ETba n
'
o d7b1
'
DtO
d1
'
tL11
'
s s eA ldi10 Va nd1
'
I U n C aPOla TI W Odel RI
'
n a s clm e nto, co m o, 19 9 5,p p･5 1-5 3･;Be r etta,
L. ,
``
Inu str atio n a nd Repre s e ntatio n :Botanyin the Re n ais s an c e
乃
,in Zm m ag7n ePer
c oD O S C e m､ 丘r e n z e, 200 1,p p.55･ 58.
119この絵画制作に対する思想は ､ ボロ ー ニ ヤ の博物学者ア ル ドロ ヴァ ンデ ィ に継承され
T= o (C &.To ngio rgiTo m a si,L/
'Arte eNatu r a n el Gia rdin odei Sem plici:dalle origini
alla fin eden
'
eta Medic e a'',in Ga 1
'
rdl
'
n od1
'
Sem pll
'
cI/1'w tobota njc od1
'
R
'
s adal m al m
se c olo, pis a, 191,p. 12 8.)
120木版画制作はチ ュ ー リ ッ ヒ出身の画家ジャ ン ･ ア ス パ ー とジャ ン ･ ト ー マ ス が担当 し
た ｡
121Be rt,S.H. ,
"Thedida ctic a ndthe Elega nt: s o me thoughts o n s cie ntific a nd
te chn ological illu stratio nin the M idle age s a nd Re n ais s a n c e
”
,in P7
'
ctu n
'
D g
戯 o Tdedge;h1
'
sta n
'
c ala ndpAl
'
1o sophl
'
c alpr oble m s c o n c e - )
'
ng 地 e u se ofa rtl
'
1 ” Cl
'
e D C e,
1.5 8
からスケッ チさせ て いる｡
5 - 2 . ウリ i3i-ui - ア ル ドm ヴァ ンディ(1B 5 芝 2 - 1 6 02)
次に ､ 動植物画の描写法とイメ ー ジの重要性に つ いて述べ た論考を記し､ みずか ら
も動植物画の コ レク シ ョ ンや動植物画制作の実践をおこない､ 同時代の学者や蒐集家たち
に大きな影響を与えた ､ 十大世紀ヨ ー ロ ッ パを代表する博物学者ウリッセ . アル ドロ ヴァ
ンディ に つ いて 考察する o [Fig. 9 6] アル ドロヴァ ンディ はハ ブス ブル ク皇帝､ ス ペイ
ン宮廷や トス カ ー ナ大公 フ ランチ ェ ス コ
b デ 暮 メ ディチ とフ エ ルディ ナン ド･デ ･ メデ ィ
チ ､ ウル ピ ー ノ 公 フ ラ ンチ ェ ス コ ･ マ リアニ世 ､ ガブリ エ ー レ L /iL,オ ッ ティ枢機卿など､
多くの宮廷人や宗教人と交充を持ち, さらに解剖学者 G. ロ ンデ ー ル . 植物学者ル ー カ ･
ギ - ニ やア ン ドレ ー ア ･ カザボ ー ナ､ 薬草商フ ラン チ ェ ス コ . カル ツオラ ー ニ , ハ ブス ブ
ルク家専属の医者か つ 櫨物学者ピエ トロ ･ アン ドレア ･ マ ッ チイオ ー リなど数多くの学者
とも広い友好関係を築い た博物学者である｡ 122
本論文で特に注目する ､ メディ チ家君主フラ ンチ ェ ス コ
一 世とアル ドロ ヴァ ンディ
との交流は, コ レクシ ョ ンの 交換や動植物画の制作などを通して 1570 年代か らフ ラン チ
ェ ス コ が逝去するまで継続され , そのなかでアル ドロ ヴァ ンディ は トス カ
ー ナ大公 に仕 え
る宮廷画家リゴ ッ ツ イの 能力を常に絶賛して いたc さらにアル ドロ ヴァ ン ディ が著した動
植物画の製作法に つ い ての論考は､ リゴ ッ ツイの絵画制作に強し､影響を与えて いる｡ した
がっ て フ ィ レン ツ ェ ､ メデイ チ家宮廷における動植物画およぴリゴ ッ ツ イの考察において ､
ァル ドロ ヴァ ン ディの 活動と論考の影響につ いて考察する ことは不可欠で ある o
ボロ ー ニ ヤ ､ /〈 - ドヴァ ､ ロ ー マ の大学で ､ 数学 ､ 医学 ､ 文学 ､ 哲学を修めたアル
ドロ ヴァ ンディ の膨大な自然物コ レクシ ョ ンは､ イタリアおよぴヨ
ー ロ ッパの コ レクシ ョ
ニ ズム史に おいて大 きく貢献して いる
123
｡ また､ アル ドロ ヴァ ンディ はみずか らの自然
(ed.)Baigrie,B.S. ,lo ndo n,199 6,p･17･
122
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'
n ea Ma DtO VBfT a
RIn as clm eDtO eMan l e n
'
s m o
,
r o m 乱,197 9,p･17･
･2 3ウリ ッ セ b アル ドロ ヴァ ンディ は公証人の 息子と して 1 522年に誕生した｡ 1 534年か
らロ ー マ ､ プレ ー シ ヤ そ して ス ペイ ン ヘ 旅をして いる o 五年後､ ボロ
ー ー ニ ヤ に帰 っ た後 ､
文学と法律をボロ ー ニ ヤ で 学ん で いる｡ 更に1 5 46年から論理学と哲学を学び ･
ニ年後パ
1 59
物コ レク シ ョ ン を用いた著作 『ロ ー マ 古代彫像に つ い て(Le statu eAB tk he dl
'
Ro m a)A
(1556)や､ 『鳥類学(Om ]
'
地 olog2
'
a)』 v ol･Ⅰ,ⅠⅠ(16 0 0)､ 『鳥類学(0- l
'
地 ologl
'
a)Av ol.Ill,(1603);
『昆虫記(De a Lu
'
m ah
'
bu s 1
'
n s e c土Is)』(1 602)などを出版し､ 伝説や 迷信などあらゆる情報
が記され た事物の解説を独自の分類法で おこな っ て い る｡
そしてボロ ー ニ ヤ を中心に活動 をおこな っ たアルドロ ヴァ ンデ ィ は､ 動植物画の蒐
集を 1550 年代か ら始めて おり ､ さらに彼の提案 によ っ て ボロ ー ニ ヤ の議会が 1 568 年に
建設 した植物園の責任者と して 自然物蒐集をおこ な っ て いる｡ 植物園は､ 15 73 年に八百
種であっ た コ レク シ ョ ンが 1 59 5年には三千種まで増大 したため ､ 15 8 7年に より広い敷
地 ヘ と場所を移 して い る｡
こ の ように植物を熱心に蒐集する 一 方で ､ ア ル ドロ ヴァ ンディ は自然科学的観察に
よるイメ ー ジの重要性を強く主張した｡ アル ドロ ヴァ ンディ は著書執筆の ため に挿絵制作
専用の画家を雇用 し､ 挿絵用細密画と木版画を制作させ て い るほか ､ 動植物画制作におい
て学者と芸術家の コ ラボレ ー シ ョ ンの重要性に つ い て論じて いる ｡ ア ル ドロ ヴァ ンディ の
｢イメ ー ジ+ に対する考え 方は､ 蒐集物の交換や論考執筆の相談役124を受けるなどして ､
親 しい 関係を築いて いたボ ロ ー ニ ヤ 出身の枢機卿 ガブリ エ ー レ り 〈レオ ッ テ ィ ヘ 送 っ た
1 582年の 手紙に詳しく述 べ られて い る｡
それはア ル ドロ ヴァ ン ディ が 1 58 2年 11月 4 日に枢機卿ガブリエ ー レ り ヾレオ ッ テ
ィ ヘ 送付 した手紙で ､ 『世界の あらゆる事物を絵画 で表す方法と､ 描写 し得る自然物 1 人
エ 物 の 主 要 全種 に つ い て の 叙 述(Modo d)
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- ドヴァ で数学と医学を修得 して いる. その後 15 4 9年に ロ ー マ ヘ 赴き ､ 哲学と医学を学
ん だo そして 同時期に ､ 解剖学者で植物学者であるロ ンデ - ル と親交をむすぴ ､ 動物学､
植物学 ､ 鉱物学の勉韓を始めたと考えられてい る ｡ そ して膨大な魚類の コ レクシ ョ ンを所
有 して いた ロ ン デ ー ル に刺激され ､ 1550 年頃からアル ドロ ヴァ ン ディ も魚類を集め ､ 魚
類を描いたイメ ー ジの蒐集をおこな っ て いる o (C fr;Pa七ta ro, S.T. , La For m B Zl
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124枢機卿パ レオ ッ テ ィ は､ 15 8 2年に出版 した著作 『聖画と俗画 に つ い ての論考(D Is c oz M
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akTO Iu ogo)』(158 2)の 執筆過程 で ､ ア ル ドロ ヴァ ン デ ィ に助言 を求め て い る ｡
(C fr;Pr odi,P･,LI Ca rdl
'
n ale Gaby]
'
ele Pale ottl(1522- 1597), Ⅰ.ⅠⅠ,Ro m a,1967,p p.5 28-5 54.,･
A ldro v a ndi
,
U･
,
"Av ve rtim e nti Dot･ Aldr o v a ndi al1 Ill. m oC.Paleottis opr a alcu nic apitoli
della Pittu r a”
,
in Ba r o cchi
,
P･(a c u r adi),2}attatl d'B rte del Cl
'
nqu e c eBtO,tO m O.ⅠⅠ,
ba 一i,1960,pp.5 11･5 1 7.)
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aiT
'
b
'
Ecl
'
d)
'
cAe po n n o cade),e s ottola plttul.a)125』 と題されてい る｡ 手紙ではまず ､ 画家
が描く自然物と人工 物の種矩を､ 生物(An im ati)と非生物(In a nim ati)､ 完全物(Pe rfetti)
と不完全物 (Impe rfeti) とに分別し ､ それぞれの組み合わせを具体的に例を挙げながら
説明して いる ｡ さらに ､
r画家はふさわ しい色彩で描くために ､ 上述の事物や無生物や植物の特徴をよく知る必
要がある｡ そ して も しそれが分か らないならば ､ 事物の形態を知り､ 描き方を知り､ 説
明法を知っ て ､ それらに適切な色を与えるため に ､ 知識を持っ ている人物に助言を求め
ねばならない ｡+ 1
26
と､ 画家と科学者が絵画作成の際に築くべきコ ラボレ ー シ ョ ン の重要性を主張して いる ｡
更にアル ドロ ヴァ ン ディ は､ボ ロ ー ニ ヤ の画家 ロ レンツオ サ バティ ー ニとオラ ー ツ イオ .
サ マ ンキ ー ニ が動植物画を描く際に , アル ドロ ヴァ ンディ が画家に助言を与えて描かせ た
細密画を複製しにや っ て 来た127, という具体的なエ ピソ ー ドを紹介して , みずか ら実践
する絵画制作技法の優越性を示 している｡
そして 人物を描く際には ｢画家は優秀な解剖学者と交漬し､ 人体の全ての部分を入
念に見る必要がある ｡+
128と してい る o また人 工 物を描く際にも ｢[･ ･ ･]実物か ら模倣し措
くために ､ その描写 は ､ 画家が入念に注視 し対象物を目の前に置か ねばならない ｡
129
+
と述べ ､ 観察に基づいた正確な描写を重視して いる ｡
絵画制作に用いる対象物の条件につ いて ､
125 Ba ro cchi, P.,(a cu radi)ScEIttl
･
d'a z･tedel a
'
nqu e c eDtO,tO m O･Ⅰ,19 71,p p･92 3-9 30･
126"Bis ogn a cheilpitto r e m oltobe n e c onsc apa rtic olar m e ntele c o 告e
s opT adette, o
告ia noin a nim ate ov egetali, a c cib lepo s s adipinger e c o n s u oiappr opriaticolo ri,
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c o n o s c e ndole
,
debbe c o n s ultar qu ellche n
,ha n n o c ognl ZIO n e, a C C IOPO S Sa S aPe r elalo r o
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Tlgu ra 0Pe rdelin e a zio ne ope rlade s crizio n e, dandoliis u o
iproprll e V eri
colori”(ju dro v a ndi,U.,in Ba r oc chi,P･,19 60,p･9 2 4･)
127Al 血o v a ndi
,
d.,p .925･
12 8"ilpi七to rebis ogn a che abbia c o n v e rs a zio n e co nglia n ato micie
c celle ntis sim o e v egga
co nd 皿ge n z atuttala se zio n edelco rpo u m a no, - ･ ･ - - -
･ ･
”
,(Aldro v a ndi,U･,in Ba ro c chi,
P., 1960,p.929.)
129 "[. . .]il dipinge r equ e s七edebbe m oltobo n econ side r a t eilpitto r e eta
vereil m odeuo
a v a ntiglio c chi, a ccib lipo s s aimitAr e edipinge r e
alviv o･ ” (Al dro v a ndi, U･,in
Ba r o cchi,P.,196 0,p.93 0.)
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｢自然の植物を描くため には ､ 熟練の 画家だ けで はなく ､ 新鮮で今土か ら採集された
ばか りの 植物を得る こ とがより 一 層必要 である ｡ なぜ なら ､ 枯れて しまっ た植物を描
く ことは出来ないからで ある ｡ しか し ､ 生 き生きと した植物が目の前 にある人は ､ も
し彼が優れ た画家であるならば ､ どんな小さな部労 も模倣し､ 微量 で も実物か ら遠ざ
か るこ とはない ｡ そ して こ の方法 で行なわな い人は ､ 役立たずの 古代 の無教養な画
家たちと同様 ､ 不適格な筆で 動物を描き ､ その絵の下 に
"
これ は駿馬である ” ､ " これ
は牛である” ､
"
これは 馬である ” , と説明を書かねばならない oJ 130
と述 べ ､ より ｢真実+ 性の あるイメ ー ジを作成するため に ､ モ デル となる動物や植物の理
想的な状態を細かく指示 して いる｡ ア ル ドロヴァ ンディ は枢機卿に宛て た論考の なか で ,
記述された内容理解のため にイメ ー ジが不 可欠な要素であり ､ 画家が対象物を直接に見て
描写する ことが肝要であるこ と を主張 して いるの で ある ｡また画家自身の個性を表現せず ､
客観的観察を通して対象物を描写す る際に ､ 植物学や解剖学に つ いての 専門的知識 を持つ
学者が画家に適切なア ドヴア イ ス を与え共同制作する必要があると述べ て い る｡
次に動植物画を知識修得の資料と しての利用価値を持たせ るため に ､ 画面中に対象
物がもつ 最大限の情報を描き入れる制作方法に つ いて ､ ア ル ドロ ヴァ ンディ の記述 をもと
に考察する ｡ ア ル ドロ ヴァ ン ディ は､
｢植物は季節毎に大部分の要素を変化させ ､ 菓の形態が変わるため ､ 画家は植物の齢の
多様性に注意 しなくて はならない ｡+ 131
と して いる ｡ そして
rも っ とも完壁な植物を描くために は ､ 三 つ の 状態を描くのがよいだろう｡ すなわち植
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altrim e ntifa rえ , s ara simile aqu e lPittoria ntichir o z zi lqualie r a n ota ntoin ettiet co n
ta nto impohto pe n ello dipinge v a n oglia nim al i, che e ra n e c e ss ario sc river dis ottole
pittu r e :qu e sto る a sin o, qu e sto 主 bu e, q
.
u e sto 昌 c a v a11o e cc” (BUB, m s･6,ⅠⅠ,c･12 5v;
01mi
,a.,L
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1
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bologn a,19 92,p.30.)
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'
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● ヽ
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1 6 2
物が葉だけの時期と ､ 葉と花がある時期と､ 衰える時期､ 果実や種がなっ て いる時期で
ある o+ 132
と述べ ､ 次の ように理由を説明 している ｡
｢植物に つ いての 知識を十分に学びたいと欲する人は､ 植物が芽生え ､ 成長 し､ 熟す姿
を見る必要がある､ なぜなら発芽だけを見た人は､ それが大きくなっ た時にわからなく
なっ て しまい ､ 植物の成長 した段階だけを見た人は､ それの発芽がどのようなものであ
るかわか らなっ て しまう｡ したが っ て ､ それらを何も観察しなか っ た人は ､ 熟期の段階
で ､ 集の形や幹の長さ ､ 花や果実や種の大きさで間違 いやすいだろう｡ だから芽生えた
草木を頻繁に 見比べ て いる人は ､ それらの知識を獲得するだろう. 同様に ､ イメ
ー ジか
ら多くの 知識 を得たいと望む人は､ 私が述べ たように ､ 植物の三 つ の状態を措き､ 私が
時期によ っ て異なる - 植物の葉の状態を､ 同じ絵画中に描かせた作品からこの三 様相を
観察するの と同様に ､ 大きな効用を得ることができる.+
183
この よ うに植物画の製作法と利用法に つ いて説明したアル ドロ ヴァ ンディ は ､ 著書
の挿絵を作成するため に ､ 自費で芸術家を雇 っ ているo リゴッ ツイ ほどの優れた描写技術
をも つ画家を見 つ ける ことは出来なかっ たが. イタリアからだけではなくアル プス 以北の
芸術家をボロ ー ニ ヤ ヘ 招いて挿絵を制作させた
184
. 彼はオヴィ エ ー ドと同様 ､ イメ ー ジ
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134ァル ドロ ヴァ ンディ は ､ 交遊関係があっ たジェ ンサ
ー やヨアキム ･ カメ ラリウス など
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伸成をおこなう下絵の段階で細かく指示 し ､ またテ ン ペ ラで描かれたイメ
ー ジを挿絵用の
木版画にする際にも版画家と密に接触 して ､ 木版画の 技術的限界 は了解しつ つ も ､ 植物の
細部の 特徴まで可 能な限り実現するために助力 し､ 自分が論 じた動植物画制作法を実践し
たo [F
lig. 9 ヲ〕
ボロ ー ニ ヤ の挿絵制作エ 房135で活躍 した画家と して は､ まずア ル ドロ ヴァ ン ディ
の下 で約三 十年間､ 自然物コ レク シ ョ ンの細密画制作をおこ なっ たジ ョヴァ ン こ ･ ネ
ー リ
が挙げられる . r鳥を描く画家+ と称されたネ ー T) は､ マ シ ー ニ によれ ばア ル ドロ ヴァ ン
ディの著作に用いるほ とん どの 挿絵の制作に携わっ て いる ｡ しか しアル ドロ ヴァ ンディ は
ネ - リの描写力に満足せず､ 仕上 げはトスカ - ナ大公 フ ラ ン チ ェ ス コ ー 世か ら派遣された
フ ィ レンツ ェ 出身の画家 ロ レン ツオ ･ ペ ニ ー ニ が担当 した
136
｡
ペ ニ ー ニ は1585年か ら1 58 7
年にかけてボロ ー ニ ヤ に滞在 し ､ ア ル ドロ ヴァ ンデ ィの著書に用いる木版画の ため の下絵
や ､ 鳥類を中心に した百枚 以上 の細密画を制作 している ｡ またフ ラ ンク フ ル ト出身の コ ル
ネ ー リオ ･ シ ュ ヴイ ン トは 159 0年から約五年間 ､ ア ル ドロ ヴァ ンデ ィの エ 房で挿絵を制
作 した137｡ また トス カ - ナ大公 の下 で働いた ドイ ツ人画家ダニ エ ル ･ フ レ
ー シ ェ ル(156 3･
16 1 3)138は､ フ ィ レ ン ツ ェ で制作活動をおこ なう以前に アル ドロ ヴァ ンディ の もと で働い
に手紙を送り､ 北方の細密画家と版画家を募っ て い た｡
135ァル ドロヴァ ンディの挿絵制作 エ房に つ いて は以下 を参照;cfr.01mi,G.,19 9 2,p p.6 1･9 1.
1 36ァル ドロ ヴァ ンデ イ は､ 15 87年7 月 2 6日に フ ラ ンチ ェ ス コ ･ デ ･ メディ チに宛てた
手紙の申で ペ ニ ー ニ を｢貴殿が ､ 私が長年か けて集めた五百羽の鳥の絵画か ら描くために ､
ボ ロ ー ニ ヤ へ 遺 した+ と記 して いるo ペ ニ ー ニ は描写力が貧困で あ っ たジ ョヴァ ン ニ ･ ネ
- リのデ ッ サンの仕上 げを行 っ たり ､ アル ドロ ヴァ ン ディ と妻フ ラ ン チ ェ ス 力 . フ ォ ンタ
ー ナ のために肖像画の制作をお こなっ て いる ｡ (01mi,堤.,19 9 2,p.71.)
137シ ュ ヴィ ン トは1 59 6年に フ ラ ンク フ ル トに 戻 っ て いるが ､ その後もアル ドロ ヴァ ン デ
ィ と交流をもち､ 160 0年に は画家から博物学者- 植物カタ ロ グが贈られて いる ｡
138フ ィ レンツ ェ で D . フ レ ー シ ェ ル は ､ 植物学者カザボ ー ナのもとで庭園の植物画を制作
して いる ｡ また 15 99年に アル ドロ ヴァ ンディ に送られた書簡によれぱ ､ トス カ - ナ大公
フ エ ルディ ナン ド 一 世は フ レ ー シ ェ ルをス ペイ ン ヘ 送り ､ ス ペイ ン皇帝フ ェ リペ ニ 世がメ
キシ コ へ 派遣 した植物学者フ ラ ンチ ェ ス コ ･ ヘ ルナン デス が帰国後に著した ､ 動植物およ
ぴ鉱物の細密画と ､ 記述の複製を制作させ ようとして いた｡ しか し ､ フ ィ レンツ ェ にもボ
ロ ー ニ ヤ にも写本は確認されて いないため ､ 実行され なか っ たと考えられる ｡ またフ レ ー
シ ェ ル はフ ィ レンツ ェ で制作活動中､ 既に ハ ブス ブルク皇帝ル ドル フ ニ世 と接触していた
と考えられ ､ 1 601年に ハ ブス ブルク家の宮廷細密画家と して雇われて い る ｡ 160 4年にプ
ラ ハ に移 っ た画家は､ 1607 年よりル ドル フ ニ世の コ レクシ ョ ンの ために古物蒐集をおこ
なっ て いる｡ また 一 方で トン ジ ョ ー ル ジ ･ トマ ー ジは ､ アル ドロ ヴァ ンディ が フ レ ー シ ェ
ルを言及 した ことがない こ とを理由に ､ 彼がボロ ー ニ ヤ で制作活動を行 っ た可能性を否定
して いる . (cfr.To ngio r由To m a si,L.,
"Un aBibliote c aScie ntiflC a aPis adu r a nteil
Gr a ndu c ato M edice o:I hb ri del Gia rdin odeiSe mplici
”
,
in h
'
v o m o eh
'
s adu e cltta e LZD
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ていたと考えれられて いる ｡ これらの多くの画家によっ て制作された水彩やテ ンペラによ
る動植物画を用 いて ､ 挿絵用の木版を制作した版画家には次の ような人物がいる ｡ まず
1585年に版画家ア ウゲス ト ヴェ - ネ トが 一 期間のみ ､ アル ドロヴァ ンディ の エ房で働
いて いる . その後 ､ ニ ュ ル ンベ ルク出身u
^
J版画家クリス ト - フ ォ Ei- コ リオラ ー ノ(ドイ
ツ語名 Lede rlein)189が 1587 年から十五年以上 ボロ ー ニ ヤで制作活動をおこ なっ てい る.
兄弟のヨア キム と共にメ ディ チ家の エ房で働き, リゴッ ツイとも親しい関係にあっ たコ リ
オラ ー ノ は､ 恐らく 1586年にアル ドロヴァ ンディの 二度目の フ ィ レンツ ェ 訪問で面識を
得たと思われる｡ 当時アル ドロヴァ ンディは著書の挿絵を制作する版画家を探しており､
版画家の情報をフ ィ レンツ ェ で集めていたことが記録されている｡ フ ィ レン ツ ェ 訪問後 ､
アル ドロヴァ ンデ ィ はコ リオラ ー ノ 兄弟をボロ ー ニ ヤ ヘ 数日間招待した後､ 書簡を通じて
フラ ンチ ェ ス コ 一 世に兄弟の うち 一 人を挿絵用版画制作のために貸して 欲しい と願い出て
いる｡ その願い は叶えられ ､ 1 587 年からコ リオラ ー ノ はアル ドロ ヴァ ンディのもとで制
件活動をおこ な っ たと考え られて いる ｡ またアル ドロ ヴァ ンデイ は ､ フ ラン チ ェ ス コ
一 世
に重用され た宮廷画家ヤ コ ポ ･ リ ゴ ッ ツイ の兄フ ラ ンチ ェ ス コ ･ リゴ ヅツ イ
140と ､ 従兄
弟の フ ラ ンチ ェ ス コ ･ ディ ー メルク ー リオ r リゴ ッ ツイ
141を挿絵作成に起用 して いる142.
このように実物写実を重要視する動植物画の制作法を論じ ､ みずから実践した博物
学者アル ドロ ヴァ ンデ ィが最も高い 評価を与えた画家が . ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツ イで あ っ た ｡
tezTl
'
toY )
'
o D ella pol1
'
tlc Bde]
'
Med7
'
el
,
198 0･)
･39コ リオラ ー ノ はボロ ー ニ ヤ で制作活動をおこなう前､ 恐らくフ ランチ ェ ス コ
一 世が造
っ たエ房カ ジ ー ノ で 活動 してい たと考えられる｡ 同じく版画家であっ た兄弟のヨアヰムも
フ ィ レン ツ ェ で 働い て おり ､ リゴッ ツイ とも交友関係があっ た o (cfr;01mi,G･,
``II
colle zio nis m oScie ntifico”,in Dte atm della n &tzz mdl
'
Ul]
'
s s eAldro 帽 nd1
'
, bologna,
20 0 1
,p.29.)
140ヴ ェ ネツ ィ アで制作活動をおこなっ て いたフ ランチ ェ ス コ
･ リゴ ッ ツイ とは , 15 71
年にアル ドロヴァ ンデ ィがヴ ェ ロ ー ナ､ ヴィ チ ェ ン ツ ア ､ バ ー ドヴァ ､ ヴェ ネツィア へ 旅
した際に ､ 知り合 っ た可能性がG . オル ミに指摘されて いる . (01mi,G･,1992･p183･)
･4115 90年 7月3 日の トスカ ー ナ大公 フ エ ルディナン ト 世
ヘ の手紙で , アル ドロヴァ ン
ディ は ､ フ ラ ンチ ェ ス コ ･ ディ ･ メルク
ー リオによるヤコ ポ ･ リゴ ッ ツイの動物画の複製
を贈られた礼を述 べ て いるo (01mi,G.,199 2,p･8 4･)
･42 著作の挿絵制作のために呼び寄せ た画家や版画家の賃金は､ アル ドロ ヴァ ンディ個人
が負担して おり､ 多数の 挿絵を完成するためには膨大な資金が必要であっ た｡ アル ド
ロ ヴ
ァ ンディ は､ 15 86年9月 23 日フ ランチ ェ ス コ に宛てた手紙で ｢博物学の調査をおこな
い ､ 執筆し ､ イメ ー ジを描写させたり彫らせ たりするためには大鏡の資金を考慮するo
([. . .]ha v e ndo co DSl
･
de m zl
･
o n e ala gT B n SPeS a Che porta n oqu est]
'
stud7
'
delTe co s e
natu p all
･
E ell
･
n v e st]
･
ga rle, s cT l
･
v e ple, n el fa rle 軸 ge r e et]
'
ntagl]
'
a r e[･L･ ･])+と述べ てい るo
(A SP,M edice o783,c3 0v;To si,A･,(a c u r adi), U]1
･
s s eAldT O 四 月dl
'
e La ns cB n a : Cal･tegg7
'
0
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アル ドロ ヴァ ンディ はまず､ 1 577年に初めて訪れたフ ィ レンツ ェ の訪問記を記 した自伝
の 中で ､ 第 一 日日に トスカ ー ナ大公 フランチ ェ ス コ ー 世が創設 したエ 房カ ジ ー ノ ･ ディ ･
サ ン ー マ ル コ ヘ ､ 大公 の案内で訪問 した出来事に つ い て記 して いる . ア ル ドロ ヴァ ンディ
は ､ エ房に部屋を与えられ制作活動をお こな っ て いたリゴ ッ ツイ が極めて精巧に描いた視
覚的リアリズム の動植物画を見て ､ r精神のほか に 足りない もの はない+ 143と述 べ ているo
さらに同自伝の 中で リゴッ ツ イを､ 古代ギリシ ャ ､ ア レクサ ン ドロ ス 大王 の 宮廷画家 ｢ア
ベ レス の再来 である+ と高く評価して い る144｡ そ して機会がある毎に ､ 大公 フ ラン チ
ェ ス コ 一 世 に手紙を送り､ リゴ ッ ツ イ が制作 した動植物画の複製を依頼して い るQ またア
ル ドロ ヴァ ンディ は トス カ ー ナ大公 に動植物画を送り, リゴ ッ ツ イの優れた描写技術を用
いて ､ より真実性の 高い複製を作成するこ とを促して い る｡ 例え ば 157 7年 9 月 19日の
フ ラ ンチ ェ ス コ ･ デ . メディ チ宛ての書簡では ､ 四種類のイ ン ド産植物を描いた細密画を
送り ｢大公 の素晴らしい 画家 (リゴ ッ ツ イ) に それ らを描かせ たなら､ 彼は この植物画を
より美 しく ､ より完塵に描く ことがで きるだろ う+ 145と述 べ ている o [Fig. 9 8]
またアル ドロ ヴァ ンデ ィ は, 絵画に用い られる色彩の重要性を強く認識し ､ その役
割 につ いて次の ように説明 して いる｡
e te stlm on l
'
a n z edo c u m甲ta n
'
e, &r e n z e,19 8 9,p･30 2･)
143"[･ ･ ･]ha v e ndoglifatto m o str a r e a n cho r abuttele pittu r edipinte alviv odalsign o r
Ja co m oLigo 2:Zi, a
'
qu alin o n m a ncha s en o nilspirito[…】
”
(B U B, m s.9 7, c.6 70r.;To si,A.,
1 98 9
,p.205.) ヴァ ザ ー リは 『芸術家列伝』 の ブロ ンズ ィ ー ノ の肖像画に つ いての記述の
なか で ､ 同じ言葉 を用い て作品の高度な写実性と優れた自然模倣を称え､ 同じ言葉に使 っ
て画家の模写力を絶賛して いる. (Va sari- M ila n e si, ⅥⅠ,p.595.)
144同文の中で ､ ア ル ドロ ヴァ ンディ は フ ランチ ェ ス コ 一 世か らリゴッ ツイ の描いた絵画
を数枚もら っ たこ とを記 して い る｡ (
"
[･ ･ ･]ilsigno rJaco m oLigo z zi, che占 u n altr oApelle,
sic o m e sipubv ede r ein alcu n efigu r e m a ndate mi da Su aAlte z z a s e r e nis sim ape r
m a n odelsudetto pitto r e
''(B U B, m s･97,c.670r.;To si,A.,1989,p20 6.))
145"[-】Ap pr e s s odiqu e sta s c atolale m a ndo qu attr o軸 u rediqu adropia ntelndia ne
m oltobelle etr a r equ alis o n oda otto a n nichehebbidiPortugalo etle feci dip nge r e
n elle miehisto ricda qu e stio rigin ali;da' qu ali Vo str aAlte z z apotra far nefa r ela
pittu r adals u o e c celle nte pitto r e, ilqualpe rils u odisegn olepotraaiuta r e eもfa rleplu
● ヽ
belle etpiもperfette. ･ ･
”
(B U B, m s.6,I,c.2v;To 告i,A.,1 98 9,p2 2 5.) また同様に 15 8 1年3月
13日の手紙で は , 三枚の植物画と三 枚の動物画をフ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ･ メ ディ チに送り ､
も しお気に 召さないならば ､ 入念に描く画家 (リゴ ッ ツ イ) によ っ て再 び描か せるこ とを
薦めている o (
"
【- ･･]M a ndo aVo str aAlte z za s e re nis sim a s ei 丘gu r e v a rie, tre dipia nte et
altr eta nted'a nim ah
,1e qual ifo r sile potr a n n o e s s e r e ca r e;e sepu r n o n s s e ra n n o co sia
su ogu stole po七ra fa rdin u o v odipinge主1edals u odilige nte pitto re[. . .]
”
(in A S P, m edic eo
7 4 5
,
c.2 43r.;To 告i,A.,19 8 9,p.2 75.))
1 66
.｢我々が世界の 中で認識 して いる理に適っ た全ての事物は ､ 我々 が色彩という不可分な
記号によっ て それらを認識している｡ 色彩は視覚の最も確かな対象であり､ 本質の不可
分な記号である｡ こ の本質なしで は事実はそれに内在する認識 ヘ 到達することができな
いだろうo 卜】 色彩 は他の 記号 ､ すなわち匂い ､ 味 ､ 質感などと共に認識するための
最良の尺度であり方法なのである ｡+ 146
一 方 ､ 十 大世 紀の 植物学者に 大きな影響を与 えた プリ ニ ウス の 著書 『博物誌
(Natu T BI H)
'
sto ry)』 で は､ 植物の色彩が多様性を持つ ことを理由に色を用い た模写行為
が不可能で あるとし ､ 記 述を補うイメ ー ジの役割そのものも否定されてい る
147
｡ アル ド
ロヴァ ンディ はこの古代文献の記述に つ いて ､
｢たとえ プリ ニ ウス が色彩の 多様性を表現するこ とが ､ どれだけ困難かを記 してい る
とはい え ､ それに もか かわらず彼の 有能な画家は植物や動物そして他の自然物を､ 本
当に自然か ら造られ産 出 したか のように ､ 人間自身を容易に編せる技巧と優美さを用
い て描いて しまうこ とが ､ 経験でわか っ ている ｡+
148
と述べ ､ またイメ ー ジの 使用に つ いても ､
｢卜】その有用性は想像不可能なほ ど大きなもので ある o なぜなら ､ もしも古代人が記
述 し全て の事物を再現 し､ 描写 して いたならば ､ 書家 へ の多くの疑念や 無限の誤りを
見つ けるこ とはなか っ ただ ろうか らである ｡+
149
146"Tuttele co 告e s e n s ate che co n o scia m o alm o ndo,1e co n os cia m ope rqu e sto a c cide n七e
in s epa r abiledelc olo re,ilqu ale占 o 甜 ettO C e rtis sim odelv ede re e七
島ac cide nte
in s epa r abiledeua s o s七a n za, se n z ala c uinotitia n o n sipu o v e nire alla cob
qnitio n eヽ
intrin s e c adiqu eua【…】ilc olo r e占 un a ottim a scala e七 m?z z o sic u ris sim o c o ng
io nto c o n
gli altria c cide nti, cio包 odo re, s apo re eta七to, per v e nir e ln C Ognitio n
e【-】
”
(B U B･ m s
Aldr ov a ndhi6,Ⅰ,c3 5;To 告i,A･,198 9,pp･2 4 0･2 4 1･;Ba ro cchi,P･,
``Figu r ativita str u m e ntale
s e co ndoU lis seAldr o v a ndi
”
,
in L,l
･
ntellige n z adena passlon e: s cT]
'
tb
'
perADdT e a
Em 1
'
)
'
a B 1
'
,Scolaro,M .(a c u r adi),bologn a, 20 0 1,p･65･)
･47
cfr.Be rt
,
S. H.
,
”T he didactic a nd theElega nt: S o metho ughts o n s cie ntific a nd
te chn ologic alillu str atio n sin the middle age s a nd r e n ais s a n ce
''
,in h
'
ctu rlng
助 o wledge/H]
･
sto n
･
c ala nd ml
･
1o s opLl
･
c alpr oble ms c on c e m ofthe u s e ofa rtl
'
D S a
'
e D C e,
lo ndo n,19 9 6,p.5.
148 "
a n c o r a ch占Plin o s criva qu a nto siadifficile d
,
e sprl m e rela v arieta de
'
c olori
,
n ondim e n o siγede pe r e sperien z ails u o ec cele nte pitto redepinge
rele pl a nte, et
a nim ali
,
etaltr e c o s e n atu ral ic o nta nto a rtific o etv aghe z z ache gl
'hu ominiiste s si
fa cilm e nte ag gabba re sipotr ebber o, chein v e r opaio n o
dallaiste s a n atu r apr odottiet
ge n e rali[…]
”(B U B, m s.6,c34r.;To si,A･,198 9,p･24 0･)
149 "[. . .]Le qu ah utilita昌ta nto gr a ndLe, Che n o n sipub im agin a r m
aggio r e, pe r Ch6, S egli
a ntichia v e s s e rofatto ritr a r e depinge retuttele co 告e chehan n odes critte,
n o n si
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として いる｡ したが っ て , 十大世紀中頃からおこ なわれるように なっ た着色された動植物
画 の制作150の 目的は ､ 鑑賞の ための 美的要素と して で はなく ､ 植物学に おいて 色彩が知
識収集 に不可欠な要素と して認識され ､ より正確で詳細な情報を伝達するための重要な要
素として用い られたことを表してい る｡
5 - 3 . トス カ - ナ大公 国に おける植物蒐集と植物画
メ ディ チ家に おける植物蒐集は､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の 父 コ ジモ ー 世から熱心にお
こ なわれて いた ｡ コ ジモ ー 世 はフ ィ レ ン ツ ェ 郊外の 別荘カス テ ツ 口 や ､ 1 5 4 9年 に正妻エ
レオノ ー ラ ･ ディ B トレ ドが購入 したピッ チ イ宮殿の 背後の土 地に庭園を造成し ､ 海外か
ら届 い た貴重で 珍しい多種の植物を蒐集 ､ 栽培した｡
また ､ コ ジモ ー 世は多額の費用を投資して 1542 年､ ピサに植物園を開設 した151.
植物園には 1543年に ､ ボ ロ ー ニ ヤ の薬草研究所で薬草学を敢え て いたイ モ ラ出身の植物
学者ル ー カ ･ ギ - ニ(1 4 9 0-1 5 56)152が責任者として ピサに招か れて いる ｡ コ ジモ ー 世の招
待を受 けて ピサ へ 移 っ たギ ー ニ は ､ 植物採集で蒐集したイタリアの植物や､ 海外か ら運ば
れた珍 し い異国の植物な どを植物園で栽培 し､ ヨ ー ロ ッ パ 中に ピサの植物園の名声を広め
tr o v a r ebbe ta nti dubiiete r r o riin且nitiap pre ss oisc rittori[” .]
''(cfr.Aldr ov a ndi,U.,
”Av v e rtim e ntodel Dottor eAldr o va ndi al 1'Ill. m o eR. m oCa rdin al Pale otti
,
s opr a alc u ni
c apito ri delta pittu r a
”
,
in Ba r o c chi
,
P.(a cu radi),to m oII,1 9 6 1,p.5 13.)
150
cfr.To ng1 0 rgiTo m a si, L.,2000,p.145.
15 1ピサの植物園は ､ その後十大世紀中に 二 度場所を移 して いる ｡ まず1563年 ､ 勢力を
増したサ ン ト ー ス テ ー プ ア ノ 騎士 団によ っ て造船所の増築がおこ なわれ ､ 植物園はカルチ
ェ サ ー ナ門とサ ンタ ･ マ ルタ修道院の近くに移され た｡ ア ン ドレア ･ チ ェ ザル ピ ー ノ とル
イ ー ジ ･ レオ ー ニ が責任者で造成されたが ､ こ の土地は植物栽培 ･ 育成に適さず､ 芳しい
効果が見られなか っ た ｡ ニ度目の移動は ､ トスカ - ナ大公 フ エ ルディ ナ ン ド ー 世 によ っ て
1 5 87年に おこ なわれた . (Ga rbari,F.,
"Le origini del Gia rdin odei Se mplici:dall
'
o rto
dell'a r se n ale all”'o rto n o v o” divia Sa nta M aria”
,
in To 告i
,
A.
,
a
'
a rdln odel Se mp17
'
c1
'
.
･
'
o pto
botaD1
'
c od1
'
P7
'
s adal m al.X Xs e c ol , pis a, 1 91,pp.2 3-24.)
15皇ル ー カ ･ ギ ー ニ(1490- 156)は公 証人の 父を持 つ 三 男と してイ モ ラ郊外で生まれた｡ 15 27
年に ボロ ー ニ ヤ 大学 へ 登録し､ 153 4年か ら薬草学の講義をおこ な っ ている ｡ 授業に は､
ミケ ー レ ･ メ リ ー ニ ､ ウリ ッ セ ･ アル ドロヴァ ン ディ ､ ア ン ドレ ー ア ･ チ ェ ザル ピ ー ノ ､
ゲラル ド ･ チ ー ボなどが参加 している ｡ ギ ー ニ は植物標本や植物描写などの実践 を教授し
て いる ｡ またギ ー ニ は､ ピサ の植物園をヨ ー ロ ッ パ で有数の コ レクシ ョ ンと分類シス テム
を持つ 植物園と して発展させ た後､ 1 5 45年にボロ ー ニ ヤ へ 再 び戻り ､ 薬学の講義を行 っ
て いる ｡ ギ - ニ は ､ チ ロ ル公 フ エ ルデ ィナ ン ドの植物学者 ピエ トロ ー ア ン ドレ ー ア ･ マ ッ
テ ィ オ ー リやカル ツ ア イオ - リ . アル ドロ ヴァ ンディ などと植物 ･ 種の交換を盛ん に行 っ
て いた ｡
16 8
たo 植物園を訪れたバ ル トロ
ー メオ h タ エ ー ジ ョ は､ ｢イタリアの他所でみ られない よう
な､ 数多くの珍種植物を見る ことができる ｡+
153と植物園に蒐集された植物の種類の豊富
さを賞賛して い る｡ またギ
ー ニ は蒐集された植物を資料として保存するため に ､ 初めて植
物串本を活用 した植物学者である. さらにギ
- ニ は植物園の コ レクシ ョ ン を分類し､ 記蘇
するための 一 資料として ､ 植物画も利用して いた｡ 植物画は標本の様に描かれ ､ 標本では
保存不可能な植物の色彩な どを記録する重要な役割を担っ てい た｡ また資料的価値を持つ
植物画は , 学者たちの知識と情報交換の ために用いられ ､ フ ィ レン ツ ェ は植物コ レク シ ョ
ンおよび埴物画の交換の 中心地と して発達 していたo ギ ー ニ の幅広い交流は ､ 現在ウィ
ー
ン国立図書館 に所蔵され て いる､ ギ ー ニ が植物学者フ ックに送っ た植物標本や ､ 《野生の
ラン(0 mithogalu m)》 や 《ホタル ブク ロ(Or oba nche)》 の植物画によ っ て窺い知る ことが
できるo ギ - ニ のもとで植物画制作をおこなっ た画家に つ いては明らかでない が､ ピサの
植物園の歴史を研究 した トン ジ ョ ー ル ジ ･ トマ
ー ジは ､ 十六世紀初めか らデ ュ ー ラ ー の影
響を受けて自然科学的絵画の制作が盛んであっ た北ヨ
ー ロ ッ パ出身の画家を登用して い た･
可能性が高い と して い るo 154
またギ ー ニ は ボロ ー ニ ヤ でもおこ なっ てい たように ､ ピサ で植物標本の制作を教授
した ｡ ギ ー ニ の講義を聴講するため に ､ ボロ ー ニ ヤの博物学者ウリ ツ セ
･ アル ドロ ヴァ ン
ディ をはじめ ､ ヴ ェ ロ ー ナの薬草学者 フランチ ェ ス コ ･ カル ツオ ラ
ー リ ､ シ エ ナ出身の 医
者ピエ ルア ン ドレア . マ ッ テ ィオ ー リ ､ 植物学者のア ン ドレア
･ チ ェ ザルピ ー ノ ､ ゲラル
ト チ エ ボ ､ ルイ ー ジ . ア ン ゲイ ツ ラ ー ラ ､ またイギリス 人のウイリアム
･ タ ー ナ ー ､ ス
ペイ ン人のア ン ドレア ･ ラク ー ナ ､ フ ラ ンス 人博物学者ジェ ルヴァ シ か マ スタ レ丁 ルな
ど､ ヨ ー ロ ッ パ各地から薬草学者や博物学者が講義を受講するため にピサ を訪れ ､ 講義は
15 54年まで続け られた o 1550年から 155 1年にか けてギ
- ニ の授業を受け､ これらの技
術を習得 した博物学者ア ル ドロヴァ ンディは､ 早速ボロ
ー ニ ヤの植物園で植物標本を制作
して いる｡ 蒐集物の保存と交換を容易におこなえる有効な手段としての標本はを六育種
作
成したこと を+ ア ル ドロヴァ ンディ は 15 53年 10月 6 日の書簡のなかで述
べて いる ｡ ま
た､ 現存するアル ドロ ヴァ ンデイの植物標本は五 千種で ､ 十五巻 に分類されて
いる155o
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”
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11a,1 5 59,p.103;Ga rba ri,F･,1 9 1,p･18･)
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155
cfr.Ga rbari
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a rd=
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n odel
l
sem pl)
･
clJ1,o rtobotan ]
･
c odl
･
P7
･
s Bdal - al 見方s e c ol , pis a, 199 1･ p･3 3･ ,
A M aiorin o,
1 6 9
[Fig. 9 9] 同時期に フ ィ レン ツ ェ で は, 魚類の コ レク ショ ン を保存するための r溶液+
が発明された ｡ アル ドロ ヴァ ン ディ はこ の溶液に つ い て ､ ｢魚の色彩を､ 生きて いるかの
ように保存する ことが可能+ であり ､ したがっ て ｢遠隔地で 獲得された魚類を､ 溶液に入
れて まるで生きたままの状態で運搬するこ とがで き､ それらを生き生きと した状態で描写
する ことができる o+ 156と記述 して いる o
またアル ドロ ヴァ ン ディ はボロ ー ニ ヤの植物園で ､ ス ペ イ ンから選ばれたアメリカ
産の櫨物 rヒマ ワリ+ の 育成に成功 し､ 画家に開花 した花を描かせ て い る o [Fig. 1 0 0〕
これは新大陸の珍種植物をイタリア で育成する実験の 一 つ で あっ た167. ァ ル ドロ ヴァ ン
ディ やギ ー ニ などの学者は ､ 遠隔地か ら運ばれる貴重な自然物コ レクシ ョ ンか らより深い
知識を得るために ､ 完壁なコ ンディ シ ョ ンで蒐集 し､ 保存､ 記録を行なうための手段とし
て模本技術や保存液体の発 明､ そして自然科学的観察に よっ て描写された植物画 を利用し
たので ある｡
ギ ー ニ の後を継 いで ピサの植物園の後任者とな っ た植物学者ア ン ドレア ･ チ ェ ザル ピ
ー ノ(1 5 19･1603)は､ トスカ - ナ 周辺の 山で植物採集を精力的にお こない ､ 植物園の コ レ
ク シ ョ ン を豊富に した｡ そ して 多くの貿易船が出入りする海港と して発展 したリヴオ ー ル
ノ やピサか ら運ばれる､ ア メ リカ産のア ロ エ や 東方産の藤など新種埴物を植物園に移植栽
培 した｡ またチ ェ ザル ピ ー ノ は 十六巻の 『植物に つ いて(DelYa Dtls)』 を執筆 し､ コ ジモ ･
デ ･ メ ディ チに挿絵制作の 費用の援助 を受ける約束で あ っ たが実現に至 らず､ 結局､ 挿絵
無 しの著書を 15 8 3年に フ ィ レ ン ツ ェ で 出版 したo 158
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1 58チ ェ ザル ピ ー ノ は 1 579 年 ピサ か ら､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の側近ペ リサ ー リオ ･ ヴイ
ンタに宛てて ､ 著作に必要なイメ ー ジの銅板画を作成する約束をしたコ ジモ ー 世の意を問
う手紙 を出して いる｡ 著作は フ ラン チ ェ ス コ ･ デ ･` メディチ に献じられた｡ またチ ェ ザル
1 70
蒐集 ･ 栽培された植物コ レク シ ョ ンと､ 植物画や植物標本などによっ て資料化され
分類された植物によ っ て ､ 植物学の中心地と しての役割を果たしたピサ の植物園を､ より
一 層の発展 - と導い た人物と して ､ フ ラン ドル人植物学者ジ ュ ゼ ッ ベ ー カザボ ー ナ(? -
159 5)が挙げられる o カザボ
ー ナがい つ 頃から トス カ ー ナで活動を始めたのか に つ いては
明らかで はないが､ 1 571 年に フ ィ レン ツ ェ から博物学者アル ドロ ヴァ ンデイ へ 書簡を逮
り､ 植物と種を交換した記録が残されて いる . またドメ ニ コ 会修道士アゴス テ イ
ー ノ ･ デ
ル ･ リ ッ チ オは ､ ｢ニ ッ コ ロ ･ ガ ッ ディ は大公 フ ラ ンチ ェ ス コ に ､ フラ ンドル人ジュ ゼ ッ
ペ . ベ ニ ンカ ー ザ氏を紹介 し､ そして大公はカジ ー ノ に ある庭園を委任した
189
｡+ と､ カ
ザボ ー ナがガッ ディ を通 じて トス カ - ナ大公に紹介されたと述べ ている｡ ニ ッ コ ロ
L ガ ッ
ディ(1 537- 159 1)は､ 大公 フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世の忠臣で あると同時に , 古代芸術作品か ら
動植物などの自然物まで膨大なコ レクシ ョ ンをも つ蒐集家でもあっ た ｡ さらにガッ ディ は
博物学者アル ドロ ヴァ ンディ とも植物コ レクシ ョ ンの交換を通して親 しい関係をもつ 人物
であっ た｡ そ してカザボ ー ナは､ まずフ ラ ンチ ェ ス コ
一 世にサン ･ マ ル コ 聖堂付属の植物
園の仕事 を与え られ ､ イタリアの 山からクレタ島まで足を伸ばして薬草採集を行ない ､ 多
くの新種植物を採集 ､ 栽培した ｡ またフ ランチ ェ ス コ
一 世の死後､ 新 トス カ ー ナ大公の座
につ いた フ エ ルデ ィナ ン ド 一 世は ピサの植物園の拡大と質の向上に務め ､ 1590年にカザ
ボ ー ナ を新庭園の責任者に任命した o カザボ
ー ナは 15 9 1年 ヘ ビサに移り ､ 植物採集で蒐
集されたコ レク シ ョ ンや中東 ･ ア ジア ･ 新大陸など遠隔地か らもたらされた ､ 珍しい植物
の栽培育成をお こな っ た｡
更に カザボ ー ナも植物の 生態を正確か つ詳細に描い た絵画の制作とその蒐集を行な
っ て いる｡ ク レタ島で 行な っ た調査では､ 島で出会 っ たドイツ人画家ディ ックマ ンを雇い ､
ク レタ島で採集された植物を描かせ ている o またピサの植物園では､ ドイツ人画家ダ
ニ エ
ル ･ フ レ ー シ ェ ル 160な どの画家に ､ 植物園に栽培される植物を描かせて いる
161
｡ 現在 ､
ピ ー ノ は 15 92年 ､ ヴ ァ チ カ ンから法王 の専門医として招かれ､ ロ
ー マ ヘ 移 っ たo
(Ga rba r o,FJ9 9 1,p.1 9,p･34;To ngiorgiTo m a si,L･ e To ngiorgi,P･,
"Gra ndi
``En ciclopedie
”
e
ap profo ndite
"
m o nogr afie
””
,in Im m agine eNatw a, m oden a･19 84,p･74
･)
159サ ンタ ･ マ リア ･ / ヴ ェ ッ ラ聖堂の修道院に ある植物園の責任者を務めて い たド
メ ニ
コ 会修道士 ア ゴス テ イ ー ノ ･ デル p .J ツ チオ は､ 著書『実験的農業 (AgT
Icultu m
spe n
･
m e ntale)』 の なか で ､ トスカ
ー ナ大公とカザボ - の出会い に つ い ての べて いるo
● 一 丁
e 1
'
m m ag7
'
221
'
del
160フ レ ー シ ェ ルは ､ カザボ ー ナの死後(15 96)フ ィ レン ツ ェ
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コ ー デ ィチ ェ ･ カザボ ー ナ (Codic e Ca s abo n a) には全部で 4 1 4枚の 動植物画が収め
られ ､ 3 3 1種類の植物コ レク シ ョ ンが描かれて いる｡ またカザボ ー ナの個 人コ レクショ
ンに も､ 多数の動植物画が所蔵されて いる o
5 - 4 . 科学者と芸術家と大公 ≪動植物画の政治的役割≫
こ のように ､ 1530年に ブル ンフ エ ル がヨ ー ロ ッ パで初め て挿絵入りの埴物学書『植
物の 自然模倣的イ メ ー ジ (He Tba m m v7
'
帽 e elc oB e S adn atupe l
'
B 2jtBdo D e m
,
S U m m a C U E
dill
'
ge ntla et B rilT]
'
cI
'
o e{3g7
'
ta e)』 を出版した後､ 自然科学的 】 博物学的視点か ら描かれ
た細密画は ､ 新知識獲得のため或い は王侯君主や富裕貴族の コ レクシ ョ ンの
一 つ と して珍
重され ､ ヨ ー ロ ッ パ 中に普及 した｡ そ して フラ ンチ ェ ス コ
一 世の ように有名で優れた細密
画家を宮廷に抱える君主は ､ み ずか らの蒐集物と して動植物画を製作させ るだけではなく､
リゴッ ツ イ の評判をき いて細密画を依頼する宮廷人や学者の ために ､ 複製の 制作をおこな
わせ ている ｡ 162
また宮廷や学者の あい だで盛ん におこ なわれた自然物コ レク シ ョ ン の交換は ､通常､
運搬が比較的容易な動植物 や､ 嘗 中 程などが対象とな っ た o 一 方で博物学者ア ル ドロヴァ
ン ディ は貴重な自然物よりも ､ リゴ ッ ツイ が制作 した素晴らしい動物画 の複製をフ ラ ンチ
ェ ス コ 一 世に願 い出て いる ｡ こ の ように自然物コ レク シ ョ ン を正確に描写 した動植物画は,
実物の 自然物その もの と同等の価値を持 っ て おり ､ 特にリゴ ッ ツイ のような高い描写技巧
を持つ 画家が制作 した作品は､ 大変に珍重されたコ レクシ ョ ンで あっ た こ とが明らかであ
る｡
恐らくピサの植物園責任者ル ー カ ･ ギ - ニ を介 して ､ 或いはロ ー マ に い る弟フ エ ル
房で細密画の複写をしたり ､ 大公 の絵画コ レク シ ョ ン の複製を制作 したりして い た ｡ その
後 1599 年に短期間で あるが ピサに戻り ､ プ ラ ･ フ ラ ン チ ェ ス コ ･ マ ロ ツ キの依頼で ､ ニ
羽 の珍 しい鳥類を描き､ ボロ ー ニ ヤ の アル ドロ ヴァ ン ディ に贈られた o
161To ngior由To m a si,IJ . ,1995,pp.39-4 1･
162枢機卿フ エ ルディナ ン ド ･ デ ･ メ ディ チの 臣下 で ､ フ エ ル ディ ナ ン ドのため に美術品
の蒐集をおこ なっ て いた枢機卿フ ラ ンチ ェ ス コ ･ マ リア ･ デル ･ モ ンテ は ､ フィ レン ツ ェ
を訪問した際に トス カ ー ナ の自然主義絵画に つ い て知識を得 ､ 特に リゴ ッ ツ イが制作した
動植物画の複製を入手 したと考えられて いる ｡ またデル . モ ンテが所有 して い たリゴ ッツ
ィ による 《ニ 匹の ア フ リカ 産ツノ マ ム シ》 の細密画 を, カ ラヴァ ッ ジオが 《メ ドゥ ー サの
首》 の 蛇髪に引用 し､ 蛇の構図だけでは なく背後に描か れた影までも模倣して い る ｡
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163
､ ボロ ー ニ ヤの博物学者ウリ ツ セ ･ アル ドロヴァ ンディ と
面識を得た トスカ
ー ナ大公 フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世は､ 15 76年から自然物コ レクシ ョ ンの交
換などを通 して頻繁に書簡を交わし､ 翌年には博物学者をフィ レンツ ェ へ 招待している ｡
また ､ ア ル ドロ ヴァ ンデ ィ にとっ て フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世との出会いは ､ 自然科学に大きな
軌むを持ち ､ エ 房を追っ てみずか ら実験に参加するなど科学的な分野へ も積極的な保護を
おこなう棟も しいパ トロ ンの獲得を意味して いた ｡
大公か ら植物園創設や経済的援助を受けたアル ドロヴァ ンディ は ､ 新しく入手した
貴重で珍 しい コ レク ショ ン の 数々をフ ラ ンチ ェ ス コ
一 世に贈呈 している164｡ その なか で
動植物や鉱物とならんで塀繁に交換されたのが , コ レク シ ョ ンを描写した動植物画で あっ
た｡ アル ドロ ヴァ ンディ は, 157 7年に新大陸か ら運ばれた四種類の植物を描いた絵画を
フ ランチ ェ ス コ 一 世に贈り ､ またフラ ンチ ェ ス コ 一 世にカジ ー ノで制作された磁韓とガラ
ス製晶を依頼して いる o その後も 1 57 8年に四作品の動物画とニ 作品の埴物画､ 1 58 0年
にもアメリカ産の 動物を含む四作品の動物画と 一 件晶の植物画を贈っ て いるo
一 方､ フ
ラ ンチ ェ ス コ 一 世も ､ アル ドロ ヴァ ンデイに依頼されたリゴッ ツイの 《ツノマ ム シ》【Fig･
1 04摺 描い た作品と ､ 新大陸原産の鳥類を描い た作品を 1 57 9年に贈っ てい るo また
1581年にアル ドロ ヴァ ン ディ は動物画と植物画を三作品ずつ大公 へ 贈っ てい るo
16与
この ように 自然物 を描いた細密画は ､ 学者が正確な新知識を得る手段として使用さ
れ ､ 植物学や動物学の 文献の挿絵として頻繁に用い られる
- 方で ､ ヨ ー ロ ッパ諸国でコ レ
クシ ョ ニ ズムが流行する十大世紀において ､ 自然界の珍奇や新発見に関心をしめす蒐集家
のコ レク シ ョ ン の 一 つ と して大量に生産された ○ そして トスカ
ー ナ大公は､ リゴ ッ ツ イを
はじめ とする優秀な細密画家を招碑して絵画を制作させ ､ 資料的かつ 美的価値を持つ 優れ
た絵画作品を他の宮廷や学者 へ 贈る ことによ っ て , 大公のコ レクシ ョ ンとフ ィ レン ツ
ェ の
優秀な宮廷画家を間接的に披露してい たo すなわち､ 動植物画は ､ 大公の自然物コ レク シ
ョ ンの動く権力表象媒体と して の役割を担っ て いたので あるo
16
168 ボ ロ ー ニ ヤ 出身の ル ー 力 ･ ギ ー ニ とは15 50年代前半から頻繁に書簡を交わして い る
が､ ボロ ー ニ ヤ で 既に面識があ っ た可能性もある o またフ エ ルディナン ドは兄
フラ ンチ ェ
ス コ 一 世に宛てて ､ ア ル ドロ ヴァ ンデイをピサの植物研究所具に推薦して
いる｡ (1576年
9月 7 日)(cfr:TD Si,A.,19 8 9,p.24･)
164Findle n
,
P.
,
19 9 4,p･35 9･
16 5
cfr;To si,A.,1 989.
16
cfr･To ngio rgi To m a si,L･,
"TheFlow e ringof Flor e n ce:Bota nic alartfo rthe m
edici”
,
in
TheFlo w e ring of Flo p en c e,(c at),w a Shingto nD･C･ ,20
2
,p･28I
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第六軒 リゴ ッ ツイ の動植物画
6 - 1 . 動埴物画の所蔵と先行研究
現在､ ウ フ ィ ツ イ美術館付属版画素描室に収められて いるリゴ ッ ツ イの動物画六十
大放と植物画七 十九故 に つ いて の先行研究と して はまず､ ミ - ナ d J〈ッチ とア ンナ ･ フォ
ル ラ ー ニ が監修した ､ ウフ ィ ツイ 美術館付属版画素描室の展覧会カタ ロ グ 『ヤ コ ポ ･ I)ゴ
ッ ツイ の素描(Mo stT ad1
'
D Is egnl
'
d1
'
Ja copo h
'
go z zl
'
)』(1 9 6 1)展があげられる. そ して 1963
年 ､ リ ゴ ッ ツ イの フ ィ レン ツ ェ に おける全制作活動 に つ いて考察を行 っ た論文 『ヤ コ ポ .
リゴ ッ ツ イと フ ィ レン ツ ェ 絵画に おける彼の位置(Ja c opoLl
'
go zzl
'
ela s u apo s1
'
z l
'
oB e n ella
pl
'
ttzH TaB
'
o 1･e ntln a)』 (《Pr opo r zio ni》 19 63) をバ ッ チ が発表 して い る o さらに トス カ -
ナ大公 フ ラ ンチ ェ ス コ ･ デ ･ メデ ィチ の保護下で発展 した､ さまざまな芸術活動を研究し
たル チア - ノ ･ ベ ル テ ィ は著書 『ス トウデ ィオ ー 口 の 公阜(B PT]
'
D由フe dello Studl
'
01o)』
(196 7) に おい て ､ 職人と して細密画や ピエ ト レ ･ ドゥ ー レ､ 服飾 デザイ ンやガラス創
件に携わっ た芸術家ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツイ の 多分野にわたる制作活動を取り上 げ, リゴッ ツ
イ をフ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の 下で 活躍 した万能の芸術家と して再評価 して いる ｡ 次に 19 80
年の 『十大世紀ヨ ー ロ ッ パ におけるメディ チ家の フ ィ レンツ ェ およぴ トスカ - ナ(R
'
re B 3e
el& To s c a n adel Medl
'
cl n ell'ELIZ10Pa del Cl
'
nqu e c e nto)』(19 8 0)展で は , リ ゴ ッ ツイの植
物画がメ デ ィ チ家 の コ レク シ ョ ン と して カタ ロ グ化されて い る ｡ また ､ 『反ル ネサ ンス
(AB 出血 a sd m e nto)』(1962)を著した エ ウジ ェ ー ニ オ I I(ッ テ イ ス テ ィ は､ リゴ ッ ツイ が
描く動植物画の需要 と歴史的背景の考察などをお こな っ て いる｡
さらに リ ゴ ッ ツイ の細密画制作に つ いて様 々な視点か ら考察をおこ なうルチ ー ア ･
ト ン ジ ョ ー ル ジ I トマ ー ジは､ 多くの研究論文を発表 して いる o まずウフ ィ ツ イ美術館付
属版画素描室の 『十六世紀か ら十七世紀に おけるウフ ィ ツイ の デッ サ ン に見られる解剖学
的イメ ー ジと自然科学 的イメ ー ジ(Lm m ag2
'
n 1
'
a n ato m l
'
cAe e B &tu P Bl1
'
sdche B e1
'
dl
'
s eg71j
degl1
'
t Wl
'
z )
'
s e cX Tqe X V巧』 展(1984)で は､ ア レ ツ サ ン ドロ ･ ア ツ ロ ー リの 解剖学素描
やリ ゴッ ツ イ の動植物画 などか ら､ 自然科学的観察に よ っ て描かれた絵画 に注目 して論じ
て いる . そ して 1 9 9 3年にはリゴ ッ ツ イの 全植物画を収めたモ ノ グラ フ 『ヤコ ポ ･ リゴッ
ツイ による植物画(Z R1
'
tT Btt1
'
d1
'
h
'
a Dtl d)
'
Ja c opo Ll
'
go z z1)』 を出版した. トン ジョ ー ルジ ,
トマ ー ジは ､ 各細密画に描かれた植物の特定とその 歴史的背景を分析し､ またリゴ ッ ツイ
の描写法 に つ い て言及 して い る o 最後にワ シン トン D . C . のナシ ョ ナル ･ ギャ ラリ ー で開
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催された『フィ レンツ ェ の 開花: メディ チ家の植物学的芸術(乃 e Flo.w e Tlng of Bop e n c e:
Bota Bkal Artfor the Medtcl)』展(202)のカタログで ､ トンジ ョ
ー ルジ 暮 トマ ー ジはフ
ィ レンツ ェ における自然主義的絵画の歴史を辿りながら､リゴッ ツイの植物画との関係や ､
北方芸術か らの影響に つ いて考察をおこ なっ てい る｡
こ の ようにヤコ ポ ー リゴ ッ ツイの 先行研究の多くは､ 動植物画の 一 部分に つ いて考
察されたもの で あり ､ また トンジョ
ー ルジ ー トマ ー ジによるモノグラ フも植物画に焦点を
あてて考察されており ､ 六十枚以上ある動物画群や他のリゴ ッ ツイの細密画件品は全く考
慮されて いない ｡ したが っ て筆者は ､ リゴッ ツイ が制作した動物画と植物画双方につ い て
考察し ､ リゴッ ツ イ に よる細密画の全容を明らかにする ｡
6 - 2 . 植物画
第 一 ､ ニ節で考察 したように ､ 自然科学的観察眼によっ て精密か?正確に描かれた
リゴ ッ ツ イ の植物画 は､ 博物学者が植物の情報を得るために有益な細密画で ある｡ ウフ ィ
ッィ美術館付属版画素描室 に所蔵される七十九作品の植物画は, 第五節で考察した博物学
者アル ドロ ヴァ ンディの 動植物画描写法の記述に示されたように､
一 枚の植物画中に植物
の全周期毎に変化する様相を描き入れ ､ 細筆を用 いて菓や根の形態 ､ 複雑な色彩の着色を
ぉこな い ､ 優れた職 人 的技巧で細部の特徴まで再現している o 例えば 《ブ タナ ミソ ウ》
【1 8830rn .】【T AV. 6 ト 《キ ツ リ フ ネ》【1 88 80 rn ･】【T AV1 1
1]､ 《チ ョ ウ マ メ》
【19240r n.】[TA V. 4 7] や 《ヨウシ ュ チ ョ ウセ ン アサガオ》【19 5 10r n･】[T AV･ 7
4]
では､ 曹と花が咲いた状態 ､ 花が枯れた状態 ､ 種子が稔る様子までの過程を同
一 画面上 に
描い て おり ､ また 《カ シ ュ ウナ ッ トノ キ》【190 20r n･】[T AV･ 2
5]､ 《イ チ ジク》
【195 80r n.】[TA V. 8 1]で は､ 果実が次第に熟成して いく過程が段階
的に表されているo
リ ゴ ッ ツイ は植物画の制作におい て ､ 植物の美しさを強調し最も美 し
い状態を措く
のではなく ､ 《カラマ ツ ソウ》【193 30rn･】[T AV･ 5 6] など
の数多くの作品に見られるよ
ぅに ､ 枯れて変色 して しまっ た葉の状態や ､ 泥が付着した根の形態ま
で事実に忠実に描写
して いる ｡
次に植物画の構成 (コ ンポジシ ョ ン) に注目するo 大型の白紙
に描かれた植物画の
特徴としては ､ 根か ら葉 ･ 花までの全体が描かれたもの ､ 根の描写
が省略されてい るもの ､
175
根が強調されて描かれて いるもの など様々 であるが ､ 画面の 中央に対象物を配置する作品
が多い ｡ また植物は等寸大に描かれて いるもの が多く ､ したがっ て同種の小さな植物が数
種類同紙面上 に構成されて いる作品もある｡ リゴ ッ ツ イ はさらに ､ 植物の葉や花をあらゆ
る角度か ら描い て おり ､ 微妙な色彩の違 いや三次元 的な花の 状態を明 らかに して いる ｡
(例 :《フタ エ オ シ ロイ バナ》【1914 0rn .】[T AV. 3 7]､ 《ケシ》【19 26 0r n.】[TA V. 4 9]､
《オルキス ･ マ ス キ ュ ラ》【1 9370r n.】[TAV. 6 0])
一 方 ､ 服飾デザイ ンやタ ペ ス トリ ー ､ ガラ ス や陶器な どの エ 芸晶デザイ ンを制作す
る職人と しての美的セ ンスがみられる画面構成も 多数見つ けることが出来る｡ 対象となる
の は縦方 向に伸びる草花であり､ 他の草花を描く際の構図と比較すると ､ 明らか な相違を
み つ ける ことがで きる｡ . リゴ ッ ツイ は ､ 縦 へ 伸び左右 に均衡がないア シ ン メ トリ ー な植物
を措く際､ 植物を画面中心 に配置するので はなく画面端に寄せ て描くこ とによ っ て ､ 植物
の縦の線をより強調 し､ 空間の調和 を保 つ 画法を用 いてぃる ｡ 例 えば 〈リス テ ラ A オバ ー
タ》【190 40 rn .】[TA V. 2 7] や 《イリス ･ トウ ペ ロ ー ザ》【19 0 50 rn .】[TA V. 2 8]､ 《チ
ュ リパ ･ カウフ マ ニ ア ー ナ》【19 0 60r n.】[TA V. 2 9]､ 《ス イセ ン》【19 3 00 rn .】[T AV. 5
3] などの作品で は ､ 左右の空間に寄せ て植物を描く こ とに よ っ て ､ 植物が持つ垂直性が
より際立 っ て いる ことが確認で きるo
また作品群に は上 述 したような博物学的視点か ら, 花から根まで 全体の様相を描い
た植物画で はなく , 植物の 一 部だけを画面中心に描写 した作品もある｡ その例と して挙げ
られるの は､ 《パイ ン》【19 3 10 rn.】[T AV. 5 4] で あり､ この作品は葉も根も描かれて い
ない ｡ こ の作品では ､ 新大陸で発見され果実の味が多数の旅行記に記されて注目を浴びた
｢ パイ ン+ の実を画面の中心に配 して い る ｡ リゴ ッ ツ イ は こ の作品で植物の 全容を描くの
で はなく ､ 話題 の果実の み に焦点を当てて措 いて いるので あり ､ 《カ シ ュ ウナ ッ トノ キ》
【19 02 0r n.】[T AV. 2 5〕も同様に ､ 関心の ある果実を主題 として描かれて いる. また《ケ
シ》【192 60 rn .】[TA V. 4 9] では前後か ら観察された花部だけが描かれ ､ 《べ トウ ラ ･ ル
ベ ア》【18 980r n.】[TA V. 2 1]や《マ ン ドラゴ ラ ･ ア ウ トウムナリス》【1 9 1 50 rn .】[T AV.
3 8] では薬として用いられる ｢根+ の み , 或 い は ｢根+ を中心に描か れている ｡ このよ
うに 一 部分を他 より強調 して描かれ た植物は､ 画家や依頼主がその植物に対 して持つ 関心
に したが っ て ､ より重要な要素がク ロ ー ズ ･ ア ッ プされて描かれて い る o つ まりリゴ ッ ツ
イの 植物画群 には ､ 植物の全体像を把握するため に対象の全部分と全周期が描かれた作品
だけで はなく ､ 最も関心があり珍 しい と注目■された部介を強調して描 い た作品もある｡ そ
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れはまた画家リ ゴ ッ ツ イ が自然観察によ っ て撤密で正確な細密画を制作する技能の持ち主
であるだけで はなく ､ 優れたデザイナ ー として斬新な画面を構成し､ それぞれの植物を最
も美しく表現できる構図を考慮して絵画を制伸したことを表して いる0
6 - 8 . 動物画
リゴ ッ ツ イ が制作 した動物画六十六作品は､ ウフ ィ ツイ美術館付属版画素描主に所
蔵されている o その内容は､ 鳥類が四十 一 枚､ 魚粗が十五枚､ その他の晴乳類 ･ 服虫類 ･
両生類を合わせた九作品で構成されている . 対象となる動物はコ ジモ ー 世がサ ン ･ マ ル コ
広場に隣接して造成させ た動物園や ､ フ ランチ ェ ス コ 一 世の庭園プラ トリ ー ノ に設置され
た巨大な鳥舎に蒐集 ､ 飼育されて いたトスカ ー ナ 大公のコ レクシ ョ ンであっ た｡ したがっ
て ､ 新大陸など遠方か ら運ばれた珍種の鳥が､ ヨ ー ロ ッ パで 一 般的な相の木の枝に止まっ
ている作品 《ア オガラ ､ イギリス タヒバリ､ ハ ギ マ シコ》【19 620 rn .】[TAV･ 8 5] など
が存在するの である｡ これらの作品は､ 白紙の上 に黒鉛筆で輪郭が描かれ ､ その後テン ペ
ラを用いて着色 し､ 仕上 げに保存のための ニ ス が塗られている｡ また植物画も同様である
が､ 動物画の下 に記される名前は十九世紀に記されたものであり, 十大世紀の作成当時の
記述ではない ｡
まず動物画の描写 と して あげられる特徴は , 植物画と同様に轍密さと自然模倣の正
確さである ｡ 《モ ル モ ッ ト》【195 70 rn .】[TAV･ 8 0] や 《イ ン ドイノ シシ》【19 6 1.O m ･】
[Fig. i 0 1〕 などに代表される作品では､ 細筆を用い て動物の毛
一 本 一 本が丁寧に描か
れ､ 体毛の 質感や微妙に変化する体色が色彩のグラデ
ー シ ョ ン によ っ て描かれて いる｡ こ
の絵画制作方法は , デ ュ ー ラ ー やアル プス以北の画家が動植物画制作に用いた技法と同じ
であり､ デ ュ ー ラ ー が描い た 《野兎》[Fig･ 1 0 2] の 作品を見ると､ リゴ ッ ツ イの作品
と同様に細筆を用いて毛 並み や細部の描写をおこ なっ ていたことが明らかであるo また鉛
筆で輪郭を措き､ テ ン ペ ラを全体に塗っ ただけで ､ 細筆による細部描写をお
こなわない 未
完成作品もあり､ リゴ ッ ツ イの細密画制作のエ 程を知ることができる｡ 例えば《アオサギ》
【19 6 60r n.】[TA V. 8 9] は右足の細部が描き終わっ ておらず､ 《ダチ ョウ》【19870 rn
･】
〔T AV. 1 1 0] や《サ ンカノ ゴイ》【2 000 r n･】[T AV･ 1 2 3] も背部足部の細部
が描か
れていない ｡ 他の作品よ リ大きな紙を用い て描かれた 《
ヘ ラジカ》･【2 00 10r n･】[T AV･ 1
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2 4] と 《ヨ ー ロ ッ パ ヤ マ ネ コ》【2 0 02 0rn .】[T AV. 1 2 5] の 作品も ､ - 部分の テ ンペ
ラ による着色や細部描写が未完である｡
鳥の姿は自然なポ ー ズで描かれ , 生きたモ デルから直接に描写されたこ とが明らか
である ｡ その なか でも片足を挙げたポ ー ズで側面か ら描かれる鳥類の作品が 多く見られ ､
躍動感が感じられる精密描写が特徴的で あるとい える ｡ また 三匹の蛇を描いた作品 《ツノ
マ ム シ》【1973 0rn .】【T AV. 9 6] で は､ ニ 匹の 蛇を複雑に絡み 合わせ るこ とに より､ 蛇
の背皮と腹皮の質や色の違 いを明確に描き表し､ 下 方に描かれた 一 匹の 蛇は上部から見下
ろす視線で描かれる ことに よっ て ,蛇の動きの特徴をわかり易く且 つ正確に描写 して いる｡
そ して 《ア トリ》【19 820 rn】[TAV. 1 0 5]､ 《ク ロウタ ドリ》【1 9840 rn】[T A V. 1 0 7]､
《シメ》【19 8 90rn】[TA V. 1 1 2] などの作品のよ うに , 雌雄を同紙面上 に並 べ , 雌雄
の 違いを正確に描き分ける ことによ っ て博物学に おける資料的価値の高い細密画を制作し
て いる｡ また魚類を描い た作品では ､ 魚の鱗の 質感や ヒ レの 形態の特徴が ､ 細部まで細や
か に描か れ ､ 美的にはもちろん博物学の 資料と して も ､ 有効に利用されて いた ことが伺え
る ｡
画面には - 動物も しくは同種の動物が複数描かれた作品が大半を占める中で ､ 共過
の 生息地をもつ 生き物と して ､ 湿地に生息する三羽 の鳥と蛙がそれぞれ を向か い合い ､ 調
和的コ ンポジシ ョ ンで描か れた作品 《シ ロ チ ドリ ､ カワセ ミ ､ キタヒ ョ ウガ エ ル ､ セイタ
カ シギ》【1 979 0rn .】[T AV. 1 0 2] も ある. この ような画面構成が考慮された作品とし
て 《ノ ドグロ アオジ ､ メキシ コ マ シ コ (?)》【19780 rn .】[TA V. 1 0 1]､ 《ア トリ (雌放)､
力 ンム リ ヒバリ》【198 20 rn .】[T AV. 1 0 5]､ 《ク 口 ウタ ドリ(雌放)》【19 85 0r n.】[TA V.
1 0 7] や《シメ (雌雄)､ イ ワス ズメ》【19 8 90 rn .】【T AV. 1 1 2] な どがあげられる .
ニ羽か ら四羽 の鳥が同 一 画面に描かれたこれらの作品では ､ 単に複数の鳥が正確に描写さ
れ るだ けで はなく ､ 鳥たちは姿勢や向きをエ夫して 巧妙に配置され､ 上 方 ヘ 向か う曲線を
描くこ とに よ っ て画面に リズム をつ く っ て おり､ 画家が涜れの ある美しい配置を考慮した
こ とがわか る｡
また リゴ ッツ イ の動植物画の特徴として特筆すべ き ことは ､ 依頼者に よ っ て 同主題
の 絵画で あ っ ても画面構成を変化させ て いる ことである｡ 具体例として は ､ フ ラ ン チ ェ ス
コ 一 世の ために描かれた作品と ､ 博物学者アル ドロヴァ ン ディ の依頼で制作された同主題
の 作品を比較すると明らか で ある o 例え ばフラ ン チ ェ ス コ 一 世のため にリゴ ッ ツ イが描い
た 《テ ン ニ ンチ ョ ウ､ ホ ウオウジャク》【19680 rn .】[T A V. 8 1] の作品で は､ イチ ジク
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の枝に三羽の小鳥が調和を考えられて配置され ､ 果実の赤色と白色や金茶色の羽根, 葉色
のグラデ ー シ ョ ンなど色彩の調和も考慮された美しい 作品である｡ 一 方 ､ 同じ《ホウオウ
チョウ》 を描い たアルドロ ヴァ ンディの細密画 [Fig. 1 0 3] で は, 博物学暑が強し､関心
を示した珍種の 鳥が画面中央部 に大きく描かれ､ 無花果の木はあくまでも止 まり木として
描かれて いるだけで ある. フラ ンチ ェ ス コ
一 世が珍しい鳥と美的価値を持っ た絵画をリ ゴ
ッ ッィ に要求 したの に対し ､ 博物学的関心から絵画を依頼し鳥の描写の下方に説明文を付
記したアル ドロヴァ ン ディ に対 して ､ リゴッ ツイ は全く異なるコ ンポジシ ョ ンを用い た同
主題の細密画を制作 して いる ことがわかる ｡ もう 一 例として ､ 先に挙げた三匹の 《ツノ マ
ムシ》 の 作品 【197 30rn.】[TA V. 9 6] があげられる . ニ 匹の蛇が複雑に絡みあう億 劫感
のあるポ ー ズで描か れ ､ 下部に は異なる視点から見た蛇が正確に描かれたフ ランチ ェ ス コ
一 世の作品に比 べ ､ リゴ ッ ツイ がアル ドロヴァ ン ディ のために制作した 《ツノ マ ム シ》
[Fig. 1 0 4] は極 めて単純な構図であるo そこ にはニ 匹の蛇が描かれて いるが､
一 部重
なっ た部分があるだけで動きは感じられず､ 珍種の蛇を正確に描写することに徹底 した件
晶であるとい える｡ アル ドロ ヴァ ンディ は この作品の下部にも動物の説明を記 して いる o
この ような例に示されるように ､ リゴッ ツイ は動植物画の制作を行なう際､ 依頼主の関心
と絵画に求める価値を考慮 して作品を制作していたことが明らかで あるo
6 - 4 . 新大陸 およぴ東方の勤埴物画
リ ゴ ッ ツ イが制作 した動植物画の 主題は ､ トス カ ー ナ大公が世界中から集めたコ レ
クシ ョ ンが対象になっ たこ とは上述したが､ その中には十六世紀に飛躍的に発展した大西
洋貿易や東方貿易に よ っ て他大陸を行き来する商人 や学者が運んだ( 未知) の世界の珍種
動物 ･ 植物の姿も多く描か れて いる ｡
まず既に挙げた 《パ イ ン》【19 3 10r n･】 [T AV･ 5 4] があげられる o パイ ン は , ヴ
ィチ ェ ンツ ア 出身の ア ン ト ニ か ビガフ エ ツ タ
167や フィ リ ツ ポ ･ サ ッ セ ツ テ ィ168など
167ビガフ エ ツタは ､ パイン を ｢とても甘い 松かさ状のものO”
'
g:n e moltodolc])+ と記 し
ている. (Pigafetta,A･ ,Sc oprlto rle V]
･
Bg;g7
･
atopl delc]
･
DqU e C eDtO,V Ol･Ⅰ, mi 1an o,19 96,p･53 1･)
168フ ラン チ ェ ス コ ･ デ ･ メ デイチの に仕え ､ 東方貿易を行 っ たフ ィ
レンツ ェ 商人である o
フ ィリツ ポ ･ サ ッ セ ツ テ ィ は､ コ ー チンから15 84年1月 にピエ ト
ロ ･ ス ピ ー ナ ヘ 送 っ た
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の著書に代表される多くの旅記録や冒険記に記されて いるほか ､ バ ッ テ ィ ス タ p ラム - ジ
オがヴ ェ ネツ ィ ア で 1550 年に 出版 した航海記 『航海と旅(Na Tq
'
ga zl
'
o D e a V T
'
a8 g7)』 の木版
画による挿絵 [Fig･ 1 0 5] にも関心が表され て いる ､ ヨ ー ロ ッ パ で広く受容された新大
陸の 果物で あ っ た o また 《アメ リカ ジ ョ ウゼ ツ ラ ン》【192 80 rn .】[TA V. 5 1] は 1561
年に バ ー ドヴァ の植物園 に記録され ､ その後ピサの 植物園でも栽培され て いた . そして
1 587 年まで には フィ レンツ ェ に栽培された 《フタ エ オシ ロイバナ》【191 40 rn】[T AV. 3
7] もペ ル ー 産の植物で ある . また 《ホウセ ン 力》【188 90 rn .】[TA V. 1 2] はペ ル ー か
ら植物学者力ザボ ー ナ へ 送 られ た植物で あり､ 《ル コ ウソウ》【189 90 rn .】[TA V. 2 2] も
ピサの植物園責任者プ ラ ･ フ ラ ンチ ェ ス コ 4 マ ロ ツ キが ､ ペ ル - から到着 した種 を入手し
栽培した植物で ある｡ また既にア ウグス ブルクで 栽培されて いた トル コ 産の 《チ ュ ー リ ッ
プ》【19 08 0rn .】[TA V. 3 1] 169も当時珍 しく貴重な花であっ た｡
動物画 で は ､ 《オ オホ ウカ ンテ ヨ ウ》【19880r n.】[TAV. 1 1 1コ や 《セ イ ケイ》
【19900 rn .】tT AV. 1 1 3] はメキシ コ から運 ぱれた珍 しい鳥であり､ 《イ ン ドイ ノ シシ〉
【1 96 10 rn .】[TA V. 8 4] に つ いて はア ル ドロ ヴァ ン ディ がフ ラ ンチ ェ ス コ 一 世に送 っ た
手紙(15 85 年 6 月 11日)で ､ ｢このイ ン ド産の豚 を私 は大変気に入 っ て ､ またこ のような
動物は見たこ とがなか っ たため ､ 画家に描かせ た170｡+ と述 べて いる｡ また十六世紀初め
に ジ ョ ヴァ ン ニ ･ ダ ･ ウ - ディ ネやバ ッ キア ツ 力 などによ っ て既に描かれて いる ､ 鮮やか
な多色の 羽を持つ 《リ ュ コ ン ゴウイ ン コ》【1 99 70 rn .】[TA V. 1 2 0] も新大陸を示す代
表的な鳥で ある ｡
こ れらの珍 しく貴重な動植物コ レクシ ョ ン を描いた細密画は ､ メ ディチ 家の コ レク
シ ョ ンの豊富さと関心の 広さ､ 富の大きさを表 して い たo 商人によ っ て ヨ ー E]ツ パ ヘ 運ば
れ , 多額 の費用 を投じて 入手された遠方の動植物は ､ ヤコ ポ ー リゴ ッ ツ イ自身または従兄
手紙の中で ､ パ イン の 香りを誉め ､ ｢色は黄金色で ､ 少 し銅色がか っ て , [- ] 味は尊かメ
ロ ンの ようで ､ 水気を含み大変美味 しい o (1
'
c olo m 占d'w o, uD PO C O 耶 O 1
'
1 m m e{. ‥ } il
s ap w e占c o m ed)
'
fT BgOla ed1
'
popo ne, S LZgD S O a m olt pla c e v ole algv sto{. . .A+ と記して
いるほか ､ 同年に送 っ たフ ラ ンチ ェ ス コ ･ デ ･ メデ ィ チ へ の手紙でも ｢ パイ ンは ､ 果物の
なか で最も美味しいもので あるように思える. (L
'
a n a n a s m ]
'
pa r e a m ela pjL)gustosa ･
i- Eta che cl
'
s l
'
a ･)+ と賞賛して い る. (Sa s s etti,F., Sc opy2
'
to n
'
e lqag;g7
'
ato n
'
del
cl
'
D gU e C entO,VOl.2, mila n o1996,p p.900･901,907.)
169ヨ ー ロ ッ パ に流行 した トル コ 産のチ ュ ー リ ッ プ蒐集に つ い ては 以下の 論文を参照.
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弟の画家フ ラ ンチ ェ ス コ =Jゴッ ツ イ によ っ て ､ オリジナルと同様の精密さを持つ 複製が
制作され ､ アル ドロヴァ ンディ や他の学者や宮廷人に贈られた｡
6 - 5 . トル コ 人と動物画シリ ー ズ (全二十二備品(表紙含む))
またリゴ ッ ツイ の動植物画作品のなか で ､ 異文化の人物と珍種の動物との組み合わ
せで描かれた興味深い ニ十 一 枚の連作がある ｡ 人物は ､ さまざまな仕事や階級の トル コ 人
の男女が ､ 多色彩で特徴的 な民族衣装を身に着けた姿で描かれている｡ 一 方 ､ 同紙面上 に
登場する動物の 多くは､ 先 に挙 げたリゴ ッ ツイ の動物画群に描かれている ｡ この連作に関
する先行研究と して は､ ア ンナ ･ オモデ ー オの『十六世紀ベネ ト地方の民衆版画(Mo stT ad7
'
Sta mpe popola n
'
D e B ete del Cl
'
nqu e ceBtO)d 展171(1965) や ､ アンナ ･ フ ォル ラ ー ニ に
よる各細密画の テ ー マ 研究172､ またベ ル ティ がおこなっ たリゴ ッ ツイ の仕事に つ い て の
考察などに取り上 げられて いる｡ しか し この連作を説明する第 一 次資料がないため ､ 制作
年など明らか に されて おらず､ 依頼主173と しては大公 フ ラン チ ェ ス コ 一 世や ニ ッ コ ロ ･
ガッ ディ の名があげられるが証明されていない ｡
十大世紀 ､ 新大陸や東方 へ の強い 関心から､ さまざまな旅行記や冒険記 ､ 世界地図
の出版が ドイツを初めとする北ヨ ー ロ ッパ で流行したo さらに遠方の ｢事物+ に つ いて だ
けで はなく . く未知の 土地) に生活 し､ 生活する原住民 へ の 人類学的関心も生まれ ､ 15 60
年頃か ら世界中の様々な衣装を描き ､ イメ ー ジによる異なる国の人 々の事典のような出版
物が盛ん に制作されるようになっ た｡ まず 1 56 3年にヴェ ネツィ アで出版業を営んで いた
版画家 フ ェ ル ディナ ン ド ･ ベ ルチ ッ リは ､ 有名な版画家 エ ネア ー ヴイ - コ(1 52 3･1 56 7)が
制作した六十枚の異なる衣装をまと っ た人物を措いた著書 『我々のほぼ全国の現代服飾史
(om n]
'
u m jTe r egentlu m n o stT a e aetatlsbab]
'
ta s nu ngu a m a nteLa ca ed]
'
b)』 174[Fig･ l
171om ode o,A. ,Mo sLT ad]
'
Sta m pe popola r edel Cl
'
DqU e Ce ntO,(c at),G D S U,鮎 e n ze,1965
172Fo rla ni,A.,
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”
,in 《F M R》 , n ･1,1982,p p･7 2-8 1･
17 3Luchin at
,
L.A.
,
”Nic co16 Gaddi Colle zio nista eDiletta ntedelcinqu ec e nto,in Ric e rche
d'Archivio”,in 《Pa r ago n e》 ,359-36 1, 98 0,pp･14 1- 75･
1 74本書は小型の 本で ､ イメ ー ジだけで文章が何も書かれてい ない o ま!=､ 第 ニ 版では版
画が六十九枚に増加 して いる ｡ 描かれた人物は､ トル コ 人 ､ タルタル人がい るもの の ､ 大
部分がヨ ー ロ ッ パ 人で ある ｡ (B N C F, Maglia･22･B･5･1 4)
1 81
0 6] を出版したo またフラン ス王 ヘ ンリニ世の 地理学者であっ た ニ コ ラス ･ ニ コ ライは
155 1年に コ ンスタ ン テ ィ ノ ー プルを訪問し ､ 1568年に 『ニ コ ラス ･ デ ー ニ コ ライ による
東方 ヘ の航海と遍歴 (Na vT
'
gab
'
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175をリ ヨ ン で 出版 し ､ 初版には様々 な衣装を着た トル コ 人 を描いた六 十枚の 版画が用い
られて いる｡ この著作はヨ ー ロ ッ パ中で大 きな反響をよび ､ 多言責苦に翻訳された ｡ イタリ
ア 語版と して は､ 『トル コ へ の航海と旅(La N& v7
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176が版画数を増 し､ 図像サイズも拡大されて 15 80年にヴェ ネツ ィ アか ら出版されて いる｡
更に ､ ス イス 出身の版画家で フ ラ ンク フ ル トの 印刷所で多数の作品を制作 したヨス ト ア
マ ン(1 5 39･ 1 59 1)も , 約ニ百枚もの異なる衣装を着けた人物画を収めた著書 『世界の人々
の衣装(Habl
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deplcb)』 177を 1577 年に ニ ュ ル ン ベルク で出版して い る. ア マ ンの 著書には多数の トル
コ 人やア フ リカ人など異文化の民族が描かれて いる. その ほか ､ ジャ ー コ モ ･ フ ラ ンコ(?
- 16 2 0)が ヴェ ネツ ィ ア共和国の 様々な宗教祝祭や祭り ､ 衣装や肖像画を描 いた 『偉大なる
ヴ ェ ネツ ィ アの行列や ､ 凱旋式や公 共祝祭 などの特別な行事と ヴェ ネツ ィ ア人の男女の衣
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a)』 178[Fig. 1 0 7] を15 7 0年頃に ヴェ ネツ ィ アで 出版して いる｡ ピエ ロ ･ ベル
テ ツ リは 1594 年に出版 した著書 『百の異なる国の衣装とヴェ ネツィ ア 人 ピエ ロ ･ ベルテ
ツ リも描い た法皇の ニ つ の 行列画を描いた四 つ の 銅板画(D Iv BT S a mNa b
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Bertell])』 179の なか で初めて ､ 衣装を着 けた四人のア メリカ人像を描 い て いる . 本署はジ
ャ ー コ モ ･ フ ラ ンコ の版画とリゴ ッ ツ イ の連作の影響が見られる｡ そ してテ ィ ツ ィ ア ー ノ
の弟子 ､ チ ェ ー ザ レ･ r)
o
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衣装の版画が五百枚以上 あり ､ 左真に着衣の人物像が描かれ反対の頁にイタリア語と ぅテ
ン言責のニ ケ国語によっ て絵画の説明がされている ｡ 十六世紀後期から十七世紀にか けて出
版された､ 世界 中の異なる衣装を着た人物像を描いた版画の書物は､ 人々が実際に訪れる
ことが困難な土地と原住民 へ の人類学的関心を表し､ 探検記 , 旅行記､ 世界地図と同様､
世界把握をおこ ないヨ ー ロ ッ パ諸国が領有した く未知の大陸) につ いての知識を得る役割
を担う書物として用いられたのである ｡
リゴ ッ ツ イが制作 した二 十 一 枚の トルコ 人の連作は ､ 以上 のような時代背景を反映
し､ 東方 へ の関心か ら依頼された作品群であると考えられる｡ 制作年度に つ いて ､ A. オモ
ー デオは描写技術の未熟さを指摘して ､ リゴ ッ ツイ がフ ィ レンツ ェ で制作活動を行う以前
の 1 57 1年頃で あると して いる181o しか し筆者は L パ ルティ が示 した見解と同様に ､ トル
コ 人と同紙面に描かれた動物が ､ フ ィ レンツ ェ でリ ゴッ ツイが制作した動物画に典拠を特
定できるものが数多くある ことか ら､ 連作がフ ィ レンツ ェ へ 移 っ てから即ち 15 7 7年以降
に制作された作品で ある と考える ｡
また全ての 先行研究で は ､ リゴ ッ ツイが描い た トル コ 人の図像源が上 記の ニ コ ラ
ス d ニ コ ライの 著作 『ニ コ ラス ･ デ , ニ コ ライによる東方 へ の航海と遍歴 (NB 癖 tloB S et
per e8Tln ab
'
o n s w l
'
e ntale sde Nl
'
c ola sde Nl
'
c olaJ)』(156 8)の初版とイタリア語版(158 0)
で あるとされて い る182o 確か に ニ コ ラス ･ ニ コ ライの著書の影響を否定するこ とはで き
ないが ､ 筆者はア マ ン の著書 (15 77) の版画がリゴ ッ ツ イの トル コ 人 の直接的図像源で
あることを発見 した｡
まず 《兵士とヤ マ ア ラシと蛇》【2 9 54F][Fig. 1 0 8]の人物は ､ オモ デ ー オ
■
と フ ォ
ル ラ ー ニ 双方とも人物像の典拠をニ コ ライの記述で指摘するのみ で ､ イメ
ー ジの出典は明
らか にしていない . しか しア マ ンの著書で 《A LIV D G E N V S AV D A》【C X C ⅥⅠ】[Fig･ 1
o 9] と書かれた人物像の 頭上 の黒羽で造られた装飾品 ､ 斧の形態､ 刀の飾り､ 洋服 ､ 髭
髪型など持物の 一 致から ､ 典拠にされたことが明らかである｡ また背後の動物は 《イ ン ド
イノ シシ》【1 9 6 10r n.】[T AV. 8 4〕 に相似し ､ 蛇は 《ツ ノ マ ム シ》【19 730r n･】[T AV･ 9
6] を描い た作品と同 - の 対象を用い ていると考えるo 次に《野蛮な黒人》【2 9 66F】【Fig･
1 1 0】で描かれたマ ン トを被り ､ タ ー バ ン をつ けた黒人に つ いて考察する o フ ォルラ
ー
181 om ode o
,
A.
,
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18 2 オモ ー デオは ニ コ ラス L ニ コ ライの著書の影響を指摘しつ つ ､ その 直接的な関係には
疑問を抱いている ｡ (Om ode o,A.,19 65,p･4 8･)
ニ は ､ ニ コ ライの記述と版画 【Fig. 1 1 1〕【F.1 8 2】 をリゴ ッ ツイ の典拠に挙げているo
しか し ､ ア マ ンの 《ア ラ ビアの ム ー ア 人》【C L X X Ⅵ】【Fig. 1 1 2] は､ 衣装の色彩と様
相 ､ 片足に重心を置き片手を刀 に乗せた姿勢か ら､ よ り直接的な源泉であると考える｡ 更
に ニ コ ライの 図像 【F･182】 は ､ ヴ ェ ネツ ィ アで 出版された 1580年のイタリア語版で新
たに付け加えられた版画であり､ 157年に出版されたア マ ン の図像がよ り古い図像源で
あるといえる｡ また様に描かれたキリン は､ 当時大公の コ レクシ ョ ンと して フ ィ レンツ ェ
の 動物園で飼育されて い たが, この キリンは､ フ ォ ル ラ ー ニ も述 べるように実物をモ デル
に して描いたとは考えられ ない . そ して 《黒馬を持つ 若い 黒人》【2965F】【Fig. 1 1 3】は,
先行研究において人物の典拠は明らか にされて い ない ｡ しか しア マ ン による 《トル コ 人召
使》【C CI】[Fig. 1 1 4] の 人物は､ 持物の布を右手に抱 え ､ 片足に重心 をおいた姿勢と ､
帽子 の形態と色がリゴ ッ ツ イ の作品と同 一 であり ､イ メ ー ジの 典拠で あると考えるられる｡
リゴ ッ ツイ の 《女とホロ ホ ロ チ ョ ウとア ヒル》【2950F】【Fig. 1 1 5]の典拠 つ い て ､ オモ
デ ー オは ニ コ ライの 《Do n n adi Ca r a m a nia》【F140】 を挙 げて いるが , ヴ ェ ー ルを被り
卵が入 っ た龍を下げ､ 丈長の衣装を片手で たく し上 げて いるポ ー ズは､ ニ コ ライ のそれよ
りもア マ ンに よる 《カ ラ マ ー ニ ア の女》【C C Ⅵ】[Fig. 1 1 6] か らの 引用 であるとい え
る｡ 画面右に描かれたカ モ は ､ リゴ ッ ツ イが描 いた動物画か らの引用で あり ､ ホ ロ ホロチ
ョ ウは アル ドロ ヴァ ンディ 所蔵の動物画 【Fig. 7] と近似 して いる｡ もう 一 方に はリゴ ッ
ツ イ の動物画にもある 《アメ リカガモ》【19 6 40r n】 が描かれて い る｡ また 《花嫁の天蓋》
【2 9 4 9F】【Fig.1 1 7]に つ い て のオモ デ ー オの見解は､ 作品群が 1 5 7 1年以前に制作さ
れたとする 一 方で ､ 15 80 年の ニ コ ライのヴ ェ ネツィ ア版に追加された挿絵 【F1 86】 をそ
の典拠と してあげて おり ､ 矛盾して い る｡ 一 方 ､ トル コ 人の衣装や縞模様の 天蓋の布など
に み られる共通点か ら､ リゴ ッ ツイ の絵画はおそらくア マ ンの 《トル コ の花嫁か ら先導す
る家》【C CII】[Fig. 1 1 8] に影響が強 い と考え られる ｡ 《座る トル コ の 女と蚤 をとる
犬》【2956F】【Fig. 1 1 9]も同様である. オモ ー デオは 158 0年版に付加された トル コ 女
の 版画 【F184】 を典拠 に挙 げているが ､ 筆者 は女の 衣装､ 腕輪 B 首輪 ･ 足輪､ 樺がけの
金 色の帯などの装飾品と ､ 裸足で足を組み 片手を足に置き片手を腰紐 に触るポ ー ズも､ 非
常に近似 して いるア マ ン の 《Ita Svper Tapete sDo mi Or n ate Sede nt ditio r e sfo emin a e
Tu r cia e》【C C VII】[Fig. 1 2 0] がイメ ー ジ源で あると考える.
以上の考察か ら､ リゴ ッ ツ イ の連作は 1 577 年に 出版されたア マ ンの版画に多くの
図像源を得て いる ことが証明された ｡ したが っ て ､ こ の連作 はアマ ン の著作が出版された
184
1577年以降､ つ まりリゴッ ツ イがフ ィ レン ツ ェ に移 っ た後に依頼され制作された可能性
が高い という こ とが出来る｡
しか し図像源であるア マ ンの木版画と､ リゴ ッ ツイが制作したテ ンペ ラ画にはイメ
ー ジがあらわす意味に大きな相違を指摘する ことができる ｡ まず最も顕著な相違は ､ 背景
のない こ 次元 的な画面に人間標本のように トルコ 人を描い たリゴ ッ ツイ によるテン ペ ラ画
には､ ア マ ン に は描かれてい ない動物が挿入されてい ることである｡ 動物と トル コ 人との
組み合わせは ､ 多様な衣装をイメ ー ジで表した同ジャ ンル の出版物のなかにも例がなく ､
リゴッ ツ イの連作画がもつ 大きな特徴であるとい える ｡ 異国からヨ ー ロ ッパ ヘ 運ばれた こ
れらの珍 しい 動物は ､ リゴッ ツ イが単体の細密画と して大量に制伸 した動物画の題材に選
ばれてい る例が多く ､ 撒密な詳細描写による博物学資料的価値の高い動物画と して評価さ
れた作品である. したがっ てリゴ ッ ツイが トル コ 人イメ ー ジの隣に , 実物か ら直接写実 し
た動物のイメ ー ジを配置するこ とにより ､ 奇妙な衣服を身に つ けた異国人像が ､ 実写され
た動物画と同様に客観的観察眼によ っ て描写されたもので あることを強調し ､ ｢真実+ そ
のもの の表象で あるか のように描い て説得しようした試みが明らか である｡ そして ､ 博物
学的に見て科学的 ｢真実+ と思わせ る動物とともに トル コ人が併置されることによ っ て ,
これらの トル コ 人たちの風俗が ､ 異文化の動植物と同様 ｢珍奇+ なものと して展示される
結果とな っ たので ある ｡
だが､ トル コ 人像と動物画の組み合わせは ､ 写実性の強調による ｢真実+ の演出効
果のほかにも ､ 多くの意味を含ん でいる｡ まず長年にわたっ て ヨ ー ロ ッ パ地中海経済の脅
威であり ､ 15 7 1年の レバ ン トの大戦に よりヨ ー ロ ッパが 一 時的に勝利をおさめたのも束
の間､ 翌年に は強力な艦隊に よる攻撃によ っ てチ ュ ニ ス とビゼル トの奪回を果た した強国
トルコ は ､ 未だ ヨ ー ロ ッ パ に と っ て最大の敵であっ たことを念頭におく必要がある
183
｡
そして､ この よ うな状況下 において リゴ ッ ツイが強敵 ｢トルコ+ を ､ 新大陸をは じめとす
る異国の珍 しい動物と同 一 画面に描いた ことは､ 画家すなわちヨ ー ロ ッ パ人がトル コ 人を
他者として認識 し ､中心か ら周縁をみる差別的な視線を用い て描いたことを意味して いるo
その中で ､ 実際には トル コ に存在しない新大陸の動物とパ ッチ ワ
ー クされることに より､
183 レバ ン トの大戦を指揮したス ペイン 王 フ ェ リペ ニ 世の弟ドン ･ フ ア ン
･ アウス トリア
は､ 1 57 3年にチ ュ ニ ス とビゼル トを占領に成功したが､ その翌年には トル コ 艦隊に敗れ
た ｡ ム ラ ト三世の 治世に移 っ た トル コ は両地を取り戻し､ チ ュ ニ ジアを併合してい るo
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最強の敵であり偉大な歴史と伝統をも っ た トル コ は､ 西欧人が野蛮な地と認識する新大陸
の風土 に住む野蛮で無知な存在と同等の対象に視られ ､ その表象は動物と同じレベル にま
で 引き下 ろされて い る ｡ 更に こ の こ とは , 西欧人が異教徒や異文明を等しく ｢他者+､ ｢珍
守+､ ｢驚異+ とする視線を創りだすことになる｡ そ して ､ それは西欧人が ｢驚異の部屋+
か ら､ 世界支配の視線によ っ て異文明を視る ｢オリ エ ンタリズム+ へ と結合 して いく こと
を示す､ おそらく最初の例の 一 つ と して極めて 興味深い事実とい える0
次に , トル コ 人と動物の組み合わせ に見られる意味に つ いて具体的に考察する｡ ま
ず様々な職業の トル コ 人と動物がも つ 習性や性格に は共通した特徴をあげる ことができ､
おそらく トル コ 人の様々な職業をあらわす象徴的意 味が包含された動物が選択されたと考
えられ る｡ その具体例と して 《兵士 とヤ マ ア ラ シと蛇》[Ta Ⅵ1 5 3] があげるならば､
全身を針で固め 攻撃性をあらわすヤ マ ア ラシと ､ 邪 悪な性質の 象徴 で荒々 しく昔 を出しな
がら威嚇行為を している毒蛇は､鋭い斧をもち大刀 を腰 に下 げた狂暴な兵士 の姿と重なり､
擬人 化が おこ なわれて い るこ とがわか る｡ また 《イ ェ ニ チ エ リと熊》[Ta Ⅵ1 5 9] の作
品で は, オス マ ン朝の君主直属の 常備歩兵と してその強さを誇 っ て いたイ ェ ニ チ エ リの姿
が ､ 危険な性格や残忍さの象徴で ある熊と同画面に描かれて いるo 上 体を起 こ して 二本足
で 立ち ､ 前足の 鋭い 爪を兵士 に向けて い るその熊は ､ 強くて非道なイ ェ ニ チ エ リの姿と重
ね合わされて描かれて い ると いえる ｡ さらに 《座る トル コ 女と蚤をとる犬》[Ta Ⅵ1 5 5]
に は､ オリ エ ンタリズム的視線によ っ て描かれた ｢トル コ 女+ 像が描かれて い る ｡ 十大世
紀ヨ ー ロ ッ パ の 高級娼婦が裸体を強調するための 官能的なアクセサリ ー と して 身に つ けた､
肢体が透 けて見 える ヴェ ー ル 184を桃色の衣装の 下 に まとい ､ 多くの装身具で 身を飾 っ て
地面に腰を下 ろ した女は ､ 当時ヨ ー ロ ッ パで 大量に出版されて い た トル コ 訪問記の 中でも
興味深く扱われ た､ ハ ー レ ム に住むス ルタ ン の妻の 一 人をあらわ して い る. ニ コ ラス ･ デ ･
ニ コ ライも旅行記の なか で ､ ｢四方を壁で 囲われた後宮に住む ､ ニ 百人 以上 の ス ル タン の
妻たち+ に つ いて 詳 しく説明 して い る185o そ して リゴ ッ ツ イ は ､ 世話役を務める嘗官と
主人 しか姿を見る ことが許されて いない ハ ー レムの女性を､ 両手足の肌を貢出 して ､ 足を
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組み､ 上目遣い をして微笑をうかべる魅惑的な表情で描き､ 全身を衣服で包み隠した他の
女性像と は大きく異 なる姿で描いてい る｡ さらに ハ ー レムの女性の性的役割は､ イス ラ ー
ム世界で は不浄な動物と考えられ ､ 愛玩用に飼われる ことが稀であっ た犬が､ まさに女性
のたとえと して ､ 女性の真横でみずからの性界を誰める姿で描かれることによ っ て強調さ
れている｡
すなわち､ リゴ ッ ツイ の連作に描かれた トル コ 人は､ 各々の職業や社会的役割を象
徴する動物に よっ て擬人化されて描かれることにより ､ 最強の敵としての脅威的なイメ ー
ジで はなく ､西欧人が周縁の 人間を観察したイメ ー ジと して表現されているこ とがわかる｡
この ように連作で 用いられた動物画は､ トル コ 人を他者祝するための装置として利用され
ていたことが明らか であり ､ リゴ ッ ツ イが細密画の技法を用い て写実した博物学的動物画
とはま っ たく異なる役割を果たしたとい える｡
こ の連作の 依頼主を特定するための資料はなく確定が困難であるが､ いずれにせ よ
依頼主は十六世紀後期に流行 した世界の異なる衣装へ 関心をもち , リゴッ ツイが珍種の動
物との組み 合わせ で制作 したと考え られる｡ 依頼主特定の辛がかりとなりうる ｢表紙+
【2 94 6F】[T AV. 1 4 5]は . 装飾された紋章が描かれた作品であり ､ 左上方に黒鉛筆で
rstT Bda n o. . . .to del (o Bte SPIzl
'
0+ と記されている ｡ しか しフォ ルラ ー ニ が示 したように
作品の大きさが他作晶より小さく ､ 作品群の主題である トル コ を表すイメ ー ジが皆無であ
るため､ 連作との関連性がない可能性もあり､ 連作の意味を探る手掛かりになっ てし1ない
186
｡
一 方 ､ 筆者は連作で描写された動物画の対象の多くが トス カ - ナ大公 の蒐集物で あ
り､ 珍種で貴重な動物は限られた 人間だけが入手可能であっ たことを鑑み るならば､ こ の
作品群の依頼主が トス カ ー ナ大公自身である可能性が大きい と考える0
186 ｢表紙+【2 946F】[Ta v. 1 4 5】には､ 紋章が描かれる空間に青色を背景にした男の肖
像が描か れて いる｡ 外枠に は､ ミケラン ジ ェ ロ の影響がみ られる ､ 足を組み後ろに寄りか
かる姿勢の 二 人の男が描かれ ､ 頂点に ドラゴンが頭上 に付いた兜を被っ たチ
ー タ ー が描か
れている ｡ 更にその外側は青色と赤色の葉模様で装飾され ､ 枢機卿などのキリス ト教聖職
者の 紋章に頻繁に用いられる枢機卿の帽子の紐が両側に垂れ下が っ て いるo
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第 四 章
リ ゴッ ツ イ の絵画制作ジャ ン ル の変化 ; - 五 八七年から晩年まで
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常田牽 リゴッ ツ イ の 絵画制俸ジャ ンルの変他 ; - 五J＼七年から晩年まで
第 一 節 メ デイチ 宮廷とヤ コ ポ ー リゴッ ツイ
1 - 1 . 宮廷画家と して のリゴッ ツイ の地位確立と絵画館晶
リゴ ッ ツ イをヴェ ロ ー ナか ら呼び寄せ ､ 十 一 年間､ 画家の描写技術を高く評価 し好
待遇と高額報酬によ っ て保護したフ ランチ ェ ス コ 一 世が 15 87年に逝去すると ､ リゴ ッ ツ
イを取り巻く状況も大きな転換期を迎えた｡
まず枢機卿の職を捨て て フ ィ レンツ ェ へ 戻り ､ 新トス カ - ナ大公に就任 したフ エ ル
ディナン ド ｡ デ ･ メ デ ィチ は ､ 1588年に エ ミ - リオ ･ デ ･ カヴァ リ エ ー J) を総監督に任命
し､ カジ ー ノ の エ 房をガ ッ レリ ー ア ヘ と移動させ た｡ したがっ て リゴッ ツイ は､ 他の宮廷
芸術家や職人たちと共に強制的に仕事場を移らされ ､ 同時にフ ラン チ ェ ス コ 一 世か ら与え
られた住居も没収され ､ ヴィ ア ･ ラル ガに賃貸の住居を借りることを余儀なくされた｡ し
か し宮廷芸術家と して の活動は ､ フ ェ ル ディ ナン ド 一 世 (15 87-1609) の治下 におい ても
継続され ､ その後 コ ジモ ニ 世 (16091162 0), フ エ ルディナ ン ドニ世 (162 0･16 70) と四代
にわたっ て トス カ ー ナ 大公 の保護を受け､ 制作活動を行なっ1= ｡
前章で考察 したように ､ フ ラン チ ェ ス コ 一 世の保護下における宮廷画家と してのリ
ゴッ ツ イの活躍は ､ 大公 の 自然物コ レク シ ョ ンを描い た動植物画や衣装デザイ ンの制作な
どが主で あっ た ｡ そ して 十 一 年間に及ぶフ ィ レンツ ェ での制作活動を通して ､ リ ゴッ ツ イ
の描写技術はフ ィ レン ツ ェ 芸術家のなかで広く認められ､ さらにア ツ カデ ー ミア ･ デル ･
ディゼ ー ニ ヨ の 一 員になる ことによ っ て フ ィ レン ツ ェ ･ アカデミ
ー における地位も確立し
てい っ た｡
さらに 新し いパ トロ ン とな っ たフ エ ルディナン ド ー 世は . ロ
ー マ で枢機卿を務め ､
反宗教改革運動を推 し進め た人物であり､ リゴ ッ ツイ に対してそれまでとは全く異なるジ
ャ ンルの絵画制作を依頼するようになっ た｡ それは､ リゴッ ツイの保護者であっ たフラ ン
チ ェ ス コ 一 世と フ エ ル ディ ナン ド 一 世が各々 に持 っ て いる思想や世界観の違いと ､ 時代的
背景すなわち反宗教改革運動の影響が反映されて い ると考えられる｡ したが っ て次節で は
1587年以降のリゴ ッ ツ イ の制作活動を追い つ つ , その作品ジャ ンルの変容と背景にある思
想的影響に つ い て考察をお こなう｡
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1 - 2 . パ ラ ツ ツオ q ヴ ェ ッ キオ r五首人の間+ のトス カ ー ナ賞賛の寓意主題伸晶
臥 ダル ･ ポッ ツ オを初めとする歴史家が記す よ うに , リ ゴッ ツ イ はフ エ ル ディナン
ド 一 世に から 1590 年 に ､ トス カ ー ナ大公 の コ レクシ ョ ンを収めるガ ッ レリ ー ア の総監督
者と して任命されて いる1｡ こ の ような公的で責任の重 い任務を与えられ た ことは､ リゴッ
ツ イ がメ ディチ 家宮廷芸術家と して重要な位置を占め て いた ことを表 して いる｡ 更に同年
秋 にリゴッ ツ イ は､ ヴァ ザ ー リとその 弟子たちが制作 した絵画とア ラ ツ ツ イ で装飾され ､
メ ディ チ家の結婚祝祭などさまざまな公 的行事に用い られ る大広間パ ラ ツ ツオ ･ ヴ ェ ッキ
オの r五百人広間+ の 正面両脇を飾る二 枚の絵画を ドン ･ ジ ョ ヴァ ン ニ ･ デ ･ メ ディ チか
ら依頼された｡ それは細密画家と して動植物画をは じめ とする , 小 規模な作品を中心に制
作 して きた画家が初め て依頼された大型の絵画 で あり ､ リゴ ッ ツ イ の後の活動を左右する
重要な出来事で あっ た ｡
まず第 一 の 作品は ､ ｢五 百人広間+ 正 面左壁上 方に設置された 《フ ィ レンツ ェ 大使
を迎 えるボ ニ フ ァ テ ィ ウス 八世(Bo n崩 c1
'
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[Fig. 1 2 1] である . この作品では ､ 12 9 5年に法皇 に就任 したボニ フ ァ テ ィ ウス 八世の
エ ピソ ー ドを扱 っ て い るが ､ 登場するフ ィ レ ン ツ ェ 大使たちは十大世紀の服装をし､ 同時
代的要素 をもつ 人物像と して 描かれて いる｡ また画面右下 方には フ ィ レンツ ェ 絵画がもつ
寓意的 . 物語的画風に逆 ら っ て ､ 画題とは無 関係な少 年と犬が描か れ ､ ｢Ja c opo h
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o m D Z a+ と記されて いるo 更に 画面構成は ､ 左側に並ぶフ ィ レン
ツ ェ 大使等が構成する中心 へ 集約する右下がりの 斜線と ､ 段上 に座す法王と後部から射す
光の左下がりの斜線が画面 のほ ぼ中央で交わり､ 視線を画面上 に描かれたフ レス コ (或い
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はアラツ ツ イ) の図像に導 いて い る
2
. [Fig. 1 2 2コ またフレス コ の存在は , その真横に
描かれた純白の 柱に浮き彫りされたグロ テス ク文様によっ ても強調されている｡ そして フ
レス コ の画面中央に は ､ 右手に杖を持っ たトス カ - ナ の寓意像が玉座に座り､ 左方には｢ア
ジア+ と rヨ ー ロ ッ パ+ の寓意像が ､ 右方には ｢ア フリ▲カ+ と rアメリカ+ の寓意像が座
っ ている o この トス カ
- ナの寓意は 1589 年の フ エ ルディナン ド 一 世とク リス テ ィ ー ナ ･
デイ ･ ロ レ - ナとの結婚祝祭の際に ､ ラ ッ プ ア エ ツ 口 ･ グアルテ ロ ッ テイ が記した ｢フ ィ
オレン ツ ア (Fio r e n z a)+ の記述と同様であり ､ また結婚祝祭のポルタ . アル L プラ - ト
の装飾の ためにア レツ サ ン ド口 , ア ツ ロ ー リが描い た図像と同様であるo 8
また､ こ の四 大陸の寓意像には ､ 明らかなヒエ ラルキ ー 構造が示されて いる ｡ まず
ラクダを従え､ 香炉 を右手に持つ ｢アジア+ を表す白人女性と､ 地球儀と杖を持ち十字架
を頭上に付けた帽子を被る ｢ヨ ー ロ ッ パ+ を示す白人女性は着衣で座り､ トス カ - ナの寓
意像ヘ 視線を向けて い る ｡ 一 方 ､ 椋欄の冠をつ け､ 椋欄を手に持っ て象を従えた黒人女性
が表す ｢ア フ リカ+ は, 腰部に巻かれた 一 枚の布のほかは裸である ｡ さらに羽根の帽子 と
首飾りで身を飾り ､ 木製の杖を持っ てアルマ ジロ を連れた ｢アメ リカ+
■
の女性像も裸体 で
表現されて い る o そ して rア フ リカ+ と rアメリカ+ の寓意像は ､ rトス カ - ナ+ の方 を
向いて右手を胸に当て ､ 敬意あるい は服従を示 す姿勢をとっ て いる ｡ これらの四大陸の寓
意像は ､ 著名な ドイツ人地理学者ア ブラハ ム ･ オル テリウスが 15 79年に出版した著書 『世
界劇場 (飽atT u m OTbls Te w B m m)』
4の表紙が図像源になっ てい ると考えられる. [Fig･
4 6〕 オル テ リウス の表紙の上部には ､ 地球と杖を持つ ｢ヨ ー ロ ッ パ+ がア
ー チ型を した
葡萄棚の下 に座り ､ 左右 にはそれぞれ香炉を持つ 着衣の ｢アジア+ と ､ 花の枝を持ち ､
一
枚布で腰腎部の み を覆 っ た黒人女性として描かれた ｢ア フリカ+ が立っ て いるo そして下
部には片足を投げ出 して座り ､ 羽根の帽子と脚輪の装飾品をつ け､ 杖とカ ニ バ リズム を表
す男の首を持 っ た裸体の Fアメ リカ+ が描かれて いる . このように四大陸の 寓意像を表す
2この絵画構成は ､ 16 19年にリゴ ッ ツイ がヴェ ロ ー ナの フ ラ
･ ジ ョ コ ン ドの開廊のた めに
制作した 《ド ー ジ ェ に都市の鍵を渡すヴェ ロ ー ナ大使たち》 に踏襲されているo 壇上 に座
す ド - ジ ェ と ､ 光があたる大使等とが交錯する空間が空き､ 上部に聖母子とヴェ ネツィ ア
の守護聖人サン ･ マ ル コ ､ 法皇が描かれてい る○ 更に後景には奥へ の空間的広がりを示す
開いた扉も描かれて いる ｡
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描写に は､ 十六世紀に ヨ ー ロ ッ パ諸国がおこ な っ た世界 へ の侵略行為の影響が如実に反映
されて おり ､ rヨ ー ロ ッ パ+ は他の大陸を支配 ･ 統治する位置を占め ､ 何 の文化的要素を
持たない ｢ア フ リカ+ と ｢アメリカ+ は､ 裸の野蛮な女として 表わされて い た｡
さらにリゴ ッ ツ イ とオル テリウス による四大陸の図像は､ 1603 年に出版されたチ ェ
ー ザ レ ･ リ ー バ の 『イ コ ノ ロ ギア (Zc o n ol92
'
a)』 - も大きな影響を与えた o リ ー バ はまず
rヨ ー ロ ッ パ+[Fig. 1 2 3] を､ 冠を被り豪華な衣装を着て座 した姿で表し ､ 世界におけ
るヨ ー ロ ッ パ の優越性を示す図像を制作 した . また rア ジア+ [Fig. 1 2 4] は､ 金刺繍付
きの衣装で植物製の 冠 を被り､ リゴ ッ ツ イが描いたの と同 じ形態の香炉を左手に持 っ てラ
ク ダを携えた図像と して描かれて おり､ リゴ ッ ツ イの ｢アジア+ 像との類似が指摘できる｡
リ ー バの rア フ リカ+[Fig. 1 2 5] は､ 土地の 貧困さ を表すために裸体に 近い衣服をつけ
た黒人女の 姿で描か れ ､ 頭 にア フ リカ を象徴する動物で ある象の頂飾りを つ けて いる｡ リ
ゴ ッ ツ イも同様に ｢ア フ リカ+ を裸体の黒人女性と し七描き､ 持物と して象を用い て いる｡
また 15 70年代半 ば､ カ プラ ロ ー ラに描かれた ｢ア フ リカ+ は白人であるが､ サ ソリとコ
ルヌ コ ピア ､ 象の頂飾りをつ けて おり､ リ ー バ の 図像 へ の直接的影響をみ るこ とができるo
[Fi臥 4 5] ｢アメ リカ+ [Fig. 1 2 6] はリ ー バ に よると ､ 羽根飾りで 頭部を飾る裸体姿
の 女性像で ､ 足元 に大 トカ ゲ (或いはアル マ ジロ) と矢が刺さっ た人間の首が置かれてい
る｡ 野蛮性と食人種である ことを表した弓矢や人間の 頭部な持物は , オルテ リウス の ｢ア
メ リカ+ 像にも見 つ ける こ とがで きる o 以上 の よ うに ､ リ ー バの 四大陸図像は ､ 十六世紀
後期に制作されたオル テ リウス やリゴ ッ ツ イの 図像か ら引用 されたこ とが明らかである｡
リゴ ッ ツ イ の絵画に描かれた四大陸の寓意像は全て ､ 中心で最も高い位置に座る ト
ス カ ー ナの方を向い て い る . それは絵画の主役が唯 一 正面を向いて座る トスカ ー ナの寓意
像で ある こ とを示 して おり ､ 四大陸および世界の 中心に君臨する トス カ - ナ大公 国の 栄光
を称えた図像であると い え る｡
また石壁上 方に は 《トス カ ー ナ大公 コ ジモ ー 世の戴冠 (ZD C O m n B Z1
'
o n ed1
'
Co &1m oI
G2Ta ndu c adi 乃s c a n a)》[Fig. 1 2 7] の 油彩画 が飾 られて いるo 画面前方に r豊穣+ と
rア ルノ河+ の寓意像が地面に座り､ 後景 に右手に鏡を持 っ て 自分を見 つ める ｢賢明+ と､
天秤と剣をも っ た r正義+ の寓意像が立っ て いる . 更 に右方に はオリ ー ブの冠をつ け ､ オ
リ - ブの枝を右手に 持つ ｢平和+ の寓意像と ､ r空霊+ の象徴である白鳩がとま っ た本を
左手 に持ち､ ｢信仰+ を表す青いヴ ェ ー ル と ｢殉教+ を示 す赤い衣をまと っ た寓意像が並
ん で い る｡ その中心に は､ 大公 冠を授けるために腰 をか がめた法皇と ､ それを受けるため
1 9 2
に右手を胸に あて て放く コ ジモ ー 世の姿が描かれている｡ この宗教的政治的主題をも つ絵
画は､ 元聖職者 であっ たフ エ ルディナ ン ド 一 世の宗教的立場と トスカ ー ナ大公としての 政
治的野心を示 しており ､ 人文主義的な君主で あっ たフランチ ェ ス コ 一 世のもとでは決 して
描かれなかっ た主題の
一
つ である ｡
こ の こ作品は トス カ - ナ大公 国の政治をおこない ､ 海外か らの賓客を歓迎する公 的
空間と して用いられたパラ ツ ツオ ･ ヴ ェ ッ キオの r五百人広間+ の正面両壁を飾っ てい たo
そして世界の中心に座す トス カ - ナ大公 国の寓意像と ､ トス カ - ナ大公 国の創設者で あり
現大公 フ エ ルデ ィナン ド 一 世の 父であるコ ジモ ー 世の戴冠式を描いた大型の絵画に よっ て ､
十大世紀末に おける トス カ ー ナ大公国の 政治的宗教的権力と ､ 世界に拡大する商業的発展
と富の獲得を表してい る｡ また ､ こ のような政治主題の 大作に初めて取り組んだリゴ ッ ツ
ィ は ､ トス カ - ナ賞賛の主題の絵画中に短縮法や建築物の効果的な使用など､ フ ィ レン ツ
ェ 絵画的な画風 を取り入れて おり､ メ ディチ家の宮廷画家と して ､ またア ツ カデ ー ミアの
会員と して フ ィ レン ツ ェ に受け入れられ易い絵画を制作したこ とが明らかである5｡ また ､
反宗教改革が強制する芸術政策を遂行し､ 兄フ ラン チ ェ ス コ 一 世が傾倒 した科学実験や錬
金術な どに対 して否定的な態度を示 したフ エ ルディナ ン ド 一 世は ､ 父 コ ジモ ー 世の ように
強い政治的野心を持ち､ メデ ィチ家賞賛の プロ パ ガンダをおこなう手段として芸術を利用
したこ とが､ リゴ ッ ツ イの 作品ジャ ンルの変化に如実に表わされている｡
1 - 3 . 肖像画
リゴ ッ ツ イ は宮廷人の肖像画を多数制作して いる｡ 15 9 3年に宮廷芸術家と しての 報
酬を受けなくな っ た こ とが 一 時的にあっ たものの6､ 晩年までメ ディ チ家に仕えたリゴ ッ ツ
ィ は ､ 《フ エ ルディ ナン ド 一 世》(1592)や《マリア . デ ･ メディ チ》(15 93､ リ ス ボン) [Fig･
1 28]､ 《ク リス テ ィ ー ナ ー ディ ･ ロ レ
ー ナ》(16 03) など､ メ ディ チ家の 肖像画を描い
ている｡ そして コ ニ リ エ ツ ロが述べるように､ 1 59 1年か ら翌年にかけて敏郷ヴェ ロ
ー ナを
訪れて おり, ゴンザ ー ガ家の室内装飾を依頼されマ ン トヴァ にニ ケ月あまり滞在した間に ､
6
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《公妃マ ル ゲリ ー タ ･ ゴンザ ー ガの肖像画》 を制作 (1593) して いる ｡ 第二 章ですでに考
察したように , イタ リアの肖像画 は北方絵画の 肖像画の影響を受け ､ 視覚的リアリズムが
重視されて おり､ 精密な描写を得意とするリゴ ッ ツ イ は優れ た肖像画家と しても活躍した
の で あるo 十大世紀に偉人や王 侯君主 の肖像画 コ レク シ ョ ン の展示 空間を創設 した/汁
口 ･ ジ ョ ー ヴィオ はで きる限り実物描写 をお こ ない ､ それが不可能な場合に はメ ダルやコ
イ ンなどに描か れた人物像から肖像画を制作させ ､ 自然模倣の 重要性を主張 して いる7｡ リ
ゴ ッ ツ イ の肖像画 は､ 細密画制作で も特徴とされて いる轍密な描写技巧 を用 い て ､ 宝飾品
や衣服の 質感などを細かく描写 して おり､ リゴ ッ ツ イ の優れた細密描写の技法は､ 肖像画
制作にも十分に発揮された｡ 8
1 - 4 ･ サ ン ト ･ ス チ ー フ ア ノ騎士 団教会の天井画制件 ; レバ ン トの海戦主題
さらに ､ 1 56 2年か ら十年の歳月 をか けて ヴァ ザ ー リが建築したピサの サン ト ステ
ー プ ア ノ 騎士 団の教会を､ 1602年か ら建築家′くル トロ メ ー オ ･ ア ツ テ ィ ツ チ ア ー テ ィに依
頼して装飾的要素を付加 した フ ェ ル ディ ナ ン ド 一 世は ､ 天 井を飾る大 枚の 絵画のうちニ枚
をリゴ ッ ツ イ に依頼して いる ｡ (16 0 4) レバ ン トの海戟に よる勝利以 後 ､ 戦い に参加し活
躍 したサン ト ･ ス テ - フ ァ ノ騎士 団の存在は､ メデ ィ チ家の海運安全 を守る軍と して ､ ま
た トル コ と闘う強力な海軍の保持という政治的プロ パ ガンダとして利用され て いた9｡ した
が っ て ､' サ ン ト ス チ ー フ ア ノ 教会の 天 井画に は､ 騎士 団の功績を称える六 つ の主題が選
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8 他 にもリ ゴッ ツ イ は ､ 結婚式用の肖像画と考えられる若い男女の肖像画
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,
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,
c olle zio ne Abe r c o n w ay) や､ 貴婦人の 肖像画(Lisbo n,Mu seu n ational de
Ar七eAn七iga)などを制作 して い る ｡ 男女の肖像画の裏側 にはガラス 壷や犬の骸骨 ､ 鏡など
の事物が詳細に描写され ､ ヴァ ニ タス を意味する頭骸骨や鏡など様々 なシ ン ボルが描かれ
ている ｡ また貴婦人 を描い た肖像画で は ､ 衣服の刺繍装飾や宝飾品の質感 ､ また机に置か
れたグラス に生けられ た花など全てが轍密か つ 正確に描かれている o (cfr･Ee n sety,J.,
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択された ｡ 他の 天 井画制作 に は フ ィ レン ツ ェ 画家の ロ ドヴィ ー コ ･ チ ゴ リや エ ンポリ
(L
'Empoli)､ クリス ト
- フ ァ ノ , ア ツ ロ ー リなどが携わっ た.
1 604 年に 制作 され た リ ゴ ッ ツ イ の 第 一 作 目は ､ 《レバ ン トの 海戦か らの帰還
(RIto m oda Lepa DtO)》(2 54× 35 5c m) である. 画面背景には大砲が火を吹く要塞が描
かれ､ リヴオ ー ル ノ 港 - 到着した トスカ ー ナの軍船が帆を下 ろし､ 逆光を受けた船の骨組
みがまるで 程の ような形で 露わにな っ て いる光景が見事な明暗描写によ っ て描かれている ｡
そして中景に は ､ 戦利品として持ちかえっ た六人の奴隷が小船に乗せ られて い る｡ 更に前
景右側にはサン ト ス テ
ー プ ア ノ騎士団の白馬に乗 っ た騎士が ､ 右手に持つ 梶棒を振り上
げてい る. マ ッ チオ
ー リも指摘するように ､ この ような画面構成および主題選択は､ ヴ ェ
ネツィ アの ア ツ カデ ー ミア にあるパオロ ･ ヴ ェ ロネ ー ゼが制作 した 《レバ ン トの海戟の寓
意》 が発想の源 にな っ て いると考 えられるだろう
10
｡ その中でリゴ ッ ツイ は ､ 軍船の幾何
学的な構成を正確に描 き､ 上半身裸の 奴隷を解剖学的にも正確か つ 轍密に描写 して いる
11
｡
第二作目の 《プレヴ ェ ザの攻略(PT e S &d7
'
PT e ⅥeS a)港(178×35 6c m) は ､ キリス ト
教連合軍が トル コ 領であ っ たギリシ ャの海港プレヴェ ザを侵略した戦し､の 場面を描い た作
品である ｡ この 作品を制作途中の 1 60 5年 11月 4 日に , リゴッ ツイ は支払い額の不足を抗
議し､ 追加料金を承諾 しなけれ ば作品制作の完成を放棄すると申し出ると い う事件を起 こ
してい るo 抗議を受 けた トスカ ー ナ大公 は後日 ､ 教会装飾の総括をしてい たジョ ルジ ョ
･
ヴァ ザ ー リ ･ イル ･ ジ ョ ー ヴァ ネに追加料金支払いを命じ ､ 絵画は無事完成 した o そ して
1606年に完成 した作品に つ い てヴァザ ー) は､ ｢素晴らしい仕上がりで ､ [
-] 観る者すべ
てに十分な満足を与え る作品である ｡+ と述べ て いる o この作品を分析すると† 画面の後
景には火を吹く要塞とその事前に海と三捜の船が描かれてい るo さらに中景に は ､ 捕虜と
考えられる男女と子供が右側に描かれ､ 他方には鎧姿と普段着の人間が戦う姿が描かれて
いる ｡ 画面前景右側に は . 戦利品と考え られる武具が置かれて いる o 夜の戦闘を描いた本
作品で は ､ 要塞で件裂する火薬や戦闘場面を照らす光との 明暗効果によ っ て闘い の臨場感
が効果的に 演出されて い る｡
レバ ン トの海戦を題材に した対 トル コ 図像は､ キリス ト教徒による異教徒制圧を正
当化し , また脅威的存在で あっ た トル コ に対して商業的､ 政治的､ 軍事的に ヨ
ー ロ ッ パが
10Matte oli,A. , ePaliaga,釈,
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勝利 した象徴的な戦い と して頻繁に用い られ ､ ロ ー マ やヴェ ネツ ィ アはもちろん ､ サ ン ト
ス テ - フ ァ ノ騎士 団とともに勝利に 貢献した トス カ ー ナ大公国も ､ 戦 いの勝利者としてレ
バ ン トの海鞍の主題を扱 っ て いるの である｡
1 - 5 . メ ディチ 家宮廷のための宗教主題絵画備品
また フ エ ル ディナ ン ド - 世 はリ ゴ ッ ツイ に ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の保護下で は 一 度
も措か せた ことのなか っ た､ 宗教画を制作させ て い る｡ 15 8 8年の トリ ブ ー ナの所蔵品目録
には ､ リ ゴ ッ ツイ による小絵画五件晶が記され てい る｡ また 1 598年には ス ペイ ン王 フィ
リッ プニ世の高官を務めて い た ドン ･ ジ ョ ア ン ･ イディ アウ エ ツが建設 した聖堂 へ の贈物
と して ､ フ エ ルディ ナ ン ド ー 世はリゴ ッ ツ イが シ エ ナの モ ンテ L オリヴェ - トの修道士の
依頼で制作 して いた 《聖母マ リア の誕生(Natlv7
'
td dl Ve zp
'
D e)》 をス ペイ ン へ 贈 っ て いるo
更 に フ エ ル デ ィナ ン ド 一 世は ､ 《東方 三 博士 の 礼拝 (A do mzl
'
on e delle 物 )》(1600-
160 1) を制作させ たり ､ リゴ ッ ツ イ がヴイ ンチ ェ ン ツオ , ゴ ンザ - ガのために制作 し､ 既
に四十 ス ク ー ディの 支払い も受け取っ て いた作品 《ユ ー デイ ツ ト(a)
'
uditta)》(16 0 2) を､
大公 の所有物として獲得 したり して い る｡ またリゴ ッ ツ イ は 1607 年に , 王妃マ ル ゲリ ー
タ . デ ･ オ ー ス トリア の礼拝堂の ために ｢聖母の生涯J を題材に した八枚の連仲画を, ア
レツ サ ン ド口 ･ ア ツ ロ ー リ ､ クリス ト ー フ ァ ノ ･ ア ツ ロ ー リ ､ ヴ ァ レ ー リオ ･ マ ルチ ェ ツ
リ ､ ヤ コ ポ ･ ダ ･ エ ンポリ ､ ベ ル ナル ディ ー ノ ･ ポッ チ ェ ツ テ イ ､ ドメ ニ コ A Jiッ シ ニ ヤ
ー ノ ､ ロ ドヴィ ー コ ･ チ ゴリと共同制作 してい る｡ さらに 1621年か ら 16 22年にか けて ､
キリス トの 受難を主題に した 《筈刑(Flagella z l
'
o n e)》､ 《茨の冠(1n cor o D a Zl
'
o n ed7
-
Sp1
'
B e)》､
《ゴル ゴダの丘 - の道(ABdata al Calv azT
'
0)》､ 《祈祷 (Ov a.doD eNell
'Orto)》 の 四作品を､
クリ ス テ ィ ー ナ ･ デ ィ ･ 口 レ ー ナの ために制作 して いる｡ 12
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,
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1 - 6 . 絵画以外の制僻活動
ピエ トレ b ドゥ ー レ
このよ うたリゴ ッ ツイ は､ メ ディ チ家宮廷の ために精力的な絵画制作をおこなう ー
方で ､ フラ ンチ ェ ス コ 一 世の下で おこ なっ ていたようなエ 芸品の制作活動も継続している｡
一 例を挙げるならば､ 15 8年､ フ エ ルディナ ン ド 一 世が宮廷のエ 房をより公的な機関とし
て機能させ るために ､ カ ジ ー ノ か らガッ レリ ー ア ヘ と場所を移 し創設した新 しいエ 房
(Ganeria dei La v o ri)で ､ リゴッ ツ イが総監督者と して制作に取り組んだ､ ピエ トレ
･ ドゥ
ー レが挙げられる. エ 房の 責任者を務めたリゴ ッ ツイ は､ フ ランチ ェ ス コ 一 世の ために描
いた細密画を原画と して用 い た動植物や風景などを描いた下絵を作成し､ クリス ト ー フ ァ
ノ ･ ガ ッ フ ー +Jをはじめ とする高度な技術を待っ た聴人が､ 机や箪笥などの家具や調度品
を制作したo 題材 となる風景や､ 植物の花 ･ 蔓 ･ 果実の枝や動物などの下絵制件には､ リ
ゴ ッ ツイ だけでは なく ､ 写実的描写に優れたフ ィ レン ツ ェ の画家たちが携わるケ ー ス が多
か っ た ｡ その なか で もリゴ ッ ツイ はデザインの多様さを特徴と し､ 自然物を題材にした美
しいピエ トレ ･ ドゥ ー レの下絵を創作している｡ これらの件晶は､ ラピス ラズリやアガタ ､
エメ ラル ドなとの貴石 を加 エ して作られており､ フ エ ルディ ナン ド ー 世によ っ てメディ チ
家の外交用の贈与晶と して用いられるようになると､ ピエ ト レ
･ ドゥ ー レは フ ィ レン ツ ェ
の代表的エ芸品と して ヨ ー ロ ッ パ中で名声を高めた｡ リゴ ッ ツイ の作品としては ､ 16 0 1年
に海から眺めた 《リヴオ ー ルノ港のパノ ラマ》【Fig. 1 29] や, テ
ー ブルやチ ェ ス盤用の
多種の花を描いた作品な どがあるる13｡ [Fig. 1 3 0] 【史料5 ･ ③] また 16 15年か ら162 0
年にか けて , リゴッ ツ イ の監督のもとで数多くの ピエ トレ
･ ドゥ ー レが制作された ことが ,
支払い記録か ら明らか に なっ ている. 14
植物画
一 方 ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の下 で精力的に制作 して いた動植物画は ､ フ エ ルディ ナ
ン ト 一 世の治世にはほとん どおこ なわなくな っ ていたが ､ フ エ ルディナン ドの没年に あた
る1609 年に ､ 《トケイ ソウ》[Fig. 1 3 1] の細密画を大公か ら依植され ､ 制作している ｡
南アメリカか らヨ ー ロ ッ パ にもたらされた ｢トケイ ソウ+ は当時,
｢キリス トの受難+ と
13Giu sti,A.,
"0 rigin e e sple ndori dellebotteghe a rtistiche gr a n
du c ali” ･ in(c at･) L
'Ombr a
del Gen 1
･
0
,
M1
･
chela Dgelo a1
,
apte an
･
r en z e1 537-1 6 31, 丘re n ze,2 0 2,pp･12 0,12 1･
14cfr.(cat.)Se1
･
c e nto F1
･
o pe Db
･
n o, 198 6,pp･4 72
-4 7 3･;Tongio rdTom a si,L･ ,20 02,p p･5 9,60･
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いう宗教的な意味を持ち, 信心深い大公 が宗教的 シンボル と して制作させ たと L. トンジョ
ー ル ジ ･ トマ ー ジは述べ て いる ｡ 描写の中で リゴ ッ ツ イ は､ アル ドロ ヴァ ンデ ィの助言に
したがい菅､ 異 なる開花の段階､ 菓の表裏 ､ 果実と種の様子まで植物の 全成長段階を 一 枚
の植物画 に描きいれて い る｡ 15
織物
またリゴ ッ ツ イ は ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世とビア ンカ ･ カ ッ ペ ッ ロ の息子 ドン A アン
ト ー ニ オ L デ ･ メ ディ チ (1 5 7 6･ 16 2 1) から､ 16 10年代に大変興味深い作品の依頼を受け
て い る ｡ それは初代 トス カ ー ナ 大公妃 エ レオノ ー ラ ･ デ ィ ･ トレ ドからはじまり､ ジョヴ
ア ン ア ･ ダウス トリ ア ､ ビア ン カ ･ カ ッ ペ ッ ロ ､ ク リ ス テ ィ ー ナ ･ ディ ･ ロ レ - ナ ､ マリ
ア ･ マ ツ ダ レ - ナ ･ ダウス トリア ､ そ して フ ラ ンス 王 妃マ リア ･ デ ･ メ ディ チ に至 る､ 六
人 のメ ディ チ家王 妃を､ 等身大の姿で赤色の どロ ー ドに 刺繍した壁掛けの制作で あるo カ
ジ ー ノ ･ ディ ･ サ ン ･ マ ル コ に住んで い た ドン ･ ア ン ト ー ニ オが､ 室内装飾の ため に依頼
したこ の壁掛けは､ 絹刺練工房の総監督を務めて いた リ ゴ ッ ツ イが下 絵制作は もち ろん ､
刺繍作業までの 全 工程 を監督したと考えられて い る ｡ 残念ながら現存 しない六枚組み の壁
掛けの詳細は､ 16 2 1年の ドン . ア ン ト ー ニ オの所蔵日録の記述で確認するこ とができる16｡
さらに壁掛けの 当時の姿を表すものと して ､ 壁飾りに用 いた人物像が描かれた水彩画が現
存して い るが ､ それらの実際の制作年代は明らか で ない ｡ 大公 妃たちが身にまと う豪華な
衣装の 細か な模様の 描写 は ､ ハ ブス ブルク家の 衣装デザイ ンを専門とする職人 一 家で修練
を積み ､ フ ィ レ ン ツ ェ へ 移 っ て間もなく大公妃 ビア ンカ ･ カ ッ ペ ッ ロの衣装制作を手掛け
たリゴ ッ ツ イ の得意 な分野 であ っ たといえる｡ リ ゴッ ツ イ は この連件の 申で ､ 等身大の大
公女己像を轍密な刺繍や本物の 宝石 を用 いて豪華絢燐に装飾 し､ 肖像の脇に置かれた大公冠
や植物､ 花瓶 ､ ど っ しりと優雅に裳をえがく垂幕の精密な描写をお こな っ て い る｡
16 トケイ ソウは フ ィ レン ツ ェ 国立図書館が所蔵する植物の水彩画を集め た書物
(B N C F,Co n v,Sop p.A,1.830,IV)に収め られて いる o (cfr.To ngio rgiTo m a si,L.,202,p.39.)
16 こ の壁掛けの 連作の存在は ､ 17 60年頃まで 所蔵品目録で確認する ことがで きるが ､ そ
の後記録から消失 して い る ｡ (cfr. La nge(輔k,E.,
"Ja c opo Ligo z2;ial Ca sin odiSa m Ma rc oe
al Poggiolm periale:ilPara血 ento delle Gr a ndu ches s e
”
,in RLtben s eR
'
T e D Z e, 鮎 e nze,
1 983
, p p.10 3,1 04. ,
I A S F
,
Gu a rda r oba
'
39 9
,
c c.11 5r.
,
11 6r) .
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祝祭
さらにア ツ カデ ー ミアの 会員であっ たリゴ ッ ツイ は , メディ チ家が主催する祝祭の
装飾にも携わ っ た o 1603年 2 月 10 日におこなわれた初代フ ィ レ ンツ ェ 大公 ア レ ツサン ド
ロの孫コ ジモとルク レ ー ツ イ ア ･ カタ ー ニ との結婚祝祭のためにおこなわれた馬上試合の
ための装鱗や ､ 16 08年夏の マ リア ･ マ ツ ダレ - ナ ･ ダウス トリアの フィ レン ツ ェ 入場の た
めにフ ォ ツ シ通りの装飾 に携わっ た｡ 続いておこなわれたコ ジモ ニ世の結婚祝祭では ､ 1 60 8
年 11月 3 日の｢ア ル ゴ船航 軌 という祝祭で ､ アルノ 河に浮か べられた十九棲の帆船の
うちこ膿を制作 して い るo さらに 16 15年2 月2 6日に開かれたウルピ ー ノ公 のフ ィ レン ツ
ェ 入場祝祭で は､ 衣装や仮面制作を担当し17, また恐らくビア ンカ ･ カ ッ ペ ッ ロに既達す
る祝祭のた め に件られたと考えられる､ ｢ヴ ェ ネツィ アの寓意J を表す山車の デザイ ン な
どをおこな っ て いる ｡ 18
ガラス
またリゴ ッ ツ イ は､ 独特の締想と想像力を発揮したガラス 線エ のデザイ ンもお こな
っ ている ｡ コ ジモ 二 世の 依頼によ っ て161 7年か ら16 18年にか けて制件された1 8 4枚の
ガラス のデッ サ ンか ら構成される 一 冊の本に は ､ シン プルな形体の壷から､ 複雑で空想に
富んだ仕掛･け コ ッ プ ､ 義春な装飾がほ どこされたグラス などがイ ンクで 措かれ､ 着色され
たデザイ ンや仕掛けの 内容が説明されて い る件晶もある o [Fig. 1 3 2].【Fig. I 3 3コ 当
時､ ヴ ェ ネツ ィ ア と並ぶガラス 製晶の 生産地と して発達して いたフ ィ レン?エ では､ 時代
の流行に合致 し､ さらに優れた技巧を要した件品の制備に励み ､ 独創的で続想に富むガラ
ス製晶を大量に製造 した. 1g
17 リゴッ ツ イの制作 した衣装の素描は､ ウフ ィ ツイ美術館付属版画素描室に所蔵されて い
る｡ C fr. G D S U
,【294 6Fl,[2 94 7Fl
18ce c chi
,
1997
,p p.5･ 14.;Marin e呪S･(a c u r adi),(c at)CI
'
BqU eSec alz
'
dI
'
D]
'
s eg720
Ve m ne 9 e,G D S U, L X X X Vl,200,p.74.
19リゴ ッ ツ イの ガラス デザイ ンの全件品は､ G D S U(97 15 5-9 71 69, 9 72 67･9 73 3 8)に収蔵さ
れて いる o.(O m ode o,A. ,
``Bicchie r ogr a鮎
”
,
in《Antichita Ⅵv a》 ,n ･5,196 2,p p･78-8 1･;
Heika mp, D. , S T UD LEN Z 甜 M E DICE7 S C HE N G u SK t仇 即 Arcb
'
帽1I
'
e n
,
EDtW Ul･fs z elchD U nge D, Gla
･
se p a nd Sche pben,in M ittenlu nge ndesKu n sthistoris che n
ln s七itutin Flo re n z
,
HeftI･2, de sX X X, no r e n z, 1986,p p･13 3
- 16 8,1 97･2 12･)
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ア ツ カデ ー ミア に おけるリゴ ッ ツ イ の地位確立
以上 おこ なっ た宮廷画家と して の リゴッ ツ イ のさまざまな御伸活動の考察の結果,
リゴ ッ ツ イ はフ ィ レン ツ ェ で画家と して の地位を確立 し ､ 公 的で 重要な仕事を依薙されて
いた こ とが明らか に な っ た ｡ それ で はリゴッ ツ イ が ､ フ ィ レンツ ェ の芸術 家たちか ら構成
きれたア ツ カデ ー ミア . デル . ディ ゼ ー ニ ヨ に おい て どのように 認められ ､ ア ツ カデ ー ミ
ア がおこ なう様々 な公的な芸術活動に ､ 如何な る形 で参加七 たのか に つ い て考察すること
に より‥､ フ ィ レン ツ ェ に おけるIJづ ッ ツイ の芸術家と して の位置を示 すこ と.がで きる｡.
まず､ リゴ ッ ツ イ はフ ィ レン ツ ェ に移 っ て五 年彼の 1 58 2.年 2月 11日七 ､ ア ツ カデ
ー ミア のメ ンバ ーLと して東認されて いる.･ そ して ‡58 9年に初.
;&て経監督 (C
.
o･nsrole)･ に選
ばれた後 , 1 59.4 年に は部 門管理者 (Pr o ママ editLo r e) と登記係 (Co n s e rv ato r e) に選ばれ
て いる. またリゴ ッ ツ イ は大公 の エ 房の総監督者を務め ､ ア ツ カデ ー ミア やメディ チ家の
子息にデ ッ サ ンを教授 したり､ 晩年に至るまで ア ツ カデ ー ミアの 役員と して何度も選任さ
れるな ど20､ 次第に フ ィ レン ツ ェ にお ける宮廷画家と して重要 な地位 を獲得 して いたこと
が明らか である ｡
20 総監督には 15 93 年 ､ 1594年､ 1 606 年 ､ 1 611 年 ､ 1 6 14年 ､ 1 6 16 年 ､ 1 6 19年､ 1626
年に選任されたほか ､ 部門管理者と して は 1 594 年と 1595年に選ばれて いる｡ その ほかア
ツ 力 デ ー ミ アが 主催す る祝祭行事の監督責任 者 (Fe staiolo) として も活躍 して い る o
(cfr･Za nghe ri,L･, Gl]
'
Ac cade m l
'
cl
'
del D Is eg71 0,fir e n z e, 2 0 0.,･ Co nigliello, L.,1 99 0.p p.39- 40･
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第ニ節 ヤ コ ポ
p リ ゴッ ツ イと宗教画
またリゴ ッ ツ イ は 1 587 年以降 ､ トスカ ー ナ大公国の宮廷画家として の活動のほか
に､ 数多くの 宗教画を教会や修道院から依壊されて制作している｡ 本節では これらの宗教
画に注目し､ 特徴的な作品に つ い て考察をおこなう｡
2 - 1 . リゴ ッ ツ イ とサ ン d サル バ ド - レ p オ ニ ッ サ ンテ ィ聖堂
初めに取り上 げるのは ､ 159 9年から 1 60 0年にか けて制作が開始された､ サン ･ サ
ルパ ド - レ ー オ ニ ッ サ ン テ ィ聖堂の修道院回廊の壁画装飾である o リゴ ッ ツ イは､ 三十 -
あるルネッ タの 十七 ケ所の フ レス コ 画を制作したが､ その後中断したためジ ョ ヴァ ン ニ .
ダ . サ ン ･ ジ ョ ヴァ ン ニ ､ ガレア ツ ツオ ･ ギド ー ニ ､ フ ィ リ ッ ポ L タルキア ー こ , ニ コ デ
モ B フ エ ツ ル ツ チ が残されたルネ ッ タ画を制作 し完成させ ている o L. コ ニ リ エ ツt)の研究
に拠れぱ､ ｢サ ン ･ フ ラ ン チ ェ ス コ の生涯+ にま つ わる様々な エ ピソ ー ドが措かれた この
ルネッ タ群の 図像源となっ たテ キス トは 158 2年以降､ イタリアに普及 したマ ル コ
･ ダ ･
リス ボ ー ナ の著書 『歴代志 ( 伽 1
'
c a s)』21で あり , 作品制件の費用は教会で はなく ､ バ
リ ･ ロ ベ ー ル ト プッ チ に よ っ て 160 5年 10月か ら 12月にかけて支払われて いたことが
明らかに な っ て い る22｡ リゴ ッ ツ イ はまた ､ これらの フ レス コ 群のなかに自然主義的で轍
密な描写を取り入れて い る. 《規律の書き取り (La dettatu m della Regola)》[Fig･ 1 3
4] の画面 中景の 中央に リ ゴ ッ ツイ は , 十七世紀の静物画を想起させる自然主義的描写で
縄網の寵と木製の杖 ､ 水筒を描い ている o また 《聖フ ランチ ェ ス コ の許し (1IpeTdon od]
'
As slsl)》で はキリス トとサ ン ･ フランチ ェ ス コ との間に描かれた織物に ､ 植物の 精巧 な刺
繍を描写 して いる ｡ さ らに 《聖フ ラ ン チ ェ ス コ 修道会を是認するイノ ケ ン テ ィ ウス 三 世
(zn B O CeD Z OZTJBP Pm 摺1
,
w d]
･
n eda l
･
[T ab
･
m ]
･
n o r l)》[Fig･ 1 3 5] に描かれたソロ モ ン柱
には ､ 埴物の 蔓で構成された有機的な浮き彫りや､ イノ ケンティウス三世が身に つ けた 深
紅のビロ ー ドの 質感な ど､ 細密画的描写の技法が活用されている ｡ 《ス ルタ ン の説教 (
La
21 マ ル コ ･ ダ ･ リ ス ボ ー ナの著書は, 1 557年から 15 62年にかけてニ部にわけて リス ボン
から出版されている ｡
22
cfr･co nighello,L･ ,
"L,inte rv
.
entodi Ja copoLigo z zieil Co mpleta m e ntodelciclo
”
,in J]
cBl
･
o stm d1
･
Og711
･
s s a Bt]
･
a EiFe D Z e, F e Sta U F O ar e Stltuzl
･
oD ede8:1]
'
aHT e S Chl
'
delcl
'
do
li･a nc e s c a n o,fir e n z e,1 9 0,p.32･
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PT edl
'
c B al Sulta D O)》[Fig･ 1 3 6] で描かれた､ 壇上 に座るソ ロ モ ンやタ ー バ ンを被った
異国の衣装を着た多数のイ ス ラム教徒の様子から ､ 既に考察した ｢トル コ 人と動物+ の連
作で も明らかなように ､ 異教徒の描写に精通 して いた ことがわか る ｡ またバ ッ チも述べる
ように ､ リゴ ッ ツイ が制作 したル ネッ タ群は､ 同時期の フ ィ レン ツ ェ 絵画の持つ 物語的な
リズム を避け ､ 画面の背景や植物などの自然描写を丁寧に正確に描き､ フ ィ レン ツ ェ で他
に類を見ない回廊を完成させ て いる｡ 23
またリ ゴッ ツ イ は､ 回廊の ルネ ッ タ制作以前に ､ 同オ ニ ッ サ ンテ ィ聖堂のため に《病
人を癒すサ ン ･ デ ィ エ ゴ(Sa m D2
'
ego z T
'
s a D aZ m alat7)》 を描い て いるo 高窓と左方から光
が射 し込む室内で病人を治療する聖人を措いた作品では ､ 病人の 肌に光が反射して室内の
閣が強調される ､ 明暗効果を駆使した表現 をおこ な っ て い る｡
さらに 16 0 7年に新たな依頼を同数会か ら受 けたリゴ ッ ツ イ は ､ サ ン ･ フ ランチ ェ
ス コ に関連するヴエ ルナの聖地を描くために ､ フ ラ ･ リ ー ノ b モ ロ ー ニ 神父と共にカゼン
テ ィ ー ノ ヘ 赴 いた ｡ そ して現存する十枚の デッ サンを原画 と して ､ ドメ ニ コ ･ フ ァ ルチ ー
ニ とぅ ツ フ ァ エ ツ ロ ･ ス キア ミ ノ ツ シが制作 した ニ十大枚の版画が ､ 『ヴエ ルナのサタロ ･
モ ン テに つ い ての叙述 (De s czT
'
l
'
o n edel SB CTO Ma nte della Ve m a)』 と して 16 12年に出
版され た｡ 更 に ､ リゴ ッ ツ イが ヴ エ ル ナでおこ な っ たデ ッ サ ンを下絵 に して ､ 多色の貴石
を使っ たピエ トレ ･ ドゥ ー レが制作られ ､ オ ニ ッ サ ンテ ィ聖堂内の 中央祭壇の装飾として
用い られて い る24｡ [Fig. 1 3 7] [Fig. 1 3 8] [Fig. 1 3 9] [Fig. 1 4 0〕
2 - 2 . その 他の宗教画
次にリゴ ッ ツ イが多数制作 した 宗教画か ら ､ 特徴的な作品をあげる｡ まず1 5 96年､
リゴ ッ ツ イ はル ツ カの 大聖堂のために 《聖母 マ リアの 聖 エ リザ ベ ツ訪問 (V1
'
s )
'
ta z 1
'
o De)》
[Fig. 1 4 1] を制作して いる o 画面中央は堅牢な建築物の 入り口 か中庭と思われる階段
で , 聖母 マ リアが聖 エ リザ ベ ツを抱擁しようとする場面が描かれて いる ｡ 前景 には, 小姓
と物乞 いと病人がおり ､ パラッ ッ ォ ･ ヴ ェ ッ キオに制作された油彩画と同様 . 画面前景に
23Ba c ci
,
M ･
,
19 6 3
,p･6 3･
24
cfr.co nigliello,L.,1 90.p.31.;Comigliello,L. , Le VedLZte del Sa cr oMonte deHa Ve m a :
Ja c opo LIio z z1
'
pelle8T)
'
n o n ellu oghl
'
d1
'
Fra DCe SC O,丘r e n z e,19 9 9.
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エ ピソ ー ドと無関係な要素が取り込まれて いる ｡ また建物内.の窓から射し込む月光の屈折
によつ て聖母マ リア と聖 エ リザベ ツの扱が照らされ ､ 光と闇の対照が強調されて描かれて
いるo また 同年に制 作された 《戴冠した四人の聖人の殉教(MB Pdz7
'
o delqu Bttm Santl
'
co m n atl)》 は ､ バ ッ チ も述 べるように反宗故改革派が定めた規律に従 っ た ､ 冷やかで型通
りの作品である
26
o 四 人の殉教者は､ さまざまな角度から短縮法で描かれ､ 解剖学的描写
も正確におこ なわれ て いる o そして 16 11年に制作されたフ ィ レン ツ ェ のサ ンタ
･ ク ロ ー
チ エ聖堂の作品 《サ ン , ロ レン ツオの殉教(Ma rb
'
T l
'
o dl
'
Sa D Lo m n z o)》 で は､ 左右の登場
人物の視線が火薮りにされようとして いるサン
･ ロ レン ツオに集中している o また前景で
兜を被り全身鐘姿で直立する騎士の後輩と､ 右側で飾りをつ けた白馬に乗り天
へ 伸びる旗
を右手に持っ てサ ン ･ ロ レ ンツ オを見つ める鎧姿の騎士は ､ 硬い武具の質感や光沢の轍密
な描写に よ っ て ､ 裸体で横臥するサン . ロ レンツオとの対照を強調して いる ｡
またカ ゼンテ ィ ー ノ にも ､ リゴッ ツイ の作品を見る ことができるo まずピッ ビ
エ ー
ナのサ ンテ イ ･ イ ツ ポ - リ ト聖堂に制作された 《聖母子と聖ミカ エ ルとア ン ト
'
=オ神父
(Mado n n a C OL Ba mbln o eZsa ntl MI
･
cheleAm B ngelo aAnta DI
'
oIA b&te)》四ibbie n a, 1 60)
があげられる o 作品の依頼者 は明らかで はない が､ 画面の背景にピッ ビエ
ー ナの都市の風
景が描かれいて る｡ 翌年ポッ ピのサ ン ･ フ エ デ
ー レ大修道院のために 《聖ベ ネディ ク トの
昇天する聖母マ リア - の畏敬 (SB B BeB edetto l
･
n Bdo m zl
･
o n edella Ve rg7
'
n eAs s u Bta)》
pop pi,1 60 1)を描いて い る o この こ伴品は聖母マ リアの描写法や持物､
ケルビム や天使の
顔相な どが類似 して い るo しか し
一 方で ､ ピ ッ ビエ ー ナの作品の画面構成は左右対称で調
和が取れて い るの に対 し ､ ポ ッ ピの作品は聖母マ リアの動きと周囲を取
り巻く天使たちの
躍動的な描写 ､ また人物の視線に よ っ て作られる上方
へ 向かう動きが特徴として あげられ
る｡ また 他の 作品と して は, ポッ ピのサ ンテ ィ ツ シ マ
･ ア ツ ヌ ンツイア ー タ聖堂の 《聖母
子､ 聖アウグス テ イ ヌ ス ､ 聖女 ニ コ
ー ラ 暮 ダ 小 レ ンチ イ
- ノ ､ 聖 トレ ツ ロ ､ 福者シモ
ー
ネ ー ス ト ッ クと 一 人の 聖女 (La Verg7
･
n e COI Baldln o, SBntAgo sL]
'
B O, Sa m Nl
'
cola da
n leLtl･D O
,
Sa n 触 11o, il Be BtO S]
･
m o ne Sto ch e u B a S aDta)》(Poppi,160 5) や､ ピッ ビ
ト ナのサ ンタ ･ マ リア ･ デル
･ サ ッ ソ聖堂の 中央祭壇内陣のために制作された 《処女 マ
リア の誕生 (NatI
･
Tdta della VeT8=
･
n e)》(Bibbie n a,16 07) などがある o 特に この作品の画
面前景では ､ 布を暖める道具やマ リアを入浴させるための銅製の薬
と桶 ､ 大理石 や金浮き
25Ba c ei,M .,19 63,p.60.
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彫りな ど､ リゴッ ツ イ が得意とする自然主義的な静物描写がおこ なわれて い るo [Fig. i 4
2]
第三節 )1ヽ韓 リゴ ッ ツ イ の作品ジャ ン ルの 変化と意味に つ いて
以上 の考察の結果 ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の死後に リゴ ッ ツ イ の絵画ジャ ンルが著し
く変化 した要因と して , 新 トス カ - ナ大公 フ ェ ル ディ ナ ン ド 一 世の思想 ､ 反宗教改革が定
めた芸術政策が及 ぼ した弓凱 ＼影響と､ フ ィ レン ツ ェ 芸術家界に おけるリゴ ッ ツ イの地位確
立 などが考 えられる｡
枢機卿職を放棄して フ ィ レンツ ェ で大公職 に就いた フ ェ ル デ ィナ ン ド 一 世は､ 反宗
教改革が芸術作品に 定めた規律を遵守 し､ 自然科学 や錬金術の実験に熱中 した兄 フランチ
ェ ス コ 一 世が創 っ た芸術文化を教義に そぐわな いものと して否定 し ､ 破壊した o またフ エ
ルデ ィナ ン ド 一 世は ､ 父 コ ジモ ー 世 と同様､ 芸術を権力顕示 の プロ パ ガン ダ装置として積
極的に活用-L､ ア ツ カ デ ー ミア会員を中心とする宮廷芸術家は ､ メ ディ チ家賞賛の ための
芸術作 品を制作 した ｡ この ような時代的背景 の なか でリゴ ッ ツイ は政治主題 ､ 大公 国賞賛
の主題 や宗教主題 を扱う大型タ ブEl - を制伸する画家 へ と姿を変え ､ フ ィ レンツ ェ 絵画の
特徴を取り入れながら大公からの依頼作品を制作 した ことによ っ て ､ 細密画制作 において
際立 っ ていた りづ ッ ツ イ の描写技法や正確か つ 轍密な素描と微妙な色彩の特色が薄れ ､ 凡
庸な宗教画家 になっ て しま っ たことを指摘する ことがで きる ｡
こ の ように リゴ ッ ツ イ がおこ な っ た絵画制作活動の ジャ ン ル の変遷 に つ いて分析し､
画家を保護した 二 代の トス カ - ナ大公 が持つ 各 々の世界観 の相違壷考察する こ とに よ っ て､
フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世は宗教 的･観念や規律 ､ また は大公国賞賛の プロ パ ガン ダを行 なう大規
模で豪華 な芸術作品制作に とらわれず､ 自然科学や錬金術やエ芸作品の保護 をおこ ない ､
優れ た芸術家や職人の 特質を活か した制作活動 を奨励 し､ 全世界か ら自然物 ･ 人 工物を蒐
集 して 大公自身の知的好奇心を満足させ ､ 知的領有をおこ なうとともに ､ トス カ ー ナ大公
国の.文化的優越を顕示す る政策をおこ な っ たこ とが明らか にな っ た ｡
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欝四節 リゴ ッ ツ イ の絵画史上 における位置と優 要性
第三 ､ 四章に おい て筆者はヤコ ポ d リゴ ッ ツ イ がお こなっ た宮廷画家として の制
作活動に注目 した o そ して フー 5 ン チ ェ ス コ
一 世の下で精一力的に制伸された動植物画をは･じ
め､ ピ エ ト レ ー ドウ
ー レやガラス 細エ など様々なエ芸件晶のための 下絵制伸や衣装デザイ
ンなどの仕事に つ･い て具 体的に考察 し, 細密画やエ芸作 品を交換したり贈=っ たりするこ と
によつ て文化的優捜を明示 したフ ランチ ェ ス コ の文化政策の中で リゴッ ツ イの伸晶が重要
な役割を果た したこ とを明らか に七 た ｡ 更 にフ エ ルデ ィナン ド 一 世の政権 下でりづ ッ ツ イ
は､ フ ィ レンツ ェ で 制件活動をおこ なう芸術 家としての地位を確立し､. トス カ
'
- ナ大公国
の宮廷画像七･して 公的空間を飾る大型装飾の制作に据わっ た-こ とを ､ 多様な分野にわたる
作品例.の考察によ っ てあき･らか に した ｡
しか し , これまで の 先行研究に おい てリゴ ッ ツイ は職人的な細密画家または ｢群小
画家+ の 一 人上認識.i
.,れ ､. その活動の総体が･もつ 美術史的な鳶 駄 あるい は歴-史的な重要
性を善政され る‾こ とは 皆無で あ っ たとい える
'
｡
本論はす でに述 べ たよ う:L=.､ 旧 来の貴術凌の 価値基準すなわち歴史画 や宗教画の大
作を描いた画家の み を.
-
#1西する価値基盤か ら離れ+ リゴッ ツイ に代表され るようにある･君
主の宮廷
■におい で+.多方面にわたる委嘱を受 けつ つ多岐にわ たる潜動 をお
.I-なっ た芸術家'て
こそが ､ 王権･:と-その政治
･的 ､ . 文化的構造 を理解する鍵になる.tい う視点 で考察をおこ なつ
た･もので あ
･.i
,I
. こ の よう な裸点に たて ば､ リゴ
L
ッ ッィ-の活動は新たな意味と重要性を獲得
する｡
まず第 一 に ､ リ ゴ ッ ツ イ に つ い て言及した絵画史の著作とその 内容を考察する｡ ジ
ョ ヴァ ン ニ p Jiオロ ･ ロ マ ッ ツオ とフ ィ リ ツ ポ ･ J(
l
ルディ ヌ ツ チ は ､ リゴ ッ ツイ を ｢ヴ ェ
ロ ー ナ の画家で 高名な細密画家26+ であると述 べ ､ さらにパ ルディ ヌ ツ チ は r普遍的な画
家 27+ と称えて い るが ､ 制作活動や 画家の特徴に つ いて は全く触れて いない ｡ また 『ヴ ェ
ロ ー ナの 芸術家列伝』 を著したフ ラ I J〈ル トロ メ オ ･ ダル ･ ポ ッ ツオ や ､ 古代と同時代芸
術家の入門書を執筆 した ペ ッ レグリ ー ノ ･ ア ン ト ー ニ オ ･ オル ラン ディ の 著作の 中でも ､
26Lo m a z z o
,
G.P. ,15 90,p.157･;Baldin u c ci,F･,1 6 8 1,ⅠⅠ,p･6 50･
2 7Baldin u c ci,1 681,ⅠVp.3 2 0.
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リ ゴッ ツ イ を ｢ヴ ェ ロ ー ナ 出身の 画家 ､ 細密画家 ､ 銅板 ･ 木版画家28+ で あると数行で説
明するのみ で ある ｡ そ して作者不明の 『リ ゴ ッ ツ イ へ の賛辞』(1772) で は､ ｢素描の素晴
ら しい知識 をもち ､ 優美で 繊細 な方法で色付け し､ 潤沢で 豊富な創作 力の持ち主29+ であ
ると許されて い る o 十八世紀まで のイタ リア絵画史を著したルイ ー ジ ー ラ ン ツ イ は r細密
画の熟練者 30+ とリ ゴ ッ ツ イ に つ い て説明し ､ 更に 『ヴェ ロ ー ナ出身の画家 ､ 彫刻家､ 建
築家列伝』 を著したディ エ ゴ ･ ザ ンナ ドレイス も rリゴッ ツ イ の素描は大変正確であり､
彼の色彩には真実と生命力がある｡ 31+ と述べ て画家の制作活動を詳細に言及 して いるが､
結局リ ゴ ッ ツ イ を ｢動物を描く画家+､ ｢銅板 ･ 木版画家+､ ｢素晴らしい 細密画家+ として
位置付 けるに と どま っ て いる. また同様に ､ 十八世紀までの ヴ ェ ロ ー ナ絵画史を著したチ
ェ ー ザ レ ー ベル ナ ス コ ー ニ もリ ゴッ ツ イ を ｢洗練された細密画の制作者 32+ と記している
だけである ｡
更に ､ リゴ ッ ツ イ の 芸術活動に注目 した二十世紀の 先行研究 にお いても ､ ｢北方絵
画的特徴 を持っ た素描画家33+ で あると ヘ ルマ ン ･ フォ ス が言及し ､ また 1963年 ､ リゴ
ッ ツ イ の全制作活動 に初めて 注目 して研究したミ ー ナ り iッ チ は､ 上記の ような職人的技
巧の 他に ､ リゴ ッ ツ イ が担 っ て い た宮廷画家と して の役割を言及 し ､ 大公 の絵画コ レクシ
ョ ン を入念に 描く模写画家と しての仕事を挙げ､ リ ゴッ ツイ が果た した公 的な役割に つ い
て説明 して い る34｡ そ して ､ リ ゴ ッ ツ イ の舞台衣装制作やエ 芸作品に使用する下絵デッサ
ンの研究をおこ なっ たア レツ サ ン ドロ ･ チ ェ ツ キは ､ リゴ ッ ツ イを大公 のため に奇抜なガ
ラス の デ ッ サ ンや衣装や ピエ トレ ･ ドゥ - レなどの エ 芸作品の制作 をお こ なう細密画家と
して位置づ けをおこ なっ た
35
｡ 最後にリゴッ ツ イ の細密画制作に つ い て研究 したルチ ー ア 暮
トンジ ョ ー ル ジ ･ トマ ー ジは ､ リゴ ッ ツ イ を職人 的な描写技巧を持 つ 画家と してのみ位置
づ けるの で はなく ､ ｢イタリ アに おける最も優れた自然主義的な芸術家 で ある ｡+ 36と述べ
てい る｡
リゴッ ツ イ を ｢群小+ 画家として位置づけた絵画史の ディ ス ク ー ル は､ 時代や政治
28Dal Po z z o
,
FrB.
,
17 1 8,p.66.;Orla ndi,P.A. ,17 7 5,p.50 2.
29Tongio rgi To m a si, L.,19 9 3,p.ll.
30La n zi
,
L.
,
18 24
,p.30 9.
3 1Za n n adr eis,D. ,1831-1834,p.127.
32Be r n a s co ni
,
C.
,
1864
,p.3 56.
8 3vo s s
,
H .
,
Pa 1
'
DtlDg OftheLate Re D a1
'
s saD C e 1
'
n Ro m e a nd Rlor en c e
,
II,ro m a,1 920,p･1 08･
3 4Ba c ci,M .,1963,p p.46･8 4.
3 5Ce c chi
,
A.
,
19 8 7,p.30.;Ce cchi,A. ,1997,p p. 5- 14.
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経済的価値体系の変容と密接に関連して いる o 十六世紀末においてス
ペイ ンとポル トガル
の財政的破綻に代 っ てイ ギリス やフ ラ ン ス そしてオラン ダが台頭し ､ また反宗教改革の強
い影響下に置かれ ､ 経済的後進国と して取り残されたイタリアの 状況は ､ その美術様式に
も強い 影響を及ぼ したの で あるo 民衆を信心 へ と導く単純で簡潔な構図と ､ 情緒や感覚に
訴える色彩と 視覚的リアリズム を持つ ､ 伝統的なプロ グラム に従 っ た､ 理解し易い絵画制
作が強要された十六世紀末以降のイタリア , 特に フ ィ レンツ ェ 絵画の申で ､ 以前
｢最高の
画家+ と称賛されたリゴ ッ ツ イ の轍密な細密描写画法の価値はもはや評価されず､ リゴ ッ
ッィ もまた反宗教改革の 教義に従っ た定型を繰り返す, 凡庸な宗教画家
へ と転落したo
さらに ､ 歴史画や宗教画を特権的に評価 し ､ 自然の模写 を下 等と見なす価値観をも
っ 十七世紀以降のア ツ カデ ー ミア ､ 特にパル ディ ヌ ツ チやジョ ヴァ ン ニ
･ ピ エ ト ロ , ベ ッ
ロ ー)､ さらにルイ - ジ ･ ラ ンツ イやオル ラ ンディ の史観によ っ て つ くられた美術のジャ
ンルにおけるヒ エ ラル キアが ､ 再 び枠組みを変容 した o すなわち ､ 近世 ､ 近代のアカデミ
ー において は歴史画家 ､ 宗教画家が第 一 級であり ､ 肖像画､ 風俗画と続き､ 静物
一 動物画
は最低の位に おかれて いた o この ようなアカデミ ッ クな見地にたて ば､ リゴ ッ ツイ は最下
位の ジャ ンル の画家と してくくられるこ とに なるので ある ｡ この ような絵画史における言
説の変化のなかで ､ リゴ ッ ツ イ の ｢群小+ 画家と して の枠組み が成立してい っ たと い える o
しか し, それ にも関わ らずこれらの記述には､ 彼が低い ヒエ ラルキアの中にい ながらも ､
作品に は自然の優れた写 生があり ､ 優れた自然主義があると評価されてい るので ある ｡ 筆
者は､ この ように美術史の言説の なかで ｢群小+ の細密画家と して記述されてい たリゴッ
ッィの画業の評価の変遷を､ その歴史的 ､ 社会的背景とともに見直しをおこ なっ たo
筆者は本論文に おいて ､ リ ゴッ ツイ がフ ィ レン ツ ェ で行な っ た細密画の制作とは､
大公 フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世が世界認識の ため に熱心に行なっ た蒐集活動で ､ 集められた自然
物コ レクシ ョ ン を記録∵ 保存する目的を持ち ､ コ レクシ ョ ン の標本となるイメ
ー ジを作成
する仕事で あ っ た こと を明らかに した｡ 更に ､ リゴ ッ ツ イが自然科学的観察と優れた職人
的描写技術によっ て描い た動植物画が博物学の資料的価値に加えて ､ ヨ
ー ロ ッ パの宮廷人
や学者 へ の贈与晶と して高い価値を持っ て いた ことに つ いて ､ 博物学者ア ル ドロ ヴァ ン デ
ィとの書簡や神聖 ロ ー マ 皇帝ル ドル フ ニ世の コ レクシ ョ ン に所蔵されるリ ゴ ッ ツ イの動物
36'rbngio rgi To m a si, IJ . ,1 984(a), p･53･
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画の分析に よ っ て論証 した o そしてリゴ ッ ツ イ の細密画が持つ コ レクシ ョ ンと しての重要
性と ､ 外交の贈与晶と して の公 的価値の考察に より ､ 君主フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世から高額の
報酬でヴェ ロ ー ナか ら迎え られ ､ 住環境や制作条件を優遇 されるほ ど､ リゴ ッ ツ イの価値
が認め られ ､ また画家の優れた描写技能が必要とされた ことを明らかに した ｡
更に筆者は動植物画 の具体的な分析をおこ ない ､ リ ゴ ッ ツ イ の細密画の主題にアジ
ア , アメリカ ､ ア フリカ大陸からヨ ー ロ ッ パ ヘ 十六世紀に初め て紹介され た珍 しい動植物
が選ばれたこ とを明らかに した ｡ またリゴ ッ ツ イ は自然科学的な観察に基づ いて描く絵画
の 申に依頼主が絵画に求め る価値と関心を配慮し ､ その関心に したが っ て同主題の細密画
の 描写表現を変化させ て おり､ 動植物画に見られる画家の 主観的要素を明らか に したo そ
して動植物画の画面構成に は優れ たデザイナ ー で あるリ ゴ ッ ツ イ に よ っ て ､ 対象物の特徴
がより効果的に表現され るように意 図的に画面配置が行なわれた ことを示 した ｡
加えて ､ 次期 トス カ ー ナ大公 フ ェ ル ディ ナン ド ー 世の 保護下に おいて リ ゴッ ツ イは､
トス カ - ナ大公国賞賛の ための絵画や反宗教改革運動の 芸術政策に従 っ た宗教画の制作に
貢献した o そ して リ ゴ ッ ツ イ がフ ィ レ ン ツ ェ における制作活動に よ っ て 実績 を積み地位を
確立した系譜 を､ 大公 の依頼で制作された大型タブロ ー をはじめとする多数の作品､ また
ア ツ カデ ー ミア ･ デル ･ デ ィゼ - ニ ヨ における活躍か ら明らかに したo
以上 の考察と分析に よ っ て筆者は､ 画家ヤコ ポ ･ リ ゴ ッ ツ イが ､ 大公 フ ラン チ ェ ス
コ 一 世が強い 関心を持っ て いた自然物コ レクシ ョ ンの 蒐集活動と エ芸品製作に ､ 細密画や
下絵 . デザイ ン画制作を通 して積極的か つ 密接に 関わり ､ また細密画の普及 に よ っ てヨ ー
ロ ッ パ の宮廷人や学者間で 優れた描写技術が認められ ､ 高 い 評価を得た画家で あっ た こと
を示 したo さらに フ ェ ルデ ィナ ン ド 一 世の治世で は､ 宮廷画家と して政治主題の大型絵画
の 制作や宗教絵画そしてメ ディ チ家の絵画 コ レク シ ョ ン の模写制作を精力的に おこ ない ､
トス カ ー ナ大公 国の 芸術家の 多くが所属するア ツ カデ ー ミア ･ デル ･ ディゼ ー ニ ヨ におい
ても地位を得 ､ 認められ て いた宮廷画家で あっ た ことを明らかに した｡
これらは 第 一 に , 画家 の活動をその社会的文脈に おい て構造的に理解するとい うこと
に よ っ て , 大家並列的な美術史によ っ て看過され てきた ｢群小+ 画家の歴史的意味を明ら
かに したこ とで あり ､ リゴ ッ ツイ をも含めて フ ラ ン チ ェ ス コ 大公 治下の文化政策が新たな
自然主義を準備する重要 な役割を担 っ て い たこ と ､ またその 契機が新世界の発見に伴う新
たな博物学的世界観にあ っ たとい うこ とを示 したの である｡
20 8
請*%
20 9
結 論
本論文で は､ 十六世紀の ヨ ー ロ ッ パで流行 した コ レクシ ョ ニ ズム と. 世界シス テム
の 成立およぴ自然主義の発生との相互関連性に つ いて ､ トス カ ー ナ大公 フ ラ ンチ ェ ス コ .
デ ー メ ディ チによる蒐集活動 とコ レクシ ョ ンを具体的対象に あげて考察をおこ な っ たo
まずイタリア ､ トス カ - ナ大公 国君主フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世の ヨ ー ロ ッ パ諸国におけ
る国際的立場と ､ トス カ ー ナ大公国と世界 ヘ 対外進出をおこ なっ て いたス ペ イ ンやポル ト
ガル な どの 強国と の関係 に つ い て考察し ､ rヨ ー ロ ッ パ世界経済+ の成立過程においてト
ス カ - ナ大公が行使した政治政策とその目的に つ いて論じた o
ス ペイ ン 王 と神聖 ロ ー マ 帝国皇帝の保護 を受け君主故国家の設立を図っ たコ ジモ ー
世の政策を受け継ぎ､ 親 ス ペイ ン 政策をとっ たブ ラ ンチ ェ ス j 一 世は ､ コ ジモ が果たせな
か っ たス ペイ ン王 と ハ ブス ブルク皇帝双方か らの 大公位授与 を実現させ たものの ､ トス カ
ー ナ大公 国は依然 , ス ペイ ン王 フ ェ リペ ニ世の権力の 下に支 配される都市国家で あっ た ｡
そのような状況下 で フ ラ ン チ ェ ス コ ー 世がおこ な っ た ､ ヨ ー ロ ッ パ 諸国の王侯君主に対す
る銀行業や ､ 多大な富をもたらす東方との香辛料貿易 ヘ の参 入な どの対外政策､ また トス
カ - ナ大公国内に おいて は国際的な貿易をおこなうリヴオ ー ル ノ港の創設や､ 輸出入物資
の運搬を円滑にするため の陸路の整備など､ トス カ ー ナ大公 の政治経済的政策に つ いて明
らか に した. なか でも トスカ - ナ大公 国に と っ て ､ 経済的か つ 政治的に重要な役割を果た
したリ ヴオ ー ル ノ 港の設立に注目 し ､ 宮廷建築家 ベ ルナル ド ー ブオンタ レン チ イ による都
市設計 の プロ グラム や､ トス カ - ナ大公国の商業発展の ため に フ ラン チ ェ ス コ 一 世が行な
っ た ユ ダヤ人保護政策に つ いて考察し､ リヴオ ー ル ノ港が大西洋 ･ 東方貿易の貿易船が繋
留する中継地点として ､ ヴ ェ ネツ ィ ア港に比肩する海港へ と発展 したこ とに つ い て論 じた｡
第 一 章の 考察では ､ ス ペ イ ン王 フ ェ リペ ニ 世の宮廷で帝王学を学び､ オ ー ス トリア .
ハ ブス ブルク家と縁戚関係 を結ぶ ことに よリ地位を確立した フ ラン チ ェ ス コ ー 世が親ス ペ
イ ン政策を行使 し ､ ス ペ イ ン の強力な権力の 傘下 に い ながら ､ 一 国家の君主と して ｢ヨ ー
ロ ッ パ世界経済+ の発展 に貢献する海港を創設 し､ 更にポル トガルが独占 して い た胡梯質
易か らの利益獲得を試み るなど､ 大西洋 ･ 東方貿易で 巨大な富を獲得 して いたヨ ー ロ ッ パ
の強国の活動に参入するための政策を行使した こ とが明らか にな っ た｡ 従来の 先行研究で
は､ こ のような フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の政治経済的政策が軽視され､ 人文主義的な趣向をも
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っ君主が保護したさまざまな文化事業やオカル ト的な哲学
･ 思想のみが強調されたため ,
十六世紀後期の フィ レン ツ ェ における政治文化の全体像が十分に把握されることがなか っ
た. 筆者は本論文で こ の点に つ いて大きな修正をおこなっ たo
更に筆者は ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世がおこ なっ た文化政策につ いて考察 した . フ ラ ン
チ ェ ス コ が設立 した植物園や公 開型展示空間は ､ 君主の幅広い知識と関心によ っ て蒐集さ
れた自然物 ･ 人 工物コ レク シ ョ ンを収納する空間であり､ 世界中から集めた博物学的知識
の展示場で あっ た o また ､ 大学やエ 房や芸術アカデミ
ー の改良によ っ て学者や芸術家の保
護に力を注 いだフラ ン チ ェ ス コ
一 世が ､ 国家称揚的な芸術や学問に対して おこな っ た保護
政策は､ 十七 ､ 十八 世紀の 絶対主義の 国王 らによ っ て追随されるものとなり ､ 王 および国
家権力と結びつ いた国民文化政策の原型となっ たので ある ｡
次に , フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世の文化事業の なかでも最も熱心に行なわれた政策の 一 つ
である蒐集活動 に つ いて ､ 自然物と人工物の コ レクシ ョ ンを具体的に考察 した ｡ 世界各地
から貴重品や珍奇物 をあつ める蒐集活動は ､ 十五世紀末の新大陸発見に よっ て前壊したヨ
ー ロ ッ パ人の 地中海中心的世界観を､ く未知の 土地) や世界中か らもたらされる事物およ
び情報の蒐集によ っ て新たな世界認識をおこなうため の手段として用い られ ､ 十大世紀の
王侯君主や富裕貴族階級および学者の間で流行 した ｡ また ｢ヨ
ー ロ ッパ世界経済J の成立
にともない ､ 新大陸で の殖民政策や商業目的の 対外進出がおこ なわれるに つ れて ､ より多
くの事物と情報がヨ ー ロ ッ パ ヘ 流入 し､ コ レク シ ョ ニ ズムの活動を促した ことも事実で あ
る｡ 筆者は､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世が蒐集活動を通 して示 した く未知の世界) に対する歴史
的､ 芸術的､ 科学的 ､ 考古学的, 人類学的な関心に つ い て考察し､ 世界各地か ら蒐集され
たコ レクシ ョ ンに つ い て具体的な分析をおこ なっ た o その結果､ フ ラン チ ェ ス コ
一 世がア
フリカの エ芸品に興味を持ち ､ また アメ リカか らは珍種の動植物を蒐集し , また新大陸の
原住民に関する人 類学的情報をコ レクシ ョ ン に加えた ことが明らかにな っ た ｡
一 方､ アジ
アの エ芸美術品に深い関心を示 した大公は ､ 東方 へ 渡 っ たフ ィ レン ツ ェ 商人と直接に交信
し ､ 宝石や絹織物+ そ して大量の磁券を輸入 した｡
さらに フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世は､ 世界中の優れたエ 芸品の蒐集だけで はなく ､ それら
の製造法を解明 し制作するための エ 房､ カ ジ
ー ノ ･ ディ ･ サン ･ マ ル コ を 156 9 年に設立
して いる ｡ 大公 は エ 房で科学や錬金術の実験 ､ 永久運動機械の構想作りなどを宮廷芸術家
とともにお こなう ー 方で ､ ガラス 製晶やピエ トL/
･ ドゥ ー レ､ 磁器などの エ芸品をイタ リ
ア内外か ら招碑した優秀な職人と芸術家に制作させ たo そして他国や他文化圏で 発達した
盟ll
エ 芸文化の 技術と職人をフ ィ レンツ ェ の 芸術家と共同作業させ る ことによ っ て ､ トスカ _
ナ大公 国を代表するエ芸晶 へ と発展させ たフラ ンチ ェ ス コ 一 世は ､ これらの エ 芸作品を外
交にもちいる贈物晶と して活用 し､ フィ レン ツ ェ の優れた芸術文化を顕示 した ｡
第二 章では ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世が蒐集 したコ レク シ ョ ンと ､ エ房カ ジ ー ノ で創作
されたエ芸晶を展示するために造 られた空間に つ い て具体的に考察 し ､ 蒐集物と展示空間
によ っ て表象される君主の世界像の解読をおこ なっ た｡
まず､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世がパ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ニ ッ キオに建設 したス トウ ディオ ー ロ
は ､ 隣接する父 コ ジモ ー 世の 絶対権力が表象された大広間と対極的な空間構造を持つ ､ 私
的で 閉鎖的な小空間で あっ た｡ そ して 宮廷人文主義者ボルギ ー ニ が考案 した図像プロ グラ
ムや , リン ハ ー トと フ エ イ ン バ ー グによる近年の研究に よ っ て ､ ス トウデ ィ オ ー ロ にはフ
ラ ン チ ェ ス コ 一 世が蒐集 した貴重な鉱物 ､ 宝石 ､ 珊瑚などめ自然物コ レク シ ョ ンと ､ 小型
ブロ ンズ像やピエ ト レ ･ ドゥ ー レなどの芸術品コ レクシ ョ ンが ､ 四壁にはめ込 まれた戸棚
と キャ ビネ ッ トに分類収納されて い たこ とが明らか に なり､ この小書斎が担 っ たコ レクシ
ョ ン 陳列室としての 役割が 一 層明確にな っ た o
更にボル ギ - ニ が考案 した ｢自然と人 エの 統 一 + を題材に用い たプロ グラムに従っ
て制作された油彩画の 図像解釈をおこ ない ､ 四 元素に よ っ て分類された､ 神話主題､ エ房
主題 ､ 宗教主題の絵画仲晶には､ メディ チ家君主が行侵 した政治的 一 文化的政策 へ の賞賛
が描かれて いたこ とを図像解読に よ っ て明らかに した ｡ そして ､ こ の ようなメ ディ チ家の
権勢を賞賛する図像 の 多用は ､ ス トウデ ィオ ー ロ が菱寧気質の 君主が創設 した孤独で 喋想
的な閉塞空間で はなく ､ トスカ - ナ大公 国の 君主 フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世がも つ貴重なコ レク
シ ョ ンを陳列するヴン ダ ー カマ ー 的空間と して造成されたこ とを意味する .
次に ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世が創設 したガッ レリ ー ア に つ いて考察 し､ 公 的な展示空
間に陳列する美術品や 自然物コ レク シ ョ ンが君主の政治的権力と経済的富を顕示 し ､ また
文化的優越性を示す役割を果たしたことを明らか に した ｡ ス ペ イ ン宮廷と ハ ブス ブルク宮
廷の絶対王 政君主らが建設 した蒐集物展示空間を､ 既 に体験して いた フ ラ ンチ ェ ス コ ー 世
は ､ ガ ッ レリ ー ア をはじめとする文化的空間がになう権力の重要性を十分に理解しており､
フ ィ レンツ ェ に大規模なガッ レリ ー アを建設する こと に よっ て君主の 文化的名声を高める
こ とに成功 した c そ して ス トウディオ ー ロを装飾して い た多くの美術品が ､ 公 的な展示場
と して 造られたガッ レリ ー ア へ と移動された事実は ､ 十大世紀第三 四半世紀に おい て コ レ
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クショ ンと展示空間の機能が変化 し､ 膨大なコ レクシ ョ ンを公的に展示 して権力顕示をお
こなう ことを目的と し､ より大型の蒐集物展示空間 へ と変容したことを示 して いる｡ すな
わちそれは ､ 十六世紀後期に おける王侯君主の コ レク シ ョ ンが強大な権力と富の 大きさを
顕示する装置と して の機能を重要視され ､ 蒐集家にとっ てコ レクシ ョ ンを披露するために
相応しい 公的な展示空間の建設が必要不可欠であ っ たの である ｡
さらに ､ 次期大公 フ エ ル ディナ ン ド 一 世がガッ レリ ー ア に建設 した ｢武具の間+ と
｢数学の間+ の コ レク シ ョ ン展示と室内装飾に つ い て考察し ､ r武具の間+ には各国の名
君主たちが使用 した鎧兜の コ レクシ ョ ンや . 新大陸の原住民が用いた弓矢などの武具が展
示され ､ 回廊の 天井画 には原住民の戦闘風景が描かれた｡ それらは新大陸で蒐集されたコ
レクシ ョ ン が ､ ( 未知の 土 地) へ の大冒険を証明する貴重な品と しての価値を有 し､ 同時
にヨ ー ロ ッ パが持つ 高度な文明文化を強調 し比較するために ､ 周縁文化の産物と して扱わ
れたこ とを表して いる ｡ さ らに君主の自然科学 へ の関心を象徴する天文学や数学に用いる
器具が展示 された ｢数学の間+ の室内装飾として地図が用いられたこ とに注目し ､ イタリ
アの地図や世界地図が十六世紀中期以 降の王侯君主に好まれた室内装飾であ っ たことをパ
ラ ツ ツオ ･ ヴ ェ ッ キオやヴァ チカ ン宮殿 ､ またカ プラ ロ
ー ラの フ ァ ル ネ ー ゼ宮殿などの例
をあげて示 し､ 地図装飾の意味と用途に つ いて考察した ｡ そして ｢武具の間+ に描かれた
地図を用い た室内装飾は､ 君主の軍事活動や商業的活動における権力の象徴として ､ また
君主の世界認識 を表象するための装置として用い られた ことを明らかに したc
また本論文では ､ 十大世紀の王 侯君主および富裕貴族階級のス テイタス シン ボル と
して蒐集された肖像画に注目 し､ コ ジモ ー 世に よ っ て はじめられたメディ チ家の 肖像画コ
レクシ ョ ン の分類方法と展示 空間の意味に つ い て考察したo そしてオ
ー ス トリア り ヽブス
ブルク家と歴代教皇､ そ してメデ イチ家の君主たちの肖像画を同空間に配置 した ピッ テ ィ
宮殿の展示例 などを挙げ､ 三百作品を超える世界各地の王侯君主や偉人の肖像画の分類に
は､ メ ディ チ家の政治的宗教的権勢の賞賛をあらわす分類法が用い られ､ 古代の偉人や文
人の肖像画 は､ トス カ - ナ大公 国と古代との精神的連結性を表象して いた ことを明らか に
した. そしてメ ディチ 家の肖像画コ レク シ ョ ンがパ ラ ツ ツオ ･ ヴ ェ ッ キオか らピッ テ ィ宮
殿 へ と移され ､ 最終的に は ガッ レリ ー ア へ と展示空間を移動 した理由と して ､ 肖像画群が
蒐集主の幅広い 関心と知識や権力を表象する政治的象徴であり､ した が っ て より多くの訪
問客に披露で きる公 の場所がコ レク シ ョ ンに相応 しい設置空間と して選択されたこ とが挙
げられる｡
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この ように フ ラン チ ェ ス コ 一 世は ､ トスカ ー ナ大公 国の君主に相応 しい展示空間と
分類展示法 を模索し ､ コ レクシ ョ ン によ っ て君主の財力 ･ 知識 ･ 権力を顕示 した｡ すなわ
ちフランチ ェ ス コ 一 世が ､ 蒐集活動とコ レクシ ョ ン展示 という文化事業を通 して ､ ス ペイ
ンの 強大か つ 絶対的な権力の傘下 に い る トスカ ー ナ大公 国の 文化的優越性を示 して いたの
で ある｡
次に , フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世が君主に相応 しい展示 空間 と して造成 した庭園プラトリ
ー ノ に つ いて 論じた｡ 第 一 に水源に乏 しい立地の選択と ､ 高度な水力学技術を駆使して行
なっ た水の調達 ､ そ して ヨ ー ロ ッ パ庭園最大の規模を持つ 庭園空間の創造が ､ 王 の庭園と
しての 唯 一 無 二 性と､ 王が持つ 権力と知の絶対性を表象 して い る ｡ また北方樹木の大量植
林に よる埴生の変容は､ 君主が有する高い技術力や豊か な財 力と ､ 君主に よる神の自然創
造の模倣行為 を表して いた ｡
そして 十六世紀に庭園の公 開制度 ｢レクス ･ ホル トルム+ が復活 した ことは ､ 十五
世紀までの庭園が持っ て いた私的で 閉鎖的な空間的特徴が､ より公的で 開放的な空間へ と
変容 した ことの証明である ことを指摘した ｡ また庭園の 公開制度の普及に したが っ て , 庭
園空間に施主の世界像を表現 したり､ 富や権力を顕示する図像プロ グラム が流行 し､ 庭園
空間がより政治的な表象空間 へ と変容 した ことを示 した ｡
さらに 庭園に放 し飼い にされた動物､ 鳥小屋や養魚池に蒐集された動物 ､ 花壇に栽
培された高価 で珍種の植物 などの 自然物コ レク シ ョ ンの展示 空間が造 られ ､ 庭園が動植物
園と しての機能も果た し , それ はまさに 君主が目指した自然界の領有行革で あ っ たことを
明らかに した o すなわち , プラ トリ ー ノ で 用い られた嵩度な水力技術や植生の変容､ 自然
物 コ レクシ ョ ンの 展示 は､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の知識や技術 ､ 絶対的権力の 表象であるだ
けで なく ､ 自然を支配 し､ 生きた動植物などを蒐集する ｢世界の領有+ であっ た と い える｡
また筆者は庭園に設置された意匠の 図像解釈をお こな っ た ｡ まず プラ トリ ー ノに用
い られた古代庭園的要素の 影響には ､ 古代皇帝の威厳 を借りて施主の 権力が顕示 されてい
る ことを明らか に した ｡ 次に地割りと庭園意匠の図像解釈をおこ ない ､ 庭園に おいて最も
強調された空間である中心軸に は ､ トス カ ー ナ大公 の賞賛を表す図像が設置され ､ 中心軸
と横軸で四分割された他の庭園空間は､ 君主が熱中した錬金術思想の物質生成作業のエ 程
を表す図像によ っ て ､ 神の 所業である物質創造の作業を模倣 したフ ラ ンチ ェ ス コ 一 世の世
界像 を表象して いる ことを証明 した ｡
このように庭園 プラ トリ ー ノ は, 施主フ ラン チ ェ ス コ 一 世が機械技術を駆使した意
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匠や芸術作品を楽 しむためだけで はなく ､ 庭園の 公開によっ て君主の富と権勢を公に顕示
し､ 複雑な庭園プログラム の使用によっ て錬金術的思想に基づい て表された ｢万物の創造+
行為をおこ なうフ ラ ンチ ェ ス コ
一 世の世界像を表したo さらに庭園空間には ､ 貴重な自然
物コ レク シ ョ ンや彫像
, 噴水などの美術品コ レクシ ョ ン が展示され ､ 君主に相応 しい コ レ
クショ ン展示空間が創られて いた ｡ つ まりプラ トリ
ー ノ に おける動植物の蒐集､ 水源調達
や植生の 変容など人間の技術による自然支配行為とは､ 錬金術図像を用いた意匠によっ て
庭園空間に表された ｢万物の創造+ の作業工程と 同様 ､ 神による ｢万物の創造+ 行為を模
倣する､ フランチ ェ ス コ 一 世の世界像を表してい るo
以上 ､ フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世が造っ た､ 閉鎖的な小空間にメディチ家賞賛をあらわす
図像と貴重なコ レク シ ョ ン の 陳列 したス トイディオ
ー ロ ､ 空間の規模を大幅に拡大し君主
に相応 しい 公的で開放的な展示 空間と して造られたガッ レリ
ー ア ､ そして動植物の蒐集に
ょっ て ｢自然の領有+ を表 し ､ 錬金術図像を用いて ｢万物の創造+ 行為をおこ なう君主の
世界像が表象された庭園 プラ トリ ー ノ を考察する ことによ っ て ､ フラ ンチ ェ ス コ
一 世に よ
る蒐集活動およぴコ レク シ ョ ン展示空間の創設が､ 私的な趣味や娯楽的な好奇心を満足さ
せる活動で はなく ､ 蒐集す るコ レクシ ョ ンと王に相応 しい展示空間の建設に よ っ て君主の
知と富と権力を表象する ､･権力顕示 的活動で あっ たことを明らか に したo
第三章で は ､ 自然科学的知識と観察に よっ て r真実+ を忠実に描写したヤ コ 朴 リ
ゴッ ツ イの 動植物画 を中心 に分析をおこない ､ フ ィ レン ツ ェ 絵画における自然主義の発展
につ いて考察した ｡ 考察の前提と して ､ 十五世紀以降 フ ィ レンツ ェ に輸入されたアル プえ
以北の美術工芸品や北方出身の 芸術家の活躍によっ て ･ フ ィ レン ツ ェ 絵画に自然主義の影
響が現れるようになっ た時代背景を考察し､ 直接観察に基づく外面的正確さを特徴とする
北方絵画様式が ､ 十五 世紀からイタリアで広く受け入れられ て い た絵画史的背景を明らか
にした ｡
フ ィ レ ン ツ ェ 公 コ ジモ ー 世はまた､ ア ラ ツ ツ イ エ 房の創設や北方画家の招碑に よっ て
アル プス 以北の エ芸や自然主義的描写を積極的に とりいれ ､ 写実的描写に優れた画家に王
宮の室内装飾 を依頼するなどして ､ 北方的な絵画様式を保護した ことを明らかに し
たo さ
らに 1 5 6 3年に創設されたア ツ カデ ー ミア ･ デル
･ デイ ゼ ー ニ ヨ の教育方針と具体的な活
動に つ い て考察した. そしてヴァ ザ ー) を初めとする十六世紀の 芸術論のなか で ､ イ デア
の自然模倣における優位 ､ すなわちイタリア様式の 北方芸術における優越性が主張されな
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がらも ､ ア ツ カデ ー ミア では自然模倣を芸術の基礎と定め ､ 解剖学や数学などの自然科学
的な知識の修得と､ 観察に基づく事物の正確な描写 をおこ なう素描が教授され ､ 職人的技
巧を用 いた自然模倣な どの北方様式的な絵画技法が . 十大世紀の フ ィ レンツ ェ 絵画におい
て重視されて い たこ とをア ツ カデ ー ミア会員による具体的な備品によ っ て示 した｡
次に ､ 自然主義的描写 による絵画 に関心を持ち ､ 北方出身の画家やア ツ カデ ー ミア
の 活動を保護した大公 フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世が ､ フ ィ レ ン ツ ェ ヘ 呼び寄せ たヴ ェ ロ ー ナ画家
ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツ イ と､ 彼が制作 した動植物画に つ いて考察し ､ 十六 世紀に制作された動
植物画の意味と用途にを明らか に した｡
筆者は ､ リゴ ッ ツ イ が自然科学的観察眼と北方絵画様式の撤密さを用い て制作した
動植物画が､ ｢近代世界シ ス テム+ の成立に伴っ て 流入 した新知識を獲得す るための手段
と して発達 した ､ r挿絵+ と してのイ メ ー ジの 重要性と同様に ､ いわば動植物の 描かれた
標本で ある細密画が ､ 君主に相応 しい新知識獲得手段 の 一 つ として蒐集された ことを､ 植
物学者や博物学者が論じた くイメ ー ジ) が担う情報伝達の 役割に つ いて記された第 一 次史
料を用いて明らか に した ｡
そ して十六世紀の ヨ ー ロ ッ パ を代表する高名な博物学者 ウリ ツ セ ･ ア ル ドロヴァ ン
デ ィ による論考や書簡な どの記述の考察を通 して ､ 十大世紀の動植物画制作で は画家と学
者の コ ラボレ ー シ ョ ン ､ すなわち撤密な描写技術と専門的な知識の共同作業が重要視され､
｢真実+ を描い たこれらの動植物画コ レク シ ョ ンが ､ 大変高い価値を有して いたことを示
した ｡ さらに動植物画コ レク シ ョ ンが ､ ア ツ カデ ー ミア で お こなわれて いた自然科学的知
識 に基づく自然模倣の実践と ､ ｢ヨ ー ロ ッ パ世界経済+ の発達 に よ っ て もたらされた新た
な知織や事物の蒐集活動の双 方に密接に関連 して い たこ とを明らか に した｡
また本論文では ､ 先行研究に おいて 全容が解明されて いなか っ たリゴ ッ ツイ の動植
物画に つ いて ､ リゴ ッ ツ イが フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世のために制作 した全動植物画と rトルコ
人と動物画+ の 連作のカタ ロ グ化を初めて おこな っ た ｡ リ ゴ ッ ツ イがアル ドロ ヴァ ンデイ
をはじめとする学者が論 じた ､ 動植物画制作の目的と用途を十分に理解 し､ 細密画制作を
おこなっ て いたこ とに つ いて具体的作品の分析によっ て論証 し､ また ｢トル コ 人と動物画+
の 連 作 の 分 析に お い て は ､ ヨ ス ト ･ ア マ ンが 著 し た 『世 界 の 人 々 の 衣 装(Hab1
'
tu s
pzTa e Clbm rym popolu m ta n zlm m m gu a m to e m l
'
D a m mSl
'
n gula EIs a pte dep]
'
ctl)』
(1577) が図像源である ことを図像分析によ っ て証明 した ｡
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最終章で は ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世逝去後 (15 87年以降) のリゴッ ツイ の制作活動を
追い ､ 動植物画制作が中心 であっ た細密画家が ､ 政治主題の 大型タブロ
ー や王侯君主の 肖
像臥 宮廷や聖堂に依頼された宗教画の制作など､ 作品ジャ ンルを著しく変化たこ とを明
らかにした｡ その 結果 ､ フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世の保護下 における文化事業が ､ 反宗教改革な
どの同時代の 宗教的規律に 囚われず､ さまざまな く未知) の文化や知識に対する君主の強
い好奇心に よ っ て おこ なわれ ､ リゴ ッ ツ イは自然物コ レク シ ョ ンの永久的保存と新知識獲
得のための動物画を制作する専門画家として ､ また優れた職人的技巧を持つ エ芸品作家と
して重用された こ とを明らかに した ｡ 加えて ､ 細密画家と してのリゴッ ツイの仕事は動植
物画がも っ て いた価値や ､ 学者たちの記述によ っ ても明らかなように､ 十六世紀 フ ィ レ ン
ツ ェ の絵画にと っ て重要な役割を果たした｡
最後に ､ 筆者が本論文におい て明らかに した 三点を整理して述べ る｡ 第
一 に ､ トス
カ ー ナ大公 フ ラ ン チ ェ ス コ ー 世の 文化政策と蒐集活動を, ヨ ー ロ ッ パ諸国が富と労働力を
求めて対外進 出をお こな っ た ､ ｢近代世界シス テ ム+ の成立という時代的状況の中に置 き
なおして考察 し ､ 君主が蒐集 した膨大なコ レクシ ョ ンが富と権力そ.して知識の表象で あり ､
また集められた世界中の 事物を陳列するための展示空間には ､ 君主が認識した世界像が表
されて いた こ とを明らか に した｡ そして蒐集活動によ っ て トス カ
ー ナ 大公国の文化的優越
性を示す こと に成功 した フ ラ ンチ ェ ス コ 一 世が､ r世界シス テム+ の活動に参入するため
に行なっ た政治政策を考察 し､ 先行研究におい て文化的側面だけがとりあげられてい た フ
ランチ ェ ス コ 一 世が ､ トス カ ー ナ大公 と して行使した対外的 り勾政的事業を明らかに し ､
アジア ､ アメ リカ ､ ア フ リカ大陸へ 強い 関心を抱き ､ そこか ら経済的利益の取得を試み る
さまざまな政策を行使 した君主フ ラ ンチ ェ ス コ
一 世の新た な歴史的側面を提示 したo
第二 に ､ 画家ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツ イがフ ラ ンチ ェ ス コ
一 世のために制作 した動植物画
群が､ 十六世紀に おけるコ レク シ ョ ニ ズム の流行と ､ 大西洋
･ 東方貿易の発展による新た
な世界認識の 作業とに密接に関連 しながら発展した絵画で あっ た ことを､ 動植物画が く未
知) の事物や情報の ｢真実+ を伝達する手段と して担っ た役割を明らかにする こと によ っ
て示した｡ さらに十六世紀中期以降に発達した ､ 自然科学的知識と観察に基づ い た正確で
撤密な描写が ､ 知識と芸術の共同作業､ すなわち学者と芸術家の コ ラボレ
ー シ ョ ンによ っ
ておこなわれたこ とを同時代史料によ っ て論証 し､ リ ゴ ッ ツイ がフ ラ ンチ ェ ス コ
一 世の 文
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化政策で重要 な役割を果た した ことを示 した ｡ この よ うに社会的文脈から画家の活動とそ
の意義に つ い て考察をおこ なうことにより , 絵画史上 に おける言説の変化の 中で ｢群小+
画家と位置づけられて い たリゴ ッ ツ イの 歴史的重要性をあらため て見直し ､ 埋解すること
が可能となっ た｡
第三 に ､ リゴ ッ ツ イが フ エ ル ディナ ン ド 一 世の保護の下 で制作 した絵画作品のジャ
ン ルが ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世の 下 での制作作品と著しい相違があるこ とを､ 十大世紀末か
ら十七世紀にか けて リ ゴ ッ ツ イ が制作 した政治主題や宗教主題をはじめとする具体的な作
品の考察に よ っ て明らか に し ､ 先行研究で扱われなか っ たリゴ ッ ツ イの 作品ジャ ンルの変
遷には ､ 十大世紀後期か ら十七 世紀前期にか けての 異なる時代背景と ､ フ ラ ンチ ェ ス コ 一
世とフ ェ ル ディナ ン ド 一 世が持つ 文化的関心と宗教観 ､ 世界観および文化政策の 相違が表
されて いるこ とを明らか に した｡
そして ､ この ような こ人の大公 による文化保護政策の 相違とはすなわち ､ 後期マ ニ
エ リス ムと初期バ ロ ッ クの 差異 に等 しく ､ 十六世紀の 世界 シス テ ム形成期が ､ 反宗教改革
によ っ て保守化 した十七 世紀以上 に自然と世界の認識 に迫るリア リズム をも っ て いた こと
を示 して い る ｡ この こ とは ､ 教会の思想統制によ っ て行なわれた科学の圧 殺 ､ また絵画史
における初期バ ロ ッ ク自然主義の 排撃の事情を明らか に し､ 絵画史の展開に新たな世界史
的視点による新解釈を提供するもの である ｡
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Sa ss ett;. FiJippo, Rag7
'
o n a m e nto d7
r
物 o Sa ss ettI
'
s opr;ad o o m m e roI
'
0 0 rd/
r
n ato da/ Gra nduca
Oo s/m o/ira /sudd7
'
tis u oi e /e n a z7
'
o n I
'
de/ Levante:d!rletO a Bo n91
'
a n n /
'
G/a nmdI
'
a z z J: ca vaNele
Ger o s oNm /
'
ta n o
[Gu arnierL1963,p308]
勧 君主の コ レクシ ョ ン 購入の ために交わした書簡
①1 582年1月 2 4日 [A S F,M P 25 8,c.51,･ Ba r o c chi.1 993,p.235]
②1 582年 12月 22日 [ASF,MP2 59c opia[etter e,c,88;Bar o c chi,1 993,p.23 5]
③1 582年 [Sa s s etti, F. , Letter e edite e
l
t n edite di Fnip po Sas setti,fir enz e,185 5,p p.21 6- 217]
④1 58早年 2月 7日 [Sas s etti,185 ,p235]
⑤1 584年1月 20日 [B N C F Magliab. , cI X m;c od.8. c .396r.]
⑥1 586年 1月 23 日 [AS F.Med,f5037.c c553r -563r; Gu arnie n
'
,19 63,p p.336
- 34 4.]
匪司 フ ラ ン チ ェ ス コ ･ カル レツ テ ィ が制作した日本地図に記された記述 (1597年頃)
[AS F,MJ
.
S C eIIa n e aMedic e a,filz a97,in s erto91]
軒 リゴ ッ ツイ の作品制作の報酬支払い記録 (① - ④)
①15 83年[AS F,G M ll O, c.3v.]
@158 4* [A S F,G M 11 0, c.Br.]
③1 6 0年1 1月 1 7日 [A S F. G M 2 28,in s.4. c,272;Go n z aJe z- PaJa cio s, A. .1 99 2,p,3 3〕
④1 5 79年 [A S F, M P 61 6, p.3 7 v.]
軸 リゴッツイによる大公妃ビアン か カッペ ッ 口 宛ての書簡 (① - ④)
①1 584年 2月 7 日
②1584年 2月 1 2日
③1 584年 3月 8 日
④1 584年1月 9 日
[A SF,MP 59 35, c .405]
[A S F,M P 59 35, ¢ .406]
[A S F.M P 593 5, c .723]
[AS F,M P 593 7, c. 45]
220
史 料
囲 リザ卦 - ルノの都市改造工事着工 式の式典
匝ロ
リヴオ ー ルノ都市改造 工事着工 式典の記録
望星 組
幽 艶
(n Oa vah
'
e r edI
'
Gra n alO O eMon sLin o rGI
'
w a n n /
'
To so Rettoredeua chie saCo w e ntu a/e de/
I
Oa va//
'
e r/
'
d/
'
Sa nto Stda n o/” p/
'
s a/nfor m a /
I
/ Gr7andu ca Fra n c 8 S C OI deJ
'
MedoJ
'
su/ya oer/m e n/a
oo/en n e s vo/ta s/
'
ne/ p/
'
a n odT
'
L/
'
v o m o /
I
/ 28m ar2･0 1577pe r/a po s edeNa pr/m ap/
･
eLra de/ya
oo stru enda cI
'
tta (31 m arz o15 77 da pis a))
(A S P Mod f.6 95)
cc.68rr71v.
Ser.m oSig.r mio
Se m a主io de siderai che iddio mi purific as s eilc u or eda ogni m a c chia a c ci6 che fos s e n e]
co spetto Su ogratoils a crific o , ofFe rto= da m e s u=
'
A[tar e,fain qu e sta s ole n nitadipors=a prim a
pietraaLiv o rn o: a c ci6 che Su aDivin a”. ta feHcitas s e(a bella et ge n ero s a opradi V.A[t, , et
S e mprehav e ss ein u e rapr otettio n e. 1a pe rs o n a etIa Ca s a, et tuttii Statis u oi, c o m ebe n s o n o
ob=gatodi farein c e s s abiJm .te perpubbtic obe n e, etperIta ntiob悔hi, ch
'
io ho c o nletaua qu ale ,
a ncor a ch
'
io cr eda e s s e re v e n uto a n oticia. c o m epa ss a ss er ole c o s e; n o ndim e n oho u o]uto
ma ndar einis c ritto tuttol
'
o rdin e etilm odo che site n n ein qu estofatto;etpr ega ndo Dio che Le
do niogni c o nte nto Le fa c cio hu milm e n.te riv ere n z a
Dipisaa31 dim ar z o15 77
Di V,Alt
Hu milis s. o et obligatis s.o Ser.e Gio v a n ni To s o
ト]
O RE M U S
Su m m eDeu s, quis u m m a et m edia,im ag. Cu stodis, quio m n e mbr e atura mintrin s e c u s a mbie ndo
co n cludis
, s a n ctific a etbe n edic ha s cr e aturas calcis et s abu)i. P, C hr.u mD.n u m n.r u m, Am en
- - - Et subito s
'
in c o min ci6Ia m e s s aPo ntificale, et s ole n edello Spirito S.to, c o nbu o n a c ape‖a di
m u sica, et c o nbeIIis s]
'
m e s a一ve d
'
Archibugiet di Artig‖eria, n e[1a ele v atio n edel S･ m oSac ra mto ･
Etpoc odapoich
〉
e‖a fu for nita, sidis c e s eglu LnPr O CeSSio n e et tuttavia c anta ndo si.)
'
hyn n oVe ni
■ ヽ l
Cr eator, ne=u ogo do v e si do v e v a c oJlo carela pietra: etdove eran oMs Le=o Spa n n o c chi･ et Ms
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Bcr n ardo. c o nho riu oljet a str olabi; et qu andoloro parv ete mpo･ che fu aLle 1 6or e et dueterzi
p,to apu nto, dis s ero al Prior eche fa c e s s eilre stante ･
Egliadu nque v ers ato i[ bigo n cio delta m alta be n edetta･ pr e sta m e nte･ et spian atala c onla
c a z ヱu Ofa, po sto m a n o a= pietrain n o m ede=a S･m aTrinitala diste s ein terraet c o n attra m alt .
pu o s e al [to dies sadu e m ato ni, et queui･ c o m eg)i fuin s egn ato･ r up pe c ol m artelto; et r
l
L C e Vuta
pe r m a n odi Ms･Tosca n a,ta pu o s ein n o m edi S･AItin u n odeuic a vj fatto apo sta per cia ne]Ia
pietr a[a qu ale n eha v e va s e‡, p･tr epe rte sta･ Et sopra della m edaglia pu o s e u npo c odic arbone
trito: et n e”
'
iste ss o m odoi[Sig.r Luigi Do v ar a, et altri, vipu os er o similim edaglie:in m odo Shetutti
lis e‡ c a vi rim a s er opie ni die s s e; e s s e ndo si rin n o v at Ia s alva de”i Archibugi e den
'
Artiglieria,
qu a ndo siste s ein terrala pietra;)a qu ale poi fu spars atutta delc a rbo n etrito･ detto dis opra,et
po sto citre)a min e s ott川dipio mbo, c o nin s crittio n edialqu a nte par olein cia sc u n a･ Et tuttavia si
c o ntin ua a m ura re c o n m atto niintorn ointor n o a‖ pietra, fin che e=a rim a se piも ba ss ade]Ii
m atto nicir c a u npahTIO: et a[Ior a]a pietr a n e) m e z z odie s s a. Et s ubito fh chiu s otuttoilv ac uo,
co n u n altr apietr aintier a et gra nde c om ela prim a, c o nl
'
Ar m a s c olpita vis opr adelta Se r･m a Casa
de Medici. et c o m eiJ Prio rehebbe per c o s s otr昌 v o]te c ol m e rtetlo Ia pietra s opr apo sta,]a
Cap peua c a nt6-
- - - Mu r otu oin e xpugn ab 捕circu mginge D.n eCivitate mista m, et ar mis pote ntia etu a eliberaea m
ab o m nib. Inimicisn o stris;Etda gloria m n o minitu oD.n eDe u s n o ste r.
- - - - Av e rtatu eD,n eんr orinimic o rum tu or u m
- - - - a Civitate ha c s a n cta tu a
etit Prio re c a ntbla s egu e nte or.o n e
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静コ レクショニズ ム 関連史料:ブイリツポ世サッ也ツティとフランチ ェスコ 功 ル レツティ
匝司
フィレンツ ェと東方貿易に つ いて(1 5 7年 フィリツ称 サッセッティ著)
2 紐 追軌道
鼓巨星家 継 且
(Ragio n am e nto di Filip po Sa s s ettis oprailc o m m erc;o o rdin ato da] Gr a ndu caCosim oltraIsud dit
su oiele na zio ni deI Le v ante:dir eto aBo ngia n ni Gia nflglia z zi, c a v alie reGero s olimita n o)
(Gu arnierL1 963.p308)
Sette mbre1 577
Motto magnific o eMolto Re u･o Sig･r mio os s erv a nd･ m o
Ec c o vi, Sig.r Ca u.r eilra c c olt diquelle c o s e che pos s o n ofare apropo sitodeln uo v o c o m m e rcio
che ordin ail Se r. m oGr a nDu c a n.r oSig.r etr alis ud dit s u oiele n a zio ni Ie va ntin e, Dubito mi
che cotor oi qu a= eg ge ra n n oq･sto dis c o rso, n o nhabbia n oafare qua giudito dim e･ che
An niba”e Cartagin e s efe c ed
'
u n o s ofista chein s u apre s e ntia ragionb u n a m attin aIu nga m･te
delta gu erra. E m olto divisbdetI
'
ufrftio delge n e rate; per6 che do m a ndato qu eLIo u o m ofer o ce･
che a ruto gli fu s s ediquet ragio n a m e nto, rispo s e: avere de
'
s u oi div eduto m o]ti ve c chi
rimba mbiti, m a u n o che si fatta m ente ba mboleggias s e, no n m a主I n o n m a主･ a v e ndo tanto cic alato
dic o sade=a qu a暮e nie nte s ape va･ Ora , 色 n o n昌 da dubitare che c olui n o ns ape s s epi心
dell'a rtede‖a gu e rr a, che n o n s oi de”a m erc atura; per6 She - s ebe n eio e ntraiu n a v olta per
i暮s e ntierodi div e nir e m erc ata nte, ta nto po c o av a ntiG a m min ai, e
■
ta nto tempo 昌 cheio s o n o al
ヽ
tutto fu o ri de, n egotij, che ape n ail n o m e n e‖a me m oria m e n e r esta ･ Eilv er o cheio n o
pos s o altrim .tis c u s ar mi deLloha v e re m e s s o]e m a n‡in qu e stodis c ors o,ilq
u a]e da u o m odim olta
spe rie n z apar e v a che s
,
a spetta s s e･ Se n o ndic e ndo cheio n o ci ho p
arte v er u n a-fu ori che le
s e mplicipar ole, es s e ndoI c o n c ettitutti di V･Sja J qu alia ragio n edi 一
eisi Ia m e nta n o- pe ra che
e=a da pe r s e ste s aIiar ebbe fattipiも viv a m･te ap parir e: a m epo rtano eglin o c o mpa ssi
o n e:
ce rticheio ho fatto per]o r oqu a ntoio sape v a sic o meio s o n ote n ut
o di far ein s er u vitio di V･a
s1]
L
a A=a qu a暮e prego da N･S ･re ognic o ntento Di Fior e n za a
=- I . Dis ett･breM D L X X VIl･
DIV.S.Re u.a
A 什m o Se r.忠
Filip po Sa s s etti
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醍
君主のコレクション購入のために交わした書簡:フランチ ェ ス コ 一 世とフィリツポ･サ ッセ ッテイ
之芝 垣
也
(A S F,M P 25 8,c.51:Ba ro c chi,1 993,p.235)
Noiinte ndia m o che v oiv e n epa ss ate afI
'
lndie, do nde are m m o c a ro a v e re s e mi, pia nte eta[tre
c o s e str a v ag nti e n o n ordin a rie. Pe rb ci far ete pia c eredi in viarci c o nIe prim e n a vi ditutte
queJle s orts dis e mi, di fior o pia nte, che giudicherete che n o n sie n o c o m u ni, c o nqu e)che dipiもdi
ヽ
co sa stra v aga nte che viparra. rim ette ndo ci intutto algu sto v o stro, chele s aprete m eglio s cierle,
● ヽ
che n oi do m a ndarle, a s sic u ra ndo viche n o npotretefar cic o s ap[ugrata. E Dio vigu ards.
フランチ ェ ス コ 一 世 ･ ディ ･メディチからフィリッポ･ サ ッセツティ へ 宛てた手紙(15 82年 1 2月 22日):
旦旦旦星空=王 盛
(A S P,M P 2 59c opialetter e,c.88;Baro c chi,1 993,p.235)
Poic帖 c o nIa v o str ade X V din o v e mbre ci s criv ete e s s er e ris oluto dipa ss a re a[[e lndie, vi
fa c cia m o rim etter e cinqu e c e nto s c udia c ci6 che gI
'
impieghiate per n oiin qu a】che gala nteriadic ose
ra re e che giudiche rete degn edie ss e re viste diqu a, rim ette ndo tutto a=a dis cre zio n e et arbitrio
v o str o. Visi rim ette a n c o altri 300s c udiper c o nto deI Cardin a[e, n o strofr atello, a c cio ch6
t ヽ
simi]m e nte g]i impieghiatein qu el che giudiche rete plu aPr OPO Sito etutto qu e)Io che pr ov ederete
c o nqu e stiotto c e nto s c udi;ndirizz ate ognic o s a a n o売, m ain du e c a ss edistinte, chein u n a sia n oIe
c o s e n o stre e n e”
'
altrequ eI]e de] Cardinale, che cipiglie re m opo‡c ura n oi d
'
in via rgJiele.
E Dio vi dia pro spe ro vjaggio efeJic e ritor n n o.
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地
軸
(sa s etti, Filip po , 幽 fir e n ze, 1 855,p p･21 6
- 217)
AFr a nce s c oValo riin Fire n z e
Molto magnifsig. mio o s s, m o
Dise vina ho ric e v uto u n av o stra]etteradig姶 .ilc o nte n uto de]Ia qu a]e s o no gruda per ch岳io n on
ヽ
via v e v os c ritto u n ordin ario, che do v ette e ss er equ eno che michiap po perilca m min otraqui e
sevilla. lo av e v adis egn ato dipas s ar m e]a ade s s o. m a v oi dopoIe grida far este･ c o m edis s e
so crate delta m os)ie, che dopo m otto gridar e aguisaditu o ni fe c epiov ere; eppera a n c ora cheio
n o n abbia m ater a, n o n mi par eda la s ciaredivisitarvi c o nqu e sti v e rsi- a n c o r a che e
'
n o n
c o nte nghin o m al detta Ia co s a, n o n v ole ndo starvi a repticarela m ala v e nturadel mio
tor n are
addietro, e s up po n e ndo anche che v oi cr ediate che v el
'ho scritto･ cheio mirim ette rb a qu e sto
be n edetto viag gio a s u etempo , delqu a[e pia c cia a n ostroS;Sn or eld dio dar miqueI]
'
e sito che sia
o n or s u o e s alute m
･
L a. Sopragtieffetticheio portavade
'
v o stri, n eho s cr;tto aloro e a v oipe r
dup一ic ate: che qu em che v ann oIa s ar an n o ric ev utida]o re n z oStr oz zi･ e ch
e qu e stiche torn ar o no
a dietrolic o n s egn aia que sti Fa nto nie Ne s, da
'
qu aliv e n e saradato c o nto, etio aIoro m en e
referis c o. Veg go bon e che I
,
impiegarti in qu alsiv oglia m e rc a n zia che sia, s a ra c oS adipo c o
pr of[tto. E s e v oi perde ssi qu alc o s a n e”
,
hpJegO She v e n efa ess e ro･ a prete ndes si cheio vi
rifa c es si e
,
da n ni, spe s eeintere s si, c o m e S ar ebb
'
e]Ia galantelL AIsign orGiova n ni da So m m ai
n onho s c r;tto pe r m e n o s ua briga, r eputa ndo che v oig]iaretefatte parte delc o
nte n uto diqu e ste
Iettere:inta nto eglia ndrape ns a ndotr aqule
`Lte mpo deua partitain qu eno che;ol
'
a raa s ervire-
Iln ostro sign o G.D . mi c om m e ss ed
,
s e midi div ers epia nte , qu ale mi im agin o che s舌a ade ss o
u o m or e c o rr e nte, s s e ndom en e statipoi do m a ndati dic ost da altrimieisig
n ori
･
[eletter ede
'
qu arL
mis o n o c apitate alle m a niade ss oI No ns o che c o m o
ditaio miaradisatisfar e al de siderioloro･
pe r c帖 c o nle pia nte bis ognereb be a n che u npo c odicielo e u npo c
o d
'
a ria･ o v e ell fus s ero
a c c o stu m ate diviv er e:
"
v edre m o s a s utiempo
”
voimi do m a ndate perqu e=a v ostr aIetter a molteIu nghedichiara zio ni･ a v v
e rtim e ntie storiette･ ]o
dir6 che voipe n siate che , giu ntola -io abbia a viv ered
'
entrate･ e pa s sar mi ilte mpo n egn studi
de]le belle Ietter e. La v og‖a vi s ar ebbe pi血 che m a‡, e
`= e mpo lo ric er cher ebbe; m a ta
pochitadeue su stan z eるdiab】o; sicchel
,
importa n z ade[n ostrotratte nim ento s arain m ateria di
n ego zi;pia c cia aDio che sia n odiquelpr o触 o
che io de sider o7 afRn e che v oi no n vitro viate
lnga n n ato del)e sper a n z edate vi･ E qu anto a merc a n Zie perq
u e=e parti, n o no c c o rr epe n s are
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a a m nda rv e n e, che s e n efa m aJ ric apito c o n m olt disgu sto e c o nperdita･ Re alibis ogna
portarvi, s uqu alisie ntra c o n30 % dipr ofitto. o c o sie c o mprar e
"
pedrilla s a[ba s
”
s e sipub, chesi
s o n o v e ndute co n80 % dipr of 他o de)prim e c o sto, ch
'占 u nbel far edel'u n odu ain 1 8m esi, osi
c o rr e m oltirisic o: ch)
L
ha pa uradipas s ar e, n o n s e minipa nic o.
No nho che dirvi altro c o nqu esta. Tr attasi de”
'
a ndata a Madrid de[[a imperatric e. Ma non
do vra e ssr eJa parte n z a n e og gin昌do m a ni, e c o n s egu e nte m e nte s arala sta n z adelr equicintin ua,
alm e n o伽 o a che qu e stiro m o rin o np榔 n oqu ak he quiete･ Ric ordivia s alutarein mio n o m equ el
p.de”e pr e s u ntu o sissim e,ils ogn o rBa c cio Va[ori, al qu a[e s crissi n o nl
'
ultim a , e ate n eremiin
v o str abu o n agr a zialddio vi dia c o nte nto . di Lisbo n a, a 1 8 deJm e s e r ac c or ciato .1 582.
Vo stro a冊 m o
空 地
生 地 L
(Sa ss etti,185 5,p235)
Se r.m oSig.Gra nDu c a,
PerlaIetter adi Vo str aAIte z z ahointe s ola v olo nta s u aper)a dispo sizio n edeHi 800 du c atichedi
o rdin e s u o mi ha pro v edutoiI Depo sita rio: de
'
qu ali ho a uto s atisfat
.
t o n e, le v er ollim e c o, e s e
lddio mi da r良gra zia cheio mic o ndu c ainIndia, c o mper era che po ss a n operla ge nti[e zz a e n o vita
Ior odarTe s atisfatio n e, a n c o r a cheio ar e首ric e v uto pe r m oltofa v o re che e‖a mia v e s s e a c c e nn ato
in qu alche pa rteI
'
in clin azio n e s u a: e
`
Is o migJia ntefarbde川 altri 300che a spetta n o aMo n sign or
川u stris sim o, E di lndja, a s u ote mpo, e aVo str aAlte zz a e aSu aSign oria I]lu stris sim adar6
c o nto e r ag g gu aglio partic ulare si delviaggio c o m ediqu e”a terra ed
'
ogniatr a c o s a che miparra
degn adiv e nirein c ognizio n efor o. No stroSign or epr o speri Vo straAlte z z a c ols u ofe暮icis sim o
stato, e[a m a nte nga mdto te mpo. Di Lisbo n a a
'
vII di febbraio 1 583.
D;v o stra alte z z a s er.m a
De v otis s.m o v a s s a”o e s er.r e
2 2 6
2 嘘
た基盤 鍵
(B NC F Magliab. , cI X m; c od･8･ c ･396r･)
A Fran c e s c ode
'
Medici
Gr andu c adiTo s c a n a
Fire nz e
[‥ . .]
Le co s e c o mPrate SO nO qu e Ste:
una ma nte”in adi Be nga[a ric a m at a m o nteria, c o m edic o n o, c o nperle e c ertirubinicost6
s erafni l OO
(qu esta n o n占for nita diric a m ar e, m ain po c ote mpo I da qu alu nqu e ric a m ator eI sipotrafor nire)
Due m atdHn ed
'
e r misin ode=a Cin a ric c a m e nte rica m ate e m o nte ria c o n ore e seta
Una pietradipor c ospin opic c o]a
un pe z odirnido”o dic o c c odi Maldiv a(o n ce dua)
Mo nta c oIe c o s edis opr a
Resta miepr spe ndereper c o nto di S･A･736 s erafhi･ 2tanghe e1 6 ba saruch
'
L･
s e r a罰ni 1 00
se rafini 40
s erafini 20
s eraflni260
互生地 盤 由
塾塵象ニ鮎 ぬ +
(A S P. Mod.f5 037,c c553r- 563r;Gu arnieri,i 96 3,p p.336
- 344)
Ser. m oSic.r e
calic at … La s u aCitta m olto gr a nde dicirc uito, s en z a m u r al s en O nta主pe z zi ditap pie a=a ba nda
dlm ar e, c adutigiabuo n aparte delle Cas ede s olate; GIiabitatoris o n ola m agg･r p
a rte m ori- ei
ge ntiliche vi habita n os o n ofra[orode pi心bas si, che s o n oi m e rc a nti1 Ch
'
e ssiaddo m a nda n o
citattini chei Nairri e s oldati si sta nn o n ePalm etiv ers oIa te rra; e
`
I detto Zam orin o viv e
dis c osto alla Citta ,ta nto che per a ndarIaa m e z zogiorn o n elcu ordeua state･ e c a
m min arper
la r e n a
,
u nhu o m ogr as s opa ss atra v aglio･ i c a m m
iniperdo v e siv ain qu ella pa rte delta s u a
Terra nch
,占 dalLe radici dlm o nte fatto 伽 o ana m as sim ala re ndon ofortis s･ m a eq
u asi
in supe rabile per6 cheindu strio sam ･te ha n n ofattele strade bas si･ m eI
inta nto hc e n etv er n oiI
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pa es e che畠 a=agatic cio disu a n atur al e paludo s oI ha quivil
'
a cqu eta nto a]te che n o n sIPub
a ndar vi, m agljarginiche chiug go n o etor c a mpiso れo a]ti elis ci, n ella m a nie ra che so nqu euede
n .ri Pianjgia njc o n u n a siepe d
'
u n o ste rpo mo一to fa ntastic o , per6 che no nhえ n e ra ms, n占foglie
m a占tutto rami, e tutto foglie che e s c o n o]
'
u n odeI[
'
a)tro , aha gr o s s e zz ad= m etad
'
u nbra c cio
c o ngl;ste cchisi du ri, e sigro s sj c o m eglispu nto ni; e per risto ro島 qu e sta pia nta v ele nosa;
ヽ
e m attratta chin e epunto.in m a nier a che po che per s o ne che stie n o s opra n el Campo dietroad
u n adiqu este s盲epi inlPedira no molti che v adin operquel ca m mino, pe riJqu ale sigiugn eal
Palagio deI Za m orin o, che 占 n e) m e z z od
'
u n a c er chiaa Co rte gra ndis s. m a cir c o ndata tuttada
c e rte stan z e c o m e m aga z zin[. ilpia n odlla qu ale占t ta re n a, c o n alc u n epaJm egiu nte presso
a[la s u aCa s a; eg]iche ci v ede v a v e njr eda u n agelo sia, ape rto Io sporte‖o dua fin estra,
do m a nda chier a v a m o, e che c o s a c e rc a v a m o, a=e qu alic o s ei Ge ntiliche ci gu ardav a nosi
Ja s sa ro n o a nda rein gin o c chio ni, e giu nte , e alz atele m a ni, c o m e chiado ra, abba s sat la testa
qu a siin terra, glirispo s er o, do nde e
'
dette暮ic e n za che n oie ntra s sim o; qu e sto s u oPala zz o占
ba s s o et ha de ntro c otaipic c ole c ortic e暮Ie c o nIog gie intor n ointdrn o chiu s eda u n m uric ciolo
ta ntalto dal pia n ode]Ia Corte. che per e ntr arvi bis ogn a s alta ndo appic c ar si c o nle m a n葺; Di
qu estalog getta per u n a s c ala dilegn opo c o m o n o che apiu u olipe r u n aCate ratta , c o m e n elle
n o str e c ol mbaie, 6 n eterra z zi s
'
e ntrain u n a sta n z aprim a spogliata e s ola,la s e c o nda du e
c o stui stav a古foder ata di legn a m e, et eglia[[o s c u r o s e n o nqu a nto da v adi ]u m equ etla sua
gelosia, sis ede v a s opr
'
u n[etto alto da Terraqu a nto s ar ebbe u nde s c oda s criv er etuttoignudo,
s e n o nqu a nto sicign e n et m ez zo c o n u npa n n odi ba mbagiate ss uto apittu rade
'
Jor oJ doI盲, e
`
Ic olo redelta c arn e占pi血 chiaro as s aiche dim ulatto, v e r s oilgia)lo. La statu r a m edio c re, a n zi
m agro che pie n o, [
'
a spetto dアhu o m oleg g.r o che si ric o n o s c edipo葺 n ella m a nier adi fav e]]are
parla ndo ta nto che n o nda[u ogo a rispo nderlialle s u edo m a nde, e c o si v elo c e m.te che i
Tur cim a n nin o nL
'
inte ndo n ofa c e ndo s e mpr e m e ntre che parla m oltigestic o nle m a ni; Porta
i Cape]Ii lu nghi, sic o m ettj ge nti[i diqu e ste part;r;v olti e)egatiall
'
insも c o n u n n odo, e c on u n
fIO C C O, c o m etalv o)ta si dip ngo n o c erte Ninfe: gl1
.
O r e C Chiaperti dis otto, ta ntolu nghichegli
v e ngo n o s opr ale spalle pie ni di botto ni, c o n a n em pie nj d
'
o r o, c o n r ubini e s m e raldin e‖a dita,
a n ena as s ai dipo c o v alo re, te n e v a s oprale gin o c chia u ngu a n cia暮e d
'
a r misin o, s opr a” qua[e
trattie n ele bra c cia; Jntorn ohav e v aIs u oi Regedori, e
`
= 弓e di Ta n or, e c e rt
'
altr oPrin cipe,
tuttin ud舌, cinti, c o n u npa n n o s ola m.te ,in m a n o[a spada, eJa roteIIa,le paro一e fur o n o m oke,
da ndolir agio ni di div er s e c o s e, ch do m a nda v a,la c o n clu sio n ed6 n eg.o perilqu aleio mic o ndusi
quivi fh v a n a, pe r6 che n o nbe ndispo sto c o nla m e nte a tr attenerl
'
amicitia gi且distrutti. per
m a n c aredilu ngo tem po dlc om m ercio , no n v ols e c o ns c endere aJ[
'
ho n e sto, v as sis e mpre
c o ntinua ndo n eIIa pa c e; e ade s s o stainpu nto u n ar m ata di 7 Galer e e70 Ga[e otte c on 2500
s oldatiper a ndar e afa v vric areIa Citta efo rte z z a, chei[ Za m orin o c o n s e nt che si fa c cia[. . .]
imper6 che a c c ade ndo dim ori e u nRein Battaglia, tutta(a ge nte che sitr o ve s e c o昌 obligata a
2 2 8
m orir e･a volo ntade† s u c ce s ore, e n o nha a es s erqu e sta m orte de s oldatisempI盲ce e s en 之a
ve ndetta, a n zi c o n m olta strage che ha n n o af r n eLIaterr adelnimic o[… ]
AI Zam o rin o, pe r a ndar r a v via ndoils u o c o m m e rtio; e a Portoghseiper che n o nsi fa c cia
■ ヽ
m agg,re e
`
】Re di Co c cin oco n]a riputatio n)o ro, pero che e s se ndo g[a u nRe u c ciodipo chi fa v ori･
ha pre so m OIta m aggior an za s opra glialtriPirncipi dl Malabar- e ha c o min ciato a star e c o ni
m od.mi Poytoghe si s血Ia s chie n a, e talv olta ate n orpo c o c o nto disadisfa re aげobb]igo de”a
c .nfederatio n e, e s e n o nfu s s e che qu e sto m oder n o鮎 昌hu o m oprude nte. e s a, c o m edico n oi
portoghe si, m olta [etterapotrebbe e ss er che giafu s s ero v e n utiar ottura, e per che I
'
a nn o
pa s s.o ci fe ce n e”a c aric adelle n avi m=e av arie, dole ndoc e n e c o
'
l V･c eRe. rispo se hav e re
sc ritto aS.M .q,Ilo s eguiv a e che a nder ebbe s e c o nda ndol
l
hu m orefh1 0 a Chefu ss ehone sto･ m a
che alla fin eintende s s e She sin e s a nguin e n o nfit r e mis sio; glialtriPrin cipidiqu e ste pa rti
sta nn oquieti al pres e nte･ Sta vain pu nto qu el Mago rper abbass are a= co nquista deIIo
stato d
'
u nPrin cipe dettoiI Za m alu c c o,1aterradlqu ale占in que st
'India e co ndin a c o
'
po rtoghe si
a]Ia Cittadi Ca vl; m aN.Sig,r e c o
`
iLs e c c o e stre m o che e stato e sta n el Gu z aret perdo nde
egli ha da pa ss a re n on gn e n
'
ha c o n ceduto･fhqu e sto Za m alu c c odi Ca sta Mor o u n ode qu attFO
capita ni che siribe=aro n o a) Rるdi Ca n ar a; C hiam aTolo m e oqu e sta terraCa n agara; I
Ge ografim oder n首Regn odi Nar singa, delqu a]e era Capela Citta di Bisn agar･ divide nd
osiqu e sti
c o ndu e altri Mor喜, e u nGn et=e,Io Stato d] Sig･r eIoro,il Padr de!quale ha veva c o nquistato
qu ello stato pe rla m ed･ m a m a nier a, tr adendoils u oRep delqu a暮e eglie
ra c ap.n o; le qu ali
m utatio ni s eguio n o, e s egulra n n O S e mPrein qu este partLperdar eque sti Prin cipi c arichi di
capita ni di10,12,1 5, o 20mila c a v am, no npure a vita d
'
u nhu o m oI m atrapa ss ai]grade nella
su c c e ss.e in rna nier a che qu eIIa ge nte n on ric o n o s c epi血i]s uo Sig･r v e r o･ s e n o n com e u n
s uddito de fa udatar
･
g ric o n os c o n oilp･m o Sig･r dl Fe udo- 6 m e n o･ s o n o m olt
'
a n ni che qu e sto
za m alu c c o a m m a]占diIebbra, e v ols e sicur ar n et bagn o, c oilqu ale n on v o)s e c ura si Go sta ntin o･
m apa ,e che n o nI;gio v a s s e, pe r o che ritiratosi da n egotijno n占 ap parito m atplu , gO V e r n a ndoto
l ヽ
stato tr eprin cipali d[Regn oin n o m es uo- qu a siglia ntichi Magi di Persia･
c om e s e egliviv e s s e･
fa c e ndo c o sta r c a raI vista dlproprio Sig･r ea chi la c erc a ss e･ di lu主do m a ndas s e･ o pur n e
fav eIIa ss e,fa c e ndo m ori dim ala m o rte cia s c u n o che n eten e s s epropo sito
c o m e chic er c a c os e
n u o v e. E pe, cheb m olto che sispars elafa m adlla Mo rte hara[- ･] porta da n aria ss ai del
s u osig.r eper spe nderliin qu e stefanta siedelta Cin a, m afln
O aquisim ostra m e m ogiuditio s o che
a v ar o. ve n n equ ad
,
or mu sin sin di Mar ヱOPa SS･tO Gio･ Batt･a Britti･ s e r･e del sgi･r Card･le
m a ndato dal Capita n od
,or mu z, n el qu al lu ogo eg)isi co ndu s se mir ac olo sa m e nte per che
as s altatalanotta de n a vilijdov
,
eg[ipa s s a v a, n e= 舶r di Persia da c erti Pe
sc atoriabbottin ati･ che
dom a nda n oi Nic c olotti,fu ro n o r ubatitt･iefatti dipr eda oper adi 70 0mila z e c
chini･)a ge nteIa
p)u pa rte u c cisa: e
`I d･ofe ritoin 6 pa rtirim a sto c o m e m orto n eIIa s e ntin ad
elNa viEio che gti● ヽ
Ar abi disfe c e ro,fln O a‖
,山m edel一
,
a cqua a ndb a discritio ndelv e nto edelm are cinque6 s eigiorni
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viv e ndo aguis ad s o r cio delta ta m e re ch
'
e r a n o c adute fr aIa s a v orn adiqu e sta barc a[. . .] va
co nes so(uiun Giude o che affer m a che暮o porrain te rr a s opraifs u aqu e m ne‖a Co sta d'Etiopia,
dov e a n c or che sia disabitato･ v e ngo n ogli AJe xini a pa s ce re ilBestia m e.o r o, che d
-
( quivi
potra n n o a ndar e ad u nMinister odi fratipo stoin u n a m o ntagn a, du egiornipr es s o aIMar edonde
s a radipo売ilc a m min o aIIa c o rte de] Pr e ste, pia n o e sic u ro. FuIaqu e sto Giude oapa ss areu n
Ve n etia n o che po rta v a)re aS.M . c o m e eg)iera stato giu rato per 恥 in que st
'
lndia, m a n o nIi
s ucc e s s ebo n eiln egotio, pe ra She ha v e ndo pr e s oterrain Arabia, fb dato a v vis odi )oro aI
Su aqu e, dov efur on pre si, et hebberom olta s ospetto; Certi 鮎ato po‡ diqu eJ[o che egli
anda ss er o afare , glilas cia: s ele diffic ulta che eIPa SSar O n O all
'
o r a]a ra n n ofatto s cie n z adonde
i Brittipo s s apa s s ar sic u ram e nte ne fara gr a nd.n 1 0 C O nte ntO Pe rils er ujo d‖a S.ta Sede
Apo st.c a aperJa s atisfatio n eche n eha vra”o n s.㍗IJl. m o equic o m e s e nta qu a(che partic o‡arit&
J
'
a v vis er o aV.S. Ne=a fin edelta state pa s.ta pro c ur aj diragu n ar e aJc u ni s e mi perm a ndare
a]PA.V. efo cipoco m eglio dinon nie nte, pe r6 che miv e n n er opiもto sto m e s s ein sie m e medicine.
che s e mi dipia nte de quan sipo ss a spe rar ediv ede r n a s c e rei[ &utto, pu r etaliqu alisi fus sero,
gliho gu ardatiin que sto verno dal]a c orrutio n e che c agio n aIa gra ndis s.m ahu midita c o
`lm olto
G alore,diqu e sta Terra; atutte]e c o s e, hotro v ato qu afraqu est Ge ntilia[tri lpo c rati, Ga]e ni.
e Dio s c o ride
,
chetratta n oque stefac ulta c on m olta ge ntile z z a, E diqu eJ Dotto re che s criv ein
qu esta m ateria de se mplici che dom anda n oNiga nto, ho tr a sJatato peril d,o u nMedt
'
c oge nti一e
■ ヽ
qu e‖o che egJjs criv ede暮fa ptu parte de”e c o se cheio nl a ndo aV.A. e s a rA c o nqu esta qu eJ
po c opi且 She io ho potuto rjtrarre, dene qu alita e virtもlo ro n o ndubito pu nto: che se
v e nis s equ a alc u n o, che c o nbu o nprincipijdi Filos ofla e m edicin a,ha v e s s ebu o n a c ognition edHa
m ater
.
[ ade s e mp)ici, ei n o nfa c es se motto gra ng;o v a m. .to alla Medicin a; e u nP 批ore che
s ape s s ebe ndis egn ar e e c olorire]e pia nte , po rgerebbe c o nla vistaloro m olt diletto , pe rbche
in qu e sta parte la n o vita昌ta nta, che no n si potrebbe im agin a re che s o一o a c o n siderarein
u n
'
e rba u n afoglia diqu attr obra c cia di lu nghe zza, com ehaio Quada Portoghe si ad dim a ndato
鮎 o, che 占 po sto dal Mattiolo per u n a spetie diPalm a, pa r e m a r a vigf]
'
a;I
'
o n o nfo ci m ai studio
n e s s.n o I
'
n q.ta m ate ria, e gu ori deIIalattuga, e deJ fin o c chio c o n o s c e v apo che pia nte perdo nde
n o n s ar ebb gra nfatto ch
'
io ha v e ssi m es s ofr aqu e st aJc u n e c o s e ch fu s s er o c osta c o muni,
che pur e siv ede produ rr eaqu e sta terraqu a sitt.ol
'
o rtaggio dI]e n.r eparti; e per v e ntura
m olte , einfinite a]tr
)he rbe che neglette periMo nti, e pe rle s elu e ci fa c cin o stim ar e che qu esto
CIim a n o nIe produc a; n o n resterod
'
a ndar ein cibfa c e ndo qu e‖a dilige n za che da 屯uttele
diffic ulta che cis o no , e da g(i altri n egotij mis ara c o n c e ss o, a v vis a ndo alI
'
A
.
V. qu em che mi
parradegn odiv e nirlia v a nti.
Fin o aqui fu s crittoin Go b;v e n uto qu!
'
in Co c c.n oho po c oda s oggiugn e re a=
'
A.V.Ja pia nta de71a
fo rte z za che 7 Po rtog.si fa n n o n eIIo stato di CaJic utさ chius a c o ntrin c ereinto r n ointor no, per
● ヽ
do nde sl ePa rtita diquivi la m agg.r parte de=
'
ar m ata c o
`
l Ge n e raJe detto Ru主 Co n sa)u ezda
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ca mora, I
-
(quale sta qui c o n cinq･Galere, un Ciale on e, e u n aGaZe a z za; s o n oqu e ste po c opJu
■ ヽ
ba s s e chei Gale o nj, e pii=u nghe m a n elre sto sigo v e rn a n o c o m elegni d
'
aJto Bordo co n3O fu ste,
spalm a ndo qui in qu e sto Rio ･di Co c cin o. pe r a ndars e n e ala Bo c c adeI Marro s s odic on oper
ordin epa rtic ola redi S.M . che m a ndaIa qu e sta arm atain s er.io del Persia n o, qu ale m a ndralor o
quivi(
'
o rd.n ediqu a nto ha n n oas eguir e;a ndran no ain v ern arein Ormu z, e n o npotra n n otorn a re
s en o nhog giad u n
'
a n no:seinfrata nto desselorofra】e m a n‡alc u n ode n a viluche v e ngo n odal
tra ce, po rto deIIJs ola di Sa m atra c arichi diPepi e d
'
altr edroghe , qu e sti s oldati n e s o n o
affa matis s, mi N.S. in c a m mini ”tt.oin s u oS.to s e r vitio.
Diq.ta Citta di S.ta Cro c edi Co c c.n o a23 di Ge n.io 1586a n ativitate
Di V.A.S.
Hu milis s.m o efedelis sim o v as s.1lo Filip po Sas s ett;
撰 フランチ ェスコ 廿力ル レティによる日本地図制件
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(A S F,Mis c ella n e aMed
'
[ c e a.f[Iz a97,in s erto91)
c.1r.
Cor ografia deI G;ap po n e
G.2r.
54 Mu c c u nSe rVo x u v o c s u
15 Fita Ghig.s e r m o c G ugu e
lls cim o n s allc a n c a
24 m us cia m u c a s ci
14+e clg
4jete ciu
12je Gige n
ll v o mingsto staJa citta de a z u ci
8Ha m a scic oin gsto r egn o s上ala citta deI Me a c o
ll Scim a n o
了ja m ato
2 3 1
2 sim a
7 chij
Cu min qn esto regn oestails a c ai
1 2 Co n c u ni
9Bitcim
6 ho chi
9is u mo
8 a chi
18 Cic uge n
ll Cic ugo
6 Vos c uimi
min oge s cim a
S cia cia m u mgem a
s Gicito
chibi
8 s a nlro
2 c e ufcim a
c
.
2v.
A. Nis s u n'hu o m ohabita hl qStO Pa eS e m a S olele do n n e e chie ntr ain qsto m a‡ ne ritorn afora
per Ghel
'
a m a z z a n o
B. Sc;ra n c o c u666regni cio昌 v
'占 u npa e s ede qsta ba nda detta Scira n c o c u che Mixim a, Mis cim a,
Ye ヱOga Xim a, Je zoga shim a, Japa nGiapo n e
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園リゴッツイ関連史料
匪疫]
リゴッツイの作品制作の報酬支払い 記録 (① - ④)
ウブイ_
t
yツイ､ トリブ ー ナの装飾支払い 記録 15 83年 Ci
(A SP,G M 11 0, c.3v)
a spes eperdipingerela c upola y cinqu a ntadu a eper a my Aghc o ntiprete s on spe r nf de”i a
ple C Ofr eie c o n s egn atiafatto Ligo z z apittor edi S･A･SI Pe rdipingereJaJa Cupola
- - - - 21 4･18･4
ウフィツツイ､ トリブ ー ナの装飾支払い記録 1584年 彊
(AS P,G M 1 10, c.8r)
a spes eperpignier[a Cupo一a c e nto v e ntiper J
'
fperdo atad de od]
'
Fra n, Curradi Battirolo s o n operla
d n.3000pe州 dor odin e a z40 ilm c o n s egn ato a m Fa e･c o Ligo zz apittor e c u eperdorar ed･
Cupola - 1 20
如 月
(A S P, G M 228.in s.4, c .272;Go n z ale z- Pala cio s. A. ,1 992,p.33)
Co nto dela Ga[e ria di Su aAlte zz aSer. m a c o nla c opo Ligo zz a
Co nto de
'
Ja v ori fatjperGa]erja dipa rola de] Ser. m oPatro n e
A di1 7 di de 9brio(n o v e mbre)1 600:devo ndareper u ndis egn ode Liv o rn o c olo rito soprala c arta,
elqu a=e s erv eper u nta v oLin odiLapis La z uli da c ordo c ot Ma･c o M･Ja chesde
shudis ette di
m o n eta elqu al dis egn o c o n s egn ato a m･ C hristofolo Milan es e･ Sc uds 7
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出 盛
(A S P, M P 61 6, p.37 7v)
Fi】p po de‖a s er e n a m a str odi Vetri12
Gio.Ambrogjo Mila n e s e20
Stefa n oMiLanes e2 0
Giu s ep po She]a v o ra co nli du oi mila n e si 6
PierMa ria detto Fa e nrino 1 0
Guisep po da Ca mpo Sto viglia cio 7
Guis ep po Ma rche siVin e zia no 30
Giorgio Mila n e seintag‖ato rediCarn m ei 25
C hristofa nc'figliok) del sud Giorgio pe ri1 9 d =ug1 576
-
-
-1 6
Ja c opo Ligo zz aVer o n e s e25
@
リゴッツイが大公妃ビアン か カッ ペ ッ ロ へ 宛てた衣装デザインに つ い ての書簡 (① - ④)
地
(A S P,MP 593 5, G.405)
Ser.nl aGra nDu che ssa mia Sig.r a
per s e ndo dj bisogno de)o r o et ra s oper[iric a mi di V･A･S･ pe rpotrir s eguitare adarfin e adetti
ric a mi la fa ct da r c o misio ne che mi sia datto a cio io pu o si da m e aqu e sti do n e che la v ora etdd
ra s overde s chur o n e m a n c aperlmpor e u n a m a nic a e川 tor n aletto cir c abr a v atr e et diqu esto
v.A.S. pu otr a ordin aredo v eiJlo debo piglia re a cioIa v e stis ervita sic o m eimio deb 他oi deriv erio ･
pr egc a ndo川 npri diimpo re]a pr o sim as etim a n a che nie nte etdclle m a n
'
I Che n o n e m a n c a s 母n O un a
dainpo re c oi)torn aletto s udetto ;ethu m llm e nte]e basioIa Vo stradi Gre n z e ad 7 febr aio1 584
D.∨.A.S.
Hu milisim o s er vitore
la c opo Ligo zz ap池o re
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呈 出
(AS P,MP 5935, c･4 06)
sre.m aGr aDu che s a
No' s e n z ao c a sio n e s chrivi a V･A･S･ in m erito de)Iis u oi ric a mi etin particholari del or o che
ric erc a ndoin to m a s oill.mi de simio roperdaraIIe da m edi V･A･ rispos e n o
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山
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
L. フ ッ クの 著書 (1 530) に 言及されて いる この植物は , P.A. マ ッ チ イオ ー リ の著書
(1544) の なかでも言及されて いるため､ 十大世紀半ばまでにイタ リアで栽培されて
い たこ とが明らか で ある ｡ 北米原産の植物で薬用にも用いられる｡
星 山 +
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
イ ン ド及び亜熱帯地方原産で ､ 古代ギリ シャ ､ ロ ー マ 時代から薬用と しても知られて
いる ｡
む - 一 助
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
アメ リカ大陸の熱帯地方原産｡ バ ー ドヴァ の植物園に 15 6 1年に紹介され ､ 続い て ピ
サ と フ ィ レ ンツ ェ の植物園にも栽培された｡ その後地中海全域 に普及する ｡ 薫か ら繊
碓 もとるこ とができる｡
鮎 _ _ _ _∠ 蜘
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
アメ リカ ､ ペル - 原産の植物で十六世紀にヨ ー ロ ッ パにもたらされたo
山 j
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭o テ ンペ ラ.
砂漠地方､ アメ リカの熱帯地方原産｡
山 乱釘
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭 ｡ テ ン ペ ラ ｡
ヨ ー ロ ッ パ ､ 中央口 シアに分布. 中世か ら薬用として用い られ ､ 動物の毒やペ ス トの
薬として葉を煎じた . マ ッ テ ィオ ー )も著書に言及され ､ またアル ドロ ヴァ ン ディ の
細密画コ レクシ ョ ン にも描かれてい る. (To m oIII denePia nte,c ･5 2)
山
白紙 ｡ 鉛筆 で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
2 59
十六世紀後期にイタリアにもたらされた球根類o マ ッテ ィ オ J )は ､ バ ー ドヴァ植物
園の植物学者 G. 3 ル トウ ー ゾが中央ア ジアから持っ て きたと記 してい るo
山
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
地中海地方に分布､ 古代から知られ ている植物｡
む _ 過
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭 ｡ テ ン ペ ラ ｡
ヨ ー ロ ッパ からイ ラン にか けて分布. 左下に ハ エ が描かれて い る ｡
リ 雌 牡迦 吐 趣 些ユ旦1
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ｡
キン ポウゲ科の四 種類の植物は ､ ヨ ー ロ ッ パの 山岳地方 に分布｡ 薬用と しても使用さ
れる｡ 四種の花の名は十七世紀に記されたもの である ｡
1 山 型 担 姐皿旦旦坦芝虹匹些り+ +
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
中央ヨ ー ロ ッ パ に分布｡ 実に触れるだけで ､ 果実か ら種を放出する特徴を持つ ｡
L 叫 塑麹辿 _【退 塾 迦 吐匹 墜 ⊥旦+
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
イ ン ド､ マ レ ー 諸島 ､ 中国が原塵地 . 東方で は薬用または染色用に用 い られるが､
ヨ ー ロ ッ パ では薬用と しては用い られない｡
叫
白紙o 鉛筆で輪郭. テ ン ペ ラ ｡
南 フ ラン ス か らイタリア にか けて分布｡
叫
卿 些ユ且+
白 軌 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
(イリス ･ ヘ ル モ ナ); イス ラ エ ル ･ イリス の 代表種｡ おそらくペ ル シ ャ からヨ ー ロ
ッ パ に 1 5 73年にもたらされた｡
(ス ペイ ンアヤ メ): 南東ヨ ー ロ ッ パおよび北ア フ リカ原産｡ 自生するo
古代か ら薬用や香料と して 用 い られる｡
2 60
ui B
白紙｡ 鉛筆で 輪郭o テ ンペラ o
ク レタ島原産｡ 種に毒 をも っ ている｡
山 且
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
ポル トガルか ら地中海沿岸地方に分布｡ 古来か ら球根は心臓病の強心剤と して 使用
されたo
旦 山 ユヱ+
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
ヨ ー ロ ッ パ ､ ア ジア ､ ア フリカに分布｡ デイオス コ リデス は ､ 菓を鳴息用の薬として
用いると して い る｡ 葉は食用としても使用｡
Lむ _ + 連∠ 如 u
白紙｡ 鉛筆で輪郭 ｡ テ ン ペ ラ ｡
ヨ ー ロ ッ パ , ア ジア ､ ア フリカに分布｡ マ ッ テ ィ オ
- I)に拠れば十大世紀に花壇に栽
培され て いた ｡
山 リ
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペラ ｡
西ア ジア原産の植物 ｡ マ ッ テ ィ オ ー リは､ プラハ の宮廷の庭園に栽培された この植物
を rコ ン ス タンテ ィ ノ ー プル のメリツ サ+ と呼んで いる o 解毒剤と して使 乱
星旦 L _ 也 +
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ｡
北ヨ ー ロ ッ パ に栽培され ､ 自生するようにな っ た o 香草o 中世か ら薬用に用
い られ ､
十六世紀には ペ ス トの 薬と して使用o この植物に つ いてア ル ドロ ヴァ ン ディ は 15 83
年 4月 26 EI のフ ラ ンチ ェ ス コ
- 世宛ての書簡で触れて いる o
也
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
内部が赤い根の特徴を描い て いる｡ 特定不可能 o
2 6 1
星旦L +とヨ_生 地 +
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
熱帯アメ リカ ､ メ キシコ の原産｡ 十大世紀頃ヨ ー ロ ッ パ にもたらされる ｡
叫
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
星 叫 ユ
白紙o 鉛筆で輪郭o テ ンペ ラ .
ヨ ー ロ ッパ およぴア ジア に分布するがイタリアで は自生 しない ｡ 中世に ドイ ツからイ
タリアにもたらされ . 発作予防や解毒剤､ ペ ス トの薬と して用いられた｡
M u 8 C u )
I
2 5) 即 由 垂 麹 垂___(68 0Ⅹ455) r1902 0r n
A V. 2 5
白雑｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
熱帯地方原産の常緑 軌 アル ドロ ヴァ ンディも 同細密画を所蔵する ｡
(To m oII Pia nte,c.30 6.)
2 6)蔓旦 L 坤
些 撃 旦
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
くムス かJ ･ マク ロ カルプム) (?); アナ トリア 地方原産 ｡
くムス か) ･ ネグレクテ ウム); ヨ ー ロ ッ パ に分布.
装飾用と して使用される ｡
al L *
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
ヨ ー ロ ッ パ , アジア ､ 北アメ リカに分 札
料 +
白紙 o 鉛筆で輪郭. テ ン ペ ラ ｡
中央アジア , トルキスタ ン ､ ヨ ー ロ ッ パ に分布｡ マ ッ テ ィ オ ー リが 1 565 年にコ ンス
タ ンテ ィ ノ ー ポリか ら入手 した ｡
2 6 2
29).ーj 旦 _ 山 型
Or汲1906 TA R. 2 9
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペラ ｡
野生種の チ .1 - リ ッ プ｡
乳旦L 血
遜 ぬ 由上製些旦旦+
白紙o 鉛筆で輪郭o テ ン ペ ラ o
くヴァ レリ ア ー ナ ー ピ ュ) (?); ア ナ トリア原産 (?)o 薬用として古代か ら栽培さ
れる ｡
(ヨウシ ュ 力ノ コ ソウ);岸壁に生息o イタ.Jアではア ツ ペ ン ニ
ー ノ などの山岳地 凱
特にル ネサ ン ス 以降､ 鎮静剤と して普及o
山 些且 Ll
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
ア ジア と兼 ヨ ー ロ ッ パ に自生する o 十六世紀末にはイタリア庭園に広く普及 した ｡ 十
七世紀初頭 からオ ラ ンダで栽培され ､ 流行する o 球根を食用にするためヨ
ー ロ ッ パ に
輸入 した ｡
9 3 L b
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ｡
ヨ ー ロ ッ パ ､ ア ジア に分布｡ 十大 ､ 十七世紀では傷止めとして根が使用されるo
旦旦 + 也 +
白紙 ｡ 鉛筆で 輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
熱帯アジア原塵の植軌 アジアでは繊維をとるために用い られる
こともあるo 十六世
紀か らヨ ー ロ ッ パ で栽 軌 利尿剤や結石 を取り除く薬と して使用される o
旦 山 1
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
トル コ 産｡ ロ シア で も自生する o 十六世紀か らヨ
ー ロ ッ パ庭園にて栽培されるo
《ア メリカ仙扇》 がアル ドt=ヴア ンデイの コ レク シ ョ ン にある(To m oⅥ
Ⅰ･dellePia n七e
c.1 37)が ､ リゴ ッ ツ イ の この作品より粗い描写技術である o
血 旦+
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ o
26 3
ヨ - ロ ツ パ 山岳地帯で自生するo 古代から療病の治療薬として使用 . 胃腸剤､ ほてり
止 めと しても用いられる ｡
蔓旦⊥ 避
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
地中海地方か らア ジア まで分布｡ 薬用と して は用い られ ない ｡
風に吹かれ ､ 曲が っ た妓を描い て いる ｡
叫 u
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
ペ ル ー 原産 ｡ 15 8 7年以前に フ ィ レン ツ ェ で栽培されてい る｡ 鑑賞用に用 いられる ｡
蔓旦L _ 哩
旦型 迦 ⊥E担迫旦旦+
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
類人植物として ヨ ー ロ ッ パで普及o 雌株が紫色の花 をつ け､ 雄株が白色の花をつ ける｡
アル ドロ ヴァ ンディ の手稿で 引用されて いるo (Bibl･ Univ. Bologn a. Ms s. Aldr.
n ･1 36
,
XI
,c･1 57v･)およそ 1 5 8 7年に制作され たo 特徴的で 巨大な根と繊細な花と
の対照が顕著である ｡
那
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
球根と花茎でチ ュ ー リ ッ プと判断できるが ､ 花部が未完成の ため特定不可 能｡
生 叫
白紙 o 鉛筆で輪郭. テ ン ペ ラ o
ヨ ー ロ ッ パ に分布｡ 十三世紀に 利尿剤 ､ 収敢剤と して使用 ｡
叫 ユ+
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
ジャ マ イ カ ､ ハ イチ原産o 真 っ 赤な花をつ けるため 現地で は ｢珊瑚の木+ と呼ばれる｡
嶋息や神経痛の薬と して 用いられる ｡
那
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
北ア フリカ ､ ア ラ ビア原産｡ ア ジアで は薬用として使用される｡
2 6 4
生 山 垣
陛 旦旦+
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭 ｡ テ ン ペ ラ ｡
ヨ ー ロ ッ パ ､ イタリア山岳地帯に分布｡
4 4) フ リテ ･L旦皇且 地 旦些
A V. 4 4
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペラ ｡
中央トル コ ､ 東イラ ン 原産｡ 薬用と しては用いられて い ない ｡
生旦L + 払 +
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
おそらく熱帯ア フ リカおよび熱帯地方原産｡ 十六世紀末にイタリア に輸入され ｢イ ン
ド産 ジャ ス ミン+ と呼ばれた ｡ 種子は食用と して用い られ ､ 中国では薬と して使用さ
れる｡
生旦L +ま 出
自紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
極東に分布 ｡ 十六世紀からヨ ー ロ ッ パ で栽培される ｡
旦ヱ⊥ 血 +
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭 ｡ テ ンペ ラ ｡
熱帯ア フ リカや東南アジア に分布してい る｡ 1 58 6年制作 ｡ 種は食用として ､ 花は染色
用と して用い られて いる｡
旦旦 止
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡.テ ン ペ ラ ｡
北ア ジア ､ 束ヨ ー ロ ッ パ原産｡
如 1
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
古代か ら薬用と食用のために栽培された ｡ 十六世紀で は､ ニ重の ケシが鑑賞用と して
庭園に栽培されて いる｡ リ ゴ ッ ツイ はア ル ドロ ヴァ ンデ ィの ため に細密画制作を画家
が同様の花を描い て いるo (To m ol dellePia nte c･117)
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臥旦L 一旦 坤 鮎
越 軌 +
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
(ム シ トリス ミ レ)‥ ア ツ ペ ン ニ ー ノ 地方に分布｡ 薬用に用いられる ｡
くゲ ンテ ィ アナル テ ア): 中央 ､ 南ヨ ー ロ ッ パ 山岳地帯に分布 o アル ドロ ヴァ ンディ
の コ レク シ ョ ンにも見られる. (To m oⅥ delle pia nte c.221)
料
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
葉の部分 ｡ 花は 【18800rnコ 参照 ｡
菓を力強く描き､ 画面からはみ だ して いる｡
叫
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
地中海地方の海岸に 生育 ｡
枝部だけが描かれて い る｡
巨旦L + 牡
白紙 o 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ .
古代より鑑賞用と して栽培される ｡
垂直性を強調するために ､ 画面右端に描かれて い る｡
邑A L_ 牡 +
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
南アメ リカ原産 ｡ 食用として賞賛された果実だけが描かれる ｡
ア ル ドロ ヴァ ン ディ の コ レク シ ョ ン にリゴ ッ ツ イが制作 した 《パイン》(159 1)(Tom o
ⅠⅠI c･19 6･)がある ｡ ア ル ドロ ヴァ ン ディ がフ ェ ルデ ィナ ン ド 一 世に宛てた書簡
(159 1･ 1･2 7) や手稿@ibl･Univ･ Bologn a. M s s. Al dr. n . 13 6,ⅩⅠ. c.1 57)の中で この細密
画に つ いて述 べて い る｡
那
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
ヨ ー ロ ッ パ か らトル コ にか けて広く分布｡ 球根は有毒｡
9 j i R _qliz22(465Ⅹ670)r19 3 30rnl rTAV. 5 6
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白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
中央､ 東ヨ ー ロ ッ パ に分布 o 麻酔剤､ 鎮静剤と して使用されるo 黄色の染色材料と し
菓を使用 ｡ ア ル ドロ ヴァ シディ が 1583年4月 26日の書簡で触れている｡
蔓ユL _ 迦 ユ+
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ｡
東ヨ ー ロ ッ パから ドイ ツ,イタリアまで分布o サ ソリの毒の解毒剤として古代から使用
される ｡ 十七 世紀の 筆跡で ｢Calta+ と書かれる ｡ ア ル ドロヴァ ンディ の植物画 コ レ
クシ ョ ンに も同じ花が描か れるが､ リ ゴッ ツ イ の作品と比べ描写の轍密さ鋭さに欠 け
る . (M iniatu r edeu
'Aldrov a ndi Pia nte,To m oIV,c-32 1)
蔓旦 L 地 ユ
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭 ｡ テ ンペ ラ ｡
地中海から中国まで 広く分布｡ デイ オス コ リデス も解毒剤として葉を使用 して い る｡
疹癖や膿療治療に利用する｡
邑旦L 也 +
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
イ ン ド､ マ レ ー シア 地方か ら輸入されるo 十六世紀末まで には-､ フ ィ レ ン ツ ェ ､ メデ
ィ チ家の植物園で栽培されて い た｡
旦旦 L _ _ 也
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ｡
ヨ ー ロ ッ パに分布 ｡ 乾燥させ粉末に し､ 食用に用い る｡
6 1) アデノ ステ イ 地 些
A V. 6 1
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
ヨ ー ロ ッ パ 山岳地 帯に分 布 o ア ル ドロ ヴ ァ ン ディ の 手稿に 記され る o (Bibl･Univ･
Bologn a. Ms s. Al dr.1 36･ⅩⅠ･c･15 7v･)
山 型旦旦+
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
特定不 可能 ｡ ア ル ドロ ヴァ ン ディもリ ゴ ッ ツ イ が制作 した未完の 同植物画 を所蔵して
い る . (To m oIII dellePia nte c.19 7)
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虹 垂些 q?g(680Ⅹ465)r194 00r n
A V. 6 3
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
北アメリカ の湿地帯原産｡
薬用としても用いられ ､ イ ン ドでは食用と して も使われる｡
旦ム ー j土星旦星二旦 二 極
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
ヨ ー ロ ッ パ山岳地帯に分布｡ おそらく有毒｡
虹 ヱ旦旦=ヨL 連理 星 垂垂 堅 空 虚三重茎坐臥J 迎些坦望1 躍些退j
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
地中海地方原産.
班
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
南 トル コ とカシ ミ ー ル 原産｡ 鑑賞用として庭園 に栽培される o
1 5 7 0年代末に制作される ｡ 球根を薬として使う｡
旦ユL + 上互生 拠
白紙 o 鉛筆で輪郭o テ ンペ ラ .
中央ヨ ー ロ ッ パか らイタ リア に分布. 有毒種 ｡
虹室_L _ 旦些垂重出廻 迦担臥【竣些旦痩ば些監隻j
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
特定不 可能 ｡
虹
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
北部 】 中央イタリア 原産｡ 昔は薬用と して 用い られて いた｡
乙 出
自紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
地中海地方原産 . 前景 に描かれる鳥はシャ コ o
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山 些ユユ+
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペラ ｡
十六世紀に盛んに庭園で鑑賞用と して栽培される ｡ 根は解毒剤､ ペ ス トの 薬として用
い られるo 皮膚病にも効くといわれるo
z 旦L 避
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
中央ア ジア原産だが , 古代か らイタリア に存在する ｡ 十六世紀コ ンス タンテ ィ ノ ー プ
ルから多くの 品種がもたらされ , 君主の庭園で栽培された｡
z 旦L + 幽 +
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭 ｡ テ ンペ ラ｡
ピ レネ ー 山脈か らアル プス ､ およぴア ツ ペ ン ニ ー ノ 山脈に分布｡ アル ドロ ヴァ ン ディ
の植物リス トに記された . (Bibl.Univ. Bologn a. M ss. Al dr. n .1 36,c･15 7v･)
7 4) ヨ ウシ ュ チ旦_ 地 望
AV. 7 4
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
中国原産｡ 鑑賞用と して庭園に栽培される｡ ア ル ドロヴァ ンディ の植物 リス トに記さ
れて いる ｡ (Bibl.Univ . Bologna . M s s･ Al dr･ n ･136,XI･c･15 7r･) 15 87年頃に制作される ｡
山 +
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
食用と して用い られ る｡ マ ッ テ ィ オ ー リに拠れば ､ 十六世紀か ら多品種が栽培されて
きた｡ 枝 にはイ ン コ が止まっ ている｡
出
自紙 o 鉛筆で輪郭 b テ ン ペ ラ .
地中海地方 に分布. ア ル ドロヴァ ンディの手稿で言及されて いる o(Bibl･Univ･ Bologn a･
M ss. Al dr. n .136,XI.c1 5 7v.)牽か ら枯れそうな集まで様々 な状態が
一 画面中に描かれて
いる｡
乙ヱ⊥ _ 旦 由 ユ+
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ン ペ ラ ｡
中央ヨ ー ロ ッ パ に分布o イタ.) アのサ ルデ
ー ニ ヤで自生 . フ ッ クの著書に薬用と して
26 9
言及されて いるo また1583年4月 26 日のアルドロヴァ ンデ ィの 手紙に記述がある｡
之 叫 旦ユ
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
南東ヨ ー ロ ッパ や西ア ジア に自生する常緑樹｡ 葉を薬用と してもち いる｡
叫 些 ユ旦+
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テ ンペ ラ ｡
地中海地方に分布｡ 1 5 8 5年制作｡ この植物はアル ドロ ヴァ ンデ ィ の手記リス トに
記されて い るo (Bibl. Univ. Bologn a. Ms s. Al dn n.136,ⅩⅠ.c .157v.)
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圃 r動物画+ 連館カタ ロ グ
嘘 担虹L _
白紙 o 鉛筆で輪郭｡ テンペラo 卵白によるニス o
栗をかじるネズミと, 林檎とニ粒の栗 ｡ 白色､ 濃灰色のテンペラで細筆を用いて細部が詳細に
描写されている ｡ 透明感を表現した耳裏の描写は見事である｡ 細くて密な毛並み の様子が , 細
筆で描かれている｡ 林檎と栗は光を反射して光沢を持ち､ 質感が感じられる描き方である｡ 左
下にラテン言吉名｢Ca via ?+とインクで記されるo 影も描かれる. アルドロヴァンディのコ レクション
にも､ 動物だけリゴッツイが描いた作品複製があり､ ｢インドの 兎(Con]
'
g(io de = ndie)+と記されて
いる o(To m eI degh
･
Anim afi.c.157)アルドロヴァン ディがフラン チ ェ ス コ 一 世 - 宛てた手紙
(1578.9.8)では｢野生ネズミ(Topo Selv atici)+と記されるo
痩
辿 L旦L L
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡ 卵白によるニス ｡
無花果の枝に三 羽の鳥がとまるo モンテ ー ニ ュ がプラトリ
ー ノを訪問した際に｢孔雀のように長
い尾をもつゴシキヒワに似ている小鳥を見た+と記した鳥であると考えられる｡ アルドロヴァンデ
ィもリゴッツイが制作した複製をコレクションしているが ､ 画家は博物学者の関心にあわせ､ 装飾
的な構成はとらずホウオウジャクが画面中央に描い ている｡ アル ドロ ヴァ ン ディ が所蔵する
絵画は､ 鳥の大きさと構図が異なり､ リゴ ッ ツイ が施主の関心に合わせ て構図を変えて
い た ことがわかる｡ 特徴的な尾をもつ この鳥はアフリカで生育する鳥類である｡ 色彩の コ ン
トラ ス トと鳥の繊細さとの コ ン トラス トが特徴的である ｡
蔓L 乏担 迦
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡ 卵白によるニス ｡
尾が特徴的なネズミ｡ 濃灰色と白色(明灰色)のテンペラを用いて ､ 細筆で毛並みや筋肉構造 ､
尾先の 毛房が詳 鰍 こ描写されている｡ 影も描か れる｡ アルドロヴァンディの動物画コ レクション
に複製がある.(To m eI degli Anim a]i, c ･1 56･
”
Leprode〟
'
/ndI
･
e
”
)またアルドロヴァンデイの記述に
も｢ピラミッドのネズミ(Topo delle Pira midi)+rファラオのネズミ(Topo del Fara o n e)+という名称
で
記されている.(Bibl.Univ. Bologn a. Ms s. Aldr. ,nl 3 6,XI,c･1 57v.)
虹互を空 由
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡ 卵白によるニ ス ｡
ネズミとモグラが対面する図が描かれ , その間に割れた胡桃が置かれているo 左方のネズミは
詳細に毛 並みを描く. rTaJpa e ur opa e a+と記される. モグラも皮の質感が細かく描かれ ､ 下方
にrMu s - - +と記されるo
2 7 1
5) インドイノシシ Sus Gr:J
'
statu s(445x6 65)弘 地 L
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペ ラ｡ 卵白によるニ ス ｡
数字を切っ た跡がみられるため ､ 大きな紙に描か れて いた可能性大きい ｡ 細筆で毛を詳細に描
い ている o 右下rSu s Sc rofa+と記される o アルドロヴァンディがフランチ ェ ス コ 一 世に宛てた書
簡(1 585･6･1 1)に｢Por c olndian o+と記される｡ またアルドロヴァンディのコ レクションに含まれてい
る複製は, リゴッツイの従兄弟フランチ ェス コ ･ メルク - )オbUゴッツイによっ て 1 590年以前に制
作された｡
岬 型 壁 麺
軸 L
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡ 卵白によるニ ス ｡
三羽の鳥は詳細に描か れている ｡ アルドロヴァンディの記述にあるように ､ 菓の裏側 , 重なり､
枯れ具合が描か れている o 左下 にはインクで｢Qu er c u sRobur; e Par u s c o e r]e u s, M.tacilia
lr ogTodyte s, Fring川a c o el bs+. 右上 に記された数字は､ 切れているがおそらくr8 3z+o 柏の木
の描写は未完だが鳥類はとても繊細に描かれている｡
王L 廼 L
白紙｡ 鉛筆で輪郭 ｡ テンペラ｡ 卵白によるニ ス ｡
翼と尾が黒色 . 胸部頭部､ 尾の縁がレモン 色の 鳥｡ 噴はボルド ー 色 . 右足の細部が未完 . 鮮や
かなレモン色と翼の黒の 対称的な色あいを描写 ｡
吐 塑 ユ _
白紙o 鉛筆で輪郭｡ テン ペラo 卵白によるニ ス o
羽韻先の鮮やか なオレン ジ､ 緑 ､ 青色を描き､ 他部分 のグレ ー の羽根並み は詳細に細筆で白
いテン ペラを用いて描いている｡ 頭部の 羽毛と胸部の羽 毛 の相違も細筆によっ て明確に描き出
している｡ 足の水掻きの細部も細かく描く｡ 左下 方に ペンでラテン語名｢An as Cr e c c a+と記され
る. アルドロ ヴァンディの手稿に記される.(Bibl.U miv. Bologn a. Ms s. Al dr. n.1 36.XI.c .1 57v.)
吐旦む 地 & L
白紙o 鉛筆で輪郭o テンペ ラ . 卵白によるニス .
足の指が肉厚｡ 動きを表現するめに片足を挙げている｡ 目や噛の透明度や硬質感を轍密に描
く. 羽裏の 白ベ ー ジ ュ色 , 黒色 から白色のグラデ ー シ ョンを細筆で描くo 左下｢Fu[ic a atr a+とイ
ンクで記す ｡
2 7 2
政 雄 L
白紙｡ テンペラ｡ 卵白で艶｡
赤茶色から白色の羽 毛のグラデ ー ションを詳細に描く｡ 右足の詳細が未完成で(故に､ Ligo 三三i
がどのような過程で描いたかの考察が可能である｡) 特徴的な頭部の毛並みをもつ ｡ 片足を申
に浮かせ て動きのある描写をおこなう｡ 左下｢Arde afta v e s c e n s+とペンで記されるo
地 L
白紙o 鉛筆で輪郭o テン ペラQ 卵白によるニス ｡
胸部の 斑点模様の 細か い描写 ｡ 黒い羽 根並み を白色と細筆を用いて描くo 左下方｢Fafcu s
Nis us+とインクで記されるo
地 ⊥
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡
黒い羽 毛の部分も青緑色の艶を描く｡ - 部分を除いて全身黒であるが､ 噴と足の黒色と､ 羽根
色の バリエ ー ションに富んだ黒色を異なっ て描く. 左下インク字で｢Cor vu sPic a+と記すo
1 乱_土 地 L
白紙｡ 鉛筆で輪郭 ｡ テンペラ｡ 卵白によるニス ｡
水掻きの ある鳥 ｡ 白から濃灰色 - の羽根色のグラデ ー ションが綿密に措かれる｡ 左足をやや
浮かして動きを見せる｡ 長い 翼の 羽根の詳細部も細筆を用い て描かれる｡ アルドロ ヴァンディ
の手稿にも記される.(Bibl.Univ. Bologn a. Ms s. Al dr. n･1 36,Xl,c･1 57v･)
哩 _ _⊥ 由
江 雌 L
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡ 卵白によるニ ス ｡
小型 の 細密 軌 二 羽 の 鳥が 向か い 合 っ ている o 左の 鳥 は三 本 凱 左下 方に｢Char adriu s
A[e x a ndrin u s = T,inga Oc ,ophu s+とペン で記されるo 双方とも羽毛 の細部は細筆を用いたテ
ン ペラで精密に描かれている｡
l 臥 血
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡ 卵白によるニ ス ｡
右上 方に｢94+と数字が記される｡ 同島を描いた[19 76 0r n]と比較して､ より動きがあり､ 翼をや
や広 げている｡ 翼裏側の縞模様や羽根の質感を細筆で描写し､ 胸部の羽毛の赤茶色と灰色も
ー 本 一 本の線で描いている｡ 噴の硬質感や爪の鋭さも正確に描かれるo
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哩 _ 壁 L
白紙 ｡ 鉛筆で下書き｡ ｡テ ン ペラ｡ 卵白で艶｡
細筆を用いたテンペラで毛を描くo フランチ ェス コ 一 世がシンボルとして用い た動物であるイタ
チを詳細に描いているo 細筆を用いてベ ー ジュ 色で毛を 一 本 一 本描かれるo 下方に描かれたさ
くらん ぽと 一 片の肉は ､ リゴッツイが追求した視覚的リアリズム ヘ の強い 関心を示 すものである｡
リゴッツイが制作した複製画がアルドロヴァンディのコレクションにも所蔵されているが ､ 肉片と.
サクランボは描かれていない o(To mo I deg]i Anirn alic.1 58)アルドロヴァ ンディの著書に｢インド.
ネズミ(Topo deuelndie)止 記されている.(To m oI degliAnim atic･1 58, Bibl,Univ.Bologn a)
辺 些 L
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡ 卵白によるニ ス ｡
上部 にこ 匹の蛇が描かれる｡ 鱗を 一 枚ずつ細筆で描いたこ匹の蛇の絡み は ､ 蛇の表面と裏面
を見せるための絵画的 工 夫と考えられる｡ 下方のコ ブラは ､ その特徴的な昔と尾を詳細に描い
ているo コブラの鱗も ー 枚ずつ 詳細に描かれ ､ 左下 方にrColube r+と記されるo 複製がアルドロ
ヴァンディの コ レクション に収められている｡ 1 5 7 7年9月19日と1 5 7 8年9月8日付けのアルド
ロ ヴァンディからフランチ ェス コ 一 世 へ 宛てた手紙がこの細密画に つ いて触れている｡
過 _ _ 埠
正坐旦ヱL
白紙 o 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡ 卵白によるニ ス .
三 羽の鳥｡ 上 方の 鳥､ 他の 鳥との羽根色 ･質感の 違い ､ 頭部の斑点模様を細筆で描く｡ 真申の
首部分のまだら模様を極細の 筆で描写 ｡ 首から尾にかけて､ オレンジ色 から赤色 ヘ の羽毛の
グラデ ー ションを誠実に描く｡
1旦 遡 担L 処些旦旦L
白紙 ｡ テン ペラ｡ 卵白で艶
二 羽の鳥のうち､ 上 部は静止の 状態で ､ 胸部の斑点模様や羽 並みの 詳細は細筆で描かれて
いるo 一 方 ､ 下 方の Mus ciu sは､ 通常描かれない止まり木も詳 鰍 こ描かれ , 羽根をやや広げ内
側の ､ 赤茶色の羽毛を表にしている. インクで左中 ､ ｢Iu rdus Mu s cius+右下に｢Tu rdu sMu s ciu s+
と記される ｡
空也 塑 L
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペ ラ｡ 卵白によるニ ス ｡
柔らか い胸部足部の羽毛と､ 尾や羽根の詳細を細筆で描き, 鋭い噴と爪も正確な質感を描写し
ている｡ 胸部のまだら模様の色彩も細かく描かれ , やや前屈み の 姿勢は ､ 胸部足部の筋肉の
緊張が表されているo 左下 にラテン語名｢FaJc u s Mifv u s+が記される.
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星1Lヱ 鯉 吐
血 L
白紙o 鉛筆で輪郭o テン ペラo 卵白によるニ ス .
ニ組の つ がいの鳥. インクで左上｢Mota c‖a AIba+､ 左下｢Sc o)dpa x Gauin agoJo 微妙に異なる
羽毛の色合い ､ 斑点の様子も描く｡
担 ⊥ 吻
●
幽 L
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡ 卵白によるニス ｡
右下rEmbe riz a Cirlia cia - Fring川a do m e stic a+鳥の動き､ 姿勢などの描写に細か い観
察力が見られる｡ 等身大でえがかれる｡
地 車 唾
壁 晩 由
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭 ｡ テン ペラ｡ 卵白によるニス ｡
三羽の鳥と 一 匹の蛙 . 足と噴の長い水鳥は ､ 左中にrC haradriu s Alepa ndrin u s+とあり､ 左下 の
青色の羽根と大きな塀をもつ 鳥は｢A]c edo lspida+とインクで記される｡ 上記の 二 羽の鳥に向き
合う形で描かれた蛙は｢Ra na Es c utenta+と記され ､ 斑点模様､ 皮の質感も細筆で詳細に描か
れる . 右 中の 鳥はrC har adiu s Him a ntopu s+とインクで記され ､ 噴の色のグラデ
ー ション ､ 羽 根
の艶が細かく描かれる ｡
吐 血 L
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡ 卵白によるニス ｡
若草色と灰色の羽毛 が下 地に描かれ ､ その上 に細筆を用いた灰色によっ て羽毛の流れや 翼の
羽根の構成を描い ている｡ また､ 上下 の喋が交差しているのが特徴的である o 右下にインクで
rL. xia Cu rvir o stra fo e m :+と記される.
吸 血
[T A V.1 0 4]
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡ 卵白によるニ ス o
双方同じ方向を向く珍しい構成であるo 上 方の エナガは｢Mo nta c;”a m odularis+と記され , 翼の
上 に 白い 羽 毛 がか かる具合い が詳細に描写され て いる o 下 方の ス ズメと考えられる鳥は
rpa ru s c a udatu s+と記され ､ 茶色 ､ 灰色 ､ 白色の羽 毛のグラデ
ー ションが細筆によって描かれて
いる｡
2 75
a9L Z b @ 2
0rn】【TAV.1 0 5】
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡ 卵白によるニ ス ｡
三羽の鳥o 羽毛の細部が細筆を用いた明灰色テン ペラで描かれる. ヒバリは特徴的な足爪や
頭髪の詳細が描かれるo 左中下にrFrJ
'
ngjua Mo ntifringi)la m a g etflor a+とインクで記される｡
至且 _ + 壁 幽 軸
ste ntorle u S. Mon由cma a必a(52 6x387) [1 9830rn] 【TA V.1 0 6]
_ _ - - ■ ■- ■- _ . I _ _ _ _ - .■ ■一 . _ _ ■- _ _j■■- I .一 一 ■ 一 _ - - - - - -
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡ 卵白によるニ ス ｡
右下方に｢Mota c州a 触 v a , fo e m+とペンで記される｡ 四羽とも微妙な色彩のグラデ ー ションが表
現され , 細筆を用いたテンペラで詳細部が描かれている｡
姐 L
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡ 卵白によるニス ｡
つ がいの鳥 ｡ 左下にrTurdu sMer ula, Ma s etFoをm+と記される｡
雄の休部は水彩で描か れた黒地に､ テン ペラの 黒色で羽毛 の描写が細筆によっ て描かれる｡
向き合う形で双方とも同じ姿勢をとっており､ 大変美しい ｡
星旦 遡 L
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペ ラ｡ 卵白によるニス ｡
ニ羽 の鳥( おそらくつがい(上 が雌で下が雄))｡ 上方の鳥の頭部から胸部にかけての白色の斑
模様は細筆を用いたテンペ ラで描かれる｡ 箕の緑色の 光沢も撤密に描かれている｡ 下方の鳥
も､ 黒地に群青色と青緑色と薄茶色のテン ペラで羽毛の細やか な描写がおこなわれている｡
室型 _ ヱ 饗 L
自 軌 鉛筆で輪郭c テンペラ. 卵白によるニ ス o
- 羽 の鳥と - 羽の鼻｡ 右上 の鳥は頭部と寛が灰色で ､ 胸部が小 豆色をしているo 細筆を用いて
黒色のテン ペラで羽毛 の流れを描く｡ 中心部に描か れた島は白色のテン ペ ラで羽毛の 流れが
措か れ ､ 羽根の斑模様や鋭い爪 , ガラス 玉のような員も正接に描かれているo 左上 にrl O 9+､
左下 に｢S trix Bubo+とインクで記される.
哩
白紙 o 鉛筆で輪郭.テンペラo 卵白によるニス o
頭部から胸部上 方まで完成しているが ､ 胸部上方以 下の部分 はテンペラを用いた細筆による
描写が完成していない ｡ したがっ て ､ リゴ ッツイの描写方法が明らか になる｡ つまり､ 大まかな色
彩と陰影をつ けてから､ 細筆を用 いた描線によ っ て細密画を完成させるのである｡ 左下にr OtEs
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tarda+､ 右上 に｢1 1 0+と記されるo
32) オオ垂 地 [198 8 0rn]UAV.i i1]
白紙. 鉛筆で輪郭o テンペラo 卵で艶o
メキシコからコ ロンビア ､ エクアドル にか けての地方に生息｡ 濃紺の 羽根色に ､ 黒い テン ペラで
羽毛の流れが詳細に描かれている｡ 噴のレモン色と体色との対比が非常に美しく､ 頚部の 巻き
毛の毛並み が特徴的である｡ 喋にコブがある｡ 胸上部までは細筆による詳細な描写がされてい
るが,. 背から尾にか けて ､ 更に足部分lま未完成であるo 左下にラテン語名の｢Cra x+とペンで記
され､ 右上 にrl 1 1+と記されている｡ アルドロヴァンディのコ レクションにもリゴッツイが制作した
同種の鳥｢インド産鶏(GaIIo de‖
'
lndie)+(To m oI degli Anim ali,c1 54) がある｡ またアルドロヴァン
ディは『卓越した画家ヤコポ･リゴッツイの作品に つ い て』と題された記述のなかで ､ この鳥につ
いて記しているc(BibL UnivB ologn a.Ms s.A)dr,1 36 Xl. c.37v･)
竣 功 堅 塾 _ 塵 担 垣+ 塑 聖 如蔓塾蔓蝿
幽 L
白紙 ｡ 鉛筆で下書き｡ テンペラ｡ 卵白で艶
三羽 の 鳥 . 白色と黒 色 のテン ペラで細筆を用い て詳細が描かれて いる ｡ 右 中にrFringina
co c c .thra u ste s:Ma set Fo e mJ､ 左下に｢Frangil[a Petr o nia+とペンで記されるo
出 盛且些エ1ユ姐 _
白紙 ｡ 鉛筆で下書き｡ テ ンペ ラ ｡
ヨ ー ロ ッパ ､ アフリカ､ 南アジア ､ 東南アジアからオ ー ストラリアに分布 o トサカがある鳥c 体色
は黒であるが , 光沢を描くために青色が使われている｡ その上に ､ 細筆を用いた黒色のテンペ
ラで羽毛の 流れや羽根の構造を描写している｡ しかし､ 頭部の細部描写は完成しているが, 胸
部や翼 ､ 足の精密な描写は未完成であるo 右上 に｢11 3+とペンで記されるo
蔓臥 旦 由 』些土 塊
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペ ラ｡ 卵白によるニス ｡
白地 の 上 に ､ 細 筆を用い た灰色 のテ ン ペ ラで羽 毛 ､ 羽根の 詳細を描くo 左下 に｢Ietr oc o
lagopu s+とペンで記される｡ 白色の上 に塗られた卵白によって ､ 羽毛の 艶や かさが強調されて
いる｡
旦 血 吐 蝿
白紙 . 鉛筆で輪郭｡ テンペラo 卵白によるニ ス o
豊かな羽毛 が細筆のテ ンペ ラで詳細に描か れるo 右足の足首から先が未完 ｡ 左下 に｢letrao
Fra n c o)in u s Ma s.+とペンで記されるo
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嘘 L
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡ 卵白によるニ ス ｡
画面中央に大きく描かれる｡ 体色赤茶色が水彩で描か れ ､ 残りの 金色青色の斑点および首部
分の玉 虫色の羽毛の描写は全て , 細筆によるテンペラで描かれている｡ 頭部の綿密な描写法
に比較し腹部のそれは少々粗い描き方であるが､ 翼の羽根や尾部は大変轍密に描かれている｡
左下方rphaJ
.
a n u sColchic u s+とペンで記されるo
蔓草L 迦 垣
痩
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡ 卵白によるニ ス ｡
三 羽の鳥o rparu s m agio r+ と記された上方の鳥は､ 毛足の長さを細筆によっ て描写されている.
申の｢ Mota cilla Rube c o[a+ と記された鳥は､ 顔部から胸部にか けての赤茶色と､ 頭部下から翼
部にか けての青色から灰色のグラデ ー ションが細筆で描かれているo｢Mota c‖a Atric apila+と
記された下 方も同様, 白色のテン ペ ラで羽 毛 の流れた詳細に 描か れるo 左下 に｢Phafian us
Colclric us+とペンで記される｡
39) ジカマドドリ､ ペ ニヒワ Ge o skta c u nI
'
c Ldar/a, ^c an肋/s 飽 m m e a(388x31 4)担L 望狂む望旦土 迎
[T A V.1 1 8]
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡ 卵白によるニ ス ｡
ニ羽の鳥. 白地にクリ ー ム色のテン ペラを用い､ 細筆によって細部が描か れているo
蛸 些 _迦吐旦坦 エ竣L
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡ 卵白によるニ ス ｡
縦向きに木に止まっ ている図. 胸部は白地にグレ ー のテンペラで細筆を用いて細部が描かれ
ている｡ 頭髪の赤色 ､ 翼のやや黄色がかった部分も細筆のテン ペラで描写されている｡ 羽額の
一 枚 一 枚が､ 羽 毛の流れ柔らかさがわかるほど細かく描かれているo
旦吐 迎土; 班
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡ 卵白によるニス ｡
多色な熱帯地方のインコ ｡ 尾先と足の細筆を用いた詳 緋苗写が未完成である ｡ 他の部分lま､
羽毛の流れ､ 羽根の立体感､ 塀の硬い 質感 ､ 綾部の複雑な斑模様などは､ 非常に詳細に描か
れてい る ｡ ペ ンで 右上 に( 先端が切断されて いるが おそらく)｢1 1 9+､ 左下 に｢Ps批acus
Ara ra una+と記されている｡
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壁 由 L
白紙｡ 鉛筆で下書き｡ ｡テンペラ｡ 卵白で艶
三匹の サラマンダ ー ｡ 黒の 体色 に黄色の斑点模様のコントラストや ､ 体皮の質感の表現は同色
を用いた細筆によっ て細かく描いているo
- 匹は静止状態であるが ､ 他の ニ匹は動きのある姿
勢である. 右上 にr1 2 1+､ 左下 にrLa c e sta Sala m a ndra+とペンで記されるo
生乳 如
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡ 卵白による ニ ス ○
首から背中 ､ 翼にかけての 玉虫色の羽根と羽 毛の色が ､ 細筆を用いたテン
ペラで描かれるo 左
下にrT,inga Va n e][aJとペンで記される.( おそらくリゴッツイの筆跡ではない ･ と考えるo) 右足を
やや挙げ､ 動きを表現している ｡ 黒地に黒のテン ペラで羽 毛の流れが描かれるo
級 _ 由
白紙｡ 鉛筆で輪郭 ｡ テンペラ｡ 卵白によるニス o
首の長い鳥 ｡ 通常 ､ 水彩でベ ー スの色をつ けてから､ 細筆で細部を描く手法をとるが ､ この細密
画ではテン ペラによる細部が顔部の
一 部分のみしか描か れていない o したがって ､ 未完成な作
品と考えられる. 左下にインクで｢Arde a SteIIaris+と記されるo
吐 ご 血 -
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡ 卵白によるニス o
《ヨ ー ロ ッパヤ マネコ》[200 2 0r n]と同様､ 大まかな特徴が描かれているが､ 細筆を使
ったテンペ
ラによる描写 は ､ 顔部と首の 一 部分までしかされていない o ニ本の角も未完成であるo
一 方 ､ 顔
の毛並み , 筋肉の つき方などは灰色のテンペ ラを用い て詳細に描写されているo 足の 爪の形
が特徴的である｡ 右上 にインクで｢1 2 5Jと記されるo リゴッツイはア
ルドロヴァンディのコ レクショ
ンのため に同動物《ヘ ラジカ》の完成品を制作しているo
生 血 虹 迦 虹星章L
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ 水彩 ｡
灰色に黒色の斑点模様のある猫(あるい は ハイエナ)o 尾は同二 色の縞模様
である｡ 通常 ､ 細
部を細筆によ っ て描写されているが ､ この作品には描写がない o したがっ て ､ 未完成
である可
能性が高い ｡ 左上 にインクでr1 26+と記されるo 未完成ゆえに断言できない
が ､ 描写の粗さな
どリゴッツイの細密描写の 特徴をもたないため ､ 作者がリゴッツイではない可能性も考
えられる ｡
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地 L
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡ 卵白によるニ ス ｡
灰色の下地に灰色のテンペラで細筆を用いて細部を描く｡ 左下 にrMota ci(Ja Atric ap'
'
na Mas.+と
インクで措かれている｡
地 L
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡ 卵白によるニス ｡
草色とレモン 色をで体色を描き､ その 上 にテンペラを用いて細筆で描く｡ 左下 方に｢Motac川a
lro ch;Ius+とペンで描く.
蛸
[2 005 0r n] [T A V.i 2 8]
白紙o 鉛筆で輪郭o テンペラで細部｡
ニ羽 の鳥 o 上 方rLa xia C hloris+と記された鳥は､ 灰色 ので ベ ー スを描き､ 羽 毛の 流れを白色
( 明灰色)のテン ペ ラで細筆を用いて描かれる｡ 頭部の オレン ジ色が精微的である｡ 下方の
｢Mota c川aRegulu s+と記された鳥も同様 ､ 細筆を用い て翼の 構造 ､ 羽毛 の 流れが詳細に描写さ
れている｡
萱旦_ _ _主土 姓 旦 迦
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡ 卵白によるニ ス ｡
胸部がレモン色で翼が茶色の鳥｡ 羽 毛の斑模様や ､ 毛の涜れを細筆によっ てテンペラで描写し
ている｡ 右下にrFring川a Citrin ena+とペンで記される｡
蔓ユ主 軸
白紙｡ 鉛筆で輪郭を描く｡ テンペラ｡
他の魚同様, 責灰色の 体皮をベ ー ス に塗り､ 細筆で質感､ 鯖を描く. 下方 にインクで｢Sparus
erythrin u s. Fr av eh
'
n oJと記される.
蔓 拠
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ 水彩 ｡ テン ペラで詳細を描く｡
背ビレが特徴的 ｡ 鱗と顔部の質感を､ 細筆を用い て灰色のテンペラで描く｡ 左下 にラテン語名
rspa ru s+とペンで記される｡
軸 旦
白紙｡ 鉛筆で 下書き. c テンペ ラ｡
灰色のグラデ ー ション の上 に ､ 鱗を金色と濃灰色のテン ペラを用い て細筆で描いている｡ 左下
2 8 0
にインクでrSparu s止 記される.
室生 如
白紙｡ 鉛筆で下 書き｡ ｡テンペラ｡
膏灰色の斑模様をベ ー スに描き, その上に細筆を用いて灰色で鱗を描く｡ セビレの赤い斑点模
様や､ 顔部の体皮の 質感など細部まで描写されているo 左下に｢Spar us+とインクで記される｡
幽 虹
白紙o 鉛筆で下書きo .鉛筆で下書きoテンペラo
赤色 ､ 青色 ､ 灰色の体皮をベ
ー ス に描き, 灰色と金色のテンペラで細筆を用いて, 質感 ､ 鱗 ､ 立
体感などの細部を描写している. 下方に｢Sparu sde nte x･ De ntice･+とペ ンで記されるo リゴッツイ
はアルドロ ヴァンディのため に複製を制作している.(To m oVl･ Degli Anim alic･9)
【201 2 0r n】_+ 嘘56)Oa stagn o!室 幽
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭 ｡ テンペラ｡
丸い(正 方形 ?)休部が特徴的 ｡ 体皮の質感は灰色のテンペ ラで細筆を用い て点描法で描か
れているo 下方にrSpa, u s ,arii･ Rondin edim a re+とペンで記されるoリゴッツイはアルド
ロヴァン
ディのため に複製を制作した ｡(To mo VI deglia nim alide”
'Adr o v a ndi･c13)
蔓王辿 地 理星 座
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭を描く｡ テン ペラ｡
背ビレが大きく､ 形も特徴的であるo 顔部の質感および鱗は細筆を用いて詳細に措かれて い
る｡
蔓 由 ユ
白紙 . 輪郭を鉛筆で描くo テン ペラo
ピンクグレ ー の体皮をベ ー ス に描き､ 鱗や皮の 質感を細筆で描くo アンコ ウの
一 種の 深海魚で
ぁると考えられるこの 魚 は､ 鋭い歯と触覚 ､ 特徴的な胸ヒレを持 つ o 下方にインクで
｢Lophiu s
parvipin nis. Boldrb+としるされる.
由 日出 且 牡 娼旦ユ
白紙｡ 輪郭を鉛筆で描く｡ テン ペラ｡
背と尾ヒレに特徴的な吸盤の ようなものを持つ o 体皮の質感は､ 銀色のテン
ペラを用いて ､ 細
筆で 一 枚 一 枚の鱗と共に描かれているo 左下 にラテン 語名の｢Labr us+と
ペ ンで記されるo 背ビ
レ､ 胸ビレが大きく特徴的であるo ア ルドロヴァンディのコ レクション にもリゴ ヅソイの同魚の細密
画がある｡(To m oVI deg= Anim alic･24)
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也
白紙｡ 輪郭を鉛筆で描く｡ テンペラ｡
青灰色を基調にした体皮をベ ー スに描き､ 細筆で上 から鱗を措く｡ 顔部の質感や , 特徴的な背
ビレも同様 ､ 灰色と銀 色 のテ ンペ ラで細筆を用 い て 細部まで描写する ｡ 左 下 にインクで
rLabru sJと記されるo
【2017 0rnコ汀AV,1 4 0コ辿 壁
白紙. 鉛筆で輪郭. テンペラ.
下地で青緑色の上に斑点模様を描き､ 更にその 上に鱗を細筆で描く｡
睦
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡
一 枚 一 枚の鱗が細筆によっ て描かれる . 頭 一旗部の複雑な色合いと､ 体皮の質感も灰色の細
筆によっ て描かれている｡ 背中の緑色から黄色 へ の グラデ ー ションを下 地として塗り､ その上に
細かく鱗が描かれる｡ 下 方に｢Sparu she crta De ntiG e r O S $ 0+と記される ｡
軸
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡
灰色を基調としてオレンジ､ 青､ ピンク､ 黄色など､ 多色を用い て表現されている｡ また光沢兼保
存用の 卵白が用いられていない ｡ 尾ヒレ､ 背ビレも細筆 によっ て詳細に描写される ｡ 下方に
rsparu sde nte x, De ntic e+とペンで記されるo
卿 包
白紙 ｡ 輪郭を鉛筆で描く｡ 金とテンペラで彩色 ｡
特徴的な､ 背ビレ ､ 胸ビレ､ 尾ヒレを詳細に描くo 黒色と灰色の体皮をベ ー ス に描き､ その上に
細筆で鱗を描く｡ 更に ､ 金色を用い て黒色と金色の 斑模様を描写して いる ｡ 下 方 にインクで
｢Tra n o s c opu s s c aber. Pe s c ePr ete .+と記されるo アルドロ ヴァ ンディのコ レクションに複製が
ある｡(To m oVl deg】i Anim a]i dei Ms s. AIdr.(BibI.Univ.Bo一ogn a))
旦鎚 生 地 吐
白紙｡ 輪郭を鉛筆で描く ｡ テ ン ペ ラで細部を描く ｡
目が特徴的｡ 体皮の 質感が細筆で灰色の テ ンペ ラ を用いて 点描法で描かれ て い る｡ 他の
ヒ レの細部も細筆で描写されて いるo 下 方に ､ ｢Ziga e n a m afle u s. Pe s c e m artel)o+ とペ ン
で記される｡
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園 rトル コ 人 と動物+ の連伸
1)r養鯉⊥_ 幽 2946Fl rTA V.1 4 5
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡
上方左に同時代の記録と考えられる rStr ada n o… to del fo ntespizio+ が黒鉛筆で善かれて
いる ｡ 聖職者の紋章に 用い られる(枢機卿用帽子の)赤組が ､ 紋章には男の横顔が描かれて
いる o チ ー タ ー が兜を被り紋章の上部 に座し､ その頭上 に ドラゴ ンの諌部が描かれて いる o
フォル ラ ー ニ が述 べるように ､ トル コ 人を描い た他の作品との 関連性が薄い ことか ら ､ 一
冊の表紙 と して綴 じられていたか否か は疑問で ある.
2)rトルコ 人兵±土 地 2 9 47Fl rTAV. 1 4 6
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡
自筆で rD E LI C A SI So n n ogli br a visoldatigliturchiglichia m a n oglim ativ ale n七i+ と
書かれるo 先行研究で は ニ コ ライ(15 6 8)の F.1 3 7に r[ -] 狂暴な姿をみ せるため に鷲の尾
を付けて い る｡+ と記述 される ｢勇敢な変わり者+ と ､ ア ブラ ハ ム ･ デ ･ ブラウン の著書
『ヨ ー ロ ッ パ ､ アジア ､ ア フリカ ､ アメ リカの人々の衣装 ( 也
幽 』(ア ン トワ
ー プ､ 1 58 1)の騎士 の版画 【2 7Ⅹ】
に典拠 をもとめ て いる (Fo rla ni,198 2) が､ ア マ ン(15 7 7)の版画 【C X C ⅥⅠ】 で は大刀 , 斧､
鵠の羽根､ 毛皮の マ ン トとオ レン ジ色の 止め金 ､ 衣装などの持物が共通 しており ､ より確
かな図像源 と して あげる ことが出来る｡ またフク ロ ウは 【19860 皿】 に類似 して いる｡
3) rヴェ ー ル を被 っ た農去真土星星空豊 幽 294 8Fl rTA V. 1 4 7
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡
自筆で ｢両手を覆い , この ように装っ て ､ 描か れたような姿で ､ コ ンス タ ン ティ ノ
ー プル
へ 向か っ て 歩く トル コ の女 ｡ (Le Do n n eTu r cbe c a min a n ope r c o sta ntin opolin el m o且o
qui disegn ato, etle m a nic ope rte, che n6 s o n n o c o n o sciute, etin tal m ono v e sto n o)+ と
記される ｡ アマ ン (15 7 7) の 【C C ⅥⅠⅠ】 と類似 して いる ｡ また茸長ヤギは ､ 1580 年 2月
2 8 日にアル ドロ ヴァ ンディ がフ ラ ンチ ェ ス コ 一 世に贈 っ た四 枚の動植物画の中で ､ ｢長く
幅広の 耳をも っ たイ ン ド産のヤギ [-] コ ンス タ ンテ ィ ノ ー プルか ら送られたデッ サ ン で ,
皮色は白で あると書かれて い た｡ 貴殿はこの デ ッ サ ン を素晴らしい貴殿 の画家に描かせ ､
2 8 3
彩色させる ことができるで しょう ｡+ と博物学者が説明した動物に類似 している1｡
2949Fl rTAV. 1 4 84) r花嫁の天蓋+(2! 塾旦呈萱
白紙 o 鉛筆で輪郭o テンペラo
自筆で ｢トル コ 人が娘と結婚する時には ､ こ こ で見られるように花嫁は馬に乗り天蓋に覆
われて花婿まで運ばれる . (Qu a ndo un Tu r cho ma rita u n afigliolla la m a nda a m arito
c ope rta, s ottoil b al da c chin oa c avallo com e quisiv ede)+ と記されて いる ｡ 論文中に述べ
た通り､ オモ デ ー オはベ ネッイ ア版の ニ コ ライ(158 1)の 【F18 6】 が源に なっ て いるとして
いるが､ 年代的にア マ ン(1 5 7 7)【C CII】 の 三 人の トル コ 人と天蓋の版画が図像源であると
考えられる｡
5) ｢女とホロ ホ ロチ ョ ウとア ヒル+(2 12Ⅹ27 4 2969Fl rT AV. 1 4 9
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡
自筆で左上 に rカ ラ マ ニ ア の 女Po n n edi Ca r a m a nia)2+､ 左下 に rエ ジ プ トの 七面鳥
((Ta c)chin a de Egitto)+ と記されて い る. 七 面鳥は新大陸で発見された新種の 鳥類であ
つ たが､ これらの動植物はその原産地が暖昧となり ､ ア フ リカ大陸やア ジアが原産と記さ
れる例が時々見られた｡ した がっ て ｢エ ジプ ト+ という表記にな っ た可 能性が考え られる｡
また図像源と しては､ 本文に論じた通りアマ ン(15 7)の 【C C VI】 があげられる ｡ また右下
の ア ヒル は 【19 6 40rn】 に類似 して いるo
哩
白紙｡ 鉛筆で輪郭o テンペラ o
2951Fl rTAF. 1 5 0
オ モデ ー オはニ コ ライ(1 568)の 19 0ペ ー ジの記述に典拠を求めて い る ｡ しか し筆者は､ ア
マ ン(1 57 7)の版画 【C L X XIX】 の衣装､ タ ー バ ンなどがリゴ ッ ツイ の 図像と類似 して いる
こ とか ら､ これを図像源とする ｡
i ail dis segno che m a ndo aVostr aAlte z z adiqu ella capraindian a co n1
,
o r e c chielo nghe et
la rghe chedipe ndon od alc apo - - . M ifu m a ndato qu e stodis segn oda Co n sta ntin opoli
s criv e ndo miche'lpelo e r adicolorbia n c o,
c olorir ed als u o e cc elle nte pitto r e･
”@U B, m s.6,I,c c.76r- c7 6v. ,･ To si,A”1 989,p.270.)
2 カラマ ニ ア (Ca r a mania) は ､ 十五世紀から十九世紀にか けて ､ アナ トリア内陸部を示
す地名と してもちいられた ｡
2 8 4
Po rtaVo str aAlte zz afa rladepinge r et
7)r鍵盤旦五里L!誕 些 295 2Fl rT AV. i 5 1
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡
ニ コ ライ(1568)の 柑1 2 1】 は黒人であるが､ 皿 ､ コ ッ プ､ ベル ト､ 皮袋 ､ タ
ー バ ン ､ 衣装
などに類似点があるため, 典拠になっ た可能性があるといえる o
2953Fl rTjSV. i_革ー 2J8) r** &
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡
自筆で上 部に r ムフテ ィ ー
8
､ トル コ の法王 (M VF TI,il Papa dellitu T Chi)+､ 下部に r怪
物 (Mo str o)+ と記され る o.最高位の法学者で あるム
プ チ イ - は ､ 威厳の ある姿で描かれ
て いる ｡ 法学者の様に座す怪物は ､ 空想の動物であり ､ 梶棒や 甲肯か ら攻撃的な性格を表
して い る｡
9)r兵士 と空 地 2954Fl rTAV. 1 5 3
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡
自筆で ｢ル ー メリの優秀な兵士 (C RO M C SI,So n n ogh br a vis oldati della Ro mena)+､
下方に rヤ マ ア ラ シ (Po r cho Spin)+ と記される . ル
ー メ リ (Ru m eh) は､ 広義にはオス
マ ン朝に おいて ビザン ツ帝国が支配 したバルカン半島領土の呼び名で あるo
｢ギリシア (ど
ザン ツ帝国) 人+ を意味する ｢ル ー ム+ と､ 咽 土+ を意味する ｢エ ル+ か ら成立する造
請. 十四世紀後半にはム ラ ト ー 世によっ てル
ー メ リの征服が実現されたo
先行研究で は､ 典拠となるイメ ー ジは明らかにな っ て い ないが ､ 本文中に述
べ た ように .
ァマ ン(157 7)【C X C ⅥⅠ】 が図像源で あると考えるo また両側の動物に つ い て は､ 蛇
は 《ツ
ノ マ ム シ》 【19 73 0r n】､ ヤ マ ア ラ シ は 体型 や足 型 が異 な るが 《イ ン ドイ ノ シ シ》
【19 6 10rn】 に類似 して いる ｡
1 0) ｢砲手とアを豊里皇去塾+ 2 955Fl rTAV. i 54
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭 ｡ テン ペラ｡
自筆で上方に r砲手 (C A PV GI, So n n ogli bo mba rdieri)+､ 下 方に
｢アオサ ギ(Air o n)+ と
記される｡ 人物は衣装, 帽子など持物の共通点か らア マ ン(1 5 77)【CX CI X】 が図像源で あ
3 ム フテ ィ ー (M ufti) と は､ 法学裁定 (フ ァ トワ
ー ) を出す こと を公 式の職務とする法学
者で あり , 裁判におい て裁判官の顧問を つ とめるこ ともあ っ た最高位の法学者であるo
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るo 一 方 , ア オサギは 《ア オサギ》【1960 rn】 の細密画と類似 して い る. 尚 ､ こ の作品
は第ニ次世界大戦時に紛失 したo
2 966Fl rTAV. 1 5 51 1) r座る トル コ 喪と豊里竪鼻糞ヱL鎧担垂型
白紙o 鉛筆で輪郭. テンペラ.
自筆で rこ こ に掻かれた方法で家の申に座り ､ 装う トル コ 女 (Le Do n n eTu r che Sedo n o
n ellelo ro c a se n el m odo quidiss egn ato, etv e s七o n o)+ と記され る. 本文に述べ たとおり ､
装身具や ポ ー ズの比較か ら ､ 先行研究で挙げられて いるニ コ ライ(1580)【F1 8 4】 よりも､
アマ ン(157)【C C VII】 がより直接的な図像源であると考える ｡
1 2) ｢ロザリオを持 つ男と レイヨ ウ+(2 10Ⅹ2 6 6 29 67 Fl rTAV. 1 5 6
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡
ニ コ ライ(1568)の記述 ｢孤独に動物とともに生活する トル コ 人修道者+ と ､ 脇に鹿を連れ
て い る 【Fl14】 が図像源にな っ て い ると考えられる . ア マ ンの 著作に は該当するイメ ー ジ
は存在しない ｡
1 旦)_
｢大きなタ ー バ ンの 若者と鵜J (2 0 2Ⅹ 26 9 29 5 8Fl rTA V. 1 5 7
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡
記述 ､ イメ ー ジとも典拠に相当するものがない ｡ フ ォ ル ラ ー ニ は トル コ 人商人で ある可能
性を提示 して い る. 黒色の鶏が描かれて い るo
i_
4i ｢異人の若者と馬+(223Ⅹ 274 2 959Fl rTAV. 1 5 8
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭 ｡ テンペラ｡
同上 , 記述およぴイメ ー ジの典拠が明らか ではなく 人物特定が不可能である0
1 jユ}イ_エ ニ チ エ リ
4と熊+ (2 10Ⅹ 2 74 2960Fl rTAV. 1 5 9
4 イ ェ ニ チ エ リとは ｢新しい兵士+ の義で ､ オス マ ン朝の常備歩兵をさす ｡ 君主直属の常
備軍団と して ､ 旧来の権力構造に無関係だっ た非 トル コ 系キリすと教徒出身の奴隷か ら構
成され . 十四世紀後期にム ラ ト 一 世が創設 したとい う説がある . 規則正 しく ､ 君主に忠実
な軍団と して高名である ｡
28 6
白 批 鉛筆で輪郭｡ テン ペラ｡
自筆で rコ ン ス タ ン テ ィ ノ
ー プル へ 向 かうイ ェ ニ チ エ リ (Gia nic e r oche va pe r
co stan七in opoli)+､ 下 方に ｢熊 (Or s o)+ と記されるo オモ
ー デオは ニ コ ライ(1568)【F8 1】
を典拠であると して いる ｡ 衣装や持物の類似性はもちろん ､ 顔も琴似している o 熊の描写
はあまり写実的ではなく ､ 直接描写された可能性は低い と考えられるo
如 u
白総 . 鉛筆で輪郭o テン ペラ.
自筆で ｢トル コ 皇帝の近習(A dic ci Ogla ni, So no glipaggidelgr atu rchib 8)+､ 下方に rア
オサギ (Sga r z o)+ と記される o フ ォル ラ
ー ニ は ､ 異なるイメ ー ジであるがニ コ ライ(15 6 8)
の 7 2ペ ー ジの記述が典拠であるとしている ｡
1 7) ｢上単身塾 幽 29 6 2Fl rTEW. 1 6 1
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡
ニ コ ライ(15 6 8) が､ ｢強く ､ 頑丈で , 筋骨達しく力強い 多国家の 男達 : しか しそ
の 多くが
黒人､ イ ン ド人または トル コ 出身のタルタル人で ､
ペ ルイ ア ン ドリ(Peluia ndri)或い は レ
ス ラ ー を意味するグ レツ シ (Gu r e ssi) と呼ばれる男達 [
･ ･ ･] 膝にか けて きつ い皮を巻く
ほかは裸で ､ [- ･] 頭上 に黒 い ビロ
ー ドの帽子を被り [-] 5+ と説明し ､ 【F9 3】【F9 4】 で
表した レス ラ ー が典拠で あると考え られる o また､ 背後に描かれた動物はフ ラ ンチ
ェ ス コ
一 世の動物園で飼育されて い た ｢トラと呼ばれる白黒で猫の風貌を持つ 大型動物+(モ ン テ
ー ニ ュ)であると考えられて い る ｡ アマ ンの著書に該当するイメ
ー ジは存在しない o
1 8) r若者 とダ里 旦皇⊥ 越 29 63 Fl rTA V. 1 堅塁
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭 ｡ テン ペラ｡
自筆で rバ ッ サ6の奴隷(Cu Ba s s a, So n no gli s chiavi delle Ba ss a)+ ,下方 に
｢ダチ ョ ウ
(stru z z o)+ と記されて い る o 人物の衣装や帽子 の 持物と ､ 両手を重ね直立するポ
ー ズが
ァマ ン(1577)【C X C】 と類似 して いる o またダチ ョウは ､ オモ
ー デオも言及 して い るが ､
5 "
u o mini fo rti, r obu sti, m e nbr utie n erv o si, ･ ･ ･ ･e s s endod
'
ogn lPa rteign udi: e c cetto che
po rta n obr a c chedic u oio m olto str ette v e r soilgin o c chio -
in capoha n n o u n abe rr ettadi
v elluto n e r o… pe nde nteda u n aba nda sulla sp･alla alla g
e o rgic a
”
･
(N ic olay,N.,1568,p･92･)
6 バ ッ サ (Ba s s a) は､ リベ リアに住むス
ー ダン部族をあらわす o
28 7
《ダチ ョ ウ》【19870rn】 と比較すると明らか なように ､ 噛や足の指の 形態が実物のもの
と大きく異なるため､ 実物の写実で はない可能性が高い ｡
1 9)r男とニ 羽のオウLJ(216_x男二担 2964 Fl rTA V.1 6 3
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡
自筆で rセ リム の守衛 (A SIO, So n n oglipo rtieri delgT aSelim)+ と書かれて いる｡ オス
マ ン帝国に はセリム ー 世 (在位 1 51 2-1 52 0) とセリム ニ世 (在位 15 6 6-1 5 74) がいる｡ ア
マ ンの本の 出版年と対応するのはセ リム ニ 世であるが ､ ｢gr a+ とい う文字は､ サ フ ァ ヴィ
一 朝に大勝 し ､ ア ラビア半島と北ア フリカ を含む三大陸に またがるイ ス ラ ー ム 的世界帝国
を築くという偉業をおこな っ たセ リム ー 世を称する r大帝 (il Gr a nde)+ を表す縮小形 で
あると考 えられる｡ 人物像はア マ ン(1 57 7)【C X CIIII】 に類似 して い る ｡ 手 に乗せ たオウ
ム は ､ イ ン コ 【19 5 20 rn】 に類似 してい るo
蔓_旦L 馳
白紙｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡
2 9 6 5Fl rTAV.1 64
自筆で ｢馬小屋の召使(AtOgla n, So n n ogli s e rvitto rida stalla)+ と善かれる o 本文中で述
べ たように ､ 人物はア マ ン(15 7 7)【C CI】 が図像源である｡ 黒馬 と白色の衣装を着けた黒
人の 肌色には ､ 色彩の コ ン トラ ス トが計算されている ｡
乙⊥L[轟去些壇畳土き当主ま_遜過重空
白紙 ｡ 鉛筆で輪郭｡ テンペラ｡
2 96 6Fl rT AV. 1 6 5
自筆で ｢野蛮国の黒人即o r odi Ba r v eria)+､ 下方に rキリン(Gir affa)+ と記される｡ フオ
ル ラ ー ニ は ､ ニ コ ライ(158 1)【F182】 を図像源 として あげて いるが ､ 前述 したようにアマ
ン(1577)【CIX X VI】 がより近い 図像で あると考える . キ リ ンの 図像は実写 で はない 可能
性が高い ｡
乙旦L 豊里捜三三去の男と白 フク ロ ウ(2 0 3Ⅹ2 70 29 6 7Fl rTAV. 1 6 6
白紙. 鉛筆で輪郭 . テンペ ラo
先端に三 日月を付けた旗を持ちメ ッ カ へ 向かう二 人の男は､ ニ コ ライ(156 8)【Fl19】 にあ
る ｢黒人巡礼者+ が､ 衣装､ 旗､ タ ー バ ン などの共通点か ら図像源で あると考えられる0
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覧
図 版 一 覧
( ): 図版典拠
1 1 フ ィ レン ツ ェ 派 《フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ･ メ ディ チ》15 7 0年代 ､ 油彩､ 112× 8 4.5c 恥
フ ィ レ ン ツ ェ , ウ フ ィ ツ イ 美 術 館 in v･189 0,n ･2 22 6((cat) I VoltI
'
del Potepe,
丘re n ze
,
2 0 02)
2 . ｢呼出しラ ッ パ+ 16世紀 ザイ ー ル ､ 象牙製､ 銀器博物館 (筆者撮影)
3 ･ ブ ロ ンズィ - ノ (カル トン) ジョ ヴァ ン ニ ･ ロ ス ト(ア ラツ ツ イ制作)《潤沢(Dovizia)》
1 54 5年 ､ アラ ツ ツ イ ､ 2 42× 1 46 c m､ フ ィ レンツ ェ , ピ ッ チ イ 美術館(((c at)L
'
o mbEB
del Ge B I
'
o M]
'
cLela Dgelo al
'
a z･te a R
'
T e n Z e1 5 37-1631,fir e n z e,2 0 02)
4 .
5 .
6 .
7 .
｢仮 面+ 2 50-6 00d.C. ､ 鋸 翠 ､ 1 5.8 × 17.3 × 5cm ､ フ ィ レ ン ツ ェ ､ 銀 器 博物館
((c at)Mag21iti
'
ce DZ a alla c utede)
'
Med1
'
c 1
'
,
fir e n z e
,
199 7)
オノ ラ ー ト . ボマ ー ル 《鳥》､ 16-1 7世紀､ テ ン ペ ラ ､ ヴァ レン シア ､ ヴァ レン シア図
書館(E L CVDJC E D B IA t M E H O N O R A T P O M EB(1 5 50-i 6 06)Pala Dte SJ, a n 1
'
m als
delTq
'
ejo a u ndoJ,deA m e zT
'
c B
,
Vale n cia
,
20 0)
オノ ラ - ト ボマ ー ル 《ホ 口 ホ ロチ ョ ウ》､ 1 6･17 世紀､ テ ン ペ ラ ､ ヴァ レ ン シ ア ､ ヴ
ァ レ ン シ ア 図 書 館(EL O O D M E D E JA t M E HONO m T P O W E R(1 5 5 0- 1 606)
Rala nte sJ, a D l
'
m alsdehq
'
ejo m u ndoJ,deA m erlc B, Vale n cia,20 0 0)
ウ1J ッセ ･ アル ドロ ヴァ ン ディ 《ホロ ホ口 チ ョ ウ》 16世紀末- 1 7世紀初 , テ ン ペ ラ､
ボロ ー ニ ヤ ､ ボ ロ ー ニ ヤ大学付属図書館
8 ･ 《羽根装飾品の制作》(ベ ルナルディ ー ノ ･ デ . サ ハ グン 『新ス ペイ ンの事物史(H]
'
sto m
'
a
delas cos a sla Nu e v BEspagn a)B､ 16世紀 ､ 水彩､ フ ィ レ ン ツ ェ ､ ラウ レ ンツ イア ー
ナ 図書館 (Bibl.La u r e n zia n a
,
Cod.M ed.Pal.2 18-2 2 0))
9 1 《と うも ろ こ しの栽培》(ベ ル ナル デ ィ - ノ ･ デ b サ ハ グン ｢新 ス ペ イ ン の事物史
(H1
'
sto n
'
a dela s c o s B Sla Nu e帽 Espag21a)+､ 16世紀､ 水彩､ フ ィ レン ツ ェ ､ ラウレ
ン ツイ ア ー ナ図書館 (Bibl.La u re n zia n a
,
Cod.M ed.Pal.2 18.2 2 0))
1 0･ r羽根製の 軌 ､ メキシ コ 産 (ア ス テカ)､ 羽根 ､ (Heika mp,D. , MeLdc o a Dd tbe
Medl
'
cJIITm n z e,19 72)
1 11 ロ ドリ ー コ ･ ブ ー テ イ ､ r天井画グロ テス ク文様+ (部分)､ 16世紀末 ､ フ レス コ ､
フ ィ レ ン ツ ェ ､ ウ フ ィ ツ イ 美 術 館 (Heika mp,D., Me xl
'
c o a nd the
Med1
'
cI
,
EFe n Z e,19 72)
1 2･ 作者不明 《モ ン テズ マ》16世紀末 ､ 油彩 ､ フ ィ レ ン ツ ェ ､ 銀幕博物館(Heika mp,D.,
Mex1
'
c o a nd 地e Med1
'
c}1Er e D Z e,1 9 72)
1 3･ ｢日本刀 ( 長刀)+ 1 6世紀 ､ 2 7 2.5cm ､ 日本製､ フ ィ レ ン ツ ェ ､ パ ル ジ ェ ッ ロ 美
2 90
術館､ ((c at)M&gmTl
'
c e n z a allB CO Pte del
'
Medl
'
cl, flre n Z e,1997)
14 . フ ランチ ェ ス コ ･ カル レツテ イ ｢日本地図+16 世紀末 ､ 雄
･ イ ンク ､ 28× 6 0c m､
フ ィ レンツ ェ ､ フ ィ レンツ ェ 国立古文書､ (A SP, M e s c ella n e aMedicea,丘1z a97,in se rto
n9 1.)
1 5. メ ディ チ家 工 房 ｢酢 - オイ ル小瓶+ 157 5･ 15 8 2年 ､ 陶器 ､ . 12c m､ ボス トン ､ ボ
ス トン美術館 (((c at)L
'
o mbF B del Genjo Ml
'
chela Bgelo al
'
a rte a Fh.e BZ e 1 53 7-
1631
,
fir e n 2;e,2 02)
1 6. ベ ルナル ド { ブオンタ レ ンチ イ (デザイ ン) ｢水差 し+ 157 5-15 78年 ､ 陶器､ 36･8
× 2 3c m ､ デトロイ ト, デ トロイ ト ア ー ト イ ンステ イ トウ ー ト ( (c at)L
'
o mbm del
Ge n 1
'
o MI
'
chela ngelo el
'
a pte a n
'
zle n Z e153 7･1 631灘 e n z e,2002)
1 7. ベ ルナル ディ ー ノ ･ ポ ッ チ エ ッ チ イ (デザイ ン)､ ダ ニ エ ル
･ フ ロ ー シ ェ ル (ガ
ラス) r机板+ 16世紀末 -1 7世紀初､ ピエ トレ b ドゥ
ー レ､ 95×84c m､ フ ィ レン ツ ェ ､
パ ラテ ィ ー ナ美術館 ((c at)Magn l
'
fl
'
c e n z a all c utedel
'
Medz
'
cl
'
,
fir e n z e,1997)
1 8. サラ ッ キ兄弟 ｢ドラ ゴ ンの 器+ 16世紀中期 ､ 水晶 ､ 23c m､ フ ィ レン ツ ェ ､ 銀器
博物館 ((c at)Magn l
'
B
･
c e n z a BEG co rte del Medicl
'
, fir e n z e,19 97)
1 9. ジャ ッ ク ･ どリ フ ェ ル ト ｢大公冠+ 16 世紀末 ､ 金 ､ 貴石 ､ 14× 1 8× 31c m､ ビス
トイア ､ サ ンタ ･ マ リ ー ア ･ デ ッ ラ
･ フォ ンテヌ オ ー ヴァ ((e at)Mag22i&
'
c e B Z B all coTte
de)
'
Medl
'
c l
'
,fir e n z e,1 997)
2 0. ベル ナル ト ブオ ンタ レ ンチ イ (デザイ ン) ジャ ック
･ どリアエ ル ト rフ ィ アス
コ + 1 6 世 紀 後期 ､ ラ ピス ラ ズ リ ､ 金 ､ 4 0･5c m ､ フ ィ レ ン ツ ェ ､ 銀 器 博物館
((c at)MagniB
I
c e n z B allB C Ortedel
'
Medl
'
c l
'
,
鮎 e n ze
,
1997)
2 1. ｢花のテ ー ブル+ 17世紀初､ 貴石 ､ ピエ トレ ドウ
ー レ､ 112× 162c m ､ フ ィ レ ン
ツ ェ ､ ウフィ ツイ美術館
22 . rス トウ ディオ ー ロ + 全体 臥 フ ィ レ ン ツ ェ ､ パ ラ ツ ツオ
･ ヴ ェ ッ キオ ､ (筆者
撮影)
2 3
. ポッ ピ (フ ラ ンチ ェ ス コ R モ ラン ディ - ニ) 《自然の寓意 とプロメ テウス》 1 6世
紀後期 ､ 油彩 ､ フ ィ レ ン ツ ェ ､ パ ラ ツ ツオ
b rj
k
ェ ッ キオ(Ba rde s chi,M ･I)･, Lo sta n zln odel
ppln clbein Pala z z o v e c ch
'
o, 鮎 e n z e, 19 80)
2 4
･
r五百人広間+フィ レン ツ ェ ､ パ ラ ツ ツ か ヴ
ェ ッ キオ((c at)Mag mTl
'
c e B Z a Blla collte
de1
'
Medicl, fir e n z e,197)
2 5
. ルチ ア ー ノ - ヾルテ ィ rス トウ ディオ
ー ロ の パネル画配置図+(Be rti,L･,(7 PTl
'
n ai' e
dello Studiolo,fire n 2;e,1967)
2 6 . L.J. フ エ イ ンバ ー グ rス トウ ディ オ ー ロ の パ ネル 画配置図+(((cat)L
'
o R 2bzTBdel
Ge n ]
･
o M)
･
chela Dgelo al
'
& rte aFl
'
r e n z e1 53 7-1 6 31,鮎 e n z e,2 0 02)
2 7. ヤ コ ポ ･ コ ツ ピ 《火薬の発明》 16世紀後期 ､ 油彩 ､ 116× 8 5c m ､ フ ィ レン ツ ェ ､
パ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオ
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2 8. ア レ ツ サン ド口 ･ フ エ イ 《金エ エ 房》16世紀後期 ､ 油彩 ､ 116×80c m ､ フィ レン
ツ ェ ､ パ ラ ツ ツオ ･ ヴ ェ ッ キオ
2 9. ジ ョ ヴァ ン ニ ･ ス トラ ダ ー ノ 《錬金術エ房》16世紀後期､ 油彩 ､ 117× 85c m､ フ
ィ レンツ ェ ､ パ ラ ツ ツオ ･ ヴ ェ ッ キオ
3 0 . ミラベ ッ 口 ･ カヴア ロ ー 1) 《羊毛加エ》1 6世紀後期 , 油彩､ 116× 86c m ､ フ ィレ
ン ツ ェ ､ パ ラ ツ ツオ ･ ヴ ェ ッ キオ
3 1. サンテ ィ b ディ ー テ ィ ー ト 《航海の渡渉》 16世紀後期 ､ 油彩 ､ 11 7×88c m､ フ ィ
レンツ ェ ､ パ ラ ツ ツオ ･ ヴ ェ ッ キオ
3 2. ポッ ピ (フ ランチ ェ ス コ ･ モ ラ ンディ ー ニ)《ア ベ レス にカ ンパ レス を与えるア
レクサン ドロス 大王》 16世紀後期 ､ 油彩､ 12 2× 8 4c m ､ フ ィ レン ツ ェ ､ パ ラ ツツオ ･
ヴ ェ ッ キオ
3 3. ヤ コ ポ も コ ツ ピ《ア レクサ ン ドロ ス 大王の前の ダリウス 一 族》16世紀後期 ､ 油彩､
121× 8 2c m､ フ ィ レン ツ ェ ､ パ ラ ツ ツオ ･ ヴ ェ ッ キオ
3 4. ア ニ ヨ 一 口 ･ ブロ ン ズ ィ - ノ 《コ ジモ ー 世》 16世紀後期､■油彩 . 116×85c m､ フ
ィ レン ツ ェ ､ パ ラ ツ ツオ ･ ヴ ェ ッ キオ
3 5. 口 レン ツオ ･ デ ッ ラ ･ シ ョ リ ー ナ 《ヘ ス ペリデス の 園で 竜を殺す ヘ ラク レス》16
世紀後期 ､ 油彩､ 11 7× 4 8c m､ フ ィ レン ツ ェ ､ パ ラ ツ ツ オ . ヴ ェ ッ キオ
3 6
.
口 レン ツオ ･ デ ッ ラ ･ シ ョ リ ー ナ 《ヘ ス ペリデ ス の圃で竜 を殺す ヘ ラク レス》
く部分)
3 7. サ ンテ イ ･ ディ ･ テ ィ ー ト《ヘ ラク レス とイオ レ》16世紀後期 ､ 油彩 ､ 11 7× 6 8c m､
フ ィ レンツ ェ ､ パ ラ ツ ツオ ･ ヴ ェ ッ キオ
3 8. ｢ウフ ィ ツイ美術館+､ フ ィ レンツ ェ (筆者撮影)
3 9･ rア ン プラス城+(マ テ ウス ･ メ - リア ン 『世界地誌』､ 1 6 49､ ウィ ー ン ､ オ ー ス
トリア国立図書館)
4 0. rラ ンツイ の開廊+､ フ ィ レン ツ ェ (筆者撮影)
4 1･ ｢トリブ ー ナ+､ フ ィ レンツ ェ ､ ウフ ィ ツイ美術館
4 2･ ロ ドリ ー ゴ ･ プ ー チ イ ､ r天 井画グE]テ スク文様+ 1 6世紀末 ､ フ レス コ ､ フ ィ レ
ン ツ ェ ､ ウフ ィ ツイ美術館 (Heika mp,D., MeLXZ
'
c o a nd 地e Medl
'
cl
'
,
Gr e D Z e
,
1 9 72)
4 3 ･ ロ ドリ ー ゴ ･ ブ ー テ イ ､ 《旧 フ ィ レンツ ェ の領地地図》1 6世紀末､ フ レス コ ､ フ
ィ レン ツ ェ ､ ウフ ィ ツ イ美術館 (筆者撮影)
4 4 ･ ロ ドリ ー ゴ ･ プ ー チ イ 《シ エナ領地図》16世紀末 ､ フ レス コ ､ フ ィ レン ツ ェ ､ ウ
フィ ツイ美術館 (筆者撮影)
4 5･ ジ ョ ヴァ ン ニ ･ ア ン ト ー ニ オ ･ ヴァ ノ ズィ - ノ ･ ダ ･ ヴァ レ - ゼ 《世界地図》
1573･1574年 , フ レス コ ､ カ プラ ロ ー ラ ､ フ ァ ル ネ ー ゼ宮殿 (Cim6,P., LI Nu ov o
Mo ndo,mila n o,199 1)
4 6･ 《四 大陸の寓意像》 (ア ブラ ハ ム ･ オル テ リウ ス 『世 界劇場 (Tea 加 m OTbl
'
s
29 2
Ter TB m m)』 1570､ ア ン トワ ー プ､ 扉絵)
47 . ｢地図の廻廊+ 15 8 0年頃 ､ ヴァ チカ ン市 乳 ヴァ チカ ン宮殿 (筆者撮影)
4 8 . イグナ ツイ オ p ダンテ イ 《地図の 間》16世紀中 臥 フ ィ レンツ ェ ､ パ ラ ツ ツ か
ヴ ェ ッ キオ (筆者撮影)
4 9. イ グナツ イ か ダンテ イ 《イタリア地図》1 6世紀中期､ 油彩､ フ ィ レ ンツ ェ ､ パ
ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオ
5 0. ｢ウフ ィ ツ イ美術館東廻廊+ フィ レンツ ェ (筆者撮影)
5 1. 《パオ口 ･ ジ ョ ー ヴィオの 肖像画》(パオEI8 ジ ョ
ー ヴィ れ 『偉人 ヘ の賛辞(Elo9
'
a
T,iTO n
･
m BellI
･
c B IV1
'
ta elllu stTlu m vT
'
m m m)』 155 6､ 初版)
5 2. ジ ュ ス ト ウ ー テ ン ズ 《ボ ー ポリ庭園》 1599 年､ 油彩 ､ フ ィ レン ツ ェ ､ フ ィ
レン ツ ェ ･ コ メ サ エ ラ
5 3. ベル ナル ド ･ サ ン ソ ー ネ L スグリ ツ リ 《プラ トリ
ー ノ南西部外観》 18世紀中期 ､
イ ンク ､ フ ィ レ ンツ ェ ､ ウフ ィ ツ イ美術館付属版画素描室
5 4. rプラ トリ ー ノ 庭園意匠の ための水管 凱 GJ･Za ngheri･ L
'
acqu a aPT atOll
'
n o
,
dB
ele m e DtO n atu r ale ad a rti&clo
”
m a m v T
･
g17
･
0 $O
M
,
in G]
'
a rdl
'
B O StO m
'
c o l
'
tal]
'
a n o
,
fir e n 2;e,19 8 1)
5 5. ジ ュ ス ト ウ ー テ ン ズ 《プラ トリ
ー ノ》1 59 9年､ 油彩､ フ ィ レン ツ ェ ､ フ ィ レ
ン ツ ェ ･ コ メ . エ ラ
5 6 . r力ノ ブス+､ テ ィ ヴオリ ､ ハ ドリア ヌ ス 帝庭園 (MacDo n ald･W･L･ , Vl
'
la A dtla na :
1a c ostm zl
･
o n e el
･
1m l
･
to dBA血 血コO aLou]
･
s Kahn, yale u niv e r sity,19 9 5)
5 7. ジ ョヴァ ンニ , グエ ツ ラ 《ア ツ ペ ン ニ ー ノ の平原》 約 160 4年､ インク ､ 素描､
ウ ィ ー ン , アル ベル テ ィ
ー ナ素描収集館 (Za ngheri･L･, PT atOh
'
-
･
1
'
g7
'
a rdz
'
B Odelle
m e m v7
･
8:17
'
e, fiT e n Z e,19 79,vol･2)
5 8. ｢大鳥舎+ (ジュ ス ト ウ 一 千 ンズ 《プラ トリ
ー ノ》(部分))
5 9. 《ワロ の鳥小 屋》 15 58､ 版 臥 ニ ュ
ー ヨ ー ク ､ メ トロ ポリタン美術館
6 0. (A) S. ヴイタ
ー レ 《Pr atohn u m Magni Du cisHetr uria e》1 580年代?､ 木版 臥
フ ィ レン ツ ェ
6 0, (B) S.ヴイタ ー レ 《Pr atolin u mMagni Du cisHetruria e》 158 0年代
?､ 木版 臥
フ ィ レンツ ェ ､ (四 分割固)
6 1. ジャ ンボロ ー ニ ヤ 《ア ツ ペ ン ニ ー ノ》1 57 9･ 15 8 0年 ､ ス プ
ー ニ ヤ他 ､ 約 4 1m ､ 彫
像 , フ ィ レンツ ェ ､ ヴィ ッ ラ ･ デイ
L デミ ドフ (筆者撮影)
6 2. ヤ コ ポ ･ リ ゴ ッ ツ イ 《エル パ島の眺め》1586年. イ ンクと水彩 ､ 4
3･5 × 3619c m､
フ ィ レ ン ツ ェ ､ ウ フ ィ ツ イ 美術館付 属版画 素描室 (((cat)L
'
o mbzu del GeD ]
'
o
Ml
･
chela ngelo e1
,
arte aR
･
r en z e1 53 7- 1631,nr e n z e,2 0 02)
6 3 . ジャ ン ボロ ー ニ ヤ 《ム ニ ヨ
ー ネ》16 世紀後期 ､ 彫像, フ ィ レン ツ ェ ､ づ ィ ッ ラ
･
ディ ー デミ ドフ (筆者撮影)
2 9 3
6 4.
6 5.
6 6.
6 7.
6 8.
6 9.
7 0.
7 1.
7 2.
7 3 .
7 4.
7 5.
7 6.
7 7.
7 8.
ジ ョ ヴァ ン ニ ･ グエ ツ ラ 《洗濯女》 約 1604 年､ イ ンク ､ 素描､ ウィ ー ン ､ アル
ベ ル テ ィ ー ナ素描収集館 (Zanghe ri,IJ ･ , PT atOl1
'
n o J 1
'
1 g7
'
a rd7
'
n o delle mer a t7
'
glle,
且re n ze,1979,γol.2)
ジョ ヴァ ン ニ ･ グ エ ツ ラ 《水のア ー チ》 約 160 4 年 ､ インク ､ 素描､ ウィ ー ン､
アルベ ルテ ィ ー ナ素描収集館 (Za nghe ri,L･, PT atOll
'
n o : 1
'
1g
'
a pdl
'
D Ode17e m em T7
'
gl1
'
e
,
血 e n z e
,
19 79,v ol.2)
作者不明《熊のグロ ツ タ》 イ ンク ､ 素描､ ロ ー マ ､ 歴史文化研究所 (Za ngheri,L”
PT BtOII
-
n o I 1
'
1g7
'
a rdfn odelle m e n I;7
'
gll
'
e, 丘ren2:e,197 9,vol.2)
《小熊を放め る牝 熊》( ホラ ボロ ン 『ヒ エ ロ グリ フ 集』 (Pr a z,M . , Stud1
'
s zLI
c o n c ettls m o
,
19 92(伊藤博明訳 『締想主義研究』 ありな書房 198)))
ヴイ ン チ ェ ン ツオ ･ ダン テ イとジャ ンボロ ー ニ ヤ 《ペ ルセ ウス の泉》1 6世紀中期､
大理石 ､ 彫像 ､ フ ィ レンツ ェ ､ ボ ー ポリ庭園
《ドラゴ ンと英雄》(『秘敏雄録』14-16世紀､ フ ィ レン ツ ェ ､ ラウ レン ツイ ア ー
ナ 図書館)
ベ ルナル ド ･ ブオンタ レ ンテ イ ｢礼拝堂+ 16世紀 ､ フ ィ レン ツ ェ ､ ヴィ ッ ラ † デ
イ ･ デミ ドフ (筆者撮影)
ジョ ヴァ ン ニ ･ グエ ツ ラ 《クピ ー ドのグロ ツ タ》 約 16 0 4年 ､ イ ンク ､ 素描､ ウ
ィ ー ン ､ アル ベ ル テ ィ ー ナ素描収集館 (Za ngheri,L., PT atOl1
'
n o / 1
'
1 8T
'
a z･d1
'
n o dene
m e m TqiHe, 鮎 e n 2;e,1 9 79,v ol.2)
ジ ョ ヴァ ン ニ ･ グ エ ツ ラ 《ア ン マ ンナ ー テ ィ の彫像群》 約 1604年､ イ ンク ､ 素
描､ ウィ ー ン ､ アル ベル テ ィ ー ナ素描収集館(Za ngheri,L., PT atOll
'
B O / 1
'
1g7
'
a rdz
'
z2 0delle
m e招 m
'
gl)
'
e, 丘r e n z e,1979,vol.2)
バル トロメ - オ ･ ア ツ マ ンナ - テ イ 《ユ ノ ー とニ 羽の 孔雀》 156 0年代 ､ 大理石 ､
彫像､ フ ィ レン ツ ェ ､ パル ジ ェ ッ 口 美術館 (筆者撮影)
バル トロ メ ー オ ･ ア ツ マ ンナ ー テ イ 《ケ レ ー ス》､ 《ア ルノ 河》､ 《パ ルナ ッ ソス の
泉》 15 60年代 ､ 大理石 ､ 彫像 , フ ィ レン ツ ェ ､ パ ル ジ ェ ッ ロ 美術館 (筆者撮影)
ジョ ヴァ ンニ ･ グエ ツ ラ 《パルナ ッ ソ ス 山》 約 16 0 4年 ､ イ ンク ､ 素描､ ウィ ー
ン ､ ア ル ベ ル テ ィ ー ナ 素描収 集館 (Za ngheri,Lり PT BtOll
'
n o / 1
'
1 gla rd}
'
D O delle
m e n lq
'
gl)
'
e
,
丘re n z e
,
1 9 79,vol.2)
ジョ ヴァ ン ニ ･ グ エ ツ ラ 《オ ー クの泉》 約 16 0 4年 ､ イ ンク ､ 素描､ ウィ ー ン ､
アル ベル テ ィ ー ナ素描収集館 (Za ngheri,L. , PTBtOl1
'
n o /ilBT
'
a rd1
'
no delle m e m Tdg
･11
'
e,
fir e n z e
,
19 79
,
vol.2)
ジ ュ ス ト ･ ウ ー テ ンズ 《プラ トリ ー ノ》(部分)
レオナル ド ･ ダ ー ヴイ ンチ 《Spa rga niu m e r e ctu s》 1 5世紀､ コ ン テ ､ 素描､ ロ
ン ドン ､ ウ ィ ン ザ ー 王 室 図 書 館(c at.)Le o D a rdo Da V1
'
n cII L'ZDtu1
'
zlo n edella
D Btu m,fire n z e, 19 83)
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79 . レオナル ド
･ 針 ヴイ ンチ 《タマ ノカ ンザシ(Ho sta pla ntagin e a)》15 世紀､ イ
ンク ､ 素描 と記述 ､ ロ ン ドン ､ ウ イ ン ザ
ー 王 室図書館((c a七･)Le on apdo DE 馳 cI:
L,LntL11
'
z 1
'
o n edella n atu r a,fir e n z e, 1983)
8 0. アル ブ レヒ ト デ ュ
ー ラ ー 《ノ ロ》 15 12, ペ ンと水彩 ､ 素描､ 22･8 × 16･6 c m ､
Bayo n n e, M u sbeBo n n at(Striede r,P･ , Du m
p
,
mila n o
,
1992,p･2 0 2･)
81 . ア ル ブレヒ ト デュ
ー ラ ー 《ス ペイ ンアヤメ》 15世紀､ テ ンペ ラ ､ 素描､ ウィ
ー ン ､ アル ベル テ ィ
ー ナ素描収集館 (Colin,E･,Da m T
'
sAn l
'
m als,lo ndo n,19 91)
8 2. ジ ョ ヴァ ン ニ ･ ス トラダ
ー ノ 《馬のデッサ ン》 ①､ 16世紀中期 ､ イ ンク ､ 素描､
フ ィ レン ツ ェ ､ ウフ ィ ツ イ美術館付属版画素描室
83. ジ ョヴァ ン ニ ･ ス トラダ
ー ノ 《馬のデッ サン》 ②16世紀中期､ イ ンク ､ 素描､ フ
ィ レン ツ ェ ､ ウフ ィ ツ イ美術館付属版画素描室
8 4 . ジャ ン ボロ ー ニ ヤ 《七面鳥》16 世紀､ ブロ ン ズ､ 彫像 ､ フ ィ
レン ツ ェ ､ パル ジ ェ
ッ ロ美術館 (筆者撮影)
8 5. ブ ロ ンズ ィ ー ノ 《サ ン d ロ レン ツオの殉教》 16 世紀半ば､ 油彩､ フ ィ レ
ン ツ ェ ､
サ ン ･ ロ レン ツオ教会
8 6. レオナル ド ー ダ A ヴイ ンチ 《筋肉構造 (肩 ､ 腕)》 16世紀初､ イ ンク , 素描､
ロ
ン ド ン ､ ウ イ ン ザ ー 王 室図書館 ((c a七･)Le ona rdo DE 鞄 cl
･
: L,Intul
'
a l
'bB e della
n &tu m,flr e n Z e, 1 98 3)
8 7. ア レ ツ サ ン ドロ ･ ア ツ ロ
ー リ 《解剖学素描; 脚の構造》1 560-156 5年､ 黒鉛筆 ､
素描､ フ ィ レ ンツ ェ ､ ウフ ィツ イ美術館付属版画素描室
8 8. ア レ ツ サ ン ド か ア ツ ロ
ー I) 《解剖学素描;動く骸骨》 15 60- 15 6 5年､ 黒鉛筆 ､
素描 ､ 42.3 × 2 9 Ac m､ フ ィ レン ツ ェ ､ ウフィ ツ イ美術館付属版画素描室
8 9 . ジ ョヴァ ン ニ ･ ス トラダ
ー ノ 《芸術の実践》16 世紀 ､ イ ンク ､ 弧 5 X 弧 5c m ､
ハ イデル ベルク ､ クル プフ ァ ル ツイ ス ク美術館
9 0. ヤ コ ポ ･ リ ゴッ ツ イ 《甲殻類細密画; ニ匹の蟹》1 6世紀 ､ テ ン
ペ ラ ､ ウ ィ ー ン ､
ウィ ー ン国立図書館
9 1. ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツイ 《甲殻類細密画 ; ニ 匹の海老と シャ コ》 16世紀､
テ ン ペ ラ ､
ウィ ー ン ､ ウィ
ー ン国立図書館
9 2. ア ルブ レ ヒ ト ･ デ ュ ー ラ
ー 《鳥の羽根》 151 2年 ､ 水彩､ グア ッ シ ュ ､ 素描､ 19･7
× 2 0 c m ､ ウ ィ ー ン ､ ア ル ベ ル テ ィ
ー ナ 素 描 収 集 館 (Strieder,P･ ,
D w B T, mi 1a n o,19 9 2,p･19 9)
9 3 . ア ル ブレヒ ト ･ デ ュ ー ラ
ー 《草地》1 503年 ､ 水彩 ､ グア ッ シ ュ ､ 素描､ ウィ
ー ン ､
ァ ル ベ ルテ ィ ー ナ素描収集館 (Strieder,P･ , Du r eT, mna n O,1
9 9 2,p･195･)
9 4. ヤ コ 朴 リゴ ッ ツ イ 《女性の プロ フ ィ
ー ル》 16世紀後期 , イ ンク ､ 31 4× 2 15c m､
素描､ プライ べ - トコ レクシ ョ ン
9 5. 《巨大な葉を持つ 新大陸原住民》(ラム
- ジオ『ジョヴァ ン ニ りiッ ティ ス タ
･ ラ
29 5
ム ー ズ ィ オ が収 集 した新大 陸航海 と訪問 の 記録 : 第三 巻(IZ!zTZ OVolu me de17e
NB 癖 zlo D e etV1
'
agB7
.
0 r aCC Olto g7
'
a da M Gl
'
0･Battl
'
sta Ra m u sl
'
0)#15 56ヴェ ネツィ
ア版)
9 6, ペ ニ ー ニ 《ウリツ セ ･ アル ドロ ヴァ ンディ》 油彩 ､ フ ィ レン ツ ェ ､ ウ フフ ィ ツイ
美術館(A A.V V. Le cLlltu p edel Nu o v oMoDdo, in Ll 飽atT Odelh NBtU Zladl U77
'
s s e
Aldi10 V a Bdl
'
,bologn a,20 1)
9 7. 《ホウオ ウジャ ク》( ウリッ セ ･ ア ル ドロ ヴァ ンデ ィ ､ 挿絵木版画 ､ 『鳥類学
(OT:B l
'
tbolog
'
a)』1 60 0･1 603 ボロ ー ニ ヤ)((c at.)m eFTo w e Tl
'
ng of Flo r e n ce, w a shington
d. c.
,
2 002)
9 8. ヤ コ ポ =)ゴ ッ ツイ 《魚(Spa r u s(?))》 16 世紀末か ら 17世紀初 ､ テ ン ペ ラ ､ 植物
画 ､ ボロ ー ニ ヤ ､ ボ ロ ー ニ ヤ 大学付属図書館
9 9. ウリ ツ セ ･ アル ドロ ヴァ ンディ ｢植物標本+ 16世紀末､ 植物 ､ ボロ ー ニ ヤ ､ ボ ロ
ー ニ ヤ 大学付属図書館
l o o. 《ヒ マ ワリ》 17 世紀､ テ ン ペ ラ , 植物画 ､ ボ ロ ー ニ ヤー､ ボ ロ ー ニ ヤ 大学付属図
書館 仏A.V V. Le c ultu m del Na o 叩 Mondo, in B Te atT Odella Natu r ed)
'
ul1
'
ss e
A ldi10 I(B nd7
'
,
bologn a,20 0 1)
1 0 1
. ヤ コ ポ . リゴ ッ ツ イ 《イ ン ドイノ シ シ》(部分)
1 0 2
. アル ブ レヒ ト ･ デ ュ ー ラ ー 《子 ウサギ》1502 年､ 水彩 , グア ッ シ ュ ､ 動物画､ 25.1
× 2 2.6 c m ､ ウ ィ ー ン ､ ア ル ベ ル テ ィ ー ナ 素 描 収 集 館 (Striede r,P. ,
Du m r
,
mi lano,19 92,p.2 0 0.)
1 0 3. ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツイ 《ホウオウチ ョ ウ》 16 世紀末 ? ､ テ ン ペ ラ ､ 動物画 ､ ボロ
ー ニ ヤ ､ ボロ ー ニ ヤ 大学付属図書館仏A.V V. Le mltu zTe del Nu o T40Mo ndo, in B
TeatT Odella Natu T Bd1
'
tr17
'
s s eAldz,o 帽 ndl
r
,
bologn a,2 00 1)
1 0 4. ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツ イ 《ツノ マ ム シ》 16世紀末 ? ､ テ ン ペ ラ ､ 動物画 ､ ボ ロ ー ニ
ヤ ､ ボ ロ ー ニ ヤ大学付属図書館
1 0 5. 《パイ ン》(ラム ー ジオ 『ジョ ヴァ ン ニ ･ /〈ッ テ ィ スタ ･ ラム - ズィ オが収集し
た新大陸航海と訪問の記録: 第三 巻(Te rz oVoh m edelle Na 吻 讃Zl
'
o B e et Vl
'
a&P
'
o
m c c olto g7
'
d da M GJ
'
0.Battl
'
sta Ra m u El
'
0)gVe n e zia15 56)
1 06 ･ 《フ ラ ン ドル 人》(エ ネア . ヴィ ー コ 『全民族の夏用衣装(Om 111
'
zl lBfeT ege13tlu m
B O StT a e a etab
'
s habI
'
tus n u ngu a m a nteha ca edl
'
t1)』 15 63)
1 0 7. 《ヴェ ネツィ ア婦人の 民族衣装》 (ジャ ー コ モ ･ フ ラ ン コ 『偉大なるヴェ ネツィ
アの 行列や ､ 凱旋式や公 共祝祭 などの特別な行事とヴェ ネ ツ ィ ア 人の 男女の衣装
(Eabl
l
tl d'huo m l
'
n l
'
et do n n e v e nt1
'
a n e c o nla pJ'O C e S S1
'
0 1 edella s eT en 1
'
s sl
'
m a
s =gn oTl
'
a etaltTl
'
pa rtlc ola n
'
clo占tn
'
o nfI
'
feste c e T1
'
m o n l ePubl
'
che della n ob)
'
ll
'
s slm a
clttA d1
'
VeDeZ1
'
a)』1 5 70,v e n e2;ia)
1 0 8･ ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツ イ 《兵士 とヤ マ ア ラシ と蛇》 15 7 7- 1587 年(?)､ テ ン ペ ラ ､
2 9 6
2 1.4Ⅹ2 7.2c m ､ フ ィ レン ツ ェ ､ ウ フ ィ ツイ美術館美術館 ､ G D S U【295岬】
1 0 9. 《AIJIVI) G E N V S AV D A》(ヨ ス ト ア マ ン 『世界の 人々 の衣装(HBbltu s
pFa e C]bp wym popolu 加 ta m n
･
r o - agu a mtO e m l
'
n a m mSl
'
BgVlan
'
s a rtedepl
'
ct7)A
1 57年､ 木版画と水彩 ､ p.C X C ⅥⅠ)
1 1 0. ヤ コ ポ ･ リ ゴッ ツイ 《野蛮な黒人》 1577 - 158 7年(?)､ テ ン ペ ラ ､ 2 1･8Ⅹ27･8c m ､
フ ィ レン ツ ェ ､ ウフ ィ ツ イ美術館､ G D S U[2 9 6F]
l l1 . 《マ ン トを着た黒人青年》(ニ コ ラス ･ ニ コ ライ ､ 『ニ コ ラス
･ デ ･ ニ コ ライによる
東方 へ の航海と遍歴 (NB Tq
'
gab
'
o n s et pe mgTl
'
n ab
'
o DS O Ple ntales de N]
'
o ola s de
N1
'
c olaJ)』1 56 8､ 銅板､ p･182)
1 1 2.《ア ラ ビア のム ー ア人》(ヨス ト アマ ン『世界の 人々の衣装(Habltu spT & e C2bT O rym
popolu m ta n r'
･
m m m qa a mtoe m l
･
D B r u mSl
･
ngala r]
'
s a rte deplctl)A 1577年､ 木
版画と水彩 , p.C L Xm )
1 1 3. ヤ コ *
o
･ リ ゴッ ツ イ《黒馬を持つ 若い黒人》1 57 7- 1 587年(?)､ テ ン ペ ラ､ 2 1･7Ⅹ 2 7･6c m､
フ ィ レン ツ ェ ､ ウフ ィ ツ イ美術館 ､ G D S U[29 6 5F]
1 1 4. 《トル コ 人召使》 (ヨ ス ト アマ ン 『世界の 人々 の衣装(HBbltu sp m e abT WJⅦ
popolu m ta n rlr om m gu a mtoe m l
'
B a - aSl
'
ngula pls a rte deplctl)A l苧7 7年､ 木
版画と水彩 ､ p.CCI)
1 1 5. ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツ イ 《女と ホロホ 口 チ ョ ウとア ヒル》1 57 7
- 1587年(?) ､ テ ン ペ
ラ ､ 2 1.2x2 7.4c m, フ ィ レンツ ェ ､ ウフ ィ ツイ美術館､ G D SU[2 95 9F]
1 1 6. 《カ ラマ ー ニ ア の女》(ヨ ス ト
･ アマ ン 『世界の 人々の衣装(L u]
'
tu spm eclby o rJⅧ
popolu m ta n riro - agua m to e m血 w u m Syngula r]
･
s arte depl
'
ct2)』 15 7 7年､ 木
版画と水彩 , p.C C VI)
1 1 7.ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツイ 《花嫁の天蓋》 1 57 7- 1 5 87年(?)､ テ ン
ペ ラ ､ 21･2Ⅹ2 7･5c m､
フ ィ レンツ ェ ､ ウフ ィ ツ イ美術館 ､ GD S U[29 4 9F]
1 1 8, 《花嫁の先導》(ヨス ト ア マ ン 『世界の民族衣装(nab,
'
tu spT a eC2by o rym popolu m
tB m rl
･
r o mm qu B mtO e ml
･
n B m mSl
･
D gUla rl
･
s a rtedep]
'
c朗 1 57 7年 ､ 木版画と水彩 ､
p.C CII)
1 1 9. ヤ コ ポ ー リゴ ッ ツイ 《座る トルコ の女と蚤を取る犬》1 57 7
- 158 7年(?)､ テ ン ペ ラ ､
2 1.4Ⅹ2 8c m ､ フ ィ レン ツ ェ ､ ウフ ィ ツイ美術館 ､ G D SU[29 5 6F]
1 2 0.《トル コ 人 女》(ヨ ス ト ･ ア マ ン『世界の人々の衣装(Eabl
'
tu spT a e C]bp orym popolu m
tB m rl
･
m r um qu B mtO em l
･
D a - mSl
･
n gula rl
･
s a rsedepI
･
ctI)A157 7年 ､ 木版画と水彩 ､
p.C C VII)
1 2 1
. ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツ イ 《フ ィ レン ツ ェ 大使を歓迎するボニ フ ァ テ ィ ウス 八 世》
159 0
年 ､ 油彩 ､ フ ィ レ ンツ ェ ､ パ ラ ツ ツオ
, ヴ ェ ッ キオ (筆者撮影)
1 2 2.ヤ コ 朴 リゴ ッ ツイ 《フ ィ レンツ ェ 大使を歓迎するボニ フ ァ ティ ウス 八 世》(部
2
n
i)
((c at.) eLA C OP O LIG OZZI, Le v edute del Sac m Mo Dte del
la Ve m a･ I dlbliコb
'
d]
'
29 7
Pop ple Blbbl
'
e D a
,POPPi,1992)
1 2 3. 《ヨ ー ロ ッパ》(チ ェ ー ザ レ ･ リ ー バ 『イコ ノ ロギア』 1603(19 2､ p.296))
1 2 4. 《アジア》(チ ェ ー ザ レ I I) - パ 『イ コ ノ 口 ギア』 1 603(19 9 2､ p.2 98))
1 2 5. 《ア フリ カ》(チ ユ ー ザレ A リ ー バ 『イコ ノ 口ギア』1603(19 2､ p.2 99))
1 2 6. 《アメ リカ》(チ ェ ー ザレ . リ ー バ 『イコ ノ 口 ギア』 16 03(1992､ p.301))
1 2 7.ヤ コ ポ ･ リ ゴ ッ ツ イ 《コ ジモ ー 世の大公位戴冠》 15 9 0年 ､ 油彩 , フ ィ レンツ ェ ､
パラ ツ ツオ ー ヴ ェ ッ キオ (筆者撮影)
1 2 8. ヤ コ ポ ･ I)ゴ ッ ツイ 《マ リア ･ デ ･ メ ディチ》1 587-158 9年､ 油彩 ､ 64 × 48c m
､
フ ィ レンツ ェ ､ ウフ ィ ツ イ美術館
1 2 9. ヤ コ ポ =ノゴッ ツイ 《リヴオ ー ル ノ海港》 16 0 4年､ 貴石 ､ ピ エ トレ ドウ ー レ ､ 107
×94e m ､ フ ィ レン ツ ェ ､ ウ フ ィ ツ イ美術館
1 3 0. ヤ コ ポ ･ リ ゴッ ツイ ｢チ ェ ス盤+ 1619年､ 貴石 ､ ピ エ トレ ドウ - レ､ 5 7× 5 4c m､
フ ィ レン ツ ェ ､ 銀器博物館
1 3 1. ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツイ 《トケイ ソウ〉 1609 年､ テ ンペ ラ ､-植物画 ､ フ ィ レン ツ ェ ､
フ ィ レ ン ツ ェ 国 立 図 書 館(Co nv s op p. A.1.8 3 6IV) ((c at.)乃 e E o w e zT
'
ng of
E w ence,w a shingto na. c. ,2 0 0 2)
1 3 2. ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツイ 《ガラ スの 水差 し》1 61 7年 ､ イ ンク ､ 水彩 ､ フ ィ レン ツ ェ ､
ウフ ィ ツ イ美術館付属版画素描室
1 33 ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツイ 《グラス》 16 1 7年 , イ ンク ､ 素描､ フ ィ レン ツ ェ ､ ウフ ィ ツ
イ美術館付属版画素描室
1 3 4. ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツイ 《規律の書き取り》1 60 5年､ フ レス コ , フ ィ レンツ ェ ､ オン
ニ サ ンテ イ (筆者撮影)
1 3 5. ヤ コ ポ ･ リ ゴ ッ ツ イ 《聖フ ラン チ ェ ス コ 修道会を是認するイ ノ ケンテ ィ ウス三世》
16 05､ フ レス コ ､ フ ィ レ ン ツ ェ ､ オ ン ニ サ ンテ イ (筆者撮影)
1 3 6
. ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツ イ 《ス ルタ ンの説教》1 60 5年 ､ フ レス コ ､ フ ィ レン ツ ェ ､ オン
ニ サ ンテ イ (筆者撮影)
1 3 7. ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツ イ《小鳥へ の挨拶》(『ヴエ ルナ の聖地に つ い ての叙述(De s cr1
･
z l
'
o B e
del Sa c m Monte della Ve m a)』 161 2)(JA C O P O LllG a Z:ZZ, Le v edute del SB C m
Mo ntedella Ve m a･ I d]b1
'
n b
'
dl
'
Pop p1
'
e B1
'
bble n a
,pop pi,1 92)
1 3 8. ヤ コ ポ ･ リゴ ッ ツイ 《サン ･ フ ラ ンチ ェ ス コ の聖痕》(『ヴエ ルナの聖地に つ い ての
叙述 (De s crl
'
z
'
o D edel Sa c m Mo Btedena Ve m a)』 161 2)(よ4CO POLIG aZ%J, Le
v edutedel Sa cT OMoDte della Ve m a. I dlb1
'
nt1
'
dl
'
Popp}
'
e BJ
'
bbje B a,POP Pi,1992)
1 3 9. ヤ コ ポ ･ リ ゴ ッ ツ イ 《小鳥 ヘ の挨拶》 1 7世紀初､ 貴石 ､ ピ エ 卜 レ ･ ドゥ ー レ､ フ
ィ レン ツ ェ ､ オン ニ サン テ ィ教会(ejA C OPOLJG a ZZI Le T'edutedel SB Cr OMoDte
delTa Ve m a･ J d]b]
'
Dt]
'
dl
'
Pop pl
'
e Bl
'
bb]
'
e n a, poppi, 192)
1 40 ･ ヤ コ ポ . リゴ ッ ツイ 《サ ン ･ フ ラ ンチ ェ ス コ の 聖痕》 17世紀初､ 貴石 ､ ピ エ 卜L/ ･
2 98
ドゥ ー レ ､ フ ィ レンツ ェ ､ オ ン ニ サ ンテ ィ教余(e7A C OP O LJG OZ%f,■Le v edute del
sa cro MoDtedella Ve m a. I dli)1
'
ntl dl
'
Pop pje B)
'
bbl
'
e D a,POP Pi, 1992)
1 4 1. ヤ コ ポ ー リゴ ッ ツ イ 懲聖母マ リアの聖 エ リザ ベ ツ訪問》 1596 年､ 油彩 ､ ル ツ 力 ､
ル ツ カ大聖堂(eLA C O P OLJGOB W, Le l 噌dzlte del Sa cro Monte dellB Ve m a･ I
dlbl
'
Dtl dl
'
Popple Blbbl
'
e n B, POP Pi, 192)
1 42. ヤ コ ポ ー リゴ ッ ツイ 《処女マ リア誕生》 16 0 7年､ 油彩､ ピ ッ ビエ
ー ナ ､ サ ンタ ･
マ リ ー ア d デル ･ サ ツ ソ(JA C OPO LZG OB:2:I, Le v edLlte delSa cr oMo nte della
ve ma . I(鞄血tl d7
'
Pop p)
'
e Bq
'
bbl
'
e n B, pOpPi, 1 9 92)
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